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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「未来の運命を抽ちゆう出しゆつした……？」

　正まさ純ずみは、続く砲撃の音も、大気の壁を潰つぶし行く艦の震動も感覚せず、ただ疑問した。

「──どういう事だ？」
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「簡単な事ですよ。原理はね」

　九十度傾いた安あ土づち内のホールにて、片かた桐ぎりは、本来は右う舷げん側の壁となる場所に立っていた。

　自分がいる壁側には、床に固定されていない持ち込みの椅い子すが転がっている。

　その一つを立て直して座り、一息をつく。

　幾つか開いた表示枠レルネンフイグーアでは、左に武蔵むさし側との通つう神しんを行いつつ、右では皆との実況通神チヤツトを確保している。

　……酷ひどく大事な時間を任されたものです。

　今、これから話す事は、ずっと自分達が黙っていた事だ。

　だが、それらのために自分達はここまで来たと言っていい。

　本当ならば、この話は、こういう論述の上手うまい竹たけ中なかがすべき事だろう。だが竹中は、こちらの補佐に努めるつもりなのか、壁際の通路から足を零こぼして座った状態だ。

　先程、言われた。

「いいですか片桐君。これは私ではなく、皆でもなく、片桐君の仕事です」

「そ、そこまで言われる程のものですか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中が眉まゆを浅く立てて言った。

「──よく聞いて下さい。皆は戦闘中です。おねーさんもこれからの戦術を作っていく必要があります。皆忙しいんです。さあ、暗に何を言ってるか解わかりますか片桐君」

「しょ、消去法で僕だけ手が空いてるんですね!?」

「八割程ソレですが、まあいいじゃないですか」

　竹中が、一つ頷うなずいてこう言った。

「最近、何処どこかの実質的な偏差値低そうな教きよう導どう院いんの代表達が、事もあろうか中ボスや大ボスのところまで行って『思い込みでここまで来た』事が発覚し、御本人達から解説を頂くという、前ぜん代だい未み聞もんな事が生じました」

「あれ気まずかったですよねー……、他人ひと事ごとながらに」

「そうですね。でも、こっちとしても、自分達の正義というか、正当性を示す必要があります。だけど、皆は一人ずつそれを持っているとして、まず、総体を言わないと駄目です。

　応答が戦闘に直結する皆より、ここはとりあえず、片桐君が担当して下さい」

　彼女は小さく笑った。

「おねーさん、最終的な部分で適任じゃないんですよ、コレ。戦闘に絡めちゃうんで」

「……Ｔｅｓテスタメント．」

　そう頷うなずいて、了承してからが、今の時間帯だ。

　……未来の運命の抽ちゆう出しゆつの原理か。

〝の〟が多いが、緊張してるのだと思う。

　だが、抽出は、原理的には簡単だ。

『地ち脈みやくへのアクセスと、その解かい析せきが出来ればいいんです。そして、──出来れば、未来の側からも、そういったものを望む動きがあればいい』
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　浅あさ間まは、急ぎ神しん道とうのデータベースに検索を掛けていた。権限の可能な限り深くまで入れて、そのような地脈へのアクセス術式があるかどうかを探る。

　しかし、

　……無いですよね。

　ある訳が無い。

「浅間、質問だけど、未来の地脈？　それにアクセス出来たらどうなんの？」

「単純な推測ですけど、未来が読める事になると思います」

　地脈は万物の根源だ。時間すらもそこに内包するからこそ、運命と同一とも出来る。

　だがそれは渾こん然ぜんとしていて、雑多なものだ。

「特定の未来を抽出するなんて、海の水の中から、極東の川を流れてきた水を見つけるようなものですよ」

　そんな術式は、ありうるのだろうか。検索では当然のように見つからなかった。否、自分よりも上位、そして非公式の術式だったならば、あるかもしれない。でもそう考えると切りが無い話だ。だから、

「フフ、浅間、──可能性とか別として、手段としてはどうなの？」

「可能です」

　理屈としては、片かた桐ぎり・且かつ元もとが言い、彼も今述べた通りだ。

「地脈から、未来の時間軸を扱う流れを見つけ、アクセスすればいいんです」

　でも、と己は言う。

「そんな解析力は、人にはないと言うか。あっても扱い切れないですよ。──実際、手段は見えていても、地脈の膨大さにどう手を突っ込めば良いのか」

「では」

　と、ホライゾンが言った。

「帝みかどの人だったら、可能だったんでしょうか」
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　……あ──！

　浅あさ間まは、ホライゾンの発想に息を詰めた。

　……帝！

　つい半日程前に自分達がやらかして京きようの都をボン！　しちゃったものだが、

「確かに……」

　己は、一つの方法を理解した。

「地ち脈みやくというか、運命には人格が与えられているんでした……」

　確かに帝ならば、地脈へのアクセスが可能だ。人格を持った運命を宥なだめるために、存在していたのだから。

・副会長：『正確には、帝を媒ばい介かいにした環かん境きよう神しん群ぐんだろうな』

　そうだ。そうなると、話が違っていく。ただ膨大な情報量の広がりに対しても、アクセスするフックが生まれるからだ。

　だが帝は京に固定されているし、あの地下の空間は自動人形達によって封じられている。明あけ智ち・光みつ秀ひでは出入りが出来たようだが、しかしあの場所に地脈を抽ちゆう出しゆつするような施設があったとも思えない。

　ではその施設が他にあったとしたら、何処どこに？　と思った瞬間だ。

『帝を使用せずとも、運命にアクセスする方法はあるんですよ。そしてその方法を解かい析せきして、運命の動きを精査していくと、地脈の中で運命が時間を帯びて〝時を進めていく〟のが解わかる。後はそれを先取りして行けばいいんですが──』

　そこまで聞いても、しかし、解らない事がある。

『問います』

　己は通つう神しんに介入し、疑問した。

『運命へのアクセスが出来たとして、その中にあるのは膨大な情報だけです。そこからどうやって、未来にいる人間を抽出出来るというんですか？　また、その施設は何処に？』

　環境神群を通して運命へのアクセスを行う事自体が、神かみ代よの時代に直結する技術だ。だが、そこから抽出となると、更に難度が上がる。

　しかし、片かた桐ぎりの声が、こう告げた。

『まず抽出についてですが、──限定条件があるんですよ』

　それは、

『──〝花園アヴアロン〟って、知ってますよね』
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「そうだ。言ってやれ。言ってやるといい」

　夜の空を南に見上げながら、利とし家いえは呟つぶやいた。そろそろ自分達も、輸送艦で本拠か琵び琶わ湖こ安あ土づちに戻ろうかと、そんな事を考えつつ、肩に乗ったまつの手を取る。

　視線を向けると、まつが小さく笑って肩を揺らしていた。

「どうしたんだい、まっちゃん」

『だって、思い出すとおかしくて』

「何を？」

　問うと、まつが涙を浮かべた細い目をこちらに向けた。

『英国で武蔵むさし勢と会った時、商談が破談になったら、利家君、煽あおりまくるんだもの』

「あれは警告だよ、警告」

　そうさ。

「〝花園アヴアロン〟について知らず、行っても当座の状況を理解する事にしか使えなかった。だけど実際は違うよ？　それが解わからないから、彼らは結局、極東をただぐるぐる回っていただけなのさ。──だから教えてやるといい、十じつ本ぽん槍やり」

　応じるように、片かた桐ぎりが言った。

『世界が希薄化して、滅びていく。そんな中で、かろうじて安全とも言えるシェルターがあったとしたら、それは何です？　そして、何処どこにあります？』
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「それは──」

　メアリは、清きよ正まさの攻撃を点てん蔵ぞうと共に凌しのぎながら問うていた。王賜剣エクスカリバーとカレトヴルッフがぶつかる事で生じる火花に、お互いが照らされながら、

「〝花園〟は、末世に対するシェルターだったと、そのために作られたというのですか!?」

「……私達はその中に入り、生き延びるように導かれました！」

　清正が、力を込めた斬ざん撃げきを寄越してきた。機き動どう殻かくの加速付きだ。清正の剣技自体は自分と同様に正統派だと解っているが、その分、回転を速くされるとこちらは追いつけない。

　受けられない。そう思った瞬間。

「何なに故ゆえに御座る！」

　金属音が散り、黒の影が割って入った。

「点蔵様！」

　呼びかけに、彼は頷うなずくだけだ。だが今の一撃と、そこから押し込められる力には、機動殻の後押しがある。点蔵であっても受けるのが精一杯だ。





●






・ウキー：『おい、点てん蔵ぞう、見えてるぞ。そのくらいちゃんと凌しのげ。こっちは休憩中だ』

・十ＺＯ：『な、何か最終的に台無しになる[image: ]しつ咤たが来たで御座るよ！』





●






　正まさ純ずみは、事実とは言い切れない可能性を、しかし思案した。

　……未来の運命から、未来の人間を抽ちゆう出しゆつする。

　理屈は簡単だが、それを為なすには難度が高過ぎる。しかし、そういった事を目指し、やってきた人がいるのを、自分達は知っている。

「元もと信のぶ公か？」

　否、と思った。元信公は、どちらかというと、運命への直接介入や操作を企画していたように思うからだ。

　……そうだな。

「未来の人間を抽出する事で、何が解わかり、何が行われるか」

　最大の利点は、未来に至る状況や流れを知る事が出来る、という事だろう。

　元信公の企画する運命への直接介入や、操作がどうなったかも知る事が出来る。

　だが、これは、直接的ではない。

　元信公が考えついたかも知れないが、彼のこれまでの行いの中に、このような事実は見えていなかった。そもそも、未来を先読みするという事は彼を補佐するような内容だ。

　……だとしたら──。

・未熟者：『松まつ平だいら・信のぶ康やすだ！』

・副会長：『やはりそう思うか』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と地下廃棄場での作業が長引いているネシンバラが応じた。

・未熟者：『彼は元信公と同じように活動をしていながら、何をしているのか不明だった！　だけど最期、二に境きよう紋もんに食われたのだから、彼が干かん与よしていたのは運命に関する事業の筈はずだ！』

　確かに自分達は見た。憶おぼえがある。真さな田だの遺跡の中、そこにあったのは、

・未熟者：『元島しま原ばらの乱らんの技術者達がいたという場所。そこで松平・信康は、一つの抽出機を中心に、八つの抽出機を円形に並べ、何かをしていたんだ！』

・副会長：『飛躍するか？』

・未熟者：『君と同じ考えだろうから、君も飛躍しているのかい？』

・副会長：『否、私は現実的に考えている。お前がまともに考えるべきだ』

　そうだね、とネシンバラが言った。その上で彼は、こう言葉を作った。

・未熟者：『あの八基の抽出機こそが、十じつ本ぽん槍やりの八人を未来から抽出した現場だ。

　──それを行い、松まつ平だいら・信のぶ康やすは運命に見つかって二に境きよう紋もんで消されたんだ！』
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「そうですね」

　と、片かた桐ぎりは小さく呟つぶやいた。

「そこから、まだ安定していない僕達は、安全確保のため、近場かつ松平・元もと信のぶとつながりのあったP.A.Odaに確保され、しばらくは目覚めぬまま過ごしました」

　早く安定した者もいれば、遅くそうなった者もいる。大体の安全が見えたのは八年程前で、動き出していた信長の補佐として設けられた羽は柴しばが、ＯＳに手を加えられて自分達の上役を兼任する事となった。しかし、

『何なに故ゆえで御座る！』

　清きよ正まさと相あい対たいしている武蔵むさしの第一特とく務むが、疑問の声を上げた。

『何故、今更にそのような事を言うので御座る！』





●






「単純な話ですの」

　ミトツダイラは、糟かす屋やとの立ち回りに異質なものを感じていた。

　これまでにも、関東解放時などに相対し、妙な違和を得ていた相手だ。だが、素性が理解出来てくると、自分の体感から違和感が事実となってやってくる。

　……この相手は──。

「未来から抽ちゆう出しゆつされたというなら、何故なぜ、それを今まで言いませんでしたの!?」

　問うた先。まず銀ぎん爪そうの一撃が来る。それは二撃、三撃と止まらず、

「信康公がどうなったか、知ってますのよね？　今の私達は、ある意味、地ち脈みやくを通した分、運命の分化とも言えるんですの。だからその事を口にすれば──」

　彼女の言葉と共に、己は光を見た。

　赤の光。線を描いて、まずは輪と、中央を貫くラインを走らせるのは、

　……二境紋！

「危ないですわ！」

　戦ってる最中だというのに現れようとする怪異に、思わず己は叫んでいた。

　その言葉を聞いた糟屋は、自分の背後に二境紋が出ている事に気付いたのか、

「────」

　小さく笑い、しかしこちらに攻撃を放ってきた。

　銀釘アルジヨント・クルウの攻撃を受ける事は出来ない。故ゆえに流体で作られた爪つめではなく、機構部分の十字を弾はじいて回避。

　直後に自分の視界に見えたのは、赤の飛沫しぶきだった。

　二に境きよう紋もんが、描かれようとしていたのに、その途中から散って行くのだ。

「それは──」

　二境紋が成立しないまま、消えていくのは今までにも見た事がある。しかしこれは違う。

　……消されていく……!?

　そうだ。これは明らかに砕かれ、散って行く。

　そんな事実を肯定するように、糟かす屋やが姿勢を入れ替えた。

「Ｔｅｓテスタメント．、私達は特に運命から目をつけられていて、未来の事を話そうとすれば、私達どころか、それを聞いた者達までチェックをされ、消されてしまっていましたの。

　下手へたに私達の知る事実を発表したら、聞いた人々が全員消されてしまいますのよ？」

　同時。片かた桐ぎりの通つう神しんが言葉を繫つないだ。

『しかしもう、二境紋は生じません。信のぶ長なが様が、運命を自分の身にリンクさせ、そのＯＳで制御してくれているからです。しかも今はもう、ここから月も見えない。

　──今日きよう、ここでようやく、僕達は全てを言えるんです』
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　では、と点てん蔵ぞうは問うた。

　何が何だか、正直、摑つかみ切れない。彼女達の言っている事が真実かどうかも確かめる事が出来ないし、彼女達もまた、それを事実だと思っているだけなのかもしれないからだ。

　理屈は後で精査するしかあるまい。

　だが、そういった事とは別に、彼女達に対し、聞きたい事がある。

「何なに故ゆえに御座るか？　──何故、貴殿達なので御座るか！」

　……疑問に御座る！

　今まで、理屈としての部分を聞いてきて、己はこう判断した。

　……正直、流体や地ち脈みやくの技術は、浅あさ間ま殿や専門家の範はん疇ちゆうに御座るな！

　だが、理屈とは別で、事の真偽の判断となるものもある。

　政治だ。

「もしも世界が希薄化して、人類を残すためにシェルターとしての〝花園アヴアロン〟を用いたとするで御座る！　しかし、そうだとしたら──」

　聞く。

「その政治的判断は何で御座るか!?」
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「解わからないのですか？」

　対する清きよ正まさが、身構えた。機き動どう殻かくの駆動系が音を立て、

　……あっ、これ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の新型駆動系の音で御座るな!?

　吶とつ喊かん仕様で作られた高機能型だ。武蔵むさし第一特とく務む麾き下かの中では、この音と向き合ったらとりあえず逃げて状況が変わる機会を窺うかがえと、そうなっているが、

　……しかも四つ──！

・ウキー：『おい点てん蔵ぞう。見えているが、──駄目だなこれは』

・十ＺＯ：『あ、諦あきらめが早いで御座るよ！』

　と、思った瞬間。

　清正がカレトヴルッフを床に突き立てた。

　……え？

　気付けば、清正が動きを止め、こちらに俯うつむいた顔を向けている。

　どういう事か。今、戦闘中で、彼女はこちらを攻め、追っているというのに。

　……一体どういう事で御座る？

　疑問は継続のままだ。ゆえに自分は身構えを解とかない。すると、

「点蔵様！」

　横にメアリが駆け寄って来た。彼女はこちらの腕を取り、負傷が無いかを確かめると、何故なぜ清正が動きを止めたのかと、相手の不動を見た。

　対する視線の先。そこにいる白の機動殻姿は、だが自分の目を見せない。それでも解るのは、彼女がこちらを、メアリ共々視界に入れているだろうと言う事で、

「何故なのか、問うのですか……」

　清正が、言って、顔を上げた。双の青い瞳ひとみから、光るものが零こぼれ落ちていた。

　涙だ。

　眉まゆを歪ゆがめ、口を横に開けば、抗議の表情となる。

　直後に清正が告げた。自分の方に、涙で揺れながらも強い目を向け、

「──私達が、貴女あなた達の子供だったからですよ……？」
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「えっ」

　と、メアリは、右手で取っている点蔵の腕に力を込めた。

　正面。涙を零している清正には、正直、申し訳ないと思う。が、こちらとしても、彼女と共感するために確かめておきたい事が生じていた。

　疑問だ。その内容はつまり、

「あの、清正さん？　少し、いいでしょうか？」

「……Ｔｅｓテスタメント．、何でしょう」

　ええ、と己は、深く息を吸い、問うてみた。

「……あの、先程、御自分達の事を御紹介される時〝貴女あなた達の子供〟と、そう仰おつしやられていましたよね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですけれども、それが……？」

　はい、と己は首を下に振り、ちょっと前のめりになっている事に気付く。

　……す、少し緊張していますね、私。

　これから大事な事を聞くのだ。そのための確認として、

「──それで、大変御無礼かと思うのですが、私、その〝貴女達〟というのを、広い範囲で、その、つまりは武蔵むさしもしくは極東側を指して〝貴女達〟と言っているのだと、そういう風に捉とらえてしまったのですね。私の勘違いなのでしょうけど」

　だから、

「その、先程の〝貴女達〟というのは、そのような広範な意味としての〝貴女達〟ではなく、もっとパーソナルな、個人としての〝貴女〟達、と、そういう事なのでしょうか」
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・礼賛者：『あー、屋台の片付けしながら解説しますが、英国弁では〝貴方あなた〟を示すのも〝貴方達〟を示すのも、どっちもYouで済むんでした』

・金マル：『あー、そっか、ナイちゃんなんかも異国の出身だけど、武蔵で生活して極東語になってると忘れるよね、そういうの』

・副会長：『有用のYouと言うだけあって、便利な語だなあ』

・ホラ子：『ハイ皆様！　正まさ純ずみ様が面白くなるのはここからですよ！　待機！　待機です！』
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　あー……、と清きよ正まさが、困ったように首を傾かしげるのを点てん蔵ぞうは見た。

　大体、この後どうなるか、予測は出来ている。やたらと身の危険を感じる未来が見えているが、メアリの左腕ロックが強固だし、こちらも覚悟の上の事だ。

　……その覚悟が、未来から来たので御座るなあ。

　そう思っていると、清正が右の人差し指で涙を払った。そして彼女は、

「十じつ本ぽん槍やりの内、八人。更にその内の七人は、貴女達の子供です。──つまり、現武蔵むさし勢としての主力ともいえる、七人の方々の子供です」

「では、貴女は──」

　というメアリが、更に腕に力を込めたので、己も応じて彼女の手に自分の手を重ねた。

　直後。清正が言った。

「私の母は〝重奏血塗れダブルブラツデイ〟メアリ。父は、そこの男です。

　私は加か藤とう・清きよ正まさと、──貴女あなた達の子、ジェームズ一世の二重襲しゆう名めいなのです」
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　青梅おうめ艦尾側で光が爆発したのを浅あさ間まは見た。

　……メアリが、まあ、お盛んな事で……。

・あさま：『やっぱりあれ、名付けたら〝点てん蔵ぞう様スキスキ大爆発〟でしょうか』

・俺　　：『今の点蔵関係なくね？』

・ホラ子：『では〝点蔵様スキとか関係無しに大爆発〟で』

・十ＺＯ：『それ単なる危険技で御座るというか自分は間接的に関わってるで御座るよ！』

　ああそこまで覚悟決めたんですね、とちょっと感心した。とりあえず父に、

・あさま：『父とうさん？　点蔵君とメアリですけど、有りか無しかで言えば有りだという点蔵君の自己申告が』

・浅間父：『本当かい!?　即日挙式行けるよと言っておいてくれるね!?　でも点蔵君も、煮え切らないと思ったけど、環境が人を変えるね！』

　未来から子供が来るとか、どういう環境だろうか。というか、そこまで来ないと覚悟の後押しが来ないとか、流石さすがな気もする。しかし、

「フフ、浅間？　何かそこに外からの通つう神しん知らせる表示枠サインフレームが出てるわよ？」

「あれ？　外からの通神を許した気はないんですが……」

　相当に強力なものだ。向こうからこちらに強制アクセスしに来たのだろう。

　その送り元を見て、己は一つ頷うなずいた。この相手は自分では対応出来ない。だから、

・あさま：『あの、正まさ純ずみ？　欧州が近いせいで、何か今の漏れてるみたいです』

・副会長：『あー、解わかった。本人に回すと面倒だからこっちに回してくれ』
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　正純は、大体、誰だれがどんな内容を言ってくるか予測の上で通神を許可した。

・副会長：『切るぞ』

・女　王：『無駄だ武蔵副会長！』

　何が無駄なのかよく解らんが勢いは買う。というかお前か──、としみじみ思いながら、

・副会長：『うち今忙しいんだ。手短に頼む』

・女　王：『あの忍者の事だ！』

・副会長：『あー、あの忍者、ハイハイ。それが？』

・女　王：『何だいつの間に子供がいて自己申告とか！　初耳だぞ！』

・副会長：『そうか。私も初耳だ』

・女　王：『だったらよし！　否、よくない！　私は姉とあの忍者の間に次期英国王が生まれる事を許可したが、姉とあの忍者の間に子供が出来るというのは許可していないぞ！』

　何か難しい事言い出した。

・副会長：『うーん、でも勘違いの可能性もあるからな』

・女　王：『勘違いでなければどうする!?』

　……そうだなあ。

・副会長：《急募：クロスユナイトの英国引き渡しについての意見》

・武　蔵：『正まさ純ずみ様、既に武蔵むさし乗員の男性九割から〝是〟の意見が出ております。──以上』

・副会長：『──じゃあしょうがないか』

・十ＺＯ：『あ、諦あきらめ早いで御座るというか、個人の尊厳と自由を希望するで御座るよ！』

・煙草女：『アンタ忍者から縁遠いもの要求してないさね？』

　どうしたものかなあ、と己は思う。

　……まあ、いきなり身内に隠し子出来たらビックリだよな。

　そう思いつつ、言うだけ言っておく。

・副会長：『妖よう精せい女じよ王おう、とりあえずこっち、御本人達が家族会議（物理）をするようなので、まずそちらの結論出てからにしないか？』

・女　王：『そうなのか!?　姉はどうしてる!?』

　見た。そして、見るより先に言葉が来た。

・貧従士：『うっわ！　何を第一特とく務むは青梅おうめ艦尾でイチャついてるんですかその花の山！　こっちから坂ばん東どうビームを誘導でブチ込みますよ！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずき、妖精女王に言った。

・副会長：『今、あの忍者がビームを叩たたき込まれる処ところだ』

・女　王：『当たってしまえ……！　いいな！　敵を応援しておくのだ！』

　どういう台詞せりふだ、と思うが、通つう神しんが切れた。向こうは向こうで生徒会もいるし、諫いさめる役だっているだろう。こっちはこっちで、しかし、

「──で？　誰だれが誰の子供だって？」
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　ふむ、と頷いたのはホライゾンだった。

　右の手を上げると、浅あさ間まが気付く。なのでチョイと手で安あ土づちを指すと、大体通じたらしい。すぐにこちらに、浅間から通神用の表示枠サインフレームが送られて来る。

「それで向こうの片かた桐ぎりナンタラさんと話せます」

「直通ですか？」

「はい、向こうの通神に武蔵の結界干渉から強引に割り込みました。混こん神しん扱いですが、いけると思いますよ？」

　多分、とんでもない技術なのだろうが、大おお家やとしては店たな子この恩恵に与あずかる所存。遠慮なく、という頷うなずきをもって、己は通つう神しんに声を飛ばした。

・ホラ子：『片かた桐ぎりナンタラ様、こちら武蔵むさし副王ホライゾンです。いいですか。駄目と言っても通じませんが』

・□□凸：『えっ？　えっ？　あっ、ちょっと、何です？　ええ!?』

　向こうの反応に、自分は喜き美みと視線を合わせた。

「喜美様、向こう、狼狽うろたえておりますよ。浅あさ間ま様の神しん道とうオタクパワーの御陰ですね」

「ククク、いいわねホライゾン、今はこっちが優勢よ！　さあ、スパーンと言いたい事言ってやりなさい！」

　では、と己はなるべく平静に疑問を投げかけた。

・ホラ子：『ホライゾンとトーリ様の子は、そちらにいるのでしょうか』
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　糟かす屋やは、自分と攻防を重ねている相手が急にガクついた動きになったのを見た。

　……な、何ですの!?

　バランスを崩して転んだように感じたが、転倒はしていない。恐らくは今の武蔵副王の通神によって、動揺したのだろう。

　それを証明するように、彼女は武蔵の中央後艦、艦首側にちらりと視線を向けて言う。

「い、いきなりダイレクトですのねホライゾン！　流石さすがですわ！」

　ああ成程、Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷いた。

　妙な挙動をとった相手に合わせると、こちらも乱れる。己は一歩をバックステップし、

「武蔵副王と、総長の子、……ですのね？」

「いますのよね？」

　という問いかけに迷いがなく、己は思った。この人達は、一体どれだけ強固な繫つながりなんですの、と。

　……望んだ事が必ず叶かなっていると、そう信じられますのね。

　そう思ったなり、答えが来た。

　片桐だ。彼が通神でこう応じたのだ。

・□□凸：『いました。──自分達、十じつ本ぽん槍やりには加わってはいませんが、ね』
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　浅間は、ホライゾンと彼がガッツポーズを取るのを見た。

「子供がいるからと言って何か偉い訳ではありませんが、何か得した感と話題に乗れた感ゲットォ──!!」

「おお！　確かに上下を決めるモンじゃねえが、今、俺おれ達は間違いなく点てん蔵ぞうよりも上だな！」

・十ＺＯ：『上下を決めるものではないで御座るよー？』

　そうは言っても、出産などを扱う浅あさ間ま神社としてはめでたい事だ。

　それにホライゾンにとっても、子を生し、何かを継がせられるかもしれないという可能性が未来から肯定されたならば、思う事は今よりも一気に多くなる筈はずだ。

　いい事だと、そう思うし、自分としても、

　……良かった。

　自分達を導き、促してくれたホライゾンが、可能性を持っているという事が嬉うれしい。何せ大変な身の上だ。そんな彼女が何もかも望んでいいという事は素直にめでたいし、今回の件については自分に専門の分野があり、今後の助力が出来るだろうと言う事も嬉しい。

　良かった。

　うん、と頷うなずく自分の視線の先、彼がガッツポーズ状態のホライゾンを両腕で持ち上げて掲げようとして、

「ぬあ──！」

「おやおやトーリ様、嫁を持ち上げられないのはお約束ですかコレは」

　仕方ないので身体強化の符を後ろから貼はっておく。すると当然と言えば当然だが、彼は彼女を持ち上げ、

「よーし！　有り難うな浅間！　ともあれコレでどうだホライゾン！」

「何がですか」

「英国で言ったろ？　オメエは多くを望んでいいんだって！　その通りじゃねえか！」

「だから本舗態勢にしたのですよトーリ様。そしてトーリ様とて同じです。──多くを望んで良いのですよ、トーリ様」

　それは、

「ホライゾン達、共々に、行けば何とでも出来るし、何でも手に入ると、そのくらいのつもりで行くべきでしょう」

　ホライゾンの言葉に、自分は内心で吐息した。

　……随分と、言うようになりましたよね……。

　三み河かわで、自分の死を是としていたとは、誰だれも思わないだろう。そう、あれから奇声を上げたりネタをカマしたり両腕がマスコットになるとは誰も思わない。思わなくていい。

　ともあれここは敵に感謝すべきだろう。

　羽は柴しばがいて、十じつ本ぽん槍やりがいて、創そう世せい計画の是非を巡っての戦いをしているが、

「一番大事な事は、確かめたように思います」

　ホライゾンと彼の子は、ここにいない。

　だが、いたのだ。

　それが解わかれば今は充分だろう。が、今は相あい対たいの時間となっている一方で、その相手が自分の子を名乗っている時間帯でもある。

　それが破滅した未来から来たという、彼女達の正義の証明にもなるのだ。

　ゆえに純粋な疑問として、自分は、先程正まさ純ずみが問うたのと同じような言葉を作った。

「……では、誰だれが誰の子供なんです？」
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　浅あさ間まの発言に、ふとミトツダイラは相手を見た。

　糟かす屋や・武たけ則のり。

　人狼ルウガルウ系で、しかし髪の色は自分などとは似ていない黒一色。とはいえ、

　……人狼は、その時代に生きる人々の思いや世情、人狼種族としての影響を〝色〟として受けますのよね……。

　人狼という種族が終わりに近づいていた時代の母は、暮れた月の色。

　一方でそんな母の子として生まれた自分は、天頂にある月の色だ。

　だが糟屋の色は黒い。母が言うには、過酷環境の土地に生まれたのではないかと、そういう事だったが、

「糟屋・武則」

　攻撃をかわし、問うて見る。だが、ダイレクトに問う事は何か憚はばかられたので、

「貴女あなた、私の母の孫ですの？」
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・賢姉様：『ククク！　何その往おう生じよう際ぎわの悪さ！　とっとと認知してうちに連れてきなさいよ！　ほら今すぐ！　ハリィ──！』

・あさま：『ですよね喜き美み、ミトったら、そこまで陰に回った疑問しなくても……』

・銀　狼：『そう言われると思いましたけど、まだまだ不明な点山盛りですのよ──！』
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　糟屋は、攻撃を送った。

　敵、水み戸と領主、武蔵むさし第五特とく務む、銀ぎん狼ろうと言われるその人が、鎖を使って防御に入る。

　銀と銀がぶつかり、火花が散る。音は高く響き、何もかもが動きを経て距離を取る。

　一息の間が生まれた。

　……そうですのね。

　今が言うべきだと、そう自分に言い聞かせ、己は言った。

「Ｔｅｓテスタメント．、私の母はネイト・ミトツダイラ。──貴女ですの」
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　うわー……、と浅あさ間まは、表示枠サインフレームから聞こえてきた言葉に、息を零こぼした。

　緊張もあれば、驚きも有る。だが、何もかもがいきなり過ぎるのと、突拍子もなさ過ぎて、どういう反応をして良いのか解わからない。

　ただ、自分は通つう神しんの向こうに告げた。

「ミト、落ち着いて下さい」

『Ｊｕｄジヤツジ．、そうですわね。大だい丈じよう夫ぶですわ』

　聞こえるミトツダイラの声には、力がある。何はともあれ、今の状況をクリアしてからだ、という事なのだろう。

　やはり特とく務む級。彼の騎士を自認するだけあって、まず何が大切かが解っている。だから己も気にする事なく、

「解りました。──ではミト、扶ふ養よう家族が出来たという事で、父とうさんに申請しておきますね。役所の方もこっちで処理しておきますので年ねん貢ぐ関係は比較的安価で済むかと」

『そっちの大丈夫はまた別ですのよ──！』

　と、狼おおかみが応じた時だ。向こうの通神から声が来た。

『そちら、浅間神社代表ですの？』

　聞き慣れてないが、聞いたような声。これが糟かす屋や・武たけ則のりだろうか。よくは解らないが、こちらとコンタクトしたいという事なのか。

　……まあ、よく解らないですが、聞いてみましょうか。

「何でしょうか？　浅間神社を、何か御利用ですか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、そちら、まだ気付いてませんの？』

「は？」

　ああ、と微かすかな落らく胆たん付きで、しかし糟屋が言った。

『平ひら野の、ちょっと』
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　平野は、九十度傾いた安あ土づち艦橋屋上、突き出した通神用の啓けい示じ塔から、母の姿を見ていた。

　未来も今も変わらない人だと、そう思う。随分と久し振りに見る姿だが、いつも幸いそうな空気を纏まとっていた。

　何処どこか諦あきらめていると、そう思っていたのだが、それは何となく違ったのではないかと、今の彼女を見ていて感じた。

　……あれは──。

　幸いな時間を経験として持っていて、それだけで自分の常を認められる人だったのだ。

　そして恐らく、今が、自分の知る母にとっての基礎に近い時間だろう。

「浅あさ間ま神社代表」

　否、その呼び方は未来においてもした事がない。ゆえに自分は、いつもの呼び方をした。

「──母かあさん。こっち向いて」
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・金マル：『ちょ、ちょっと今、空戦中なんだけど、年一くらいの凄すごいのぶっ込まれてきた』

・不退転：『Ｊｕｄジヤツジ．、いきなり何が始まったのかと思ったわ』

・●　画：『あ、珍しく浅間の情報端スレツドが水着ネタ以外で立ったわね。〝新たな＼浅間神社代表／属性〟だって』
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・つるぎ：『あっ、つい場の流れでやっちゃいましたね……。向こうにとっては知らない人から〝お母さん〟ネタですよコレ』

・黒　狼：『いやまあ、こっちは知ってる人だからいいんじゃありませんの？』

・ＡｎＧ：『かあさん……！』

・つるぎ：『あっ、腹立ちますねそれ！　一発欲しいですか!?』
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　浅間は、妙な汗が一瞬で全身に浮いたのを悟った。

　……え!?

　ちょっと、と言おうとして、上手うまく言葉が出ない。というか何が一体起きたのか。

「えっ？　ちょ、ちょっ、ちょっと、ちょっ、ええ!?　アウっ!?　何？　何です？」

　理解のために何か助けがないかと辺りを見回すと、喜き美みが床に転がって酸欠になる勢いで笑っていた。

「あヒヒヒ！　クク！　母さんだって！　浅間！　ククク！　遂に来たわね！　ママ──！」

「何がですか一体」

　流石さすがに狂人のムーブを見ると落ち着いた。だが、とりあえずの今の現場の流れとして、

「……平野・長なが泰やす、さん？」

　義眼〝木葉このは〟が、一度相手を確定。連動して立ち上がった望遠術式が、相手の姿をこちらに見せる。自動の光量増幅と色調設定が為なされて見えるのは、

　……剱つるぎ神社の巫女みこ服。

　極東式なので、浅間神社のものと似ていると言えば似ている。各所に剣をモチーフとした意い匠しようが施されている辺り、戦勝を祈るための神社だという所以ゆえんだろうか。

　平ひら野の・長なが泰やす。

　長身で、胸も大きい。巫女みこで弓も使う。

　だがそれだけで自分の子とは言えないとも思う。それだとしたらうちの母だって該がい当とうだ。極東を探せば他にももっといるだろう。

　正直、半信半疑の話が進んでいるのが現状だろう。だから相手が本気だとしたら悪いが、自分としては母として応じる事はまだ出来ないと思う。

　……蓋ふたですね──。

　向こうが感動の母子再会を望んでいたら本気で申し訳ない。

　だがこちらは、まだそういうステップまで人生が進んでいないのだ。詳細は割かつ愛あいするが結論だけいうとホライゾンが先行。そういう位置にいる時期だ。

　それに、

「ええと……」

　一つ、ここまで話題になっていなかったが、気になる事があるのだ。

　……私やミト達が母だというのが、有りだったとしましょう。

　だが、子供を作るには、母だけでは駄目だ。ならば、

「あの、……私から聞くのもおかしな話だと思うんですが、ちょっといいですか？」

『何です？』

　平野が首を傾かしげたので、答えが来る余裕があるのだと解わかった。

　ゆえに自分は、疑問した。

「貴女あなたの父親って、……どなたです？」
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　平野は、母の問いかけに即答した。

　……解らないんでしょうか。

　否、解っているけど、解りたくない。そんな時期なのだろう。自分達のいた時代には、もう完全に認め切って、だからこそ、という話をしていたものだったが、

「その人です。そこの人」

　失礼と思いつつ、己は父を指差した。まっすぐ、見える位置にいる人を、だ。
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　浅あさ間まは、平野の指差した方向を追った。

　……え？　ちょ、ちょっと？

　自分で尋ねておいて何だが、そこに未来の自分（仮）が決めた己の伴はん侶りよがいる事になる。

　もし自分の望まぬ人だったり、知らない人がいたらどうすべきだろうと思う。それに、

　……やだ……。

　彼じゃなかったらどうしようと、平ひら野のの指先が示すものを追う事が出来ない。

　だが、動くものがいた。

　両腕だ。左腕に摑つかまれて掲げられた右腕。その人差し指が、こちらの正面やや高い位置から滑るようにこちらに向かってきた。

　平野の指差す軌道を、伝っているのだ。

「わ」

　こちらが躊躇ためらっているものを、ストレートに見せてくる。避けようとしても、逃げようとしてもタイミング的に遅いし、更には、

　……え？

　指が、こちらの胸の中央を指した。巫女みこ服の胸生地に指が食い込んで止まったと言う事は、

「……ええと、まさか私が細胞分裂してあの人を産んだとか……」

　ギャグのつもりで言って、後ろを見た。すると、

「祝っていい事だろ、これ」

　真後ろにいた彼が、笑った顔で、そう言った。







[image: 第二十六章『各所の母達』]
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　……ああもう。祝って良いとか……。

　そういう言葉が生まれる現場や状況ではないというのに、と思いつつ、浅あさ間まは、どことなく安あん堵どを感じる。そして両腕を戻したホライゾンが、ふむ、と頷うなずきこう言った。

「──浅間様をウエルカムしたホライゾンとトーリ様の見識は間違っておりませんでしたね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だよな。そして俺おれ達の間で生まれたんだったら、誰だれの子だって、そりゃ俺達が構い回すだろ」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷いた。彼女はこちらを見ると右手を挙げ、

「正直、ホライゾンが〝有り〟でしたので、浅間様も〝有り〟だと思っておりました。

　まあその一方で、跡継ぎとか嫡ちやく子しとか、面倒な事に対しては自分に無理せず、皆様と気楽に毎日過ごすのも有りだと思っておりましたが」

　しかし、

「末世云うん々ぬんの時代。ホライゾン達の中から、皆を継いでいける子が得られた、という幸運の事実は、大事な事だとホライゾンは思うのです」

　何か心底土ど下げ座ざして拝みたくなったが、いろいろと安心した。そしてホライゾンが、

「まあ浅間様の隠れ肉食スタイルからするに、ホライゾンのような淡たん泊ぱく系とは逆回転で〝自分に無理せず〟を邁まい進しんしたのだと予測出来ますが」

「い、いやそこらへんはまだ未遂ですし、ホライゾンの方も判明してませんから……！」

　確かに、とホライゾンが頷いた。彼女は腕を組むと、

「さてまあ、未来ではまともに育っているといいのですが」

「フフ、ホライゾン、アンタに子供がいる未来は、アンタの中で確定なの？」

「いえ、だって、どう考えても……」

　ホライゾンがこちらを見た。何だろう、と思っていると、

「……浅間様が、事故でもない限り、ホライゾンに気を遣ってそこらの順番引っ繰り返すようにも思えませんので」

　同意出来る分だけ大ダメージが来た。
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　いやあ……、どうでしょう……、と浅間は思ったが、よく考えたら付け替えなど出来るので、制御しようと思えば出来る。

　事故はない、と考えると、ホライゾンの言う通りの気もするが、

「うーん……。でもその辺り、強制とか義務とか、個人の望み以外の干渉があったとしたら、ちょっと難しいなあ、と思ったりですね……」

「フフ、いいじゃない」

　喜き美みが笑って、こちらの肩と、ホライゾンの肩を叩たたいた。

「──そういう風にしてもいいかと、そんな時期が来たのよ、きっとね。

　まだそういう関係じゃないとか、社会的に強制されてるようで嫌だとか、自由である事を重要したいとか、いろいろあったのかもしれないけど、──飽きる時もあるわよね」

「諦あきらめ、じゃないんですか、ソレ」

「だとしても、それは新しいステージに向かうためのものだから、いいんじゃない？

　どっちにしろ、アンタ達は決めたのよ。──それもいいか、って」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「誰だれに強制された訳でもなく、集まった訳ですからね。その時のお互いの気分の向くままにして、他が助力する。そういう事が浅あさ間ま様にあったのならば──」

「ホライゾンにもあったと、確かにそう思いますね」

「ホライゾンは自由を生きておりますからね」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンがもう一度言った。そして対する己は、

「────」

　ふと自分は、一瞬、ホライゾンが笑ったように感じた。だから確かめるために視線を向け直すと、

「どうしました、浅間様」

「いや、あの」

　彼がホライゾンの後ろで首を傾かしげてる辺り、気付いてない事だろう。だったら自分が何か言うのは無しだ。勘違いかもしれないのだから。

　ただ、まとめるように、ホライゾンが言った。

「祝福すべき事です。競争するような事でも、義務でもありませんからね。授かり物、という意味は理解の上で、恐らく未来でもそうしていたのでしょう」

　そして、

「いずれホライゾンの分が発覚したら、浅間様、ガッチリ祝って下さい」

「ええ、はい、そりゃもう、多分、うちの父とうさんも放っておかないので」

　自分もそれは同意だ。

　ホライゾンは、自分がどうとか、他人がどうとか言うより先に、まず全体の事を考えていて、そこから先が自分の範はん疇ちゆうだ。

　己とて、個人として本舗に入った訳ではない。関係の一つとして入ったのだ。

　ならば、

「フフ、アンタ、この関係から外れられない言い訳が出来たわね」

　そういう事だと、そう思った時、ある事実に気付いた。

　……蓋ふたが外れてますよ……！

　あれだけ平ひら野の・長なが泰やすの事を認めるかどうかで内心モメていたものが、今やそれを是としてしまっている。

　自分の、自分が大事にしたいと思ってるものに対しての都合良さと強さに、改めて感じ入るものだが、

・金マル：『何このパーリナイト』

・銀　狼：『ふふ、智ともったら、あれだけいろいろ理由つけておいて未来ではそうなっているなんて、良かったですわね』

・●　画：『今後は総長ネタしかないだろう、なんて油断してると駄目よ？　覚悟なさい』

・あさま：『な、何か酷ひどい予告されてますよ！　というかミトまで何です一体！』

　と、抗議の言葉を送った時だった。

『あの』

　平野が、言葉を挟んできた。それはこちらに対する諫かん言げんではなく、外に向いたもので、

『糟かす屋や、ちょっと』
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　ミトツダイラとしては、何となく安心した部分があったのだ。

　未来がどういうものか、断片としてよく解わかりはしない。まだ伝聞で、家族かどうかの話くらいしか聞いていないのだ。

　だが、自分や、自分の友人達が、子を頂いたらしい。

　ホライゾンとしても、自分の身体からだや、後の生活などに疑問を持っているのだ。本舗の集まりを作った中で、自分達が閉じずに済んだ、という証拠を得られたのは喜ばしい事だろう。

浅間も、とにかくお堅いというか、自分を抑制する事に長たけた人だ。それが彼女自身の望む事をして、大事なものを得たというならば、王の言う通り祝福したい。

・銀　狼：『でもまあ、ホライゾンの指摘通り、……絶対に智はそういうの、ホライゾンを祝った後じゃないと自分に許さないと思いますわ』

・金マル：『浮気はさせるけど不倫はさせない、みたいな』

・●　画：『描いたわ』

・あさま：『何気にナルゼが一番酷いですよ……！』

　だがまあ、未来は、聞いている限りだと意外にいい空気だったのだとも思える。

　だからまあ、本舗に入る前の浅あさ間まを思い出し、ちょっとからかってみたくもなって、

「ホント、良かったですわね、智」

『何がですか』

「だって貴女あなたが、我が王の事で洗面所悩み相談室までしでかしたの、私憶おぼえてますわよ？」

『あ、あれは──』

・ホラ子：『大を出して、どんな悩みもスッキリ解決！　そういう事ですか浅あさ間ま様！』

・俺　　：『それ〝その気になってる〟だけで解決してなくね？』

　と、いつものノリが見えた時だ。

「あの、ちょっと」

　と、糟かす屋やが銀釘アルジヨント・クルウを装備したままの右手を前後に軽く振って見せた。

　……何事？

　そう思い、自分の娘を名乗る相手の言葉を待つ。

　すると糟屋が、一度息を吸ってから、こっちの目を見て口を開いた。

「私の父も、同じ人ですの」
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　浅間は、ホライゾンが床板をめくり上げて泥どろ棒ぼう猫態勢に入ったのを見た。

「ホライゾン！　ホライゾン！　二度ネタだからって床板はマズイですって！」

「ええい浅間様、ギャグに厳しい戦闘国家の副王としては、ここでやっておかねば……！」

　いやまあ、と視線を動かすと、彼が全裸で正座をしていた。

「あの、トーリ君？」

「いや、何？　いきなり隠し子三人目とか、……正座案件？」

「トーリ様、まあ本舗内なのでオッケーですが、ちゃんと経済的な余裕があっての事でしょうねコレは」

　いやあ……、と己は口を挟む。

「私の場合は父とうさんというか浅あさ間ま神社が助力してくると思いますし、ミトの場合はミトのお母かあさんが助力してくる気が」

「というか、マジにそうなの？　ネイト」

・銀　狼：『い、いえちょっと、私の方もいきなり過ぎですのよ!?』

　とミトツダイラが戸惑いの言葉を作った時だ。

　二度目の乱入が来た。

・現役娘：『その通りですのよネイト！　その子は貴女あなたと王様の子ですの！』
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　ミトツダイラは母の台詞せりふを見た。

　……既に欧州が近いんですのね……!?

　大おお坂さか湾は見えているのだ。先程、英国からの乱入があった通り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからだって通つう神しんは届いてくる。特に自分の親族として遣り取りの多い母ならば当然の事だ。

　こっちの状況も良く解わかっているのだろう。ならば、と己は母に疑問した。

・銀　狼：『御お母かあ様さま！　私の目の前にいる相手が未来の私の娘だと、そのような確信がありますの？』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．！　当然有りますわ！　関東解放の時に確かめましたもの！』

　それは一体、どういう方法か。

・現役娘：『匂においですのよ！　その子から来る匂いは、ネイト、貴女あなたと貴女の王様を重ねたものによく似てますの！　クンクンしましたもの！』

・ホラ子：『あ、チョイと良いでしょうか、ミトツダイラ様の御母様。疑問が有ります』

・現役娘：『あら、何ですの？　いつもうちの子が御世話になっております』

・ホラ子：『いえいえこちらこそ。──で、あちらの糟かす屋やナンタラ様がミトツダイラ様の娘であるという事に、一つ疑問が有るのですが──』

　それは何か。ホライゾンが端的に述べた。

・ホラ子：『──糟屋ナンタラ様は巨乳の範はん疇ちゆうなのですが、ミトツダイラ様とはその部分で似ておりません。本当に娘でしょうか』

・銀　狼：『何の罰ゲームですのコレ──！』

・現役娘：『静かにしなさいネイト！　今、貴女の大事な話をしてますのよ！』

・銀　狼：『台詞せりふの前と後ろが全然繫つながってませんわよ!!』

　だがそれ以上言うと、一語に対して五百文くらい返ってきた上でホライゾンルールを重ねられそうなので黙っておいた。すると母が、

・現役娘：『いいですの大おお家やの姫』

　言った。

・現役娘：『ネイトは、御お父とうさん似の子なのです』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、成程、──では何で、その娘の糟屋様が巨乳なのです？』

・現役娘：『ええ、確かに何ででしょうね』

　一回表示枠サインフレームを叩たたき割って再起動した。
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・俺　　：『まさか！　俺おれの女装に似て巨乳になったのか……!?』

・ホラ子：『あまり面白くないから議事録から削除しておいて下さい浅あさ間ま様』

・○べ屋：『というか、家系的なものもあるけど、個人差じゃないの？』

・現役娘：『とはいえ、うちの母も大きめでしたのよ？』

・あさま：『うーん……、うちも母が記憶の中だと私より大きかったような……』

・ホラ子：『つまりミトツダイラ様の個人差パワーが家系内で特別なのであって、糟屋様はフツーと、そういう事で宜しいのでしょうか』

・銀　狼：『私の個人差パワーどんだけですの──!?』
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　馬鹿ねえ、という喜き美みの声を、浅あさ間まは聞いた。何事かと振り向けば、口くち端はを軽く上げた喜美が、こちらの通つう神しん用表示枠サインフレームを指差している。

「フフ、その糟かす屋やナンタラ、愚弟に似たから巨乳なのよ」

「は？　……また変な論を……」

　と言って、己は気付いた。

　……確かにそうですね！

・あさま：『解わかりました！　確かにその糟屋ナンタラさんは、トーリ君似です！』

　それはどういう事か。

・あさま：『喜美やトーリ君の家系を見れば解りますけど、トーリ君の家系は女性が大きい方の血筋です！　だからトーリ君に似たら巨乳になるんです！』
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・金マル：『つまりミトっつぁんが、テュレやんまで続いた巨乳血脈を突然変異で貧乳化しようとしたら、ソーチョーが喜美ちゃんパワーを使って娘の代で正したって事？』

・賢姉様：『ククク愚弟！　私の絞り滓かすから生まれた割には濃いめの仕事するじゃない！　ノウシュク巨乳ゥ──！』

・俺　　：『えっと、つまり俺おれに子供が出来ると姉ねえちゃんパワーで巨乳になるって事？』

・貧従士：『な、何ですかその選ばれた血筋！　こっちの先祖にも少しで良いから分けて下さいよ！　あ、喜美さんの狂人と総長のおかしい部分は無しにして！』

・未熟者：『何かブリーダー系のゲームみたいな話になってないかい？』

・現役娘：『でも実はうちの人の方の家系、母方は私のようではなかったようですから、ネイトのパワーがそっちの家系由来だとしたら、──私の血は、うちの人の血に逆らえなかったと、そういう事になりますのね。ふふ、流石さすがですのねうちの人ったら』

・銀　狼：『何か私さっきから罰ゲーム連発ですのよ──！』

・礼賛者：『というか君達、さっきから何言ってるか全く解らないですよソレ』
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　ともあれ話はまとまったらしいと、糟屋はそう思った。

　身構えながらも向き合う相手、自分の母としての相手が、こちらに振り向いた。

「……大体、理解出来ましたわ」

「それは、私の事を、認めてくれるという事ですの？」

　問うた先だ。表示枠レルネンフイグーアが一枚出た。旧派カトリツク式のそれは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからのもので、

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、血筋なども理論的に鑑かんがみた結論として、糟かす屋や・武たけ則のり、貴女あなたがうちの家系に与くみする事は間違いないと思いますの』

　……あ。

　驚きだ。

　母の方からの認知が貰もらえれば、と、その程度に思っていたが、もっと上から来た。

　想定していなかった母以上の存在に対し、自分は息を詰め、

・黒　狼：『それで、いいんですの？』

・現役娘：『Ｔｅｓ．、構いませんのよ？　だって、関東解放や、このところの実家での精査で確かめましたもの』

　匂においの事か。それとも実力の事か。それとも、

・現役娘：『……貴女の使用している〝銀釘アルジヨント・クルウ〟。同様のものがうちの納な屋やにありますけど、別物でしたわ。でも、貴女が未来から来たというなら、こういう事なのでしょう。

　──末世で世界が希薄になっていく中、うちの銀装備においては、それを統合し、希薄化に対抗しようとして、その形にした、と』
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　糟屋は息を詰めた。

　自分の持つ〝銀釘〟は、物心ついた時には己に懐き、我が物となっていたものだが、

・黒　狼：『確かに、そういう由来で聞いていますの……』

・現役娘：『ふふ、この私の洞どう察さつ力、見事ですわね』

　凄すごい自賛だが、飛躍が必要なのは確かだろう。しかし、母が半目になり、

「その調査を望んだの、私ですのよ？　大体私、関東解放時にこの銀釘に他のバージョンがあるのかどうか、聞いてましたけど、御お母かあ様さま、解わからないって答えたじゃありませんの」

　母がこちらに興味を持っていた、というのが驚きだ。その事にこちらが緊張していると、

・現役娘：『あらあら、強がり言いますのね。別に、納屋など調べなくても、私にはもう大体の見当が付いて、解っておりましたわよ？　匂いで』

　関東解放で戦闘時の事だろうか。あれは確かに、密度の高い相あい対たいだったが、

・現役娘：『そちらの子の匂いを嗅かいだ時、何処どこの部族の者かと思いましたから、コカーンの方からマーキングの匂いをクンクン嗅ぎましたもの。あれは確かにうちの家系特有の匂いでしたわ』

・黒　狼：『ヒィァア──────[image: ]』
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・ＡｎＧ：『マーキング』

・きめえ：『何？　糟かす屋や、関東にナワバリ作ろうとしたの？』

・つるぎ：『ちょっと二人とも！　私、糟屋の事を異母姉妹としてフォローしますけど、糟屋は人狼ルウガルウであっても人前ではそんな事しませんよ！』

・黒　狼：『人前でなくてもしませんのよ──!?』

・鬼武丸：『つまりアレか？　初対面の犬が尻しりの方の匂においを嗅かぎ合うようなアレ』

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん、糟屋さんは犬じゃないからそういう例えはやめるべきですよう』

・超正義：『それ将軍様の言った事を否定してないですよね!?　そうですよね!?』
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　流石さすがうちの母親、と、ミトツダイラは、巻き込まれないように何も言わないでいた。

　キジも鳴かずば撃たれまい。

　そう思っていると、糟屋が表示枠レルネンフイグーアに対して叫んだ。

・黒　狼：『ちょっと！　誤解を生むような発言は止やめて欲しいですの御お婆ばあ様さま！』
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　御菓子の家の外で議論に参加していた人狼女王レーネ・デ・ガルウは、娘の娘から来た台詞せりふの中、そこにある一語を見た瞬間、小型の水蒸気爆発を纏まとった右手て刀がたなで表示枠シーニヤカドルを叩たたき割っていた。

　風が弾はじけ、御菓子の家の飴あめで出来た窓が割れ、夫が声を上げる。

「ど、どうしたの人狼さん！」

　ちょっと、と自分は両の手の平を見せて彼を制した。寝間着の右腕が、自分でも思わぬ一発に裂けて乱れているが、新しい表示枠を出して両手で摑つかみ、

「ネイト──!!」
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　ミトツダイラは、糟屋の怪け訝げんな視線を受けながら、己の表示枠サインフレームを確認した。

　ちょっと待て、と向こうに掌てのひらを向けて、

・銀　狼：『……ちょっと、何ですの？　御お母かあ様さま』

・現役娘：『いいですのネイト？　貴女あなた、自分の子の物言いはちゃんと教育なさい！』

・銀　狼：『また無茶な。……というか、初孫からのコンタクトに狼狽うろたえましたの？』

・現役娘：『いいえ、これは当然のルールですわ。だって、その子の言う事を認めたら、うちの人が御お爺じい様さまになってしまいますもの』

　あーハイハイ、とは思うが、父あっての母だ。二人の関係が他者から揺らぐのには、まず拒否感があるのだろう。

　……とはいっても、私が生まれるのは受け入れられたから、〝時間〟ですわよねー……。

　まだ早い、という事かもしれない。

　するとその妥協点だろうか、母が言葉を送ってきた。

・現役娘：『いいですの？　私の事は〝御お母かあ様さまの御母様〟もしくは〝大御母様〟と、そう呼ぶように言っておきなさいな。敬意があるなら〝御母様最上位種〟で』

・銀　狼：『御母様奇行種では駄目ですの？』

・現役娘：『何言ってますのネイト？　私、一般人ですのよ？　だって六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの市民権持ってますもの』

・銀　狼：『法を超えた事ばかりしてるじゃありませんの……！』

　言った時にはもう通つう神しんが切れている。

　……相変わらずですわね。

　ともあれ今後、自分は中間管理職としての役目も得た気がする。なので第一の仕事として、糟かす屋やに顔を向け、

「……私の母の事は、とりあえずババア呼ばわりしないように。あと、逃げても必ずとっ捕まるので、向こうが貴女あなたに興味を持った場合、余り抵抗しない方がいいと思いますわ」

「……何だかお手数お掛けしましたの」

　いいですわ別に、と己は思う。これから相あい対たいの時間であろうが、

「貴女が、私と我が王の子であるとするならば、それなりの扱いがありますもの」

　ただ、と自分は言った。

　視線を送るのは、安あ土づちの艦橋方向だ。そちらには、もう一人の娘といえる相手がいる。

「まさか、智ともと従姉妹いとこになるとは思いませんでしたわ。我が王らしいというか。

　我が王も、子が三人とは、喜びますわね」

「あの」

　という糟屋の声に、ふと己は急速に不安を抱いた。

　……まさか……？

　何とも言えない妙な予感に、視線を向け直す。すると、

「いいですの？」

　と、糟屋が安土を指差した。

　その方向。艦橋にいる平ひら野のではなく、もっと前の方だ。それはつまり、

「艦内？　それが何か？」

「Ｔｅｓテスタメント．、中に今、うちの渉外担当がおりますけど……」
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　片かた桐ぎりは、うーん、と頭を抱えていた。

・□□凸：『あのですね。僕、皆さんが戦いに集中するために、解説役のような感じで今回の暴露説明を担当した筈はずなんですが……』

　各所の状況を見てみると、見事に動きが止まっている者がちらほらいる。

　……まあ、総体から個人の時間に移ったという事かなあ。

　自分達にとっても、大事な事だ。

　二に境きよう紋もんに食われないよう、振る舞ってきた。

　こちらに来て、目覚めた後の自分達の存在は、しかし運命に隠し切れるものでもなく、だからこそ表に出る事となったのだ。

　為なすべきは、未来の時点で決めていた。だが、その思いと、実際の母達と向かい合って真実を告げられる時間は、やはり別だ。

　そして自分も、〝番〟が来た。

　糟かす屋やが促したのだ。ならば、

・□□凸：『ええと、いいですか？　この段だから言いますけど──』

　言った。

・□□凸：『僕が、四人目です。その父親の子の』
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　浅あさ間まはホライゾンが彼の股こ間かんに正面真下から鞭むちのような蹴けりをぶち込んだのを見た。

　全裸にキックは良い音を響かせる。そして彼が一瞬浮いて、

「ふ」

　というギャグのない呼気を作って膝ひざから崩れ落ち、対するホライゾンが首を傾かしげた。

「一体誰だれですか本舗外の愛人は」

「あれあれ俺おれ全く覚えがないんだけど、どういう事？」

　ホライゾンが半目になったが、間を作ってくれたので、とりあえず自分が介入する。

「あの、ホライゾン？　判断を落ち着かせましょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、聞きましょう」

　ホライゾンが、両腕が掲げた腕椅い子すの上に腰掛けた。

　なのでこちらも、さっきから下腹辺りをバシバシ叩たたいて何か気合いを入れ直している彼を横において、

「──人間関係については、トーリ君、しっかりすると思うんですよ。

　私達の関係にも関わるなら、それは伝わってくるものだと思いますし。

　だから、本舗の外に人間関係を作った場合でも、本舗番外編のような感じで、ホライゾンや私達もきっと同意の上だったんじゃないかな、って」

・□□凸：『違います』

「違う？」

　通つう神しんからのツッコミに、ホライゾンも眉まゆをひそめた。

　……どういう事です？

　流石さすがに訳が解わからないが、しかし向こうが未来から来たのが本当だとするならば、こちらの知らない情報を確定として持っているのだ。

　……うわ、凄すごい不利ですね、こっちは……！

　改めて思うが、これは精査をしていかないと、いいようにされてしまう気もする。

　だが、相手はまず、己を明かした。

・□□凸：『僕の母親は、その、──武蔵むさし総艦長代理の人です』
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　皆が沈黙した直後。武蔵全艦がつんのめるように三メートル程跳ねた。
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「えっ？　えっ？　何？　何？　ト、トーリ君と、わ、私!?　や、そんな、えええっ？」

「鈴すず様！　鈴様！　気を確かに！　これは事故で犬に手を嚙かまれたようなもので距離をとれるものですから今は武蔵の模造から手を離して！　──以上！」
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・ホラ子：『これは今、この目の前にいる男に〝何て事しやがった〟とキックをブチ込むと、ホライゾンの支持率が上がるパターンでしょうか』

・あさま：『というか何か、凄く、〝その手があったか！〟みたいに思ってしまって鈴さんすみません……』

・ベ　ル：『い、いや、私の方も、何だかよく解らないし、その、御免なさい……』

・俺　　：『いやいやベルさんが謝る事じゃねえよ。俺おれだってベルさんに謝らねえし。

　──何かよく解らねえけど、そういうのが大事な状況だったって事だろ？』

・ホラ子：『正直申しまして、鈴様には一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんどころか三さん桁けた宿飯くらいの勢いで御世話になっているので、代金代わりにトーリ様を寄越せと言われたら三さん公こう七しち民みんくらいまでなら致し方有るまいかと、そんな風にも思いました』

・賢姉様：『フフ、愚弟！　アンタいつのまに年ねん貢ぐになったの!?』
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　皆がぎゃあぎゃあ言っているのを表示枠サインフレームで見つつ、正まさ純ずみは思った。

　……向むか井いまでが、関わるのか？

　それはおかしい、というのが反射的な感想だ。

　何故なぜなら、向井自身がそういうキャラではない事もだが、本舗入りしていない。

　これは青せい雷らい亭てい本舗に空き部屋がないから、と言ってしまえばそれまでだが、

「向井は、本舗の発案があった時に、参加を意思表示していないのだよな」

　道を分かったと、そう思う。

　だからこそ、以後、有事の際には湯屋の脱衣場を開放してくれたり、夜間でも対応してくれる。彼女は彼女として、外から皆を支える方にシフトしたのだというのが、己の感想だ。

　……ならば、何故、そんな彼女が、自分の戒めを破る？

「末世か」

　初めに、前提があったのだ。

　片かた桐ぎりはこう言っていた。

「僕達は、貴女あなた達が失敗し、創そう世せい計画も失い、世界が終わるのを知っている、と……」

　これは、世界の終わりが確定したという状況だ。恐らく、運命は自我を保ったまま自殺を成立して、何もかもが希薄になっていったのだろう。

　だがそんな刹せつ那な的な状況で、向井が葵あおいを欲するだろうか。

　……こればっかりは人間の機微だなあ。

　終わりが見えたから、自分の好きにしようと決める。そういった考えは実際にそうなってみないと解わからないものだ。

　というか、何か向井不在でこういう思考実験してるのも結構気まずい。しかし、

・●　画：『やはり私の予見は当たったわ！　風ふ呂ろ場ばで大欲情！　そうよね！』

・あさま：『うーん……、身体からだが冷えなくていいかもしれませんが、湯船だと温度でいろいろ凝固し始めてマズいような……』

・ベ　ル：『い、いや、ちょっと、皆？』

　……本人目の前でやらかす連中もそれはそれで駄目だな！

　だからここは、まあそういうものなのだろう、と、仮の結論をおく事にした。

　直後。一息をついて表示枠を見て、

　……ん？

　己は、先程の片桐の台詞せりふの違和に気付いた。彼は、こう言っていたのだ。

「……貴女達が失敗し、創世計画も失い……？」
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・副会長：『意見寄越せ、お前ら。──これ、どう思う？　急ぎだ』

　という言葉を、成なる実みは待機中の高たか尾お艦尾にて彼と見ていた。

　彼の方は治療のターンだ。人とは違って半はん竜りゆうの装甲は単純な治療術式では回復が遅い。組成を合わせた生物的なパテと硬化剤によって欠損を補ほ塡てんした方が早く、また感染の被害も防げるため、そういった施術を手伝っている最中だ。

　……この辺りの修復は、機き動どう殻かくと同じね。

　不ふ転てん百足むかでの外装より、荒っぽくやった方がいいというのが好印象だ。そして補修セットについてきたチゼルを使いつつ、副会長から来た一文を確認する。

　その内容は、

《貴女あなた達が失敗し、創そう世せい計画も失い》

　……何かまた、面倒なのが来たわね。

　ただ、今回は暗号ではない。言葉の意味を流さず考えろという事なのだ。

・いんび：『僕達が失敗した事で、末世が確定したと、そういう事じゃないのかい!?』

　ふむ、と保健委員がストレッチャーで運んでくる携帯食を受け取りながら、彼が言った。

・ウキー：『それはそうだとして、……創世計画も失い、というのが、言われてみると妙なところだな』

・不退転：『Ｊｕｄジヤツジ．、そうね。だって、十じつ本ぽん槍やりがいた未来は、十本槍がいなくて、今私達がしている戦闘など、起きていない筈はず。だとしたら、武蔵むさし勢はストレートに運命を止めに行っただろうから、創世計画自体が無しになっていたのではないのかしら』

　でも、と言ったのは水み戸と領主だ。彼女は今、十本槍の糟かす屋やと相あい対たいをしている筈だが、

・銀　狼：『でも、片かた桐ぎりナンタラの言い方だと、……私達が失敗したのとは別で、創世計画自体が動いていたように見えますわ』

・礼賛者：『……アレ？　でもそれ、おかしいですよ。そうですよね？』

・副会長：『そうだ。……片桐の言う内容は、私達の今と比較して、少々おかしい』

　副会長が、こちらの遣り取りから、自分の意見を見つけたらしい。

　彼女ははっきりと、こう告げた。

・副会長：『以前、私達は信のぶ長ながからこう聞いた。──大罪武装ロイズモイ・オプロでは運命を殺せないという事が解った、と』

　それはつまり、どういう事か。

・不退転：『──十本槍を未来から抽ちゆう出しゆつした事で、それが解ったと、そういう事？』

・副会長：『Ｊｕｄ．、創世計画が今の形になったのは、十本槍がこの時代に来てからだ。だとすればそれ以前の世界では、創世計画が無駄になると解らぬまま実行していた事になる』

　この場合、解わかった事実に対し、また新たな事実と疑問が生じる。

　……未来の世界では、創そう世せい計画が実行されたという事よね。

　だが、これはおかしい。何故なぜなら、

・不退転：『十じつ本ぽん槍やりがいた未来とは、死の強制を可能な限り排除する武蔵むさし勢が運命に挑むのではなく、……創世計画が行われた世界だったと、そういう事？』
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　そうだ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「十本槍のいた世界では、武蔵勢が創世計画に道を譲っている」

　それだけではなかろう、と己は思った。

　片かた桐ぎりはこう言ったのだ。「武蔵勢は失敗し」と。

　……失敗、か。

　自分達が上手うまくいっているから、忘れてしまっていた。

・未熟者：『時制だね？』

・副会長：『言って見ろ』

　ああ、とネシンバラがわざわざ書き込んだ上で、台詞せりふを重ねた。

・未熟者：『〝貴女あなた達が失敗し、創世計画も失い〟という言葉を見た時、僕達はこれを最終決戦か何かのイメージとして見た筈はずだ。それもその筈、だって今の僕達はそういう状況にいるからね。──でもよく考えよう。僕達は創世計画を推していないんだ』

　言う。

・未熟者：『推していない創世計画が、失われた。それはどうして？　それは信のぶ長ながが言っていた通り、大罪武装ロイズモイ・オプロが断罪武装じゃなかったからだ。

　でも創世計画を推していない僕達には、こんな事は関係ない。だったら──』

・ホラ子：『十本槍のいた世界において、ホライゾン達は、何処どこかで失敗をしている、という事ですか……？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷いた。

・副会長：『恐らくだが、彼らが今の時代に降りてきた事で、運命が変わって来ているんだと思う。実際、元もと信のぶ公は彼らからの情報を元に断罪武装を作った訳だ。そして私達の方でも、何らかの余波か干渉があり、本来ならば失敗すべきところを切り抜けて来ている』

・不退転：『じゃあつまり、ちょっと前にラスボスや中ボス相手にやらかした調査不足と開き直りも、本来ならば無かった事だから生じたという訳？』

・金マル：『アイタタタタタタ』

　……というか本当に大ダメージだな！

　だが、成程な、と思う部分もある。

・副会長：『十じつ本ぽん槍やりが、私達を〝止める〟ために来る訳だ。彼女達は創そう世せい計画が上手うまく行かなかった事を理解していて、その補ほ塡てんに来ているのに、余波によって失敗をしなくなった私達が事態を引っかき回しているのだから』

　ただ、思う部分が一つある。

　……失敗をしたのは、何時いつだ？

　自分達が、取り返しのつかない失敗をして、大罪武装ロイズモイ・オプロに全て委ゆだねるとしたら、何時の時点でそれは生じたのだろうか。
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　……三み方かたヶ原はらか？

　あの時点で、たとえば武蔵むさしが撃沈されていれば、確かに以後の自分達は活動が出来なくなり、創世計画に何もかも任せるしかなくなる。

　だが、それは〝敗北〟だ。〝失敗〟ではない。

　だとすると、自分達は何を失敗したのか。

・礼賛者：『あの、小しよう生せい、ちょっと気になっている事があります。一般人として』

・副会長：『あまり頷うなずきたくないが、一般人として言ってみろ』

・礼賛者：『はい。……この状況になる直前、向こうの渉外担当は葵あおい君やアリアダスト君、そして貧ひん多だ君を初めとした役職者の凍結を希望したじゃないですか』

　それが、気になるとしたら、

・礼賛者：『うちのババアやジジイ共の子供達は、君達が危険だという事を知っているんですよ。──彼らのいた世界でも、君達は脅威だったという事です。しかし──』

　しかし、

・礼賛者：『そんな邪魔者である君達の子供を、何故なぜ、〝花園アヴアロン〟に入れたんです？』
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　ああ、と糟かす屋やは思った。

　……真実に、辿たどり着きつつありますのね。

　向き合い、構えを解とかぬままだが、遣り取りは生じている。もはや今の時間帯は戦闘とは言えないもので、しかし砲撃などがかわされている事に、ひどい矛む盾じゆんや我わが儘ままを感じる。

　世界の動きとしては、今、羽は柴しば勢は武蔵勢を止めるべきなのだ。

　だがこの世界を保つために動いてきた自分達としては、相手に理解を求めている。

　……参りましたの。

　確かに、これまで、自分達は、武蔵勢を倒すためにその力を練り続けてきた。

　しかしここで話し合いとなり、母達が折れてくれるなら、とも思うのだ。それは無いと、確信に近いものを心に抱きつつも期待してしまう辺り、明らかに誰だれも彼もがこの世界に対して優先すべきを間違っている。だが、

「私達の相あい対たいとは、こういうものかもしれませんのね」
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　場は動いている。その中でミトツダイラは、自分と関係する仲間達と、また、向き合った位置にいる糟かす屋やとの空間を感じていた。

　周囲は戦争をしていて、世界をどうするかと争っている。

　しかし自分達は、世界をどう救うかを決めるため、立ち止まっている。

　いつまでもこうしていてはいけないと、そう考えながら、この時間を疎おろそかにしてはいけないと、そんな思いが心を落ち着かせる。

　正面。自分の子を名乗る黒の髪がいる。

　我が王と、己の間に生まれたと、そう言うのだ。

　そして、末世によって消え行く世界の中、シェルターとして活用された〝花園アヴアロン〟に、他の子達と入ったと言う。

　……どういう事ですの？

　今、自分達は、創そう世せい計画の担い手である彼女達と争っている。

　だが、彼女達が自分達の子だとすれば、その本来の立場は武蔵むさし側だろう。

・銀　狼：『失敗した武蔵勢の子達が、……最後の逃げ場を、何故なぜ、与えられたんですの？』

・未熟者：『その部分だけど、一つ、考え直してみてはどうだい？』

　ネシンバラが、こう言った。

・未熟者：『未来の僕達は、失敗した。だけどそれは、過去ではなく、やはり最終決戦だ。

　──つまり僕達こそが、創世計画を行い、失敗したんだ』

・ホラ子：『有り得ません』

　ホライゾンが断言した。

・ホラ子：『ホライゾンとトーリ様がいる限り、創世計画を認める事は有り得ません』
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　ホライゾンの言い切りに、正まさ純ずみは首を下に振った。そして、それゆえに気付いた。

「……そういう事か」

　背後、これまで黙っていた加か納のうが、問うて来る。

「……何か、解わかったのですか、武蔵副会長」

「一つだけ方法というか、流れがある。私達が創世計画を認め、行う流れが、だ」

　参ったと、そう思いながら、己はツキノワに表示枠サインフレームを出し直させる。そうする事に意味は無いが、気分的な禊祓みそぎが必要な一件だ。

　そして自分は、言った。

・副会長：『飛躍しよう』

・未熟者：『聞いてみたいね』

　そうだろうな、と苦笑して、息を吸った。直後に作られる言葉は、

・副会長：『未来において、私達は失敗した。それは運命との最終決戦で、その失敗で創そう世せい計画は失われた』

・あさま：『でも、私達がどうして創世計画を？』

・副会長：『私達が失敗したからだ』

　そうとも。

・副会長：『失敗は一回ではない。おそらくもう一回。未来の私達は失敗している』

・ホラ子：『それは──』

・副会長：『三み河かわだ』

　ここしかない。

・副会長：『おそらく、三河で私達は、ホライゾン奪還に失敗していたんだ。

　ホライゾンは失われ、恐らく葵あおいも、そこで失われている』







[image: 第二十七章『教え場所の回答者』]
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　正まさ純ずみは、表示枠サインフレームに抗議の言葉を見た。

・あさま：『ちょっと待って下さい！　何故なぜ、トーリ君までが!?』

　答えを求めるべきか、とは思う。だが己の言葉より先に、別の応答が来た。

・立花嫁：『それについては私の方で推測が立てられます』

　現場の、三征西班牙トレス・エスパニア勢だった立たち花ばな嫁だ。こちらの仮説より、明確に答えを言えるだろう。

・副会長：『〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟のシステムが、それを叶かなえるんだな？』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、〝刑場〟の光が成立した時、ホライゾン様は分解されます。しかし成立は一瞬で為なされる事ではありませんでした。また、分解後であっても、内部に入ろうとする者を遮断するため、防衛目的で光の壁は立ち続けるのです』

　だから、

・立花嫁：『もし総長が、副王を目の前で失い、悲嘆によって壁に触れれば、やはり同じように処刑をされる事となるでしょう』

　そういう事だよな、と、正純はとりあえずの理屈に、安あん堵どとは言えない収まりを感じた。

　何故なぜ、片かた桐ぎりがホライゾンと葵あおいだけではなく、自分達の凍結までを望んだのか。

・副会長：『三み河かわでホライゾンの奪還に失敗しても、武蔵むさしは飛び立てた。ゆえに私達は〝失敗〟したが武蔵に帰還し、逃走する』

・粘着王：『しかしその場合、教皇総長パパ・スコウラの艦の突とつ撃げきは、どう防ぐのであるか？　──あれはホライゾンの悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシで撃沈したのであろう？』

・副会長：『葵とホライゾンの死は、K.P.A.Italiaの勝利だよ。私達は負けて、敗走だ。教皇総長は自分達が正しいと証明出来た上で、抽ちゆう出しゆつされた大罪武装ロイズモイ・オプロ〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟の確認があるだろう。わざわざ負けた武蔵を撃沈する意味も無ければ、リスクを冒す必要も無い』

　だが、そこから先が、大変だ。

・未熟者：『生徒会三役は、まずは市民の突き上げと厭えん戦せん気分をどうにかしないとね』

・副会長：『だとしたら、敵対した聖連との繫つなぎを求めて、やはり英国だ。三河での成果と大罪武装が無ければ相当にやり込められただろうが、逆にアルマダ海戦では武蔵単独ではなく、英国海軍との合同出撃を進言しただろう。──結果、英国にあまり恩を売れない総力戦になっただろうが、少しは持ち直す。武蔵の強化も前向きに行うだろう』

　転機があるとしたら、そこから先だ。

・副会長：『一つ、隙すきがあるとすれば、十じつ本ぽん槍やりがいた世界での〝羽は柴しば十本槍〟は、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しだ。また、未来を知らない元もと信のぶ公こうの仕込みも少ない筈はずなので、そこから先は上向きだ。アンヌとの会談などが同じように済めば、私達は葵とホライゾンを失いながら、〝二人だったらどうするか〟を考えながら、今に近い位置にまで辿たどり着いただろう。そして──』

　ここまで来れば、あとは簡単だ。

・副会長：『ヴェストファーレンにて私達は、ホライゾンの形見として、大罪武装ロイズモイ・オプロの返却を望む。創そう世せい計画は、やり方を補正されていないから、あの信のぶ長ながはいない。私達しかいない。

　しかし大罪武装ベースの旧創世計画は、失敗し、世界の滅びが決定する』

　そこまで言って、何となく解わかった事がある。

　何故なぜ、十じつ本ぽん槍やりの面々が〝花園アヴアロン〟に入れたかという事だが、

・副会長：『創世計画を行うにおいて、何か大規模な戦闘かリスクがあったのだろう。

　その代償として、もし失敗した時の補ほ塡てんに、〝花園〟のシェルターを求めたのだな？』
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「待って下さい」

　と、ホライゾンが右手を挙げるのを浅あさ間まは見た。

　彼女が言いたい事は解る。正まさ純ずみの言うシナリオは、これまでの自分達の経路を重ねてみれば補正を多大に必要とする一方で理解が出来るが、個人の部分では矛む盾じゆんがあるのだ。

・ホラ子：『先程、ホライゾンとトーリ様の間にも子が産まれたと、そう聞きました。

　ホライゾンとトーリ様が三み河かわで失われたら、それは無理なのでは？』

　その通りだ。そしてこの疑問は、自分達にも関してくる。

・あさま：『私達にとっても、トーリ君が生きていないと、駄目ですよね……？』

・銀　狼：『ええ、でも、……私と我が王の子を名乗る者が、ここにいますのよ？』

・ベ　ル：『ええと、その、何か勘違いだったり、する？』

　……あっ、鈴すずさんこれ、そうじゃなかったらそれはそれで残念という空気……！

　鈴としても、三河争乱の際に彼への想おもいを明かしたのだ。あの後で失敗し、彼が失われたと、そう考えるだけでもぞっとするものだろう。

　自分だって同じだ。

　……あの時、トーリ君の供給術式を許可するのに、どれだけ覚悟を決めたか。

　何があってもこの人を支えようと、そう思ったのだ。しかしそれが失われたならば？

「────」

　思わず無意味な想像をして、息を詰めたこちらの眼前に、表示枠サインフレームが来た。

　ナイトとナルゼだ。二人の共用状態にある通信用表示枠は、一回光を帯びると、

・●　画：『その件だったら、ちょっと厳しい話になるけど、答えが見えてるわ。今、私達の目の前で、ね』
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　ナイトは、空の高い位置にいた。

　安あ土づちや武蔵むさしの砲撃も届かない高空。両艦は移動しているので、並行するのは出力をかなり必要とするが、

　……向こうの誘導だもんね。

　十じつ本ぽん槍やりの加か藤とう・嘉よし明あきと、脇わき坂さか・安あん治じ。

　二人は、艦間の制空権を取りに行った自分達の迎撃に来て、しかしまともに立ち合わなかった。それもそうだろう、彼女達の機殻箒シヤーレベーゼンは見るからに部品が少なく、疲ひ弊へいしている。

　やれば勝てる、という驕おごりではないが、こちらを引きつけるように見せて上昇軌道に入った彼女達の意思に興味があった。

　そこに御家族発言だ。

　ただ高度と速度だけの高空にて、待つように飛行する二人に距離をとって並ぶ。

　自己紹介は無かった。言わなくても解わかるだろうと、そういう事だ。魔女テクノヘクセンらしいとも思うし、自分達に似ているとも思うし、子供がいたら、きっとこう教える。

「知らない人には、挨あい拶さつそこそこでいいかんね」

　さて自分達は向こうにとって〝知らない人〟だろうか。

　まあ挨拶のようなものはここまで何度かかわしてきたのだ。

　だったらそれでいい。

　そして横、自分と並んで飛ぶナルゼが、一息をついた。

「何か手の内を窺うかがうんじゃなくて、身の内を窺うとでもいうのかしら。ちょっと息が詰まるわね。でも──」

　先程の、ホライゾンや浅あさ間ま達の疑問には、答えが確実に出せる。

・●　画：『今、私達と並んで飛んでる二人だけどね、一つ、確実に言える事があるわ。

　──この二人、そう言われて見れば、どう見ても、私とマルゴットの子よね、と』

　しかも、

・金マル：『匪ひ天てん系、墜つい天てんと堕だ天てんの間の子供とか、武蔵でも見かけるけど、形質的に継ぐのは大体が翼や髪の色、その羽の形状なんだよね。そしてこの二人見てると、ガっちゃんの言う通り、高い確率でナイちゃんとガっちゃんの子。……言ってる意味、解る？』

　自分達の方での結論は、こうだ。

・金マル：『男の人を横に置いてないんだよね。ナイちゃんとガっちゃんのどっちかが旦だん那なでどっちかが嫁というか、両方嫁のパターンな気がする、コレ』

・銀　狼：『……え？　同性のそういうのって、出来ましたかしら？』

・金マル：『改派プロテスタントがそういう研究やってて、前に軽く話題にして盛り上がったよん。──未来においては、確立してたんじゃないかな？』

・あさま：『だとしたら、ええと、あの……』

・●　画：『──髪の毛一本でもあれば、大事な相手との子供は作れるって事よ。体外のでそれをする技術だってある筈はずだから、最悪、母体がいらなくなる可能性もあるわ』
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　喜き美みは、ホライゾンが視線を落としたのに気付いた。

　……あら。

「どうしたのホライゾン」

　いえ、とホライゾンが軽く身体からだを傾かしげる。どうしたものかと言うように、うーん、と首も傾げて、

「……少し、複雑な話になってきましたね」

「あら、ねえ、ホライゾン、何かあったの？　そんな考え込むなんて」

　彼女の向こう、浅あさ間まがこちらに頷うなずきを見せた。任せる、という事か。

　……じゃあ姉として、キッチリしないと駄目ねえ。

　内心で苦笑する眼前。ホライゾンが俯うつむき気味に言った。

「ホライゾンとトーリ様の間に子供が出来たと喜んだのもつかの間、何と、それは実は死した二人の縁として何者かが仕組んだものだったのです」

「あらすじ口調で言えるところが素敵よホライゾン！」

　だが、彼女はこう言った。

「だとしたら、──その子を、ホライゾンとトーリ様はどう祝福すればいいのでしょうか」

「ホライゾン？」

「？　何でしょう喜美様」

　言ってこちらに視線を向けた彼女の頰ほおに、自分は右手の平を軽く当てた。

「フフ、その子が祝福されてないとか言ったら、一発叩たたき込むところよ？

　それにねホライゾン。私はこう言ったの、──何かあったの、って」

「それは──」

「何かあったの？　ホライゾン」

　ホライゾンが答えない。ただ、こちらを、目を軽く見開いて見ているだけだ。

　だから己は言った。

「何もないでしょう？　ホライゾン。だって、アンタが今、ウダウダ考えているのは、まだ起きていない事。ない事。十じつ本ぽん槍やりの連中の世界ではあったのかもしれないけど、それはこれからある事で、幸さいわいな形に出来る事よ」

　そして、

「アンタと愚弟が三み河かわで失われていないなら、──何もないの。そして何もかもあるの」

　さあ、と自分は未来の妹の両頰を手で挟み、軽く揉もんでほぐした上で、言葉を送った。

「何かあったの？　ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──いい事がありました」

「それは何？」

「今のホライゾンは、トーリ様と、喜き美み様や浅あさ間ま様やミトツダイラ様や、他、皆様と、いつか産まれてくる子や、皆様の子を、祝福出来るのです。──それが、あった事です」

　そう、と己は笑みを自覚して、軽くホライゾンを抱く。

「馬鹿な気の回し方をしたのが未来にはいたのね」

「わ、私じゃないですよーう？」

「フフ、アンタはアンタで忙しいものね。でも、コレ絶対、私のおかげよ？」

「何がですか？　喜美様」

「だって愚弟の髪、家で私、ブラシで梳とくもの。髪質同じだけど、長さ違うから専用ブラシもあるのよ？　私の方も愚弟にしかさせないし」
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・ホラ子：『喜美様、あの、……ここまで良い話で進めてきて手加減無用のカウンターとは』

・あさま：『道理でトーリ君に定期的に渡してる日常生活補助の術式や符の中で、櫛くし符ふの減りが少ない訳です……』

・銀　狼：『我が王が私の髪の扱いなど上手うまい訳ですわ……』

・賢姉様：『ククク周回遅れを自覚したら躊躇ためらわないで突っ込んで来る事ね！』
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　軽い絶望を感じた浅間は、顔横に表示枠サインフレームを見た。するとナイトが、

・金マル：『でもホライゾンの髪はどーしたのかな？　どこで手に入れたんだろ』

　青雷亭ブルーサンダーだろうか。まあ、当時住んでいた多た摩まの部屋を家や捜さがしすれば出てくると思うが、

・●　画：『汚れていたりすると、ちょっと面倒な筈はずよ？』

・ホラ子：『だったら、あれでしょう、世話子様です』

　世話子？　と視線を向けると、ホライゾンが頷うなずいた。

　彼女は、後ろの空間から茶の入った湯飲みを出し、

「世話子様は、悲劇の美少女自動人ゲッとして捕らえられていたホライゾンの身の世話をするために、三征西班牙トレス・エスパニアがつけていた女子学生です。知らないのですか世話子様を」

　……絶対に本名じゃないですよね……！

　検索を仕掛けて止やめた。が、ホライゾンが茶を口にして言う。

「世話子様には髪を梳いて頂いたりしました。遺髪、として取り置かれているならば、それを用いる事で件くだんの処置が出来ると思います。──世話子様、様々ですな」
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・立花嫁：『あの、一応ですが、あの位置についていらっしゃるのは、元襲しゆう名めい者クラスの方で、つまりは政治的に干かん与よしないけど実力身分共にあるという……』

・ホラ子：『何と！　世話子様、重要人物でありましたか！　流石さすがは世話子様！　本のチョイスも意外にアグレッシブで大層暇を潰つぶせたものです！』





●






「でも馬鹿ねえ」

　と、喜き美みが振り向くのに対し、浅あさ間まは頷うなずいた。

「そうですね。……そっちの私は、蓋ふたをしてて、やっちゃったんですね。多分、ミトも」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それで取り返そうと思ってか、……子供を作れると解わかった時、手を上げたんじゃないの？　でも良かったわね」

「今がそうじゃないから、ですか？」

　違うわよ、と喜美が、彼とホライゾンを指差した。

「多分、あっちのアンタは、そういう事やっておいて〝あっ、これ、トーリ君が望んでない事のような気がして、やだっ、私、困ります〟とかくねくねしててヤダー浅間ったらその笑顔怖いィ──」

　……でも実際にそんな事を後で悩んでそうな気もしますね。

　だが、違う。喜美が言いたい事は解る。

「今のトーリ君もホライゾンも、……私やミトを受け入れてくれましたから。

　未来の私達も、きっと、こうなっていたし、そうしてくれた筈はずと、トーリ君やホライゾンを失わせないように、そう望んだんだと思います」

　未来の自分が、自分のした事が正しかったかどうか迷っているなら、教えてやりたい。

　確かに、二人はそれを望んでくれていたのだと。

「フフ、辻つじ褄つまは合わせられたけど、でも思い切りが変な方向に行くのは駄目な女よ。今は蓋を外してるんだから、そういう事ないようになさい」
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　辻褄だよなあ、と正まさ純ずみは思った。

　……荒こう唐とう無む稽けいに聞こえた十じつ本ぽん槍やりの話が、細部を詰めて行ってしまっている。

　だが、推測に推測を重ねるのは危険だと思いつつ、辻褄を合わせる勢いは大事だ。

・副会長：『大体の事情は見えた。羽は柴しば勢、十本槍』

　今、戦場は動いている。たとえばバルフェットだが、

・貧従士：『あっ！　そっちの方の御家族検証トーク、終わりましたか!?　こっちは今、ビーム三発避けて浅あさ草くさ艦首側をターンしてるんですが！』

　従士一人で向こうの襲しゆう名めい者を陽動出来てるなら、これは〝安い〟のだろうか。それともバルフェットクラスになると〝無駄〟なのだろうか。よく解わからない。

　しかし己は思った。戦闘中だというのに、出番が来たな、と。

「交渉か。──結論までは短いだろうがな」

　言う。

『羽は柴しば勢、十じつ本ぽん槍やり、──武蔵むさし副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみがこの戦闘の意義を改めて問いかけたい。

　──君達の勝敗とは、何処どこにあるのだ？』
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　竹たけ中なかは、自分が出るべきかどうかを迷った。

　今、武蔵と安あ土づちは大おお坂さか湾へと向けて進行中で、交戦もしている。武蔵上では主に左さ舷げん三番艦上で、艦首側と艦尾側にある回廊の取り合いが始まっていて、その中でしかし十本槍の面々が動いていない。

　これは、自分達にとっては山やま崎ざきの合かつ戦せんだ。

　だが、もっと違う戦いに、十本槍の面々と、武蔵勢主力はいる。

　明あけ智ちと羽柴の争いではない。

　創そう世せい計画をどうするのかという、世界の行き先を決める戦いだ。

　そして、戦いの正当性を作るための足場は生まれた。自分達が何故なぜに武蔵勢との相あい対たいを望むのか、それは表に出され、

「──〝安土〟、各国の反応はどうなっていますか」

「Shaja、既に欧州各国、小国や連合、領邦規模の教きよう導どう院いんからも、私達の遣り取りの転送、またログの送付を望む要求が来ています。これは聖連を通したものもありますが、そうではない独自のものも少なからずあります。──Shaja」

　いい方向に進んでいる。

　……単に羽柴勢として見たら、後は小こ牧まき長なが久く手ての戦いくらいしかありませんからね。

　その小牧長久手の戦いは、政治的に羽柴側が勝利するが、実際としては敗北だ。

　関せきヶ原はらという決戦地もあるが、そこでも羽柴側の西軍が敗北する。

　つまりこのままだと、羽柴勢には敗け続ける未来しかない。

　だが、十本槍がいれば違う。武蔵勢の存在を明確に否定する者達が、もはや羽柴の歴史再現を超えて、政治的なカードになるのだ。

　彼らがいれば、武蔵勢という松まつ平だいら家の系けい譜ふに、今後の極東の覇は権けんを与えなくて済む。武蔵勢が何かを為なそうとした時も、

「それは失敗するのでは？」

　と疑問し、彼らを下に引きずり落とす事が出来る。

　それが、彼らの〝失敗〟を知っている十じつ本ぽん槍やりの政治的カードだ。

　そのための仕込みであり、また、事実を、今、自分達は述べた。だからだろう。

・黒　竹：『来ましたか、──武蔵むさし副会長。聞こえてますよね？　私の声』

・副会長：『ああ、私はどうもその関係ではないようなんだが、──そちらもか』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、私と三みつ成なり君は、外と様ざまというか、彼女達のまとめ役やインフラ担当として当てられたんです。今はまたちょっと役目が違いますけどね』

　ただ、と己は前置きした。

・黒　竹：『私でいいんですか？』

・副会長：『片かた桐ぎり・且かつ元もとを出すか？』

　それが正しいようには思う。何故なぜなら今、自分達や武蔵勢にとっては、山やま崎ざきの合かつ戦せんではなく、自分達を親子として捉とらえたところから始まる争いなのだ。

　十本槍の一人とは言え、そういった由来からは無縁の自分が、どう言えたものか。そして同じように武蔵副会長も、己がそういう立場である事を解わかっているのだ。

・副会長：『では片桐を頼む。──こちらも代役を出そう』

　Ｔｅｓ．、と応じて、己は表示枠レルネンフイグーアを開いた。

「片桐君、交渉です。短時間だと思いますが、宜しく御願いいたしますよー」





●






　片桐は、遂にこの時が来たか、と思った。

　さっきは自分の方で率先して解説役をするつもりだったが、見事に個々で真偽判断に入ってしまい、用を為なさなくなってしまった。

　これではいけない。

　……だけど現状の膠こう着ちやくを変えられるのは、やはり僕だけです！

　今、十本槍の面々は、会いたかった相手に会い、自分達の抱える真実を告げている。

　もし、ここで、武蔵勢が、創そう世せい計画を認めて従うというならば、自分達は彼らとの争いを止める事になる。

　それはそうだ。

　自分達は、未来からやってきて、創世計画に加わった。何か事実を漏らせば二に境きよう紋もんが発生するような自分達だが、断片的な確認から幾つかの事実が伝わりはした。無論、それすらも二境紋は逃してくれなかったが、しかし創世計画は強化された。

　信のぶ長ながという依より代しろを使う事で、運命から距離を取る事も出来たのだ。御陰でこの時代に抽ちゆう出しゆつされて以来、初めて運命と二境紋を恐れずにいられる。

　末世を救うには、創そう世せい計画しかない。

　大罪武装ロイズモイ・オプロは通用しないのだ。ならば、

　……うん。

　自分の方が、有利だ。

　武蔵むさし勢には末世に対するアプローチがないが、自分達にはある。

　後は己が上手うまく話をまとめれば良いのだ。

　まだ、自分達の争いは生じていない。このままこちらが話をまとめてしまえば、何の争いも起きず、自分達は母や父と呼べる相手と共に行けるのだ。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　……頑張ろう。

　そう思った時、眼前に表示枠レルネンフイグーアが来た。

　交渉相手だ。武蔵副会長の代役となると、やはり代表委員長辺りだろうか。

　慶けい長ちようの役えきでの記録を見る限り、武蔵の代表委員長は相当な遣り手だ。気をつけねば、と肝に銘じたと同時。表示枠に文字が来た。

・ベ　ル：『ええと、……こ、交渉？　いいの？　正まさ純ずみ』

　選りにも選って母が来ましたよ!?
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　鈴すずは、正直、よく解わかっていなかった。

　とりあえず、という正純の促しによって交渉の席に着いてみたが、

　……艦橋、大だい丈じよう夫ぶ、かな……？

　顔を向けると、〝武蔵むさし野の〟を初めとして、皆がこちらに手を上げてくれる。大丈夫と言うサインだが、これはもう大おお坂さか湾までのルートが直線になったせいだろう。

　あまり長い時間じゃない。正純が言っていたその言葉を信じて、自分は口を開く。

　……な、何を言えば良いのかな。

　とにかく思う事を言って見ろと、正純にはそう言われている。だから己は、交渉する相手をイメージとして捉とらえたくて、

・ベ　ル：『片かた桐ぎり、君？』
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・ＡｎＧ：『あれ？　何か今、安あ土づちのローカル通神帯ネツトで何故なぜかカッキーへのヘイトが急上昇してるんだけど、どういう事？』

・きめえ：『片桐の母って、確か私達の時代でもファンが多かったわよね……』

・□□凸：『あれあれ僕は今、母親と話してるだけですよ!?』
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　鈴すずは、相手の反応が消えた事に気付いた。

　……あれ？

　片かた桐ぎり・且かつ元もとという名だった筈はず。違ったのかな。

・ベ　ル：『片桐君？』

　違うの？

・ベ　ル：『片桐さん？』

　いやこれも違うみたい。

・ベ　ル：『且元君？』

　まだ違う。
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　浅あさ間まは、彼がこちらの右腕を軽くつついて来るのに気付いた。

　向こう、喜き美みが必死に笑いを堪こらえている意味は、多分後で解わかるだろう。ただ今は、

「どうしたんですかトーリ君」

「いや、あの、ベルさんに忠告があるんだけどさ、流石さすがに俺おれからだと気まずいっていうか」

　ああ、と己は理解した。たぶんこれは、ホライゾンや自分やミトツダイラにも当てはまる事だろう。つまりは、

「男親の立場も大変だと、解ってきました？　トーリ君」
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　鈴は、浅間からの表示枠サインフレームを音声化して、赤面した。

　……浅間さん、有り難……！

　浅間で良かったと思う。こういう事を茶化さないから。ただ、その一方で、自分もまた良く解っていなかったのだ。

・ベ　ル：『ごめん、ね』

・□□凸：『……え？　何がですか』

・ベ　ル：『貴方あなたの事、解ってなかった、から』

　違った。

　彼は片桐ではないのだ。且元でもない。

　十じつ本ぽん槍やりの名前は、羽は柴しば七本槍に由来する。そしてそれは、本来の襲しゆう名めい者であった真さな田だ十じゆう勇ゆう士しを退けた時に決定したのだ。

　……つまり、未来で〝花園アヴアロン〟にいた時代は、違う名前だった。

　そこまで考えて、〝当時〟の状況がどうであったかを己は思う。

　……トーリ君もホライゾンも、いないんだっけ。

　本舗の今の状況もないのだ。だとしたら当然のように、相手の彼は〝片かた桐ぎり〟ではなく、

・ベ　ル：『姓は、向むか井いだよ、ね』

・□□凸：『あ、Ｔｅｓテスタメント．、そうです』

　……わあ。

　私、馬鹿だな、と思う。〝当時〟の私は本当に馬鹿だ。だって、本舗に行けないような意い気く地じがない上に、変に落ち着きぶっているくせに、でもおかしなところで踏み込んだ。

　きっと浅あさ間まさんや喜き美みちゃん達は認めてくれて、だけどきっと私はやっぱり、そこまで行っておきながら、やっぱり最後の処ところで冷静に踏みとどまる。

　名前だ。

　十じつ本ぽん槍やりは女の子が多い。というか自分の産んだ子以外、皆、女の子だ。

　唯一の男子となったら、名前にはやはり、彼に関係したものをつけたくなろう。それこそ直接的にトーリとつけてしまうのもありかもしれない。

　だけどそれは、浅間さんやミトツダイラさんの事を考えていない。

　失った人への想おもいは、自分達それぞれだが、その大小を計るものでもなければ、独占しようとしていいものでもない。

　私は踏み込めなかったのだから距離を取る。

　大好きな人。ホライゾンと一緒のトーリ君が好き。だったら、

・ベ　ル：『……〝緒お〟がつく？』

・□□凸：『えっ』

　当たりだ。じゃあ、と己は考えた。無理をせずに文字を頭の中に浮かべ、ある事を思う。

　……生きていて欲しかったよね。

　だったら、そのままだ。この子には、生きて、一緒にずっといて欲しいから、

・ベ　ル：『生いく緒お』

　違う。私に子供が出来たらこう呼ぶ。

・ベ　ル：『生緒ちゃん』
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・ＡｎＧ：『スゲエ──！　ガチ当てしたあ──!?』

・きめえ：『どういうプロセスなの？　一体』

・つるぎ：『いや、うちの母が片桐君の母の事をミョーに一いち目もくおいていた記憶があるんですけど、こういう……』
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　片かた桐ぎりは、気付くと壁に倒れていた。

　正確には、床となっている壁の上だ。あまりにもキツいダメージをくらったために、意識がちょっと飛んでいたらしい。

　……うわあ。

　凄すごかった。武蔵むさし総艦長代理って凄いんです、と、ギャグめいて言いたくなるが、そんな余裕がないくらいに凄かった。凄過ぎて、語ご彙いも乾くというものだ。

　……そっか。

　こういう日を、こういう状況を、きっと自分達は願っていたのだ。

　だとすれば、やはりこの人達を失う訳にはいかないと、そう思い、しかし、

「…………」

　……駄目だ──！

　どう考えても、この相手に勝てる気がしない。

・黒　竹：『え、ええと、片桐君!?』

　すみません、と自分は壁に改めて倒れ伏した。

・□□凸：『僕の、……負けです……』
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・副会長：『うーん、やっぱり向むか井いこういう場面で凄いなあ。勝率百パーだろう』

・黒　竹：『コラぁ──！　ちょっと武蔵副会長！　何て卑ひ怯きような人選を！』

・副会長：『卑怯とは酷ひどい話だ。そちらも各所の相あい対たいで同じ事をしているだろう』

・黒　竹：『あれは戦闘です！　こっちは交渉！　そこに親子関係を持ち出すのは卑怯ってもんじゃないですか──？』

・副会長：『おいおい負けたからって悔しがるなよ』
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　ナルゼは、並行の空にいる金と白と、黒と黒の二人が魔術陣マギノフイグーアに言葉をかわすのを見た。

「キメちゃん、タケって、武蔵副会長と仲いいよね」

「こんな元気な竹たけ中なかをみるのも珍しいわね」

　あー、と自分は口を挟んでみる。

「うちの副会長、何か政治系の年上連中からウケがいいのよね」

　あ、と向こうが面を上げた。

　二人は一度顔を見合わせ、

「こっちの事情、大体通じてる？」

　問われたので、こっちも顔を見合わせ、

「面倒なの嫌いなのが受け継がれてるなら、ここで深く話す意味ある？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手の黄色い方が頷うなずいた。

　そして不意に、横のマルゴットが相手に問うた。眼下、砲撃の光に金の羽を照らされながら、

「どっちがナイちゃんの子供？」

　……いきなりねマルゴット！

　だが、彼女は思案派の方だ。いろいろ頭の中で考え、それが大事だと思ったのだろう。対する金と黒の二人は、もう一度顔を見合わせる。

　金色の方が、こう応じた。

「それが、教えて貰もらってないの。普通に考えたら、私が貴女あなたの子なんだろうけど」

　聞こえてきた言葉にマルゴットが振り向いた。そして彼女は、ちょっと真顔で、

「ナイちゃん、ガっちゃんと結婚する時は三十回くらいしてもいいと思う」

「そうねマルゴット」

　自分は首を下に振った。

「だってそれは、二人の子供は二人の子供って事で、どっちを大事にするとか、そういうの無しにしようって事だもの」

　何となく、解わかる。この二人の取り決めがどういう事かといえば、

「少なくとも、二人の子が成人するまで、お互いは離れない。──三十回と言わず、毎月、毎週、毎日結婚して、離れないようにしてもいいわよマルゴット」

「──正直、ガっちゃんだと〝イベントごとに結婚ね！〟って言い出すと思ってた」

「絶倫会場で毎回結婚合わせの本を出せと言う事!?　そうねマルゴット！」

　思わず機殻箒シヤーレベーゼンに乗っている事を忘れてマルゴットのめりをして、慌てて耐えた。主翼を一回はばたいて一息。そして相手を見ると、

「凄すごいよキメちゃん……」

「ええ、──本当にそういう婚前状態だったのね」

　何か悪い事をしただろうか。
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　そうね、と嘉よし明あきは思った。この人達を守ろう、と。

　これまで、こういう事を表に出せず、また、強敵であるという、当然の事を前提としていたため、この考えが出来なかった。

　守るのだ。

　この人達を、どんな手を使っても止めて、失われないようにする。

　そうしたい。

　この関係は、創そう世せい計画によって失われ、自分達には、それこそ安治アンジーとの関係すらも残らなくなってしまう。

　改めてゼロから始まる自分達は、どのような関係となるだろうか。

　しかしそんな可能性も、この人達に任せていては、失われるのだ。

　止める。だけど、

　……そう上手うまくいくかしら。

　実力はついたと、そう思う。だが自分達の場合、装備が足りていない。

　母達の乗る機殻箒シヤーレベーゼンは、自分達の持つものからすれば遙かに旧式だ。しかし彼女達のものは、何も欠けていないし、疲ひ弊へいもない。

　本ほん能のう寺じでの記録を見るからに、結果としてか、主力温存で彼女達は追えた。

　歴戦を経てきたからこその勝負勘のようなものが、全体にあるのだろうか。

　もしも戦闘になった場合、これを倒すのは容易ではない。

　どのようにすべきか。

　その事を思っていると、通神帯ネツトの中で武蔵むさし副会長が竹たけ中なかに告げた。

・副会長：『先程からいろいろ言われているが、こちらも提案したい』

　それは、

・副会長：『そちらは私達を止めると言うが、どういう事だ。私達は、現状、大罪武装ロイズモイ・オプロが末世解決には直接使えないと知り、どうしたものかと思案している程度だぞ？』
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　竹中は武蔵副会長の言葉に頷うなずいた。

　……確かにそーでしょうね。

　解れ、従えと言っても、そう出来るものでもない。それに武蔵勢はまだ実際に動いていないのだ。

　やってみないと解らない、という姿勢は、今の武蔵勢には充分あろう。だが、

・黒　竹：『すみませんが、解っているんですよね。そちらが失敗するのは』

・副会長：『何故なぜだ？』

・黒　竹：『じゃあ逆に聞きます。──そっちは何故、これ以上、関わろうとしているんですか？　大罪武装が使えなかったら、創世計画に任せるべきじゃないですか』

・副会長：『多様の可能性だ』

　武蔵副会長の言葉が飛んできた。

・副会長：『世界には幾つもの意見があり、多様だ。同じように、末世という大きな課題に対し、一丸となるのもいいだろうが、大事なのはまず〝立ち向かう〟という事。

　その上で、私はこう考える。〝立ち向かう際、少なくともそれがベストであり、オンリーだと決定がされない限り、その方法は多様な模索をされるべきだ〟と』

・黒　竹：『では、既に創そう世せい計画がベストであり、オンリーだとするならば？』

・副会長：『どうしてそう言える？』

・黒　竹：『貴女あなた達が負けるからです』

・副会長：『だからそれは──』

　解わからないのだ。

　そして自分達は、彼女達が解らないという事が解っている。

　……これ、おねーさんが言っていい事かなー。

　ただ通つう神しんで見る限り、手の空いている片かた桐ぎりは壁に寝転んだまま、時折横に転がっては戻ったりをしている。

　カーチャンショックが大きかったと、そういう事だろう。馴なれるものだと思うが、片桐みたいなキャラにはちょっと時間が必要だ。

　語るには自分しかいない。なので己は言った。

・黒　竹：『──相手が、運命だからですよ』







[image: 第二十八章『空の立会人』]
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「やりおったな」

　巴ともえ御ご前ぜんは、市壁の上に立ち上がった。

　今、まだ南の空に武蔵むさしと安あ土づちは見えない。地球が球体であるため、巨体の二艦であっても、その陰に入っていて見通せないのだ。

　だが、接近しているのは解る。

　通つう神しんがこちらに届いているし、何よりも東の空が荒れている。

　巨大な高速艦が往復を行ったのだ。東側の空に揺らいだ雲が波として幾つも生じ、海を割ったような薄い層を見せている。

　しかし、この接近は、想定外の流れを呼びつつあると、己はそう思った。

「武蔵勢としては、欧州へと戻る事で、もはや政治的な旨うま味みの無い羽は柴しば勢を我々欧州勢に裁いて貰もらおうと、そういう魂こん胆たんだったろうに」

「流れが変わりますか」

　ゲーリケが表示枠レルネンフイグーアに市内の物資流通状態を映し、紙の在庫を移動させていく。今は深夜から朝に向けた時間帯だ。市内中央部から物資は失われ、外から呼ぼうにも時間が時間だ。配送は小規模しか動いていないので、各所にプールしておいたものを吐き出させるしかない。

　その加減をこれまでの統計と経験から引き出すゲーリケが、こう言った。

「面倒な流れになりそうですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、──羽柴勢が、十じつ本ぽん槍やりという〝未来からの正解を知った者達〟という、荒こう唐とう無む稽けいな、しかしもし本当だったら従うしかないような存在を持ち出したのだ。

　この場合、それが本当かどうかは別として、極東代表としての〝松まつ平だいら〟に覇は権けんを握られたくない勢力は、十本槍の存在を政治的カードにするだろうよ」

　そして、

「武蔵に対して、そのカードを持つ利点のない国など、世界の何処どこを探してもあるまいよ」

「我々改派プロテスタントも、ですか？」

「当たり前だ」

　己は吐息をする。

「私はヤツらに恩を受けた。恩とは、返したところでゼロになるものではない。何故なぜなら恩を受けた時に関係が発生し、それはゼロに出来ないからだ。だから、恩のない相手と、ある相手を天てん秤びんに掛けた時、私は後者を選ぶ。または、この相手に恩を売っておこうと思うなら、前者を選びもしよう。だが──」

　だが、

「ゼロではない恩は、遙かにプラスの実質に劣る」

「改派プロテスタントらしい考えですな」

「中身の無い装飾は質実な祈りに劣る、というのに似ているな。ああ、良い考えだ！　誰だれがこの考えを作ったのだろうなゲーリケ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　神かみ代よの時代の偉大なマルティン・ルターです！」

　霊体対応型の靴を履いていたので、蹴けりを一発打ち込んだ。

　快音がして、ゲーリケが一瞬保ってから、しかし腰から頽くずおれる。色校の束を抱えた学生が通りかかって気付き、ゲーリケとこちらを見てから、頭を下げて去って行くが、あれコイツそんなに価値が認められてないのか。そうか……。

「と、巴ともえ御ご前ぜん！　危うく意識が飛ぶところでしたぞ！」

「お前、可哀かわい想そうなヤツだったのだなあ」

「何ですかその三歩くらい飛躍した展開！」

　まあいい、と己は思った。

「ともあれ十じつ本ぽん槍やりの話は魅力的だ。私達ですら、次に武蔵むさし勢と会った時、まずはその話題を出すかどうか、というところからスタート出来る。そして──」

　そして、

「流れが逆転した。武蔵は、自分達を有利にするため欧州へと戻ってきたつもりだったろうが、十本槍としてはそれを逆さか手てに取った訳だ。──今こそ、十本槍は自分達を〝売り出す〟べきだろう。そのためにする事は何だ？　ゲーリケ」

「Ｔｅｓ．、ここですべきは、武蔵勢の未来が失敗すると、そういう事ですが……」

　さて、とゲーリケが首を傾かしげた。

「運命に負けるとは、どういう事なのです？」

「聞いて解わからないか？」

　自分には、薄々、理解が出来ている。

「お前の運命が、お前を上回るのだ」
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　巴御前は、見上げてくるゲーリケの顔を指差した。

「簡単な話をしよう。──お前がもう一人、いるとする」

「いるとしましょう。──ハイ、それで？」

　あとは簡単だ。

「そのもう一人には、運命が味方している。解るか？」

「それは──」

　どういう事ですか、とゲーリケが恐らく問おうとして、動きを止めた。

　……解ったか。

「敵には幸運。こちらには不運。無論、運など、それまでの積み重ねで出来るものの言い換えでしかないが、その積み重ねが敵を有利に、こちらを不利にする。

　それが全人類に対応されたら、どうなる？」

「……全人類が不運となり、全人類を模した敵が幸運となるのですね」

「勝てる訳がない」

　解わかる。

　自分達も、かつて、似た事を得た。時代に負け、不幸の状況に追いやられたのだ。

　京きようで上手うまく行っていた分、落ちる時もまた早かった。あれは別に運命の手て筈はずではなく、自分達が体制というものを跳ね返せなかったからだと、そう思いたいが、

「落ち目となると、何をしても上手くいかん。復帰するための積み重ねすら、壊れていってしまうからだろうな。そして刃向かう者が同じ事となるならば──」

　東南の空に、まだ武蔵むさしは見えない。ただ、見えるとしたら、安あ土づちもだ。

「──この状況を覆くつがえすには、まず十じつ本ぽん槍やりを倒す事が前提となるぞ、武蔵勢」
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・副会長：『運命が敵に回ると、勝つ事が出来ないと、そう言うのか』

　正まさ純ずみは、そう言いつつ、己の不利を感じていた。

　……コレは、アレだな。

　確かめようのない噓うそを相手にしているのと同じだ。

　ネシンバラを召しよう喚かんすべきかと思ったが、アレは今、地下で在庫処分中だ。武蔵の軽量化と流体の淀よどみを捨てていると考えると重要な仕事で、誰だれか代わりになる者はいるかと考え、

・副会長：『──おい大おお久く保ぼ、ちょっとネシンバラの代わりをする気があるか？』

・長安定：『は？　交渉するんか？』

・副会長：『いや、地下の在庫処分を代わりにやってくれ』

・長安定：『他の誰かにさせんかあ──！』

・副会長：『あ、じゃあ手配頼む』
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　浅あさ間まは、奥おく多た摩ま艦首甲板の前側にいた大久保が、膝ひざをついて叫ぶのを聞いた。

「くそお──────！　仕事増やしてもうた──────！」

　下積み時代は大変ですね、と思うが、こちらとしても少々やりにくい時間だ。

「浅間様、運命が敵に回ると、駄目なのでしょうか」

「精査してないから解りませんが、神しん道とうでは〝不運〟は禊祓みそぎで削そぎ落とす対象の内、最も広範なものとなってます」

「じゃあ解除出来んの？」

「〝不運〟なら出来ます。ただ、運命が不運な方に行くのだとすると、解わからないです。

〝不運〟は一時、一時期だけのものだから削そぎ落とせますが、運命はその人自体のものですから、根本的な流れを変える事は禊祓みそぎでは出来ません。逆にそれを通してしまいます」

　つまり、

「そうなったら、禊祓しても根本が変わらないので、お手上げです」
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　お手上げ、という浅あさ間まの言葉に、正まさ純ずみは一息ついた。

　……浅間が言うなら、これは確かな事なのだろう。

　竹たけ中なか達の言う事も、どれだけ本当かは解らないが、実際にそうであったらどういう事か、という点については、今、こちらサイドからも証明があった。

　これを見過ごして行って、交渉に勝てたとしても、現実を見ていなければ駄目だ。

　だとすると、こちらとしては、

・副会長：『おい馬鹿』

・俺　　：『ん？　何？　何セージュン？　交渉勝ってんの？』

・副会長：『正直、不利だ』

・俺　　：『だけど止めるんだろ』

・副会長：『そうだな』

　己は頷うなずいた。首を下に振るという事は、同意だと言う事だ。同意だという事は、一人ではないという事だ。一人ではないと言う事は、仲間がいると言う事だ。仲間がいるという事は、

・副会長：『勝ちパターンだ』

・未熟者：『呼んだかい？』

　今夜はよくコイツの世話になるな、と思いつつ、己は言った。

・副会長：『想像しろネシンバラ、もう一人の自分、こちらには不運、向こうには幸運。そんな状況で、一体どうすれば勝てる？』

・未熟者：『ああ、そんなのは簡単な事だ』

　書記が、眼鏡めがねを上げるのも想像出来る間をおいて、こう告げた。

・未熟者：『僕達が、選ばれた伝説の戦士達になればいい』

　これは私の知る極東語と同じ言語だろうか。
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「さあ、僕の出番だ。言語の魔人の力を見せよう……」

　ネシンバラは、地下の焼却場の事務所で、水分補給をしながら椅い子すに座った。

　フ、と笑って表示枠サインフレームを出し、足を組み、深く組み過ぎたので直して、

・未熟者：『では竹たけ中なか・半はん兵べ衛え、ここから先は武蔵むさし書記の僕が相手をしよう』

・黒　竹：『また？』

　またとは失敬な。ともあれこちらとしては先手を打っておく。

・未熟者：『先程、君は言ったね？　運命が敵に回ると』

・黒　竹：『あーハイハイ、言いました』

・未熟者：『だが、それが何だと言うんだい？　僕達はこれまで運命に逆らってきた。それが現実になるだけじゃないか』

・黒　竹：『……あのー、武蔵の副会長、すみません。現実の話が出来る相手を交渉役に据えて貰もらえないですかね』

・未熟者：『失礼な！　僕の何処どこがファンタジーな話をする人間だと言うんだい？』

・黒　竹：『いや、全体的に……』

　妙だな、と己は思った。この相手は、ここまで現実に目覚めてしまっていただろうか、と。

　ゆえに言う。

・未熟者：『君は、その〝運命〟を見たのかい？』

・黒　竹：『いえ、私は見てないです。他の子達からの伝聞というか、はっきり言えない言葉の欠片かけらをまとめて、それを理解しただけで』

・未熟者：『じゃあ伝聞と推測じゃないか！　それをさもあるかのように言っている！　だったら僕と同じ土俵で、同じ目線で話をすべきだ！』

・黒　竹：『いや、それが出来ないんです』

　竹中の言葉に、引きを感じた。

　台詞せりふの流れとして、竹中がこちらに対しての有効打を隠しているのは確かだ。しかし自分は彼女の言葉に引きを見た。先を聞いてみたいと、そう感じたのだ。だから、

・未熟者：『聞こう』

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中が応じ、一息の後にその言葉が突き込まれた。

・黒　竹：『最終決戦の場で、全軍は壊滅し、貴方あなたもそこで死んだからですよ。武蔵書記、トゥーサン・ネシンバラ』
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・眼　鏡：『何故なぜだ！』

　いきなりの眼鏡めがねが、通つう神しんに乱入してきた。

　うわ、と浅あさ間まは引いた。今、自分達の通神は、確かに欧州に開かれている。が、それなりのセキュリティを掛けているのだ。

　そこに広域通神側から飛び込んで来るとは、

　……間違いなく、作家としての劇場術式を使用してますね……!?
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　ほう、とエリザベスは、オクスフォードの塔から眼下の町で生じた光を見た。

　森だ。倫敦ロンドンの一角、夜尚なお活動を続ける町の中に直径一キロ程の流体で出来た森が現出し、繁茂し、立体絵本の細工のように立ち上がっていく。

　夜だというのに昼の光を浴び、しかし大事なのは森ではない。何を見せるべきかというと、それは森の中を流れる小川から立ち上がる姿だ。

　白のドレス、濡ぬれた金髪を揺らし、花を抱えて立つのは全高百メートルを超えた文学の顕けん現げんだ。濡れたヴェールで顔を隠しているのは、高貴なる王女の死に姿。

「馬鹿者……。想おもい人の死を知らされた程度で神を下ろすなシェイクスピア」

　口くち端はを上げ、上げ切っていない窓の鎧よろい戸どを叩たたき、己は言った。

「大体、その演目はまだ準備中だろうが。──オフィーリア！」
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　道上、森中、草の間に佇たたずみ、小川と王女の姿を後ろに置き、シェイクスピアは両腕を振り上げた。

「オフィーリア！」

　通じろ。問いかけ、答えを求めろ。

「オフィーリア！　オフィーリア!!　オフィーリア[image: ]」

　言葉を述する。

「禁じられた恋と知らず、狂気に触れて尚も自分の答えを求め、相手と共にあろうとして死んだ姫よオフィーリア!!」

　背後、オフィーリアが両腕を振る。その腕から水が散り、蔦つたや枝葉が展開した。それは流体で出来た森に接続され、更にはもはや川と言えるサイズになった小川に刺さり、

「オフィーリア！　水に沈み、流れ死んだ悲劇の姫よ！　その思いを問えオフィーリア！

　川の水が海に届くように、問いかけは必ず答えに届く！」

　言いつつ、己は髪に手を突っ込み、後ろに払った。

「問うぞ！　未来などという、今と地続きでしかない場所から来た無ぶ粋すい者達へ！」

　髪の間から言葉が零こぼれる。今日きようは調子が良い。さっきから調子が良い。何故なぜなら、

「トゥーサンが死ぬ筈はずがない！　だって僕達の力は無限だ！　言葉と想像の作るものにはどのような運命も敵かなわない！　未来が不幸であろうと、消えるものであろうと〝有る〟と書けばそこには〝有る〟んだ！」

　手を振る。持ち込んでいた紙袋から取り出すのは原稿用紙にして三万枚を繫つなげて蛇のような束にした、

「僕とトゥーサンの未来日記だ！　この通りに行かなくても、この中では〝有り〟だ！

　そのような力が、運命に負ける訳がない！」

　問え。

「問えオフィーリア！　自分には教えられなかった虚偽を破り、今こそ相手の噓うそを引き剝はがし、真実を導き出せ！」

　叫ぶ。背後や周囲、一気に響いた鎧よろい戸どの連打を全身に浴びた支えとして、己は声を発する。

「答えろ未来の住人！」
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「残念ながら、答えはもう出ていますよ、英国史上最大の文学者」

　竹たけ中なかは、参った、と思った。

　正直、このような問いかけがくるにしても、もっと楽な相手から来て欲しかった。

　重過ぎるのだ。自分が抱え込むには、正直、ハイリスクなどではなく、ただただ執しつ拗ようなまでの重量なのだ。だが、

「竹中様！　本艦の通神帯ネツトに外部からの侵入が全面として来ています！　──Shaja」

　……マジですかー。

　通神帯の中に外から接続してきたのではなく、全体から浸食を掛けてきた。

　表示枠インシヤ・コトブで示される状況の中、安あ土づちの通神帯が外から浸透するように乗っ取られていく。

　戦闘艦としての安土はセキュリティも高い。それを容易たやすく自分のものとしていくのだから、これは完全に術式による流体操作だ。それも、

　……劇場術式を通つう神しんで転送してきている訳ですか……！

　明らかに〝新しい〟。

　見た目や内容、やっている事は歴史再現を基礎とした神かみ代よの時代からのもので、黎れい明めいの時代に始まった約束事だろうに。

　それを新しくし、問うて来た。

「竹中様！　──Shaja」

　解わかっている。この浸食は、自分を探しているのだ。

　オフィーリアは狂気に触れ、自分の中の真実を探し求めて水に落ちて死ぬ。その原因は様々な解釈があるが、もしも死んでも思いが残るとしたならば、どうするか。

「答えが欲しいですかー」

　参った、と、改めてそう思い、竹中は言った。

「もう一度言いますが、──答えはもう出ているんですよ」

　安土の前艦、艦首側の砲火が止まった。艦内の通神帯が浸食され、自動人形達による基部の管制制御が利かなくなったのだ。

　このままだと加速系もやられる。そうされれば、安あ土づちは武蔵むさしに追いつけなくなり、終わる。

　無論、この状態ですら英国からの越権行為だ。今、ここで起きている山やま崎ざきの合かつ戦せんの歴史再現に対し、無法な割り込みをされているのだ。

　しかし、終わっては駄目だ。その事を理解の上で、己は口述した。かつて解わかった事、皆の言葉の断片から何年も掛けて縫い上げた未来の状況の一つを、だ。

「シェイクスピア、──貴女あなたと武蔵書記の想像力は、運命の想像力に敗れるんですよ」

・眼　鏡：『何故なぜだ!?　僕達の〝有り続ける〟事を望む想像が、何に負けた！』

　もはやこちらの言葉自体が通つう神しんに捉とらえられている。

　これが本気の作家ですか、と思いながら、己は言った。

「悲劇です」

　言葉を選び、正確に、自分は作家に対しての批評を送った。

「生きようと、有ろうと、幸せであろうとする想像を、ただ一つ食い合うようにして上回る可能性があるもの。それが悲劇」

　言う。

「貴女とパートナーは、優れていたが故、運命の手に掛かり、貴女達の全てを悲劇に変えられた。現実と想像の貴女達は、二次創作によって悲劇の主人公となり、しかし運命による現実化で、それは成立した」

・眼　鏡：『それは──』

　Ｔｅｓテスタメント．、シェイクスピアにはよく解っているだろう。

「貴女が作り得なかった第五の悲劇。──五大悲劇と呼ばるる最後の悲劇は、貴女の運命が、貴女達を題材にして初めて成立出来たんですよ」
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・眼　鏡：『噓うそだ！』

　シェイクスピアは叫んだ。髪から言葉を散らして声を上げた。

「あんなに幸せを誓った僕とトゥーサンが！　将来を約束し合った彼と僕が！　そして今を共に生きると契ちぎった二人が、そのような悲劇になる訳がない！　僕と彼は、彼からの告白でもう十八回は結婚しているんだよ!!　昨夜ゆうべだって僕の傍そばに寄り添って抱きしめた上でキスまでしてくれたんだ！」
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・約全員：『……おい』

・未熟者：『違う！　違うぞ！　僕は何もしていない！　向こうの妄想だ！　婚姻届も来ていないし認知も迫られた事はない！　本当だぞ！』

・●　画：『ワー、否定するのアヤシイ──』

・未熟者：『わ、解わかって言ってるな!?　そうだね!?』

・副会長：『お前、折角代理で出てるんだから真ま面じ目めにやれよ』

・未熟者：『だから僕じゃないぞ!?　違うからね!?』
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　どういう事だ、とシェイクスピアは思った。

　流体の希薄化によって世界が滅びるのが末世だと聞いていた。

　それは作家にとってはペンのインクが薄くなっていくのと同じだ。

　だが筆跡だけでも残すように、そう、この時代、露西亜ロシアでは紙の代わりに白しら樺かばの樹皮を使い、そこに骨のペンで〝筆跡〟をつけてノートとしているのだ。

　そういう風に、別の形で自分達は自分達を残せるだろう。

　そしてお互いが完全に希薄になっても、それでも自分達を残し続け、

「最後まで抗あらがったと、抗う事を諦あきらめなかったと、それが僕達、作家の何もかもに対する矜きよう持じだ！　これは世界を相手にしても変わらない！」

　しかしそうではなかったと竹たけ中なかが言う。

　……五大悲劇だって!?

　考えた事がある。

　自分の歴史再現として認められているのは四大悲劇。それを超えるにはどうしたらいいのか、何を題材にどう展開すべきかを思案した事は幾度もあるのだ。だが、

「自分達を題材に、運命を敵に回して敵かなわない、……と？」

　考えた事もなかった。

　否。世界の滅びるシステムを聞いたのも、今日きようが初だ。

　そこで自分達のプロットを提示されるとも思っていなかった。

　時間さえあれば、そういうネタを思いついただろうか。竹中が言ったよりも、もっと濃いネタとして、

　……否。

　そうではない。

　この考え。相手よりも自分の方が、というのは、負けた側の悔し紛れだ。

　ネタ出しという段階において、自分は竹中や、彼女が聞き取ってきた未来に負けたのだ。

「くそ」

　悔しい。まるで告げられた運命が全て決定済みであるかのようだ。

　自分ならもっと面白く出来るのに、と思うが、

「フォロアーになるつもりはないよ、竹たけ中なか・半はん兵べ衛え。非常に悔しいが、ここは僕の──」

　負けだ、と言って演劇術式を解除しようとした。

　その時だった。

　……え？

　いきなり、頭上のオフィーリアが一つ大きな身震いをした。

　何事かと振り仰ぎ、振り返る視界の中、見えた光景が一つある。

　全高百メートルを超える顕けん現げんのオフィーリアが、その首を飛ばしていたのだ。
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「……は!?　何!?　何一体！」

　光撃だ。しかし斜め打ちで飛んだ一発の光の色を、シェイクスピアは知っている。

「王賜剣二型Ｅｘ．カリバーン!?」

「今夜は劇の練習かシェイクスピア」

　と、崩れていくオフィリーリアの流体光の向こう、やはり光に散って行く森の中を、こちらに歩いてくる三つの影がある。

　まずケープにジーンズ姿の妖よう精せい女じよ王おう。続くのは、この時間帯であっても制服姿に身を包んだダッドリーと、同じく制服に球面処理のメッキ着き軽装甲を身につけたセシルだ。

　セシルが散って行く流体光の森を見渡し、空に砕けるオフィーリアを見上げ、

「まんいんおんれい──！」

　両手を振りあげた瞬間。何もかもが光の風として空に舞った。
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　ダッドリーですね、とメアリは王賜剣エクスカリバーを構えたまま、北西の空に生まれた光を見た。

　極東、山陰として分けられる地域の更に北にありながら、英国は浮上島であるために視界が広い。これは極東側から見ても同様で、位置と高度によっては六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの北側よりも明らかに見える場合がある。

　今がそうだ。

　大おお坂さか湾に接近する自分達にとっては、既に見えている大坂方面から山陰、山陽の山がそちらを隠しているというのに、

「あ……」

　正面。カレトヴルッフを構えていた清きよ正まさが声を上げた。

「……あれは、王賜剣!?」

「いえ、ダッドリーがシェイクスピアの劇場術式をあのようにしたのでしょう」

　空、北に見える夜の山さん渓けいの上に、一本の剣が突き立っている。

　王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンだ。

　正確には、それを模した流体光の集まりだ。

「ダッドリーの聖せい譜ふ顕けん装そうならば、シェイクスピアの劇場術式に使用された流体を〝武装〟として、あのような変化を加える事も出来ます。無論、あの高さまで範囲を広げて届かせるには、セシルの〝分け与え〟を逆転させる必要もあるでしょうけど」

　しかし、

「二人とも、私が英国を出た時以上の実力をつけているのですね」
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「いいぞ！　いいぞ二人とも！　そしてシェイクスピア！　派手で良いな！」

　妖よう精せい女じよ王おうは笑った。脇わきに、だが後ろに片かた膝ひざをついたダッドリーが、横に尻しり餅もちをつくように座ったセシルと顔を見合わせ、首を下に振る。

「きょ、恐きよう悦えつ至し極ごく……！」

　ああ、いいぞ二人とも。

　……私は派手な両翼を持った！

　そして他の尾羽達も、だ。

「妖精女王……」

　というのは、正面、もはや土を踏み固めた大通りに佇たたずむシェイクスピアだ。彼女は髪を払い直し、肩を落とし、

「すまない、妖精女王、感情任せに踏み込んで、重大な敗北を──」

「シェイクスピア！　ハムレットの内、オフィーリアのパートはまだツメが甘いようだな」

「────」

　己は腰のハードポイントパーツに接続した王賜剣二型を軽く叩たたく。それは手で叩いても内部で震動が共鳴し、金属楽器のような低音を響かせた。

「この辺りを叩くと更に高い音になる。最近気付いた。まあ遊びだがな。

　そしてシェイクスピア、まだ不出来なオフィーリアをテンションで外に出すな。

　──ハムレットは貴様の演劇の中でも有名な悲劇の一つだろう、違うか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それはそうだけど……」

「そうだ。悲劇だ。だが死ぬから悲劇ではない。報われずに死ぬから悲劇なのだ。

　だが貴様のオフィーリアはまだ未完成。何に報われないかが伝わってこなかった。

　だから王賜剣エクスカリバーで首を刎はねてやった」

「初めて聞くよ、王賜剣で処刑されるオフィーリアなんて」

「はは、武蔵むさし書記と共に王位をマクベスに簒さん奪だつさせた貴様が言うな。──だがなかなか面白い余興であった。劇が完成したならば、一回くらい私に首を刎はねさせろ。観衆は度肝を抜かれるだろう。私はそういうのが大好きでな」

　ああ、とシェイクスピアが頷うなずいた。それを見て己は小さく笑う。

　……ようやくに、こちらの言いたい事が届いたか。

　彼女が眼鏡めがねを掛け直し、言った。

「悲劇はそうだ。報われないから、届かないから悲劇なんだ。

　でも僕は報われているよ。上を望んでもっともっとと思う事が出来るからね」

「そうだ、そうだ文学史上最大の作家とされる我が一羽。我が盾符トランプは私に仕えたという時点で人生最大の報いを得ている。その事を恋の中であろうと忘れるな」

「Ｔｅｓテスタメント．、解わかってる」

「言ってみろ」

「リア王の話が、実際と演劇では違うように、僕達は悲劇にされるんだ。それは実際にそうなる未来かも知れないが、そこで抗あらがう僕達は違う。悲劇にされようが何しようが、笑って、やる事は果たそう。盾符とは全ての符が活いきるものだからね」

「それでよし」

　言って、己は南の空に視線を向けた。

「──M.H.R.R.神聖ローマ帝国羽は柴しば勢！」

　声を放った。するとダッドリーが頭を下げたまま、こちらの前にやってきた。

　彼女は振り向かない。ただ手にした聖せい譜ふ顕けん装そうの大型手てつ甲こうで土の路面を引っ搔かき、こっちが向いているのよりもやや左向きの矢印を描く。

　ダッドリーが下がった後、自分は、彼女の描いた矢印に身体からだを向き直し、

「──間違えた!!」

　正直は美徳だ。間違いの訂正を出来るのも美徳だ。今日きようは未明からダブル美徳。妖よう精せい女じよ王おうは完かん璧ぺきである。反省が美徳かどうかは解らないのでやらん。

「──M.H.R.R.羽柴勢！　挨あい拶さつくらいせぬか！　妖精女王が声を掛けているのだぞ！」
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「竹たけ中なか様！　竹中様！　今度は地ち脈みやく干渉レベルで強圧な通つう神しんが!!　──Shaja！」

「これだから英国は精霊系多くてやりにくいんですよ──!!」
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『ハイ！　こちら羽柴勢の現状渉外役ですよ！　未明にすみませんねうちの未来人達が御迷惑をお掛けしているようで』

「うちに迷惑は掛かっていない！」

　妖精女王は断言した。

「シェイクスピアの未完成演劇の試演に立ち会えて首も刎はねる事が出来た！　なかなか良い挑発だったぞ羽は柴しば勢！」
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〝安あ土づち〟は、竹たけ中なかが垂直に膝ひざをついた際、俯うつむいた顔の軌道上にあった通つう神しん用表示枠インシヤ・コトブを額で割るのを目撃した。

「た、竹中様！　理不尽が幾度となく襲いかかるのが人生だと統計的に知っております！　多分、今がその時！　持ち直しましょう！　ほら、ここに新しい表示枠が！　──Shaja！」

「もーうやだあ──、おねーさん理不尽やだあ──。えろしてたいぃ──」

「子供のようになるのは後で充分していいですから、今ちょっと！　ちょっと宜しく御願いします！　というか平ひら野の様、さっきから視線逸そらして他人ひと事ごとキメてますよね！　──Shaja！」

「いやまあ、ちょっと、こっちも凄すごい警戒があるんですよ」

　平野の言う事は解わかる。

　……浅あさ間ま神社代表！

　武蔵むさしの中域。中央後艦の艦首甲板からは、何の攻撃も飛んできていない。

　だが違う。あの空域を聖域とするように、武蔵の照準術式とは別に、個人使用の照準術式が一種の結界を作っているのだ。

　何を撃ち込んでも無駄。そういう意思表示が、術式の気配から伝わる。

　そのような所しよ作さに、何となく自分との同質感を得るのは、己もまた、戦艦という囲いを用いて皆を守る立場だからだろうか。

　ただ、浅間神社代表は、こちらを警戒しながらも、敵意を向けてはいない。何しろ、平野が言うには、

「こちらに向けて弓矢を構えていないから、まだセーフです」

「セーフ？　──Shaja」

「ええ。……うちの母かあさん、冗談めかして、〝お母さんはですね？　昔に、戦艦を落とした事もあるんですよ〟って言って、皆が〝わあ凄い！〟って言ってましたけど、あれ、こっち来て気付いたんですが、〝戦艦を落としていた頃ころもあるんですよ〟の聞き間違いですよね」

「あの、そのような事を戦艦の私に話すのは……。──Shaja」

　まあこっちが直に狙ねらわれていないのは、浅間神社代表もまた、今回の件が気になっていると、そういう事なのだろう。

　そして竹中が、身を起こした。中身の入ったえろパックを空に捨て、

「──何ですか妖よう精せい女じよ王おう。歴史再現への介入なら国家間の越権行為となりますよ？」

『そうではない！　貴様らが知る未来に興味が湧わいたのだ！』

　好奇心。それにて告げられるのは、

『私もまた、貴様らの未来の中で失われるのだな！』





●






　妖よう精せい女じよ王おうは、ダッドリーの声を聞いた。

「へへへへ陛下！　そのような事！　そのような事は御座いません！　へ、陛下がそのような事になろうものならば、私とセシルが必ずや防ぎますゆえ！」

「解わかっている！　貴様らは生きたいように生き、死にたいように死ね！　英国最大の春を迎える我が治世の下、英国の誰だれも彼もがこの妖精女王の下ではそうなのだ！」

　当然の事だ。そして、

「私の庇ひ護ごにある者の全ては、私が最後まで看み取とる！　そして私の臣民が一人でも残っている限り、私は女王だ！」

　では、とダッドリーが言った。

「わわわ、私とセシルは、最も最後に死ぬ臣民である事を望みます……！」

「がんばるのー」

「はは……！」

　己は笑った。

「副長と副会長が最後まで残るか！　ならば最後まで英国は機能をする。そして最後に私は英国の女王として偉大な仕事をするであろう」

「へへ、陛下、それは──」

　己は言った。

「メアリ！　メアリ・スチュアート！　──貴様の子供に王位を譲った時、私は女王である事を終える！　そして私は、きっとこうするのだ！」

　解った。これがいつからそういう流れになっているか定かではないが、きっと、誰も彼もが末世の事を考えていて、そうしたのだ。

　……父よ！

　もはや顔も美化の形でしか憶おぼえていない親の事を、己は思った。

「きっと私は、末世が世界を滅ぼす前に、〝花園アヴアロン〟を改造し、地ち脈みやくが希薄となった後でも存在しえるシェルターとする。そこに選別か、約束かは解らないが、全てを託していける者達を送り込むだろう」

　それは誰か。〝花園〟はある程度の容積がある。複数人であろう事は間違いがないが、少なくとも二人は確定だ。

「──メアリ！　貴様とその子が私達の何もかもを継ぐのだ！」
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「……私も、ですか？」

　メアリは、軽く息が詰まるのを感じた。

　自分が、己の子供と一緒に〝花園アヴアロン〟に避難する。それは後ろめたさも含みで、有り得る話ではあろうと思う。だが、それは幾つかの事実をこちらに伝えてくる。

「まず、最終決戦から、世界が希薄の危険域となるまで、時間がありますよね」

　子供が生まれ、共に入るのだ。最終決戦から、それだけの時間が経たっているだろう。

　更に思うのは、

「……最終決戦で多くの者が失われたとするならば、点てん蔵ぞう様は？」

「死にました」

　清きよ正まさが即答した。

「最終決戦で、人類の主力はほぼ壊滅。特に主力は撤退時に失われ、この極東に戻ってこられたのは数百人程度だったと聞いています。私が生まれたのはその後です」
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　点蔵は聞いた。清正が、軽く俯うつむいて言う台詞せりふを、だ。

「撤退時、共に撤退しようと言った母に対して、その人はこう告げたそうです。〝必ず戻るから安心していいで御座るよ〟と。そして母は信用し、地上に戻ったのですが──」

　言われた。

「母はいつもその事を言って、待っていたのです！　私に言う事を聞かせる時や、自分の話をする時は、いつも昔の事や、その事を告げて〝待っていましょうね〟と言っていたのです！　でも私はそれが噓うそだと解わかっていました！　幾度となく、もう戻って来ないと、そう言ったのに、母はずっと信じていました。でも──」

　清正がこちらを見た。涙を浮かべた青の瞳ひとみは確かにメアリのものと等しい。そして彼女が鋭く叫んだ。

「貴方あなたは噓を吐ついたのです!!」
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・金マル：『何かテンゾー、人類史上初の生まれてない子供とのド修しゆ羅ら場ばに突入してないかなコレ』

・●　画：『まあ、広義の修羅場で言えば、私達や二ふた代よなんかは昔に交戦してるのよね』

・銀　狼：『第一特とく務む、格かつ好こつけていい加減な事言ってると駄目ですのよ？』

・俺　　：『点蔵、何でオメエって、肝心な所で選択肢ミスる訳？』

・十ＺＯ：『きょ、今日きようは自分が集中攻撃される日で御座るな!?』
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　……ああ、全く。

　清きよ正まさは、自分の苛いら立だちのようなものを自覚した。

　母を見て、喜んだのは事実だ。だが、それ以上に憤いきどおる。

　母がずっと哀かなしんでいたのは誰だれの事か。

　母がずっと待ち続けていたのは誰の事か。

　そして母の元に戻らず、自分の前に姿を見せなかったのは誰の事なのか。

　ここにおいて、それらの答えが目の前にある。

　……その男の人です。

　ああ、と己は再び思う。この憤りは場違いなものだ。だって今の母は、これから起きる事を何も知らないし、自分はそれを止めに来てもいるのだ、と。

　だから落ち着きなさい加か藤とう・清正。自分とて、こちらに来てから幸いなものを見つけ、今までとは違う自分を得ているではありませんか。

　親離れはとっくの昔に済ませたので、今もまた、そうであるべきだと思う。

「そうですね……」

　自分は十じつ本ぽん槍やりの一人。どちらかというと皆のまとめ役で、福ふく島しまと共に前線に出て誰も彼もを支える役だ。

　そんな者が、私的な恨みを全開にして相あい対たいだなどと、キャラが変わり過ぎている。正直、この怒りと妄動しかねない自分を見たら、皆、別人だと引くだろう。

　落ち着きなさい加藤・清正。ここは息を入れ直して、態度を改めるのです。

　すると眼前、逃走に入ろうとした忍者が母を抱き上げた。対する母は頰ほおを浅く赤に染め、髪から流体光を零こぼして、

「で、では宜しく御願いします点てん蔵ぞう様……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、しっかり摑つかまっているで御座るよ！」

　頭の奥で、母以外の何かに対していろいろな事の許可が出た気がしました。ええ。

「ま、待ちなさいっ……！」

　カレトヴルッフを加速器状態にして追撃に入った。
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　第一特とく務むというか、メアリ周りは大変ですわね、とミトツダイラは思った。

　すると、糟かす屋やが右手を挙げていた。

　……何ですの？

　首を傾かしげると、糟かす屋やが手元の表示枠レルネンフイグーアに来た異族部隊の侵行報告を見て、認可。その上で、

「あの、いいですの？」

「ええ、何ですの？」

「〝花園アヴアロン〟ですけど、御お母かあ様さまと、浅あさ間ま神社代表も、一緒でしたのよ？」

　当たり前だが初耳過ぎる。







[image: 第二十九章『受け継ぎ場所の覚悟者』]
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　浅あさ間まは、周囲の沈黙を悟った。

　まず、咳せき払ばらいして、周囲の皆に両の手の平を立てて見せ、一息を入れてから、

「質問を受け付けましょう。ええ」

「──ククク、巨乳に優先権があった訳？」

「それだとミトの説明がつかないですよ……！」

・銀　狼：『いきなり個人攻撃ですのよ──！』

　選出基準は何だろうと、そう思うが、酷ひどく単純な事かもしれない。それはつまり、

『──私達以外が、失われたと？』

『それもあります』

　声は通つう神しんで、正面から来た。安あ土づち艦橋上、そこにいる平ひら野のだ。

『確かに多くは失われ、でも他は辞退したんです。〝花園アヴアロン〟にはある程度の容積があっても、そこに住まう事の出来る人数は限られますからね』

・銀　狼：『待って下さいまし。メアリと智ともは解わかりますわ？　英国の跡継ぎの母と、流体や術式のスペシャリストですもの。でも何故なぜ私が？　人狼ルウガルウなら、うちの母の方が適任では？』

・現役娘：『……ええ、つまり最終決戦で、私はネイトを庇かばって散って行きましたのね』

・黒　狼：『いえ、フツーに撤退して、御お母かあ様さまの御父上と世界が消えるまで気楽な生活を満喫とか、そんな話を聞きましたの』

　流石さすが過ぎる。だが、そうだとしたら、ミトツダイラについては、

・黒　狼：『人狼女王レーネ・デ・ガルウとして、ですの。母は獣変調出来ませんでしたけど、私は出来るか不明でしたもの。だからいずれ人狼として〝恐怖の具現〟の力があれば、運命の死んだ世界にも何かアプローチが出来るかも知れない。その力を引き出すため、入るように言われましたの』

・つるぎ：『母も、清きよ正まさの母も、糟かす屋やの母がいた事で随分安心出来たそうですよ』

・金マル：『コネか──』

・銀　狼：『し、指導役ですわよ……！』

　まあそういうものだろう。これが本当の話なら、当時にいろいろあった事は予想出来る。それに、自分としても、

　……私達の子供がいるとしても、そんな切せつ羽ぱ詰まった空間に事情知ってるのがメアリと二人だけとなると、相当に辛つらいですよ……！

　三人寄れば何とやら、という訳でもないが、意見が複数生まれ、対立しても仲裁や外の判断が出来るのはいい事だ。

　でも、そうだとしたら、

「──私達が、貴女あなた達を、こっちに送るような、そんな手て筈はずをしたんですか？」
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　浅あさ間まは可能性を考える。

　神かみ代よの時代、今やゲームや本などの題材として伝えられる神話の一つに、この世のあり方を定義した物語がある。それはこの世界をあらゆる意味で一周するもので、しかし決着として、ある決まりが出来た。

　……世界は巻き戻らないんです。

　ループの最大枠の内、最初端とも言える瞬間が固定され、一本となったためだと言われている。だから小さな枠内でのループはあっても、世界全体が原初になる事はない。

　しかも今回、末世は地ち脈みやくの希薄化だ。時間などはゼロにならず薄くなっていくだけなので、やはりこれによる終端ゼロのループも生じない。

　だとすれば、出来るのは個人での時間移動だ。

　これは怪異としてよく報告にあるもので、時間とは地脈の中において一方通行ではなく可変構造なのだと言われる所以ゆえんとなっている。

　だがそれを望んで行えるのか。

・巨　正：『別に私達はそのような事を望まれていませんでした。実際、〝花園アヴアロン〟にあったのは、死んだ運命の代わりに用いられた虚偽時間の結界と、それを拡大するための〝祈りの場〟でした。地脈の希薄化が運命の死と共に停止したならば、後はそこに外燃拝はい気きを注いで元に戻していけば、地脈中の流体は復活していくのですから』

　ちょっと待って、と己は思った。人の拝気量は、上げる事が出来るが、外燃拝気を強化して地脈を元のように充足させるなど、どれ程の事だろうか。

・あさま：『無限に近い時間が必要になりますよ……!?　大体、人だって、身体からだを保たせるのには流体を必要としてるんです！　〝花園〟だって内部資源の消費と供給のバランスが、たとえば成長によって崩れ、供給量が落ちてきたらどうなるんです!?』

・つるぎ：『だからです』

　自分の娘を名乗る人が、こう言った。

・つるぎ：『私達が、母かあさん達から多くの知識を受け継ぎ、大だい丈じよう夫ぶとなった日。皆の合同誕生日とした日。皆で祝いました。これからは安全ですね、大丈夫ですね、と。そして──』

　言われなくても解わかる。自分は既に答えを示し唆さしたのだ。

　だが言われた。

・つるぎ：『翌朝、それまでの不安もなく、楽しい日々がこれからこそ始まると思っていた私達は、母さん達がいなくなっている事に気付きました。

　──流体や資源の消費バランスが崩れていたから、それを軽減するために、母さん達は〝花園〟の外へと出て行ったんです』
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　……何て馬鹿な……。

　ミトツダイラは、息をのんだ己の正面で、糟かす屋やが俯うつむいたのを悟った。

「置き手紙がありましたの。皆に対して、これまで有り難う、と。そして、御お母かあ様さま達がいなくなっても、皆なら大だい丈じよう夫ぶだと。だって、自分達の全てを受け継がせたから、これから先、自分達を顧かえりみれば、私達は一緒にいると、そう残して──」

　でも、

「私は、御母様に居て欲しかったんですのよ……！」
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・つるぎ：『わんわん泣いて、地面を転げ回って、吐いて、そして残された手紙をお互いに声を出して読み合って、何度も何度も言い聞かせるようにして読み合って、でもただ哀かなしくて、悔しくて、憤いきどおって、自分達が何か間違ってたのか疑問して、──何日も私達は死んだようになってましたよ』

　平ひら野のは、当時を思い出して言う。

・つるぎ：『でもこのままだといけないと、祈り、外燃拝はい気きを蓄積する事業を始め、そしてある時、〝花園アヴアロン〟の外に自分達の拝気を送りながら、一つの事実に気付いたんです。

　──外に、流体を戻される事によって復帰した地ち脈みやくの中から、呼ぶ意思があると』

・ＡｎＧ：『あれはちょっとホラーだったね』

　その通りだ。何しろ、既にいなくなった人達の怨えん嗟さにも思えたのだ。

　だが調べると、違った。

・つるぎ：『過去に、未来を抽ちゆう出しゆつし、知ろうとし、失敗して二に境きよう紋もんに食われた人がいたんです。でももう、二境紋は生じない。だから逆にそこにアクセスし、二境紋の原因であった運命の代わりに自分達を届かせる事は出来ないかと、私達は考えました』

　そして、

・つるぎ：『外の世界をまた作り直すための外燃拝気に、私達は自分達の情報を詰めて行ったんです。これを無限に繰り返して、世界がまた創つくられればいい。そしてまた、運良く、過去の人に見つかればいいと。そうしたら──』

　後はもう、いきなりだった。

　己は、表示枠レルネンフイグーアを通さず、母親譲りの声と発声で告げた。

「──気がついたら、この世界に抽出されていたんです。ただ、それに気付いた運命の監視がべったりついたような状態で」
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「どうですの？」

　ミトツダイラは、糟かす屋やの言葉を聞いた。

「御お母かあ様さま。──もう一度、私達にしたような事を、またするつもりですの？」
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　……うわあ。

　ナイトは、内心で口を横に広げた。これチョイと想像以上にヘビー過ぎないかな、と。

　本当であったら、という前提がつくが、この世は矛む盾じゆん許容で何でもありなのだ。絶対無いという事は絶対無い。そういう事から考えると、

「一つ聞くけどさ」

　問うた先、嘉よし明あきが首を傾かしげ、己はちょっと気兼ねしつつ問い返す。

「集団で洗脳されてるとか、考えた事あるかな？」

「あるわ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と横の脇わき坂さかも頷うなずく。しかし黒の魔女テクノヘクセンが、首を横に振って、

「困った事に、アンジーも皆も、〝予言〟が出来ちゃってさ……」

　あー、とナルゼが口を開いて頷いた。

「洗脳だったら、知らない未来を〝当てる〟事なんて出来ないものね」

「Ｔｅｓ．、そっちの皆が中等部でどうだったか、とか、人狼女王レーネ・デ・ガルウがどうしているとか、そういう小さい事や、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの体制がどうなるとか、三征西班牙トレス・エスパニアの副会長がいつ代わるとか、そういう大きめの事とか、製品情報なんかも？」

「私達、親の代から教えて貰もらった事がそれぞれ違うから。──特に平ひら野のは神しん道とう関係の情報を持っていたから、よく精査されてたわ」

「でもやり過ぎると二に境きよう紋もんが出る訳だ」

　そういう事、と嘉明と脇坂が頷いた。そして、

「Ｔｅｓ．、私達の場合は、母さん達の生まれた村がそれぞれ──」

　と脇坂の言葉を聞いていた横、ナルゼの翼が総毛立った。

　……あ、ヤバ。

　思って止めようとした瞬間。嘉明が脇坂を庇かばうように手を横に伸ばした。

「御免なさい。──まだこの時期、武蔵むさしから戻った事はないのね」

　余計な地雷を踏んだ事と、その理由に気付いたのだろう。嘉明の言葉にはこちらに対する気遣いが確かにあり、対するナルゼもゆっくりと息をついて、肩から力を抜いた。

「おお、ガっちゃん、大人おとなになったねえ」

「子供の前だもの」

　言うと、不意に脇わき坂さかがこちらを見た。そして、

「────」

　涙を一つ、いきなり零こぼした。
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　あ、ヤバい、と安あん治じは思った。格かつ好こ悪い、と。

　嘉よし明あきだっていろいろな感情を抑えているだろうに、それを自分が決壊するとは情けない。アンジーさんちょっと甘くないかな直近。

　だがこれはマズい。というか超反則。何しろ母達を最後に見たのは〝花園アヴアロン〟に入る前で、つまり別れの時に母達はまだ若かった。だから、

「同じだよ、キメちゃん……」

　思い出す。別れの時、こっちが泣き出したのを、泣き止やむまで抱きしめてくれて、そしてそのまま何晩でもいてあげるからと言われ、ようやく自分達は別れが来たと悟ったのだ。

　ずっと一緒にはいられない。それも向こうは解わかっていて、

「アンタ達の翼は、羽根の一本一本まで私達と同じなのよ。だから、私達に会って話したくなったら、自分の翼に触れればいいの。どうせ、母さん達が何言うか、解ってるでしょ？」

　うん、と自分達は応じた。

「すぐ機嫌悪くしたり御説教したり、でも、──話を聞いてくれて、優しくしてくれる」

「じゃあ翼に触れたら、それを思い出すの。私達は、これからそこに宿るわ」

「宿る？」

「ええ、もし私達がいなくなったとしても、貴女あなた達のそこにいるの。……この世界で、私達が最後まで残るのは、貴女達の翼の中なのよ」

　だから、

「私達を、安全なところへ連れて行ってくれる？」

　言いくるめられている、と思う一方で、確かにそうだとも感じた。

　迷っていると、いい子、と抱きしめられ、そして言われた。

「いつでもアンタ達を、抱きしめているわ。その翼でね」

　その時だった。もう片方の母が言ったのだ。

「おお、ガっちゃん、大人おとなになったねえ」

「子供の前だもの」

　そう応じたものが、今、再現されて、己は理解した。

　きっとあの後、母達は、自分達のように泣いたのだと。あの時は解らなくて、母達のようにしっかりしようと思って〝花園〟に臨んだのだが、

「駄目じゃん」

　自分は涙が零こぼれるのを左の手首で拭ぬぐいながら、声を放った。

「何で哀かなしいのに、嫌なのに、別れたんだよぉ……!!」
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　マズい、と嘉よし明あきは思った。

　自分だって、今、相当にマズいのだ。ここで安治アンジーが暴走する事はまず無いと思うが、これまでの何もかもがここに募ってきているのだ。感情を抑え切れなくても止やむ無しと思うし、しかしそれによって着火点となる事も避けたい。

　マズいわ、と思いつつ、冷静になる気分を残しているのは、左の手にしている白姫ヴアイス・フユルステインだ。

　欠損部分の多いこの機殻箒シヤーレベーゼンで、今、フル装備出撃している母二人を相手にするのは辛つらい。安あ土づちの砲門は全て稼働しているので、戦闘空域に飛び込めば機動性を奪えるだろうが、

　……下手へたな状態で戦闘に飛び込むのだけは避けたいわ。

　そう思う自分が、酷ひどく冷たい存在に感じるが、仕方ない。

　今、自分達が守るべきものを、失わせる訳にはいかないと、それがためにこの世界でやっていくと決めた対象と相あい対たいし、どうすべきかを決めかねているのだ。

　ただ、自分達は駄目だ。安治は暴発し掛かっていて、自分は冷静に押し込め過ぎている。

　他の皆はどうだろうか。ああ、片かた桐ぎりはもはや敗れ去ったのだったか。だが、

「────」

　気付けば、黒の母が、自分達を見つめていた。
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　ナルゼには、聞いておきたい事があった。

　それは魔女テクノヘクセンとして純粋な興味で、

「その箒ほうき、誰だれの？」

「私達のよ。──世界が終わる事を知った時、〝見下し魔山エーデルブロツケン〟が最後の魔女用にと、私達に装備を与えてくれたの」

「こっちの〝見下し魔山〟も提携してんの？」

　マルゴットの声に、嘉明が頷うなずいた。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国側から何とかコンタクトを取って、説明するのが大変だったけど、向こうの最高機密として扱われてるわ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は思った。

「私達に、テスター一年程で第二形態が渡されたのは、多分、そっちの技術陣と張り合っていたからなのね」

〝見下し魔山エーデルブロツケン〟の中でも、開発競争が行われているという事だ。だが、そうだとすれば、

「──既に貴女あなた達には一度助けられた、って事ね」

「アルマダ海戦で、第二形態無かったらヤバいよね。……そっちだと英国頼ったのかな？」

「ええ、そう聞いているわ。その後に二型が急ぎ作られたと。だから……」

　という嘉よし明あきの言葉の先は解わかる。

　……そのことを争いをやめる理由にして欲しいと、そういう事よね。

　彼女達は、こちらと争いたくはないのだ。事実が明らかになった今、無理矢理むりやりに力で止めに来る意味は無い。しかし、

・金マル：『ガっちゃん？　……ナイちゃんの返答は、もう、決まってるかんね』

・●　画：『私もよ、マルゴット。今から手を繫つなぎたくなるくらい、一緒だと解る答えね』

　じゃあ自分達は結論が出ている。というか、出てしまったのだ。今の、この目の前の二人の言葉を聞き、見ていたら決まった。ならば、

・●　画：『他、どうなの？　……スタンスは決まった？』
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　点てん蔵ぞうは、ちょっと気まずくなっていた。

　……修しゆ羅ら場ばに御座る……。

　母と娘。そして父。そんな一家の団だん欒らんが、頭上を行き交う砲弾と砕かれる防護障壁の下で初めて展開というのも凄すさまじいが、逃げても逃げても追ってくる。これはつまり、

　……自分、えらく恨まれてるで御座るなー……。

　まあそれもそうだろう、とは思う。未来において、恐らく、メアリは良い母親になったであろう。そうなると、娘の方もメアリには懐く筈はずだが、メアリが既にいないこちらの事を気に掛けていたとすれば、当時の〝現実〟を生きる娘としては、悼いたましさしか感じないだろう。

・俺　　：『更に、最愛の母親が抱いている旦だん那なのイメージがモブ忍者って、何か母親、洗脳か催眠ネタでも食らってたんじゃねえかって心配になるよな』

・賢姉様：『フフ、〝これが貴女あなたの父とうさんよ〟って言われて画像見せられた時〝帽子取れよ〟って思うわよね、フツー』

・不退転：『何で第一特とく務むはあのファッションなの？　服飾センス死んでるの？』

・十ＺＯ：『何か人の心の中を読んできてるし最後なかなか酷ひどいで御座るな!?』

　ともあれそういう事だ。

　遺影の服飾センスはメアリを頼ってどうにかしよう、と思いつつ、しかし疑問もある。

「ええと、ちと良いで御座るかな？」

　問いかけると、連続の追撃で肩を上下させていた清きよ正まさが、こちらに薄い視線を向けてくる。

　ただ彼女は、メアリの方をちらりと見て、またこっちに目を向け直し、

「何でしょう？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……そちら、まあ、メアリ殿の娘として、つまり今回、止めに来たと、そういう訳で御座るな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……出来れば争いたくないがゆえ、こうして時間をとっています。どちらかというと、自然に時間をとる流れになってしまったと、そうも言えますが……」

　ふむ、と己は頷うなずいた。

　気付けば、横、メアリもこちらを見て首を傾かしげている。

「それが……、どうかしたのですか？　点てん蔵ぞう様」

「あ、いや、メアリ殿、……こちら、清きよ──、加か藤とう殿とは──」

「清きよ正まさで良いですよ。加藤は二人おりますので」

　キッパリと言われて、変な汗が出た。

　……やりにくいで御座るよ──！

　この感覚、以前にも経験がある。別に清正相手ではなく、世の女性というものに対して、だ。そう、内心で冷や汗を搔かくというか、最近、メアリで馴なれていたが、女性とは本来こういう危険な存在であったと思い出した。メアリは女性としては特別。普通はこのくらいキツい。

・●　画：『アンタ何したの』

・金マル：『地雷を二階の床から土台まで踏み抜いて爆発した感じ？』

・礼賛者：『いたたまれなくなったら、小しよう生せいの屋台の片付けに来ませんか』

・十ＺＯ：『ま、まあ、今回の原因は自分にあるので仕方ないで御座るよ……！』

　ともあれちょっと、気になる事があるのだ。

「……ええと、つまり、そちら、メアリ殿とは基本的に争いたくない、と？」

　自分を〝メアリ枠〟に入れると問答無用でヘイトが上がりそうだったので、言葉を選んではみる。すると清正が頷き、

「以前からそのつもりです。私達としては、母達を止めるつもりでいました」

　だとしたら、と聞いてみる。

「でも水み戸とで強襲を掛けてきた時、貴殿、ミトツダイラ殿にマジ攻撃仕掛けて御座ったのではなかったかと……。あれ、どう考えても生き死にレベルで、止めるとかそういうのではなかったように思うので御座るが」

「あれは──」

　清正が、そこまで言って、視線を逸そらした。

「武蔵むさし副長と第五特とく務むは頑丈だと聞いていたので、戦闘の勢いと共にいろいろとアガって行ってしまいまして……」

　何か全く否定出来ないから困るで御座るよ？
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・立花嫁：『水み戸と領主が人狼ルウガルウゆえ頑丈なのは知っていましたが、あの槍やりの砲ほう撃げきを食らっても大だい丈じよう夫ぶと敵に認識されていたとは……』

・銀　狼：『流石さすがにアレ食らったら死にますわよ!?』

・現役娘：『まあ！　何ですのネイト！　一回ジュッとした位で死ぬとか、だらしない！』

・貧従士：『だらしないとかしっかりしてるとかで、生存出来るもんなんです、か……？』
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　……これは酷ひどく複雑ですね……。

　浅あさ間まは、背後に置いた皆を気にしつつ、意識を安あ土づち艦橋上の平ひら野のに向けていた。

　砲撃と防護障壁の散る下、自分達だけが明らかに異質だ。

　じっと、平野がこちらを見ている。

　凝視だ。

　一応、彼と自分の子というのは、信じられる事には信じられる。自分の視覚は訓練と義眼〝木葉このは〟によって流体検知が出来るようになっているが、平野から見える流体光の呼吸が、良く見ていると自分とほぼ同じなのだ。

　呼吸法は各神社によって教えるものが違う。それは奉たてまつる対象に合わせた祝詞のりとを読むためで、神が好む拍子や音というものがある。

　彼女の場合、剱つるぎ神社の代表だと言うが、自分の目に見える流体光の呼吸は自分の身に染みついているものとほぼ等しい。これが剱神社本来のものなのか、彼女が今、こちらに見せつけるためにそうしているのか、または彼女がこの呼吸で剱神社を治めているのかは解わからないが、

　……この呼吸で、呼吸の合わない筈はずの剱神社を治めていたら、相当な実力ですね。

　自分の見立てではそちらの可能性の方が高いのが現状だ。だが、今のところ、平野はこちらに攻撃の意思を持っていない。初しよ手ての一発は振り向かせるためだとすれば、

「……争わずに済ませるには、創そう世せい計画を受け入れるしかないんですか？」

　祝詞の発声法は、戦場でも確かに届く、巫女みこならば聞く技術もある。対する平野は確かに頷うなずき、こう言った。

「母かあさん達が敵かなわなかったんですから」

「それは……、何度やっても明確なんですか？」

　問いかけに、平野がややあってから首を下に振った。

「母さんは、言ってました」

　一言。

「自分の射撃が通用しない戦いだったって」
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・金マル：『うわ──！　終わりだ──！』

・●　画：『自分達の事として聞いた時は〝そんなもんかしら〟って聞いていたけど、具体的に想像出来る戦力が通用しないとなると絶望感出てくるわね』

・あさま：『ふ、二人とも自分の範はん疇ちゆう外だと思って好きに言ってますね!?』

・銀　狼：『でも実際、通用しないとか、どういう戦場ですの？』
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　清きよ正まさは、平ひら野のの言葉を認める。

　……それは、私が母から聞いていたのとも、同じです。

「向こうは、こちらを確実に上回るのです。だから──」

　と掲げたカレトヴルッフを見て、母が眉まゆを浅く立てた。

「王賜剣エクスカリバーも通用しなかった、と？」

「向こうは常に〝上〟なのです。そして持ち帰られた王賜剣の一型と二型を再構成して作り上げたのが、このカレトヴルッフとなります。つまり──」

　もう遅きに失したものではあるが、この手にあるものは、母が持つものを受け継いでいる。

「開発時は、王賜剣三型。エクスカリバー・カレトヴルッフと呼ばれていました」
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　……まさか、母の王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドと刃やいばを合わせるとは。

　幾つかの装備は、〝花園アヴアロン〟からこちらに抽ちゆう出しゆつされ、持ち込まれている。

　自分達が外燃拝はい気きを創つくる時の焦点具であったり、また、割り当てられた位相空間に保管されていたためだ。

　王賜剣は共鳴する。母の片刃と、横のもう一つと、自分のカレトヴルッフは、近づけば金属音に似た澄んだ音を作って止やまない。

　家族に会ったと、そういう事なのだろうか、と、そう思った時だ。

・未熟者：『待った！　──いろいろ聞いていて可能性と疑問を感じた！　それを言おう！』

　と、母と横の表示枠レルネンフイグーアから、実況通神チヤツトを音声化した響きが来た。

　武蔵むさし書記と言えば、竹たけ中なかと無む茶ちや苦く茶ちややらかした存在だ。どう考えてもまともな意見が来るとは思えないが、だからこそ今は意味があるかも知れない。ならば、

・ＡｎＧ：『聞く意味あんの？』

　……あっ、脇わき坂さか様ちょっとキビシイ……。

　脇坂は〝花園〟に母が入る事が許されなかったため、同伴が許された自分達にはちょっと距離をとっていた時期がある。やがて打ち解とけ、しかし母達がいなくなったあと、憤いきどおる自分達を同じ立場として宥なだめてくれたのは彼女だ。これは嘉よし明あきも同じだが、そんな彼女から見ると、〝母達〟ではないこの時代の人達は、だからこそ特別視が無いのだろう。

　今夜で、随分と、お互いのまだ気付いてなかった部分に気付かされる。

　しかしその一方で、武蔵むさしの書記が言った。

・未熟者：『今、こっちの状況では、三み河かわで死ぬ筈はずだったアリアダスト君と、葵あおい君が生存している！　そしてそこに君達がやってきた！　つまり僕達が失敗した君達のパターンとは、既に誤差が生じている！　その上で、君達には、僕達の時代では到達出来ない技術で作られた未来装備があるじゃないか！』
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・不退転：『未来装備』

・未熟者：『駄目かい!?　だったらディスフォーチュンウエポンと名付けようか！』

・傷有り：『あの、ディスは不要ではないでしょうか？』

・ホラ子：『断罪武装とどっちがいいでしょうかねえ』

・未熟者：『く、くそ、厳しいな！　でも本論があるんだ！　そっちを行くよ！』
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　ネシンバラは地下の廃棄施設から表層部に出るための縦町エレベーターに乗りながら言った。周囲、作業を終えた者達は、危険時に備えて表層部近くや外そと舷げんの開閉口近くで待機する習わしだ。自分は本ほん多だ達と合流した方が良いだろうと、そう思いながら、

・未熟者：『戦場に出られる人員は、十じつ本ぽん槍やりの面々も含め、誤差としては軽微だけれど失敗した未来よりも多くなっている！　そして未来に作られた装備もあるなら、僕達は運命に対して抵抗する力を増しているという事だ！』

　これはどういう事か。問うまでもなく答えは出ている。

・未熟者：『──ならば勝てる可能性がある！　そう、十本槍の君達がこちらの時代に降りてきてくれた御陰で、僕達は勝利出来るんだ！』
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　清きよ正まさがカレトヴルッフを持っていない左手を肘ひじから挙げたので、メアリは促しとして自分の右の手の平を相手に差し出した。

「どうぞ」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、今のそちらの書記の御意見ですが……、無理です」

　それは何故なぜか。興味の視線を向けた先で、清きよ正まさが応じるようにこちらの目を見て言った。

「この時代、まだ運命が生きています。私達も既に捉とらえられているので、運命との戦闘が生じたならば、やはり私達にも完全対応してきたものが相手となります」

「運命の手からは逃げられないと……？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正が頷うなずいた。

「だから〝花園アヴアロン〟だったのです。……運命が死んだ後だからこそ、運命に捉えられる事なく、世界を復活させる事業を始める事が出来ました。

　それに、私達は運命の自害を止め、処刑を行おうとしていますが、これは緩やかな自殺を望む運命とは、結果は同じとしても相あい容いれません。ゆえに運命は、私達を見つけ、強度な監視下においていました。もしも運命との争いが生じたら──」

「──貴殿達こそが、運命にまず狙ねらわれるか、完全対応される、と」

　先程清正が言った事は、そういう事だ。

　彼女は点てん蔵ぞうの方を見ず、こちらに視線を返したままで首を下に振った。

「勝てないのです。ですけれど、──私達の情報で作り直された創そう世せい計画なら、運命を処刑する事が出来るのです」

「でも、創世計画では、私達の関係も、この世界の理ことわりも、失われるのですよね」

「Ｔｅｓ．、私達の関係どころか、世界の関係が壊れて失われ、文明も、文化も、ただ意味の解わからないものとして投げ出されます」

　清正が言った。

「創世記の一説。──人類が積み重ねたバベルの塔は神によって破壊され、人々の言語は全て違うものとなったと言います。それと同じ事が起きますが、しかし、人類は、そこから今の段階までやってこられたのです」

　一息。

「創世計画の、作り直しにおけるコードネームは〝オーバーバベル〟。砕かれた言げん詞しの塔の向こうに人類が行くための計画です」
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・ホラ子：『またあの極ごく道どう親父おやじは、家族がシェイムフルを感じるような名前を……！』

・あさま：『ええと、大罪武装ロイズモイ・オプロに、断罪武装に、創世計画に、オーバーバベルと来て、他、まだ何かありましたっけ……』

・金マル：『こう言ったら何だけど、娘にホライゾンってつけるのも凄すごくないかな？』

・ホラ子：『いえナイト様！　それは母方が命名した可能性もありますので、ここは公平なジャッジを期待したいところです……！』

・労働者：『ディスフォーチュンナンタラよりマシだろ!!』

・未熟者：『おっと！　僕の事を話題にしているね!?　そんなに気になるのかい!?』

・●　画：『アー、この前のイベントの撤収費、私が立て替えたのがいつ戻ってくるか、凄すごく気になるわ──』
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「つまり、……貴女あなた達は、私達が勝てないと、そう見ているんですのね？」

　ミトツダイラは、糟かす屋やに問うた。

　対する糟屋は、ゆっくりと両腕の銀釘アルジヨント・クルウを掲げ、小さく言う。

「これがここにあるのは、そういう事ですもの」

「駄目ですの？　私達が貴女達の言う事実を信じ、運命に対しての対策をとったとしても」

「Ｔｅｓテスタメント．、──御お母かあ様さま達だって、運命に対して大罪武装ロイズモイ・オプロを用いての戦いを行った時、すでに対策はとっていましたもの。それでも尚なお、〝上回る〟方が強かったと、そう聞いてますの。

　そしてまた、大罪武装も通じなかったと」

　ああ、と己は理解した。今、目の前にいる、自分と王の子を名乗る相手。糟屋が得ている諦てい観かんは、そもそもが彼女のものではないのだ。

「私達が諦あきらめていたから、貴女達も諦めていますのね？」

「Ｔｅｓ．、……実際に戦って敗れ、通じなかった御母様達がそう言っていたんですもの。今、ここで、実際に戦っていない御母様達が何か言っても、信じられる素材がありませんの」

　糟屋が小さく笑った。

「もし、私達と共にいた御母様が、今の御母様と同じ事を言っていたならば、私、今の御母様の言葉を信じられますの。でも──、私の記憶の中では、そうじゃありませんの」

　そう言われ、己は思った。この相手は本当に、敵なのだろうかと。
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　……慕われてますのね。

　これまでずっと、羽は柴しば勢は敵なのだと、ミトツダイラは思っていた。

　否、実際には敵である事に変わりはない。ただ、羽柴勢の理由付けが、敵意によるものではないと、今気付かされた。

　彼女達は、こちらを止めようとしている。

　しかしそれは、創そう世せい計画と、こちらの為なそうとしている末世解決の衝突によるものではない。

　ただただ彼女達は、母である自分達や、他の何もかもが消えてしまうのを止めたいだけだ。

　身内で、意見が違うだけ。そのような感覚を己は得ている。

　そしてこちらには、逆らうだけの理由がない。聞いている限りでは、

「やってみないと解わからない、という言葉以外に、私達には創世計画に逆らい、自分達の方法を推し進める理由がありませんのね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──そうなりますの」

　これは難しい。と、そう思った時だ。

・武　蔵：『皆様、そろそろ大おお坂さか湾へと出ます。現状、青梅おうめ表層部は一進一退の状態となっておりますが、ここで羽は柴しば勢の言う事を認めますか？　御判断を。──以上』
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　タイムリミットか、と正まさ純ずみは思った。

　……とりあえずの事情は解わかった。

　完全ではない。真偽も解らない。ただ、政治的なカードとしてみた場合、十じつ本ぽん槍やりの出しゆつ自じは対武蔵むさし用の交渉に使えるものだと自分は思う。

「……だとすれば、武蔵の自由を確保するには、最低限、羽柴勢を倒し、彼らが何か言っていたとしてもこちらには通用しないと、世界にそう示すべきだ」

　これは、現実問題として〝羽柴勢がいる〟事で生まれる抑圧を消す事となり、武蔵としては未来の損失を無くす事に繫つながる。

　その一方で、今、武蔵には末世に対抗する手段がない。大罪武装ロイズモイ・オプロがそのままでは使えない事が解ったものの、ではどうするか、は今後の課題だったのだ。それを思案するには時間が必要だが、時間確保のためには、やはり創そう世せい計画を迫る羽柴勢を倒すしかない。

　……講和で話がつくかなあ。

　無理だとは思う。

　先程糟かす屋や・武たけ則のりが言った通り、彼女達の原動力や行動理由は、未来で敗れた自分達の諦てい観かんだ。これはつまり、自分達こそが羽柴勢を動かしているようなものだ。そして今の自分達は、何もかも知った未来での見解に対し、未熟な今の見解で逆らっているだけとなる。

　事実、抵抗出来る素材が、まず、無い。

　もし講和があるとすれば、それは片かた桐ぎりが最初に要求してきた通り、自分達役職者の凍結を認める事となり、

　……それは結局、創世計画を認める事となるなあ。

　だとすれば、やはりこの見解でも、羽柴勢とは争うしかない。

　うーん、と唸うなった上で、己はふと気付いた。

「随分と、私達は、羽柴勢に買われていたものだなあ」
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　自分の子がいない、という事を、まあそんなものかと思ってしまう気楽さからだろうか。何となく残念を感じる一方で、客観的に全体を見ていられる気もする。

　……羽は柴しば勢のこちらに対する強さも、警戒も、全ては皆へのリスペクトゆえか。

　敵ではあるが、そこにある理由はこちらへの思慕だ。母達、というものが先に立っているが、実のところは、失われた何もかもを尊く思う心だろう。

　……何だこれは。

・副会長：『うちの連中の子供達が、ここまで清いとはなあ……』

・●　画：『何言ってるの？　私、清い話しか描いた事ないわよ？　いつも浅あさ間まやミトツダイラ達がちゃんと満足していい顔で終わるようにしてるし！』

・あさま：『実名出すのやめませんか──!?』

・金マル：『言っておくけど〝達〟だかんね？』

・礼賛者：『確かに、こんなババアどもから、まあよく世界を尊重する意見を持ったババアやジジイが生まれたものです……』

　十歳以上ルール厳しいな、と思っていると、ふと、馬鹿から言葉が来た。

・俺　　：『あのさあ。ちょっと思ったんだけど。いいか？』

・副会長：『何か妙案あるのか？　言って見ろ』

・俺　　：『いやまあ、そうじゃねえんだけどさ』

　馬鹿が言った。

・俺　　：『──そういう話だったら、この戦いの前ってか、本ほん能のう寺じの近くでこっちが待ってる際にしてくれたら、随分楽だったんじゃねえの？』
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・礼賛者：『また葵あおい君は、向こうがキツくなるような事をズバっと』

・俺　　：『いや、何か、通つう神しんで注文すりゃいいのに、店にやってこられるような手間みたいなのをちょっと感じた？　みたいな？』

・金マル：『あー、でも青雷亭ブルーサンダーは、無印の方だと、行けばホライゾンが無双してて面白いし、本舗の方だと店舗販売だけの何かを出してるよね。そこらへん目当てもあるかな』

・ホラ子：『ＹＥＡＡＡＡＡＡＡ！　つまりトーリ様が汗水垂らして金も掛けて作った店舗販売品に、ホライゾンは存在だけで匹敵！　どうですかこの強キャラ感！』

・不退転：『……感？』
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　竹たけ中なかは、同じく艦橋屋上にいる平ひら野のと三みつ成なりと〝安あ土づち〟が、一斉に静かな視線を向けてくるのを見た。

　対する自分は、とりあえず両手の平を立てて、

「……いやまあ、あの当時は、向こうがこっちの話を聞いてくれるとは思えませんでしたし、ほら、ええと、本ほん能のう寺じ跡に急行してる時はまだ月がしっかり出ていて、こっちもまだ話の出来る態勢じゃなかったじゃないですか」

　あと、

「向こうが、こっちの話聞いてくれそうだなー、という感触になったのは三み河かわ湾を一周してる辺りですから、あの戦いや現状も、無駄ではないと、そう思うんですよ──」

　そうですね、と平ひら野のが言った。

「でも、争ったおかげで、今、うちの母かあさん、話を聞く態度ありますけど、こっちを無む茶ちや苦く茶ちや警戒してまして。父とうさんの姿とかガードしてるせいでろくに見れないんですけど、──そういうのも無かったと、そういう事になりますね」

・黒　狼：『うちや清きよ正まさの班などは、人員の負傷なども無かったかもしれませんのね？』

「い、いやちょっと、それはタラレバ話じゃないですかね──」

・□□凸：『皆さん、待って下さい！　竹たけ中なか先輩を責めるのは筋違いですよ！』

　復活したらしい片かた桐ぎりが、仲裁に来た。

　……おお、助かりますよ──。

　彼は母と相あい対たいして一回敗れ去り、しかし再起した人間だ。皆よりも冷静な判断が聞けるだろうと、そう思って表示枠レルネンフイグーアに期待の視線を向ける。すると片桐が、

・□□凸：『竹中先輩は確かに今回の作戦を発案し、指揮しています！　しかし竹中先輩の言う通り、事態は予測困難で、状況だって刻々と動くものです。

　そういった状況を読み、作戦を作るのが竹中先輩の仕事であって、つまり今の状況を読み切れず、このような状態にしてしまったのは──』

　五秒。

・□□凸：『竹中先輩って……』

・黒　竹：『そ、その考え無しの手の平返しは何ですか片桐君……！』

　ともあれこちらが言えるのは一つだ。

・黒　竹：『言いたい事の全部は言えてないと思いますけど、そこそこには言えてますよね？　だったら次は、向こうのターンだと思います』

・８４８：『どうでしょう。……向こう、普通に従ってくれるでしょうか』

・黒　竹：『フツーは絶対無理かなー、と、おねーさんは思うんですけどねー……』
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　さあどうしたものか、と正まさ純ずみは思った。

　……これ、私が政治的に判断していいものかなあ。

　確かに世界の行き先を決める事だが、その一方で各員の御家族案件でもある。特に馬鹿については多数の子供を作っている事が発覚したので、一種のスキャンダル感もある。

　……あ、二ふた代よの方は多分違うのか。

　馬鹿の娘としてカウントされていなかったから、大だい丈じよう夫ぶらしい。

　その一方で、馬鹿とホライゾンの間に生まれた子というか、恐らくは誰だれかが代理で産んだ子は、末世と共に消えてしまったのか。

　何ともやるせない話だ、と思う一方で、

・副会長：『おい、葵あおい、どうする？』

・俺　　：『ん？　解わかり切った事だろ？』

　馬鹿が言った。

・俺　　：『俺おれの娘達が未来からやって来てよ。これで創そう世せい計画止めたら、運命と信のぶ長ながの分まで、この世に追加だぜ』

　つまり、

・俺　　：『やるんだったら、こっちの方が多くのものが残るんだ。──迷う事あるか？』
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　……そうだなあ！

　正まさ純ずみは、ふと笑いを零こぼした。

　単純な話だ。どちらを選択したら多くのものが残るか、ではない。どちらを選択したら失われるものが無いか、だ。

　ならば自分達の選択はこうだ。各所の母親未遂達には済まないが、

・副会長：『私達の為なすべきは何も失わせない事だ。──信長も、運命も、共に失わせない。そして羽は柴しば勢がいるならば、何もかもを残して行く方法を模索する。

　それだけだ。──そのつもりで相あい対たいしてくれ』
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　竹たけ中なかは、吐息した。

　……やはり、そうなりますか。

　この相対は、かつての時代では存在しなかったものだ。

　十じつ本ぽん槍やりのいた世界では、武蔵むさし勢は大罪武装ロイズモイ・オプロを持ち、自ら創世計画を行う。

　大罪武装は一つだけで、創世計画へと導かれていくという、早い話が敷かれたレールの上を行くだけだったのだ。

　だが、事実が解って、松まつ平だいら・元もと信のぶは補正に躍起になった。

　それは幾つもの歪ゆがみや、手て筈はず通りでは無い事を生み、創世計画をまず絶対とした。

　そして娘の持つ大罪武装については、その進化など未知数部分を残し、預ける事とした。

「とは言っても、未知数だったら可能性が花開くとも限らないんですよね」

　下手へたに希望があれば、人はそれに飛びつき、現実を見なくなる。

　今の武蔵むさし勢がそうだとは言い切れない。やはり未来が解わからない以上、ひょっとしたら彼らが正解を作るかも知れないからだ。

　……だけどそれが出来なかった時は──。

　かつての世界の事を精査していて気付くのは、武蔵勢の牽けん引いん力が高い事だ。これは実質のリーダーとなっていた副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみの実力と成長によるものだが、根本的なところでは失われた総長と姫の存在が大きかったと自分は推測している。

　今も同じだ。

　総長が見解を出し、副会長が動く。

「何も失わせないため、ですか」

　十じつ本ぽん槍やりの皆が、よく言っていた言葉だ。ヒアリングの最中、気付いた運命によって関係者が二に境きよう紋もんに飲まれる事が多発したが、何も失わせないと言ってコレはケッコー凄すごい。

　ただ、今こちらとしては、それを鵜う吞のみにする訳にはいかない。

「理想ですよ、理想。──実行力も手段も無い理想です」

　食らうのはハイダメージどころではない。フルダメージだ。

　……おお　しんでしまうとはなにごとだ　このせかいよ。

　とまあ、そういう事だ。故に自分は指示を飛ばすしかない。

・黒　竹：『決裂です、皆さん』

　自分はあの現場に母がいない。そういう立場で良かったと、そう思った。

　客観的に、感情を挟む事なく指示を出せる。Ｔｅｓテスタメント．、今ここで為なすべきは一つだ。

・黒　竹：『大事な人を守りに行って下さい。──それを完遂しにここまで来たんですから』
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「御お母かあ様さま」

　背後の空、糟かす屋やの目には、高速の音が砲の炸さく裂れつと風の散々に紛れて聞こえていた。

　恐らくは嘉よし明あきと安あん治じが、自分達の母との戦闘に入ったのだ。

　それだけではない。

　武蔵の中央後艦の方からはずっと剣けん戟げきの音が響いているし、この左さ舷げん三番艦の艦尾側からも、同じような金属音の高鳴りが生じている。

　他、皆が戦闘に入っている中、自分は息を吐いた。

　正面。母がゆっくりと鎖を構える。

　銀鎖。四本式の、力を伝導するアーティファクト。そして、

「あ」

　母と共に鼻を軽く動かして嗅かいだのは、周囲のせいだ。艦上からは解りにくいが、

・□□凸：『大おお坂さか湾に出ました！』

　中東から欧州に入る。という事は、

「この戦い、世界中……、というと欧州中心史観ですけれど、しかし確かに世界の多くが、見守っていますのよ？」

「──貴女あなた、名前は？」

　いきなりの疑問に、ふと己は応じそうになった。

　しかし、ややあってから、拒否に使うのは首を左右に振る動きだ。答えられないと、そう見せた上で、

「もし、私に勝てましたら、教えますの」

「強気ですのね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と今度は肯定しておく。

「私、強くなりましたのよ？　御お母かあ様さま」

　だから今こそ、それをもって、

「止めますの。──御母様を」

　言って、己は前に瞬発した。
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　アデーレは、走りながら、音を聞いていた。

　幾つもの音が戦場では鳴り響いているが、異質なものが、自分にすら解わかる勢いで各所から鳴り始めたのだ。

　打撃音。金属の激突音。風鳴りに、足あし捌さばきであろう高速の打音など、だ。更には、

「里さと見み生徒会長！」

　空を駆け抜ける轟ごう音おんは、〝義ぎ〟と機竜〝大気不足〟の戦闘だった。両者ともに砲ほう弾だんの行き交う空を身を回して駆け抜け、サイズ的には遙かに小さな〝義〟が、しかし大型の機竜と渡り合っている。

　……凄すごい……。

　驚くべきは機竜の方だ。里見生徒会長は武神乗りの重騎士としては手て練だれで、かつて真さな田だの飛竜、筧かけい・虎とら秀ひでが乗り込んできた時なども対処に出て成果をあげている。

　彼女にとって敵のサイズなどは無関係で、純粋に実力だけが勝負を決める綾あやだ。

　そんな義よし康やすに、あの機竜は追随している。大きく、空においては振り回される筈はずの機竜を用い、小型高出力の〝義〟についていくのだ。

　危険な相手です、と思った瞬間、背後からビームが来た。

「おうわあ──！」

　己は、甲板上で走りながら身を一回斜めに甘くスピン。それを次の一歩の代わりとした脇わき上うえを、光条が斜線一本で空に突っ走っていくのを確認した。

　当たらなかった。

　……助かりました！

　と、後部を映す背後確認用の表示枠サインフレームで見てみれば、艦首側から突っ走ってくるのは駒こま王おう丸まるだ。途中、退避で横に道を空ける自分の部隊の面々がいるが、死霊で動く機き動どう殻かくは止まらない。

　わあ、と駒王丸を見送る構図になった自分の班の班員達が、距離を下手へたに詰めないように走りながら声を掛けてくる。

「バルフェット班長！　これ、班長の事気に入ってますよ！」

「そうです班長！　逃げ回った印象が染みついたんじゃないでしょうか！」

「班長良かったですね！　遂にオス以外の男性から熱烈ラブコールですよ！」

「ビームが告白とか全く嬉うれしくないですよ!!」

　言って疾しつ走そうを再開し、手元に表示枠を出した。

・貧従士：『誰だれか！　誰か対処法を考えて下さい！』

・ウキー：『アデーレ、貴様先程、自分がここで対処をせねば的な勢いになってなかったか？　あの勢いはどうした？』

・貧従士：『人類は勢いでビームに勝てないんですよ！　さっきよく解わかりました！』

・現役娘：『まあ、勝とうとしてはいけませんのよ？　ジュッと来たら心を落ち着けて心身を全面開放。するととても気持ちいいんですの』

　手にしていた突とつ撃げき槍やりで表示枠サインフレームを突き割ったが、国際問題にならないだろうか。

　ともあれこちらとしては緊急事態だ。後ろと離れ始めたと言う事は完全なキャッキャウフフ状態の追いかけっこだが、

「────」

　ビームの横よこ薙なぎに、一瞬だけ腰を落とす。レガースの脛すね部分で甲板を滑り、頭上を威力が擦過した直後に爪つま先さきで床を蹴ける。前に身体からだを倒し、行く。

　行った。走る。ただただ疾しつ走そうする。そしてまた、

・貧従士：『誰だれか！　誰か対処法を考えて下さい！』

・不退転：『じゃあまず不ふ転てん百足むかでを一機用意して』

　ダッシュの頭突きで表示枠を割った。
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　従士殿は大変だな、と義よし康やすは思った。

　こちらもこちらで厄介だ。何しろ敵としている赤の機竜が随分とやる。

　巨体の振り回し方を知っているというか、機体を使いこなしているのは確かだ。習熟度を考えた場合、機竜をこれだけ扱える者は関東から東海エリアではまずいないだろう。

　……北ほう条じようの機竜戦力がもっと充実していれば、な。

　竜をシンボルとする伊達だて家は武神主体だから、そうなると真さな田だの竜属達を相手にしない限り、このような構図の戦闘はなかなか無い。

　とはいっても、関東は極東勢力が優勢なので、機竜のような機動力は無いとしてもそれ以上のサイズの相手が存在する。

　航空艦だ。

　小型、大型、北条戦では〝艦〟ではないが機き鳳ほうも出てくる。速度と大きさ、そして脅威を考えた場合、比して小となるものではない。そして彼らと相あい対たいした自分の戦闘経験と、武神に蓄積された対処情報の最適を引き出せば、基本的な立ち回りは出来るのだ。

　飛ぶ。

　里さと見みの武神の特長は航空機動だ。対北条用に江え戸ど湾上の迎撃を考えた場合、航空戦は必須となり、結果として高速戦闘を是とする立ち回りとなる。

　行く。

　艦間。安あ土づちと武蔵むさしの間は場所によっては百メートルも空いていない。そこを駆け抜け、必要があれば甲板や装甲を蹴ってターン。お互いが後ろを取り合うような軌道で、しかし速度を落とさぬよう、絡まりを深くしない事を心掛け、

「と……！」

　砲撃が来る。

　武蔵むさしと安あ土づちから来るが、安土の方が厄介だ。

　恐らくは射撃管制が機竜と連動している。幾つかの砲撃が明らかにこちらを狙ねらってくるのだ。

　……戦闘という事では、武蔵よりも安土が上だな！

　安土には、P.A.Odaとしての戦闘経験の蓄積がある。新造艦でも熟練艦と同様の経験を持った状態で動かせるのが戦闘経験豊富な国家の有利点だ。

　それらを全開で使って、今、機竜はこちらを追い立てて来る。

　背後に来た。

　速い。追いついてきたのではなく、一瞬で飛び込んで来た、というイメージだ。

　対するこちらは武蔵の左さ舷げん縁を蹴けって軌道を変えるための初動を確保。直後に背部の飛ひ翔しよう器きを使用して垂直方向に上昇を跳ねる。

　飛ぶのではなく、跳ぶ。瞬しゆん発ぱつ的に位置を変え、

「追いついて来るか……！」

　眼下、機竜が身体からだを持ち上げ、空中に張り付くような挙動を見せた。胴どう体たい下部の加速系を前に向けて展開し、急制動を掛けた上で、

　……来るか！

　前足となっている両翼の大加速器を真下に向け、来た。

　爆発するような加速光で、機竜の全身が逆光し、そこから飛び上がってくる。

　速い。

　機竜に比べて武神は軽量。出力と重量の比で言うと、瞬間的な加速力はこちらが上だ。

　機竜の近接射程から逃れる位置まで瞬発したら、それを繰り返して距離を空け、有利な位置取りに向かうべきだが、

「飛び込んで来るとはな！」

　機き鳳ほう並の速度と、武神並の切り返しの速さで、機竜が眼下に迫っていた。
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　鍋なべ島しまは、酷ひどく冷めた自分に気付いていた。

　以前、慶けい長ちようの役えきではこんな己ではなかった。あの時は〝戦闘〟という言葉からイメージ出来るような疲労と運動を身体に抱え込み、必死になっていたと思う。

　だが今は違う。どうしてかは解わからないが、焦っていない。

　機竜〝大気不足〟は正しく動いている。龍りゆう造ぞう寺じ五人衆も確実なアシストをしてくれている。それだから、という訳ではないが、自分のすべき事がとても澄んで見えるのだ。

　先程、里さと見みの武神には安あ土づちの下部搬出ドックを破壊された。あれによって怒り、しかし冷めたからだろうか。相手の実力を侮らなくなったがため、焦ってはならないと思い、だから、

「……倒すわ」

　追っていた敵が、いきなり消えた。

　龍りゆう造ぞう寺じ五人衆が「上だ御お嬢じよう！」と叫んでいるので、身を起こす。そして頭上に敵影を確認しない。そこにいるのは解わかっているのだから、目を切った状態で、

　……と。

　上に身を跳ね上げる。

　全てここまで、幾つもの動作を重ねているのだが、感覚としてはただ上を見て、軽くジャンプしただけだ。

　知っているのだ、このような動きは。

　戦う機竜に成果を与えるため、どうすればいいか。まるで自分が為なすべき事を自分で誘導しているような感覚で、機竜に伝えていく。

　……そうだわ。

　目的があり、そこに目掛けていくのではないのだ。目的があるならば、そこから、下にいる自分を誘導し、引き寄せて行くのだ。これならば絶対に成功するし、

「見えるわ」

　目的に至るルートが逆算されるため、迷わない。

　成功を積み重ねて行く内に、〝成功の良さ〟に吊つられて最終的な目的から逸それる事もない。

　小さな成功や、地味な成功だろうと、目的に至る最短距離ならば厭いとわない。

　だからだ。

　だから冷めている。

　一つ一つの成功に一いつ喜き一いち憂ゆうするのも有りだが、まずは目的を叶かなえるべきだ。

　慶けい長ちようの役えきのような失態。泣くのは、負けるのは、もう嫌だ。だから、まずは、

　……そこだわ。

　上を見て、追う。それをひとまずの目的とし、自分をそこに引き上げる。

　上がれ。
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　……来たか！

　義よし康やすは、相手の精度を悟った。見事だな、と。

　機竜という大物を振り回し、しかし迷いも乱れも計算の内でしか発生していない。恐らくという前詞つきで判断するが、操縦室内にいる鍋なべ島しま・直なお茂しげは、一切の焦りを捨てているだろう。

　先を読み、そこに至る最短ルートを逆算。そして見えた道筋を辿たどっていくのだ。

　これを為なすには、あるものが必要となる。

　経験だ。

　一度通過した道は、もう一度通る時に迷わなくなる。それと同じように、一度通過した経験は、それをもう一度行う時に迷わず、逆に辿たどって帰るのも容易だ。

　これは、ありとあらゆる事に言える。

　武神の操縦も、機竜の操縦もそうだ。

「それを充分に重ねたか」

　慶けい長ちようの役えきでの記録は見ている。あれは里さと見みの歴史再現であるため、里見側についた勢力の戦闘記録などは可能な限り自分の手元に回収している。

　そこにあった鍋なべ島しま・直なお茂しげの機竜と、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ武神隊の戦闘は、非常に参考になった。

　機竜〝大気不足〟のスペック類は、実際の物を類推出来ている。だからこその戦闘直後に〝飛び込みからのドック破壊〟が成立出来たのだ。

　だがそこに、この冷静さはなかった。

　……夏休みか。

　眼下、一瞬で飛び込んで来た機竜の鼻先を掠かすめるように、己は顔の上側に跳ね、相手の背方向へと連続飛ひ翔しようした。すると、

『────』

　竜が空中を縦に回った。垂直上昇する姿勢から、腹側の大気を壁に見立てて顔を中心に縦の超信しん地ち旋回。しかし時計回りのそれを垂直にまで至らせる事なく、九時方向で止めると、

　……来たか。

　来た。

　無駄なく、赤の機竜が、小刻みに目的を切り替えて追い立ててくる。
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　鍋島は、集中した。

〝大気不足〟の挙動を制御し、必要なものを次から次へと切り替え、大目的に至るための小目的を更新し、必要とあらば大目的もまたアジャストした。

　戦場は動いているのだ。

　だから臨機応変に、一つ一つの成功と失敗にくよくよせず、次へ次へと行く以上に、

　……先を！

　一手先。二手先を考える。

　目的は見えていて、逆算も出来るようになっている。

　だから先を先をと読み直し、今出来る事の中から、ここから先に必要になる事があったら、今の内から行っていく。

　先が読めるが故の前準備、というやつだ。

　軌道の補正が、特にこの恩恵を受ける。

　先の軌道が曲がっているならば、今の内から曲げておく事で、時間も何も短縮が利く。

　だから、

「詰めるわ……！」

　砲撃の間を抜け、時に防護障壁を蹴けってターンや加速を行い、己は敵を追った。

　里さと見み生徒会長。今は里見総長をメインで名乗っているとも聞いた。

　その肩書きは、しかし、

「私達の慶けい長ちようの役えきにおける不始末によるものだわ……！」

　あの時泣いた敗北を、ここで払ふつ拭しよくする。それがために、

「──追いつくわ！」
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　……追いつく！

　鍋なべ島しまは、自分の澄んだ思考で、為なすべきを思った。

　最大の目的は、里見生徒会長の武神を追い詰める事だ。

　それに至るには、何よりも距離を詰めなければならない。

　まずは上昇を目的とする。

　そのためには上を向く事だ。

　だから上を向きながら既に上昇を掛けておく。

　そして追う。

　続く目的は軌道を確かにする事で、ここで相手が連続飛ひ翔しようによって距離を空け始める。

　しかし幾度フェイントを掛けられても、最終的に行く軌道は一つだ。

　ゆえにまず武神のフェイント軌道から、逆に平均的な移動方向を算出。そこへと向かって暫定的に機竜を疾しつ駆くする。

　行った。

　するとフェイントが無駄だと気付いたのか、武神がこちらの右手方向に加速した。

　右だ。しかもこちらの後ろへと跳ばれた。

　背後だ。右の後ろに回り込まれていく。その阻止を次の目的とする。

　動く。

　空中で左前足の大加速器を発射。対する右側は制動板を展開してエアブレーキ。すると機竜の全身が右前足を軸にスピンするので、自動的に武神の方を向いていく。

　視線は追う。身体からだは回る。

　そして再びここで、相手に追いつく事をまた目的と設定にアジャスト。

　敵を追って旋回する。

　回る視界に、あの武神が掠かすめて入ってきた。右からだ。

　ゆえにこちらは応じるように前に出る。スピンを切る。前に出る。

　ただ前に出て、追い、距離を詰めたと確信し、

「──行くわ……！」

　視界の中央に、武神を捉とらえた。

　明らかに、大目的に対しての道筋を、詰めて行っているのだ。
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　……随分と丁てい寧ねいに詰めてくる！

　義よし康やすは、相手の実力を悟った。

　この機竜の動きは、達人のそれではない。達人ならば、無用な遣り取り無く、価値に至る流れを作る事が出来るからだ。

　だが、そうは言っても、この機竜が凡ぼん人じんの域にある訳でもない。

　達人に至る道の途中。熟練を重ねる途上にあると、そういう事だ。

　これはきっと、自分も同じだろう。

　確か鍋なべ島しま・直なお茂しげは一年生。だとすれば二年の自分よりも成長著いちじるしい事となり、

　……成程な。

　関東解放だ。

　自分が記録を得た三み浦うら半島での戦闘。そこでの戦いが、彼女を変えた。

　それまでの勢い重視の戦闘から、勝ちを第一においた冷静な遂行に、変化したのだ。

　……皮肉なものだな。

　彼女が敗北したのは、自動人形が操る武神隊だ。最適且かつ最善、そして最短の動作を行う自動人形達は、武神を与えられた時、その通りに運用し、実行した。

　彼女達に敗北した鍋島が、今、彼女達と同じセンスの動きをしている。

　対する自分はどうだろう。

　正直言えば、己は、鍋島のように自分の到達点を見て動いていない。目の前で思いついた事に飛び込み、そこから幾つもの選択をしていくだけだ。

　アドリブ性が強いのは確かだが、これはもう仕方がない。

　今まで訓練の相手が、良過ぎて、悪過ぎた。

　何しろ姉と義よし頼よりだ。姉は身内に厳しかったし、義頼はとにかく強かった。自分が勝てる図など想像出来ぬまま別れる事となったし、今もそんなシーンは想像出来ない。

　達人に至るかどうかで言うと、鍋島の方が的確なのだろうとは思う。恐らく、自分に合った環境で、密度の高い訓練を経てきて、その記憶がまだ強く残っているのだ。

　ベストだ。

　対する自分はどうだ。環境など失われ、訓練はその環境で行っていたものをベースとし、しかしそれらの記憶ももはや朧おぼろ気げだ。

　だが、と己は思った。

　……凌しのぐ技術については確かだぞ。

　関東解放時、小こ西にしとの戦闘でそれは確信した。自分は戦うのが下手へたな部類だと思うが、生き残り、勝ちをつかみ取る技術については、

『姉ねえさんと、義よし頼よりを凌いできたのだ』

　自慢出来る事ではない。しかし、それが自分を形作ったものなのだ。否定は出来ない。

　凌いで勝つ機会を逃さぬ事。

　相手が達人に至る道上ならば、自分はその横道を跳ねていく。そのつもりで、

「参る」

　学年も身分も気にせず、挑戦者として、己は行った。
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「ほう」

　と彼が言うのを、成なる実みは聞いた。

　高たか尾お艦尾の搬出港だ。既に治療術式や修復材の補ほ塡てんも終えた彼は空を見上げ、これまでは安あ土づちからの射撃や砲撃密度の観測報告をしていたが、

「大おお坂さか湾に出た途端、里さと見み生徒会長達が元気になったな」

「大気の重さが変わったから、かしら」

「下に地表がないというだけで、空間を広く感じるからかもしれん」

　その声を聞いている間に、長大な加速音が艦尾側から艦首側に抜けていった。数は二つ、加速器は前を行くものがメイン四つで、後から追うものが大出力二つに、メインクラスが八つだ。

　……里見生徒会長が追われている、という事？

　らしくないわね、と義よし康やすを昔から知る身としては思うが、相手の機竜もなかなかやる。

「加速器の音が繫つながってるわ。切り替えを慌てていないのね」

「安土と武蔵むさしから離れればもっと自由に行けるものを。──流石さすがにまだそこまでは割り切れないという事か」

　ただ、と彼が言った。

「布を縫い合わせていくように的確な機竜に対し、武神の方はバタつき気味だな。どれだけ疲労に耐えられるかが、里見生徒会長の勝負となるぞ」
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　機竜は、有利な位置を取る事を目的とした。

　武神は、己の位置を加速で変えて凌しのいだ。

　機竜は、追う事を目的とした。

　武神は、己の位置を加速で変えて凌いだ。

　機竜は、迷わない事を目的とした。武神の軌道を読む事を目的とした。

　武神は、急上昇する事で相手を誘導して凌いだ。

　機竜は、追う事を目的とした。軌道を即座に変えて上昇する事を目的とした。

　武神は、急ぎ軌道を艦首側に跳ねて凌いだ。

　武神は、加速した。

　機竜は、上昇中に艦首側への加速を入れる事を目的とした。

　武神は、加速した。

　機竜は、加速を目的とした。

　武神は、加速する。

　機竜も、加速する。
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　鍋なべ島しまは詰めた。

　目的を重ね、追い、そして着実に自分が大目的へのプロセスを踏みつつある事を悟った。

　……近いわ！

　距離ではない。

　工程だ。

　引き離されても、少ない工程で追いつく事が出来るようになっている。これは単に距離を詰めただけではなく、位置やタイミングなどが掌しよう握あく出来ていると言う事だ。

　もはやどれだけ離されようとも、二、三工程ですぐに元の〝詰め位置〟に戻せる。

　慶けい長ちようの役えきの時とは違う。

　あの時は、距離だけを詰めていた。

　勝利に至るための工程を詰めていなかった。

　今は違う。何処どこから違ったのかと言えば、夏合宿か、否、それよりも、

「……泣いた時からだわ！」
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　鍋なべ島しまの機竜が追う。的確に距離を詰めていく。

　対する義よし康やすは、ただただ速度を上げた。だが、

　……トップスピードで敵かなわぬか！

　敵が、勝利を〝掌しよう握あく〟しようとしているのが、触感のように理解出来る。

　冷静なようでいて、勝利という目的意識については執念のように強い。

　対し、勝つ、という事を、自分がどれだけ支配下に置く事が出来るのか、解わからない。

　自分の目標としていた者達は、今も見上げるような存在だ。

　幾ら戦っても、姉や義よし頼より達には追いつかないのではないか。

　そうかもな、と思える理由は一つある。武蔵むさしの機関部、武神整備課に預けられ、今は讃岐さぬきへと移動している大型格納庫内の八やつ房ふさと、その管理下にある村むら雨さめ丸まるだ。

　里さと見みの総長兼生徒会長として相応ふさわしい者しか合一と使用を許さない。その機体と一刀が、関東解放をして尚なお、自分を許可しない。

　起動はするが、チェックで弾はじかれる。チェック機構も起動しているのだから当然で、機関部長である泰たい造ぞうがチェック機構を探して外そうかと提案した事もあった。が、ＯＳ準拠だとしたら、八房が動かなくなる可能性もある。村雨丸も八房の管理下にあるので同じだ。

　だから駄目だ。

　里見総長としてのシンボルが、認めてくれない。この事実は、だが自分にとって重いかと思えば、意外にそうでもない。

　……それが自分の分だとすれば、仕方ないな。

　自分は姉や義頼に届いていないと、そう思う事が普通になっている。

　成果や、立場、身分はほぼ等しくなったと、そんな風には思うのだ。

　だがそれ以外のもの。口では上手うまく言えないが、総長や生徒会長として当然のものを、自分は持っていない気がする。

　そして、最近ではこうも思うのだ。

　……私にとっての、総長や生徒会長というあり方は、姉や義頼達のものとは違うのではないだろうか。

　これは逃避だろうか。

　自分が上手く行かない事や、到達出来ない事に対し、逃げ場を求めているがゆえの思考。そういうものだとすれば情けないが、関東解放の時や、小お田だ原わら征せい伐ばつの際にこう思ったのだ。

　己の剣術は、自分から発生したものでもなければ、姉や義頼のものでもない、と。

　これは我が流りゆうに見えて、しかし、姉や義頼達の動きを受け継ぎつつ、だが、二人に対抗するものとして生まれて来たものだと。

　だとすれば、と、空の中、砲撃と防護障壁の間を飛ひ翔しよう器きで突っ走り、己は追いすがってくる機竜を相手にこう問うた。

「──貴様に合わせれば、それも私の剣術か」
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　義よし康やすは加速する。

　巻くように〝義ぎ〟を振り、防護障壁を蹴けってターンし、機竜への位置取りを行おうとする。

　決定力は速度が決める。

　だが、小刻みな加速によるターンの連続で回り込もうとしても、この機竜は対応する。

　加速系が両前足にあるからだ。

　初速は高め、まず自分を引っ張るようなものとなるが、しかし中盤域からの最高速度はややダルめになると、そういう特性だ。広い空を大きな戦場として戦うよりも、空中格闘戦やこういう艦間の乱戦の中にて力を発揮するタイプだろう。

　地上戦においても、前足の一蹴りに加速系の一発を与え、高度な立ち回りを見せていたという記録がある。

　つまり今は、相手のステージだ。

　不利なのはこちらで、アドバンテージがあるとすれば戦闘経験のみと言える。

　そして戦うスタイルも、基本的に違う。

　向こうは勝利を先に見ており、自分は凌しのぐ事を優先としている。

　機竜が来た。こちらが良い位置を取ろうとする事に先読みで対応して封じてくる。

　丁てい寧ねいだな、と、そんな感想を抱いて、

『……行くか』

　お互いが、減速一切無しの高速域で絡んだ。
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　機竜が、武神を倒す事を目的とした。

　武神が、機竜を凌ぐ為に加速をした。
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　鍋なべ島しまは、両の手の平を合わせていくようなイメージを、眼前に見ていた。

　機竜の翼ではなく、己の手でもない。

　成功という、最終的な目的に対し、自分の手て筈はずが届くかどうかのイメージだ。

　全ての動作と集中の行き先で、ただ視界の中央に武神を捉とらえ続ける事が出来ている。

　どれだけ挙動しようと。

　どれだけ加速しようと。

　どれだけ交戦しようと。

　成功の形が、手の中にずっとある。

　……いいわ。

　これは、いい。有りだ。これがいいし、これが欲しいのだ。

　挙動するごとに。

　加速するごとに。

　交戦するごとに。

　手の中の成功が大きくなり、もはや抱けるような感覚すらやってくる。

　身震いした。

　成功を掌しよう中ちゆうに収めながら、しかしまだ己はこう思っている。

　……勝ちたいわ。

　多分、油断はないのだろう。逆に、拙せつ速そくになっていないかと思う程だが、まだ自分の中の工程が詰まっていない。真さな田だで、地ち竜りゆう達と朝から晩まで話し合って体得してきた〝知っている事〟が、途中を飛ばしてはいけないと、そう言っている。

　ただそれも、そろそろだ。

「くそ」

　勿もつ体たいない。

　この手の中にあるものは、手に入れたら終わってしまう。無論、手に入れる事が出来るかどうかは解わからないが、どちらにしろ終わってしまう。

　工程が到達した時、解るのだ。

　成功するか、失敗するか。

　勝つか、負けるか。

　でも自分の感覚は、これを欲している。楽しんでいるとか、喜んでいるとかではなく、この時間、この状況に来る事を望んでいたのだ。

　望みが叶かなう。だから、

「────」

　武神。里さと見み生徒会長、今は総長か。

　挙動してくれ。

　加速してくれ。

　交戦してくれ。

　この、私の工程が、どれだけ詰められるものか、莫ばく大だいな工程数を誇る事が出来るように、全力で翻ほん弄ろうしてくれ。だけど、

「ああ」

　何でそっちに行く。その加速はもはやこちらには通用しないのだ。工程が既に貴女あなたを上回っているのだから、

「勿もつ体たいないわ」

　だけど、終わりだ。己の積んできて、積み切った工程自体に敬意を送るため、終わりにする。
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「あああああああ！」

　鍋なべ島しまは、己に、声を放つ事を許した。

　慶けい長ちようの役えきの未明。海の中に転がった機竜の中で叫んで以来の、咆ほう吼こうだった。

　それは、機体の装甲を通してくる大気の轟ごう音おんと駆動系の音に消えたが、自分の全身を確かに震わせた。

　直後。正面に見えた武神に、己は加速器任せの激突を放った。

　直撃だった。
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　機竜の鼻先が青の装甲を砕くのを、鍋島は見た。

　だが、衝撃と、視覚素子からの影像に散る金属の影と捕ほ捉そく情報に、鍋島は叫んだ。

「違うわ……！」

　これは、あの武神本体ではない。既にこの方法は見ている。これは、

「パージされた飛ひ翔しよう器きだわ……！」

　敵の武神は、

　……私にこちらに突撃を〝させた〟んだわ!!

　竜砲や副砲も、あの加速域の中では失速に繫つながる。その事を理解の上で、敵はこちらが最終的に有利となる速度を誘い、体当たりが有効な状態に導いた。

　そして背部飛翔器を捨て、こちらに食わせた。

　飛翔器は囮おとりだ。何が次に来るか、自分にはまだ解わからないが、

「読めてるわ！」

　このくらいはしてくる。前例があり、それは自分の経験となったのだ。もはや油断はしない。だからこの先も見えている。砕けた部品を突き抜ければ、落下状態に入った武神がいて、

　……いた！

　武神が、こちらに武器を構えていた。

　長砲。中折れ展開式の準対艦砲だった。

　これまで見せてこなかったもの。飛翔器の陰に隠していたものだろう。

　初しよ見けんならばこちらが対応出来ないと、そう思ったに違いない。

「知ってるわ！」

　慶けい長ちようの役えきだ。あの時、最後に勝負を決めたのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの侍女長、穂ほ井い田だ・元もと清きよの武神が用いる準対艦砲だったのだ。

　機竜相手には、武神とて、刃やいばよりも砲を有利とする。

　ゆえに刀を主武器とする里さと見み生徒会長においても、対機竜用、対戦艦用の砲撃装備を所持している事は予想の範はん疇ちゆうにあった。

　今、中折れ式の砲を火花一つで成立させた青の武神が、その口をこちらに向けた。

　遅い。

　何が遅いかと言えば、

「ここは〝戦場〟だわ……!!」

　直後。青の武神が横殴りに散った。

　安あ土づちからの砲撃だった。
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「気──を抜く──なーよ!!」

　空で行われる高速の戦闘に、艦橋下の砲撃管制所にいた浅あさ野のは叫んだ。

　周囲、九十度傾いた室内で皆が振り向くが、関係ない。大体、この戦いは特とく務む級が大物を用いて制空権を取り合うものだ。下手へたに敵が残れば、武神という存在に空を掌しよう握あくされ、安土とて危険となるのだ。

　……逆だーと嬉うれしーいよーう。

　そうだ。逆だと良い。

　だって相手は飛ひ翔しよう器きを捨てたのだ。何考えてるんだ一体。そんな事したら、鍋なべ島しまに勝ったとしても、制空権を確保する事が出来ないじゃないか。

　先を考えず、アドリブで生きているにも程がある。

　そんな相手に対する鍋島は、気を抜かなかったと思う。

　今、砲撃管制の内、〝大気不足〟や、各所の連動となるものを担当しているのは自分だ。

　幾つもの攻撃の〝置き位置〟を理解の上で、仕込む。

　この辺りは真さな田だで望もち月づきに仕込まれた事の応用だ。罠わな同様、砲撃は一つを囮おとりにしたり、重ねて攻撃する事で成果を上げる確率が高くなる。それを更に管理し、時間差や方向差なども与えたりすれば、効果は上がる。そうなれば後は、

「計算だーよ」

　一発一発は弱いが、累積が何よりもものを言う。そして、

「ナベさーん！」

　機竜〝大気不足〟が、加速し、散った敵に今こそ飛び込んだ。

　九十度傾いたまま、大判として展開しているメイン表示枠サインフレームの中。光量増幅で色までも確かにした機竜が、落下していく武神に突っかけた。

　行く。
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　……だーけーど、まだだーよ！

　気を抜くな、と、突撃を掛ける機竜に浅あさ野のは叫んだ。

　敵は、里さと見み生徒会長だ。

　この相手に、自分達は会った事もなく、話した事もない。ひょっとしたら武蔵むさし艦上に補給で乗り込んだ際、あの甲板上にいたかも知れないが、それは別だ。

　関係を、持っていない。

　だが、この相手の事は、知っている。

「里見・義よし康やす！」

　知ったのは、最近だ。

　慶けい長ちようの役えきで敗北し、そこで漸ようやく自分達は、勝者の事を調べたのだ。

　真さな田だには関東の資料がよくあった。羽は柴しば勢の方にも、慶長の役の進行についての記録はちゃんと保管されていて、少なくとも自分達の分は申請さえすれば通神帯ネツトから確保出来たのだ。

　それらを引き抜き、集めるのは自分の得意で、どちらかというと、初めは嫌々半分で読んでいたものだが、ある時から鍋なべ島しまが変わった。

「里見のコイツ、苦労してるんだわ……」

　ただ、それだけだった。

　だが、彼女は変わった。それに自分も付き合った。

　同じ苦労は出来ないが、一度の敗北を何処どこまで広げて、自分達の〝苦〟と出来るか。あとは、夏休みの合宿をどれだけ価値のある〝労〟に出来るか。

　ある意味、これは、自分達の成長を里見生徒会長に見せる戦いだと思う。

　悔しくて、泣いて、憤いきどおった自分達が、あの戦いに今ならどう刃向かえるのか。

「ナベさーん！」

　叫んだ。

「副砲斉射……！」





●






　容赦をしないのではないわな、と鍋島は、加速しつつの砲撃を加えながら思った。

　敵は落下状態にあり、砲撃を受け、武装を失い、そして今、自分は突撃を掛けつつ副砲の斉射を浴びせている。

　速度は落ちるが、相手にはもう加速のメインシステムがない。腰の副翼も片方は死んでるようだ。あれで出来るのは落下の軌道制御くらいだろう。自分は、下手へたに相手を通り過ぎないように気を遣う代わりに、

「副砲……！」

　機竜は、そのサイズ的に軽戦艦クラスの範はん疇ちゆうに入る。が、各部の可動域や、飛ひ翔しよう時の抵抗を無くす事から、副砲群はさほど搭載出来ず、大きさも限られる。

　竜砲という最大の砲撃があるせいだ。副砲は主に対人や、敵砲弾や防護障壁を破壊するために用いられ、これを主武器とはしない。

　だが今は違った。

　勝つのだ。

　主砲となる竜砲は隙すきの大きい攻撃だ。現状では寧むしろ使用を制限し、距離が空いた状態でのとどめの一発と、そう構えている。

　確実なのは激突。

　だがそのためには、相手の行動力を奪っておく必要がある。サブの加速系、腰にある加速器の翼は、片方がまだ生きているし、更には、

「落ちないんだわ……!?」

　浅あさ野のの連動砲撃は、安あ土づちからの不意打ちだった筈はずだ。

　だが、青の武神が五体を揃そろえている。落下していく武神は、向かって右側、安土側の肩や脇わきの装甲を失っているが、下の二次装甲は歪ゆがみつつも健在だ。

　……避けたのか!?

　否、そうではない。この敵の特性は、

「凌しのいだのか！」
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　……まだだ！

　まだ凌ぎ切っていない。耐える時間だと、義よし康やすは己に言い聞かせた。

　呼吸系を止めていた。

　武神に合一したとしても、人体側の生理現象などは代だい替たい機能や術式によって行われたり、擬似的に再現をされる。呼吸系は吸気系や排気系、音声素子に代替される事が多いが、今、自分はそれを止めたままとしていた。

　集中するための、実際にはあまり意味の無い、しかし感覚としては有意な儀式だった。

　己の中の余計なものを止め、武神の反応力を最大速として対応する。

　横からの砲撃はマズかった。

　完全な不意打ちを拾ったのは、〝義ぎ〟の知覚系だ。これまでの戦闘経験から飛ひ翔しよう物の接近を自動反応で察知し、こちらの判断に割り込みを掛けてきた。

　こんな割り込みを適用していては、いざという時に自分の判断を潰つぶしてしまう事もある。だから達人級では完全マニュアルとするのだろうが、自分はそうしない。

　昔はそうしていたが、関東解放以後、そうしなくなった。

　いろいろ、預けられたからだ。

　姉や義よし頼より程ではない自分が、彼らの抱えていた以上のものを預けられた。それは北ほう条じよう・幻げん庵あんの最期を看み取とった時に始まり、恐らくは戦後の公園で武蔵むさし代表委員長と話している間に確定をしたのだ。

　生き延びなければならない。

　それは、凌しのぐ事と衝突しない。ならば選択肢は決まっている。

　自分の判断を潰してでも、凌ぐのだ。

　そしてその通りとなった。

「さて」

　と己は息をせず呟つぶやいた。場所は武神の内部。頭脳内に確保された疑似空間で、自分はこの中に四畳半の部屋を構えている。

　部屋にはろくに明かりもなく、周囲には武器や本が積み重なっている環境だ。そんな中、己はベッドとしているロフトの下、外界を映す広域表示枠サインフレームを見据えていた。右手を胡座あぐらの膝ひざに置き、左手は顎あごに当てた思案の姿だ。

　普段、ここで操縦用の表示枠を手足に展開し、〝義ぎ〟を動かしているのだ。

　合一によって同体となっている感覚はある。が、それだと各部の尺や速度差が齟そ齬ごを生じる事もあるし、客観性を失う。

　だからここだ。

　だが今は、ここだけだ。

　合一は一時接続を切られ、自分の操縦出来るのはここからの指示だけとされている。

〝義〟の強制割り込みで、そうなったのだ。

　……合一していると、ダメージも主観で受けるからな。

　パニックを起こさないようにしても、疑似再現された身体からだが衝撃を受けて反応する。だからそれを術式や制御情報プログラムでアジャストするまで〝義〟が「ここにいろ」と、そうしてくれたのだ。

　しかし、

　……時間は無いか。

　武神の計算速度に、今、自分の思考を合わせている。

　基本、搭乗時は大体五倍から三十倍の速度にしていて、要所要所で一千倍近くにまで引き上げる事もある。

　それを今は制限解除され、〝義〟の合一危険域に近い十万倍まで引き上げられている。

　状況によっては脱出などする必要があるため、〝義ぎ〟は手を抜かない。

　よく出来た武神だと思う。

　とはいえ、外で一秒が経過する間、ここでは十万秒を得る事が出来るが、そんな無茶に自分の脳は耐えられない。

　使えて〝百八十秒〟程と、〝義〟が、自分でやっておきながら警告を出している。

　約〝三分〟。その時間の中でなすべきは、己の対処の決定だ。だが、

　……先読みか──。

　反応速度が高速過ぎて、ここで何かを決定しても、全ては〝対応〟というより〝予測〟だ。

　この後、八百倍くらいで対処したいと考えているが、機体がダメージを受けていて、速度の切り替えが間に合わない可能性もある。

　ならば可能な限り、ここで先を読み、決定しておかねばなるまい。

　あの機竜が何を行うか。自分にはあまり思いつかない。ただ解わかるのは、

「各部損傷」

〝義〟の自動回避反応が働いた御陰で、砲弾の直撃は免まぬがれた。

　正確には〝義〟が故意に左肩の装甲をパージして砲弾にぶち当て、お互いの軌道を逸そらしたのだ。

　よく出来た武神だ、と改めて思うが、この自動回避はセオリー外となると搭乗者の戦闘経験の中から的確なものを再現するだけになる。

　……昔にこれを自分はやったのか。

　危険過ぎるだろう。馬鹿か自分、と思うが、〝義〟がやったならば評価が逆転する辺り、少しは自己評価をしてやれよと思うがやはり危険過ぎるだろうコレ。つまり馬鹿か自分。

　ともあれ最大の危機は左半身側の装甲をほぼ失う事で回避した。フレームもメインは無事だ。左腕のフレーム、肘ひじ部分がまともに動かなくなっているが、機関部の整備で駆動系を全域方向に調整して貰もらったのが効いた。少なくとも肩周りは衝撃を受けた時に脱力状態にしており、調整による可動範囲の自由均一化がダメージを逃していた。

　ならばあとは、

「これだ」

　敵の攻撃だ。

　一瞬の中でも、解る事がある。

　まず、相手はこちらに突撃を掛けられる状態にあるという事。

　更に相手は、竜砲を撃つ余裕があるという事。

　そして副砲を、失速覚悟で斉射しているという事。

　つまり副砲を凌しのげば、見逃されるか、突撃と竜砲のどちらかが来る。

　当面の問題は副砲の数と角度だ。

　弾丸の飛来数から、これからの接近までにどの砲台が何発こちらに送ってくるかを確かめ、一度自分の仮想の身体からだを武神と同じポーズにして、四畳半に寝転がり、

「よし」

　……義よし康やすだから〝よし〟というのは、武蔵むさし副会長クラスだな。

　このような事を考えているのは余裕だろうか、どうだろうか。

　すると〝義ぎ〟が表示枠サインフレームを寄越してきた。


《左腕肘ちゆう部ぶ損傷：中破：可動域限定：確認》

《左腕手首部損傷：中破：可動域限定：確認》

《左視覚部調整：軽度：焦点機能回復中》



　等々、各部の破損や損傷具合が並んで図示まで入り、しかし最後に、


《同一化権限譲渡：受け取り許可：是／非》



　迷い無く是を押した。この戦闘が危険だと言う事が、〝義〟にも解わかっているのだろう。神かみ代よの時代から受け継がれるとされる定型文の一つが表示された。

　読む。

「敵戦力に対応するため、全武装、全能力を駆動開始フルバレルオープン、──迎撃します」
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　鍋なべ島しまは、両の手に力を込めた。

　実際の手でも、機竜の前足でもない。成功を摑つかむ手のイメージだ。だが、それが、

　……硬い……！

　もう完全に両の手の平の中にあり、光を指の間から漏らすだけとなっているそれが、閉じられない。中にある力が抵抗しているのか、それとも自分が恐れているのか、

「く……」

　副砲で射撃する。〝大気不足〟の自動追尾機能で正確な砲弾を送り続ける。しかし、

「落ちないんだわ……!!」

　武神が、姿勢を変えていた。

　ただ落ちるのではなく、足裏をこちらに向け、被弾面積を少なくしているのだ。更には足指を欠損してはならないとして、ヒール部分を砲撃用や抵抗用の状態としてこちらに突き出して展開。脛すねや膝ひざの装甲も用い、副砲の弾丸を弾はじいて散らしている。

　無論、ヒットはしているのだ。だが削れるのは装甲や外部パーツのみで、片方だけ生きている副加速系で自分の位置を僅わずかに変え、致命的なヒットを外しもする。

　……しぶとい……！

　正直、放置で充分だとも思う。見逃せばいい、とも。

　だが相手はまだ五体を充分に残しているし、サブの加速系も生きている。この落下速度に任せていては逃げられ、後々の脅威となる可能性もあるのだ。ならば、

「何処どこまで……！」

　叫んだ瞬間だ。

　つと、こちらの顔の横を、下に落下していくものがあった。

　武器だ。

　一直線に下へと行き、武神の両手に収まるのは、

「準対艦砲……！」
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　鍋なべ島しまは悟った。敵の、唯一と言って良い仕込みを、だ。

　……浅あさ野のの連動砲撃を被弾した瞬間。宙に長砲を投じたんだわ！

　武神が自動で行ったのか、里さと見み生徒会長がそれをしたのかは解わからない。ただそれはまっすぐに落ち、武神の手に無傷で収まった。

　砲口はこちらを向いており、

『御嬢！』

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの言葉と共に、己は決した。

「竜砲……！」

　撃ち込む。だが完全には行わない。それは隙すきになるし、オーバーキルだ。

　砲撃を強引に終えて位置を変え、敵の仕込みが発揮される時間を作らない。

　そうする事で、機竜の内部は焼き付くだろうが、この相手はそれだけの事をする価値があるのだ。だから、竜砲の直後にこそ、

「──仕留めるわ！」
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　浅野は、管制所のメイン表示枠レルネンフイグーアの中、空を上下に貫く光を見た。

　竜砲だ。

　直径二十メートル程の光柱が、上から下へと一瞬で突き込まれ、しかし、

「いいよ──！」

　途中で止めたのは良い判断だ。

　武神クラスに対して竜砲はオーバーキルな攻撃だし、それよりも確実に行くならば、

「相手を見ないままの突ー撃は駄目だーよ……！」

　副砲が使えるのだ。ここでわざわざ無む闇やみに突撃して、敵に接近する必要は無い。

　格かつ好こ悪かろうが何であろうが、確実に勝利を摑つかむならば、竜砲の残光に向け、

「副砲斉射……!!」

　と、声を上げた時だ。視線の先、表示枠サインフレームの中で機竜が動いた。

　両の前足を広げて空中での姿勢を確保。そして行うのは、

　……やった……！

　副砲を眼下に残る光へと向けて、〝大気不足〟が鉄弾の連射を叩たたき込んだのだ。
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　やったと、浅あさ野のはそう思った。

　空中には、竜砲の残光がある。その中には、直撃を受けた武神が散っており、鋼はがねの五体に今こそ〝大気不足〟は副砲の乱打を撃ち込んでいく。

　アウトレンジに拘こだわる。だがそれでいい。だって、この相手は凌しのぐのだ。

　凌がせないようにするならば、敵がこちらに触れないようにすればいい。

　副加速器が片方しか生きていない相手だ。副砲で削り、反撃しようとするならば竜砲を見舞い、そしてまた副砲で決着すればいいではないか。

　結果、鍋島も、同じ事を考えた。

　勝利を確実にする。そのために、敢あえて機竜らしくない方法を取った。だが、

　……いいよ！

　これで勝利だと、そう確信した己は、あるものを見た。

　機竜の眼下、着弾によって散った光と残光の中、一つの影が立っているのだ。

「え……？」

　いる筈はずが無いものがそこにいた。

　里さと見み生徒会長の武神が、〝大気不足〟の直下とも言える位置にいる。

　破損があり、装そう甲こうの欠損も、外部パーツの破壊もある。

　だが、無事だった。

　五体を揃そろえ、青の武神が夜の空に立っていた。
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　何故なぜだわ、と鍋島は目を見開いた。

　武神がいる。里見生徒会長の青い機体が、装甲を失いながらも眼下にいる。

　否、と己は思った。

　正確には、眼下ではない。先程竜砲を撃ち込んだ位置よりも、こちらの腹側の方に、二歩程ズレている。

　……何故。

　と思い、気付いたのは、武神の足元に光がある事だ。

　あの、薄暗い光が何か、自分は知っている。

「極東式防護障壁!!」

　青の機体が立つのは、数枚の鳥居型表示枠サインフレームを重ねて出来た足場だ。

　武蔵むさしと連動し、敵はこちらの竜砲から逃れていたのだ。





●






　武蔵むさし野の艦橋内部は、自動人形達が集う場所でありながら、安あん堵どの空気に満ちていた。

　どことなく力を抜いた皆の中、〝武蔵野〟が言う。

「間に合いまして何よりです。しかし、意外と言えば意外でした。まさか──」

　まさか、

「義よし康やす様の方から、こちらに援護を求めてくるとは。御自分の勝負に介入を望むのは初のケースではないでしょうか。──以上」
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　そうかな？　と、模造の〝義ぎ〟の足元に防護障壁を差し込みつつ、鈴すずは呟つぶやいた。

「これまで、何度も一緒に戦ったもの」

　いつも彼女は、こちらを救たすけてくれた。

　頼れる仲間だという、それが自分の彼女に対する感想だ。だが、

「何でも一人でやってきたのかもしれないけど、もう違うよ。

　だって一人だったら、関東、解放出来なかったもの。だから──」

　だから、

「だから解わかってるよ、義康さん。──大事な時に、自分ではどうにもならなさそうだったら、助けを呼べば良いって」

　義康が言葉を送ってきたのは、安あ土づちからの砲撃を食らった直後だった。よく解らないけど武神乗りは超高密度の時間を得る事が出来、その中で文をしたためたのだろう。

『足場を頼む』

　それだけだった。

　だけどそれで充分だ。だって、こっちが確実に応じると解ってる。

　こちらが応こたえれば、代わりに彼女は勝利を手にする。

　そういう信頼関係が、ちゃんとある。ゆえにここは自分が足場を作って急ぎ重ねた。

　竜砲から二十センチ横。そんな位置に、正確性をもって自分達は足場を用意した。

　極東式の防護障壁は減衰型で、一定量のダメージを受けるまでは砕けない。義康は、伊い賀が越ごえが始まった際に、振り落とされかけた人達を防護障壁の足場で救っているが、きっとそこからの発案なのだろう。

「義よし康やすさん」

　自分は言って、あるものの模造を動かした。

　竜砲を撃ち、副砲を連射する機竜だ。それは大重量で、竜砲と副砲の反動によって落下速度を落としながらも、しかし〝義ぎ〟を追っていた速度が消えていない。

　竜砲を撃ったために身体からだは上下に伸びている。ならば、

「行って……！」
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　鍋なべ島しまは、回避のために前足の加速系に力を入れつつ、見た。

　無手であった青の武神が、落下するこちらに対し、刃やいばを抜いたのを、だ。

　……何処どこに装備していた!?

　鞘さやは、接続ユニットと共に潰つぶして砕いた筈はず。以後の空中戦においては手に持っていたと思ったが、飛ひ翔しようユニットを放棄した後、準対艦砲に持ち替えていた。

　あの時の、前と後で、何が違うか。

「副加速器だわ！」

　武神の腰の翼として備えられた副加速器の内、片方が動かなくなっていた。あれは浅あさ野のからの砲撃によるものではなく、

　……捨てると決めて、刃を刺していたか!!

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　その場の思い付きで、しかしその時、必要だと判断したからそうしたのだろう。一応、刀を捨てなかったのは先の事を考えての行動だとも言えるが、選択肢としては酷ひど過ぎる。

　長砲を、宙に捨て置いて、再度確保したのも同じ事だろう。

　あの時、そうすべきだと思いついたか、武神の自動判断が、これまでの行動から彼女としての最適解をそのような形で導いたのだ。

　だが、どう考えても、先を見ていない。

　その場を切り抜け、直後に回収出来ればいいという短期視点だ。

　それなのに、

「────」

〝大気不足〟の前足の加速器が、回避の為ために光を放った。しかし間に合わない。

　竜砲を放って伸びた身体を、回避用に縮め、戻し切れなかった。

　重量と加速がある分、己は相手に飛び込んでしまう。

　対し、減衰型の重力障壁という足場に乗ってこちらの竜砲を回避し、更には刃を抜いた武神は、宙に己の高度を定めていた。

　お互いの位置は、こちらから相手に接近する事となり、己は、竜砲を放ってまっすぐ伸びた腹側を晒さらす結果となって、

「届いたんだわ」

　鍋なべ島しまは呟つぶやき、副砲を武神の方へと向けようとした。

　操作を行い、全身は回避に入ろうとして、

「諦あきらめないんだわ、絶対に……！」

　直後。通り過ぎる構図となった武神が、その一刀を下段から振り上げた。

　武神の全高にも匹敵する長い刃やいばが、弧を描いて機竜の逆げき鱗りん部分を割り、

「絶対に……!!」

　機竜は、己の勢いによって腹側を喉のどから腰部まで両断された。
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　大質量が眼前を落下するのを、義よし康やすは見ていた。

　機竜の内圧は高い。切断直後から潤じゆん滑かつ系や循環系、燃料系が破裂したように噴き、軽い誘爆を各所で発生させる。それらはすぐに各部のシャットダウンで密閉や寸断されていくが、

「もはや戦闘用に機動出来る機竜ではあるまい」

　喉を割れば竜砲も撃てない。両の翼による大加速も、中心となる胴どう体たいの下部を割ったのだ。下手へたに使えば全身が裂ける。

　戦闘は終わったのだ。少なくとも今回においては。そして気付くのは、

　……防護障壁。

　自分の周囲に出ている防護障壁が、幾つもの弾丸を止めていた。

　機竜が最後に放った副砲を、武蔵むさし野の艦橋側で追加した防護障壁が、当たらないようにしてくれたのだ。

　そこまでは頼んでいない。これはサービスだろう。

　眼下、一際高い爆発音と光が見えた。機竜の後部加速系が誘爆したのだ。

「凌しのいだか。否、救たすけられたか」

　呟く自分も、足元の防護障壁が割れて消え、

「────」

　眼下。戦場の空域だというのに、回収用の輸送艦が来ていた。

　残った加速系で、落下というにはやや緩い速度の降下をしつつ、己はまだ自分が戦場に残っていられるのだと気付いた。

　……まあ、いつも通りだ。

　勝った、と思えないのは、自分の性分だ。ただ、今回は人に頼った。その事への感謝の意味も込め、己は叫んだ。

「敵将、鍋なべ島しま・直なお茂しげ、──討ち取ったり!!」
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　随分と元気にやったもんさ、と、直なお政まさは風と音の中で呟つぶやいた。

　今、自分達は、武蔵むさしに接せつ舷げんされたり、内部に格納された輸送艦を各所に送っている。

　己も、機関部での調整を皆に任せ、輸送艦一艦の移動を担当中だ。

　甲板に乗って行くのは、武蔵の下や艦間という、安全な経路。

　空や外そと舷げんに出れば戦場なのだ。戦闘用に装甲をつけたり、防護障壁の展開が出来るとは言え、盾にでもなりたくなければ前に出るべきではない。

　……大体、あたしから見ても、ちょっと砲撃が面倒な形になってないさね？

　安あ土づちの攻撃が、巧みになった。

　幾つかの戦場では、安土からの砲撃が誘導によって可変しているという報告がある。単に要所破壊や制圧ではなく、砲群が連動してこちらの各所を落とすべく、行動しているというのだ。

　それが解わかる程に、敵の砲撃が上手うまい。

　武蔵も対応しているが、まるで遊んでいるかのように、安土の砲撃の密度が各所ごとに刻々と変わる。それはフェイントや囮おとりも仕掛けるもので、安土の砲撃管制では何らかの術式や訓練など受けた人員が指揮をとっているのだろう。

　ゆえにこちらも、対応する。

　狙ねらわれている箇か所しよは危険だ。迎撃のために人員を割けば、そこにこそ被害は生じるし、また、あまり効果の期待出来ない攻撃を行う事にもなろう。

　故にここは、狙われた場所で下手へたに迎撃するよりも防護障壁に任せて対応すべきと、武蔵むさし野の艦橋側で判断が為なされていた。

　そういった場所は、もはや防護専念として武蔵野艦橋に預け、戦うべき者達は自分達が優勢を取れる場所で戦闘続行を行う。

・武蔵野：『ダメージコントロールです。要所を補う形での戦闘続行を具進します。──以上』

　武蔵野艦橋側が提示した戦術に、正まさ純ずみもネシンバラも同意した。

・未熟者：『既に武蔵は大おお坂さか湾へと出ているからね。──人がいる箇所で不利になっている、という情報が出るより、適材適所で優勢を保っている、という風に伝わった方が、欧州勢に対しても印象がいいだろう』

・●　画：『アー、イベントで、売り切れないのにやたら積むヤツの思考だわー』

　よく解わからんが、あれはそういうものか。

　ともあれここから先は、安土との決着が行われる事になる時間帯だ。その際、人命はやはり大事だ。だから危険と判断出来る箇所からは退避させ、

　……いざとなったら、別の艦や場所に退避出来るようにしとかんと、いかんさね。

　それゆえの輸送艦の配置。これは補給物資なども運ぶものだが、自分にとってはまた別の意味も持っている。

「来たさ」

　と、己は輸送艦の甲板上から、下を見た。

　砲弾が行き交い、防護障壁が散って降る眼下。響く音はもう馴なれた。激音に震える身体からだは術式がアジャストしてくれている。

　あと、気になるのは、視線の先にいる相手だ。

「待っているんさね」

　黒の武神。四し聖せいを名乗る〝日ひ溜だまり玄げん武ぶ〟だった。
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　直なお政まさは、眼下に広がる村むら山やまの外交港を見る。

　ここは主に村山専用で、暫定支配国家からの直搬物を扱う場だ。自分達のような機関部員、または武蔵むさし住人でもなかなか来る機会と意味の無い場所で、自分も、整備の他とすれば緊急用の着艦時にしか降りた記憶が無い。

　ただ、広い。今は防護障壁を展開するための隔壁がブロックごとに立っており、着艦している艦影はない。だが、それでも外そと舷げん側に二百メートル四方の空間が出来ている。

　そこにいるのは、手前側には防護の人員。

　奥には〝日ひ溜だまり玄げん武ぶ〟がいるが、しかし、黒の武神はおとなしい。この港、外側には副砲も設置されているのだが、それが安あ土づちを砲撃するのを阻止もしない。

　……だろうな。

「率先して攻撃されない限り、武蔵特とく務む級以上との相あい対たいを優先しろと、そういう事さね？」

　明確に降下軌道へと入った輸送艦上から、己は言った。

「福ふく島しま・正まさ則のりは二ふた代よの子、加か藤とう・清きよ正まさはメアリと点てん蔵ぞうの子、加か藤とう・嘉よし明あきと脇わき坂さか・安あん治じはナイトとナルゼの子、片かた桐ぎり・且かつ元もとは鈴すずとトーリの子、平ひら野の・長なが泰やすと糟かす屋や・武たけ則のりはアサマチとミトと、トーリの子、と」

　だけど、と自分は視線を黒の武神に止める。

「アンタ、誰だれの子さね、蜂はち須す賀か・小こ六ろく。──否、アンタはここにいる誰の子でもないさ。あたしは知ってる。アンタは──」

　言った。

「夕ゆう。──そうさね？」
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「タ？」

　とホライゾンは首を傾かしげた。すると浅あさ間まが笑顔で振り向き、

「ええと　ホライゾン？　タじゃなくて夕です。で、更に追加すると──」

「フフ、浅間、ツッコミ良い感じだけど、ちょっとヤバくないかしら、コレ。アンタの隠し子騒動と同じくだけど──」

　何事でしょうか、と、隠し子というパワーワードのために泥どろ棒ぼう猫ネタ用の床を剝はがそうとしていると、浅間が左さ舷げんの方を見た。村山、そこに彼女は視線を止め、

「マサ！　まさかそっちにいるのは……！」

・煙草女：『ああ、そうさね。大体解わかってる。そうさ。あの玄武って武神の中にいるのは、間違いなく夕さ。──あたしの妹、この朱雀すざくの中にいる、夕さね』
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　小こ六ろくは、玄げん武ぶの中、広がっている田園風景の中で吐息した。

　麦わら帽子を押さえ、後ろに振り向くと、家がある。

　一軒家で、農具を保管する大きめの納な屋やを持った家だ。戸は何処どこも開いていて開放的。不審な者が来るなどと、そんな事を考えていないのは、昼間だからだろうか。

　ただ、自分の視線の先、軒下に見える板の間の上には、皿がある。

　いつの間にか用意されていた昼食は、炒チヤー飯ハンか何かだろう。

　しかし己は、そこに行かない。

　空を見上げ、掠かすれた雲だけが流れる青空を見上げ、心の中に浮かんだ言葉をこう言った。

「──見つかったか」
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　……そういう仕掛けさね。

　恐らくは〝花園アヴアロン〟だ。

　自分の妹は、朱雀すざくの中、合一機構に沈んでいる。かつて武蔵むさしに乗り込む前にあった戦闘で、五体を欠損し、朱雀の起動システムとして合一する事を彼女は望んだのだ。

　いずれその身体からだを治療する事が出来る時代になると、その事を己は願っていたものの、妹の生死はといえば不明に近い状態だった。その生存が確定したのは、アルマダ海戦の時だ。あの時、妹は白びやつ虎ことの戦いの中で意識がある事を見せ、

「──未来において、〝花園〟に持ち込まれるのか」
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「そうですね」

　と、片かた桐ぎりは応じた。九十度傾いた安あ土づちのホールの中。壁であった床の上に座り込み、己は武蔵第六特とく務むの示し唆さが正しかった事を肯定する。

「外燃拝はい気きを外界に流し、地ち脈みやくを補ほ塡てん、世界を回復する。その事業を考えた時、母達の身内の中ではいろいろな候補者の推すい薦せん理由が挙げられました。

　……蜂須賀さんは、当時、意識を戻していて、しかし身体は欠損により合一状態から回復出来ていない状態でした。ただ、それは、自分を情報化出来ているという事で──」

　彼女が〝花園〟に入った理由は、これだ。

「その状態からならば、外燃拝気を生むのに効率が良い。何しろ身体を実在させるために必要な流体が、燃費計算されているし、いざ〝花園〟内が危機に陥った時も、武神の反応速度で対処が出来るからです」
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　直なお政まさは、軽く息を吐いた。

　既に輸送艦は港に着艦した。ここを防護していた人員には、ハッチを開けて補給物資や退避のための機材などが与えられ、しかし自分は甲板を降りない。

　手元には、代表委員長から、武蔵むさし野の艦橋経由で相手の情報が送られてくる。

　蜂はち須す賀か・小こ六ろく。

　既に十二歳。小等部か中等部といった歳としだが、飛び級で高等部扱いとなっている。

　……朱雀すざくの中に入った時は、三歳そこらだったろ。

　あれから年月が経たっているから、もしも朱雀の中にいる彼女が成長しているなら、玄げん武ぶの中の彼女よりも年上か。

　どうなのだろう。

　だが、手元に来る資料を見ている限り、朱雀の中にいる妹と、外に出てこちらの敵をやっている彼女との間には、明確な差があった。

　五体があるのだ。

　これまでも、蜂須賀の姿を見て、どことなく自分達と近しいものを感じていた。が、出身地が近いのだろう、というくらいに収めていた理由は、それだ。

　彼女の身体からだに傷はない。しかしこれも、今、理由が解わかった。

「外燃拝はい気きからの抽ちゆう出しゆつならば、五体の欠損は無効化されるのか」

『Ｔｅｓテスタメント．』

　不意に来た答えが、玄武からのものだと気付くのに、一瞬必要だった。

　己は視線を上げ、相手を見た。こちらは輸送艦上だ。玄武よりもやや視点が高いが、距離はある。そんな視線の高さの差で、

「幼いのも、そのせいか」

『Ｔｅｓ．、──抽出時、欠損率が年齢と扱われて拾われた。本当なら一番年上なのに』

　何か悔しそうなのが、ちょっと面白い。

　……何だろうさねえ、全く。

　これまで、殆ほとんど意識してなかった敵を、今、家族の一員として捉とらえている。

　否定は出来ない。何故なぜなら、

「アンタを否定したら、朱雀の中にいるアンタと、それに対するあたしの望みを否定する事になるさね」

『違う存在だ』

　玄武がゆっくりと、こう言った。

『……同じじゃ、ない』





●






　小こ六ろくは、家の近くにあった木の陰に入った。

　この広い田園の中、夏の外に日陰を作る有り難い場所だ。

　秋には枯れて落ち葉を作り、冬から春の間に掛けて生る実は、小さいながらも酸味の強いアクセントを寄越してくれた。

　姉ともこの木の下や、上で、よく遊んだ。そんな場所で、木の幹に背を預け、己は言う。

「違う」

　自分の手は、どれも全ての指があり、腕も、足も、揃そろっている。身体からだも、脇わきや腹に触れたところで中に手首まで沈む事はないし、顔も、全てがある。

「違うんだ」

　同じじゃない。だから、

「──駄目だ」
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「駄目か」

　と、直なお政まさは玄げん武ぶの中からの声に応じた。

　確かに自分も、駄目さね、とは思う。だが、己の場合、その〝駄目〟は、理由の無いものだ。

　現状、情報や事実が錯さく綜そうして、何をどうして良いか解わからない。

　だから〝駄目〟だ。

　軽挙と浅せん薄ぱくはすまい。それがための〝駄目〟は、拙せつ速そくと言われようと〝駄目〟でいいだろうと、己は思う。

　ただ、蜂はち須す賀かの〝駄目〟は、こちらとは違うだろう。

　彼女は全てを知っている。自分がここまで来たのと、そして、これから先の部分まで、完全に知った状態なのだ。

　そんな視点からこちらに向けられる〝駄目〟には、言いがたい部分もあろう。それによく考えてみれば、

　……あたしより、通算では年上になるんさね？
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・ホラ子：『コレ、タ様の若返りを悪用したら、それなりの不老不死状態が作れるのでは』

・煙草女：『タ様……』

・あさま：『あー、ちょっとマサのメンタルケアは別として。ええとですね、これは姿すがた形かたちの情報が若くなっただけで、拝はい気きには魂の年相応の情報が乗りますから、不老処置にはなると思いますけど、延命は無理ですね』

・賢姉様：『フフ、大体、不老だったら大おお椿つばき関係の方で結構なところまで対処出来るから、ハイリスクな方法を使う必要は無いわね』

・○べ屋：『あああああああ！　折角、裏から手を回して十じつ本ぽん槍やりに詳細を聞ければと、そう思ってたのに！』

・副会長：『関東方面いるからって離反行為をしようとするな……！』
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　どうだろうさね、と直なお政まさは内心で呟つぶやいた。

　自分もまた、この状況に対して言葉がない。

　時間があればいろいろと思いつくのだろうが、急過ぎるし、それは蜂はち須す賀かも覚悟の上なのだろう。

　自分達の子供ではなく、近くにいる家族の、未来の姿。それが幼くなっているというのは考え物だが、しかし、

「──そうは言っても、あたしがここから逃げたら、どうするんさね？」

『その場合は、折を見て、他の連中を助けに行く』

「だったら下で隠れてた方が良かったさね。他任せで」

『無理だ』

　玄げん武ぶの拡声器を通した声に、己は頷うなずいた。

「まあ、うん、無理さね。──確かに」

　あれだけの話を聞いた後で、確かめに行かない、という事はあり得ない。

　自分達はもう、このようになる前から会っていたのだ。

「朱雀すざく」

　言葉と同時に、背後で動きが生じた。

　風を起こして立ち上がるのは、甲板中央部に伏せていた幌ほろだ。安あ土づち側から確認されないよう、防雨キャンバスで隠していた巨体が、今、起き上がる。

『朱雀が？』

　蜂須賀の疑問も、その通りだろう。朱雀は昨日きのうの京きようにおける戦闘で、その四し肢しの大部分を破壊され、飛ひ翔しよう器きも同様となった。だが、

「武蔵むさしが軽量化のために各所パージして運んでいったろう？　その中で、機関部や整備課も外に出して行ったんだが、運び出しが多くて面倒なものも多くてさ。だからまあ、嵩かさの張るものについては、供出し合ってこの戦闘で、使い尽くす事にしたんさ」

　内側から幌を剝はがし、外に捨てるのは確かに朱雀だ。

　だが、その形が違う。

「朱雀すざくのスペアパーツで間に合う部分はそのまま、しかし欠損状態となる箇か所しよは、里さと見み生徒会長の〝義ぎ〟が残したパーツと交換したさ」

　四し肢しと飛ひ翔しよう器きがそれだ。元々、設計が流用されているという事から、機関部側で臨時の調整を行い、合致させたものだが、

　……朱雀も違和感無く動いているらしいさね。

　だったら決まりだ。朱雀に手を伸ばさせ、こちらを拾わせる。あとは簡単だ。

「駄目なのかどうか、これから決めようさ。──夕ゆう」

　朱雀の肩上で、己は告げた。

「行くよ、地じ摺ずり朱雀……！」
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　清きよ正まさは、大気を突き通り、響く突音を聞いた。

　聞き覚えのある音だ。確かこれは、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いにおいて、幾度も聞いた響きだった。

「蜂はち須す賀か様が、戦闘に入られたのですね」

　この武蔵むさしの上、幾つもの場所で、戦闘が開始された。

　既に始まっていた、羽は柴しば戦士団と武蔵戦士団の激突もだが、十じつ本ぽん槍やりの面々が、安あ土づちに控えている片かた桐ぎりを抜かし、それぞれの求める相手との戦闘状態に入ったのだ。

　自分もそうだ。

「──では」

　武蔵の左さ舷げん三番艦。その右う舷げん側の大通りと言うべきだろうか。町のある箇所はパージされていて、その縁となる甲板部分にて、自分は親となるべき相手と相あい対たいした。

　ここまで、軽く数すう合ごう打っては逃げられる、というのを繰り返してきたが、もう逃さない。

　相手も同様だろう。こちらの事情を知って、放置出来るとしたら、

「メアリ殿！」

　忍者が母を抱き上げ、逃走に入ろうとした。

　……この期に及んで……！

　反射的に、変な笑いのようなものが口くち端はに来たが、人間、怒りが最高点に達すると制御が利かなくなるものだろうか。

　己はカレトヴルッフを一本発射し、もう一本の加速で先回りし、

「逃がしません……！」
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　神格武装の投とう擲てきで狙ねらわれるというのは、点てん蔵ぞうにして初めての事だった。

　……な、投げるのは有りで御座るか!?

　とはいえよく考えたら王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドもすぐ飛んでいったり戻ってきたりするのでノーカン。我が娘ながら王賜剣エクスカリバーの扱いが上手うまいと、そういったところだろうか。

　ただ、向こうが明らかにこれまでと態度を変えてきた。

　これまでは追ってきて打ち合う、というパターンだったのだが、

「そこ……！」

　カレトヴルッフの加速で先回りするだけではなく、逃走阻止の手まで打ってきた。

　投げられ、甲板に突き刺さったカレトヴルッフを飛び越えるのは容易だ。腕の中のメアリも、このくらいの挙動はもう慣れっこになっていて、こちらの乱れたマフラーを直してくれる。

　……あ、いい塩あん梅ばい……！

　思った瞬間。前に飛び込んで来た清きよ正まさの一発が顔面狙ねらいで放たれた。

　躊躇ためらいの一切無い、本気の一撃だった。
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・金マル：『アー、修しゆ羅ら場ばから刃にん傷じよう沙ざ汰た入っちゃったか──』

・●　画：『そこまで嫌われてる父親って、どういう』

・あさま：『点てん蔵ぞう君、格かつ好こつけようとして七代祟たたられるような事になってません？』

・十ＺＯ：『全部的確で御座るが、今の自分のせいじゃないで御座るよーう？』
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　……この御ご仁じん、剣術においてなかなか出来るで御座るな……！

　点蔵の感覚と記憶から見て、照合出来るものはやはりメアリの剣術だった。

　真ま面じ目めで、的確で、無駄がない。

　すぐに床に突き刺さった一本を抜き、両手に構えられたカレトヴルッフは、しかし一切の隙すきも無くこちらに振り抜かれ、

　……速い！

　機き動どう殻かくだ。

　カレトヴルッフの加速が瞬間的に加わっている事もあるが、機動殻のパワーアシストが下半身側の踏み込みを支え、両剣の扱いを確かにする。

　成程、と納得したのは、王賜剣一型の事だった。

　二つに分かれた王賜剣を、もし、メアリが両手で扱ったとすれば、清正が振るう剣術となるだろう。

　それはつまり、清正のいた世界において、メアリが、王賜剣一型を二つに分けて使いこなせていたという事になる。

　だとすれば、

「────」

　己は思った。この御ご仁じんの慕うメアリ殿の傍そばに、自分はいないので御座るな、と。
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・ウキー：『ふと疑問するのだが、点てん蔵ぞう、告白失敗で妖よう精せい女じよ王おうにぶった切られた方が、最終決戦で死ぬよりフォローの効いた流れになってたのではないか？』

・銀　狼：『いえ、それだと子供が生まれませんのよ？　……と思いましたけど、別に、髪の毛一本あれば産めましたのよね、未来だと。じゃあその方がいいかもですわね』

・俺　　：『点蔵、良かったなあ。何処どこで死んでもオメエの子供生まれるってよ。セーブしなくても大だい丈じよう夫ぶだぜ！』

・十ＺＯ：『いや、それはそれで、つまりメアリ殿がこちらの事を告白タイムまでにガッチリと慕っていてくれたという事で、有りで御座るよ！　ちなみにメッセージはメアリ殿の分だけスキップ無しで全裸や外げ道どうはノンストップ設定で御座るな！』

・ホラ子：『じゃあ浅あさ間ま様、点蔵様は英国編でぶった切られたと議事録に』

・あさま：『……点蔵君、何でそういう自虐が好きなんですか』

・十ＺＯ：『今日きようは集中砲火デーで御座るよね!?　ね!?』
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　清きよ正まさは、忍者に己の攻撃が当たらない事を悟った。

　否。これは当たらないのではない。

　……届かない!?

　見切られているのだ。こちらが機き動どう殻かくでパワーアシストを入れたとしても、腕のリーチが変わる訳でもなければ、踏み込みの距離が全身以上に伸びる筈はずもない。

　そういった全身の尺から、攻撃の至る位置を見切られている。これは、

　……御お母かあ様さまの剣術を、知っている!?

　母が両剣を用いるようになったのは、最終決戦の後からだと聞いている。ならばこの剣術は相手にとって未知の筈だが、

「何故なぜです……！」

　届かない。忍者はしかも、抱き上げた母を巻き込まないように身を低くしたり、背を向けて位置取りをする。

　翻ほん弄ろうされている、という思いもだが、母が時たまにこちらを窺うかがうのが辛つらい。

　心配させたくない相手に、それをさせてしまっているのだ。その原因はやはり、

「貴方あなたです……！」

　と、己はカレトヴルッフでなければ出来ない攻撃を放った。王賜剣一型Ｅｘ．コールブランド、二型に比べ、カレトヴルッフは槍やり型だ。ゆえに母から伝わっていない攻撃としての最大は、

　……突き……!!

　ただ打ち込むのではない。それでは長剣の突きと変わらない。長尺のリーチを活いかしながら速度を犠牲にしないようにするには、両手の刃やいばを左右外から後ろに回し、背後でカレトヴルッフを接続して一本と化し、

　……加速器！

　膂りよ力りよくよりも加速器の勢いで、カレトヴルッフを前に振り抜きながら発射した。

　狙ねらいは逃げようとする忍者の背だ。

　こちらの望みを叶かなえるように、大気を突っ走って刃が行く。
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「マジ狙いで御座るか！」

　点てん蔵ぞうは、清きよ正まさの一発に寒気を感じた。何しろ彼女の攻撃は全力専念過ぎて、

　……それ、こっちが避けたら回収出来ないのでは御座らぬか!?

　機き動どう殻かくの力で強引に引き戻せると、そういう事なのかもしれない。

　だが、ちょっと向こうの攻撃と狙いがマズ過ぎる。背中の中央というのは、どちらの方向にも完全に避け切らなければいけない場所だ。しかもこちらはメアリを抱えているために動きとしては背が一番遅れる事となる。その上で更にマズいのは、

　……速い！

　加速器による一撃というのは、メアリの剣術など全く関係ないものだ。

　槍として用いるにしても、普通はグリップ位置を柄の中央近くに置く。それを石突き側の限界まで使用するとなると、放たれる一発はカテゴリとしては砲撃に近い。

　この場合はどうするか、と考えた瞬間。銀の光が視界に見えた。

　迎撃の動作が、こちらの肩口から跳ねたのだ。
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　硬音が響き、火花が散っていた。

　清正だ。

　彼女ははカレトヴルッフの石突きを右の手で摑つかんだまま、槍の行き先を見つめていた。

　そこに、壁がある。銀の板ともいえる防壁には、金の装飾が掛けられていた。

　王賜剣一型だ。

　聖剣の始まりとも言える存在が甲板に突き立ち、カレトヴルッフを防いでいる。

　それだけではない。

　母だ。金の編み髪を流した極東制服姿が、王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドの柄つかを握り、立っていた。

　忍者を背後に置き、母がゆっくりと王賜剣一型を甲板から抜いた。

　するとカレトヴルッフが傾き、倒れそうになるので、己は柄を急ぎ摑つかんで引き戻す。

　そして母を見れば、

　……あ。

　母が、浅く眉まゆを立ててこちらを見ていた。

　まっすぐだ。

　いつも母は言っていた。相手を見る時は、その目をまっすぐに見なさいと。その教え通りにしてきていたが、今の彼女の視線は強過ぎて、

「──こちらを見なさい」

　母が凜りんとして言った。自分が引き気味である事を悟られたのだろう。

　続けて彼女は、息を吸った。軽く目を伏せ、一度頷うなずき、聖剣を右手に軽く握り、

「いいですか……？」
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　点てん蔵ぞうは、メアリが、まるでフライ返しのように王賜剣一型を握って振りながら、清きよ正まさに向かってこう[image: ]しかるのを聞いた。

「──御お父とうさんに何て事をしているのですか!!　そんな危ないものを振り回して、お互いが怪我けがをしたら大変じゃありませんか!!」
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・金マル：『御免、今ちょっと黒嬢シユヴアルツフローレンから本気で落ち掛けた』

・●　画：『く、くそ、何で私、制空権争いなんてやってるのよ！　もっともっと大事な事が他にあるっていうのに……！』

・武蔵野：『すみませんナルゼ様、大事な事の次辺りでいいので、今は制空権の方をとりあえず御願いいたします。──以上』

・十ＺＯ：『というかメアリ殿、随分と先行して御座る気が』

・賢姉様：『ククク、メアリの振り回してるものは危なくないの？』
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　嫁の度量というか度胸というか、人間性と懐の深さに改めて感服した点蔵だったが、正面、清正がちょっと怖い。

　……コレ、逆ギレでパワーアップされたらどうしたものかで御座るなあ。

　万が一を考え、すぐにメアリをかっ攫さらって逃げる方向を思案する。多分、これはバックダッシュよりも、清きよ正まさがいる方に逃げてすれ違った方が安全と、そんな風に考えていると、

「どうしてですか……」

　清正が、カレトヴルッフを引き、そしてメアリの方を見た。

　同時。彼女の目から涙が溢あふれ、一気に零こぼれ、

「何故なぜ、御お母かあ様さまは、いつもいつもその人の事を庇かばうの……!?　最期に、手紙とあの帽子だけを置いていって……！」

　言われた。

「御母様は、その人に不幸にされたのが解わからないのですか……！」
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　……ああ、全く。

　点てん蔵ぞうは、清正に同意した。

　確かに自分は、メアリにそのような事をしたと、そう思われても仕方がない。

　子供であっても、外から見たらそうなのだろう。だが、

「────」

　清正が身を低くした。カレトヴルッフを左右に分け、顔を下に振る事で涙を落とし、口を開けて、

「──ゆえに止めます!!」

　叫び、機き動どう殻かくの力に任せるようにして、清正が来た。
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　止めるのです、と清正は思った。

　ここまで、憤いきどおりと怒りに振り回され、みっともない自分の感情を出してしまったが、今のでもう充分だと己は感じた。

　泣いて通じないならば、この母は、まだ、自分の母ではないのだろう。

　そのくらい、今は割り切っていなければ、自分だけが空回りをしてしまう。

　事を片付けてから、理解をし合えばいいではないかと、そう自分を納得させる。

　だから、

　……すみません。

　内心で、目の前の母と、自分の記憶にある母の姿に頭を下げる。

　現実においても初動のために身を低くして、しかし、

「……っ！」

　立ち上がりとなる左の一撃から、忍者に攻撃を放った。





●






　点てん蔵ぞうは、清きよ正まさの攻撃を読んでいた。

　……突きに御座る！

　先程までの交戦で、こちらにメアリの剣技は通じないと解わかっただろう。ならばここは槍やりとしてのカレトヴルッフの攻撃が来る。

　来た。それも下から首を狙ねらった一発だ。

　鋭いというよりもまっすぐな刺突の中、不思議な事に自分はやはりメアリを感じた。流派というものがあるならば、清正の剣けん捌さばきには、あらゆる動きに母としてのメアリの所しよ作さが入っているのだろう。

　……正直、殺される事があるとしたらこの剣術が良いで御座るなあ。

　その方が何となく納得が出来るような気がするが、これは不吉な考えだろうか。

　しかし、身を仰のけ反ぞらせて片刃の突きをかわした瞬間だ。

「と」

　己は、身を後ろに反らせた動作を利用し、小さくまとめた後方回転を入れた。

　足元に、左からカレトヴルッフの刃やいばが回って来たからだ。

　左右の手による同時攻撃。

　……見事！

　そう思ったのは、彼女の攻撃がコンビネーションではなく同時だったからだ。

　普通。両利きの攻撃と言っても、左右を同時に用いれる者は少ない。やはり別の動作として順番をつけるものだし、そうする事によって左右で敵を追い込めるからだ。

　だが清正のものは違う。

　こちらに対して、上段と下段という上と下の攻撃を同時に放ち、回避動作を断とうとした。

　上も下も本気だ。囮おとりなどではない。

　下に屈かがんだり、左右に逃げれば、初動の時点で足元を割られていたろう。

　だから上をかわす動きのまま後方回転で下をかわす。

　下手へたに上に飛んでは駄目だ。カレトヴルッフは片刃の時は片かた鎌がま槍やりなので、

「お……！」

　突きながら捻ひねり込まれた刃が、鎌の部分をこちらに向けて走って来た。

　帽子の先端を斜めに落とされ、

　……ここまでの操作を可能とするで御座るか！
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・俺　　：『点蔵の本体に大ダメージ！』

・ホラ子：『とか言って帽子の切断部からいきなり出血したらホラーですね』

・賢姉様：『フフ、浅あさ間まもちょっと表示枠サインフレーム見てみなさい。修しゆ羅ら場ばが凄すごい事になってるから』

・あさま：『こ、こっちは未来の御家族関係と緊張の対面状態なんですって……！』
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　間違いなくあの外げ道どう共が何か言っていると思うが、点てん蔵ぞうとしてはとりあえず回避専念。

　……かわすだけなら何とかなるで御座るか……!?

　思った瞬間だった。

　両の片かた鎌がま槍やりが同時に中央へ引かれた光景が、視界の中央に来た。

　清きよ正まさが、カレトヴルッフの下に入るようにして、両の刃やいばを引き戻したのだ。

　正確な動きは、機き動どう殻かくの制御によるものではない。彼女の剣技によるものだろう。しかし対する自分は、この動きに息を詰めた。

　……しまった……！

　突かれる事を先読みしていた一方で、引き戻しの振りかぶり動作まで読んでいなかった。

　そしてこの引かれる刃は、こちらの顔に先端を向けている。

　視界の中央を、槍の穂先に奪われた。

　清正が、刃の陰に見えなくなる。

　直後に力が来た。

　引かれるカレトヴルッフの下を潜くぐって、清正が飛び込んで来たのだ。
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　清正は、機動殻を信じた。

　丹に羽わとの戦闘で、両肩の自律装甲や腕部補助系などは疲ひ弊へいや破損を受けている。

　だが、足回りは別だ。

　疲弊はあるものの、整備によって駆動は保証されている上、丹羽との戦闘で充分な〝馴ならし〟が行われている。

　脚をどう動かしても引っかかりやノイズの一つも無く、

　……全力機動！

　相手は忍者だ。

　こちらは機動殻使いの侍さむらいだ。

　ストレートに当たれば、足回りのパワーアシストを得ていても速度と小回りで敵かなわない。だが相手の視界を奪い、不意打ちで飛び込んだらどうなるか。

　回答は目の前にある。

　下がろうとした忍者の腹に、

「左肩装甲！」

　左腕を振った動きで、前側装甲をアーム任せに振り抜いた。

　シールドアタックだ。

　放ったと思った直後に衝撃が来た。

　当たったのだ。

　視界の中、打撃音と共にシールドアームの関節が耐ショックの駆動音を上げ、対する忍者の姿が、自分から見て右前に飛んで、

「点てん蔵ぞう様！」
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　清きよ正まさは冷静だった。

　……まだです！

　母が、内うち舷げん側に吹っ飛んだ忍者の姿を追った瞬間。自分は右の腕を背後に振り抜いた。

　後ろに引いて投げた状態になっているカレトヴルッフの穂先を、右の人差し指と中指でホールド。腕部パワーアシストを利用し、長なが槍やりの戻りを止め、逆に引き寄せる。

　右みぎ脇わきを走るように前に抜いたカレトヴルッフを、右の脇でホールド。

　吹っ飛ばした忍者の姿まで、距離にして約二十メートル。相手は背から落ち、立ち上がろうとしている処ところだった。

　流石さすがは武蔵むさしの第一特とく務む。あの程度の打撃で怯ひるむものではないという事だ。ならば、

「果てろカレトヴルッフ!!」

　叫び、光撃の一発を己は正面方向に叩たたき込んだ。
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　即座の判断を己に許そうと、メアリは自分をスイッチする。

　あの時と同じだ。三百人を斬きって是とした時と同じ。

　何もかもを受け止める覚悟を持てば、あらゆる判断は可能となる。

　かつての決断を思い出し、自分は動いた。

　王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドの光撃を、対人で叩き込む。ＴＳ２Ｈ点蔵様スキスキホームランでは遅い。必要なのはＴＳ２である事は確かだが、振り抜くのではなく、精密な一発としての、

「貫徹……！」

　突きの一撃を、カレトヴルッフへのカウンターとして撃つ。

　振り返りざまに前に踏み込み、全身を起こすようにして、

「──!!」

　撃った。
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〝安あ土づち〟は、大おお坂さか湾上空の大気を読み、軌道を北に向けていく武蔵むさしとの並走を確保していた。

　今、眼下は海だ。地表があった状態に対して、艦の挙動は自由にとれる。

　とはいえ自由の恩恵を受けるのは武蔵側で、こちらは九十度傾いた姿勢も含め、不利が重なるばかりだ。

　……牽けん引いん帯たいで武蔵を確保するべきでしょうか。

　摑つかみ、離れぬようにしてしまえば随分と楽だろう。だが、引き剝はがそうとする武蔵に対し、確保力を必要とされる牽引帯はいつも以上の出力を食われるし、そもそも牽引帯が破壊されたら今後の無茶な機動に支障をきたす。

　計画とは常に無計画と同じなのだと、そんな事を考えている視界に、光が入った。

　何事です、と思うより先に、平ひら野のが眉まゆをひそめる。

「清きよ正まさのカレトヴルッフと、彼女の母の王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドが、光撃をぶつけたんです！」

「その場合、どちらが勝ちますか。──Shaja！」

　ええ、と平野が頷うなずいた。

「見えていますよ、結果は」
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　そう、答えは見えています、と、平野は確認する。

　戦場。手前で炸さく裂れつした莫ばく大だいな光は、全ての戦う場の空気を止めていた。

　これまで、空の中には砲撃音と防護障壁の砕ける音に重ね、幾つもの鳴り音が重なっていた。それは人々の歩く音や身動きの音であったり、装備品がぶつかり合う音だったり、または彼らの武装が生む音だった。

　だが、今、武蔵と安土の上で、その艦橋や砲撃の管制で作る以外の音が消えている。

　カレトヴルッフも王賜剣一型も、対都市級の破壊力をもった武装だ。その一発が激突し、破裂したならば、そこに残る勝者はどちらとなるのか。

　見る。

　誰もが振り向いた視線の先を、しかし早期に見られるのは高所の眺望だ。

　安土艦橋屋上。羽は柴しば勢としては、左さ舷げんの上に構えた者達を他として、最も正しく、近く確認出来る位置がここになる。

　そして散る光が消えていく。

　まず解わかるのは、武蔵の左舷後艦。その内うち舷げん側の甲板が、表面を大きく剝はく離りしているという事だった。

　……爆風ですね。

　パージされた表層部が、幾つかのノイズを得ながらも、甲板上に開いた穴を埋めていく。

　光だ。

　舞って飛ぶ残光と、防護障壁の照らす張り裂けの野の上、影が二つあった。

　立つ影と、倒れた影だ。

「……そうなりましたか」

　己は思わず、呟つぶやいていた。

　視線の先、影が見える。立っているのは、

「清きよ正まさ、……貴女あなたの母ですよ」

　そして彼女の眼前、十五メートル程の位置で、白の機き動どう殻かくが倒れている。

　清正だ。

　彼女は、動かない。
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〝安あ土づち〟は、急ぎ清正の状態を安土の視覚素子で確認した。

　……状態は──。

　気付いたのは、清正が身動きを取っているという事だ。震え、息を荒くしながらも、しかし立ち上がろうとしている。

　カレトヴルッフは彼女の手にない。対する英国王女は王賜剣エクスカリバーを構えたままだ。

　これは、

「清正様が危険だと判断します！　何か援護を！　──Shaja！」

　三みつ成なりがいれば大罪武装ロイズモイ・オプロを使えるだろう。だが、

・８４８：『あー！　すみません！　今、左さ近こん様の確保で輸送艦の手配などしてて！』

　この人、現場責任者の筈はずなのにアシスタント業してないだろうか。

　ただ、不意の声が聞こえた。

　平ひら野のだ。彼女が一つ頷うなずき、台詞せりふを告げたのだ。

「立ちましょう、清正」

　聞く。

「──立ち上がれば、貴女の勝ちですから」





●






　メアリはそれを見ていた。

　……これは──。

　十数メートル先、王賜剣同士の威力が破裂した事によって、吹っ飛ばされた清正がいる。

　正直、すまないと思う。彼女が、まだ相応ふさわしいとは言えない母として、こちらを慕ってくれていたのは解わかるのだ。

　だからぎりぎりを狙ねらった。

　撃つのは彼女ではなく、カレトヴルッフだ。

　光撃の発射タイミングは自分の王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドと同じ。狙いも自分と同様にまっすぐなものだと、そう決めた。そのような決めつけがなければカウンターの攻撃は放てないからだ。

　その通りに、清きよ正まさが撃ってきた。

　ゆえに自分はカウンターを合わせ、ＴＳ２Ｔ点蔵様スキスキスラストを叩たたき込んだ。

　威力は当たり、しかしこちらが優勢となった。どうしてかは解らないが、向こうの一発に〝芯しんがない〟という手て応ごたえを感じたのは確かだ。

　結果として、爆風もあちらに飛び、清正が倒れ伏し、こちらは無傷となるのだが、

「あれは……」

　見る限り、清正も無傷だ。

　爆風を食らい、吹っ飛んだものの、その身体からだや装備に破損や負傷は無い。突然の弾はじかれに対し、装備のアジャストが効いていないのと、身体が驚いてしまっているのだろう。

　良かったです、と思うと同時に、疑問が来る。自分が今のを受けたとしても、あのように無傷でいられるだろうか、と。

　否、自分は耐えられる筈はずだ。何故なぜなら、

「王賜剣一型」

　これが、神格武装として己を守ってくれるだろう。そういう刃やいばだ。だが、清正の場合はと、そこまで考えた時だった。

　お互いの間に晴れていく光の芥あくたから、あるものが見えた。

　清正の頭上、そして眼前の位置に、緩く回りながら、降りてくる物がある。

　あれは何か、己は知っている。

　王賜剣一型が、共鳴の響きを放った。

「──カレトヴルッフ」

　こちらが撃ったと思った長なが槍やりが、清正を守るように浮上し、立っていた。
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「カレトヴルッフ……？」

　清正は、身を起こしながら、それを見ていた。

　……どういう事ですか？

　今まで、カレトヴルッフは、単なる武装だった。神格武装とは言われていたが、意思を持っている事を示した時はないし、自律で動いた事もない。

　これは、制作時から発生していた事実だ。

　王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドと二型を合わせた時点で、双方の意思などが混在し、そういったものが無くなってしまったのだと、そう言われてきた。

　だが、別に機能的に問題は無い。加速器としても使え、光撃も放てる。特に光撃の蓄積は王賜剣一型に比べて速いと言われており、自分としても優位を感じていたくらいだ。

　その一発が、しかし負けた。

　カレトヴルッフの方が後発で、王賜剣一型と二型を合わせたものなのに、だ。

　負けた理由は、だが、理解出来ている。

　王賜剣一型は、母達を守るための神格武装として自律している。

　自分のカレトヴルッフは違う。これは単なる武装だ。だからぶつかり合えば、ただ出力を放っているだけのカレトヴルッフでは、意思持つ刃やいばの力に敵かなわない。

　その筈はずだった。それなのに、

「カレトヴルッフ……」

　王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフとして作られた武装が、自分の正面に浮上している。

　己の意思で、こちらを守るように立っている。これは、

「……っ！」

　迷わず手に取った。両の腕で摑つかみ、そして、

　……く……！

　力が、光としてこちらに逆流し、花を散らした。
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　清きよ正まさは、痺しびれた。

　あらゆる感覚と全身が、芯しんからカレトヴルッフの柄つかを剝はがせなくなった。

　英国を守る聖剣。母を守る刃が、今、自分を認めたという誇り。

　……これは──。

　王賜剣一型だ。母の放った一撃が、恐らくカレトヴルッフの目を覚ました。否、カレトヴルッフ自体は既に制作時から起きていたのだろう。

　ただ、こちらを主あるじとして認められなかっただけだ。

　だが、母には王賜剣一型がある。

　そして自分もまた、母を守ろうとしている。

　それが今、王賜剣一型の一撃で、カレトヴルッフに届いたのだ。

　もはやカレトヴルッフは黙らない。この世界での母が王賜剣一型に守られているならば、三型として、また別の方法で母を、英国を守ろうとする。

　ならば先程の交こう錯さくは、カレトヴルッフにとって、過去の姿と使命との決別だ。

　今こそ、この聖剣はこちらを主あるじと認め、

「──目的を同じくしましょう、我が剣！」

　全開の白い花が己の髪から全域に散り、機き動どう殻かくを震わせた。光を散らす雷撃のような痺しびれは、自分の腕と全身を揺らし、

「王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフ！」

　行けます、と、そう思った。大きく息を吸い、両手で王賜剣三型を頭上に振り回し、正面に止めた直後に叫んだ。

「果たして下さい！　我が聖剣！」







[image: 第三十二章『宣誓地の両者』]
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　あり得ない筈はずの二発目が放たれるのを、母との相あい対たいを始めた糟かす屋やは見た。

　……どういう事ですの!?

　解わかるのは、清きよ正まさの人生が恐らくこのところで確変入って絶頂状態だという事だ。

　……告白成功で成果も挙げて王賜剣エクスカリバーが懐くとか、要素が揃そろい過ぎですけれど……。

　清正にカレトヴルッフが応じたのか。またはカレトヴルッフが清正に力を貸したのか。自分には解らない。

　ただ、放たれた光が炸さく裂れつした。それも、

「今まで以上ですのよ!?」
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　放たれる光を前に、叫びが一つ生まれた。

　点てん蔵ぞうだ。身を起こし、先程受けた衝撃を呼吸一つで身体からだから捨て、

「メアリ殿！」

　メアリはもう一度迎撃の王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを放つつもりだ。だが、

　……違うで御座るよ！

　清正の狙ねらいが違う。先程はこちらを狙ったものだったが、今は別だ。

「──武蔵むさし野の艦橋で御座る！」

　叫んだ直後。光が交こう錯さくした。

　王賜剣一型と、三型の刃やいばが、切り結ぶような高さと軌道で激突したのだ。
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　光が割れ、音が響いた。

　先に発射された光の大剣に対し、斬ざん撃げきで対応した次の光剣が、その全面で砕かれたのだ。

　王賜剣一型の刃が、己の改良とも言える三型の刃に破壊される。

　突きと斬撃のぶつかり合いだ。

　一型の刃は、正しく、相手を両断する動きをしていたが、届かなかった。

　数百メートルの規模にまで展開した光刃が一斉に砕け散る。

　光は轟ごう音おんと言うには高い爆砕で鳴り、そして走った三型の刃が、斜め打ちに武蔵野艦橋に到達した。

『防護障壁展開……！　──以上！』

　清正の上陸時点から、前もって用意はあった。

　王賜剣を防ぐには充分と想定された四よん桁けたの防護障壁が、武蔵野、奥おく多た摩ま、多た摩ま、村むら山やまという四艦の助力によって展開。

　それら全てを王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの刃やいばが貫通した。

　一拍遅れて流体光に爆発する防護障壁の圧の中、疾しつ駆くする刃は減衰したものの、

「届きました！」

　清きよ正まさの叫びと同時、武蔵むさし野のが震動した。

　武蔵野艦橋左さ舷げん、その橋脚の後部上方に斜め差しの一撃が突き刺さったのだ。
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　防護障壁が砕かれた時点で、既に緊急警報が鳴っていた。

〝武蔵むさし〟は、手元に来る報告を全て共通記憶に転送するよう、処理用の表示枠サインフレームを出して情報封フオルダに叩たたき込むと、酒さか井いに視線を向けた。

「不手際、お騒がせしました。──以上」

「まあ、不慣れでしょ〝武蔵〟さん、こういうの。──以上」

「慣れがあるとしたら、柴しば田た公の乗り込みや、人狼女王レーネ・デ・ガルウの〝えいっ　えいっ〟くらいしか前例がありませんが、あれが特殊案件だというのは理解しております。──以上」

　言っている間に、眼下で光が弾はじけた。

　王賜剣三型の一発が、出力を失って自壊したのだ。

　直後。再び報告と対処の表示枠が一斉に出るので、また情報封に叩き込む。既に担当の自動人形達が寸断された経路のシャットダウンや別経路の確保などを行っているのだ。

「武蔵野で良かったと判断出来ます。中央艦であるため、周囲の艦からの補助が利きますので。二、三分の不備で済むでしょう。──以上」
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・浅　草：『武蔵野、……良かったんです、か……。──以上』

・武蔵野：『いえ、まあ、トータルのダメージコントロールとしては、ありかな、と判断もするのですが……。──以上』

・奥多摩：『それ、私でも良かったって事になりますよね!?　ね!?　ダメコン！　でも、こっちにその仕事回ってきても、大だい丈じよう夫ぶですよね！──以上』

・多　摩：『ううん、奥おく多た摩まだと大迷惑だと判断出来るの。──以上』

・奥多摩：『え!?　それは奥多摩が武蔵の中枢として掛け替えないからですか！──以上』

・約全員：『…………』

・奥多摩：『な、何ですか、その沈黙！　〝奥多摩〟だって対処出来ますよ！　本当ですよ！──以上』
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　莫ばく大だいな光だけがある世界に、幾つかの動きが見えていた。

　空に散った二重の聖剣の光爆が照らし、ひたすらに降って主張する下、清きよ正まさが王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを引き、同時に走った。

　対するメアリは呼吸を入れ直し、前を見て王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを構え直す。

　彼女の後ろから走る姿は、点てん蔵ぞうのものだ。

　メアリの前に飛び込んだ彼は、迫る清正の足元に合わせて苦く無ないを投じた。

　直後。清正が飛んだ。

　カレトヴルッフの余力を加速器に入れ、苦無ごと点蔵を飛び越えたのだ。

　メアリに向かい、彼女は全身で当たるようにして、

「御お母かあ様さま、失礼します！」

　王賜剣三型を叩たたき込む先は、

「もはやその刃やいばでは、何も守れません……！」

　王賜剣一型が迎撃に振られる。

　どちらもまっすぐで、ただ、力が違った。

　二つの刃が激突し、火花が散り、その朱あけの色が空から降る流体光の蒼あおに反した時だ。

　弾はじけた。力ない音がメアリの手先から砕けた。

　破砕だ。

　王賜剣一型の刃が、圧壊するように割れ、

「────」

　硝子ガラスを壁にぶつけるように、王賜剣一型の剣身が崩壊した。
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「メアリ殿！」

　点蔵は振り向き、メアリに走った。

　手の中の、刃が砕けていく王賜剣エクスカリバーを呆ぼう然ぜんと見るメアリに走った。

　左手に柄つかを持ち、零こぼれ落ちる剣の欠片かけらを空中で拾い集めようとするメアリに走った。

　……失敬！

　メアリの姿勢を考慮せず、横抱きに引っ攫さらう。

　そして自分の身体からだをスピンさせ、そのウエストにメアリの身体を乗せて回し、お互いの位置を正しいものへと変化させると、

「──メアリ殿！」

　受け止めるように、定位置で彼女を抱き上げホールドした。

　対するメアリは、何が起きたか解わからなかったらしい。一瞬、手元の王賜剣エクスカリバーの柄つかや、宙に散った刃やいばを拾い集めようと、空をつかみかけていたが、

「え？　あ、あの、点てん蔵ぞう様？」

　こちらを見上げる顔色が悪い。緊張も露あらわにしていて、

　……ここまで狼狽うろたえているメアリ殿を見るのは、珍しいで御座るな。

　初めて正体を見た時や、倫敦ロンドン塔の前で御家族と向き合った時以来だろうか。だが、

「点蔵様、あの──」

「メアリ殿」

　己は言った。

「今、心に浮かんでいる言葉は、過ちで御座る」

　メアリが、こちらの顔を見上げ、口を開いた。だがすぐに深く頷うなずき、

「はいっ」

　安あん堵どしたように、しかし眉まゆを下げた笑みを見せるメアリを見て、己はここでもう一度告白をしたくなったが我慢した。

　王賜剣の柄は抱かせておいて、破片については回収する時間帯ではないだろう。今、気をつけるべきは、

「……っ！」

　王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの片刃が、後ろから突き込まれてきた。

　清きよ正まさだ。

「──何が過ちです!?」
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　メアリを庇かばい、刃を左のスライドでかわしたこちらに、しかし片かた鎌がまが追ってきた。機き動どう殻かくのパワーアシストにものを言わせて、突き込んできた軌道をそのまま外に振ったのだ。

　人間でも出来る動きかも知れないが、常に的確を出せるかといえば、無理だろう。

　こちらを見て、まっすぐに突き込んできてから発生する攻撃方向変化。自分がそれを予測出来るのは、一度視界で全てを確認しているからこそだが、

　……この御ご仁じん、どれだけの訓練をしてきたもので御座るか！

　これは、現在のような広い場所と、光が何もかもを照らしている現場では危険。

　相手にとって有利な戦場である上に、

「貴方あなたが……！」

　清正が眉まゆを立て、攻撃を繰り出してくる。自分は、メアリに清正を見せぬようにしているが、胸の中、抱いた彼女はやはり投げかけられる言葉を気にしてしまう。

　何か言いたげなメアリが、しかし黙って、背後を気遣いつつも最終的にこちらを見るのは、

　……やはり、先程の自分の言葉を、信じて御座ろう。

　今、自分達には、今までに無かった事態が降りかかっている。

　……未来から子供が来て？　王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドが砕かれて？　更に刃にん傷じよう沙ざ汰た？

　最後のは自分に責任が全部あるような気もするが、何かあった場合、自分達は共に立ち向かったり、話し合って乗り越えていくと決めているのだ。

　メアリが、一時の思い任せに何かを言うのは、止めるものではないが、しかし、それで決めるものでもない。

　過ちだ。

　焦ってはならない。ゆえにこの事態から遠ざかり、そこで何もかもをまとめるべきだと自分は思い、メアリも同意したのだが、

「貴方あなたが、いつも、御お母かあ様さまを支配していました……!!　御母様、いつも帽子をそばに置いていて……！」

・俺　　：『本体は残したかー』

・●　画：『じゃあ別に問題なかったのね』

・労働者：『点てん蔵ぞうも、なかなか味な事をするな！』

・十ＺＯ：『帽子は帽子で御座るよ──？』

　しかし思う。そこまでメアリがこちらを慕っていてくれたとしても、だからといって清きよ正まさを蔑ないがしろにする訳がない。

　……別れの辛つらさをどう紛らわすかで、こちらに思いが向いてきたので御座ろうな。

　誤解で御座ろう、と、己は思う。だが清正には通じまい。

　自分がメアリと共にいたのは、事実なのだ。だから、

「貴方が御母様を解放していれば……！」

　その場合、どうなると思うのか。清正が叫んだ。

「御母様は、笑って私と話をしてくれた筈はずです……！」
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　……あ、いかんで御座る。

　思ってはいけない事を、己は、ここでちょっと本気で思ってしまった。

　清正の言う事が正しいと、そう感じたのだ。

　罪悪感ではない。何しろその罪悪を自分はやっていない。

　しかし、自分だったらそうしてしまうかな、と、そんな事を思ったのだ。

　だからこう感じた。

　……すまんで御座るな。

　腑ふに落ちた。

　納得が、ふと、清きよ正まさに対する抵抗の意思を消してしまい、それがために回避が遅れた。

　背後。機き動どう殻かくの踏み込みを一つ立てて、風が駆け込んできた。

　清正だ。

　マズい、と思った時には遅かった。

　首の高さが危険だと思い、左にスライド。直後に右頰ほおを刃やいばが後ろから前に突き抜け、

　……片かた鎌がま！

　首を下に振った瞬間、頭上を片鎌の刃が瞬発した。

　だが、遅れた場所があった。

　足元だ。

　背後から来る相手、清正は、同時攻撃をこなすのだ。

「く……！」

　左足を上げ、右足を左にスキッドさせるのが限界だった。

　甲板から離れ切る事のなかった右足首の外を、下段打ちの穂先が削った。

　直撃ではない。脛すねの装甲もある。しかし刃は金属の脛当てを割り、くるぶしの骨を一瞬で撫なでた。

「点てん蔵ぞう様！」

「え？　何で御座るかな？」

　……うわー、自分、超強がりで御座るな！

　反射的にそれが出来たのはメアリの手前だ。全裸とか他の連中の手前だったらダッシュで逃げてるだろう。そのくらいの分ふん別べつはあるで御座る。

　だが、ダメージはある。出血は始まるし、靴の中に血が入れば踏み込みが確かではなくなるし、何よりも気が散る。

　……危険に御座る……！

　そう思った時、

「お？」

　回避の踏み込みのための足元が不自然に浮いた。

　砂を踏んだと、そう思ったが、違う。これは、

　……先の王賜剣エクスカリバー同士がぶつかった時に生じた、甲板の剝はく離り！

　大規模に起きていたものだが、自分の足場としては気にならないものの筈はずだった。だが、ここまでよりもその破壊が大きく、足を浮かせるのは、

「──二度の激突の直下です！　そこは！」

　足元が光に埋まっていたのと、背後を気にしていたので、見失っていた。

　思えば、清正がすぐに行った接近は、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの加速器によるものだった。

　この場所の破砕状況が酷ひどい事に気付いていて、しかしそれをこちらに気付かせぬための加速器使用だとすれば、

　……追い込まれて御座ったか!?

　思った瞬間。次の一撃が来た。

「く」

　迂う闊かつに踏み込んだ右足は、負傷もあって頼れない。

　左足のみで何処どこまで回避が出来るかと、そう思った時。不意に横から力が来た。

「すみませ────ん！」

　聞いた事がない声で御座るな、と判断した直後。己は顔面に直ちよく蹴げりを食らった。
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　清きよ正まさは、自分が打とうとしていた相手が、いきなり横から顔面に直蹴りを食らって、母を抱いたまま横に空中二回転をして、しかし両脚からちゃんと着地をしたのを見た。

　……まあ。

　体術だろう。見事ですね、と思って、ふと我に返る。

　……この人は、私の敵なんです！

　だが、その敵を直蹴りで吹っ飛ばした声を、己は知っている。それは自分の敵に対し、

「うわあ！　大だい丈じよう夫ぶですか！　ちょっと加勢しようとして勢いつけたら止まらなくなっちゃいまして！　ブレーキ掛けようとしたら足場が悪くて滑って顔面キックを！」

　と、自分の敵が、しかし動かない。

　何かと思っていると、彼の陰から、抱き上げられていた母が、その頰ほおに触れ、

「あの、点てん蔵ぞう様？」

「──ァハイイ!?　え？　何？　何で御座る」

「うわあ──！　意識飛ばしてましたか！　すみません！」

「いや、というか、貴殿誰だれに御座る!?」

　飛び込んで来た乱入者が、自分の敵と母に一礼した。腰まで頭を下げる見事な動きだ。

　そして彼女が名乗った。

「──ウニです!!」
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・巨　正：『えっ……？』

・ＡｎＧ：『何か始まった？』

・巨　正：『……いえ、あの、何か、私の知っている人が、知らない名前を』

・つるぎ：『どうしたんです清正、そこにいるのは可か児にですよ？』
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　清きよ正まさは、やや考えて、聞いてみた。

「あの、可か児に様？」

「違います！」

　断言で全否定された。

「ウニなんです！」
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・巨　正：『…………』

・黒　狼：『き、清正!?　武蔵むさし上では何が起きても驚いてはいけませんのよ!?　そういう場所だと母達から聞いていましたでしょう!?』

・巨　正：『いえ、あの、ソレが今、目の前で起きなくても……』

・□□凸：『考えるより先に動きましょう！　それが一番ですよ！』
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　点てん蔵ぞうは、足場が悪い中、とりあえず摺すり足で五メートル程離れた。

　……と、とりあえずここまで来れば安全圏！

　何が何やら解わかっていないという顔のメアリには済まないが、下ろせない。すると、

「そこ」

　清正が、こちらの背に告げた。

「御お母かあ様さまに傷一つ与えないように退避して下さい」

「貴殿の要請、──承うけたまわったで御座る」

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手が頷うなずいた。

　ならば自分も、首で振り向き、

「ええと、ウニ殿」

「Ｔｅｓ．！　──じゃなくてＪｕｄジヤツジ．、ですね！　明あけ智ち勢としてウニ来ました！」

　体育会系で御座るなあ、と思いつつ、そういえば三み河かわ湾を出る際、明智勢としての加勢が安あ土づちからこちらに送られてきたのだと想起する。しかし、

　……あれ？　確か可児という御ご仁じんでは。

　確か、本人確認には二ふた代よが行っていた筈はずだ。ちょっと向こうも忙しそうだが、聞いてみる。

・十ＺＯ：『二代殿、ちょっといいで御座るか？』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄ．！　こちら良いところで御座る！　──タイム!!　切ーんーない──！』

　やらかした。

　正直、相手が誰だれかは解わからないが無む茶ちや苦く茶ちやすまんで御座る。

　そして数秒あってから、

・蜻蛉切：『何で御座るか忍者。キャラの薄さなら拙せつ者しやどうにも出来ぬで御座るぞ』

・十ＺＯ：『それ三み河かわの時のネタで御座るが、自分の認識そこから全く変わってないで御座るな？　──で、ええと、ちょっと聞きたいので御座る。安あ土づちから来た人員で御座るが──』

　ああ、と二ふた代よが応じた。向こうでも思い至る事があったのだろう。

　やや間を空けてから、二代がこう言った。

・蜻蛉切：『エビ殿に御座るな！　元気でやって御座るか！』
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　点てん蔵ぞうは思った。とりあえずこの問題は後回しにしようで御座る、と。

　……出世魚か何かの異族かもしれんで御座るしな……。

　未知の風習や慣習もあるのだ。触れてはならない事もある。ならば、

「ウニ殿、──ここは任せるで御座る！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、頑張ります！」

　……あ、コレは本気で御座るな。

　第一特とく務むとして指揮を執る側にもなれば、返答一つで相手がどのくらい本気かは解る。

　これは、怖い相手だ。

　戦闘系の特務級達や、二代、成なる実み達が持つような、全力を尽くす事に疑問を感じないタイプの手合いだと解る。

　敵であったら、この人材が乗り込んできていた訳だ。

　その事に軽い危機感を得たが、今は逆なのだと思う。そして、

　……清きよ正まさ殿が、自分らを追うのを止やめたのは、そういう事に御座るか。

　ならば、と頷うなずきを一つ置き、己はメアリを抱き上げ直すと、

「失敬……！」

　急ぎ、走った。

「点蔵様！　何処どこへ……!?」

　行き先は決まっている。

「奥おく多た摩ま艦首甲板。──トーリ殿達のいる場所に御座るよ」
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　可か児には、軽くステップして、足場を確かめた。

　周囲は光に満ちていて、広くて、隠れる場所など何も無い。そして相手は清正だ。

「清正先輩と相あい対たい出来るなんて、夢のようです！」

「私としては、複雑です」

「どうしてですか!?」

「これはどう考えても身内の削り合いですよ？」

「違います！」

　それは違うと、己は思った。

「清きよ正まさ先輩は羽は柴しば勢で、自分は明あけ智ち勢なんです！」

「でも元は同じ羽柴勢ですよね？」

「違うんです！」

　己は断言した。

「今の清正先輩は羽柴勢でも、自分は明智勢なんです！」





●






「違います、か……」

　清正には勝算があった。ここを切り抜け、最も両得になるには、

　……自分から敗北を認める事ですね。

　その方法が一番だと、そう思っていた。

　これならば、自分もウニも傷つかず、また転戦や、安あ土づちに戻る事が出来るだろう、と。

　だが、違った。

　……全く。

　気を回し過ぎなのと、自うぬ惚ぼれが過ぎている。ウニはこう言っているのだ。

「明智勢としての役目を与えられたのだから、それに準じる事こそが誇りですね」

　こちらが、羽柴勢として彼女を見て、気遣うのは侮りだ。

　しかし、ウニが言った。笑みで言った。

「違います!!」

　何が違うのか。

「羽柴勢と明智勢なら、全力でぶつからないと駄目なんです！」

　何故なぜなら、

「神かみ代よの時代、──そうであった筈はずですから！　失礼は出来ないです！」
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　ウニは、清正が両の手に王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを構えるのを見た。

　……わ。

　無言で空気だけが動く雰ふん囲い気きは、なかなか無い。無音のまま、周囲に降る残光を髪に揺らして清正が言った。

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。──私の襲しゆう名めい元も、この山やま崎ざきの合かつ戦せんには参加しているのです」

「知ってます！　既に羽は柴しば様の期待を得ており、毛もう利り攻めの最中にも敵城一番乗りを果たすなど、成果をあげているんです！」

「福ふく島しま様もいたのを、知ってますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　あの大おお谷たにさんや、蜂はち須す賀か先輩もいたそうです！」

「では何故なぜ、ここに？」

　Ｊｕｄ．！　と己は応じた。

「何処どこに行こうか迷っていたら、空に大きな光が散ったじゃないですか！　あれをやってる人は、きっと全力でやってると、そう思いました！　来たら清きよ正まさ先輩がいました！」
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　清正は、息を詰めた。だがそれは、己を責めるものではない。

　……そうですか。

　全力。

　そのように言われると、確かにそうだと思う。しかし、

「ウニ様」

「Ｊｕｄ．！　何でしょう！」

「私は、今、酷ひどく汚い戦いをしていたのです」

「そうなんですか！」

「Ｔｅｓ．、──長年の、自分の独りよがりをぶつけて、清々しようというような、そんな、胸を張る事の出来ない事を吠ほえ、八つ当たりしていたのです」

「そうなんですか！」

「──そんな事をしていた相手との相あい対たいが、良いのですか？」

　問うた。するとウニが即答した。

「いいです！　だって──」

　ウニが両手で空を仰ぐ。天上に散った光に触れるように背伸びして、

「だって、これは全力ですよね!?」

「ええ、そうです」

「だったら、他の事は他で任せます！」

　言われ、自分は言葉を失った。

　割り切りと言うべきか、考え方が違うと言うべきか、それはどうかと言うべきか。ただ、

「────」

　ふと思った。戦う事への意義と、自分の意義が正しく分けられたら、随分と楽だろう、と。

　……ウニ様。

　ここまで自分は、汚かったと、そう思う。しかし、

「相あい対たいを御願いします」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　そのつもりで来ました！　さっきのみたいなの、御願いします！」

「えっ」

　あれはよく解わからないテンションパワーだったと思うが、善処はすべきだろうか。

　ただウニが、期待の視線で言う。

「自分、あんな事出来ません！　今まで相対してきた人達もそうでした！　皆、凄すごい力を持っていて！　自分、どんだけ力を出しても敵かなわなかったり、届いても負けてるだろう自分コレ、ってのばかりで！」

　でも、

「自分の全力、どのくらい届くのか、どのくらいのものなのか、解るの好きなんです！」

「好き？」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と応じられた。そして、

「全力出さないと、噓うそですから！　だから──」

　だから、

「さっきの清きよ正まさ先輩の全力は、噓じゃないと思います！」





●






　清正は、内心で息を一つ吐いた。

　……そうですね。

　随分と楽になった。

　母達への思いはいろいろあり、それは今夜で解決出来るものではないと感じる。

　だが、そこで振るった力は噓ではない。

　ならば後は、思いをどう捉とらえるか、なのだろう。

　力を悪いものにするかどうかは、己次第だ。ならば、

　……認めましょう。

　己はそう思った。

　あのような全力を尽くせる程、自分は、ずっと、思いを抱えて来たのだ。

　汚いかもしれないが、噓うそではない。それが解わかれば、捉とらえ方は変えていける。

　ならば今は、

「ウニ様」

「Ｊｕｄ．、何でしょう！」

「──始めましょうか。山やま崎ざきの合かつ戦せんを」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　宜しく御願いいたします！」

　声と共に、可か児にが両手を振った。

　素早く走った手の平の軌道に、

　……大おお槍やり！

　機き殻かく槍やり〝笹ささ群むら〟が八本。既に加速域に入っており、

「頑張ります！」

　可児が、こちらに突とつ撃げきを掛けてきた。







[image: 第三十三章『穴場の目立ち者』]
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「前進だ！　前進を掛けな！　今が機会なんだ！」

　武蔵むさしの左さ舷げん三番艦。艦首側の左右を結ぶ回廊で前線を率いるのは上こう坂さかだった。

　防護障壁に頼るのは好ましくないが、敵の密度が高い。だが、僅わずかに敵の連携に綻ほころびが生じていた。

　……加か藤とう・清きよ正まさのおかげか！

　彼女が叩たたき込んだ王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの一発が、武蔵むさし野の艦橋に届いたのだ。

　それは〝届く〟という一つの事実を武蔵勢と羽は柴しば勢のお互いに与えた。

　武蔵勢にとっては、この戦いは、前線で終わらず、中枢に至るものだと。

　羽柴勢にとっては、この戦いは、飾り等ではなく、実質に出来るのだと。

　解わかった。

　ゆえに武蔵勢は防御を中心に浅く引き、こちらは被かぶさるように押した。

　これまで、どちらも、定型的な攻撃と防御のバランスを持っていたが、変わった。

　こちらは攻める。

　あちらは守る。

　だがこの状態は、自分達にとって有り難いと言えば有り難い。

　自分達は異族ばかりで組まれた特殊部隊だ。

「攻撃専念ってのは、あたし達の得意分野なんだよ……！」

　押す。

「行け！」

　前に出ろ。もはや銃弾など、顔だけ守ってただ行け。身体からだに数発受けたぐらいで泣くような身体だったらこの部隊にいない。それに、

「賤しずヶ岳たけではリーダー任せで散々楽しただろ！」

　前に出る。回廊を突っ走り、距離を詰める。

　防護障壁に弾丸が当たり、光に割れ、しかし突撃の鉄てつ槌ついを顔に翳かざしてガードとして、

　……届いた！

　敵の構えた防護障壁に、鉄槌が至る距離に来た。

　ならば後はただぶつけるだけだ。対流体加工の為なされた掘くつ削さく装備で、

「食らえ……！」

　叫んだ瞬間。横から巨大な一撃が来た。

「ン……ォゴオオオルデンハンマアアアアアアア!!」

　流体の大鉄槌が、加速付きで左からぶち込まれた。

　……は!?

　思ったと同時。上こう坂さかは直撃を食らった。
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　柳生やぎゆう・宗むね矩のりは、ぎりぎりのタイミングで間に合った事を悟った。

　……ここまで攻め込まれているとは！

　加か納のうの指示によって、各所の危険地帯と、退避ルートの確保を行っている最中だ。ここ、青梅おうめ艦首側回廊は特に危険とされており、この守りをどうするか確認に来たのだが、

「武蔵むさし野の艦首に攻撃が届いた事で、勢いづいたか！」

「だったらどうする!?」

　返る声に、己は振り向いた。

　同時に身を低くして回避。すると自分の頭があった空間を鉄てつ槌ついが薙ないでいった。

　風音に見れば、先程自分が打撃した相手だ。女だからと言って容赦するなと加納に言われている通り、一発を確実に叩たたき込んだが、

「異族の耐久力か……！」

「小こ僧ぞうにしてはいい一発だったよ！」

　ならば、と己は黄金槌ゴールデンハンマーを振りかぶりながら操作した。加速系を組み替え、

「加速器が青から赤に移動します……！」

　制御無しの速度重視に変形させ、前に出た。その時だ。

　首の後ろ辺りに、焦げるような擦過の感覚を得て、己は振り向いた。

　背後。皆がいる。防護障壁を構えて壁を作っている。だが自分は叫んだ。

「退避──!!」
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　まずい、と宗矩は思った。

　今、叫んだ内容に対し、皆は戸惑っているのだ。

　それはそうだ。ここは守りとして重要な場所で、死守すべき箇か所しよだ。だが、十二人横列の三段重ねで作っていた防護の壁をここから見れば、おかしいとすぐ解わかる。

　数だ。

「二列目！　十三人目は誰だれだ!!」

　指摘の言葉に、皆が顔を見合わせた。

　直後。いきなりの光が散った。

　守りの壁を作っていた全員が、その五体を守る術式や障壁を断ち割られ、吹っ飛んだのだ。

　一瞬だった。倒れる人影の数を、己はしかし瞬間的に計測した。

　……三十六人！

　二列目が十三人だった事を考えると、一人足りない。

　後列はある。だが誰だれもが、その人影を見ていた。

　いた。

　忍者の技術を持つ己にとって、いきなりそこに現れたとしか思えない姿。極東制服の形に、布袋を接続した影を、己は知っている。

　かつて、IZUMOにて合流した事があるのだ。一時なりともこの艦の乗客となれば、自分は役目柄記憶している。その正体は、

「真さな田だ十じゆう勇ゆう士し、──穴あな山やま・小こ助すけ!!」
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　穴山は、名を叫ばれた事をちょっと恥じた。

　……忍者なのに名前呼ばれるとは恥ですねえ。

　いやはや、と眉まゆを下げた笑みを作り、宗むね矩のりと、背後の武蔵むさし戦士団に手の平を立てる。

「すみませんね。ちょっと立場上、ほら、そろそろ羽は柴しば勢と正式に合流しておかないと駄目な訳です」

「それで安あ土づちに乗り込んでいたのか!?」

　宗矩の言葉に、何か言おうとして、ふと自分は苦笑した。

「……いえ武蔵に、と言いたいですけど、噓うそは止やめましょう。伊い佐さ君達とやらかしてから、武蔵は侵入者への警備が厳しくなりました。だから君の言う通り、安土経由ですよ」

　一息。己は軽く肩をすくめ、

「動かないで。御願いします。御願いしますよ？　いいですね？　何しろ根ね津づ君と由ゆ利り君が狙ねらっていますからね。──ちょっと交渉しましょう」

「俺おれに権限があると思うか？」

「いえ、君もですが、それよりそちらの異族部隊副隊長」

「あたしかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──どうです？」

　己は、背後で倒れ、急ぎ回収されていく武蔵戦士団を後ろ手に示した。

「私達の合流の挨あい拶さつとして、如何いかがです？」

「気に入らないね」

　即答だ。対するこちらは、ほう、と頷うなずくが、大体のところは解わかっている。

「異族部隊は、〝助けられる〟のが嫌ですか」

「そのままやってりゃ、あたし達の力で通れたからね」

「それは余計な手伝いを」

　横からビームが来た。
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　宗むね矩のりは、高台からぶち込まれたビームと爆風に対し、皆を退避優先で指示しながら、その光景を見た。

　それは、報告では追われていた筈はずの従士が、いつの間にか追う形になっているもので、

「あっ！　すみません！　すみません！　当方担当の駒こま王おう丸まるが迷惑を掛けまして！　なるべくこのターンでどうにかしたいのでお見逃しお願いしま──す！」

　轟ごう音おん立てて走って行く大型の機き動どう殻かくと、それを追う従士に、彼女の部隊もトレインだ。

「こらぁ──!!　勝手にビームを撃たない！」

　木き曽そ・義よし仲なかにこんな台詞せりふ吐けるのはなかなか無いだろうな、と宗矩は思い、

「──あ」

　眼前。いきなりの事に、武蔵むさし慣れしてない真さな田だ十じゆう勇ゆう士しや異族部隊が、走って行った連中を見送ってしまっている。自分はその事実に気付き、

「総員構え──！」

　ここの防御は削られ、いずれ破られるだろう。ならば、状況を報告した上で、

　……遅滞行動に変え、相手を誘導した方がいい……！

　戦場の流れが変化した。宗矩はそう判断して、大おお久く保ぼに言葉を投げた。

・■──：『御嬢様！　──青梅おうめ表層部は敵側の支配下に置かれる可能性が高いです！』
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「そういう事か」

　奥おく多た摩ま艦首甲板、その入口となる艦尾側階段に座っていた大久保は、こう思った。

　……相手の動きと行動から、全体の流れが読めてきたな。

「青梅集中で、真田十勇士まで乗り込ませたか」

　宗矩からの報告では、真田の乗り込みは乱入に近いようだが、相手の指揮は竹たけ中なかだ。ハイリスクでハイリターンなら、許容はあろう。どちらにしろ、結果として、

「青梅艦首側の回廊は、時間次第で突破されるわな」

　牽けん引いん帯たいを兼ねた太縄通路を外せば、中央艦に乗り込まれる事はない。が、牽引帯を兼ねた通路を落とせば、僅わずかながらにも武蔵の挙動を乱す事になるし、兼かね定さだの発射にも支障をきたす事になる。

　……かもしれない、でズルズルと切るべきものを切れないのは危険やな。

　青梅だけが、という思いはあるし、きっと、相手が狙ねらっているのもそれだ。

　まだ安心、と自分に言い聞かせていると、いつの間にか致命な状態になっているかもしれない。その愚は避けたいし、

・長安定：『──副会長、聞く暇あるか？』

・副会長：『おお、変な状況報告ばかりで現実を見失うところだった。大だい丈じよう夫ぶか？』

　……どういう意味やねん……!?

　大丈夫と言うのが、こっちへの気遣いなのか、お前もか、という意味なのかが計れない。ただこちらは手元の状況報告を確認し、自分の見解を告げる。

・長安定：『こっち、第一特とく務むが急ぎ退避して来てるな？』

・副会長：『ああ、──何か大変そうだな』

・長安定：『Ｊｕｄジヤツジ．、戦闘終えた主力は、ここに来るようにしとき。アンタもや』

・副会長：『何だ、寂しいのか？』

・長安定：『馬鹿か。状況の推移や。説明は後でする。──奥おく多た摩ま艦首に来られなくても、中央艦には来るように言っておき。こっちは左さ舷げん艦にいる人員を中心に、そのように手配しとく。自動人形達は残留とするけど、その方が防護も楽や。──ええな？』

　問いかけに、しばらく間があった。

　だが、こちらが何も思わず待っていられる間に、返答が来た。

・副会長：『──Ｊｕｄ．、じゃあそっち行くか。寂しいのか、仕方ないなあ』

　この女……！　と思ったが、気付いた。

　……真さな田だが乗り込んでいるからか！
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　大久保は憶おぼえている。かつて有あり明あけにて武蔵むさしが改修されていた時、密ひそかに乗り込んできていた真田十じゆう勇ゆう士しによって、自分達は暗殺され掛かった事があるのだ。

　あれは厄介だった。

　こちらの動きなどは監視されていて、しかしだからこそ逆に囮おとりとして自らを使う事で相手を導き出したものだが、副会長にはその時の記憶と警戒があったという事だろう。

　先程の通つう神しんも、彼女はこちらが何処どこにいるかを言っていない。〝そっち〟など、不確かな物言いに終始している。

　状況は理解出来ているのだ。彼女の護衛には、加か納のうがいるから大丈夫だろう。だとすると、

「いかんわ」

　自分が軽挙だったとは思う。こっちに監視がついていたら情報がモロバレだ。

　……自分が小物と評価されていたり、目立って見つかってなければなあ……。

　いつもと逆の事を思わざるを得ないようで、少々憤いきどおる。

　だが、手元の表示枠サインフレームでは、こちらの指示より先に奥多摩艦首へと向かっている者達がいる。その中で注視するのは、さっき自分も気にした通りの、

「──英国王女と、第一特務やな」
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　第一特とく務むとして、点てん蔵ぞうは急ぎ奥おく多た摩まに向かっていた。

　流石さすがに息が荒れ、メアリが腕の中で気付く。

「点蔵様、血が……！」

　足跡のように、右足首の切り傷から血が零こぼれ、甲板上に残っている。一いつ足そく飛とびの跡は、まるで高速移動のようで御座るな、とは思うが、

「大だい丈じよう夫ぶで御座るよ。術式で止血などは済んで御座る。神しん道とう術式なので消毒なども万全に御座る。──あ、メアリ殿の後追い治療は頂くで御座るよ」

　と言っていると、メアリが頰ほおを寄せてきた。

　マフラーを外され、唇を重ねられる。

　……オオオオオウ!?

　何か血圧上がって出血酷ひどくなるのでは？　と思ったが、逆だ。身体からだの中にある疲労が消えるというか抜けていき、身体が軽くなった。

「疲労軽減術式などありますけど、私の方が即効性ありますので」

　即効性万歳で御座るな、と内心で平伏して感謝する。そこで気付くのは、

「気遣い、忝かたじけないで御座る」

「ふふ、点蔵様も、場を取り繕うような事をするのですね」

　小さく笑う嫁は合格。先程と違い、随分と落ち着いたらしい。それもまあ、こっちが何か焦っていたから逆に気分が整ったような気もするが、

「過ちです、点蔵様」

　不意に、メアリが視線を落として言った。

「……過ちです」

　向こうの事か、こちらの事か、解わからない言葉に聞こえたが、向こうの事だと信じた。逃避や自うぬ惚ぼれではなく、メアリを見る目を過つ事はない。ゆえに自分は頷うなずき、

「解きたいで御座るな」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　とメアリが頷き、王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドの柄つかを抱きしめた。すると柄が接合を失い、二つに分かれた。

「あ」

　もはや大剣としての縁も失った形に、メアリが顔を伏せる。

　これも過ちとすれば、メアリは残念を止めてくれるだろうか。だがこれは自分達の問題、感情を動かすならば付き合おうと、そう思っていると、

「点蔵様」

「何で御座る？」

「──妹に、どう言ったらいいか」

　ダイレクトな恐怖を感じた。

　……自分が処刑されるだけで済むで御座るよ!?

　とかなり本気で思ったが、流石さすがにこの状況では言わないでおく。

　ただ、走り、急ぐと、艦間の太縄通路に至った。そこかしこで戦闘が起きているのは解わかるが、

「点てん蔵ぞう様、何故なぜ、ウエットマン様のところへ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──いざという時のため、集まっておいた方がよかろうと、そう思うので御座る」

「それは──」

　Ｊｕｄ．、と己は頷うなずいた。自分達の戦場はもう終わった。王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドは破壊され、思う事ばかりを得た。そして空には、光が散っている。武蔵むさし野の艦橋の脚。橋脚部に受けた一撃の跡から、未いまだに流体光の漏出が続いているのだ。

「戦場の流れが、変わったので御座るよ」

　停滞が、一気に動き出したように思う。それは、

「各所、……どうなって御座ろうか」
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　手て数かずが走った。

　清きよ正まさと、ウニによる高速の遣り取りだった。

　手数はウニの方が多い。清正は、まずその事実を前提とした。向こうの機き殻かく槍やりは八手。こちらは王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを両手に持ち、肩の自律装甲を左右前後に分離しても合計六手だ。シールドアタックは速度が無いため、手数で言えばこちらが確実に劣る。

　それでもなお、接近を含めてこちらが前進していられるのは、これもまた自律装甲の御陰だろう。下手へたに正面から受けず、受け流す事でウニの攻撃を外に弾はじき、

「そこですよ……！」

　隙すき間まから脚を踏み込み、近接する。

　対するウニはしかし軽い。まるで空中に浮いているような挙動で八本の槍の間をくぐり、こちらに向いた最適の一本から数本を射撃してくる。

　特に、槍の陰に入られるのが厄介だ。八本の盾があるのと同じで、しかもこれらは普段表に無く、不意に空間射出されても来る。

　特に、と言いつつ二つ厄介を挙げたが、まあ気にしない。

　細かい事を気にしていられる相手ではない。そのレベルにウニはいる。

　……糟かす屋やが評価する通りですね。

　だから攻める。彼女のペースに持ち込ませたら危険だ。だが、

「自律装甲……！」

　四枚展開。それを用いて〝笹ささ群むら〟を弾はじき、陰に入るウニを正面に見据え、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフを突き込み、

「く……！」

　真上から下に射出された機き殻かく槍やりが、こちらの一撃を弾はじいた。

　快音が響き、衝撃が腕に伝わり、機き動どう殻かくの耐ショック機構が駆動音を立てて軽減。自らの動きによるものなので自動処理は正しく働くが、

　……なかなか届きませんね……！
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　ウニは、ちょっと引いていた。

　少なくともここまでの戦いの中で、自分の懐というものを意識した事は無かった。

　無論、内側に飛び込まれる事などはあったが、率先してこちらの懐を戦場とするような戦いはした事が無かったのだ。

　これは笹群という八本の槍が、自分の周囲から中央に掛けて自由に射出出来るという強点に基づく。懐に入ろうとしたり、正面に向かってきた相手には、砲弾のように正面撃ちで笹群を射出すればそれで事足りたからだ。

　だが、清きよ正まさは違う。

　攻撃的防御だ。

　護まもるための防御ではなく、攻め込む道を作るために、防御を行う。

　普通、人間は両手を使っても二回の防御しか出来ない。対する自分は八本の槍を展開可能なので、相あい対たいすれば手て数かず的に上回るこちらが押す事となる。

　だが清正は違う。

　こちらの攻撃を前に出て弾き、空いた隙すき間まに跳び込んで来る。

　似ているのは人狼女王レーネ・デ・ガルウだが、あれは〝笹群〟を完全に弾き返す〝壁〟のようなものだと思う。

　……糟かす屋や先輩も下がり打ちしかさせて貰もらえませんでしたからね！

　莫ばく大だいな圧力の壁と巨乳と狼おおかみさん達、というのが夏休み前の強い記憶だ。他はよく憶おぼえていないけど関東はお魚美お味いしかったですね！

　だが清正の防御はそれとも違う。

　機動殻の肩装甲が左右前後四枚。そこに王賜剣三型の左右がつき、場合によっては腰部装甲が展開の上で、

　……足あし捌さばきです！

　自分の姿勢を崩さない上に、まっすぐの進路を確実に押さえる足先が、機動殻のパワーアシストをつけている。

　それだけではない。

　回避だ。

　これだけ防御が出来る上で、その防御有効圏内を理解した回避や、的確な位置取りを行う。

　そして前に出てくる。

　防御だけだったら解わかる。武装の性質から言って、清きよ正まさの個性だろう。

　しかし、どうしてこれだけ回避も含め、前に出てこられるのか。

　これは、

　……訓練ですね!?
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　訓練だ。

　自分の装備を使いこなすだけではなく、苦手を潰つぶすだけではなく、

　……本来なら、〝無い〟個性を獲得する……！

　これは、訓練以外に得る事は出来ないだろう。清正の場合、一瞬の閃ひらめきで実践するのではなく、自分のものとして確実にしているのだ。

　何処どこかで長時間、防御だけに頼らず、敵に接近する技術を得たのだ。

　何処でだろうか。

　槍やりか何かを相手にしていたのだというのは解る。だとすれば、

「福ふく島しま先輩ですね！」

　跳び込んでくる清正に、己は問うた。

「福島先輩の相手をしていたから、その回避防御が身についたんですね!?」

　言葉を投げかけた先。清正がこちらの台詞せりふを正面から受け、

「────」

　赤面した。
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　可か児にのいきなりの指摘に、えっ、と清正が思ったのは事実だ。

　己としては、初めてされるタイプの物言いだった。

　何しろ、自分の防御と回避の重ね合わせと前進は、いつも使っているもので、そこに違和は無い。元々が母からの剣技には回避運動が少なく、防御としての受け流しはあったため、そこから防御主体の機き動どう殻かく装備を選択していったのだが、基礎は母のものなのだ。しかし、

　……あら？

　言われてみると、いつ、何処で、回避が身についたのだろうか。

　答えを、一瞬で思い返す事は可能だった。何故なぜなら、

　……わ、私、こちらに来てからの訓練は、いつも福島様と一緒でしたから……！

　驚きよう愕がくの事実を思い知った直後。顔面狙ねらいで〝笹ささ群むら〟の一撃が来ていた。
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　激音が響き、〝笹群〟が直撃したのをウニは見た。

　だが、空中に吹っ飛んだのは清きよ正まさの首ではない。

　……ヘルム部分だけです！

　本体は身を低くし、バックステップじみたバックスライドで下がった。

　ステップの勢いでくの字に折られた身体からだは、金の長髪を風に揺らしている。そして、

「あ……！」

　見た。そう、見た事がある。髪の間から流体光の花が莫ばく大だいに漏れ、王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフが光を放ち、

「それです！」

　叫んだ瞬間。正面撃ちで王賜剣三型の光撃がぶち込まれた。
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・奥多摩：『左さ舷げん防御──！　っていうか何です!?　青梅おうめ!?　──以上』

・青　梅：『今夜の私は凄すごい不幸ですけど、今のは私の管かん轄かつ外ですよ！　──以上』

・浅　草：『しかし何で追加砲撃が出来るんですか、あれ。三発目ですよ？　──以上』

・約全員：『テンション……？　──以上』
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　凄いです！　とウニは思った。

　圧倒的な力だ。一瞬の判断で回避を選んだが、実際は心で決めるより先に身体が動いていた。それ程の動作で尚なお、遅れた髪が散らされた。

　光剣は、頰ほおから二センチ程のところを突き抜けていて、つまり巨乳だったら死んでた。

　……発展途上で良かったです！

　だが、今ので笹群が二本食われた。

　両断どころではない。極厚の刃やいばによって、切られると言うより圧力で塵じん芥かいに化した。

　そして光の壁とも言える斬ざん圧あつの力が、

「──！」

　破裂し、涼やかさすら感じる流体光の塵ちりとなった瞬間。それが来た。

　回避運動を終えたばかりのこちらに、清正が飛び込んで来たのだ。
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　……何です今の三発目！

　アデーレは、勝手に走り出した駒こま王おう丸まるを追いながら、前方で炸さく裂れつした王賜剣エクスカリバーらしい一撃を見る。軌道はやや斜め打ち、起き上がりざまに放たれたものは、青梅おうめ右う舷げんの縁を浅く貫徹した。

　フレームとしては上面縁で、多層構造となっている箇か所しよだ。無茶な挙動をしなければ裂ける事は無いだろうし、短時間くらいならば行けると、そのような理解が頭に浮かぶのは、従士としてその辺りの基礎知識を叩たたき込まれているからだ。

　だが、問題は別にある。

「そっち行っちゃ駄目です──！」

　駒王丸だ。

　頭が良いのか悪いのか、こっちを追いかけていたかと思えば、いつの間にか抜かれて、勝手に走り出した。

　よく考えると、こっちの誘導を無視した今の状況こそが駒王丸に本来与えられた仕事のようにも思うが、自分の仕事としてはこれでは駄目だというか、

　……あ、あれ!?　駒王丸さんの相手、自分の仕事になってますよ!?

　否、ここまで来る前に、相手をしてやる的な大口を叩いたのは確かだ。無論、かなり無茶があったが、有り難いのは懸念だった右舷側を確保されるかと思えば、

　……こんな追いかけっこになるとは！

　これは羽は柴しば勢、何を考えているのか。
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・□□凸：『竹たけ中なか先輩。何か、駒王丸さんが仕事してないみたいなんですけど』

・黒　竹：『あれ？　おっかしいですね……。ああじゃない筈はずなんですが……』

・つるぎ：『何か、向こうの従士……、ああ、あれ、母かあさんが言ってたアデーレさんですね。日々苦労の連続で、巨乳になるには結局は神の加護が得られたかどうかが……、確か……。

　──で、ええと、何やってるんですアレ』

・□□凸：『何か気になる引きから話題戻すのやめませんか!?』
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　アデーレとしては、とりあえず駒王丸を止めようと思った。

　だってこのまま行くと何か向こうの方で派手にピカピカ戦闘やってるところに突入する。

　さっき思い切り乱入カマして迷惑千せん万ばんだったのだ、このままだとあっちにも突っ込んだ上で、更にその向こうで戦闘している艦尾回廊の集団にも御迷惑だろう。

　だから自分は、先行する駒王丸に対し、

「止まって──！」

　と、ダッシュからの突撃槍やりを投とう擲てきした。

　一、二、三歩とストライドを大きく取り、レガースの足先で甲板に軋きしみを挙げさせる踏み込みを確定。その反動と、身体強化術式を重ねて槍やりを投げる。

　投げた。

　勢いを殺さず、自分は空中でソバット気味の回転を入れて着地からダッシュ続行。

　投じた槍は、回転付きで飛び、駒こま王おう丸まるを越えた。

　……やった！

　後方からの攻撃に気付けば、こちらに振り向くだろう。自分は無手だが、後ろには麾き下かの皆が追ってきている。ならばここでどうにか出来る筈はずだと、そう思う。

　すると槍が駒王丸の前、甲板に突き刺さり、

「────」

　駒王丸が走りつつそれを引き抜くと、こちらに振り返ってターン。そのまま突撃してきた。

「うわあ──！　ちょっと！　そうじゃない！　気付くだけでいいんですよ！」

　これはアレか。犬にフリスビー投げたら拾って戻ってくるアレですか。

　ただ確実にこっちがロックオンされ直したので、ありと言えばありか。だったら、

「迎撃──！」

　今ならカウンターだ。背後の皆が銃撃して自分が伏せれば、駒王丸に打撃を与えられる。

　……今です！

　と、振り返った後ろ。麾下の皆が背を向けて全力で逃げ出していた。

　なかなか速い。が、感心してる場合ではない。

「こらあ──！　敵前逃亡!!」

　言いつつ自分もダッシュで走ったが、これも敵前逃亡になるのだろうか。
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　……参りました──！

　アデーレは判断する。この状況で後ろ、艦首側に戻れば危険だと。

　……艦首側回廊の人達は、退避も含めた遅滞に入ってるんですよ！

　敵には真さな田だ十じゆう勇ゆう士しが含まれていると言う。

　彼らには、以前、結構してやられた覚えがある。本ほん音ねを言って、従士の自分にとって攪かく乱らんや隠おん密みつを扱う忍者は苦手な案件だ。第一特とく務むくらい地味に目立っていればいいが、あんな忍者は意外といない。

　そんな彼らを利する事になりかねない乱入は、不意打ちならばともかく危険。

　だったらどうするか。

「駒王丸さん！」

　さん付けなのはどうしたものかと思うが、感覚的にこれが合う。一応、死霊の状態だと聞くが、大物なのだ。ただそれに対し、自分は指笛を吹き、

「──こっちです！」

　走った。誘導する。その方向は、

　……防護障壁！

　青梅おうめ中央部。パージによって開いた広大な穴の上を、碁ご盤ばん状に防護障壁が覆っている。

　本来ならば砲撃を受けるためのものだが、自分から見れば床だ。

　己は走った。跳躍一つで防護障壁の上に到達し、

「──！」

　指笛を吹いて振り返る視線の先。

　……来た！

　駒こま王おう丸まるが、こちらの槍やりを手に、進路を変えた。追いかけてくる。

　防護障壁の上を、機き動どう殻かくの巨体が突っ走ってくるのだ。
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　突っ走って大だい丈じよう夫ぶ？　と疑問したのは、武蔵むさし野の艦橋で各所の状況を追っていた鈴すずだった。

　……危険だよ？

　アデーレがやろうとしている事は解わかる。今、彼女達が足場として走っている防護障壁を抜き、駒王丸を下に落とそうというのだ。

　防護障壁の下は、基本的に真下方向への密閉空間だ。各所は更に下で繫つながり、艦下の排出口から外に放出するように今はなっている。

　これまで、防護障壁上を移動してきた敵勢は、誰だれも彼も下に落とされ、そのまま艦下から外へと吐き出されていったのだ。

　それを、アデーレは駒王丸にもやろうというのだろう。だが、

「ちょっと難しい？」

　問うた先、青梅の状況を模造上で確認していた〝武蔵野〟が振り向いた。

「簡単なようで難度は高いと判断出来ます。──以上」

「口からビーム？」

「いえ、駒王丸様の口からビーム攻撃に対しては、下に落とした場合、内部通路を防護障壁でカバーする事で対処出来ます。対艦砲として見た場合、小型クラスの出力なので、上面展開しているものを転用し、重ね掛けすれば耐えられるかと。問題となるのは──」

　言われた。

「──落とす時、経由する通路を使用せず、一直線に落下させる通路を使われないと、経由部分で着地され、面倒な事になると推測されます。

　また、防護障壁を消して落とそうにも、こちらの処理は一瞬で出来るものではありません。タイミングなどもありますが、アデーレ様を巻き込む可能性があります。──以上」

　それはつまり、こういう事だ。

「良い場所教えたら、後はアデーレ次第？」
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・ベ　ル：『アデーレ次第だけど、頑張って……！』

　……鈴すずさん時たま凄すごく身も蓋ふたもない時ありますよね……！

　思って走る視界の中、表示枠サインフレームが出た。武蔵むさし野の艦橋からの直通で、眼前に透かしてみればポイントとなる防護障壁が示されていた。

　二つ向こうの、一つ右。

　防護障壁一枚が三十六メートル四方だ。百メートルも突っ切らない内に目的場所を通過するが、その際に問題がある。

　駒こま王おう丸まるの方が、こちらよりも脚が速いのだ。

　これは巨体のリーチと膂りよ力りよく差によるものだろう。不ふ転てん百足むかでが一機必要とはよく言ったもので、実際に長身の機き動どう殻かくくらいなければまずサイズとそこから来るリーチで負ける。

　奔ほん獣じゆうがあれば、とは思うが、あれは現在修復中で讃岐さぬき行き。ならば、

「ここは自分次第ですね……！」

　距離は空いていたのだ。追いつかれるにしても余裕はある。ならば、

「……っ！」

　前傾を深くし、己は全力の疾しつ走そうを掛けた。
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　わあ凄い速い、と平ひら野のは思った。

　母が言っていた通りだ。武蔵むさし勢の内、一番脚が速いのは、清きよ正まさの父であった点てん蔵ぞうという忍者か、アデーレという従士だったのだと。

　昔に聞いた答え合わせを、今、戦場の眼下で見ている。これは贅ぜい沢たくだろう。だってこのような機会すら無い場所にいたのだ。だが、

「危ない」

　敵を心配しているとは思うが、後ろから追走する駒王丸の方が速い。更には、

　……槍やり！

　駒王丸が、先程のお返しと言うように、従士の突撃槍を投とう擲てきしたのだ。





●






　アデーレは、聞き慣れた風切り音を聞いた。

　槍やりだ。己の突撃槍を、後ろから来る駒こま王おう丸まるが投じた。

　その飛ひ翔しよう音が頭上からこちらへ降ってくる。

　風を切る、か細い音が耳につく。

　いつもならば自分から相手に飛ばしている音だが、自分向きだとこうなのか。そして明らかに己が投じるよりも飛距離が長い。

　……ビームよりも出力を食わないという判断ですか……！

　自分は目的の防護障壁に到達している。床としてみれば、広く四角いスペースだ。走る軌道としては、右う舷げん艦尾側から走った勢いもあって、左さ舷げん艦首側に向かう斜め切りとなる。

　だが、対角線を走れる訳ではない。浅く入る角度なので、左舷艦尾側の角を行く。

　横断距離はやや短い。ゆえに、入る角度を右にもっと深くしたいと、そう思った直後。自分の右手前に槍が突き刺さった。

「……危な──！」

　刺さってしなった槍をラリアット状態で右腕に確保。とりあえず金の無い身としては武器の損失は避けたいが、今、右手側に来た槍の御陰で、己の軌道が操作された。

　……右方向に大きな軌道補正が出来なくなりました！

　右方向へ行ければ、足元の防護障壁を長く走る事が出来たのだ。

　長く走れれば駒王丸を下に落とす際、タイミングが取りやすくなる。向こうの足がこちらよりも速い事は承知の上で、しかし、落とすべき防護障壁上を〝入って・出る〟時間が長い方が、追ってくる相手への余裕はあるし、こっちの操作も利く。

　だが左方向はキツい。既に防護障壁を斜めに切るラインとなっているため、これ以上横断距離を短くされると、落とすためのタイムラグで駒王丸が通過しかねない。そして、

・鈴　　：『アデーレ！　向こうが乗る、よ……！』

　来た。

　急ぎ、自分はこの防護障壁を通過しなければならない。

　距離としてはあと十五歩と言ったところ。しかし、

　……あれ？

　何かおかしいと、己は思った。

　今、自分と駒王丸の遣り取りと言える疾しつ走そうと軌道制限の流れの中で、違和があったのだ。

　それは何かと思い、突撃槍に力を込めた時、自分は気付いた。

　……駒王丸さんは、〝落下する防護障壁〟を知らない筈はずですよ！
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「アデーレ様が危険です！　──以上！」

〝武蔵むさし野の〟の声に、鈴すずは思った。それはいつもの事じゃないのかな……、と。だが、本人もその事に気付いたのだろう。訂正としてすぐに言葉を続けてきた。

「今の駒こま王おう丸まる様の槍やりは、確かにアデーレ様への軌道制限です。タイミング的に、アデーレ様はあの槍を右手側に撃ち込まれた事で、落下用の防護障壁上を長く横断出来なくなりました。

　よってアデーレ様に与えられた防護障壁落下までの脱出タイミングはシビアとなったと判断出来ます」

　しかし、

「駒王丸様は、あの防護障壁が落下するという事を知りません。それなのにアデーレ様に軌道制限を与えたのです。──以上」

　言われた意味を、己は理解した。つまりアデーレは危険なのだ。何故なぜなら、

「駒王丸さんが、アデーレを追い込んでいる……？」

　思ったなり、自分の知覚の中で駒王丸が叫んだ。

　咆ほう吼こうはしかし、彼の場合、あるものを共に放つ。それは、

「ビーム！」

　叫んだ先、模造の青梅おうめ上で、一つの光が消えた。

　防護障壁だ。

　基本船せん殻かく部を抜いて空白となった上に張られた床面の内、一枚が砕かれたのだ。

　だが、その一枚が致命的だった。

「アデーレ！」

　彼女が、落とす防護障壁を通過し、逃げ込もうとしていた床だ。

　三十六メートル四方の足場が、アデーレの行く先から破砕して消えた。

　その事実を確認した直後。己は叫んだ。

「アデーレ！　──跳んで！」
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　アデーレは迷わなかった。

　走った。足場としている防護障壁の縁から、一直線に飛び出すようにして、

「鈴すずさん！」

　跳べという意味が解わからない。術式によって身体強化などが入っている事は確かだ。だが、それであっても三十六メートルの穴を飛び越えられるとは思わない。

　しかし鈴が飛べと言ったのだ。ならば、

　……身体強化術式を全開……！

　疲労率は上がるが、構わない。身体からだに瞬間的な負荷が掛かるが、それこそが力だ。一瞬でいいという思いに術式は応じ、

「行きます！」

　と最後の踏切を跳ぶ瞬間。それが来た。

　揺れだ。

　己を足元から外へ投げる強烈な揺らぎが、武蔵むさし全艦に掛かったのだ。
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「来たか武蔵！　安あ土づちも！」

　南の空を見て、立ち上がり、巴ともえ御ご前ぜんは口の端はを上げた。

　視線の先、空が回っている。

　遙か向こう、大おお坂さか湾の海に至る空が、大気を歪ゆがめる二つの存在を受け止めているのだ。

　西方向への圧倒的な波打ちと、南へと流れて行く余波の数重は幾いく重えと変わり、その下を行く巨艦の軌道を教えてくれる。

「大坂湾から舵かじを切って北上。こちらへと来るか……！」

　安土を振り切るためか、強引な操艦だ。

「いきなり右に進路を切ったら、艦上は、何もかもが左に揺らいでいような……！」
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　左さ舷げん、外そと舷げん側への振り回しに対し、アデーレはそれを己の勢いと変えた。

　今、足元の防護障壁自体が自分を押している。後はその力に乗って、

「……っ！」

　跳んだ。
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　あ、凄すごい、というのが、アデーレの感想だった。

　ちょっと後先を考えていないが、空中で縦にゆっくり回転しながら、己は大跳躍ともいえるものを行っている。

　恐らく、このまま行けば、自分は対岸に届く。

　……第一特とく務むや副長達は、いつもこの領域にいるんですか……！

　無む茶ちや苦く茶ちやだと、改めてそう思う。とてもその域で戦闘は出来ない、と。しかし、

「……！」

　駒こま王おう丸まるだ。彼がこちらを追い、跳ぼうとしている。

　無茶な、と思うが、あの膂りよ力りよくがあり、艦の勢いは彼にも適用されるのだ。

　やりかねない、と判断したと同時。自分は空中で叫んだ。

「斉射ぁ──!!」

　見えている。遙か向こう。駒王丸のずっと背後の甲板に、麾き下かの皆がいるのだ。

　長銃を構えた総員は十八名。一直線に走っていた相手を狙ねらい撃つ程度の訓練は、誰だれもがこなしている。

　撃った。一発ではなく、何発も撃ち、音より先に銃から散る流体光が連射回数を教えてくれる。そして音より速く飛来した弾丸の連射に、駒こま王おう丸まるが震動した。

　前に踏み込み、跳躍しようとしていた全身がバランスを崩し、そこで銃声がこちらに届いてきた。

　快音の数は、無数だった。拍手のように聞き取れない。

　応じるタイミングで、駒王丸の足元から防護障壁が消えた。

　落ちる。

　だが駒王丸の管理者はよく解わかっている。武蔵むさし上に降下上陸したならば、

「退艦する時も降下術式を使用しますよね」

　駒王丸の周囲に、術式表示枠サインフレームが幾つも出た。重量物を支え、落下速度を遅くする降下術式で、自分達が使用しているものと同質だろう。

　そして被弾をものともせず、空中で落下を抑制した駒王丸がこちらを見た。

　今、対岸へと届きつつある自分に対し、機き動どう殻かくが口を開く。宙にいる己には何ら抵抗手段がない事を理解しているのか、開かれた頭ず蓋がいの喉のどに光が溜たまり、

「残念でした……！」

　言って、対岸の防護障壁に手をついた瞬間。力が炸さく裂れつした。

　ビームを吐こうとした駒王丸に対し、直上から高加速の斬ざん撃げきが叩たたき込まれたのだ。

　金属の激突音をつけ、巨大な機動殻を激突で下に跳ばしたのは、

『──言っていたでしょう？　不ふ転てん百足むかでを一機用意しろ、って』

　成なる実みだ。

　背翼を展開して空中に立った不転百足が、顎あご剣けんを宙に収納。その動きに合わせ、自分は対岸に突いた手をスナップして側転着地。

　立ち上がる。
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　眼下、足元、また防護障壁が張られていくのを、アデーレは見た。

　まるで蓋ふたをするように、駒王丸の落ちた空間も塞ふさがれ、不転百足がそこに立つ。

　そして成実が、こちらに対し、不転百足の平手を見せて促した。

　……あ。

　何をすれば良いか、解っている。だが、

「うわ」

　流石さすがに今日きようは走り過ぎだ。補給もろくに入れなかったので、立ち止まると同時に汗が来た。ついでに疲労も身体からだを溶かすように掛かってきて、膝ひざを突き掛ける。

　だが、上手うまく行ったのだ。身体を支える杖つえ代わりの槍やりもある。だったら、

「は」

　と息を入れ、己は声を上げた。

「敵将、駒こま王おう丸まる、……討ち取りました！」

　撃退しました、の方が正しいだろうかと思うが、流石さすがに座り込む時間帯だ。正面、不ふ転てん百足むかでが軽い跳躍でこちらに来るのは、拾い上げてくれるという事だろう。

　ともあれ役目は果たした。えらい目に遭いました、と思って見上げた視界。砲撃と防護障壁の応酬が続く空では、やはり四つの光が行き交い、戦闘中だ。

　第三特とく務むと、第四特務が、安あ土づちの魔女テクノヘクセンと交戦しているのだ。







[image: 第三十四章『合間の推参物』]
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　決着の空を、魔女テクノヘクセン達が行く。

　武蔵むさしと安あ土づちの空。大気が大きく歪ゆがんでいるのは、進路を北に捻ねじ曲げたからだ。

　……流石さすがに讃岐さぬきには行かないね。

　ナイトの見る限り、自分達の行き先としてベストなのはM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントだろう。

　欧州の覇は道どうを得る六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとも密接でいたいが、松まつ平だいらが関せきヶ原はらで毛もう利りと敵対する事を考えると、今この時点では距離を取っておいた方がいい。

　英国も露西亜ロシアも遠いとなれば、やはりM.H.R.R.改派だ。

　だが、そこに至るとしても、やっておかねばならない事がある。

「羽は柴しば勢との決着をつけておかないと、駄目って事だよね……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、下では面倒な事になってるみたいだけど、今のところ、こっち優勢？」

　並行、というには距離を空けて飛ぶナルゼが問うのは、武蔵側の状況だ。艦上、現在の勝敗状況を見ると、

「メーやんとテンゾーが負けたけどウニ？　が引き継いでて、アデーレは駒こま王おう丸まるを下に叩たたき落として、ヨッシーは機竜に勝ったけどケッコーボロボロで、ウッキーは鈴すず木き・孫まご一いちに勝利？」

「何か言葉だけ聞くとミックス感が無む茶ちや苦く茶ちやね……」

　ただ、勝っているとは思う。それなのに、

　……青梅おうめがヤバいんだ。

　敵が、青梅の制圧よりも中央艦への道を作ろうとしている。

　艦尾側では先程の王賜剣エクスカリバーの激突のせいで、羽は柴しば勢が押す形だ。

　艦首側でも異族部隊が強引な前進を掛けた上で真さな田だ十じゆう勇ゆう士しが加勢したと聞く。艦首側は、ミトツダイラの持ち場だが、彼女も自分の娘を名乗る糟かす屋やとの戦闘中だ。勝利した後で、艦首側の羽柴勢を追撃に入ったとしても、

「ちょっとマズいね」

　ええ、とナルゼが背後を気にしながら言った。

　こちらもこちらで敵が来ているのだが、

「──青梅を解放する前に、欧州に到着するわ」

　羽柴側の狙ねらいが、何となく解わかる。

　……これは、アレだ。

・金マル：『欧州に到着した時、どっちが優勢か、欧州側に判別させないつもりだよ』
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　加か納のうと、飛んできたウルキアガに先導されて奥おく多た摩ま艦首へと急いでいた正まさ純ずみは、ナイトからの言葉に頷うなずいた。

・副会長：『──羽は柴しば勢の狙ねらいは二重か』

　現状の青梅おうめ上そのものと言えるが、

・副会長：『十じつ本ぽん槍やりによって、私達武蔵むさし勢のしている事に未来からの否を与える事が一つ。そしてもう一つが、そういう確かめるのが当座難しい政治的カードではなく、実際に武蔵と安あ土づちの状況を五分五分と欧州勢に見せる事、かな』

・賢姉様：『フフ、理想と実質ってところかしら。でも、それをする事で、一体どうなるのかしら？』

・副会長：『羽柴勢としてはもう一度、抗あらがう機会を得られる』

・不退転：『この戦いを、また、元の構図に戻すという事ね？』

　そうだ、と己は思う。

　……元々、この状態については、浅あさ間まと伊達だて家副長が疑問を出したのだな。

・副会長：『彼らの狙いは、私達を止める事だ。しかし当初の、安土対武蔵、という方法では私達を止められなかった。だから十本槍が乗り込んで来て、十本槍対武蔵勢、という形で、私達を止めようとしている。これが現状だ』

　だが、ここで一つ考えなければならない事がある。

　加か納のうが、前を進み、奥おく多た摩ま艦首を指差しながら言った。

「……羽柴十本槍の参謀、竹たけ中なか・半はん兵べ衛えも、そのリーダーの石いし田だ・三みつ成なりも、皆様の子供ではありません。その判断には中立的なものがあるでしょう」

「拙せつ僧そうが、まあ連中の事を聞いて〝姉がいないなら勝手にするがいい……〟と思っているのと同じだな？」

　その通りだ。

・未熟者：『幾ら十本槍の告げる真実がセンセーショナルだろうと、それに全てを預けておく事は怠たい惰だだね。──軍師なら、打てる手は全て打つべきだ』

・不退転：『つまり戦士団の侵攻を青梅側だけでも成立させておけば、羽柴勢は十本槍の言う事抜きで欧州勢にこう言えるのね。──武蔵を止める事は充分に出来るのだぞ、と』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、──武蔵と安土の戦いでは、武蔵を止められなかった。武蔵勢と十本槍の戦いはまだ先が見えない。ならば……』

　ならば軍師はどうするのか。

・副会長：『ならば、手勢を使って武蔵への侵攻を欧州勢に見せつけ、その上で政治的に武蔵を止める準備をしようという事だ』

　十本槍の言う事と、これは重ねられる。

・未熟者：『最悪の場合だけどね？　これから先、僕達が創そう世せい計画以外の方法で末世を救おうとしたら、欧州勢にこう言われるんだよ。──羽柴に侵攻された程度の君らが、十本槍の〝敵かなわない〟と言っていた運命に敵かなうというのかい？　って』

・○べ屋：『実際、関東側でも、末世を解決出来る明確な方法があるならいいけど、そうでないならば創そう世せい計画の方が良い、って意見言う処ところもあるよ？　そういう国が、そっちの流れ次第ではこっちに反抗したり、権益で削ろうとするからね？』

・副会長：『この状況、どうすればいい？』

　流石さすがに一人で決済するのは荷が重い。ゆえに問うて見る。すると、

・俺　　：『逃げね……？』

・副会長：『お前、それが出来たらなあ……』

　燃料的にも政治的にも無理だと思うが、逆に言えば結論は一つなのだ。

・副会長：『ここが決戦という事だな』

　元からそのつもりだった。欧州に戻って安泰という筋書きだったが、向こうが羽は柴しばを出してきたところから、十じつ本ぽん槍やりの事実が出てきて、今の状況だ。

　だがシンプルに考えれば、どうなるか。

・未熟者：『羽柴がいてもいなくても、十本槍の事があろうと無かろうと、三み河かわから欧州に戻るところで羽柴勢が頑張れば、この状況になったと思うよ』

・副会長：『後が無いのは向こう、という事か』

　ここで突き放せば、元通りとなる。が、羽柴側もそれが解わかっているのだ。

　……楽は出来ないと、そういう事だな。

　ゆえに決めた。ネシンバラに以後の指針などを出させるように指示を出し、

・副会長：『決戦だ。総員、全力を出してくれ。そして向むか井い、──ここから先の動きで、指示を送る。〝武蔵むさし〟達と話し合って決めてくれ』
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　やる気だねえ、とナイトは思った。

　そしてナルゼが後ろを見る目を切って前を指差し、

「行くわよマルゴット、──急降下から一回転して相手の後ろに回るわ」

「思ったより無茶言うねガっちゃん」

　だが、そのくらいは必要な相手だ。重力制御で飛ひ翔しようする機殻箒シヤーレベーゼンに、

　……ガっちゃんとナイちゃんの飛行技術、大体修得してるんだろうなあ……！

　背後の空、大気を切ってそれが来た。音はもはや先に届かない勢いで、宙が切れて揺らぎをただ生んでいる。

　白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステイン。自分達の後継を見る暇はしかし無い。そういう速度の戦闘を、

「行こうかガっちゃん」

「行くわよマルゴット」

　前に身を叩たたき込み、自分達は加速した。
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　速い、と嘉よし明あきは思った。母達の機殻箒シヤーレベーゼンが、こちらとの初戦とも言える軽い攻撃の交こう叉さをしつつ、弾はじかれたように上に昇ったのだ。

　一度、顔合わせの位置から急降下し、そこから砲撃の間を抜けて、これだ。

　……こっちの性能を見測る動きだったわね。

　とはいえこちらは、今回疲ひ弊へいが酷ひどい。ゆえに手の内を晒さらさぬよう、下手へたに付き合わずに距離を取っていたのだが、安あ土づちと武蔵むさしが進路を変えた。

　このままだと、自分達の戦いとは別で、二艦は欧州へ届いてしまう。

　今、武蔵の左さ舷げん三番艦の上では、皆が頑張っている。武蔵に対して、少しでも政治的に有利な立場を取ろうとしつつ、しかし武蔵を〝落とす〟事を諦あきらめていない。

　こちらにはこちらの仕事を預け、皆は自分の仕事を行っているのだ。

　ならば自分達は、甘える事なく、結果を出しに行かなくてはならない。

　決着の時間は近い。

　ひょっとすると欧州に入った時点で、欧州の強国が武蔵と安土を判断してしまうかもしれない。そうなった時、少しでも自分達に有利な針を振らせたいならば、

「行くわよアンジー」

「アイヨー！」

　母達に付き合う事になるが、仕方ない。上昇し、加速し、追うのだ。

「……逃がさないわ！」
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　安あん治じは先行をする事に決めていた。

　……キメちゃん、ちょっと気合い入り過ぎてるからなあ。

　さっき泣いた自分と違って、彼女は堪こらえた。いつもそうだ。自分がこんな性格だからかもしれないが、嘉明は堪え、バランスを取ろうとする。

　しかしそれは時に、抱えたフラストレーションの発揮として、無理をする事にもなる。

　だから今度は、ちょっと落ち着いてる自分が前に出る。行き過ぎる嘉明をセーブし、彼女の実力が正しく出るようにする。

　だが、上昇からまた急降下の軌道を相手が作り、追う時になって、

　……速い!?

　嘉明が前に急いだ理由が何となく解った。

　母達の速度が異様に高いのだ。軌道は高い位置からの落下速度を利用した急降下の筈はずで、しかし自分達がそれをやれば初速で上回れる筈はずなのに、

「何、あの速度！」

　伸びるというか、駆けるというか、段階的に速度が上がって突き放されるような勢いで、白と黒の二機が先行する。それも、

　……下から後ろに回る!?

　一回転だ。機体を途中で上下反転させ、ループの中央に身体からだを置けば、

「見てるわ」

　嘉よし明あきが言った。

「私達を見てる」
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　……全然離れないわね……!!

　白嬢ヴアイスフローレンと黒嬢シユヴアルツフローレン。単体としては全力の加速を入れている。更には空気抵抗を吹っ飛ばすために、自分が描いた誘導ラインをお互いの前に引いているのだ。そして軌道としては、マルゴットが僅わずかに先行し、風を読んでいる。

　高速域を重視した黒嬢を使うマルゴットの方が、この速度で大気を読むのは上手うまい。こればかりは戦場の経験もあろうが、機体の特性を活いかす乗り方をするがゆえの差だ。

　だがこれだけをしても、

「ついてくる!?」

「来てる来てる！」

　後を行く自分の方が上を確認出来る。ゆえにチラ見した背後の空、ループの弧を抉えぐるようにショートカットして二機の白と黒が来る。

　……へえ。

　重力制御だからもっと無茶な乗り方をしていると思えば、存外に綺き麗れいだ。

「いい教え方したのね、私達」

「じゃあ、こういうのどうかな」

　マルゴットの声に、己は応じた。白嬢と黒嬢を寄せて並べて術式効果範囲を合わせると、

「Helrich……！」

　ループ軌道を一段絞るように、上へと跳ねたのだ。
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　母達の機体が、合体もしてないのにループ軌道を抉って狭くした。

　それを見た安あん治じは、反射的に感想する。

「何!?　今の軌道スキップ！」

　母達がやったのは、自分達の軌道よりも一段上にループを締める事だ。重力制御型の自分達でもキツい絞り込みをやっているというのに、それをするとは。というか、

「この時代に、重力制御の飛ひ翔しよう法が出来てたの!?」

「違うわアンジー」

　嘉よし明あきが、慣性を堪こらえるために歯を嚙かみつつ、言う。

「風よ。風を一瞬だけ受けて、その抵抗で上に吹っ飛ばしたの」

「そんな事したら痛いよ!?」

「だから誘導のラインを描き、反発加速の効果圏も操作してたわ。──ナルゼママの誘導描画がかなり有効なのね」

「チート？」

「肯定しとくわ」

　うへえ、と己は口を横に開く。

「聞いてないヨ──！」

「Ｔｅｓテスタメント．、よく考えたら、自分達にしか出来ない手の内をこっちに明かす訳ないわね。だったらこっちも……」

　Ｔｅｓ．！　と頷うなずき、自分は機体を翻ひるがえした。お互いが白と黒の機殻箒シヤーレベーゼンを表裏で合わせ、母達を見失わない内に急いで、

「白姫ヴアイス・フユルステイン、黒姫シユヴアルツ・フユルステイン、合体……！」

　出力を合わせ、共に飛んだ。母達に追いつくため、白と黒の翼を合わせ、飛翔した。
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　ループの内側となる白姫。白の機殻箒を操縦する嘉明は、安治アンジーの手をつかんで引き揚げるような感覚で、その全体を持ち上げた。

　空中後方回転。重力制御航行でも風を受ける以上は空気抵抗を無視出来ない。大体、フルで重力制御を行えば燃料が保もたないのだ。ゆえに基本は重力で押したり引いたりして飛ぶ。今はループの外にいる安治が押して、内側にいる自分が引くターンだ。

　回す。

　頭上にいる母達は、二機のままだ。出力では確実にこちらが上回る。

　故にこちらはループの速度を上げ、風を切りながら上昇を掛け、更には、

　……もっとループを絞らないと……！

　安治を引き揚げる、が、無理をしてはならない。お互いが息を合わせてるとは言え、精密動作中だ。下手へたに動けば合体が剝はがれるし、安治が出力を過剰に上げて尻しりから滑って吹っ飛ぶ可能性もある。だから安治に伝わるように、確かに、しかし静かにループを狭くしていく。

「……く」

　慣性がキツい。よく母達はこんな挙動をしていられると思うが、見れば彼女達からは常に流体光が散っている。

　加護か、術式か、それともナルゼママの描画なのか。

　全てかも知れない、と思うと、彼我の差を強く感じた。だが、

「キメちゃん！　──イケるよ！」

　その声に、己は強く安治アンジーの手を引いた。釣り上げると言うよりも、引き抜くようにして、

「追いつくわよ！」

　角度を鋭角に。まるで跳ねた魚が尾お鰭びれを宙に振るような動きで、一気に追撃の角度を補正。天上を後ろ向きに回り、そのまま母達の背後へと自分達を発射した。
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　行った、追いついたと、嘉よし明あきは思った。

　眼下、正面方向に九十度傾いた安あ土づちの左さ舷げん装甲が見える空域だ。そこで追いついた。

　母達の機殻箒シヤーレベーゼンでも、技術でも、加護でも、ここまでが限界の筈はずだろう。大体、二人の機殻箒は合体していない。合体すれば出力と扱い次第で強引な機動が出来るかも知れないが、今は二人とも別だった。

　軽いからこそ、このようなループ軌道がとれるのだとすれば、合体状態は重く、推力に偏向が利かないという事なのかもしれない。どちらにしろ、今、自分達は天上を回って追いついた。これ以上ループを狭くし、こちらのオーバーシュートを誘うのは無理だろう。

「さあ！」

　追いつく。放つ弾丸は追尾式。角度が合い次第射撃を行うつもりで、

　……届くわ！

　と、引き揚げた瞬間だ。前方を行く母達が、やらかした。

　二人同時に、機殻箒から外へと飛び降りたのだ。
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　……落下!?

　安あん治じは母達の無茶を見た。

　機殻箒から飛び降り、ループという枷かせから脱する。

　真ま面じ目めに高速で回転しているこちらは、このままだと彼女達を追い抜いてしまう。

「そのオーバーシュートを狙ねらったの!?」

　違った。

　六枚の翼を強引に開いた母達が、息を合わせ、空中で機殻箒を横抱きにしたのだ。

　彼女達が動いた。

　機殻箒シヤーレベーゼンのシート部分を抱きかかえ、翼に風を受けて叩たたかれたように仰のけ反ぞる。あとは魔術陣マギノフイグーアでアクセル操作をしながら全身ごと機首を上に、天上に向け、

　……強引な角度補正!!

　回るのだ。

　ループの外に出るのではない。

　機体が受ける風や、加速術式ではなく、五体を使って強引に機首方向を上に向け、更に旋回を小さくしたのだ。

　やられた。

　あ、と思う間に、上に回られた。

　風を打つ音が聞こえた。そんな気がした。否、実際にそういう事が生じている筈はずなのだ。何しろ、高速域から強引に大気の抵抗を受けに行ったのだから。

　翼も肉も骨も、全身にも風の激突があっただろう。

　しかし母達はやった。そして思い至るのは、二人の乗る機殻箒が、技術的には自分達のものよりも劣っているという事だ。それはつまり、

「そういう乗り方を、基本としていたって事……!?」

　チートではない。

　馬鹿だ。

　自分を大事にしていない。あれだけ自分達の事を大事にしてくれていた母達だというのに、己についてこんな無茶だとは。だが、

「アンジー！」

　上から光が来た。母達の砲撃が、天上方向から角度を合わせて放たれたのだ。
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　白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインが分離し、散開した直後。二人のいた位置で十円玉の棒ぼう金がねが破裂した。

　拡散弾だ。

　勢い重視の弾体は破裂し、金属音の多重と共に弾はじけた。

「く……！」

　白姫と黒姫は、迷わず重力制御で自分達を外に飛ばした。

　だが、弾丸が追いつく。

　被弾と言うには高い硬貨の鳴り響きが生じ、二機の加速系が幾つか脱落した。

　しかし二機は、前に己を蹴けり飛ばして離脱。拡散弾の飛来角度に対し、機体を水平に倒す事で被弾面積を少なくした上で、

「アンジー！」

「アイヨ──！」

　ここから先、単機では保もたないと、再合体し、しかし魔女テクノヘクセン二人は振り向いた。

　背後。ループを終えて加速する母達が、今こそ二つの機殻箒シヤーレベーゼンを合体させたのだ。

「双嬢ツヴアイフローレン第二形態の、合体……！」

　背後に黒い反発加速光の爆発を置き、双嬢が追撃に来る。
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　空で加速音の追撃と交こう叉さが始まったのを、清きよ正まさは聞いていた。

　耳は周囲の音を気にしている。が、視線はずっと前だ。そして身体からだは、

「……っ！」

　ウニを相手に、攻撃と防御の応酬中だった。

　こちらは基本四枚の自律装甲に左右の王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフ。

　あちらは六本の射出型の長なが槍やりだ。

　自分は前に行く。ウニの攻撃を防御で弾はじき、足あし捌さばきを確かに前進する。

　対するウニは射出する槍自体を盾に使い、陰に隠れてはまた攻撃を連続する。

　下がりながらのステップを刻み、ウニがアウトボックスからの槍を撃ち込んできた。

　こちらは左右の自律装甲で弾き、王賜剣三型の右突きをカウンターで叩たたき込む。

　風を巻いた王賜剣三型の右突きが、しかしウニの射出した槍に弾かれた。

　金属音の響く向こう、彼女が再びその陰に入って位置を右にズラす。

　この移動が、こちらとしては対処しづらい。

　……左右どちらかに位置を変えるか、一瞬判断出来なくなります……！

　ウニのステップが、意外に前後へと振った動きだからだ。左右に振っているなら、どちらかに跳ぶ時に腰の落とし方や膝ひざの入れ方で区別がつくというのに。

　だがこの辺り、よく解わからないからといって、焦ってはいけない。

　相手の動きが解らないならば、自分から解る方法を使えばいいのだ。そう、こういう場合は、

「これで、どうです？」

　自分は、ウニを前に、半はん身みになった。
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　あ！　とウニは驚いた。間違いなく表情に出たけど気にしない。

　清正が、動きを変えたのだ。これまで、腰をやや落とした姿勢からまっすぐこちらに詰めてくる足捌きだったものを、

　……半身ですか！

　右の肩を前に出し、左側を向こうに引いた形だ。

　それだけではない。軽く前後に身体からだを振り、奥足となった左足を使って、

「回りますか……！」

　こちらの周囲を、大きく刻むように反時計回りで回り始めた。

　清きよ正まさにとっては前方向ではない。背の方にステップを刻む。その踏み方は摺すり足気味で少し大おお袈げ裟さだが、

　……正面からの打ち合いをやめたんですね!?

　やりにくい。

　何がやりにくいかと言えば、清正の動きだ。

　中央にいる自分から見て、彼女は左から後ろに回り込もうとしてくる。

　速い動きだ。

　回り込まれたくなければ、自分も左回りに身を回すしかない。

　ゆえに自分も回るというか、回される。そしてそうなる事で、

　……清正先輩に対し、右からの攻撃が難しくなりました！

　清正が左に回る以上、右からの攻撃は彼女を追う事になる。それは威力が減衰するし、射出からの直線軌道を通る〝笹ささ群むら〟にとっては、酷ひどく狙ねらいづらい。

　また、この状態は、清正に対して左側からの攻撃も難しい。

　左に回ってくる彼女へとカウンターを打とうしても、射出型の笹群ではフック軌道が出来ないからだ。

　もしも左から当てようとするならば、回る清正よりも速く己を左に移し、正面に彼女を捉とらえる必要がある。

　この場合、自分は清正の前に跳び込んでしまう事になるが、彼女からすればカウンターの狙い所だろう。

　右と左、どちらとしても上手うまく行かない。

　手詰まりだ。

　ここからどうするかを考える必要がある。

　単なるローリングのサイドステップだが、こちらを上手く押さえ込んできたと思う。

　単純ではあるが、単調ではない。

　こんな足あし捌さばきの切り替えを実戦でいきなり出せるのも、多分、そうだ。何もかも、

「福ふく島しま先輩の対応で、これも身につけたんですね！」

　清正が赤面した。
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　王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの光剣が内うち舷げん側に突き込まれるのを、〝青梅おうめ〟は青梅艦橋内部の大判表示枠サインフレームで確認した。

　無論、確認と言っても偶然目に入っただけだ。

　外は酷ひどい事になっているが、地下は荒らされておらず、艦橋部も無事だ。相手は「武蔵むさし」という大きなイメージを攻略していると示すため、中央艦狙ねらいに集中だろうという皆の見解は確かなようで、それには自分も同意する。

　直後にコレだ。

・青　梅：『何で!?　何でうちだけなんです!?　他にもどうぞ！　ハイ！　──以上』

・武蔵野：『言っておきますが最初に叩たたき込まれたのはうちです。鈴すず様もビックリで現状まだ始末がついていなくて上にいる〝武蔵〟様がいつ何を言い出すか緊張しております。

　──何か言いたい事は？　──以上』

・青　梅：『無いです……。──以上』
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　清きよ正まさは思った。今日きようの自分は調子が良い、と。よく考えたらこのところの二発、ウニではなく武蔵むさし野の艦橋目掛けて放てば良かったのではないかと思うが、ウニ相手だからこそこの〝王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフ照れ隠し打ち〟は放てたのだと思う事にする。

　ともあれ動きは決まった。

　ウニを中心にして半はん身みのサイドステップを切り、そして距離を詰め、必要に応じて、

「行きますよ……！」

　ここから攻撃を連続する。
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　……来ました……！

　清正の手から、攻撃の連射が来た。

　ウニは、その連続と足あし捌さばきに息を詰めた。

　密度が濃い。それも、まっすぐな攻撃と、こちらが左右に逃げぬための曲線軌道の斬ざん撃げきを絡めてコンビネーションしてくる。

　ついさっきまでは直線的に追ってきて、攻撃と防御の掛け合わせで飛び込んで来ていた人だと言うのに。

　今はもう完全に円弧の軌道を足捌きで回し、しかし防御と攻撃を叩き込んで詰め寄ってくる。

　多彩だ。

　だが、清正としての個性がある。

　常に防御。常に前進。

　それを重ねた上で、何でも出来るというのが、彼女だろうか。

　これまでちょっと、いろいろと派手な技の人達と戦ってきたせいで、このような地に足をつけた戦い方が新鮮だ。

　というか賤しずヶ岳たけでの戦いでは不ふ破わ相手に殆ほとんど地に足がついていなかった気もするし、これは義よし光あき相手でもそうだったような気がする。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウとの戦いは地に足がついていた気がするが、あれは恐らく流体の森なので、ある意味完全に足が浮いていた筈はずだ。

　……あ！　自分、地上でちゃんと戦った経験薄いです！

　一応、修行時代はちゃんとしていた気もするが、今は周囲が凄すご過ぎていけない。だとすれば清きよ正まさのような相手は素晴らしい。自分が自うぬ惚ぼれたり疎おろそかになっているところを叩たたき直し、実力そのもので頑張るという事を改めて発見させてくれるに違いない。

　清正が、堅実な戦い方をする人で良かった。

「その堅実さ！　それも福ふく島しま先輩と培ったものですね！」

　堅実に王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの赤面光撃が叩き込まれた。
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・黒　竹：『まー何でそんなポンポンと今日きようは出るんですかね……』

・巨　正：『い、いえ、これはその、……福島様がいけないのです！』

・しとお：『よく解わからんで御座りますがいけない事をしたので御座りますか!?』

・安　土：『どうでもいいからこっち向けて撃たないよう御願いします！　──Shaja！』
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　息を一つ入れ、お互いは向き合い、光の散る下で軽く一礼。そして、

「侮りませんよ」

「御願いします！」

　言葉と共に、二人は激突した。
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　青梅おうめ左さ舷げんでの光撃の連続と、そこから始まる踏み込みと刃やいばの激震。

　それらを奥おく多た摩ま左舷にて見聞きした福島は、

「おお、見事に御座るな」

　と母が呟つぶやくのを聞いた。

　自分達も今、走りながら槍やりを打ち合っている。時に相手の穂先の根元を手で払って過ごし、また身体からだの周囲に柄を回し、それを手に取って振り抜きながら、

「……清正殿が、いい踏み込みを刻んで御座ります」

「ああ、あの白いので御座るな」

　白というと嘉よし明あきもいるが、あっちは白くて金色になるのだろうか。でもそれは清きよ正まさも同じな気がする。しかし母は音に耳を澄ますように息を吐き、こちらにまた渡すように槍やりの突きを連続で三つ程寄越しながら、

「強いので御座ろう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──拙せつ者しやがもし敵かなわぬとすれば、拙者の手の内を知って御座る清正殿かと」

　可か児に、今はウニかエビか。彼女は自分の副官役だが、今回は少々不ふ憫びんな事になっている。

　……無事でいてくれるといいので御座りますが。

「何か懸念があるので御座るか？」

「あ、いえ……」

　と母の言葉に己の言葉を濁してもしょうがない。以前、自分がスランプに陥った時、夜のプールで相あい対たいした事があるのだ。あの時の清正は、

「その気になると、……ホント、強情な強さを見せるので御座りますよ。ええ」





●






　足あし捌さばきは福ふく島しまよりも歩幅が小さいと、清正は可児のストライドを計測した。

　対するこちらも、やや小回り重視だ。ゆえに機き動どう殻かくのパワーアシスト機能に対し、自分の足の踏み込みを小さく強く入れて捌く事を数回。制御情報プログラムではなく、実際の動きから自律系に憶おぼえさせ、即席の最適化を施して相対を進めていく。

　回るのはバックステップ気味に反時計回り。右前の半はん身みで、右の足は常にウニに向けておく。

　そして狙ねらうは、

　……カウンター！

　ウニは槍を射出する時、腕の動きを連動させる。

　それは、移動する事が出来たとしても、動きに制限が掛かっているという事だ。また、連続射出を行わない限り、先に発射された大槍は彼女にとっても死角となる。

　そこを狙う。

「はいっ」

　と押し殺した声を気合いの代わりに叩たたき込むのは、手首のスナップを重視した高速の打ち抜きと鎌かまの搔かき抜きだ。

　機動殻のパワーアシストを速度重視のものとして、

「はいっ」

　ウニの攻撃は全て防御で受け流し、ただその外から踏み込み、連続し、

「はいっ」

　空間を打ち抜く。そして隙すき間まを搔き抜き、左右を合わせ、カウンターを伝って攻撃を増やし、自分のテンポで身を前に出して左右を繰り出し、

「──大体、機き動どう殻かくの設定が決まりました」

　パワーアシストの最適化が、攻守と移動において定まったのだ。

　そして己は、速度を攻めた。
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　清きよ正まさが〝来た〟のをウニは悟った。

　火花が散り、擦過の煙が幾条も空間を描いて突っ走った。

　対抗して発射する巨大な長なが槍やりは、大気を震わせながらもしかし敵に弾はじかれて轟ごう音おんとなる。

　その動きと衝突の中で、ウニは清正の回転が更に上がった事に気付いた。

　加速する。

　動きはこれまでの基礎的なものとあまり変わらない。が、その応用とも言える対応角度とタイミングが増え、カウンター狙ねらいだった清正の攻撃も、いつの間にか隙すきを見せずとも連撃が叩たたき込まれる状態になっている。

　まるで横から雨が打ち付けてくるかのように、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの穂先が冷たい線として届く。

　対する自分は、回避と位置取りでそれを凌しのぐ状態になっていた。

　……速いです！

　機動殻のアシストと言うだけではない。槍の左右を引いて戻し、振りかぶるのではなく手首で返して回し、鞭むちのように振るう。それらの動きが気負わず、脱力から瞬発への動きをパワーアシスト付きで叶かなえられているのだ。

　対する自分は、射出する〝笹ささ群むら〟を盾にして位置を変え、しかし清正から外れず、逃れないようにするので精一杯となった。

　時折、自分と清正の角度が合った時、跳び込む。

　笹群を幾本か盾として正面に射出し、それを追って行くが、

「はいっ」

　声と共にサイドステップで位置を仕切られ、そこに刃やいばが飛んで来る。

　この構図を幾度も繰り返して思うのは、一つの事実だ。

　……これ、最初の時の自分と清正先輩の状態を、逆にしたものです！

　始まった時は、自分がステップを切っていた。清正は防御でこちらの攻撃をかいくぐって前に出てきていたのだ。

　あの時、清正は前進を可能としていた。

　今、自分は前に出る事が出来ていない。

　そしてあの時、自分は清正に前に出られてしまった。

　今、清正は自分を完全に押さえ込んでいる。

　これはどういう事か。

　……実力が全然違うんです!!
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　あら、と清きよ正まさは思った。

　ウニの持つ雰囲気が、不意に跳ね上がったような、そんな気がしたのだ。

「そうですか」

　気付いたのだろう。自分に何が足りないか。だが今は相あい対たいだ。

　こちらは今までの動きで大体〝摑つかんだ〟。賤しずヶ岳たけで丹に羽わと戦った時などもそうだが、自分は相手をちょっと見過ぎる。しかし、そういう性格だ。

　これも福ふく島しまを鍛える中で身についた性分。そう思いながら、

「はいっ」

　ウニへと、歩を詰めた。その直後。

　……来ます！。

　思った瞬間。槍やりが来た。三連。縦右から左下に並べた斜め連続発射だった。

　こちらの足あし捌さばきが踏む瞬間。僅わずかながらも身体からだが沈み込む時を狙ねらった攻撃だ。

　見事だと思う。だが、

「福島様なら、胴ではなく、この足を狙いますよ」

　言って、己は踏み込んだ。

　斜め並びで発射された槍の右外側に入った。走る槍を、左肩の自律装甲で押して軌道を浅く上に変え、

「そこです」

　槍の向こうにいるウニに対して左右同時。下段と上段の突きと薙なぎ払いを同時に発射した。
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　……完全同時攻撃！

　レアだ。自分のように機械的な射出型ならばともかく、人がそれを扱う事は至難だろうに。それすらも清正がやってのける。

　左側、三連で発射した槍を遮しや蔽へいにされ、清正がその向こうから上下の二発を送ってきた。

　上は顔面狙いの刺突。下は足狙いの薙ぎ払いだった。

　かわすには外に飛ぶか、上下に身を縮めて槍の遮蔽を活いかすしかない。

　だが外へ跳べば清正との距離が空く。今、接近戦を挑む構図となっている自分にとって、間が空くのは避けたい。だが、ここで例えば上下に身を縮めたとしても、結局は着地を狙われる。

　……どうしたら……！

　と思った時だ。己はふと思い出した。かつて、自分は似た状況になった事がある、と。

　……あれは──！

　何故なぜ、そのような事を感じたのか、解わからない。

　だが思う瞬間に上下の刃やいばがこちらに来て、

「……！」

　己はただ、記憶に従って動作した。
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　清きよ正まさは、ある筈はずの手て応ごたえが消えたのを悟った。

　射出され、飛んでいく三本の槍やりの向こう、ウニはそこに跳んでいる筈だった。

　そうでなければ首と足首を削そいでいる。

　しかし、その手応えは無い。

　ならばウニは跳んだ。後は着地を狙ねらえばいいだけだ。

　だが、彼女がいない。

　……何処どこに──。

　と左右に視線だけを送った瞬間。自分は気付いた。空から散る光に影が生じた事に、だ。

　即座に判断した身体からだは、高速のバックステップを瞬発。

　同時のタイミングで、空から三連の轟ごう音おんが眼前に突き立った。

　ウニだ。

　彼女が槍を上空から逆さか落おとしに発射してきたのだ。

　何故、先程まで萎い縮しゆくしていた彼女が、そんな位置にいるのか、己には解る。

「遮しや蔽へいとなった槍にしがみつき、飛ばして貰もらったのですね!?」

　上。光の雨が落ちる空をバックにしたウニが、ただ頷うなずいた。そして彼女は、両手を広げて空に振り、

「行きます！」
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　言うなり射出した槍に、ウニは乗った。否、蹴けり飛ばし位置を変え、また射出した一本をステップし、摑つかみ、押されてはそのたびごとに位置と角度を変え、更には速度を上げ、

「行きます……！」
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　ウニは思い出す。これは夏休み前、慶けい長ちようの役えきで武蔵むさし副長と相あい対たいした時にやった技だ。

　射出した笹ささ群むらを利用して自分の位置を変え、空中機動する。

　以後も似たような足場化は行ってきたが、足回りの強化として用いてはいなかった。

　だが、と己は思う。この清きよ正まさという先輩の相手をするには、これが必要だと。

　だから足元を意識し、

　……ああ！

　結局、地に足はついていないが、それが自分かも知れない。

　笹ささ群むらを射出し、連続し、自分は縦横に跳ねながら加速し、清正に迫った。

　届く。

　その瞬間に自分は見た。清正がこちらに視線を返し、

「──はいっ」

　平然と、彼女が踏み込んで来たのだ。
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　轟ごう音おんが幾本もの柱として立ち、空気が何枚も裂けて空から打うちの響きを作った。

　その上を走り、飛ばされ、駆けては回るウニは、完全に空中を行きながら清正と交戦した。もはや速度のないものなど無尽であり、不断の六本槍やりが雷撃のようにありとあらゆる場所を穿うがち、水平に飛んで清正を追う。

　そして追われる清正も、まるで無人の野を行くように相あい対たいした。

　行く。

　足あし捌さばきは乱れる事無く、急ぎも、止まりもせずにただ踏んで進んだ。

　円弧を描く隙すき間まに槍の勢いが落ち、下がる眼前に幾度無い力の連打が叩たたきつけられ、軽く身を揺らした横を轟音が突き抜けた。

　だが彼女は構わない。敢あえて来る力に対して肩装甲などを当てていき、弾はじく。力の動きなど読めていると示すように不用意な一発や二発や三発、最大四発までは肩の装甲で外へと散らして飾りとした。

　そして清正が下がり、しかし身を回した後だった。清正の、ターンスライドからのバックハンドで放たれた刃やいばがウニを追い、

「────」

　同時攻撃の連続。

　降る力も、迫る力も回避と防御で突き抜け、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフが高速に宙を駆けるウニを追撃した。

　槍の発射を連続し、ウニが宙を舞い、そして清正の同時攻撃に対し、

「……！」

　当てた。

　笹群二本を使い、王賜剣三型の同時攻撃に合わせ、当てたのだ。

　清正の両腕が、王賜剣エクスカリバーを笹群に突き押されて開いていた。

　その時、ウニは清きよ正まさの正面に跳ねた。

「笹ささ群むら!!」

　叫びと共に残り二本の射出が行われる。
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　ウニは両の腕を前に叩たたきつけた。

　今、清きよ正まさは左右の腕が開き、止まった状態だ。幾らパワーアシストがあろうと、笹群二本ずつを左右の王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフに食らっては、すぐの反応など出来はしない。

　後は中央。空いた身体からだの正せい中ちゆう線せんに上下で笹群を叩き込む。

　やった。

　届けば勝ち。そういうつもりで叫び、放った攻撃だった。

　だが己の目は見た。先に突き込んだ笹群四本が歪ゆがみ、軋きしみを上げたのを、だ。

　それら四連の笹群が突き立ったのは、王賜剣三型の穂先側、左右共に、だった。

　しかし勢いで王賜剣エクスカリバーを止め、固めた筈はずの笹群が、いきなり捻ねじれ、明らかに曲がった。

　……は!?

　何かと思った視界が、一つの嚙かみ合いを見る。王賜剣の穂先。笹群が突き立っているのは、

「片かた鎌がまの内側ですよ」

　清正の言葉と共に、王賜剣の刃がスピンした。

　捻ひねり、力を振る事で、鎌を引っかけられた笹群の左右二本ずつが吹き飛ばされたのだ。

　清正は荷か重じゆうを捨て去り、下がり、両腕の王賜剣三型を上段から振るい、

「はいっ」

　正面撃ちの二発を甲板に叩き落とすと、そのまま来た。

　両の刃やいばを外に軽く鞭むちのように振り、清正が放つのは高速の同時攻撃だった。
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　当たったと、清正はそう思った。

　手は抜いていない。今までの中で最も速度の乗った同時攻撃がウニには飛んだ筈はずだ。それも避けにくい胴体中央に二発同時だ。

　だが、己は気付いた。

「……え？」

　ウニが立っている。上半身を前に倒し気味に、顔を伏せ気味に、両腕を突き出した先は、

　……左右の王賜剣三型の、穂先の方。

　そこで気付くのは、自分が両腕の王賜剣を振り切れてないという事だった。

　何があったのか、と視界の両隅に気を送るなり、それが消えた。

　左右の王賜剣の先端に当たっていた何かが、位相空間に瞬間格納されたのだ。

　笹ささ群むらだ。

　だが、おかしい。

　王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフは、もはや笹群の激突を苦としない。先程片かた鎌がまで受けて払った動作は、パワーアシスト側に憶おぼえさせている。もしも同じような事があった場合、瞬間的に弾はじいて本来の軌道に戻る筈はずだ。

　もしも速度が落ちたとしても、振り切れていないという事はあり得ない。

　だが、あった。

　そうなれば事実は一つだ。笹群に止められたのだ。どういう仕掛けかは解わからないが、

「有り難う御座います!!」

　誰だれに向かってか解らない言葉を叫び、ウニが顔を上げた。まっすぐな、力のある目がこちらを見ている。

　……全力！

　ウニが最初に言った言葉を己が思い出したと同時。

　彼女が笹群を己の足元と周囲に展開射出し、瞬発した。
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　清きよ正まさは対処した。四方、八方、もはや足元以外の全域から飛んで来る槍やりの直行に対し、全身を振り、防護を押しつけて跳ね、王賜剣三型の穂先と石突きも使って打ち続けた。

　……弾はじけます！

　殆ほとんどは片鎌のパワーアシストで処理出来る。だが時たまに違う物がある。

　王賜剣三型の方が弾かれ、こちらが引き気味になる攻撃があるのだ。

　それは何か。高速の捌さばきと打ち合いの中で、己は見た。先程の同時攻撃を止めたのは、

「笹群の重ね打ち！」

　先に放った笹群に、もう一本を後ろから杭くい打うちするのだ。

　賤しずヶ岳たけで、可か児にが不ふ破わを相手にその技術で決着したと、そういう記録は見た。

　それが、これか。長い槍を射出しても、襲しゆう名めい者クラスにはまだ軽い。それゆえに槍を強化しているとは聞いたが、全てはこれだ。更には、

「笹群!!」

　叫びと共に、こちら狙ねらいで多重の爪つめが叩たたき込まれ、

　……来ましたか……!?

　幾つもの攻撃が、全て重くなった。

　ウニが、重ね打ちを全てに施し始めたのだ。

　現存する笹群は六本。重ねたら三本分の数しかない。更には自分の移動のものを含めれば、何もかもを叶かなえるのは高速射出と制御力だ。

　だが、確実にウニの手て数かずが上がった。明らかに先程のものが様子見だったと解わかる。

「まさか私で試しましたか……！」

　夏の合宿でこの技術に気付き。

　この技術のために槍やりの強化を行い。

　不ふ破わを相手とした実戦に投入し。

　ここで自分を相手に、この技を普段のものとする。

　……この子は大胆な後輩ですよ、福ふく島しま様！

　数は少ないが速度を上げ、手数を重ねて倍として、ウニが全力を示した。

　こちらの防御も弾はじきも全て押し込まれ、下がらされ、四歩を確実にバックスライドした時だった。

　こちらの正面狙ねらいで放たれた一発が、更なる発想を含んでいる事に、己は気付いた。

　回転が掛かっているのだ。
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　ウニは撃ち込んだ。

　清きよ正まさが右手一本、王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの穂先と片かた鎌がまで受ける事は解っていた。槍と腕、機き動どう殻かくという、何重にもなるショック吸収の手て筈はずを置けば、笹ささ群むらの重ね打ちに耐えられると、彼女ならそう判断すると思ったからだ。

　だから初弾に回転を掛けた。

　清正が、捻ひねって飛ばすのを見て思いついたのだ。射出時に手首の操作でスピンを掛ければ出来るという事は解っている。後は連続で直線弾を叩たたき込んで腕の振りを確定。最後の一発としてスクリュー飛ばしの一発を打ち込んだ。

　そこで終わるものではない。

「二発目！」

　三発、四発、五発と高速で打ち込み、清正に届けと思いながら自分は空いている手で表示枠レルネンフィグーアを開いた。

　通つう神しん用だ。届くならば届いて欲しい。その相手は、

「森もり先輩──!!」
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　森は、賤しずヶ岳たけの後片付けをしていた。

　いろいろと思う事はあり、それは皆も一緒なのだから、とりあえずここを片付け、終わらせてから皆と語ろうと、そう考えていた。

　すると、共に広場に散らばった瓦が礫れきや武装の破片を片付けていた戦士団が振り向いた。

「森もり君、──通つう神しん来てる」

　え？　と思った。自分に今いま頃ごろ通神を寄越してくるとは、誰だれだろうか。

　不ふ破わは先程から一番無傷の輸送艦を官舎として経理や報告をまとめている。話しかけたら殺されるような気配なので彼女は違う。佐さつ々さの事が気に掛かっているのだろうなあ、と思うが、言ったら殺されるどころではなく消されるので言わない。だとしたら、と思った視界は、ある名前を見た。

　……ウニ!?

　そんな知り合いいただろうか。

　僕は触手ですが、海は塩水が染みるので苦手ですよ？

　でも海産物かあ、いいなあ、と思って向こうのプロフィールを見ると、

　……可か児に君じゃないですか！

　何が何だか解わからない。だが今、彼女は、戦場にいる筈はずだ。噂うわさによると山やま崎ざきの合かつ戦せんの歴史再現として武蔵むさし勢に加わったと聞くが、そんな事とは別に、彼女には言うべきがある。

・モリー：『ウニ君！』

　そうだ。彼女が何を何処どこでしていようとも、自分には言える事がある。

　夏の合宿。そこで相手をした彼女が戦っているならば、先輩として言うべきはこれだ。

・モリー：『頑張りなさい！』

　信じろ。

・モリー：『君の全力は誰にでも届く！　正直な触手の言葉です！　頑張るといい!!』
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「Ｊｕｄジヤツジ．──!!」

　ウニは六本目を叩たたき込んだ。

　……行きます！

　合宿の時、森には世話になった。見てくれていた利とし家いえも、まつも、不破も、佐々もいい人達だった。そして最後にこっちを捕らえてくれた柴しば田たも、御お市いちも、明らかにいい人だった。

　そういった人達に恵まれて、自分はここにいて、

　……その全力を見せられる人がいます！

　清きよ正まさだ。

　彼女に対し、全ての力を押しの一発として、

「頑張ります……！」

　右の拳こぶしを、六本目の笹ささ群むらの石突きに強打した。
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　打った。激震が鳴り、金属が軋きしんで吠ほえ、そして一つの結論が生じた。

　破砕だ。

　バランス、機構、構え、それら全てが跳ね上がり、

「はい」

　受けた清きよ正まさの右手が空にかち上がっていた。

　宙に王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフの右刃やいばが飛び、右肩から手首までの機き動どう殻かくが全て部品を散らしていた。

　ウニの一撃が、清正の技術と力を凌りよう駕がした結果であった。







[image: 第三十五章『到着空域の到着物達』]
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　……凄すごい後輩ですね。

　思って、しかし清きよ正まさは宙を落ちてきた王賜剣三型Ｅｘ．カレトヴルツフをキャッチする。その直後に、

「ウニ様……！」

　見れば、甲板上にウニが膝ひざと両手をつき、荒い息に支配されていた。

「あ……！」

　汗が酷ひどい。脱水症状を軽く起こしているのは解わかったので、駆けつけ、自分は腰部装甲の内側に仕込んである応急セットから神しん道とう式の水部符を取り出した。口にして吸えば、一リットル程の水を出す。水質の豊かな極東ではあまり必要とされない符だが、戦場では必須だ。

　そして彼女の疲労軽減加護を外から操作し、応急処置で息を整えさせる。すると、

「す、すみません……！」

　構わない。符を与えると、どういうものかよく知っているのだろう。横口に挟んで一気に吸った。

　そして彼女が、一息をつき、こちらを見た。

「あ、あの！」

「何です？」

「続き、やりますか!?」

　その視線が、まだまだ充分に力があって、己は驚き半分になりつつ、笑ってしまった。

　心の中にあった、鬼のような暗いものは、もう無い。

　自分は、砕けた機き動どう殻かくの右腕を掲げて見せ、

「私は、もう相手が満足に出来ません。これ、スペアでしたから」

「だったら──」

「貴女あなたの勝ち。そういう事です。ウニ様」

　言った先、ウニが、何を言われているのか解らない、と言った顔をした。

　だから自分は表示枠レルネンフイグーアを開き、

「私の方から、皆に報告しますか？」

「い、いえ、駄目です！　これは自分の手柄というか、仕事です……！」

　立ち上がり、まだふらつく彼女を己は右腕で支えた。福ふく島しまと対等に渡り合える自分の、その右腕を突破してくるとは。更につけ加えるなら、

　……最後のスクリュー掛けは私の御陰ですね。

　そんな事を思うのは、浅ましいだろうか。ただ、ウニである可か児にが、表示枠を開いて大きな声で叫んだ。

「敵将、加か藤とう・清正！　──討ち取ったり……！」

　その言葉を聞きつつ、己はふと、一つの変化に気付いた。

　空から降ってくる王賜剣エクスカリバーの残ざん骸がい。光の塵じん芥かいが、流れているのだ。

　艦首側から艦尾側のこちらに向かって右に、ゆっくりと、しかし確かに揺らいでいる。

　……これは──。

　大おお坂さか湾に出た武蔵むさしと安あ土づちが、進路を変えようとしているのだ。
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　空を、幾つかの攻撃の交こう叉さが走っていた。

　双鉄ツヴアイアイゼンと呼ばれる魔女テクノヘクセン二人の合体機体と、双嬢ツヴアイフローレンと呼ばれる魔女二人の合体機体が、お互いを追い、または回避で切り抜け、攻撃を送り合っているのだ。

　回避では双鉄が増し。

　速度では双嬢が増した。

　二機は絡まるように速度を上げながら戦場の空を回り、やがて並走から射撃と回避を連続した。

　鉄の名を持つ二人は幾何学的な軌道で回避しつつも前に進み、追尾中心の弾丸を送った。

　嬢の名を持つ二人は曲線軌道を翻して回避しつつも前に進み、砲撃中心の攻撃を送った。

　しかし、不意にお互いの挙動が変わる。

　歪ゆがみだ。

　原因は彼女達の眼下にある。

　武蔵と安土が、大坂湾北部、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の沿岸が見える位置で、急速に東寄りのターン軌道に入ったのだ。

　安土が加速していた。

　武蔵を、M.H.R.R.改派プロテスタント領に入れないための、抵抗だった。
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「正まさ純ずみ……！」

　鈴すずは、模造の武蔵の軌道を急ぎ変え、対応をこなしていった。

　安土が身を寄せてくる、というのが感覚だ。実際としては形なり振ふり構わない体当たりと言える。しかし、

「音……！」

　安土からこちらに響いて来る音がある。それは艦の駆動音だが、特に目立つのは内部の機構が急速にあるものを組み替えているのだ。

　……加速器！

　何が行われているかは解わかるが、何がどうなるかは予測するしかない。ただ、この音の動きと順番は、安あ土づちが次の動作に移ろうとしている準備だ。

　今、ここまではまっすぐの並走だったが、これからは違う。

「艦隊戦、する、気……！」
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　大詰めか、と正まさ純ずみは奥おく多た摩まの艦首甲板に上がる階段の下で呟つぶやいた。

　思わず足を止め、下を見て、考える。

「大国め……！」

「？　どういう事だ？　本ほん多だ・正純」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己はウルキアガの問いに答えた。横で周囲を警戒する加か納のうも、こちらの言葉を待つように頷うなずいた。対する自分は、肩に力が入る事を自覚しながら、

「もしここで安土が沈んでも、P.A.OdaとM.H.R.R.神聖ローマ帝国には航空戦力がまだ残っている。逆に武蔵への一撃を与える事が出来れば、政治的には充分なパフォーマンスだ」

　つまり、

「十じつ本ぽん槍やり、そして艦上の侵攻、更にその上で、安土すら捨てても構わないと、羽は柴しばは大国としての〝自分〟をアピールに入ったんだ。外からは、必死に見えるかも知れないが、それもまた創そう世せい計画がいかに重要で邪魔させないためだと、そう言える。

　──羽柴勢は、私達に対する事で、創世計画の価値を上げ、更には私達の政治的な発言力を削そぎに来ている。それも、何度とない波状的な手を使って、だ」

「せやったら、どうすんねん」

　上から来た声に、己は階段を見上げた。

　ずっと上、ほぼ最上段に、大おお久く保ぼがいる。半目でこちらを見る彼女に、自分は告げた。

「──凌しのいでいたら、負けだと思うか？」

「それこそ羽柴の思うツボやろ。対等とか、そのラインになった時点で、衰退しか無かった筈はずの向こうとしては大勝ちや」

　そうだな、と頷くしかない。

「──勝つしかない。少なくとも、ここで負けの解釈を得る事は出来ないという事か」

「Ｊｕｄ．、打てる手、何でも使う気で頼むわ。こっちは万が一考えて、いろいろ手配しとく、そっちは必要やったら呼びぃ。こっちは後で出るかも知れん」

　と。彼女が上を指差した。

「全裸御一行がおるで？　──早う行ったってや。それで加納君、返してくれ。こっちも一人で仕事回してるのは大変なんやで」
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　嘉よし明あきは、決着が近い事を悟った。

　今、羽は柴しば勢は政治的に難しい位置にいる。羽柴の歴史再現がほぼ終了し、天下人である一方、権益としての旨うま味みが無くなっているからだ。ここで創そう世せい計画を持ち出し、衆しゆう目もくと賛同を集めたとしても、実際の権益という資産が無ければだめだ。逆に創世計画を他国に左右され、下手へたをすると事業が失敗するかも知れない。

　だから、一番の障害となる武蔵むさし勢を押さえ込む。羽柴の次に天下を治める松まつ平だいら。その襲しゆう名めいを得る武蔵勢を止め、彼らに創世計画を認めさせ、それを守り、完遂する。

　ここで武蔵を止めねばならない。

　艦上では、上陸部隊がかなり押した。仕込みも入れている。

　これだけでも、こちらに賛同する国は、武蔵の力を条件付きでしか認めないだろう。

　だが、もう一押しだ。政治的な力の確保だけではなく、

「勝負を決めようというのね」

　眼下。安あ土づちが、武蔵との決着をつけようとして、藻も搔がくように押さえ込みに掛かっている。

　武蔵を止める最後の手段としての艦隊戦。こちらの最大戦力を投入すれば勝てるというのが、自分達とは違う判断の出来る竹たけ中なかの指揮なのだろう。

　だとすれば、自分達は急がなければならない。母達をここで止める事で、彼女達が艦同士の決戦に加われないようにしなければいけない。

　そして相手の砲撃からの追尾拡散弾をかわす中、合体の裏側で安治アンジーが声を上げた。

「キメちゃん！　やるよ……！」

　アイヨー、と言えない自分が哀かなしいけど性格なのよね。
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　ナルゼは、眼下の動きを上空から捉とらえていた。合体状態の白嬢ヴアイスフローレンの外、観測術式を展開して、撮影した情報を武蔵に送る。その一方で砲撃管制としては、主に黒嬢シユヴアルツフローレンの弾丸ストッカーに術式を描きまくって込め、

「実弾あまりバラ撒けないから、流体系の弾丸ばかりだけど、それはそれで燃料が危険ね！」

「急いで終わらせて武蔵に戻りたいけどね……！」

　だが、娘達が頑張る。そう、敵と言うよりも、やはり娘だ。何しろ機殻箒シヤーレベーゼンの操り方や軌道制御に用いる背の翼の使い方が殆ほとんど同じだ。

　だから砲撃を送った時も「あ、これ、ああいう風に回避するだろうな」とか思っていると本当にそのような回避をされる。

　ゆえにソレを見越して、わざとタイミングを外した攻撃を叩たたき込んでいるのだが、

　……かわすわね……！

　時折、軌道が幾何学的になる時がある。これが厄介過ぎる。

　こちらとしては、ついつい、〝風を受けて飛ぶ飛行物体〟として狙ねらってしまうからだ。そのために曲線軌道を想定するのだが、それを急激な角度でかわされる。

　重力制御で飛行しているという事は、こういう事か。

　一方、向こうの射撃をこちらは風を受けてかわす必要がある。結構な密度で飛んで来る追尾弾を回避するのは大事で、

「やるね……！」

　頭を押さえられたように加速を緩めるたび、マルゴットが嬉うれしそうに言う。

　解わかっているのだ。敵ではあるが、あれは自分達の後継だと。

　よくぞ来てくれたと、生きていてくれたと、そう思う。

　もはや彼女達の言を疑っていない。それだけの交戦をしているが、

　……ああ。

　そろそろだと、己は思う。するとマルゴットが、加速を入れ直しながら、

「ガっちゃん」

　ええ、と己は応じた。そろそろ完成するのだ。それは、

「──出来たわ。あの二人の回避軌道の全パターン。九割以上の確率で当たる〝クセ〟を描写したから、これをそっちの砲撃の追尾設定に入れて」

　送った術式を、マルゴットが黒嬢シユヴアルツフローレンの照準部に落とし込む。直後に黒嬢と白嬢ヴアイスフローレンの弾体バケットに術式が送られ、弾たま数かず分だけ十円玉の音を打ち鳴らした。

「──やるだけやる。あの子達が、これまで見てきたものを返せるようにね」

　私、えらく真ま面じ目めな事言ってるわね、と思い、マルゴットを見る。

　すると彼女が微笑していた。

「何？　マルゴット」

「いや、ホント、何か急に大人おとなになったなあ、って」

　いいから、と己は砲撃管制に許可を出した。

「──Helrich」
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　来た、と安あん治じは気付いた。これは今までの砲撃や拡散追尾弾ではない、と。

「キメちゃん……！」

　ほぼ真横に並んで空を行く母達から発射された棒ぼう金がね。それに、これまでとは違う空気を感じる。否、実際にそうなのだ。

　今まで放たれてきたものは自分達の軌道を阻害するような〝邪魔〟なものだった。

　しかしこれは違う。

　ただ一直線にこちらを狙ねらったもので、無む造ぞう作さに投げ渡されたもののようにも感じる。

　対する嘉よし明あきも、自分の言葉と砲弾の軌道から危険に気付いたらしい。

「アンジー！」

　回避軌道に入れと、嘉明が白姫ヴアイス・フユルステインから浅く身を起こした。だが、

　……ヤバい！

　砲弾の飛来位置が、こちらの中央過ぎる。何処どこに回避しても等距離で危険が残る位置に、相手は棒ぼう金がねを叩たたき込んできた。これはつまり、

「避けられない……！」

　自分の感覚が全てを認め、回避不能を悟った直後。砲弾が割れ、拡散した。

　三百六十度全域。まるで包むように飛んで来る弾幕を見て、己はこう思った。まるで翼のようだと。

　だから決めた。否、決めていた。感覚で無理だと解わかり、どうしようもない時はどうすればいいのかと。

「──っ！」

　抵抗を、ただ負けぬための最善を、思うがままに動いたのだ。
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　空に光が炸さく裂れつするのを平ひら野のは確認した。

　流体光としては強いものだ。何か蓄積されたものが破裂したのだとは解るが、

「あれは──」

　破片だ。空にぶちまけられていくのは、黒の金属片。己の照準術式が捕ほ捉そくするのは数百単位の賢鉱石オレイ・メタロで出来たブレードで、あれは自分の記憶では、

　……黒姫シユヴアルツ・フユルステイン！

　飛行物が流体光の爆発を散らし、破片を散らすとなれば、状況は一つだ。

　撃墜されたのだ。
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　歓声は上がらなかった。

　武蔵むさし野の艦橋内にて、鈴すずは四人と二機の空中戦を追っていた。

　今、安あ土づちに押されるようにして反時計回りのターンを強制されている武蔵むさしの頭上、北方向へと双嬢ツヴアイフローレンが飛ひ翔しようしていった。そして彼女達に置いて行かれるように、爆発の力が空にある。

　敵ではあれ、ナイトとナルゼの娘だ。自動人形達は冷静に事実を受け止め、

「御無事ですか。──以上」

　問いかけに、自分は急ぎ、空の状況を確認する。そして、

　……え？

　散る破片と流体光の中、人影がある。

　二人だというのは解わかる。あの、十じつ本ぽん槍やりの魔女テクノヘクセンだというのも、だ。

　しかし、今の知覚解像度では解らない事が一つあった。二人は撃墜された筈はずなのに、空中の高度を落としていないのだ。爆発の中、二つの影がただあり、そして、

「気をつけて……！」

　己は通つう神しんに叫んだ。

「負けてないよ……！」
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「負ける訳にはいかないのよ……」

　嘉よし明あきは、荒い息で空に立っていた。

　生きている。無事だ。あれだけの爆発があったが、自分は負傷一つ無い。しかし、

「アンジー！」

　自分が抱える白姫ヴアイス・フユルステイン。その逆側に、黒の翼が腕を絡めて顔を伏せている。

　安治アンジーだ。

　彼女が、先程の集中追尾弾に対し、分離した黒姫シユヴアルツ・フユルステインを叩たたきつけたのだ。

　自分が即座に精査しても、あらゆる逃走角度を封じられたと思う程の弾幕。それに対し、安治は黒姫を盾とした。

　白姫や黒姫を防護状態にするのは、賤しずヶ岳たけの戦いの際に爆風や飛来する土ど砂しやなどを避けるためにやってきた事だ。

　それを今、弾幕に対して行った。

　気付いた時には、安治が急ぎ前に出ていた。彼女はこちらに笑みを一つ作ると、

「アンジーが前に出る処ところだから、ここ」

　そのまま白姫の機首に立った彼女が、黒姫を前に投げ出すようにして、展開した。

　後は、もはや何もかも起きたまま、見たままだった。黒姫が被弾して砕かれ、自分は吹っ飛んだ安治を抱き留めながらも白姫を前に出し、対艦砲状態に展開し、

「マ──マ……！」

　叫び、照準を構えた。

　今なら追撃出来る。そう思い、砲撃管制を全て許可し、

「Helrich……！」

　と言う声は、しかし、最後まで放たれなかった。

　照準術式の中、一つの光が見えていたのだ。

　前方。遠ざかる母達の合体機体ではない。そこにあるのは、

　……砲口!?

　母が、こちらに向け、狙そ撃げき砲としての機殻箒シヤーレベーゼンを構えていたのだ。
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　鈴すずは、解像度を上げた瞬間に全てを理解した。

　先にナイトとナルゼが撃ち込んだ砲弾は、単なる時間稼ぎに過ぎなかったという事を、だ。

　本命はその後。合体を分離した白嬢ヴアイスフローレンの上で、狙撃砲としての黒嬢シユヴアルツフローレンを構えたナイトそのものだった。

　シートを後ろ向きに占領し、後部加速器に黒嬢を重ね置く事で固定した砲の先端は、後ろに置いて行かれた二人の魔女テクノヘクセンを狙ねらっていた。

　対するナルゼは、白嬢のシート下、操縦板に足を掛けながら前に身を乗り出し、しかし後ろに振り向いていた。

　二人が何を言ってるか、ここからでは解わからない。解像度がまだ甘いため、顔の造ぞう作さくなど解らないままに、しかしナイトが頷うなずいた。

　それが決着だった。白嬢が僅わずかに加速したのは反動だろう。

　対し、黒嬢の向かう先。そこにいた二人と、一本の長砲は、

「うん……」

　御免なさい、と、そんな事を思ったが、己は言わなかった。その言葉は、全力で尽くしてきた二人の魔女を侮り、情けを掛けた事になるからだ。

　ただ頷き、知覚した先。一つの事実が生じた。

　砲を構えていた二人の魔女の、その長砲が先端から砕け、

「────」

　二人が吹き飛ばされ、落下軌道に入ったのだ。
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「ガッちゃん」

　ナイトは一つ息を吐いて、相方に呼びかけた。すると向こうは、こちらが振り向くより先に息を捨て、こう言った。

「……何か、広ーい温泉でも入って、アー疲れた！　ってやりたい気分ね」

「凄すごく同意かなあ」

　振り向いて、黒嬢を引き戻して、向きを変えてから乗り移る。

　そしてナルゼを見ると、彼女はシートに身体からだを戻しながら、下を見ていた。

　落ちていった二人が気になるのだ。それは自分も同じで、

「見える？」

「……ううん。解わからないわ。流体検知にも引っかからないから、機体が全破したんだと思う」

　という彼女の言葉が、ふと、そこで止まった。

「どったの、ガっちゃん」

　感覚重視のナルゼだ。何か意見があるなら聞く方が安全。そう思って首を傾かしげると、

「あの機体が存在していたという事は、未来にも〝見下し魔山エーデルブロツケン〟があったのよね。それで二人の位相空間割り当てに、あの機体が入れられていた、と」

「まあ、そうなるね。……未来から抽ちゆう出しゆつされる触媒としての外燃拝はい気きには、割り当て空間に装備された神格武装なんかも引っかかってるみたいだけど」

　そういった装備も、本人の個性として含まれるのだろう。この辺り、アサマチの意見など聞いてみたい気もするが、

「……ガっちゃん？」

「え？　ああ、何となく思ったの。……私達、魔女テクノヘクセンは、中途半端な事はしないでしょ？」

　だったら、

「未来の私達は、あの子達に対して、どうだったのかな、って」
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　嘉よし明あきは、落ちていた。

　……参ったわ……。

　負けたのだ。身体からだも落ちれば気分も落ちるが、真っ逆さまなので、気分が下向き、という表現は当たらない気がする。

　それにまた、一直線と言いたいが、翼が風を受けるため、ちょっと揺れ気味だ。

　正直、酔う。

　有翼系は内臓が頑丈だと言うけど、超高い空から長時間の落下は駄目ね。新発見。

　ただ、敗北の感覚がキツい。

　これまで数年、いろいろやって重ねて来て、母達が現役としての活躍を始めてからはその情報を追ってきたのだ。

　不利な条件は幾つもあった。

　賤しずヶ岳たけでの疲ひ弊へいがいけないと、そう言いたくもなる。

　だが、負けたのだ。

　だから落ちていく。

　とはいえ、今は気分重視だ。

　落ちていっても、海には沈まない。そこに至るまでに起き上がり、羽ばたいていつもの調子に戻りたいと、そう思った瞬間。

「キメちゃん！」

　いきなりの声と共に、腕を摑つかまれた。

　上、大きな羽ばたきの音と共に、安治アンジーが来た。

　……え？

　突然の再会というか、一緒に落ちていた筈はずだが、テンションが高い。

「どうしたの？　アンジー」

　落下の勢いを消す。そのために翼を広げると、潮の匂においがする大気が下から来た。随分と下に降りたのだと思って周囲を見ると、

「────」

　安治が、大おお坂さか湾沿岸の夜景をバックに、こちらを見ていた。

　ただ、気付いた事がある。周囲に光がある。未明の夜景とはいえ、充分に明るいし、空では遠雷のように安あ土づちと武蔵むさしの砲戦が続いてもいるのだ。

　しかし安治の顔が、逆光になっていない。

　それは彼女が、こちらの腕を摑んだ右手とは逆、左手で、あるものを抱えているせいだ。

　魔術陣マギノフイグーア。内容は通信文メールで、こちらへの届け物を知らせるものだった。その本文は、


『──御客様へのお知らせです。

　今晩は、こちら、〝見下し魔山エーデルブロツケン〟開発部です。

　既にそちら世界は消えており、再生の日々を過ごしていらっしゃると思います。当方も抵抗をしようと思いますが、何なに分ぶん、そちらへの御助力が不可能となる可能性が高う御座います。

　ゆえに、もしも、万が一、そちらに預けております白姫、黒姫が破損、修復不可能となった場合、御客様の元に、スペアとなる試作品の使用許可を差し上げたいと思います。

　・納品物

　：試作型白姫第二形態×１

　：試作型黒姫第二形態×１

　この通信文を見ていると言う事は、御客様が白姫と黒姫を限界まで使用されたという事。試作とは言え、新型を預けるだけの資格ありと考えております。縦横に御使用下さい。これがおそらく、当方の最後の仕事として、誇り持ち納品の挨あい拶さつに代えさせて頂きたいと思います』



　それだけではない。もう一枚。重なって出てきた通信文には、二行の言葉があった。

　二つの文は、手書きで、見れば誰だれのものか解わかる筆跡で、

『どうかしら？　大人おとなになれたかしら？』

『子供のままでもいいかんね？』
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　嘉よし明あきは叫んだ。両腕を空に広げて叫んだ。

「来なさい白姫ヴアイス・フユルステイン！」

　安治アンジーも声を上げた。両腕を空に掲げて大きく叫んだ。

「来てよね黒姫シユヴアルツ・フユルステイン……！」

　直後。二人の背後に、巨大な棺かん桶おけが射出された。
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　あ、と鈴すずは声を上げた。

　いきなりだった。その形が生まれたのも、主張の強さも、速度の高さも、何もかもが見た事が無い程に強力で、初めは、輸送艦突撃か兼かね定さだクラスの砲撃が、艦下からいきなり跳ね上がって来たのかと感じたのだ。

　違った。

　……航空戦艦？

　違う。サイズは全長七メートル程だ。だが熱源知覚される流体反応が触れられぬ程に熱い。

「鈴様！　それは──。──以上！」

〝武蔵むさし野の〟の声は最初から警戒だ。だが、この力の塊は、

「機殻箒シヤーレベーゼン……!?」

　加速の際に放たれる加速光のパターンを、己は知っている。これは、ナイトとナルゼの娘達、二人が使っていた機殻箒の高速テンポバージョンだ。ならば、

「ガっちゃん！　ゴっちゃん！　──気をつけて！」
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　嘉明は泣いていた。

　ここまで堪こらえていたものが、負けて、しかしそこで終わらぬと気付き、一気に溢あふれた。

　……止めるわ。

　母達を止める。これまでの思いがあり、それに対し、自分は気負わぬようにと、冷めたように気をつけてきたというのに、だ。

　だって、もしも届かなかった場合、自分達の無力に打ちのめされる。ただでさえ、母達と別れた時に何も出来ず、また、世界が消える事にも何も出来ず、そして世界の修復についても、祈っている事しか出来なかったのだ。

　何も出来ていない自分達が、母達を止めるというのは、おこがましいのではないか。

　そう思っていたから、負けて、落ちた。

　あれが一つの結論だったのだと、そう思う。

　しかし、思い出した。

　まずは、母達と別れた時の事を。その上で、記憶から湧わき上がってきたのは、ずっと自分の中で抑えてきたものだ。自分は何も出来ないからと、そう考え、封じてきたものが、

「マーマ……!!」

　先程届かぬ砲撃の時に叫んだ言葉が、確かに自分の望むものだ。

　大人おとなになったのかと問うていた。

　子供のままでいいと言っていた。

　そうだ。

　子供でいい。今は、二人の子供でいい。

　貴女あなた達を止めるのだから、貴女達の子供でいい。貴女達の後を継ぎ、どれだけの事をしてきて、どれだけの力を得たのか、見せる事が出来るならば、

「……っ!!」

　一気に天上まで上がった。

　そして見据えた眼下に、母達がいた。既にこちらに合体状態の機首を向け、

　……来るのね。

　泣き顔を見せるのはいつ振りだろう。否、彼女達に見せるのは初めてだろう。涙を拭ぬぐう意味も無い。ただすべきは、二度とあのような通信文メールを貰もらわずに済むようにする事。

　何もかも、無かった事にするために、

「アンジー」

「いいよ」

　並走する安治アンジーが応じた。

「ここからは、キメちゃん前で、──御願い」





●






　ナルゼは、娘達の機体が大きく変わった事を見て取っていた。

　……ちょっと反則じゃない!?

　双嬢ツヴアイフローレン第二形態も機殻箒シヤーレベーゼンとしては相当に大きなものだ。だが向こうは、大型の飛ひ翔しよう船クラスで、加速板を合わせて構成された加速器だけでもこっちの本体くらい充分ある。

　主翼二枚に、前翼つき。単純な体積から考えて、恐らく加速系としての加速板は以前の機殻箒の八倍近く搭載している。

「うわー、未来ってコレだから」

　マルゴットの言うのも、その通りだ。ともあれこちらとしては迎撃するしかない。

　ゆえに様子見などはせず、真っ正面から、

「行くわよマルゴット……！」

　と言った時だ。自分達は、娘達の機体に追われていた。

　……え？

　何が起きたかは解わからない。ただ、何がどうなったかは解る。

　一瞬で、後ろに回られたのだ。





●






　……マズい……！

　ナイトは、合体状態の機体を前に蹴けり飛ばすようにスタートさせた。ここまでも充分に加速が乗ってはいたが、この相手にはそれでは足りないと、そう判断したのだ。

　感覚に頼らない自分が、この相手は危険だと〝解っている〟。

〝見下し魔山エーデルブロツケン〟だ。

　自分達の黒嬢シユヴアルツフローレンと白嬢ヴアイスフローレンも、第一形態と第二形態では性能が大きく変わった。それは長所を伸ばすものであったが、同じ事が相手の機体にも適用されたらどうなるのか。

　重力制御を完全に基本とする機体だ。

　あの大きさは、飾りでも虚こ仮け威おどしでもない。重力制御をフルに使用する場合、最適な大きさがあの巨体なのだ。

　マズい。

　自分達の双嬢ツヴアイフローレンは、加速器を使用し、風を受けての飛ひ翔しようが前提となっている。加速器による加速は偏向が利いても直線が基本で、そこに風を受ける翼がつくと軌道は曲線化する。

　つまり自分達は方向を変える時に曲線軌道となるが、相手の機体は何もかもを無視して最短距離の矩く形けいで飛べる。

　もはやループの駆け引きも何も無い。

「ガっちゃん！」

「描いてるわ！」

　ナルゼが、最適軌道を突っ走る自分達を描き、それを誘導路としてくれる。

　真後ろに相手の機体がいた。全く離れていない。

　……チョー未来──！

　ちょっと未来の自分達、何やってんだろね一体、とは思う。こんな化け物作ってるんだったら今もうちょっと真ま面じ目めに何か作っててもいいんじゃないかなあ。そう思うよ？

　だが完全な追走状態だ。しかも見れば向こうの機体の上、白の魔女テクノヘクセンたる加か藤とう・嘉よし明あきが号泣している。

　……アチャー、何かしてないけど何かしたなコレ。

　とにかく向こうはテンション高いようだ。こっちもどうにかしないといけないが、既に速度域としては最高に達し、ここから先は限界勝負だ。

　しかしこれしかない。

　相手は如何いかなる軌道も最短距離を取ってくるのだ。こっちが勝負出来るのは、一直線の加速しかない。正面勝負の軌道ならば、加速方式など全く関係ないからだ。

　だがそれでも、向こうは確実にこちらを上回っている。

「マズイわね」

　ナルゼが言った。

「……私達の娘だって知らなかったから、伊い賀が越ごえの時、思い切りあの二人をネタに描いた同人誌をブチまけちゃったんだけど、見られたかしら」

「うわあ、母親失格だねガっちゃん。赦ゆるして貰もらえるかな」

　向こうが無慈悲に速度を上げた。
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　勝負は一瞬だった。

　追走する双鉄ツヴアイアイゼンの機体が距離を更に詰めた瞬間。双嬢ツヴアイフローレン側が弾体バケットを開き、追尾弾の斉射を行ったのだ。

　それは数百の光条となり、曲線を描いて双鉄に向かった。

　対する双鉄は踊った。

　空中で大気や風を気にせず、翼に見える鉄板から航空艦が使用する大気干渉術式の魔術陣マギノフイグーアを展開。全てを突き抜けつつ、己を変形した。

　双鉄の形は加速の鉄板の集合だ。重力制御で構成された形はやはり重力制御で別のものとなる。ゆえに追尾弾の突撃に対し、加速板は道を空け、無理な場合は翼などを組み替え、しかし速度を落とさなかった。

　外から見れば、それは、追尾弾の応酬を食うものだ。だが弾丸の軌道の形に機殻箒シヤーレベーゼンの表面が自ら抉えぐれ、まるで並べたドミノを倒すように、彫り込む形で穴や谷が作られた。

　敵弾がそれらの変形の穴や谷を抜けていく。

　そして全ては再変形。即座に埋まって元の形を取り戻す。

　防御をしない。

　自分を組み替え、敵弾を全て通過させる事で、己を無傷とする。更には、それでも迫る追尾弾に対し、双鉄の機体は一つの対応を見せた。

　翼の後部から、幅一つ分の加速板を分離し、それをまた無数の板に分けたのだ。

　一枚一枚は小さな加速板だが、双鉄の一部として追随する。そしてそれらに追尾弾が気付き、追うために駆け寄った瞬間。

「────」

　双鉄ツヴアイアイゼンの機体が、一歩を前に踏むように軽く加速。

　後ろに並べた加速板の並びを食おうとしていた追尾弾は、透かされ、そして集まったもの達が激突し、そこで破裂した。

　誘爆する。

　背後に多段の爆発と連打を置き、双鉄が今こそ加速した。

　行き先は先行する双嬢ツヴアイフローレンの機体だ。

　迫る。既に眼下にはM.H.R.R.神聖ローマ帝国南部、旧派カトリツク領邦の沿岸が夜景として広がっている。その直上の空にて双鉄は母たる機体に迫り、背後とも言える位置に跳び込んだ。

　直後。双嬢が分離した。

　高速域で二人の魔女テクノヘクセンは翼を広げ、黒は真上に、白は真下に自分達の機殻箒シヤーレベーゼンを向け、加速した。

　風が鳴り、翼から金と黒の羽を散らしながらの強引なエアブレーキだ。

　中央にて相手を失った双鉄をオーバーシュートさせるための行動だった。
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　……これでどう!?

　ナルゼが発案したのは、突発のエアブレーキだ。幾ら相手の機体が高性能だとしても、操縦している者がいる限り、気体の反応速度は操縦者のそれとなる。

　高速域では、目の前で起きた事に対し、わずかな反応のラグでも危険な結果を生む。たった一秒遅れただけで数百メートルを進んでしまうのだ。

　だからそうしてやった。

　二人で上下に分かれる事で、どちらを追うかも迷わせる。

　自分達にも、無茶な大気への激突でダメージが来るが、そのくらいしないとこの相手には通用しない。

　後は、前にスッ飛んでいった相手に向け、マルゴットと共に砲撃を送り、

「決着を……！」

　と白嬢ヴアイスフローレンを構えた時だった。

　背後に、自分は気配を感じた。

　……え？

　振り向くまでもない。加速板の群が立てる涼やかな金属音は、

「どういう機体よ、一体」

　肩をすくめて感想を述べた瞬間。至近からの砲撃に己は吹き飛ばされた。

　直撃を食らったのだ。
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「ガっちゃん！」

　何が起きたか、ナイトは理解していた。

　あれだけの速度を出していながら、双鉄ツヴアイアイゼンの機体は重力制御で戻り、分離の上でこちらの背後に回ったのだ。

　眼下、落ちていくナルゼと白嬢ヴアイスフローレンを自分は追った。だが、

「止まって、ナイトママ」

　ゆっくりとした、しかし僅わずかに荒れた息の声が耳元で聞こえた。

　脇わき坂さか・安あん治じ。相手の黒魔女シユヴアルツヘクセンだ。攻撃よりもナルゼを優先したこちらを、しかし見逃さずに追ってきたのだろう。

　そして自分がどうなるか解わかった上で、己は言った。振り向く事なく、今はただ落ちていくナルゼを追って、

「──決着したら、いつか、話をしよっか」

「……うん」

　その言葉と共に、打撃が来た。

　何か格かつ好こつけてるなあ自分、と、そう思いながら、己はナルゼに手を伸ばした。

　だがそれは届く事もなく、自分は受けた衝撃によって、視界を闇やみに落とし、

　……うわ。

　手元から何もかもが落ち、零こぼれていく感覚を得ながら、落下した。

　二人、悉ことごとくがバラバラになって、行く先は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の夜景を越えた場所。山さん渓けいだと思ったのが、意識の最後だった。
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「マーマ」

　嘉よし明あきが涙を零し、空を見上げたままなのを、安治は止めなかった。

　今、自分達は、手に余る程の力を持ち、ここにいる。

　制空権を確保したと、そういう事になるのだろうか。ただ、戦場は随分と安あ土づちと武蔵むさしから離れ、北へと飛んだ。急ぎ戻り、加勢をしたいが、

　……あ、燃料コレ厳しくないかな？

　前の機体もそうだったが、これもかなりの燃料食いだ。一度安あ土づちで補給出来るかどうか確認しないといけないが、今は何よりも、

「キメちゃん」

「止めたわ」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだね」

　呟つぶやき、心に浮かんだ言葉を、己は嘉よし明あきに言った。

「長かったね、ここまで」

「有り難う」

　何の礼か解わからない。だって母達を撃墜して闇やみの底に落としたのだ。

　だが、この方法しかなかったというのは、解っている。お互いが持っている力を全力で使用したら、こうならざるを得なかったのだ、と。

　己は眼下を見た。

　既に、落ちていった母達の姿は見えないが、武蔵むさし住人で、航空機動をする魔女テクノヘクセンなのだ。降下術式などは用意があり、自動で使用されているだろう。ならば後は、母の言った事を信じるしかないのだ。

「……いつか、話が出来るよ」

　だから今は、皆には自分達が果たした事を告げる。通信用の魔術陣マギノフイグーアを開き、安あ土づちに向け、

「双鉄ツヴアイアイゼン。──任務を達成」

　長く、ここまで望んできた事を、己は伝えた。

「アンジーとキメちゃんの分は、止めたよ……！」







[image: 第三十六章『距離の簒奪者』]
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　ナイトとナルゼが撃墜されたという方向は、武蔵むさし上には不確定情報として入ってきた。

　理由としては、彼女達の戦闘空域がM.H.R.R.神聖ローマ帝国南部、主に旧派カトリツク領邦の上空という、羽は柴しば側に協力する土地の上で行われた事。また、安あ土づちが武蔵に外側から被かぶって来ていたせいで、M.H.R.R.のある北側の視界が塞ふさがれていたのが原因だ。

　通つう神しん関係も途絶されたが、戦闘状態ゆえのものか判別がつきづらく、武蔵むさし野の艦橋では鈴すずの精査も安土への対応で止められてしまっていた。

　唯一状況を追えていたのは、個人としての通神管理をする浅あさ間まだったが、これも武蔵が対安土向けに艦隊戦準備を始めるのと同時に、艦内インフラを整える必要性に追われ、

・あさま：『正まさ純ずみ！　ナイトとナルゼの事、改派プロテスタント側に捕ほ捉そく願い出せませんか！』

「あー、もうこっちにいるから通神じゃなくていいんじゃないか」

　気付けば、奥おく多た摩ま艦首甲板には、ミトツダイラを除く本舗組の他、正純や大おお久く保ぼ達、メアリと点てん蔵ぞう、誾ぎんと宗むね茂しげなど、主立った面々が集合しつつあった。

　戦況が深いところにまで達しようとしていると、誰だれもが思う中、不意にミトツダイラからの表示枠サインフレームが浅間の顔横に届いた。

・銀　狼：『智とも！　気をつけなさいな！　今、武蔵の設定変更など行っている処ところでしょうけど、貴女あなたも狙ねらわれる価値があると、そういう状態なんですのよ!?』
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　ミトツダイラの言葉に、浅間は、顔を上げて安土を見る。

　今、ここは射撃や砲撃などに対して、武蔵内ではほぼ万全な防御の加護を掛けている。だから直接外から乗り込むか、たとえば王賜剣エクスカリバーの一撃などを叩たたき込まれなければ大だい丈じよう夫ぶだと、そう思っていたが、

「一人、いますよね。……私の結界とか、そういうものを破れる人が」

　ホライゾンが、剝はがした床板を立てて陰に隠れようとするが、まだそのネタは早い気が。

　ともあれ視線の先、既に大型の剣弓を構えた姿がある。

「平ひら野の・長なが泰やす」

　自分と彼の子だ。
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　平野は、息を吸った。

　これから母に対して射撃を行う。

　初めてではない。今回だって、こちらに気付かせるために既に撃ち込んでいる。

　だがあれは、挨あい拶さつのようなものだ。当たるとは思っていない。母もよく言っていた。

「当たったかどうかじゃないんです。当たると思ってたかどうかが大事です」

「平ひら野の様、過失の概念が何処どこかに消えているように判断出来ますが。──Shaja」

「大だい丈じよう夫ぶです。──神職は、かつて裁判権持ってましたから。好きに出来ます、ええ」

　三みつ成なりがこっちに半目を向けてきているのは表情作りの練習でしょうか。

　ただ、やはり心の準備はしていたが、一斉に見ると随分と〝来る〟。

　母がいる。

　かつて、共に暮らし、〝花園アヴアロン〟でも一緒だと思っていたのに、ある日いきなりいなくなった母だ。

　泣いて、憤いきどおって、何とか自分を納得させようとして、しかし出来ずに抱えたまま、自問を繰り返しながら生きていくのかと、そう思っていたが、

「……いるんですね」

　こちらの世界に抽ちゆう出しゆつされ、自由に動けるようになってから行ったのは、神職としての資格や地位を得て、周囲の〝貴重品〟扱いから脱する事だった。ちゃんと自分で生きていけると、その準備をしながら、己は一つの事を調べていた。

　母達の事だ。

　神しん道とうのネットワークは強固だ。

　母は自分より一歳年上なだけで、既に中等部にいた時から武蔵むさしの神道代表の一角として働いていたという。こちらが表に出られるようになったのは中等部一年だったので、母のそういう評価を誇らしく思うと同時に、

　……母かあさん、そういう事はほとんど話してくれなかったですから。

　浅あさ間ま神社代表、というのは知っていたが、それがどれ程の事かはよく解わかっていなかった。母が、相そう対たい的に見てどのような実力の持ち主なのかも、だ。

　自分を誇る人ではなかった。

　だからこの世界で、母が時間に比例して力をつけていくのにこちらは焦った。自分も既に充分な力をつけていたし、母から直じき伝でんで多くを学んでいるのだ。しかし、かつて自分が持っていた伸び率は、今の母の伸び率と比べてどうだろうか。

　P.A.Odaが織お田だ家重視となり、織田家主社の剱つるぎ神社はムラサイ支配下から極東支配下に戻された。主教きよう譜ふの態勢を組み替える事となったのは、自分が中二の時だ。頼み込むような形と、大代表は別におくという決まりの下で剣神社の代表となり、そこである時、母を見た。

　三み河かわに向かう武蔵が、P.A.Odaに立ち寄ったのだ。それは三征西班牙トレス・エスパニア警護の監視下ではあったが、インフラの規制や交換許可のために降りてきた一団の中に母がいた。

　自分は、皆と一緒に陸りく港みなとの展望台からそれを見ており、他、誰だれの保護者も見つける事は出来なかったのだが、しかし、母だけはいた。

　見た瞬間、解わかった。それは皆にも通じたようで、脇わき坂さかが息を飲みながら、

「凄すごい……、この時点で巨乳だよ……」

　評価それですか、と思ったが、自分もファーストインプレッションでそう思ってしまったからノーカン。ただ、母ではなく、

「御お父とう様さまが見えるかと思ったら、やはりそんな事、ありませんのね」

　そうだ。父もいる筈はずなのだ。

　何やら武蔵むさしの上、表層部で、全く打ち上げてない花火が夜に五発程炸さく裂れつして、武蔵から来ていた一団が「またあの馬鹿か!!」と駆け戻っていったそうだが、何ですかね一体。

　ともあれ、以後、母の情報は、追うまでもなく、折々に出てきた。浅あさ間ま神社は恋愛や出産などを扱うため、そういう術式の通販番組にはちょっと特徴的な喋しやべりをする多分祖父と一緒に出ていたし、ハイエリアワイバーンを撃ち落としたとか、何かいろいろあったのだ。結果として思ったのは、

　……これは自分を誇らないのではなく、誇れるものがチョイ違ったのでは……？

　という事だが、時に見る母の画像は、楽しそうだったし、また、三み河かわ争乱以来見られる情報では、父達といるものもあり、

「大体解ってますが、……おかしいですよね」

　自分達のいた世界では、父は、三河争乱で亡くなっていたのだ。

　それが共にいる。

　今は、父の嫁の一人というか、嫁店たな子こ的な位置にいるようだが、それでも楽しそうだ。

　本来ならば失っていたのだと考えると、母が今、充分に報われているのは解る。

　だからこの世界と、母を否定したくはないが、

「──止めます」

　呟つぶやき、己は弓を引き絞った。
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　剣矢は、大別して三種類ある。

　砲撃と同じだ。

　一つは、剣を直接撃ち込むもの。

　もう一つは、剣を焦点具として、剣状の流体を射出するもの。

　最後の一つは、剣を術式付与で撃ち出すもので、前二つの良いとこどりだ。

　焦点具自体を発射するのに近いため、術式は長く保もち、それゆえ長距離砲撃も可能。単純な防護障壁くらいなら破壊して突き抜ける。

　平野が用いる剣矢は、主に三つ目のもので、腰に差しているものや、バインダースカートに仕込んだもので、合計十二本。

　メインは流体弾だが、今回は母宛あてだ。

　術式付与の実剣使用を躊躇ためらえば、こちらが危ない。

　正直、かつての自分も、母と射撃を交換した事は無い。ここらへん、手合わせの出来た糟かす屋やや清きよ正まさ、他の皆は有利だと思う。しかし手抜きのない母の事だ、もし願いが叶かなって対艦クラスの砲撃を受けたらどうなっていた事か。

　……まったく、こっちに来てから解わかった事ばかりです。

　思い、剣を絞り込み、狙ねらい、

「え？」

　母が、こちらに気付いて射撃モーションに入った瞬間撃たれた。

　……速!!

　思った直後に、光が眼前で炸さく裂れつした。
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　……噓うそぉ──!?

　驚きよう愕がくしつつも、平ひら野のは、現実を理解した。

　母が用いるのは、矢だ。軽い。だから速い。それも、使用しているのは準神格武装の梅うめ椿つばきで、これは確か術式弦を引き絞る時籠こ手て側でも補助をする。だから速い。

　……でも　私の〝孤こ月げつ〟にも同じ補助機能ありますけどね……。

　まあうちの母かあさんですから、で済む気がするのが怖い。しかし、撃ち込まれた一発が問題だ。今、自分の左上方、そこの空中に矢が突き立っている。術式表示枠を重ねて刺さったそれは、

「封印結界の一本……！」

　声を上げた瞬間。もう一本が跳ね音をつけて突き立った。

　こちらの右下側、その空間に次の矢が刺さったのだ。





●






　浅あさ間まは射撃した。

　……急がないと駄目です……！

　封印結界は、防護障壁の一つだ。四方型と呼ばれるものの内、今は対応型と言われるタイプのものを成形している。

　これは空中に展開するもので、一般的な防護障壁とは違い、網を広げたように四方が相手側を淡く包むのが特長となる。耐久度が高いため、時間は掛かるが、自然災害への対応や、たとえば航空艦の不時着を受け止める用途で展開される。

　本来ならば四方を押さえた上で、祝詞のりとを重ねて成立するが、今はその暇が無い。五本目の矢を祝詞代わりに中央に撃ち込み、それで完成だ。

　三本は撃ち込んだ。四本目を急ぎ撃ち込もうとした時、

　……来ましたね!?

　反射的に一発をぶち込んだ。

　直後。自分と平ひら野のを結ぶ距離上。中央点にて光が爆砕した。平野がこちらに撃ち込んだ一発に対して、カウンターの迎撃が決まったのだ。そして、

「──皆、下がって下さい！　私と同じクラスの射撃が来ます！」

　言葉を放ち、自分はバインダースカートの内側から矢を束で引き抜いた。武蔵むさし内のインフラや流体経路など、各種設定の変更はハナミに任せ、己が為なすべきは、

「邪魔は許しませんよ……！」

　射撃した。
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　正まさ純ずみは、左さ舷げんの空に光が連続で爆発するのを見た。

　一見、防護障壁が砕かれているように見えるが、違う。単純に光が破裂しているのだ。更に言えば、位置がまた妙だ。普通、防護障壁ならば艦の近くで射出されるものだが、この光の炸さく裂れつは艦間だ。

「……要するに、母子の実力が拮きつ抗こうしているから、艦間の中央で激突するのか」

「フフ、母子！　良いわね母子！　さあホライゾン、一発加勢で大罪武装ロイズモイ・オプロとかどうかしら!?　ここで一気に点数稼いでみるのはありじゃないの!?」

「いえ喜き美み様、残念な事に羽は柴しば様に碑ひ石せきアタックをぶつける過程で、大罪武装の燃料を殆ほとんど使い切っておりまして、そこらへん集めて使った悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシもさっき弾はじかれましたから、今のところホライゾンが出来るのは浅あさ間ま様の勝利祈願だけなのです」

「勝利祈願って何やるんだ？」

　ホライゾンが浅間の後ろに回り、その尻しりを見て、

「おお、こんな処ところにオパイが……！　あ、いえ、尻でした。しかし尻とオパイが共用出来るという事は二倍！　または四倍！　それだけの破壊力がある浅間様、お見事です……！」

「近くにいると危ないんですってば──！」

　邪魔しちゃ悪いな、と思う程度の気遣いはある。だが、

「浅間の方が優勢なのか？」

「オパイがですか!?　正純様！」

「いえ違います」

　と声が来たのは、左舷側から上がってくる階段だった。槍やりを手に提げた立たち花ばな夫と、片腕を失った立花嫁がおり、後者の方がこちらに頭を下げる。そして、

「お互いの位置関係を見るに、向こう、高い位置にある安あ土づち艦橋に対し、こちらは低い位置にあります。飛び道具を放つ、と考えた場合、下から上に撃つ方が不利ですが、見たところ、両者の激突点は中央。それはつまり──」

「フフ、浅あさ間まの方がズドンの性能高いって訳ね……！　流石さすがは武蔵むさしのアーチャーハッピー！」

　おお、と皆が期待を込めた一方。本人が射撃を連続しながら叫んだ。

「気が散るから止やめて下さい──!!」
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　凄すごい集中力ですね、と、平ひら野のは母を見ながらそう思った。何しろ周囲が酷ひどい。全く落ち着いてないし、下手へたをすると手元を覗のぞき込みに来る勢いだ。あれでよく集中力が保もつというか、

　……あれ？　ひょっとして母かあさん、手癖で撃ってる疑惑が……。

　対する自分の名誉に関わるので、追及しないでおいておく。ただ、

「……っ!?」

　いきなり、四本目が叩たたき込まれた。左の足元側だ。これまで直線の遣り取りの中では完全に迎撃出来ていた筈はずだが、この一発は、

　……曲射!?

　高速射撃の中で、一発だけ上に撃ち、大きな放物線軌道で撃ち込んできたのだ。

　どういう技術だ。

　しかし後が無い。その事に気付いたのか、竹たけ中なかが身構え、

「私以外の誰だれかに、その矢、除去させますか!?」

「いえ、下手に触れると何かお尻しりから出ます！」

「何が!?」

「敵からの攻撃を防ぐ結界を壊した場合は、流体の筍たけのこか桃辺りだと思うんですが、男性だと追加で股こ間かんに落雷がつくように思います」
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・黒　竹：『片かた桐ぎり君！　片桐君！　ちょっと艦橋屋上来てみたくありません!?』

・□□凸：『嫌です！　というかソレ絶対何か企たくらんでますね!?』

・ＡｎＧ：『あー、カッキーつまらない人になっちゃったなあ。ホント残念だあ』

・つるぎ：『ええ、最近しっかりしちゃって……。ホントつまらないですよね……』

・６　　：『面白い時あったか』

・□□凸：『何か多方面から否定されてますよ僕……！』
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　ともあれこちらとしては急ぐしかないですね、と平野は判断した。

　射撃を重ね、応酬し、呼ぶ。引き寄せるように声を放つ。

「母かあさん！　どうして止めてくれないの!?」
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　平ひら野のの言葉に、浅あさ間まはこう思った。私が母を失う時と、似てますね、と。

　自分が母を失ったのは、小等部に入ってからの事だった。身体からだの流体の流れが悪くなる病とかで、対処法が見つからず、術式などで延命していたのだ。それがため、逆に衰弱など無く、だが下手へたに保もたせると身体の流体の乱れから、存在自体が消えるか、怪異と化しかねないと、本人も理解の上で別れの時間が来た。

　あの時、自分は母から既に多くの事を受け継いでいた。だから充分だとされていて、もしも母がいなくなっても大だい丈じよう夫ぶだと、己もそう思っていた。

　しかし、出来る事ならば、と、そんな思いはずっとあったのだ。

　だからだろうか。終わりが近い時、母は言ってくれた。

「後から来なさい」

「待っててくれる？」

「いるわよ。普通に、傍そばにね」

　そういう遣り取りが、自分にはあった。矛む盾じゆんしているようだが、当時は納得したし、実際にどうも自分の前には姿を見せないだけで〝いる〟ようでもある。

　ただ、母はしかし、自分の思い通りにしたのだ。

　今、母が目の前にいて、また同じように去って行こうとしたら、己はどう言うだろうか。

　既に一度、我慢して、納得したのだ。

　……だったら今は、言いたい事を言ってもいいですよね。

　そして対岸、向こうにいる彼女の母は、今度の自分なのだ。だから、

「いいように、望むように、言っていいですよ。聞くのが私の立場でしょう」

　ただ、譲れないものがある。それが、己の母にとっては何だったのか、今は父しか知らない事だろうが、自分にもそういうものは存在しているのだ。

　……関係です。

　縁と、巫女みことしては言うべきだろう。

　これまで、ずっと培ってきて、守って、そしていろいろな事に気付いて作り上げてきたもの。多くの出会いや別れや理解や齟そ齬ごを重ね、どれも否定など出来ないもの。

　そういったものを、自分は大事だと思う。

「何を言われたところで、私の大事なものは変わりません……！」

　そう告げて、己は、手指に矢を三本一気に挟んだ。

　速射の連射の斉射だ。そのために胸を張り、相手を見据え、

「聞きましょう！　それが私と貴女あなたの関係です！」
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　言葉と共に、二人の巫女みこの間で意思を示すような光が走った。上に立つ巫女は剣状の流体矢を連射し、下に立つ巫女は光の矢を速射した。

　一直線ではない。特に下から放たれる矢は幾つもの軌道を描き、対する刃やいばも術式による誘導や追尾でこれを凌しのぎ始めた。

　お互いが、技術と術式、加護を重ねて射撃と迎撃を叩たたき合う。

　光の軌道は連続し、もはや全てが一度に撃たれずっと続くかと思える中、平ひら野のは叫んだ。

「母かあさん！　いつも母さんは正しかったです！　言う事も、やる事も、何でも通じて、解わかって、出来て、教えてくれて……！」

　でも、届けと、今はただ思う。それは、

「私が絶対に正しいと、そう思える事があった時、それをどう伝えたらいいんです！」





●






・俺　　：『戦争？』

・ホラ子：『トーリ様、それはどちらかというと浅あさ間ま様ではなく正まさ純ずみ様の案件では』

・副会長：『おいおいお前ら、私を家族会議に巻き込むなよ？』

・傷有り：『か、家族会議……！　ええ、そうですね！　頑張ります！』

・未熟者：『スチュアート君、今日きよう、何かスイッチ入ってる？』
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　とりあえず外野の外げ道どうは放置するとして、浅間は平野の言葉に思った。

　……随分と真ま面じ目めに育って……。

　完全に母視点になっているが、平野の射撃には乱れが殆ほとんど無い。剣矢の実体弾を節約するために流体弾へと切り替えるのも見事だ。感情としては、相当に揺らいでいるだろうに、こちらの射撃に合わせ、術式による軌道アレンジで曲射やフェイントにも対処出来ている。

　優等生だ。

　自分がそうだから解わかるが、これは日々の積み重ねによるもの。天才のように閃ひらめきに頼らず、出来る事をただ日々重ねて来たからこそ出来る分厚い応酬だった。

　こうする事を教えた未来の自分が、自分らしく、また、母の教えも伝えていたのだという事がよく解る。だから己は告げた。もしも向こうが正しいと思う事があるならば、

「正しいと思い、行動すればいいじゃないですか」

　かつて、自分の母は、自分の思うように生き切った。

　だがその際、こちらを否定せず、こう言った。

　……後から来なさい、と。

　それは先に行く母だからこその言葉だ。

　しかし自分は先に行かない。ゆえに今、彼女に告げるべきは、

「違う道を、同じ方を向いて行く事は、出来ると思いますよ」

「でも……！」

　平ひら野のが言った。

「……母かあさん達の行った道は、先がなかったんですよ……！　今もそうでしょう!?」
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　浅あさ間まは言葉を失いかけた。しかし、

「────」

　自ら沈黙した。

　平野の言う通り、自分達の行く道には、先がないかもしれない。

　しかし今、既に現実の形は変わっている。

　……ならば、と思うのは甘いのかも知れませんね。彼女達にとっては。

　失いたくないとして、最大限の安全性をとるために、逆に今を失ってしまう。それが創そう世せい計画だ。現在を禊祓みそぎした後に未来を手に入れる、と言うべきか。

　ただ、失った経験のある者からすれば、そうしたくなるだろう。

　だからこれは平行線。しかしそうは言っても、相手は納得しないだろう。そのために彼女達は長らくの用意を重ねて、今夜に辿たどり着いたのだ。

　戦う。

　理屈や説得ではなく、ただ思い通りにしたいがための行動だ。

　これは、どちらが子供なのだろうか。何もかも知っていて諭すために来た子供と、何も知らないがゆえに勝手に行こうとする親と。我わが儘ままなのは自分達だろうな、と思う。だけど、

「一つ。言えます」

　それは、

「私達は、貴女あなた達との関係も、守りたいと思ってますよ」
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　平野は、ふと、心の力を緩めそうになった。

　敵ではないのだ。ずっと母達と争う事になったらどうするかを考え、そのために実際の準備と心の準備をしてきたが、

　……そうじゃないんですね。

　心の奥にあったのは、自分達が嫌われているのではないかという、そんな疑念だ。かつて〝花園アヴアロン〟の中で、あれだけ楽しく、信じていたのに。いきなり去られたのは、自分達に原因があるのではないかと、そう思っていたのだ。

　違った。

　母は、この時点でも、こちらを認めてくれている。しかし、

　……駄目です。

　認める事と、同じになる事は違う。やはり母は頑かたくなで、こちらの願いは届かない。

　速射を重ね、更に速度を上げながら己は思った。何故なぜ、と。

「……何故？」

　何故、私達の言っている事を飲んで貰もらえない。

　どうして、と問うて母を見た時、己はあるものに気付いた。母の後ろに、全裸がいるのを、だ。あれは何かと言えば、

　……父とうさん!?
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　そうだ。父だ。これまで報告や極東情報を伝える番組などで見てきた事があるが、生ではこれが初めてとなる。

　今までも母の後ろにいて、気付いてはいたが、全裸というギャップがあり過ぎてちょっと頭に入ってきていなかった。違和感が大き過ぎると気付かないのと同じだ。

　しかし、何となく解わかった。

「父さんですね!?」

　己は、母に叫んでいた。

「父さんがいるから！　母かあさん、私に〝一般常識としてですね〟と本で教えてくれた事とか実践出来るから！　創そう世せい計画を認めないんですね!!」
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　浅あさ間まは、射撃しながら皆をちらりと見ると大概半目になっていてホライゾンが新しい床を剝はぎ始めたので慌てて視線を戻した。
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　平ひら野のは、母の釈明を聞いた。

「違います！　まだそこまで行ってません！」

「……まだ？」

　母の背後で大おお家やが次を剝がし始めて、しばらくしてから母が気付いた。

「あっ」

　ぶち込むと返してきたのでまだ大だい丈じよう夫ぶ。
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・銀　狼：『智ともの御家族による暴露大会が始まりましたの？』

・あさま：『そっち！　そっちも期待してるといいですよ!?』

・賢姉様：『フフ、ちょっと羽は柴しば勢に投資してやりたくなったけど窓口どこかしら!?　P.A.Oda!?　それともM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク!?　とりあえず煽あおり通神文メールは必須よね!?』

・副会長：『お前ら、こっちは今、ナイトとナルゼの件で改派プロテスタントと話してるんだから、変な外圧生むような事するなよ……!?』
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　浅あさ間まは息を整え直しながら射撃を連続した。

　大丈夫、このくらいはいつもある事。なくていい。だけどまあ、このくらいの茶化しは馴なれているし、実の娘？　が言うならば受け止めるのが母の度量だけど私何でオカン思考になってるんでしょうか……。

　だがまだいける。力としてはこちらが優勢、既に結界の矢も四本打ち込んでいる。

　言葉は聞いた。お互いの意思も示したと思う。ならば、

「──母かあさん！」

　平ひら野のが叫んだ。撃ちながら声を上げた。何事？　と思うこちらに対し、彼女が言うのは、

「母さんは狡ずるいです！」





●






　平野は、何となく理解した。

　……やはり父とうさんなんですね！

　先程の母の動揺を見ていてもよく解わかる。

　……父さんが生きている事によって、母さんの方向性が随分と変わったんです！

　そういう事だ。

　だが、父について、自分は母に騙だまされていた事がある。それは、今、解った事で、

「母さん、いつもいつも私に、〝将来一緒になる人がいたら、駄目で、しょうがない人は絶対にやめるんですよ？〟って言ってましたよね！」

　だが、違う。

「そう言ってた母さん、自分自身が、駄目人間でしょうがない父さんと一緒になれて喜んでるじゃないですか！」

　もう、見た目と挙動で一発丸解わかりなくらいの見事な駄目人間がそこにいる。あれは本当にそう。あれはもうこっちがついていないと何処どこかでしくじるタイプで、仕方なくこっちは付き合わされて、しかし時折に参ってしまうような事をされるのだ。

　そして母にそう言われて育った自分の現在の好みとしては、

「母かあさん狡ずるいです！」

　何が狡いかといえば、

「私も父とうさんみたいな駄目人間と一緒がいい──!!」
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　人生でも相当なダメージを食らって浅あさ間まは平ひら野のの攻撃の直撃を食らった。
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　……うわあ──!!

　自分を守るための防護障壁が自動展開し、剣矢を防ぐ。しかし威力はこちらの巫女みこ服や籠こ手てを散らし、

「あ」

　梅うめ椿つばきが、その接続部から折られた瞬間だ。呆ぼう然ぜんとして手から零こぼれた弓をどうにも出来ずにいた自分が、ダメージよりも驚きで頽くずおれかけたのを、

「浅間」

　後ろにいた彼が、自分が倒れるのを支えてくれる。

　背に彼の腕と胸が当たり、肌同士が触れる事で今更自分が随分と汗を搔かいていると気付く。

　疲れているのだ。そして彼が、バランスを崩したこちらに対し、

「お？」

　堪こらえようとするが、自分の髪がその支えから下に落ちたのを合図とするように、

「おおおお？」

　力足りず、結局倒れかかる。うわあすみません、とは思うがどうしようもない。しかし、

「浅間様！」

　ホライゾンが床板三枚を重ねて立てたので、彼が背中と後頭部から激突した。

　そしてすぐにホライゾンが横に回り込み、こちらの手を取って脈を測り、

「大だい丈じよう夫ぶですか浅間様！　おっと、チョイと低血圧の傾向がありますね」

「有り難うホライゾン、というか手てつ甲こうの上から脈をとってませんか」

　どう言ったらいいものか。横、防護障壁の減衰を受けて転がった剣矢は、長さ一メートル近くあるものだ。直撃とは言え、浅間神社の代表としての加護が掛かっていて良かった。

　しかし、梅椿が折れ、見ればハナミが空中で目を回している。

　巫女みこ服も所々が千切れているが、大事な部分はセーフ。とはいえ立ち上がろうとすると、

「あ……」

「フフ、馬鹿ね。これまで身体強化なんかの加護使って速射してたのが、いきなりそこら切れて動ける訳ないでしょ？　──周囲、任せておいて、出来る事からやり直しなさいな」

　喜き美みに言われるが、その通りだ。

　既に、自分が用意していた結界が改めて立ち上がり、艦首甲板の空を監視状態に入っている。自律式とはいえ自分の方の管理だ。処理能力を食われてしまうのは否めない。

　つまりこれ以上の戦闘は無理だ。

　だが仕方ない。相手をして、いろいろしくじったのだ。

　……な、何か要らんダメージをやたら食った気がしますが！

　とはいえ、これは自分の負けだろう。まさかここで梅うめ椿つばきを破壊されるとは思っていなかったが、恐らく彼女の狙ねらいは元からこれだ。

　戦艦クラスに対して有効打となるこちらの力を封じに来た。それは、

・未熟者：『羽は柴しば側は、安あ土づちと武蔵むさしの純粋な艦隊戦を望んでいると、そういう事かな？』

　解わからない。ただ、向けた視線の先。安土の艦首屋上には、平ひら野のがいた。

　こちらを見て、やはり疲労の色に肩を落としていた彼女は、

「────」

　礼をした。かつて自分が母から習ったものと同じだ。

　繫つながっているが、それゆえに、どうすればいいのかと、己はただ内心で疑問する。
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　……疲れました。

　平野は、いろいろな疲労が心や体に来て、それが抜けていくのを悟った。

　長年のストレスからの解放というものだろうか。しかし、それらが自分の支えになっていた事も確かで、急に消失されると少し困る。

　拝はい気きもほぼ使い尽くした。身体強化の術式も切れるだろう。そうなったら、最悪の場合、ここから動けなくなってしまうかも知れない。

　それだけの事をやったのだと、そう思う。

「あの、〝安土〟」

　このまま倒れてしまった時の処置を頼もうとした。その時だった。

　……え？

　自分は、眼前に、己を支える身体強化の術式や、各種加護が立ち上がっているのに気付いた。

　……どうして……。

　拝気はほとんど無い。安土が公的に寄越す加護ならば解るが、しかし展開している術式は自分が専用で組んだものばかりだ。

　拝はい気きが回復したとしかいえない。最低限と言える量だが、勘違いではない。巫女みこなのだ。

　では何故なぜかと、ふと視線を回した自分は、それに気付いた。

　光のラインだ。

　遠く、正面、既に切れて、蜘蛛くもの糸が風に流れるように見えなくなっていく〝線〟がある。

　武蔵むさしの方。中央後艦の艦首の方。

　父だった。

　全裸が、母を支えながら、ふとこちらを見た。手を上げて、口を開き、

「────」

　不意に自分は、体調が整いつつあるのに、膝ひざをついていた。

　父である人は、こう言ったのだ。

「届くなら本当なんだな、……って」
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　平ひら野のは思った。母や父達は敵ではない。身内だと、父の術式が判断したのだ。だから、

「負けです。すみません」

　負けだ。どう考えても今、母と父に負かされた。

　やるべき事はやって、完遂したが、これは母達に無理を押し通したようなものだと、そう思った。もっと理解を深めてからすべきを、強引に通したのだと。

　人の話を聞き、仲介を行う巫女がそれではいけない。だから負けだ。

　すると、横にいた三みつ成なりが頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶです。平野さんは十じつ本ぽん槍やりですが、これは相あい対たいの内に入りません。浅あさ間ま神社代表は、あれでいて一般人ですから」

「一般人」

　枠が広過ぎないでしょうか、と思うが、ただ己は座り込み、武蔵の方を見た。

　既に糸は切れている。しかしこう思った。これから自分達は、母だけではなく、父や、もっと多くの者を守るのだと。

　そう信じて、自分は改めて、武蔵に頭を下げた。母からの教え通りに、だ。
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「トーリ君、格かつ好こつけ過ぎです……」

　流石さすがに半目で言ってみるが、しかし、自分ですら相当な疲ひ弊へいをしたのだ。向こうは足場の悪い位置に立っている事もある。そのまま倒れて落艦されたら後味は悪いだろう。

　しかし、と言ったのはホライゾンだ。彼の背中、そこに先程まで出ていた供給術式の表示枠サインフレームはもう見えなくなっているが、

「家族割が通るとは、……本当に娘の人なのですね、あちらの方は」

「家族割というか家族適用サービスかな、と思いますけど、……まあ、そうなりますね」

　やられた。だが、思うところはあった。向こうもすぐには剣矢を撃つ事が出来ないだろう。

　ここで自分がすべきは、守りを固め、本来の作業に戻る事だ。

　武蔵むさしのインフラを設定し直し、流体経路を最善のものとして、皆の通つう神しんを確保する。

　しかし、どうだろうか。武蔵と安あ土づちはターンを開始し、次の動きを望むようだが、

「……まだ戦場にいる皆の方、一体、どうなっているんでしょうか」
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　武蔵と安土の強引なターンの最中、最も影響を受けるのは左さ舷げん外縁にいる者達だった。武蔵では村むら山やま左舷の外交港が該当し、外滑りのないコーナーリングに対しては、港上の戦士団達の誰だれもが係留用のワイヤーや柵さくに自分達の身を確保して堪こらえた。

　港上で戦闘していた武神二体も同様だ。

　玄げん武ぶは腰を落とし気味の設定にして踏み堪こたえ、対する朱雀すざくはしかし、最初は堪えるために身体からだを斜めにしてステップを刻んでいたものの、

「まあいいさね」

　という直なお政まさの言葉に重ね、いきなり跳んだ。

　これまで打ち合いと回避を行ってきた動きから一転。正面方向からの激突を望んだのだ。
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「──直政の野郎、ハシャいでやがるな、珍しく」

　戦う直政の動きは、機関部から追えていた。

　担当は泰たい造ぞうだ。現在、各部は責任者と担当の自動人形を残して表層部に移動するように武蔵むさし野の艦橋から指示が出ている。が、彼は居残り組となる責任者だ。

　……安土が勝負を仕掛けて来たって訳だからな。

　万が一という事が起きるのが戦闘だ。以前も英国に入る前、武蔵は被弾しており、そこで負傷者などを出した。アルマダでもそうだし、他でもそうだ。無敵の艦ではない。

　故にここで自分が行うのは、機関部の設定を自律的に可変させるよう、制御情報プログラムに絡めた機構の配置を行う事だった。武蔵の加速器などは移動して自分達の役目を組み替えるが、その組み替えを指示一つで幾つかのパターンに変更し、要事に対応出来るようにしておくのだ。

　普段も、大体は昼夜や極東の地域ごとに分けて無数のパターンを持って、それを基礎に稼働しているが、今は戦闘中。この戦場に合わせてパターンを組むのは読みも必要だ。

「こういう時に場慣れした直政がいりゃあ楽なんだが、そうもいかねえ」

　言うと、こちらの横で組まれた情報を武蔵むさし野の艦橋に送っている人影が振り向いた。この機関部の担当をしている〝武蔵むさし境さかい〟だ。彼女はいつもなら艦橋にいるが、流石さすがに今は降りてきて、

「──泰たい造ぞう様は、戦争などにお詳しいので？　──以上」

「俺おれぁ純粋に極東の出身だぜ？　まあ、紛争地域で面倒だったがな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵境〟が応じる。そして彼女は見えない筈はずの頭上を見上げ、

「──直なお政まさ様は、どのように？　──以上」

「ここまでレンチ使って殴り合ったりしてきたろうが、相手もそれなりの乗り手らしい。飛べないようだが意外と動くし防御力も高いので、なかなか手が出せねえ。

　だからここだ」

「ここ？　──以上」

「武蔵むさしが〝回る〟時さ。大型艦に乗っていても、これに馴なれているかどうかはそれこそ場ば数かずだ。そして外交港なんて入りにくい場所の端も端となりゃあ直政だって不安定になる。

　相手の武神は、もっと崩れるだろうし、朱雀すざくは飛べる」

　と、己は軽く五指を広げた。

「ここだけが、朱雀にとって有利な場だ。無茶する価値はあるだろうよ」
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　玄げん武ぶは、堪こらえていた。

　大型艦のコーナーリング。それも最外縁と言える場所での挙動制御など、これまでやった経験が無い。ゲームの中では高速域で振り回される事が幾度もあったが、現実において玄武のような低重心のヘビー級が吹っ飛ばされそうになるのは初めての事だ。

　……く。

　玄武の中、草原と田園に風が吹く。一本だけ立っていた木が震動し、波打ち、葉が緑の色で分かれて散った。

　そして玄武から届く視覚の中では、朱雀すざくが来る。

　もう一人の自分というべきか、それとも昔の自分と言うべきか。

　朱雀の性能はよく解わかっているが、朱雀以外の部品で補ほ塡てんした身はどうか解らない。しかし、

「こっちは朱雀じゃない」

　玄武だ。それを確かに思い、低空飛ひ翔しようからの突撃を掛ける朱雀に対し、己は前に出た。
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　……来るか！

　この揺れと振り回しの中で、黒の武神がこちらに歩を進めたのを直なお政まさは見た。

　良い度胸さ、とも思うし、いい動作さ、とも思う。実際、彼女の武神乗りとしてのキャリアはこちらよりも上なのだ。

　ならば攻めるには、地の利と意外性さ、と己は思う。

　全く、いつもならあまり乗り気ではない迎撃戦だが、こればかりは違う。突っ込んで来る玄武に対し、低くから入り、そして左に流れながら、

「朱雀……！」

　指示し、義腕との連動で朱雀の右腕を高速に発射した。

　衝突上等の玄武の右腕に対し、すれ違いざまに摑つかみ、

　……回せ！

　押す事で崩しを入れ、腕を固めると一気に回したのだ。
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「お」

　と泰たい造ぞうは、制御情報プログラムを作りながら、村むら山やま甲板上で動く影を表示枠サインフレームで見ていた。

　丁度、朱雀が玄武をすれ違いざまに回し、投げたところだった。

　甲板に背から叩たたきつける。重量ある武神だ。相当のダメージになるだろう。しかし、

「変わった回避方法じゃねえか」

　玄げん武ぶが行ったのは、分解だった。

　上半身側の全装甲。そこに朱雀すざくからの崩しの勢いを分散し、剝はく離りし、

　……本体を逃すか！

　どういうレベルで制御された分離装甲かは解わからない。が、玄武は無事だ。代わりというように、分離装甲が投げ回しの勢いを引き取り、玄武の背後に一度ぶちまけられた。

　だが、それだけだった。ここで玄武のターンとなる。そして己が見たのは、すれ違う勢いすら奪われた朱雀の右腕を、玄武の右手が逆に絡めて捕らえるところだった。

　直後に玄武がバックステップ。

　後ろに水飛沫しぶき宜しく吹っ飛んだ装甲を連動して戻しながら、左腕の先を展開。

「過か多た突つき、だっけか。重力砲ってヤツだな。さっき長距離射程展開もやってたろ」

「知ってらっしゃるのですか？　──以上」

　横で作業を続ける〝武蔵むさし境さかい〟に、ああ、と己は応じた。

「面倒な事は大体知ってんだぜ。この歳としで技術者やってりゃあな」
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　小こ六ろくは、超至近距離での〝過多突〟を朱雀に叩たたき込んだ。

　狙ねらいは胴体中央部だ。奥にはかつての自分が合一用のシリンダーにいると思うが、気にしない。自分はここにいるのだし、朱雀の自分は別人なのだと割り切っている。

　そして自分の覚悟は、自分が知っている。

　己を部品として使えと言った以上、部品として死ぬ事があっても了承済みだ。

　……その方が、壊されたとしても、姉ねえさんの哀かなしみは少なく済むだろう。

　これは偽善だな、と思うくらいの脳はある。一方的な無責任の押しつけだ、と。だが今の朱雀はそういう自分だ。お互いツーカーとして、

「過多突……！」

　叩き込んだ瞬間。玄武の視界に夜空が見えた。

　……は!?

　何が生じたかは解る。朱雀が〝過多突〟発射の反動を利用して、こちらを回したのだ。

　直後。視界の上に甲板が入り、

「玄武……！」

　己は頭から甲板に激突させられた。
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　直なお政まさの視界の中、波が広がった。

　黒の波。装甲で出来た波紋だ。右腕を取って投げ回した黒の巨体は、自分が放った超短距離重力砲の反動を受け、今度こそ頭から床にぶちまけられた。

　しかし、それを邪魔するものがあった。再度の装甲展開だ。

　……分散するのさね……!?

　受け身だった。床に叩たたきつけられた瞬間。その勢いを装甲がくみ取り、本体より先に甲板に己を打ち込む事で分散した。ダメージはあるだろうが、それは〝点〟にはなり得ない。〝面〟で全てを吸収するのが、この、一見巨大に見える玄げん武ぶのシステムだ。そして、

「右さ朱雀すざく！」

　急ぎ半身を回した直後、起き上がりからの左重力砲が来た。
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　結果の無い戦闘が展開した。

　朱雀は玄武の動きを捉とらえては投げ飛ばすが、それを玄武は装甲で吸収し、己の攻撃に繫つなげてくる。

　だが玄武の攻撃を朱雀は回避し、また捉えて投げ飛ばし、そしてまた吸収される。

　両者の両腕と足あし捌さばき、体の入れ替えは続き、時折に朱雀が翼を使って大きく回り、

「幾度でもやるさ……！」

　当たった。

　捕らえる腕と、弾はじく腕が軋きしみ合い、身体からだを背で押し込み合ってはかわして逃す。両者は何もかもを取り合い、取られては吸収し、かわし、また取り返して繫げ、しかし、

「く……！」

　お互いが向き合うように手や腕、奥おく襟えりとも言える装甲の首奥をホールドしようとしつつ、何もかもが答えに繫がらない。

　ただ、動き自体は流れていた。お互いは、艦首側に玄武が、艦尾側に朱雀がいる構図を主とし、二体は武蔵むさしのコーナーリングに合わせ、左さ舷げん側へと送られていったのだ。
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　小こ六ろくは、幾つかの機会を窺うかがっていた。

　揺れて風を表現する木の下。落ちる葉を手で摑つかんで外に投げながら、高速域の感覚によって遅く感じる外界を見据え、待っていた。

　……翼だ。

　朱雀には翼がある。そして自分達が流れて行く甲板端の外は、空なのだ。

　玄武は空を飛べないが、朱雀は甲板の外を利用した動きに出るだろう。

　一番ありうるのは、玄武を艦外に落とす事だろう。朱雀は飛べるのだから、玄武を落とした後でも武蔵むさし上に復帰出来る。

　アルマダ海戦で、姉と二人で道みち征ゆき白びやつ虎こにやったのと同じだ。

　それがまた、来る。故に構えながら機会を窺うかがい、

　……来た……！

　甲板端まであと二十メートル、というところで、朱雀すざくが翼を展開したのだ。
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　小こ六ろくは見た。

　朱雀が艦外へと飛び出す勢いで、こちらに加速してきたのを、だ。

　来る。

　本来のものとは違う、里さと見み由来の飛ひ翔しようシステムだ。だが戦闘用であるがために力が強い。その推力を用いてこちらに跳び込み、右腕を取ろうというのだ。

「解わかってるよ……！」

　己は、潰つぶす動きで処理をした。

　敢あえて、相手が欲しがっている右腕の過か多た突つきをカウンターで叩たたき込む。

　しかしこれはフェイントであり、餌えさだ。

　重要なのは、過多突だ。わざと正面に打ち込み、外したように見せかけるが、違う。

　……反動だ！

　過多突の衝撃を逃さない。その反動を利用して、玄げん武ぶを右後ろにターンさせるのだ。

　回す。

　そうすれば、正面に空振りした朱雀がいる事となる。

　いた。

　朱雀はこちらの腕が取れず、逃げようとしていた。翼を利用して跳躍回避するのだ。

　対するこちらは過多突の反動による高速ターンのまま、左腕を振り抜き、朱雀の背後から、

「過多突……！」

　重力打撃を叩き込む。

　直後。朱雀が背翼を使った。狭いながらも羽ばたきを入れ、加速圧を爆発させる。

　右手側の空に飛ぶつもりだ。しかしその勢いは読めている。

「当たるよ！」

　叫び、左腕の一発を加速中の朱雀の背に叩き込んだ。

　その筈はずだった。

　だが、高速ターンを入れた己は、風強い木の下で玄武の視覚を確認し、あるものを見た。

　朱雀が、翼を使って右手側に飛び、強引な回避をしているかと思えば、

「は……？」

　朱あけの色が、正面でも、右手側の空でもなく、こちらの右後ろにいた。

　ただ膝ひざをついた朱の武神が、何故なぜかこちらの高速ターンや追撃の左過か多た突つきの軌道におらず、こちらの右後ろに回り込んでいる。

　……マズい！

　何故、という疑問が生まれた分。対処が遅れた。

「──玄げん武ぶ！」

　叫んだが、遅い。

　背部加速器から蓄積の大気爆発を行った朱雀すざくが、その勢いで立ち上がった。

　後ろから右腕を取られる。それも関節など、深い部分を含めた絡まりで、だ。
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　……取ったか！

　直なお政まさがまず狙ねらったのは、玄武の背後に回ってからの右腕取りだった。

　アルマダ海戦で白びやつ虎こに対して行った背面両腕取りがあるが、あの簡易版。

　玄武の腕を肩関節で極きめて取り、振り回して艦外に投げ落とす。

　しかし、それは恐らく、蜂はち須す賀かも過去にやっている筈はずだ。蜂須賀が玄武を扱えるという事は、四し聖せいに親しいという事で、そうなる機会はアルマダ海戦だと、自分はそう賭かけた。

　その賭けが合っていたかどうかは解わからない。

　ただ、蜂須賀は対応した。

　翼を使用した加速任せの飛び込みに対処したのだ。

　手の内はバレている。それは、つまりこちらの利点が通用しないという事だ。

　仕方ない。何しろ向こうは何もかもを一回経験している。そういうもんさ、と思うしかない。ゆえに戦術があるとしたら、二つだ。まず一つは、簡単な事で、

　……この戦いで、ここまででやってない動きを取る事。

　続くもう一つも、簡単だ。

　……これまでの戦いで、やってない動きを取る事さね。

　この二つの差を理解の上で動く。その上で何よりも大事なのは、

「開き直りさね……！」

　朱雀の仮面部分を軽く叩たたき、それを合図として自分達は出た。

　行く。

　左肩から飛び込み、玄武がカウンターで振ってくる右腕の重力砲を下に回避。

　飛ひ翔しよう器きの主翼先端が震動で裂ける。鉄の音が跳ね、警告の表示枠サインフレームが幾つか出るが、気にしない。振り抜かれる玄武の腕の下に入ったのだ。

　加速の勢いがある。そして己は気付いた。玄武の上半身が、高速をもってこちらを追い、振り返り始めている事に、だ。

　危険を感じた。

　玄げん武ぶが行っているのは、重力砲の反動を利用した高速ターン。

　続く動きは、ターンの勢いを利用し、左腕の重力砲をこちらに見舞う事だろう。

　対する自分達の動きとしてベストなのは、背の翼を利用した回避だ。

　空を飛べる朱雀すざくにとっては、利点を活いかした動きとなる。だが、

　……これを読んだ上での高速ターンだろうさ！

　こちらには解わからないが、蜂はち須す賀かは解っているのだ。ここからの加速であれば、左の重力砲を当てる事が出来る、と。

　だから己は決めた。自分達の利点を使用し、しかし、使用しない事を、だ。

「朱雀！」

　己は叫び、対処を叫んだ。慌てる事は無い。元から決めていた事だ。

「加速しながらの全力ブレーキングターンさ！」
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　直なお政まさの選択は、単純なものだった。

　自分達は今、加速している。

　しかしこの加速は読まれており、そのままだと被弾する。

　相手がこちらの手の内を知っている以上、有り得る展開だ。

　だから用意した。蜂須賀の見た事が無い方法を、だ。それが、

　……加速とブレーキングを同時に行うブレーキングターン！

　加速を止める。が、止めようとして止まるものではない。それに、止めたとしても、やはり玄武の左腕の軌道上だ。結局攻撃を食らう。だから、

「朱雀！　左膝ひざを落とせ！」

　叫んだ。やる事は一つだ。

　……加速力で装甲を甲板に嚙かませ、制動しながら回す！

　止めるのではない。加速するのでもない。

　加速力を、しゃがみ込み、ベタ付きした左足装甲を甲板に嚙ませる事で消しながら、その勢いで玄武のターンの後ろに回り込む。

　甲板を抉えぐらせて回るのは、脛すね当あての装甲を床面に食い込ませた左足だ。回転軸となるのは右足の踵かかとで、これは玄武のターンの後ろへと踵落としの勢いで突き刺した。

　本来なら、急激なストッパーによって転倒する行いだ。

　だが腰を落とし、堪こらえた。

　加速力で抉って、滑るように旋回し、回る。

　朱雀すざくの脚が里さと見み製のものとなっているから出来る技だ。朱雀本来の足だと、甲板をホールドするために足指が爪つめ状になっている一方、踵かかとが単なるヒール状だ。里見の武神の足は、剣を使用する踏み込み重視で、ヒールが地面に突き刺さる形をしている。朱雀の脚には無い脛すね当あても、硬く作られており、ブレーキ用の素材としては充分だ。

　回った。

　水面蹴げりのような高速スピンは、甲板の抉えぐり跡を焦がし、左脛部に過熱の警告サインまでを出させるものだ。

　だが回った。

　……玄げん武ぶにとって右の後ろ！

　背後に回るのが目的だ。ゆえに即座の動きを己は朱雀に与えた。前に出した足のヒールを立てて制動。コンパクトな振り向きを瞬発させる。

　脛の装甲による滑走も、この小さな振り向きも、これまでで見せていない。今までは翼を使用した大振りな、高速の力任せの挙動を行っていたのだ。

　……どうさね!?

　立ち上がりざまに、朱雀に玄武の腕を取らせた。肩関節までも絡めた動きで、そこから更に、ある事を行う。これまでの戦闘で、見せた事が無い技だ。それは、

「飛びつきの回転腕逆十字からの引き倒し……！」
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　小こ六ろくは、相手の動きを見た。

　手や手首を取ってこちらを投げ回すのではない。白びやつ虎こに対して行ったような、飛びつきからの背面両腕取りでもない。

　飛びつき式の回転腕逆十字。

　シンプルでいて、しかしそれは相手の腕一本に全てを掛けるため、崩し技となる。捕とらえた腕を軸に、相手の肩前を両脚で蟹かに挟みとし、そのまま身を背後に回転。腕を極きめ折ると同時に、身体からだを後ろから床に叩たたきつけるのだ。

　そして来た。朱雀が右の翼だけを広げ、加速を入れるのだ。

　……回転が来るか！

　腕は取られている。このまま食らえば、玄武の身体が頑丈でも、肩関節は破壊される。

　関節技については、流石さすがに装甲で分散出来ない。

　ではどうすればいい、と思った直後。朱雀が羽ばたいた。大気を右翼だけで爆圧し、一気にこちらの腕を折り、身体を背から床に叩きつけようとする。

「く……！」

　やってくれる、と感想した直後に。自分も動作した。

　朱雀すざくの回転に合わせ、玄げん武ぶをショートジャンプで一回転させたのだ。
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　……無茶しおるな……！

　と、観測術式で〝山やま崎ざきの合かつ戦せん・武神大決戦！〟を録画していた小こ西にしは、口の端はに変な笑みが浮かぶのを自覚した。

　朱雀も朱雀なら、玄武も玄武だ。自分も代だい演えんによって武神を動かす事が出来るから解わかるが、玄武は本体部分はスリムでも全体は重量級だ。それも相当にヘビーな方だろう。

　しかしその重量機体が、朱雀の全身による捻ねじ切きりに合わせ、後方宙返りを行った。

　無茶だ。

　重量級の機体は、まず、骨格がその重量に耐えるよう出来ている。それがために頑丈で、関節部分などは半固定や、必要に応じて内部補強や固定化がなされるものも多い。地上戦型が多くなるのは、重いだけではなく、自由な動きが出来ないという、そんな理由もあるのだ。

　それが後方宙返りとは。

　重量に耐えられる部分はまだいい。しかしそれらの中で柔軟性を求められる脊せき椎つい部や腰部の関節などは、どれだけ負担が掛かった事だろうか。

　しかし、やった。

　相手の呼吸に合わせて行えたのは、元々が姉妹ゆえか。今は妹が実質的な年長となっているようだが、

「上手うまく外したで？　あの朱雀の技を」

　視線の先、回転力を空回りさせられた朱雀が、急ぎ離脱しようとしている。

　立ち上げた片翼を振り、己を玄武の右腕から剝はがして、着地する動きだ。

　だが、玄武が逃がさなかった。一回転からの着地の衝撃を、展開装甲が逃し、また戻る動きを作りつつ、その中央で黒の武神が動作した。

　まだ着地も満足に出来てない朱雀に、左の重力砲撃〝過か多た突つき〟を激突させたのだ。
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　直なお政まさは叫んだ。右の義腕を振り上げ、

「朱雀！　右腕で弾はじけ!!」

　言葉の途中で朱雀は動いている。自律化が進んだ証拠だ。やがて、目の前にいる蜂はち須す賀かのように意識を戻すだろうと言われている。しかし今は、

「右腕パージ！」

　とった戦術は一つだ。

　玄武の重力砲撃に対し、右腕で可能な限り外に弾く。そして衝撃を外方向に向けさせたならば、右腕をパージし、重力攻撃の余波を受けないようする。

　遅かった。

　……食われたか！

　右腕が一斉に張り裂け、中央を貫くように螺ら旋せんの打撃を打ち込まれた。

　一瞬で朱雀すざくの右肩基部にまで破砕が至った。鉄が折れ、人工筋肉が断裂の音を示し、循環系が流体光の弾はじけを飛沫しぶいた。

　破壊される。

　パージの指示が届いた時には、胴体側の肩部フレームにまで歪ゆがみが来ていた。腕と身体からだは分離するが、破砕によって嚙かみ合いが生じ、落ちない。単に関節のある瓦が礫れきが、構成物を散らして甲板に落下するには、着地による震動が必要だった。

　そして全身を震わせながら甲板に立ったこちらに対し、

『────』

　玄げん武ぶが、返す右腕で重力攻撃を叩たたき込んできた。

　必中のタイミングだった。
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　終わりだ、と小こ六ろくは思った。

　これで朱雀は終わり。姉の活躍も終わりで、自分の役目も終わりだ。

　創そう世せい計画については皆と同意だが、進行に深く関わっている訳でもない。朱雀の中の自分が無事かどうかを確認したら、創世計画が発動するまで、極東各地の有名なゲーセンを回って荒らしまくるのもいいだろう。そのくらいの結果は出した。

　……終わりだ。

　右腕の力を打ち込む。対する姉が、抵抗のためか、朱雀の左腕を叩き込んできた。

　否、それは朱雀の腕ではない。里さと見みの武神の腕を強引につけたものだ。

　これでよく立ち回ったと、そう思ったが、

「……は？」

　見知ったものが、その左腕の外に出ていた。

　朱雀のＯＳの表示枠サインフレームだ。朱あけ色いろの、かつて自分が朱雀と合一していた時に幾度となく救ってくれたものが、

　……何故なぜ、里見の武神の腕に、宿っている！
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　直なお政まさとしては、一つの賭かけだった。

　里見の武神の飛ひ翔しようシステムが、元々、恐らくは朱雀のものであろう設計図をベースに作られているというのは、関東解放の際に知った。ゆえに調査と検けん分ぶんを行い、駆動システムとしては機械寄りだが、四し肢しなどの基本構造も大体同じだという結論が出ている。

　ゆえにパーツの共用は可能。接続部にハブを当て、関節単位で追加ＯＳに管理させる事で、義体を動かす要領で扱えると解わかった。それゆえの今回の出場だ。

　だが、自分としては、このシステムで確かめたい事があった。

　初めて接続する四肢に対して、朱雀すざくのＯＳは、恐らく再起動に近いアジャストを掛けるだろう。そこで己が確かめたいのは、

　……京きようでの戦闘中、朱雀が白びやつ虎こに対して放った〝加速〟の一撃さ。

　朱雀の打撃に、力が乗った。

　朱雀のＯＳが扱うのは加速の力だと、そう思っている。ならばあの時、朱雀の打撃にはそれが乗った筈はずだが、元々が非戦闘用の朱雀の腕だ。最後まで保もたず自壊した。だが、

「今の腕は戦闘用、恐れず見せろ朱雀……！」

　かつてアルマダ海戦において、朱雀は白虎の高震動破砕砲を受けた。あの時、そこで浴びた白虎のＯＳを縁として、朱雀のＯＳは起動している。

　今も同じだ。右腕に玄げん武ぶの一撃を受け、それは本体フレームにまで達したのだ。

　新しい仲間に触れ、立ち上がりの遅い未完成な朱雀は、

「──起きろ！」

　叫んだ瞬間。光が破裂した。

　振りかぶり、叩たたきつける朱雀の左腕の外に、朱あけの表示枠サインフレームが連続して立ち上がり、

「……っ！」

　肘ひじ側から手首側に、全て波打つように爆砕した直後。

　里さと見みの左腕ごと、力がそこに炸さく裂れつした。
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　何だ、と小こ六ろくは思った。

　こちらの右腕の過か多た突つきに対し、激突した一発がある。

　物体ならば、過多突で砕ける。

　重力攻撃や流体、術式的なものならば、それでも大体は過多突の流体的出力の高さで上回り、砕く事が出来る。

　しかし、これは違った。

　朱雀の左腕が、肘から拳こぶしへと破裂した。

　内部。流体の伝導管を通って発生した朱雀のＯＳの力に、里見の武神の腕ですら耐えられなかったからだ。

　だが、力はそれでも弾はじけず通り、叩きつけられた。

　何の力かは解わからない。ただこちらの過か多た突つきは、その力に正面から激突し、

「──貫通される!?」

　疑念通りの事が起きた。重力を面として激突させる過多突を、中央から貫き、こちらの肘ひじ方向へと貫徹する何かが来たのだ。

　マズイ、と思った瞬間。結果が来た。

　光の爆発と衝撃だ。光は流体光。衝撃として来たのが何か、己は感覚で理解した。

　……速度だ!!
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　重力でもない。衝撃でもない。爆発でもない。

　朱雀すざくが用いるのは加速という力だと、小こ六ろくは知っている。

　そして今、自分が見た、知らぬ朱雀の一撃は、だが朱雀本来の特性だ。

　……速度を砲弾化し、手から発射した……!?

　どれだけ正しい物言いかは解らないが、言葉にするとそれだ。

　物理的なものではない。流体によってここだけに成立する〝速度〟だ。

　他の何もかもを〝停滞している〟ものとする唯一の運動力。

　動かぬ道を、歩く事で行くように、〝速度〟の無い打撃に対し、朱雀の〝速度〟は通り抜け、行ってしまう。

　結果として起きるのは、物理法則無視の流体的貫通攻撃だ。

　速度ゼロに対して、プラス速度の境界線から発生する〝速度〟衝撃波。そうとしか言えない物理現象差の壁が、ゼロに馴な染じむ過程で伝でん播ぱし、破壊力となる。これは、恐らく、同等の流体現象か、莫ばく大だいな流体量をもった防護術式でなければ逸そらす事も出来まい。

　近距離用の過多突は、出力もコンパクトだ。それでも武神相手、戦艦クラス相手ならば充分だと思っていたが、玄げん武ぶの右腕は抉えぐられていた。

　まるで巨大な嘴くちばしで突き抜かれたように、先端部から肘ひじまでが裂け、引き裂かれている。

　突き抜かれたのだ。そして左腕から宙にかち上げられ、吹き飛ばされ、

「────」

　気付けば、空が見えた。

　両腕を失った朱雀が甲板縁からこちらを見下ろしている。

　その肩には姉がいる。だが、自分は落ち、見上げているだけで、

「くそ……！」

　負けたとは思わない。破損の度合いでみたらこちらの方が無事なのだ。向こうは自壊も含め、翼も大部分が破裂しており、立っているのがやっとだろうに。

「まだだ!!」

　己は、叫んだ。下に、安あ土づちからの輸送艦が確保にくるのを、表示枠レルネンフイグーアの報告で確認しながら、

「いずれ決着するよ……！」
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　そうさね、と直なお政まさは呟つぶやいた。

　未いまだ揺れてターンを続ける武蔵むさしの最外縁。そこに朱雀すざくを座らせ、自分も肩に腰を落とす。

　煙管キセルは、いつの間にかスカートのポケットから消えていた。回った時か、回した時か、いつ無くなったか解わからない。

　いいさどうせ。購買で買えるさね、と独りごち、ただ息を吐いた。

「夕ゆう」

　玄げん武ぶの彼女か、朱雀の彼女か、どちらでもあり、どちらでもない妹に対し、己は言った。

　座った身体からだの、肩の間に首を落とすようにして俯うつむき、

「姉妹喧げん嘩かは、何度だってやっていいんだよ。──そういうもんさ」
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　第六特とく務むが、勝利というより撃退に成功したという報を、ミトツダイラは表示枠サインフレームで知った。

　これで、武蔵上で戦闘をしている特務以上は自分と二ふた代よだけとなった筈はずだ。

　一方でこちらは先程から面倒な状態だ。糟かす屋やとの相あい対たい中だが、何が面倒かは向こうもよく解っているだろう。

　……お互い、捕まりませんのね。

　瞬発加速のせいだ。

　この移動技術は高速であるがゆえに相手に対してのアドバンテージを持つ。が、それは相手が人として想定出来る速度を持っていた場合だ。母と戦闘した時も思ったが、相手も同様の技術を持っていた場合、お互いがお互いを捉とらえるのが難しくなる。

　こうなってしまうともはや空中戦のようなもので、速度と速度がぶつかった場合、相そう対たい速度によるダメージで決着しかねない。

　対する糟屋については両手の銀釘アルジヨント・クルウが脅威だ。恐らく最も使い回しの利く三本爪づめ状態で立ち回りをされているが、これが意外と大きくて回避に気を遣うのと、

「盾になりますのね」

「Ｔｅｓテスタメント．、近接系の武装ですもの」

　母も銀十字を敵との遮しや蔽へいに用いるし、自分も銀鎖を腕などに巻いて防御とする。そういうものですわね、と納得するが、攻守一体という銀釘は、

「──やはり、母の実家の納な屋やにあったものですの？」

「ええ。そう聞いてますの。大御お母かあ様さまの方で、銀装備を合成して作ったとかで」

　……だとすれば、きっとこの銀鎖も使われているのでしょうね。

　思い、糟かす屋やを追い、また追われる。

　お互いの歩幅の違い、体格の違いから生まれる瞬発加速の差については、関東解放時に理解出来ている。

　糟屋の方が瞬発加速の出と入りが遅い。

　胸があるからだ。

　恐るべし人体工学、と思うが、母などそこら無関係にギュンギュン瞬発していたので、結局は膂りよ力りよくがものを言うのだと思う。

　ともあれ追っているのか、追われているのか、解わからない程度にはなっているのが現状だ。

　軽い疲労も得ているが、IZUMO以降、体力関係は強化している。伊達だてに夏休みの補習で先頭集団として担任を追い詰めていない。

　充分にいける。

　追い、小刻みに距離と角度を詰め、

「……っ!!」

　追われている事に気付いた糟屋が、肩にまで縮めた腕からショートジャブで銀ぎん爪そうを放つ。

　対するこちらは外に回る動きで跳ね、

　……と。

　糟屋が一つの動きを見せた。瞬発加速だが、ストロークの長い一歩を跳んだのだ。





●






　……行けますのね。

　糟屋は自分の性能を信じた。速度を上げて瞬発し、一歩を踏み込む事は、賤しずヶ岳たけの突撃時にも行っていた。だがあれは相手が大群で不動。今のように、動いている相手との位置取りでいきなり出してはいない。

　それが出来た。

　元は、安あ芸きでの特訓によるものだ。

　大型の竜を相手に、全身を潰つぶされず、反動を堪こらえるためには、瞬発加速の技術が役に立った。

　竜の全重量を堪えるためには、全身を一瞬だけ瞬発して全ての力を通すしかない。

　これが上手うまく決まると、竜の顎あごだろうと打ち抜いて粉砕出来る。

　ではそれを、移動や対人で出すとどうなるか。

　移動は、折に触れ練習していたから、大体出来る。対人については解らない。対竜の技を人相手に使うとすれば、相手を竜相当と見ている事になるからだ。

　だが、と己は思う。

　母はどれだけ、強いのだろうかと。

　戦績は調べれば出てくる。極東の総長連合に登録されているのだ。慶けい長ちようの役えきにおける自分との戦闘だってノーコンテストとして記録されていた。

　これから母を倒さねばならない。が、母は竜に匹敵するだろうか。否、このような思いは自分が強いという自うぬ惚ぼれで、危険である事は解わかっている。しかし、

「────」

　己は、昔を思い出した。

　母達がいなくなった日の、朝の事を、だ。
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　糟かす屋やは思い出す。

　あれは、前夜の事だった。

　皆で合同の誕生日を祝い、それぞれが自分の出来る技を披ひ露ろうした。自分は当然、瞬発加速と獣変調で、あの時は母と共にその加速を用いてダンスをしたのだ。

　楽しくて、これからはずっとこのような時間が続くのだと、そう思っていた。

「御お母かあ様さま」

　もう一度だ。距離を空け、ふとステップを共に行いながら、己は言った。

「舞う事は出来ますの？」
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　空気が変わりましたわね、と、ミトツダイラは自分と王の娘について評価する。

　これまでの、戦い方を探っていたような空気ではない。どうするかを決めた気配だ。

　糟屋の言う、舞う、という意味は解る。これまでも追いつ追われつしていたが、例えば母との高速の攻防では、舞うとしか言いようのない体たい捌さばきを二人で重ね合ったのだ。

　あれをやると、そういう事か。しかし彼女にとって、そのような経験が何時いつあったのか。己はそれを考え、自分は糟屋のいた時代について思い至った。

　糟屋はこう言っているのだ。

「──〝花園アヴアロン〟以来になりますのね？」

　問うと、糟屋が目を見開いた。今は夜の下。空に流体光が散り、遠雷のように砲撃音が響き、更には艦のターンする勢いまで重なった騒々しい夜だが、

「Ｔｅｓテスタメント．、──あれが最後ではなくて、良かったと、そう思いますの」

「貴女あなたが守ろうとしているのは、それですの？」

　糟屋が、しかし首を横に振った。

「〝花園〟にいなくても、末世さえ起きなければ、私は御母様とああいう時間を過ごしていたと、そう思いますの」

　そう、と己は頷うなずいた。そして、

「私は、まだ見ぬ違う方法で、貴女あなた達や私達を含む全てを祓はらうつもりですわ」

「多分、かつての御お母かあ様さまは、そう望んで、失敗しましたのよ？」

「それを知ったなら、こういうだけですの。──次はもっと上手うまくやりますわ、と」

　言って、言葉を重ねる。

「次とは、今ですのよ。貴女達の御陰で」

「御母様らしいですの」

　未来の自分は、随分と我が王の影響を受けていると、そんな事を感じた。だから、

「行きますわ」

「こちらも」

　同時に、お互いは瞬発した。自分は刻み、糟かす屋やはロングとショートの併用で。

　舞った。







[image: 第三十八章『夜の森の狼娘共』]
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　上こう坂さかは、影絵を見た。

　自分達がいるのは、武蔵むさしの左さ舷げん三番艦、艦首側回廊を内うち舷げん側に抜けた処ところだ。

　現在、敵勢は外縁の高台にまで下がっており、高所と段差を利用した陣地を組んで抵抗している。こちらとしてはよくここまで来たものだと思うが、艦尾でも清きよ正まさ班がほぼ同じような状況まで進行しているらしい。

　……やれるもんだねえ！

　そう思い、撤退指示が出る前に、何とかこの高台を攻略したいと考えていたのだが、

「ん？」

　気付けば、稲いな田だが高台の上にいる敵の身動きを指差している。何だと思えば、高所にいる敵が、ちらほらとこちらを気にする時があるのだ。

　戦闘状態での観察かと思えば、違う。彼らが見ているのは、実際にはこちらではなく床。それも、床面ではなく、そこに落ちた影だった。

　見る。自分達の影は空で起きる砲撃や防護障壁の散り散りに照らされているが、

　……これは──。

　遠くから、浅く照らされて生まれた一際巨大な影がある。

　二つ。それは高速で左右に踊り、重なるようにして離れ、床面の上を舞い続ける。

　狼おおかみだ。

　異族達でも恐れる人狼ルウガルウの森。そこに住まう人狼については幾つかの言い伝えがある。

「月の出た晩、狼達は人の振りをして二本脚で立ち、踊り合う……」

　そして、

「村からは一人の人間が消える。食われたならばまだよし。そうでないならば、──その人もまた、人狼の化けた姿だったのだ」
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　踊る。踊る。狼が回る。

　回る。回る。娘が踊る。

　ワルツは飛び、何もかもを森として、二本脚の狼が踊る。

　手は繫つながない、悉ことごとく己の獲物として、長い髪の娘が回る。

　本当の事を話しても通じる森。

　本当の事は戻れぬ時間の果て。

　もう戻れないと振り返らぬ狼が踊る。

　ここにいようと振り返らぬ娘が回る。
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　足音すら後ろに弾はじく速度で、ミトツダイラは舞った。

　長尺の加速と、短い瞬発によるメリハリのついた速度で、糟かす屋やが舞う。

　彼女の攻撃と回避を、しかしミトツダイラは刻んで行った。

　対する糟屋も、刻んでくる母の姿に一瞬の跳び込みを放っていく。

　近寄ればそのたびに離れ。

　離れればそのたびに寄る。

　途中、金属音が鳴るのはミトツダイラの爪つめだ。高速で放った手て刀がたなが、銀釘アルジヨント・クルウを盾とされてその表面を削り、音を奏でる。

　一方で糟屋も銀釘の可変を小刻みに行い、鉄の嚙かみ合う音を奏でた。

　距離によって爪と杭くいが使い分けられ、舞の中に幾つもの光が生まれていた。

　回り、身体からだを開き、しかし隠すように閉じ、髪を波として二人は向き合う。

　は、と息を軽く捨て、ミトツダイラが言った。

「ここまでは、関東解放の時に見ましたわ」

「私もですの」

「夏休みの宿題は出来てますの？」

「御お母かあ様さまこそ」

　ふ、とどちらも等しく笑い、そして糟屋が先に動いた。

　ミトツダイラの呼吸に合わせ、長尺の瞬発を行ったのだ。
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　ミトツダイラは、突然の技を見た。

　糟屋に対し、右から刻んで加速を重ね、接近しようとした時だ。

　目の前に黒の影がいた。

　いきなりだった。

「御母様」

　糟屋が右の打撃をかち上げながら言った。

「竜より遅いですのよ」

　三本爪の一撃が、こちらの胸下に斜め下から激突した。
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　打撃音に金属の響きが混じり、糟屋は全身を突き上げる方向に瞬発した。

　……当たりましたの！

　直撃だ。ただ当たったのは位置であり、ダメージとしては不完全だ。

　母が、加速を行った直後だったからだ。

　速度に身体からだが浮き、足も浮いている。そこに一発をぶち込んでも、ダメージが固定されず突き抜ける。この打撃もそうだ。母の鳩尾みぞおちに入れたのは確かだが、向こうの加速と自分の速度がぶつかり、母の身体がこちらの後ろへと吹っ飛んでしまった。

　振り返る。背後へと加速を入れて身を回す。

　母はきっと着地し、今のダメージを制御しようとしているだろう。ならばこちらも着地からすぐに追撃に入り、

「──え」

　目の前に母がいた。

　母は、既に右の打撃をかち上げながら、こう言った。

「貴女あなたの母の母より遅いですのよ」

　鎖を巻いた拳こぶしの一撃が、こちらの胸下に斜め下から激突した。





●






　……効きましたわ──!!

　ミトツダイラは、糟かす屋やを吹っ飛ばしてから足をつき、気付かれぬように調ちよう息そくした。

　正直、いろいろな面で驚きだ。まさかこっちの瞬発加速に長尺の瞬発でカウンターを入れてくるとは思わなかった。

　油断ですわね、と思うが、だからこそ身体が動いた。

　力を抜いていた腕に引き出し中だった銀鎖を巻き付けてガード。後は重心を前に、頭の方に持っていけば、衝突状態からの跳ね上げで糟屋の背後へと吹っ飛ばされる事になる。

　そこまで状況を把握し、コントロール出来ていれば、後は意地だ。相手を調子づかせてはいけないので、この初しよ手てだけは絶対にやり返しておく。

　やった。

　だが、ガードしたとはいえ、こっちのダメージは深刻だ。

　鳩尾を打たれたので呼吸がなかなか深く出来ない。それは瞬発加速の連続に支障があるという事で、

　……追うより、待った方が楽ですわね。

　攻める事を忘れずに、という前文をつけて、身体強化と痛覚軽減を入れておく。どちらもかつて母との相あい対たいにおいて世話になったもので、人狼ルウガルウ相手なら常備品というところだ。

　そして視線の先、糟屋が吹っ飛んだ状態から空中で身を回し、

「──危なかったですの」

　甲板に一瞬だけ手をつき、捻ひねりを入れた一回転からこちら向きに着地する。

　視線の先、深く息を吸う糟かす屋やが軽くその場でのステップを開始するが、しかし、彼女にはダメージが殆ほとんど見られない。呼吸の乱れも、痛みによる姿勢の変化も無い。

　……私、一発入れましたわよね？

　何となく疑問に思ったので、問うてみる。

「……鳩尾みぞおちに当たった筈はずですけど、強がりですの？」

「え？」

　糟屋が、こちらの言葉に一息分の呆ぼう然ぜんを作った。そしてややあってから、

「あの、御お母かあ様さま？」

「何ですの？」

「さっきの御母様の……、ここ、胸下の、胸が作るスーツの余り部分に入ったんですのよ？

　だから私としては、スーツが伸びますの、という程度で、ノーダメージですの」
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・現役娘：『ネイト！　キレてはいけませんわ！　貴女あなたの偉大で美しくてオパイの大きな母を相手にすればよくある事ですのよ!?』

・賢姉様：『フフ、そんなに胸下に手を突っ込みたいなら自分のでやればいいじゃない、ねえ？　ほらほらミトツダイラ、突っ込みたいならいつでも言ってくれればＯＫよ!?』

・あさま：『ミトのお母さんも喜き美みもやめましょうよ。神様もＭＵＲＩという案件ですよ？』

・銀　狼：『何気に智ともが一番酷ひどい気がしますのよ……！』
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　ともあれしくじった。

　ミトツダイラは、鎖を巻いた自分の右拳こぶしを見る。相手が巨乳なので目測を誤ったと、そういう事だろうか。

　……馴なれないといけませんわね！

　目の前に糟屋が飛び込んで来た。
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「……っ！」

　ミトツダイラは、今度は回避を選択した。

　……どういう事ですの!?

　不注意とはいえ、いきなり過ぎる。飛び込まれる際のタイミングが読めないのだ。

　基礎的には、こちらと同じ瞬発加速の筈だ。だが何故なぜか、糟屋のものは、関東解放の時とは違っている。

　いきなり発生し、いきなり飛び込んでくる。

　今もそうだ。気付いた時には目の前で身構えられ、振り返られて、

「く……！」

　避ける。右だ。乱れた呼吸の影響を受けないように、短い距離の瞬発を放つ。行く。

　すると自分のいた位置で、金属音が走った。

　糟かす屋やが銀釘アルジヨント・クルウを杭くい打うち状態に変え、宙を打撃したのだ。

　身体からだが背骨をまっすぐにするように、やや前被かぶりになった状態で、震動する。

　自分に芯しんを通し、全部の打撃を、一転に集中したのだ。全身で震しん脚きやくを行うのに近い。

　そしてかわされた糟屋がこちらを向く。

　対する自分も次の瞬発加速の息を吸う。

　直後。また来た。不意を突くと言うよりも、そういう事しか出来ないように、

「──御お母かあ様さま」

　糟屋の姿が右に回り込んでいる。

「竜より遅いと、言いましたのよ」

　こちらとすれ違うような姿勢だが、彼女の右腕は既に発射準備を終えていた。

　来る。対する自分の身体はまだ調ちよう息そくが済んでいない。満足な瞬発加速が出来ない。

　どうすれば、と思った瞬間。糟屋の右腕が、横打ちの一発として来た。

　顔狙ねらいではない。必中としての胴体。脇わきから胸を横に突き上げる一撃だった。
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　糟屋は、目の前で生じた光景に気付かなかった。

　速過ぎたのと、予想と違い過ぎて、理解が出来ず、事実の認識に失敗したのだ。

　起きた事は簡単だ。

　ほぼゼロ距離からの一撃を、母が身体を反らして回避した。

　ただそれだけの事だが、無茶だ。だって、

　……私の方が先に瞬発してましたのよ!?

　後から動いた母が、こちらの速度を凌りよう駕がしたという事か。

　おかしい、と己は思う。母は今まで、そこまでの速度を得ていなかったのだ。

　いきなり、速度を跳ね上げる事が出来るものだろうか。

　身体の暖気を必要とする、というならば意味が解わかる。術式や加護の積み重ねが必要で、その準備が完了するまで最高速度が出せないというならば、理解も出来る。

　しかし、母は違った。そのような準備など無しに、ダメージを残した身体から、しかし突然に今までの速度を超える動きを見せたのだ。

　……どういう事ですの!?

　思いつつ、己はコンビネーションブロウを打ち込んだ。

　竜にも、人狼女王レーネ・デ・ガルウにも、幾度となく連射した技術だ。

　関東解放で母にも見せた連打だが、夏休みの合宿で強化されている。

　発射する。

　回避を終える母の胴体と、そこから回避出来るであろう範囲に、右・左・右・右、と射撃し、銀ぎん爪そうの駆動音を重ねた。

　穿うがつ。

　だが、己は見た。母が浅く目を伏せ、口を軽く開き、

「──る」

　震えるような吐息を重ね、全て回避したのを、だ。
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　糟かす屋やは理解した。

　簡単な事だ。自分が両腕のコンビネーションに瞬発加速を用いるように、母もまた、同じ事が出来るのだ。それも、

「上半身のみの瞬発加速！」

　下半身は緩く固定しながら、上半身にのみ瞬発を許して最低限の最短距離で回避を放つ。震える息も、口を軽く開けていたのも、力を抜いて発射する瞬発を阻害せぬためのものだ。

　自分だってこれは出来る。しかし、

「胸がある私には、上半身のみの加速は至難ですの……！」

　母がいきなり殴りかかって来た。





●






　ミトツダイラは、今更ながらに自分と娘の差を理解した。

　自分は、刻む方に秀でている。

　娘は、伸ばす方に秀でている。

　母程大おお雑ざつ把ぱでアバウトではないからなかなか気付かないものだが、糟屋の瞬発回避は長距離に対応するように出来ていると、そう思った。

　……竜の方が速いと言う訳ですわ。

　速度で言えば、自分の方が竜より速い。真さな田だにおいて天竜の霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞうの不可視攻撃に高速対応し、それを打ち切った事もあるのだ。

　だから糟屋が言う〝速い・遅い〟は速度の事ではない。

　歩幅だ。

　一歩。または足の大きさ。百メートルクラスの竜の足と自分の足を比べたら、足をついているだけでその到達距離は竜の方が遠くまで届く。

　つまり竜の方が〝速い〟のだ。

　これが何を示すかと言えば、一歩の距離だ。

　瞬発加速を一度放った時、何処どこまで行けるか。そして、

「瞬発加速の移動中、速度を落としませんのね？」

　正確に言えば、本来は大跳躍クラスの瞬発を、失速する前に着地する。

　出は遅いが、後は速度の美お味いしいところだけを切り取ったようなものとなる。

　ゆえに、いきなり飛び込まれたような錯覚を受けた。

　鳩尾みぞおちと間違って胸下に打撃を入れたのも、糟かす屋やが瞬発回避で逃れるという予測をしたのに、彼女のタメが長かったからだ。

　竜との戦闘で、一歩を竜と同様に跳び、更に速度を落とさず隙すきを作らない。

　これが今の糟屋の持つ最新の瞬発加速だ。

　無論、これに、従来のものを重ねもしていよう。対応出来るかどうかは初速の見切りとなるが、遅くてもある程度は構わない。何故なぜなら自分には、

「どうしましたの？」

　歩き、糟屋に行く。

　対する彼女が拳こぶしを握り、こちらに向けて連打を放つ。が、

「ふ」

　回避出来る。下・右・左・左、と上半身を連続で瞬発させ、軽く腰もつけて、己にも服にも一切の傷を許さない。

　対する糟屋が、息を吸う、目を細める。

　……やる気ですのね。

　彼女だって、このくらいの技は出来る筈はずなのだ。

　まだまだ底はある。人狼ルウガルウ同士、女王の血を引き、夜の時間に出会ったのだ。

「行きますわよ」

　言って、己は前に出た。

　一歩を、跳ねず、しかし軽く行く。
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　打った。打ち込んだ。糟屋は連打を叩たたき込んで、だが下がった。

　……これは、慶けい長ちようの役えきで大御お母かあ様さまに相あい対たいした時と同じ構図……！

　母が当たらない。瞬発加速を上半身側に集中し、時にウエストや腰に許す事でこちらの攻撃に対して弾はじかれたような回避を行う。

　凄すさまじい、と感じるのは、その移動距離が短い事だ。

　上半身を動かす事を考えれば、あまり大きい動きが出来ないのは確かだが、瞬発加速は緩めた筋肉と骨格を基部から発射するものだ。発射台は必要だし、それなりに離陸の距離も必要となれば、跳ねた後だって移動距離が発生するのだ。

　しかし母は、超短距離でそれを行う。

　二十センチ、十センチ、五センチどころか、三センチ、一センチという幅を常用する。

　本来は数メートルを一気に跳ねる技だというのに、それを指先程度の移動距離に適用し、制御出来るのだ。

　それだけではない。

　こちらの連打の中、まるで手を伸ばし、求めるように母が来る。

　その手や身体からだ、顔面や胴に己は攻撃を叩たたき込み、拒絶をするが、

「当たりませんの……!?」

「糟かす屋や・武たけ則のり」

　言葉が来た。ただ聞こえた声に、己は送る連打で返す。自分の各部にも瞬発加速を適用し、母と同じステージに上がり、精度を上げる。

　しかし、母が言った。

「この加速法の始まりを、見せますわ」

　告げたと同時、母が更に身体から力を抜いた。

　ふ、と息をつけ、ただ立っただけの身体に、己は右の瞬発打撃を打ち込んだ。

　直後。自分の視界に、一つの事実が見えた。

　母がズレたのだ。





●






　母の座標がおかしくなった。

　移動ではない。もはや位置が変わったとしか思えない速度で、しかし移動したのは全身そのままに十二センチ程。

　……これは──。

　思い、打撃する。コンビネーションで放つ。それら全ては確実に母を穿うがつ筈はずだが、目に見えるものは悉ことごとく違った。

　まるでこちらの攻撃に寄り添うように、母がズレ続け、距離を詰められ、

「最大ダメージを受け、何も手が出せないと思った時、──勝手にこうなりましたのよ」

　一息。もはや彼女は調ちよう息そくを終え、顔を上げ、

「そちらの世界で王の死後にあった変態との戦いについて、〝私〟は実戦として貴女あなたに教えませんでしたのね」

　言われたと同時、それが来た。

　鎖を絡めて握った右拳こぶしが、こちらの鳩尾みぞおちに飛んできたのだ。
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　回避ですの、と糟かす屋やは思った。

　初速の遅い竜対応の動きでは駄目だ。足を使って距離を取るのも遅過ぎる。

　母と同様に上半身に瞬発を入れる。身を反らせて拳こぶしとの距離を空けるのだ。

　出来る。

　出来た。

　更に腰にも瞬発を入れ、横に身を逃がす。

　出来る。

　出来た。

　どうですの、と己は思った。御お母かあ様さまが出来る事なら、出来ますのよ、と。

　だが、母が動いた。

　腰が瞬発してこちらを向く。上半身が瞬発してこちらを追う。肩が瞬発して初速を得る。肘ひじが瞬発して加速を与える。手首が瞬発して軌道を整える。拳が瞬発して力を入れる。五指がその先端まで全て瞬発して押し込みの打撃となり、全てが重なって距離が伸び、補正が入り、

「……っ！」

　結果として、一撃がこちらの鳩尾みぞおちに手首近くまで打ち込まれた。
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　……届きましたわ！

　入った、とミトツダイラは思わなかった。

　自分と同じように、この相手は強固な身体からだを持っているのだ。鳩尾打ちは人体の急所を打つ技で、適用出来る部分もあるが、回復は早いし、何より加護も術式も完備しているだろう。

　油断はせず、しかし己は糟屋の顔が上がり、獣じゆう瞳どうがこちらをまだ見ている事を確認しながら加速した。両の手に銀鎖を巻き、

「る」

　喉のどから漏れる小さな咆ほう吼こうを宙に転がしながら飛び込んだ。眼前にある自分だけの戦場に、速度を上げて攻め入った。
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　動いて、と糟屋は思った。

　何が危険かというと、身体ではない。メンタルだ。

　自分は戦闘続行を望んでいるが、心の底にある冷静な己が、それを止めようとしている。

　まだ行けると思う一方で、無駄だと、届かないと、そう言う自分がいるのだ。

　先程の母の一撃で、まだ見知らぬ底を見た。かつての時代、〝花園アヴアロン〟の中でいろいろと戦闘技術を教えてくれた母だったが、あそこまでのものは見せてくれなかった。

　……全く！

　それはそうですのね、とは思う。今の超細分化された瞬発加速の展開は、母の体格や技術、経験から生まれたものだ。自分も会え得とく出来るだろうが、利用する機会はまず無いだろうし、そんな事をするよりも自分の長所を伸ばすべきだと思う。

　だが、今ここで見せられるのは脅威だ。母には追いつけないと、そのような、かつての〝花園〟では畏い敬けいや安あん堵どになっていたものが、今は脅威として心を覆う。

　勝てるのか。

「否」

　勝たねばならないのだ。

　だから動かねばならない。

　しかし目の前で見せられ、届けられた力に、心の底が萎い縮しゆくしてしまっている。

　ではどうすればこの相手に勝てるのか。

　動かねば解わからない。これは、先程の母と同じ意見だ。さっき母達も、運命に逆らう事についてそう言ったのだ。

　母達は動いている。対する自分達も、ならば動くべきか、止まるべきか。後者こそが自分達の選択だと思うが、今、ここで己が選択すべきは、

　……動いて……！

　今、母が飛び込んでくる。こちらはダメージを負っており、そして技術的に母に敵かなわず、

「──る」

　母の一発が届く。当たる。避けられない。否、避けても無意味だ。

　でも終わりたくない。続けたい。

　だけどこの相手は脅威で、対処法が明確にならねばどうしようもないのだ。ただ延命というべきか、負けるまでの時間を延ばせば、何処どこかで勝つ方法も見つかるだろうかとは思うが、

　……マズイですの。

　かつての〝花園〟で、母の手て解ほどきを受けていた記憶などが混じり、気分が散り散りだ。

　ダメージもある。これではまともに相あい対たいが出来ないというのは、言い訳だろうかと、そう思ったと同時、母の一撃が来た。

　食らった。

　そう思った直後、己の視界が変わっていた。目の前に母がいる。だが、

　……え？

　見えるのは、母の背だ。

　いつの間にか、己の身体からだが母の後ろへと回り込んでいたのだ。





●






　……訓練による条件反射！

　ミトツダイラは、糟かす屋やの動きをそう直感した。

　ダメージを受けた直後だったのだ。意識で動かそうとしても身体からだが動かない時間がある。それを無視して動くならば、もはや意思外の動作。

　……かつて私も、ルドルフ二世と戦った時、身体が勝手に起き上がりましたのよね。

　負けては駄目だという思いに、訓練で培った動作が無意識を超えて再生される。

　今の糟屋の回避はそうだ。こちらの飛び込みに対し、最初、明らかに身体が動こうとしていなかった。だがこっちの攻撃を目が捉とらえた瞬間。彼女は蹴けられたように加速した。

　見れば、糟屋が泣いていた。何か葛かつ藤とうがあったのだろう。ただ彼女は、

「あ」

　咆ほう吼こうした。





●






「るぁ……！」

　糟屋は動いた。

　泣いた。吠ほえて、そして身体の束縛が切れた事を、全身で震えて感じた。

　母の脅威に対し、動いたのは、心ではなかった。身体だ。

　攻撃を受けると言う事に対し、危険を感じた身体が、勝手に動作したのだ。

　これまでの訓練や実践で培ってきた反射的な行動。意思とは別に生じる無意識の反応が、確かに自分に戦闘続行を望んでいる。そして何よりも、

　……ああ。

　危機に対応するため、幾つもの記憶がリフレインしている。多くは夏の合宿やこれまでの戦闘のもので、今、目の前の戦場に対応するものを探すように、大量の記憶が自分の中にぶちまけられているのが解る。その上で、

「よう」

　野太い女の声を、聞いた気がした。肩に手が乗るような感覚もある。

　人狼ルウガルウは恐怖という人の感情の具現だ。ならば、自分に送られた感情は、やはり己の一部となっていると、そういう事だろうか。

　かつて、短い間だが、濃密な戦闘を行い、勝利した相手がいる。

「あたしに勝っておいて、ここでリタイアはないだろう」

　その相手は、やはり母に敗北しているのだが、だからこそ、今、自分も思うのだろうか。

　……滝たき川がわ・一いち益ます……！

　彼女との戦闘を思い出し、己はまだ不完全な息を吸った。

　まだ滝川が存命なら、こう言うだろう。

「あたしの仇かたきをとってくれよ、二代目、否、三代目か？　──人狼女王レーネ・デ・ガルウ」
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　糟かす屋やの動きが揺らいだのを見て、ミトツダイラはそこに既視感を得た。

　これは見た事がある。だが、すぐには思い出せず、しかし、

「行きますの」

　糟屋が呟つぶやき、肩を一度低くした直後だった。

　己は、思い出す記憶がそのまま目の前に現れたのを悟った。軽く甲板に着地するように爪つま先さき立った糟屋の姿が、五つになっていたのだ。これは、

「第一特とく務むが二人分しか出来ない滝川・一益の実像分身!!」
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・十ＺＯ：『何か今、思わぬ処ところからディスられたで御座るよ!?』

・ウキー：『というか、二人だと盾と囮おとりをやったら終わりか？』

・労働者：『駄目なディフェンスゲームの初期ユニット構成だな！』

・傷有り：『ふ、二人もいれば充分過ぎます！　──あっ、あっ、拍手をどうも有り難う御座います！　有り難う御座います！　折れた王賜剣エクスカリバーの修繕を行い、必ずやまた前線に戻るつもりですので、点てん蔵ぞう様を宜しく御願いいたします！』
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　……王賜剣折れましたの!?

　非常時にはチョイと借りれないかと思っていたミトツダイラは、軽く危険を感じた。

　その直後。黒の狼おおかみが来た。

　五人だ。

　かつて滝川が展開した人数に等しいのは、これがやはり、糟屋が彼女から学んだ技だと言う事だろう。そして、

　……私の前に滝川に致命を与えていたのは、やはりこの子だったんですのね!?

　それが今、糟屋に力を与えている。糟屋としては見み様よう見み真ま似ねの部分も大きいだろうが、実像化のための高速移動や体術など、よく考えれば分身術は人狼ルウガルウ向きだ。

　来る。一度こちらの周囲を跳ね、囲んだ上で上下の跳躍の差をつけ、

「行きますの」

　左右合計十の銀ぎん爪そうによる連打が、一斉射撃として放たれた。
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　糟かす屋やは動いた。

　息を整える事をしなかった。下手へたにそこに気を取られると相手への集中を忘れる。今は身体からだと治療関係の術式と加護が、呼吸系の筋肉を緩めて戻すのに逆らわない。無理をせず、喉のどの呼吸で感覚を代用させる。

　長距離の瞬発加速は無理だ。だが、呼吸は完全に止まっている訳ではないので、逆にテンポを整え、そこに加速を乗せる。分身の間合いが等しくなるが、個数はいける。相手に読まれるテンポだが、手て数かずの変化で対応だ。

　汗が出ていると感じた。今さっきの一撃で、それまでの動きによって溜たまっていた疲労が一気に出てきたのだろう。だがそれも、疲労軽減の術式でどうにかなるものだ。痛覚も局所限定で減衰を入れる。後はそう、

「行けるかい」

　滝たき川がわが、自分の技術の中で、そう言っている気がした。

　ほんの僅わずかな時間、ただ戦い、強引に勝利を得た相手だというのに。

　あの時、こちらも疲労の限界に達していたが、滝川は致命の負傷と流血をしながら、笑ってこちらの肩に手を置いた。

「面白い。──あたし達じゃ、ないんだねえ」

　任されたのだ。

　その時は意味が解わからず、自分達の出しゆつ自じと目的から、当然の事を受け取ったとも思った。ただ明らかに実力が上の相手に勝利はしたものの、勝ちを譲られたというのも解わかり、気分的には完敗したのだ。

　だから賤しずヶ岳たけの戦いで、滝川部隊が迎撃に出てきた意味は解る。それを、自分がこの手で打ち返すのも、そういう事だ。

　自分は偉大な先輩を倒したのだ。倒す事は、継ぐ事だ。だから、

「……！」

　行く。高速の分身を実像とし、銀の狼おおかみを討ちに行く。

　P.A.Oda最高クラスの忍者が、後押しをしてくれる。

「行こう。連れて行ってやるよ、あたしの技で」

　対する母が、しかし速度を上げた。今も対応し、何だかんだでこちらの打撃量の方が多いというのに、火花を円弧に何本も散らして全対応を行い、

「る、るる、る」

　気付けば軽い転がるような呼気で母が突入してくる。

　こちらの攻撃に沿い、己をズラして食い込んでくる。

　自分の打撃とて、無意味ではない。幾らかは当たり、その髪を散らしたり、服に千切れを与えている。

　だが、明確なヒットがない。

　対する母の攻撃は、来る。コンビネーションの中、常にどちらかの腕はガードや打ち払いに使用しなければならない程だ。今も、

「る」

　打撃を打ち込んだ右腕の内側、脇わきに一発が届き、

「……！」

　瞬発回避を入れ、ダメージを逃す。

　は、と息を零こぼし、腕を戻すと、母が来た。対する自分は攻撃を入れ、


《疲労減衰：八割完了》



　かなり調子は戻った。だがここからの有効打となるものは、

「おお……！」

　左の胸元に打撃を受け、己は決めた。全身に加速を入れ、

　……行きますの……！

　肩を押された気がした。滝たき川がわ・一いち益ますでも、ここから先、狼おおかみの技を主体とした実像分身は行っていないのだ。だが、この場まで来られたのは間違いなく彼女の御陰で、

「有り難う御座いますの」

　肩を押すのは、自分の加速だ。だが、そこに、積み重ねてきたものがある。

　母だけではない。少ないながらも戦ってきた相手が己を押す。

　心が完全に前を向き、己は五人の自分を制御し、

「る」

　狼の呼気で瞬発した。
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　踊る。踊る。狼が火の花を散らして回った。

　回る。回る。黒と銀の娘が風を巻き踊った。

　ロンドは彼方かなたに、何もかもを戦場として、二本脚の狼が踊った。

　手は届かせない、悉ことごとく己の力と縁として、長い髪の娘が回った。

　本当の事を話しても届かせる戦場。

　本当の事は記憶にある時間の果て。

　もう戻れないと振り返らぬ狼が踊った。

　ここにいようと振り返らぬ娘が回った。
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　鉄火の火花が高速の曲線を繫つないで止まらない。

　ミトツダイラは五人の娘の攻撃を捌さばき、全身を刻むように動作して中央を飾った。

　手にする鎖を振るい、時にはその張力をもって己を引き、動きを稼ぐ。

　対する黒の狼おおかみは五人で力を重ね、左右の武装で流体光を引きながら相手を穿うがった。

　同時に、時間差を掛け、タイミングを崩して十本の攻撃を叩たたき込む。

　それを鎖が弾はじき、全ての攻撃を銀ぎん狼ろうが解除するように払って迎撃を打ち込んだ。

　黒の狼は銀の一撃を避け、受けては散る火花を引いて、お互いが絡むようにまた攻撃を送る。

　火の散る花と流体の光が、幾つもの軌跡を描いては飛沫しぶき、音を立てた。

　そして幾つものラインが重なり、中央にいる銀狼に向かった。

　タイミングを整えて、黒の狼が全ての手法を使って打撃を穿ったのだ。

　一人は銀釘を速いコンビネーションで放ち。

　一人は杭くいをミドルレンジの視界外から放ち。

　一人は背後から低位置を狙ねらった蹴けりを放ち。

　一人は上方から飛びかかって右の爪を放ち。

　一人はそれら四人を囮おとりにして、斜め後ろからの突撃を放った。

　俊敏の支配する空間の中央で、対する銀狼が両手を振りあげた。

　彼女の手には鎖が巻き付いていたが、

「──解除」

　言葉と共に、銀のラインが解ほどけて、狼の周囲に螺ら旋せんを描いて落ちていく。

　直後に銀狼が鎖を振った。四本。銀の弧が走り、

「我が王」

　告げた。

「──貴方あなたのおかげですのよ」

　同時に四人の黒こく狼ろうが宙に弾けて回転した。

　瞬発的に飛んだ四発攻撃に、迎撃をされたのだ。
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　最後、一人飛び込んでいた本命の糟かす屋やは、目を見開いた。

　……銀鎖!?

　今の打撃はそれだ。母が鎖を四本振り、分身が四つ穿たれたのだ。

　しかし、と己は思った。飛んだ銀鎖が見えなかったですの、と。

　銀鎖は母の力を伝でん播ぱして動作するアーティファクトで、だが自分の知る限りだと、それには瞬発加速が適用されなかった筈はずだ。

　……だから母は銀鎖を手放し、私の〝銀釘アルジヨント・クルウ〟の部品にしたんですのよ!?

　それなのに、この母は違うのか。否、この母とあの母の差があるならば、

「御お父とう様さまですの!?」

　父たる王が何かを手て解ほどきしたのだ。それも恐らく最近。それによって母は銀鎖を瞬発させる事が可能となり、こちらに振り向き、

「平伏しなさいな、黒の狼おおかみ」

　左の手が、掲げられた。

「──貴女あなたの父、我らが王よりの技ですのよ」

　直後。自分は四し肢しに砲撃にも似た四連撃を食らった。

　銀の高速が、弧を描いて外から飛んできたのだ。





●






　糟かす屋やが一人膝ひざをつく。

　これまでの加速をひきずりはしていたものの、失速し、緩やかに黒い狼が膝をつく。

　その正面で、放った鎖を背後へとまた大きく振りながら、ミトツダイラは思った。

　……危なかったですわ。

　銀鎖に瞬発加速を込めるのは、京きようの三征西班牙トレス・エスパニア戦で野球をやった時に出来たものだ。改めて考えるとどういうシチュエーションだと思うが、そういうものだとしか言いようがない。

　あの時、それまで訓練しているものが繫つながった。銀鎖には無理かも知れないと思っていたものだが、

　……伝でん播ぱですわ。

　力ではない。あの時、王の応援を貰もらってテンションが高くなっていたせいもあるが、銀鎖本来の力を、自分は今更ながらに改めて理解したのだ。

　この鎖は、指示を捉とらえ、動作する。

　ただ力を込めても、力が入った、という事しか銀鎖は捉えない。瞬発加速を込めたいならば、その時の自分の勢いや心、速度のイメージを送る必要があったのだ。

　後は簡単だ。

　自分は、神しん道とうを神しん奏そうしている。

　元は仏式旧派ガリカンだったが、王に従えるようになってから、変えたのだ。

　神奏するのは王と同じ神。メインとしている術式も同じものとした。芸人の神だから騎士とは嚙かみ合わないのだが、王の神なので仕方がない。

　芸とは、感情や意思を伝えるもの。主として扱うのは、やはり伝播だ。

　これまで役に立った事のない、象徴のような神奏が、ここで力を助けてくれた。まるで我が王そのものみたいですわ、と思うくらいに余裕はある。

　ただ、この技を四本同時にするのは流石さすがに初めてだ。

　その意味では、呼吸も整い、集中力も揃そろっていたからこそだと言える。そして、

「……え？」

　周囲。風が動いている事に、己は気付いた。

　糟かす屋やだ。
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　風が、流体光が、糟屋の方に吹いている。

　ミトツダイラの視線の先、黒の狼おおかみが身を震わせ、ざわつかせた。

　何が起きているのか、自分は知っている。

　……獣変調!?

　今夜は満月だ。だが今は月のない時刻だ。

　無論、異族は月などの切っ掛けがなくともある程度の変調を己に与える事は出来る。

　しかし、彼女は自分と王の娘ならば、

　……異族の血は薄まっているのではありませんの!?

　否、と己は思った。

　これは逆に、人の血が濃いせいだ。

　関東解放の時、母が獣変調を行ったのは、一度自分の身体からだが消滅したからだった。人の姿を保てないから、獣の本性が出た。

　では、もしも人の血が濃い人狼ルウガルウが、人として重大なダメージを負ったならば？

「人としてではなく、人狼としての姿を出す……？」

　知っている。

　この、目の前にいる糟屋は、自分が相あい対たいした滝たき川がわ・一いち益ますと先に戦い、致命のダメージを与えているのだ。

　あれが、このように、重傷を負ってからの獣変調を見せた結果だったならば？

　……まさか──。

「滝川の技を用いたのは、その時の状況を再現するためですの!?」

　問うた先に答えがあった。

　糟屋だ。

　起き上がる姿に変化がある。

　髪が伸び、流体光を纏まとい、尾が大きく後ろに突き出して振られ、制服姿はそのままに、

「────」

　獣の瞳ひとみがこちらを捉とらえた瞬間。己は空を見ていた。

　人狼ルウガルウの膂りよ力りよくで吹き飛ばされたのだ。
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　糟かす屋やが放ったのは、もはや一つの技ではなかった。高速の複合ラッシュだった。

　ミトツダイラにとって、初めて受けるタイプの攻撃だ。

　人狼の本性とはいえ、母とは違う。体格、特に背は自分に近いのだ。母のように速度を振り回す事もなく、逆に、

　……これは私の──。

　自分の基礎的な動作を瞬発させ、糟屋が来る。

　対する自分は銀鎖を腕に巻き、ガードする。そこに銀釘アルジヨント・クルウが払えぬ勢いで激突し、後ろへと吹き飛ばされる。否、自分から瞬発してダメージを逃さねば危険だ。

　下がる。下がるしかない。だが黒の狼おおかみは速度を上げ、

「……っ」

　後ろに回り込まれた。長尺の瞬発加速だ。人狼の膂力で行われるそれは、小さな動きであってもこちらの背後に至り、

「御お母かあ様さま」

　吹っ飛んできた背後打ちを、己は回避した。

　……銀鎖！

　下がる動きで腕から振っていた銀鎖に甲板をホールドさせ、引いたのだ。

　瞬発加速付きの動作は、糟屋の攻撃をくぐり、

「と……！」

　バックステップすれば、腕を振り抜いた姿勢の糟屋が目の前にいる。彼女に対し、自分は銀鎖を放ち、

「穿うがちなさい銀鎖！」

　叫び飛ばした四連が、宙で鳴った。

　弾はじけ、砕かれたのだ。

　気付けば糟屋が正面に立っている。両の腕、杭くい打うち状態となった銀釘に、二本ずつの鎖が絡まり、千切られていた。

　何が起きたかは解わかる。

　糟屋が、こちらの瞬発加速を上回る速度を見せたのだ。それも四発の攻撃に対し、杭打ちの二発で対応して、だ。

　切られた銀鎖が甲板に捨て置かれず、ゆっくりと下ろされた。

　硬い音をつけて甲板に置かれたタイトアームと鎖は、もう動かない。千切られたこちら側の鎖も、力なく揺れるだけだ。

　ただ糟かす屋やがこちらを見た。

「御お母かあ様さま」

　糟屋が、泣き笑いの顔で言った。

「この姿を見せた時、御母様、喜んで下さいましたのよ？」

「────」

　Ｔｅｓテスタメント．、と答えのない頷うなずきを糟屋がした。涙が下に落ち、彼女がこちらに改めて獣じゆう瞳どうを向ける。

「一つ、疑問がありましたの」

　その疑問を、彼女が言う。

「御母様達に捨てられた時、皆も、私も、こう思いましたの。──こんな風に捨てられるなら、何故なぜ、優しくされたのだろう。何故、生まれる事を望まれたのだろう、って」

「それは──」

　言いかけ、とめた。今ここで反射的に答えたところで、それは言い訳にしか聞こえないだろうと、そう思ったのだ。

　その事が糟屋にも解わかっているのだろう。彼女は残った涙を一つ落とし、

「いいんですの。──もう、それは起きませんもの」

　そして、来た。見切れぬ速度の一発が、力ない銀鎖を巻いた両腕のガードに当たる。

　どうしようも出来ないと、そう思った時。鉄の響きが一つ鳴った。
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　糟屋は、自分が止められた事を悟った。

　……え？

　人狼ルウガルウの膂りよ力りよくは人型の異族としても最大級。それが今、揺らぎもせず止められている。

　青い横の直線。

　長剣だと理解するまでに時間が掛かったが、先に答えが来た。

「はーい、そこまでそこまで。もう充分に決着してるでしょ？」

　長剣の陰から滑るように出てきたのは、茶色い短髪のジャージ姿だ。

　母達の担任だった。

「貴女あなたは……！」
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　ミトツダイラは、担任の背を見た。

　オリオトライだ。彼女は糟屋に対して肩をすくめ、

「そっち、石いし川かわ先生から何か聞いてる？　まああの人とは因いん縁ねんあるもんねえ」

　どういう事か解わからない。ただ彼女が、鞘さや入りの長剣を遮しや蔽へいとするように糟かす屋やとこちらを分け、こう言った。

「教員の権限としてこの相あい対たいに介入するわ。理由としては、ミトツダイラは武蔵むさしの第五特とく務むではあれ、山やま崎ざきの合かつ戦せんの正式な参加者ではない事。それに──」

　それに、と言って、オリオトライが小さく笑った。

「──親子喧げん嘩かなら、もうちょっと用意してからやりなさいよ。騎士が不意打ちに弱いのは知ってるでしょう？」

　彼女の問いに、ふと、糟屋がこちらを見た。彼女は息を吸い、

「御お母かあ様さま。……もしこれ以上を望むなら、私、また問う事になりますのよ？」

　先程の糟屋の疑問だ。彼女を捨てたのに、何故なぜ産んだのか。そのような事は、未来の自分にしか解らないとは思うが、

「──貴女あなたは、答えが欲しいんですの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ずっと、それを抱えて来ましたもの。……でも、御母様達を止めるのが、もはや答えだと、そう思ってはいますの」

　言って、首を下に振り、糟屋が瞬発した。

　風を巻き、流体光を連れ、黒の狼おおかみが消えていた。

　去ったのだ。
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　ミトツダイラは、膝ひざから崩れそうになる身を何とか堪こらえた。

　すると、そんなこちらに気付いたのだろう。オリオトライが振り向き、

「──負けにしちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「い、いえ、あの……」

　言っている間に、彼女が甲板に落ちている銀鎖を拾い上げる。腰のハードポイントパーツに提げていたタオルで破片もまとめると、担任はこちらの手にそれを載せた。

「ハイ、大事になさいよ？　まだ使うんでしょ」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、有り難う御座います……」

　どう言えば良いのだろうか。助かったと言って良いのか、それとも、まだやれたと言うべきなのか、解わからない。しかしふと、表示枠サインフレームがこちらを呼んだ。

　振り返るオリオトライが、表示枠に並ぶ名前をちらりと見て苦笑した。

「お？　皆、集まっていってるわね。遅いのはミトツダイラと──」

　正まさ純ずみが呼んでいる。

・副会長：『ミトツダイラが決着したか!?　──あとは二ふた代よか！　何処どこにいる？』

　その問いかけには、音が応じている。

　艦間。奥おく多た摩まと青梅おうめの間にて発生しているのは、剣けん戟げきの響きだ。
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　壁上だった。

　武蔵むさし中央後艦。奥多摩の艦首側の縁には、壁上の通路として幅三十メートル程の平たい空間がずっと続いている。左右艦であれば防護障壁の発生場所なども設けられる箇か所しよだが、中央艦の左右縁はそのようなものもなく、見晴らしの良い戦場だった。

　この場所からは、左さ舷げん側の戦闘が、ともすれば対岸の花火にも見える。

　そんな背景を置き、二つの影が火花を散らしていた。

　二代と福ふく島しまだ。お互いは、高速に、離れては追い、追われては応じて止まらない。常に足あし捌さばきを使用し、加速術式を多重に散らすが、それは速度よりも動作の補正としてだ。

　距離を軽く詰め、槍やりを遮しや蔽へいに安全地帯を作っては、お互いは相手に対しての位置取りを狙ねらう。時には相手の振り抜く槍に身を寄せ、自らを当てに行き、

「と」

　薙なぎ払われるでもなく、逆らわぬ動きで柄の握り位置まで滑り、己の槍を横薙ぎに放った。すると、

「────」

　相手が自らの槍やりを手放し、潜くぐって踏み込んで来た。

「さて」

　お互いが薙なぎ払ったお互いの槍に対し、やはりお互いが踏み込む事で当たりをズラした。

　両者の足や身体からだの先端に、加速術式の表示枠サインフレームが多重に出ては消える。

　制御が為なされる。

　二人共、自分の身体を支点に、ウエストに引っ掛けるようにしてそれぞれの槍を回した。

　手放し、回す。

　そして一回転をさせた後、二人は己の槍を手にすると身をスピンさせて離れ、加速術式。

　その勢いでまた槍が振り抜かれて交こう叉さする。

　刃やいばが当たり、火花が弧を描いた。

　酷ひどく静かに、ただ足あし捌さばきと時折の火花が戦場を照らす。

　ただ、空が回る。

　二つの艦によって見上げられる空が回り、既に半回転以上のループとなっていた。
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　福ふく島しまは、母との戦闘を重ねながら、内心で驚きと納得を得ていた。

　……ここまで、馴な染じむので御座りますか。

　自分が積み重ねてきた動作と戦闘の技術が、相手と嚙かみ合う。

　ベースは、目の前にいる母から教わったものだ。

　こちらに来てからいろいろな相手と戦い、訓練をし、我が流りゆうになったのだと思っていた。加速術式が母のものとは方向性が違うので、尚なお更さらだ。

　違った。

　自分の現在は、自分の基礎を伸ばしたものだったと、そう思う。

　不思議なのは、動いていて苦が無ければ無理も無い事だった。

　吸う息に力は乗っても荒れる事がなく、身体からだは常に大きく伸びている感がある。

　ずっと昔、槍やりを手に、〝花園アヴアロン〟外の広場で訓練じみた事をしていた時のようだ。

　あの頃ころ、世界は恐らく希薄さを増していたのだろう。記憶にある空は、確かにどことなく色あせた薄いものだった。

　母がいて、母がいる。他の家とはちょっと違うのだが、片方が見守り、片方が稽けい古こをつけてくれて、それが終わった後、野原に倒れても、

「は」

　吸う息に力は乗っても荒れる事がなく、身体は常に大きく伸びていた。

　心身共に、喜ぶ事に躊躇ためらいがなかった。

　その後、〝花園〟に入る事が決まった時には、武士の生き方というのは理解出来ており、母もまた、母の父とは不慮の別れであったと教えられた。

　その時に教えられた事はまだ憶おぼえている。そして今、

「母上」

　自分は幸運なのだ。あの時に戻る事は出来ないが、あの時に戻さぬ事が出来る。

　創そう世せい計画だ。そして、何よりも、

「──お久しゅう御座ります」

　自分の相手が、母そのものだ。
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　二ふた代よとしては、福島に敵対的な思いがある訳ではなかった。

　……というかそこまで知りあった仲でもないで御座るよ？

　幾度か戦場でぶつかったり、定期購読している通神帯ネツト瓦かわら版ばん『抜剣ローダー』などで拾われている〝あの人の、気になる動向、謀む反ほんかしら〟のコーナーなどで見るくらいだ。

　福ふく島しまはやはりM.H.R.R.神聖ローマ帝国の実力者の一角という事もあり、結構人気だ。特に加か藤とう・清きよ正まさとのコンビが注目されているのか、画像も多い。隠し撮りだ。ここは〝うちの娘を……！〟と怒っておくべきだったので御座るな、と思うが遡そ及きゆう出来ないのでノーカン。ついでにいうとそういう情報誌には自分もよく載っているが〝今日きようの間食〟コーナーの常連なのは何故なぜか。

　ともあれ、知ってはいるが、親密ではない。

　一方で、水み戸との時も、ノヴゴロドの時も、確かに〝嚙かんだ〟。

　この福ふく島しまとは、戦っていて、〝合う〟のだ。同じ槍やり使い。加速術式使い。結ゆい髪がみ。胸もまあそこそこあるし〝拙せつ者しや御座る〟派。ここまで近似だと似るものなのであろうな、とは思ったが、

　……まさか娘を名乗ってくるとは。





●






・蜻蛉切：『今更で御座るが、十じつ本ぽん槍やりの面々、拙者達のマジ娘なので御座るか？』

・未熟者：『厳密には娘じゃないけど、生物的には娘というべきかなあ……』

・貧従士：『こういう時、第四特とく務むがいると盛り上がったでしょうねー……』

・賢姉様：『というかどいつもこいつもカーチャンカーチャンで究極のマザコン博覧会みたいになってるけど、これは誰だれのせい？　ねえ、浅あさ間ま、ミトツダイラ！』

・銀　狼：『こっちに戻ったなり、未発のヘタレ加減を責められてますのね!?』

・俺　　：『うーん、どっちかっていうと、それ、俺おれのせいかもなー』

・ホラ子：『確かにトーリ様がおっ死ちんだせいで、三人程母子家庭ですからねえ。──おっと、もう一人そういう方がいらっしゃいましたか』

・十ＺＯ：『未来の自分に反省……！』

・副会長：『うーん、二ふた代よ、いろいろあるが、政治的には多分、完全にそうなってると思う』





●






　正まさ純ずみの説明には合点がいったので、二代はよしとした。

　……政治的で御座るか。

　自分の位置は、そういったものを支え、また、従うものだ。ならばそれも良いで御座ろうと思う。戦国の世の習わし、歴史再現もあれば、赤の他人が自分の娘となる事もある。

　それが、実の娘としての由来も持ち、更にはこちらの技も持っているようだ。

「ようやく、理解出来て御座った」

　何故、この福島が水戸やノヴゴロドでの相あい対たいを願ったのか。

「拙者が、貴殿の母だからで御座ったか？」

「当初はそうで御座りました」

「当初は？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と福ふく島しまがこちらと肩を合わせるようにしてお互いに位置を変え、言う。

「かつては、母である貴女あなたが、不ふ甲が斐いなく、しかし実力を示してくるのがもどかしく、……己の実力に自うぬ惚ぼれて御座りました」

「失敬した」

　確かにマクデブルクからノヴゴロドまで、自分は腑ふ抜ぬけていた。喜き美み殿に一発カマされて目が覚めたものだが、

「今はどうで御座るか？」

「──今はただ、この人に対し、自分が何処どこまで出来るのか、見て頂きたいので御座ります」

　そういう事で御座るか、と己は納得した。確かに福島は、その由来ならば自分の技を受け継ぎ、それを伸ばした後継者と言える。しかも現状、実力は互角に近い。

　……柴しば田た公を倒してきたので御座りますな。

　その前には、巴パ里リにて天竜の加か藤とう・段だん蔵ぞうを倒してもいる。瓦かわら版ばんで読んだ。

　自分とて、天竜を倒し、柴田に一傷を与えている。が、天竜戦は誾ぎんが共にいたし、柴田相手には負傷させただけだ。

　戦績としては、福島の方が上となる。更には瓦版で見るからには、

「何やら昨今、加藤・清きよ正まさ殿とイチャついているそうに御座るな」

　福島の挙動が乱れた。
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「き、清正殿とは清い付き合いに御座ります！」

・ＡｎＧ：『何か、ガッツリとチューしたって聞いたけど？』

・巨　正：『チュ、チューは清い内！　清い内です！　母がそう言ってました！』

・きめえ：『清正の〝母が言ってました〟を聞くのも久し振りだわ……』

　外野賑にぎやか過ぎるで御座ります。

　ただ、数歩離れた位置で母が言った。

「……結婚、するので御座るか？」

「え？　あ、その」

　迷ったが、最新情報を己は言った。

「清正殿となら、七回くらい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうで御座るか」

　母が言った。

「濃厚なセックスをするので御座るぞ。七回と言わず、五十回くらい。──誾殿などは隙すきを見ては武器など眺めつつそうして御座るしな」





●






・立花嫁：『本ほん多だ・二ふた代よ──!!』

・あさま：『あの、誾ぎんさん、名前で会話するクセがまた』

・俺　　：『ムネオはここらへんどう思ってんの？』

・立花夫：『あ、方言のようなものだと思うので、意味が通じていれば良いかと思います』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　それでは私の名誉が方言で汚けがされてもいいのですか！』

・立花夫：『私は誾さんが汚れてない事を知っていますよ？　それがまず大事です』

・貧従士：『何か今日きよう、親子ネタじゃなくても発熱量が凄すごくないですか!?』
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　……何かよく解わからんが、とりあえずお盛んに行けと言う事なので御座りましょう。

　福ふく島しまは、とりあえず自分の心に母の言葉を置き、平常心を心掛けた。

　その上で向き合ってみれば、お互いは五メートル程を離れた位置にいる。

　空は回っている。傍そばには表示枠レルネンフイグーアが出ていて、仲間達が呼んでいる。

　自分達の戦いに与えられた〝私〟の時間は、もう尽きるのだ。

　ここから先は、〝公〟の時間だ。政治的な勝利を求めての戦いとなり、竹たけ中なかの作戦に乗って行く。それがどういうものとなるかは解らないが、

「さて」

　お互いが、今夜幾度目だろうか。腰を落とし、槍やりを構えた。

　幾度あってもいい。ずっと望んできたのだ。再びという事が、完全な形であって欲しいと。

　それが叶かなっていると自分はそう思うが、

「母上にとっても今は、再びの時間で御座りましょうか」

「拙せつ者しやはどの程度、貴殿の記憶の中の拙者に近う御座る？」

「ほぼ、完全に」

　ほう、と母が頷うなずいた。そして彼女は目を弓にして、こう言った。

「──よう御座ったな」

　こちらの事なのに、押しつけなのに、受け止められ、己はただ口元の力を堪こらえ、

「有り難う御座ります」

　敵かなわないと、そう思う。恐らくここでどのような結論が出ても、敵わぬだろうと。ゆえに今、自分に出来る事は、

「教えて頂いたものを、見せ切るものに御座ります」

　言って、自分から飛び込んだ。膝ひざに〝逆さか落おとし〟を多重展開し、前へと、望んでいた相手の元へと己は落ちていく。
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　最後で御座ります、と福ふく島しまは削った。自分の身体からだをぎりぎりまで寄せ、無駄な動作を無くし、細い通路を走るように全てを削った。

　母の動きは解わかっている。

　かつて母は言っていた。

「通すので御座るよ」

　常にそうだ。最短と言うよりも、最善と言うよりも、これがいいと、そう思った動きを母は通していく。その奔ほん放ぽうさに敵かなわないと思い、しかし自分にもそれがあると気付いた。

　削るのだ。

　母という強者がまずいて、そしてこちらに来てからは訓練を経て、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しや、段だん蔵ぞうや柴しば田た、多くの者達と渡り合った。

　そこで自分が気付いたのは、己の実力の低さだ。

　自分は奔放には振る舞えない。しかし勝たねばならない。ならば、

　……削るので御座ります。

　相手が倒そうとする自分を削り、捕ほ捉そくして、逆に差し込む。

　敵は奔放であるが故に流れが強く、力もあり、速度もある。しかし奔放であるが故に隙すきもあるのだ。無論その隙は、流れや力や速度の奥に隠されていて普段は見る事も出来まい。

　だから削り、入り込む。

　そして沿う。

　母とはよく嚙かみ合う。何しろ同じ基礎を持っていて、母が奔放で、自分は沿うのだ。しかも母の戦闘技術は祖父からの仕込みで、これがまたシステム的によく出来ている。

　槍やりを縦に回し、防御を行いながら攻撃の種類と手て数かずを増やす。

　突くだけではなく、上や下、払う事も自在に行う槍そう術じゆつは、恐らく多対一を想定したものだと清きよ正まさに言われたが、母はそんな事言いもしなかったで御座ります。

　ただ、一対一でも、否、そこにおいては過剰なまでの技術だ。

　突き、回し、位置を変え、打ち、払い、戻して、下から石突きでかち上げ、全てを回す。

　相手を倒すのに、幾つもの技の種類を用いて止やまない。己の望む何もかもが叶かなえられるように〝型〟が出来ているのだ。

　奔放向きの槍術だ。

　きっと母と祖父がいたら、えらく賑にぎやかだったろう。

　そのくらいの事が今は想像出来るようになっていて、

「よう御座ります」

　涙がいつの間にか目端から散っていて、格かつ好こ悪いと己は思った。武士の心意気をもって〝花園アヴアロン〟に臨んだというのに、その外で泣くとは。しかし、

「────」

　嚙かんだ、と己は思った。

　お互いが背を合わせるように位置を取り合いし、不可能と悟ってしかし離れがたく、回り合った時だ。

　相手を危険に思う心が合致した。

　奔ほん放ぽうである母の思いに、自分が沿い、寄せたと、そう感じたのだ。

　感覚で充分な合図だった。ゆえに己は、

　……見せるで御座りますよ。

　更に自分を削って差し込めばどうなるか。届けば良いと、そう思った。
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　二ふた代よは、心の底に不意の感情が浮かぶのを感じていた。

　背を合わせ、離れるかどうか試すように位置を取り合う福ふく島しまを、貴重に思ったのだ。

　誾ぎんや宗むね茂しげに抱く貴重に似ているが、違う。彼女達は自分とは違う道にいて、今、たまたま同じ向きを見ているだけだ。しかし福島はこちらを追ってきた。後輩というには、しかし敵だ。敵ではあるが、だが、それなのにこうも求められるというのは、不思議なものだと己は思う。

　……いかんで御座るな。

　恐らく自分は、こういう手合いを身内に持った事がないのだ。

　父に敵かなわず、鹿か角づのに敵わず、多くの相手に敵っておらず、追っていたつもりだったが、いつの間にか追われていた。

　そして沿われている。

　今、福島の緊張が、その背から伝わってくる。自ら下手へたに離れれば危険だと感じ、しかし打つ手を放つタイミングを考えているのだ。

　ここまでの攻防において充分な実力を発揮して尚なお、ここで思考する。

　見事に御座る。

　自分があまり考えずに、身体からだで覚えた事と思った事を混ぜてパっとするから、こういう冷静派には素直に感服する。ホントに自分の娘で御座ろうか。

　ただ、考えて、見切って、ずっと動いている。

　そしてそのたびに学び、憶おぼえ、対応をしていく。

　まるで雛ひな鳥どりが、翼を何とか広げ、空を飛ぶ方法を憶えて行くかのようだ。

　そして背中からの熱を感じ、福島の必死を感じ、己はふと気付いた。

「ああ」

　拙せつ者しやは、この、大した御ご仁じんの母なので御座るな、と。
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　お互いは、同時に分かれた。

　二ふた代よは左の後ろ手に下から蜻蛉とんぼスペアを跳ね上げ。

　福ふく島しまも左の後ろ手に下から一いちノ谷たにを跳ね上げ。

　宙で、蜻蛉スペアの穂先が、一ノ谷の穂先を外そと舷げんに絡めて捨てようとした。

　対する福島が、逆に蜻蛉スペアの穂先を一ノ谷の穂先で絡め直し、外舷に捨てようとする。

　二人はそうしながら、お互いに向けて走った。

　二代は両膝ひざと両肩に翔しよう翼よくを展開し、福島も両膝と両肩に逆さか落おとしを展開し。

　外舷に伸びた二本の槍やりの柄が、持ち手の接近によって閉じていく手元。

　そこで二人は石突きを両手で掲げて激突した。

　当たる。衝撃が走り、火花が散り、だが二人は足裏を空回りさせて走り続け、押した。

　二代と福島の足下から甲板が削れ、煙が発生する。

　一方で、支点側の激突によって、外舷に伸びていた穂先が絡みを失って弾はじけた。

　それは柄のしなりによってお互いの後ろへと高速で回る。

　その勢いを利用して、二人が石突きを振り抜いた。

　激突する。火花が散る。二人の背後を槍の穂先が内うち舷げん側へと回って行く。

　二人が柄を持ち替え、まるでハンマー投げのように、内舷に回って来た穂先を激突させた。

　当たる。火花が散る。反動で跳ね返った穂先を上に回し、縮めながら、大上段からの一撃として発射する。

　当たる。

　そして二人の攻撃が足あし捌さばきによって外され、しかし力同士で当たった。

　直後にお互いが三メートルほどにした槍を縦に構え、しかし肩から行った。武器を跳ね上げたところに肩を押し込み、当たれば良し、そうでなくても態勢を崩そうとしたのだ。

　双方の肩が、音を立てて衝突した。

　肩を押しつけ、熱と力を行き来させ、だが力を込める事で反発して離れた瞬間。

　縦に構えていた刃やいばを二人がまっすぐ前へと落とした。

　かわす。

　直後に二人が後方へと身をスライドさせる。

　制御は加速術式だ。それは正確にお互いの刃の先端を触れさせる距離をとり、

「結べ蜻蛉スペア」

　当たる瞬間。二代が一発を叩たたき込んだ。

　直後。福島が一ノ谷の穂先を展開し、告げた。

「──一ノ谷！」
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　一いちノ谷たにの能力は、相手の力を己の中に封じる事。そしてそれをまた放出する事、だ。

　今、福ふく島しまは蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だの力を刃やいばに収めた。

　……この力、飲めたで御座りますか！

　正直、賭かけだった。

　一ノ谷は、物理、術式系は飲み込めるが、事象系は簡単なものしか吸収出来ない。柴しば田たの〝瓶かめ割わり〟などは処理が重過ぎて無理だが、母の武器については、スペアならば行けるか、という判断だった。しかし、

　……行けたで御座りますな……！

　本物だったらアウトな気もする。ともあれ即座に槍やりの柄を伸縮機構で短くし、右の脇わきから肩へと沿わせて回転。また頭上から前に投げ込まれる槍の柄を下から摑つかみ、肩砲のようにして、

「落ちろ！　──一ノ谷！」

　割打の威力を正しく正面に発射した。

　それはほぼゼロ距離で、しかし、母が止まらなかった。

　展開直後の基部を、母が自らの槍で突いたのだ。

　……これは……！

　一ノ谷は、展開中に干渉されると暴発を恐れて停止する。ノヴゴロドで母にやられたのがそれだ。

　やられた。金属音と火花が散り、一ノ谷が表示枠レルネンフイグーアを散開。緊急停止する。

　だが自分は動いていた。ノヴゴロドではここで負けた。しかし今はその後がある。

「おお……！」

　穂先を閉じながら、己は打たれた反動で槍を右脇に回した。対する母は既に反動解除に一回転させていた槍の穂先側を握り、下から石突きで殴りつけてきた。

　何でもありだ。

　自分は右脇の槍に右腕を絡め、前に出た。ダッシュ。母への距離を詰める。

　直後。相手が、こちらに殴りつけてきた槍の、向かって右側に位置を変えた。

　母の槍を挟んで、お互いが対称的な構図となる。自分の正面から母が消え、

「それ」

　母が、半回転した槍を両手で摑んでこちらを押した。

　右側、そちらは艦外だ。突き押されてみれば、後は外に落とされるだけ。

　……は!?

　いきなりの勝敗ルール変更も、またこの人らしい。昔も無む茶ちや苦く茶ちややられた記憶があるが、この頃ころから健在とは。

　対する自分は、まだ床に足がついている状態から、息を吸う。

「逆さか落おとし……！」

　身体からだの前、腰、膝ひざと多重展開した落下術式は、正しくこちらを上方向に〝落下〟した。

　戻る。

　腹筋で起き上がるように身体を持ち上げ、母が掲げた槍やりの柄を摑つかむ。復帰する。すると母が小さく呟つぶやいた。

「伸縮機構」

　柄を摑んだ手が柄に絡められたのは、引き方向の〝崩し〟だと悟った瞬間。柄から離れなくなった手が、床上を艦尾側に突っ走った。

　遠ざけられる。更に手を切るように柄から投げ飛ばされ、己は一回転して着地。

　顔を上げれば、そこに蜻蛉とんぼスペアの穂先があった。伸縮機構によって眼前。やや下からこちらの顔を映している刃やいばに気付き、危険を感じた瞬間。母が言った。

「結べ、──蜻蛉スペア！」
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　福ふく島しまは決めた。下からの割かつ打だに対し、刃の鏡映しは間に合わない、と。ならば、

　……後方回転……！

　回す。かつて加か藤とう・段だん蔵ぞうを倒した時のように、一いちノ谷たにを抱いて、それを芯しんとして身を後ろに跳ね上げ、身体の各所に逆落としを展開し、

「──!!」

　回した。

　直後。自分の顔があった空間を映され、下から斜め打ちに割打の力が薙なぎ払った。

　対する自分は一回転に遅れた結ゆい髪がみの裾すそを千切られ、しかし、

　……回ったで御座ります！

　勢い余り、一ノ谷の石突きから着地。そのまま快音に二回転を追加して止まる。

　そして正面を見た時、母が槍を伸縮機構で引き戻していた。

　対する己は、着地の腰を落とした姿勢から前に出た。一ノ谷の伸縮機構で我が身を押し、

「行くで御座ります！」

　応じる動きで母がこちらにその身を吹っ飛ばした。蜻蛉スペアの柄は、やはり伸縮機構で後ろに発射されており、

　……激突するで御座りますか！

　思った瞬間だった。

　母が不意に想定外の事をした。

　槍の柄から、手を離したのだ。

　しまった、と思う間もない。槍やりという重荷を捨てた相手の姿は全力で加速し、

「意外な戦術！」

　超ダッシュからのジャンピング直立頭突きが、こちらの顔面にぶち込まれた。
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　二ふた代よは、僅わずかな間、意識を飛ばした。ほんの一歩程だったが、正に目の前に火花が散る、というのを体感した。

　だが、福ふく島しまを打撃した。打撃、と言っていいかは解わからないが、頭部も身体からだの一部だろう。自分でもよく解らないが問題はない。ともあれ一回転して床に激突した福島を加速のまま飛び越えて、宙に放った蜻蛉とんぼスペアを確保。

　良い槍だ。よく頑張った。まさか最後の最後でフェイントの役に立つとは。

　しかし福島が敵ながらちょっと心配。大の字の俯うつぶせに倒れたまま、動かない。

　……やってしまったで御座るかな？

　まあそういう案件など、誾ぎん殿なら三桁けたくらいやって御座ろうな、という事で自分を落ち着けさせて、一息を入れる。

　右の鼻の奥に何か溜たまっている感があるので、軽く吹くと、

「お」

　夜目にも解る血の塊が、翳かざした手指の間から床に落ちた。

　相当な速度であったらしい。鼻に触れると折れてはないからセーフ。ともあれ無傷とはいかないもので、父の襲しゆう名めいはまだ遠いと感じる。

　すると、福島が動いた。

　は、と息を吐いた彼女が、顔というより首と背を上げ、

「────」

　まず、手を動かしたのが、己の槍を摑つかむ事だった。





●






　二代は、動きよりもまず一つの声を聞いた。それは、

「く……」

　福島の唸うなりとも、呻うめきとも言える声だ。

　今、福島は動きを確かにしていない。だが聞こえるのは、

「……か！」

　声がして、呻き、ゆっくりと動作が始まった。福島の腰が上がり、膝ひざが立てられ、

「……っ」

　崩れ、一度伏し、それでも、彼女は手をつき、

「────」

　再び、身を起こしていこうとする。だが、まだ腕も、首も、背も定かではない動作だった。全身がダメージから全く回復しないまま、また倒れても、身体からだは起き上がろうとし、

「これは……」

　己は気付いた。まだ、お互いの戦闘は続行しているのだと。





●






　福ふく島しまは、意識を散らしていた。

　思いが歪ゆがみ、記憶が波立って幾つもの過去を見せてくる。

　その中で思い出すのは、かつての母の事だ。

　色の薄い空の下、野原の上、そこで稽けい古こをつけてくれた母は、見守るもう一人の母と言葉を交わしながらこちらに付き合ってくれて、しかし手は抜かなかった。

　槍やりを重ねるように打ち、それで母を止めたと思っていたら、

　……ああ。

　昔にもあったのだ。重ねた槍の内側を母が伝ってきて、当て身を受けた。

　悔しくて、槍を使わないのは卑ひ怯きようだと、そんな事を言ったら笑われた。

　何故なぜ笑われたのか解わからなかったが、今ならば解る。

　そういうものではないのだ。

　本当の勝負は、そういうものではない。いろいろな理由があろうと無かろうと、どのような意地や思いがあろうと、勝つ事が至上だ。

　それが解らなかった自分に対し、母は恐らく安あん堵どしたのだ。自分達は今、シビアな現実に対応するための戦闘術を交換しているのではなく、親子としての稽古をつけているのだと。

　ゆえに、その後の母は〝真ま面じ目め〟にやってくれた。あれは本当に大事な時間だったのだと、今なら解る。

　今は違う。

　卑怯かどうか、何もかも受け止めるつもりで戦うならば、何でもありだ。

　それはそれで、相手の実力を認めていると言う事だ。

　かつてこちらを家族として安堵した母が、今、ここで自分の実力を認めてくれている。

　ずっと昔、安堵していた時間があった。しかし、

「────」

　己は今こそ理解した。

　もう、あれは無くなったのだと。
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　福ふく島しまは、揺れる意識の中で考え事をしていた。

　今、確かな事は、ただ一つだ。

　……立ったので御座りますか。

　だが、何なに故ゆえ立ったのか、何故に倒れていたのか、何故ここにいるのか、よく憶おぼえていない。

　頭を打ったのは憶えているが、何で御座りましょう。

　非常識な事が起きたような、そんな気がする。そして、

「母上」

　呟つぶやき、思い出した。己が大事なものを失った事を、だ。

　何故忘れていたのかと感じるが、そうではない。憶えていたのに今は忘れているだけだ。

　そして気付くのは、眼前にいる相手の事だった。

「貴女あなたは──」

　失った代わりに、得たものがある。

　かつての母はいない。しかし多くを受け継ぎ、今、認められ、

「ああ……」

　息を吸い、己は、夜の天上を見上げ、そこから眼下へと声を振って叫び、放った。

「……っ!!」

　眠りのようなものから醒さめた今こそ、自分は喪失の意味を捉とらえた。

　こちらの世界に来てから、何を失ったのか、何を得たのかを、初めて理解した。

　もはや感情が全身に湧わき、目覚めるように澄んでいく心が、世間や、しがらみや、体面など抜きに吠ほえて己を抱きしめ、

「──!!」

　身を折って、声をあげた。

　かつて、もう一人の母が言っていた。彼女の走狗マウスが結婚し、子供を得た時、平ひら野のの母達とそれを喜びながら、

「生まれて初めての声を、産うぶ声ごえというの。憶えておくといいわ」

　頷うなずき、自分は咆ほう吼こうを終えた。息を吸っても二度は吠えない。何故なぜならば、

　……初めてあげる声に、二度目はないので御座ります。

　手には力があった。槍やりの柄だ。グリップは生きている。

　正面。母が身構えた。だから、

「行くで御座ります……！」
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　対する二ふた代よは、福ふく島しまの咆ほう吼こうに身を震わせていた。

　……同じで御座るなあ。

　自分だ。三み河かわで宗むね茂しげとセックスしている途中、蜻蛉とんぼ切きりが靴を無駄にする回避方法によって防がれ、打ち倒された。あの時、自分は昔の事を思い出し、そこでようやく、何もかもが以前と以後になったのだと悟った。

　父達とは、別れる時が来たのだと。

　今も同じだ。福島が吠ほえたのは、恐らく同じだろう。

　彼女は、かつての母達である、かつての自分達と、別れたのだ。

　そして福島は、こちらに攻撃を仕掛けて来た。見事な精神力と思うが、その一方で己はこうも思ったのだ。

　……今の母と、拙せつ者しやをそう思って御座るか。

　かつての、恐らくは彼女思いの母から、今の、厳しい戦場にいる母だと。

　そんな事を思っていると、身構えた身に震動が一つ来た。見れば、己の右胸に平たい刃やいばの穂先が突き立っている。

「おや」

　福島の一いちノ谷たにに、右胸から背まで、貫通されたのだ。
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　福島は、いきなりの結果に言葉を失った。

　今、己の突き刺した刃から、母が抜け落ちていく。

　穂先の刃には、血は付着していない。貫通力が高過ぎた事もだが、突然切断された血管が締まり、血を止めているのだ。あと数呼吸が入れば循環の力が強くなり、血が噴くだろう。

　今、母が抜けた刃には、人の身体からだが持つ脂のようなものがついているだけだ。

　そして、

「く」

　母の右胸から、溢あふれるように血が零こぼれた。

　右肩から先が下がり、母が急いで槍やりを左手に持ち替える。同時に彼女の周囲に無数の表示枠サインフレームが出た。止血や血流制御、冷却など無数の対処が連動して応急処置に入ったのだ。

　対する自分は一ノ谷を捨て掛け、しかし、

「────」

　これを捨てるのは、母に失礼だと思い、手にしたまま母との距離を狭くした。

　今、まだ、血は止まらない。彼女としてもこのような負傷は珍しいのだろう。緊張に汗を浮かせ、時折、貫通した背の方にも視線を送る。己はそんな母を見て、

「何なに故ゆえ!?」

　心配するつもりが、大声を上げていた。

「何故、避けなかったので御座りますか!?　拙せつ者しやへの同情で御座りますか!?」

　問いかける。すると母が、眉まゆを下げながら笑った。まるで、自分自身でも答えが良く解わかっていないというように、

「さっきも思った事を、また、思ってしまったので御座るよ」

「何をで御座りますか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と母が頷うなずいた。力ない右腕から伝い落ちる血。それを見るように俯うつむき、

「──貴殿が、このままどこまで伸びていくか、見てみたいと、そう思ったので御座る」
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　ああ、と二ふた代よは思った。自分はこれを知って御座る、と。

「……父上も、鹿か角づの様も、こういう事だったので御座ろうなあ」

　三み河かわだ。あの小料理屋で自分を肴さかなに騒いでいたが、あそこで父はいろいろと思っていてくれたのだろう。

「こいつくらいは自由にさせてやりたいと、そう言った父上は、きっと、今の自分と同じ事を思っていたので御座ろう。──拙者が何処どこまで行くか、見てみたいと、それが無理と解わかっていたから、必ず拙者が伸びていけるように、自由にしたいと、そう言ったので御座る」

　だから、と、己は福ふく島しまを見た。真っ正面から見た。

「貴殿も、もう、今後はそうするといいで御座る。──自由になるといい」

「しかし……！」

　福島が言った。顔を歪ゆがめ、涙をこぼして言った。

「拙者、このような決着は望んで御座りませんでした……！」

「Ｊｕｄ．、ならば忝かたじけない」

　謝る訳ではない。相手が、そこまでこちらを買ってくれたという謝意だ。ゆえにそこからを思い、己は言った。

「──もしも機会が合えば、相あい対たいを頼むで御座るよ。今度は、拙者が挑戦者と、そういう事になるので御座ろうな」

　言うと、福島が何かを言おうとした。だが、彼女は、口を開け、

「────」

　沈黙し、頭を下げた。深く下げた。

　こちらは息を吸い、右胸の出血が呼吸で量を変えつつも止まり掛けている事に気付く。

　空が回っている。自分は足元が少なからず不確かな事に気付きつつ、

・あさま：『二ふた代よ！　そちらに加か納のうさんとアデーレを送りました！　無理せず従って下さい！　いいですね!?』

　ほら、と己は福ふく島しまに言った。

　顔を上げてこちらを見る彼女の目には、確かな力がある。

　……拙せつ者しやは恐らく幸運なので御座ろう。

　少なくとも、ここまでは見届けた。あとは己が、この先をどうするかという事だが、

「────」

　福島がもう一度頭を下げ、甲板の外に身を飛ばした。

　眼下、黒い武神を乗せたP.A.Odaの輸送艦がいる。そこに自分の娘が落ちていく。届いていく。ならば己は、

「ふ」

　ゆっくりと膝ひざをついた。そして右側、艦首の方から声がする。

　従士殿か、と言おうとした身が崩れ、床に伏していくのを、どうしようもない。

　ただ、妙な安あん堵どからの疲労に身を委ゆだね、己は目を伏せた。
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　二代が負傷し、敗北したという報告に、正まさ純ずみは息を吐いた。加か納のうの見立てでは死ぬような負傷ではなく、復帰も早いだろうとの事だ。出血の量が酷ひどい事だけが問題だとも。

・貧従士：『アー！　副長！　動かないで！　じっとしてて下さい！　急いで！』

　どっちだよ、と思うが、動く事は出来るのだろう。些いささか心配したが、

　……しかしまあ、二代も初めて対面するような案件だろうなあ。

　武の道に生きていたとしても、降り掛かる事が避けられない事もある。もし自分だったら、と考えるが、既に起きているケースを己に適用するくらいしか思いつかない辺り、多分、起きてみたら相当に乱れるのだろう。

　結果は結果だが、経過を責める事など出来まい。そういう意味では、

「私達への対応を謳うたった連中、というのは本当だったんだな」

「今、彼らは？」

　不ふ転てん百足むかでを装備した状態で、伊達だて家副長がその胸を開き、顔を見せる。

　機き動どう殻かく内部から遠く、左さ舷げん側を見渡すのは視界が悪くないか、と思ったが、顔前には表示枠サインフレームも出ている。どうも動態反応を追っているようだが、

・武　蔵：『報告します。青梅おうめ中央、羽は柴しば勢戦士団が撤退を開始したのを確認しました。羽柴十じつ本ぽん槍やりもそれぞれ左舷側に向かい、輸送艦からの撤退をするようです。──以上』

　お、とノリキが声を上げる。

「諦あきらめたのか！」

・武　蔵：『否、そうではありません』

〝武蔵むさし〟が告げた。

・武　蔵：『現状、安あ土づちが艦隊戦を求めています。如何いかが致しますか。──以上』

　更には、〝武蔵〟が言葉を伝えてくる間に、音が響いた。重量物が大気を割り、強引に接近する音が、左さ舷げんから幾いく重えにも生まれたのだ。

　輸送艦だ。羽は柴しばの輸送艦が、艦間の谷に上や下から入り、青梅おうめに侵攻していた戦士団の撤退にやってくる。

　それだけではない。

「？　安土側からも輸送艦での撤退が始まっているようだが？」

　ウルキアガの言う通りだ。よく見れば、艦と艦の隙すき間ま、こちらからは見えぬ艦底側に輸送艦が何隻も並走したり、艦底ドックから出てきていた。

　何事かと見るこちらの疑問に応じるように、〝武蔵〟が言った。

・武　蔵：『Ｊｕｄジヤツジ．、安土からの通神文メールが来ています。〝──本艦より羽柴様と自動人形以外の乗員を全員退艦させます。貴艦との、ありとあらゆる手段を承諾した勝負を望みます。如何でしょうか。──Shaja〟だそうです』

　一息。

・武　蔵：『如何しますか。──以上』







[image: 第四十章『隣の告白者』]
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「如何いかがしたもんですかね。自分でやっておいて何ですけど、これ、ハイダメージどころじゃなく、スーパーダメージ級ですからねー」

　と、自分にも来ている退艦指示と、そのルートを示した表示枠レルネンフイグーアを摘まみ、竹たけ中なかは嘆息した。

　未いまだ横倒しの艦橋屋上だ。平ひら野のは自分と退艦、羽は柴しばと〝安あ土づち〟はここに残留となる。

　己は、残る二人に視線を向け、

「羽柴君を戦術のコマとして使うのは、軍師としてどーかなあ、とは思うんですよね」

「い、いえ、必要な事ですから。それにまあ、〝ありとあらゆる手段〟と断りましたし。向こうが乗ってくるなら、それはそれで」

　Shaja、と〝安土〟が言った。

「勝負ゆえ、手の内を明かすつもりはありませんが、それは武蔵むさし側も同じでしょう。しかし最終的に勝利するのは羽柴様だと、そう確信しております。──Shaja」

　しかしまあ、と彼女がこちらに視線を向けた。

「最低限の乗員で運航するのは、試験出航以来です。模擬戦は行いましたが。──Shaja」

「不安は。やっぱありますか？　自動人形でも」

「いえ。基本、本艦は私達だけで機動出来ます。普段は乗員の皆様の御世話のために私達が持ち場を離れる事となり、逆にそこに皆様がまた入って治めているのです。……運航のために行う仕事は皆様も出来ますが、皆様の御世話は私達しか出来ず、効率を考えた場合、私達が運航をある程度明け渡した方がいい、という判断です。──Shaja」

「……人類不要説、出ましたね？」

　いえ、と〝安土〟が首を横に振りながら半目を向けてきた。

「これまでの歴史の中から、自動人形は学びました。人類は何だかんだ言って自分達では学ばないし、記憶も引き継がない、どうしようもなくしょうがない存在だと。

　そこに優秀な能力を持ち、余裕があるが故に、他者を導いた方が世界の効率が良くなると解っている私どもがいた。そういう事です。──Shaja」

「何で人類を奴隷化しなかったんですか？」

　羽柴の尤もつともな問いかけに、〝安土〟がこちらを見る目を閉じた。

「奴隷化すると、このしょうがない存在は、指示された事しかしなくなって、退化していくからです。この優れた自動人形が、他者を導く筈はずが退化のサルを作ったとか、それも記憶は引き継がれるので美化も誤魔化しも利きません。なので私どもの遙かな先代は考えたのです。

　奴隷にするのではなく、自律を促し、人類を良い方に導こうではないかと。──Shaja」

「それ今のところ成功してるんでしょうか」

　平野が首を傾かしげて言うと、〝安土〟が右手で顔を覆いながら左手でこちらを指差し、

「も、もう、この人が……！　こういう人達が……！　──Shaja」

　何となく、そろそろ退艦した方がいいんだろうか。





●






　……どーしたもんかなー。

　何か俺おれ、久し振りに脳を使ってんな、と、トーリは、腕を組んで自賛する。

　正直、いろいろな事がある夜だ。とりあえず現状把握のために手を上げ、

「誰だれかエロゲに例えて説明してくんね？」

「──拙せつ僧そうが考えるに、関係持ったヒロインの子が未来から刃にん傷じよう沙ざ汰たにやって来た上で、今は〝今日きようは艦隊戦で勝負だ！〟の時間帯であろうな」

「つーか未来の俺は頑張り過ぎじゃねえの？」

　ホライゾンが後ろから股こ間かんに蹴けりを叩たたき込んできた。

　一瞬。意識が下から上に飛び、気付くと甲板に膝ひざをついていた。そしてホライゾンが、

「トーリ様、未来のトーリ様が頑張ったのではありません。未来の毛が頑張ったのです」

「毛」

「そうです。ホライゾンの毛も頑張ったようですが、毛でもあれだけ見事なお子様になるのですから、浅あさ間ま様とミトツダイラ様、鈴すず様のパワーがどれだけ凄すごいかという話ですね」

「こっちに飛び火して来ますの……!?」

　ただまあ、と言ったのは浅間だ。彼女は折れた梅うめ椿つばきを腰のハードポイントに吊つるしつつ、うーん、と顔を顰しかめ、

「……未来の私、教育に失敗していたんじゃないかな、としみじみ思うんですが」

「いや、駄目人間推しとか、教育成功し過ぎじゃないさね？」

「……何か俺、あの時〝あっ、俺、人格の否定と肯定を同時にされてる！〟って、ちょっと新しい目覚めを得るところだったぜ？」
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・つるぎ：『糟かす屋や！　糟屋！　ほら、父とうさんと母かあさん達のライブ映像！　画像も撮影してるんですけど、ほら！　父さんが！　ああもう、凄い駄目っぽいところがいいですよね……』

・黒　狼：『あの、私、母からは〝我が王は皆を率いる素晴らしい人でしたの〟と、そう聞いていたんですのよ？』

・つるぎ：『その通りじゃないですか！　皆を率いる駄目人間！　ああ、嫁大おお家やのホライゾン様をおいて母さんもあんなに親しく……！　でも中央に父さんが常にいる辺り、素晴らしい駄目人間ですよね！』

・□□凸：『うーん、何か平ひら野のさんの駄目人間好きのルーツがよく解わかりました……』
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　この駄目人間がやはり中心なんやなあ、と、大おお久く保ぼは思った。

　……優れてないからこその中心か。

　優秀ではない。それどころか能力的には劣った存在だ。

　だが、優秀な人間とは〝優秀〟という基準の上での人材だ。そして基準とは、何事においても、何かの分野や方向性に基づくものだと己は思う。

　歯車を考えた場合、大きい歯車と小さい歯車のどちらが優秀だろうか。

　この多様な時代の中、無数の基準が存在する。ましてここは一国相当の武蔵むさしだ。

　大事なのは、無数の基準を収める器だろう。

　自分などは、多方面への能力もだが、政治的な優秀さを用い、〝政治というものが他の基準よりも立場的に上にある〟、というところから、武蔵を治めようと考えていた。

　だが、そういうものでもないらしい。最近はそう思う。だが、それだからこそ、

「ちょう、そこの先輩方、副会長も、──代表委員として進言するで？」

　歩み寄り、言うべき事がある。

「そちら皆、輸送艦で退艦してくれんか？　私達も後から続くけど、まず、そちらが先に行かんと誰だれも続かんのや」
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　は？　という声と、うん、という頷うなずきが同時にくるのを、大久保は見た。

　全裸は前者で、近くにいる担任などは後者だ。ただ、何の反応もしなかった者がいる。

「副会長、どう思うねん？」

「罠わなだろう、これは」

　そやな、と己は頷いた。

「P.A.Oda、羽は柴しば勢、M.H.R.R.神聖ローマ帝国、どれも安あ土づちを失ったところで、残存戦力や航空艦を充分に保有しとる。それなのにこっちは武蔵のみや。艦隊戦を申し込まれてもリスクが違う。

　そして竹たけ中なかが何か用意をしとる。確実に、卑ひ怯きようだと、そういう手を使ってくる筈はずや。あの相手についてはそういう信頼感がある」

　しかし、と己は自分の足元を指差した。

「ここで戦わなければ、世界は武蔵の負けと認める。少なくとも〝敵を恐れて逃げた〟と、そう決めよるわ」

「聞こう」

　彼女の言葉に、自分は副会長を指差した。

「結果論から作られる〝解釈〟や」

　ちょっと半目になりつつ、言う。

「実際の処ところ、羽は柴しば勢は勝っとらん。伊い賀が越ごえではこちらが勝ったと言えるし、十じつ本ぽん槍やりが乗り込んで来ても、完勝はされとらん。事実、連中は時間切れで撤退しとる」

　しかし、と己は再び言った。

「完勝出来とらんのは、武蔵むさしも同様や。この後、艦隊戦で勝ったとしても、武蔵には〝羽柴勢を簡単に振り切れなかった〟という、そんな評価が来るやろな。更には十本槍の案件で、武蔵に未来を任せて良いのか、という疑問までついてくる。

　──せやけど、戦わなければ、そういう評価も得られんのや」

　確かにな、と副会長が言った。彼女は腰に手を当て、

「では、聞こう。……確かに今、政治的な判断としては、将来の不利が積み重なってきている状態だ。ここで勝利しても、私達には〝任せられるかどうか〟という疑念がつく」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それが解わかってるなら、何が聞きたいねん」

　言葉を投げた先、副会長が、先程のこちらと同じように甲板を指差した。

「何故なぜ、私達に退艦しろと言う？　私達はこの武蔵の責任者だぞ？」

　解れ、とそう思いながら、己は言う。

「相手が狙ねらってるのはそれや。──アンタ達を止める。その方針で絡んで来る竹たけ中なかには、付き合わない事が最大の反撃や。しかしこのまま付き合うたら、アンタ達の評価は落ちてまうし、もし勝ったとしても世界を相手にするには羽柴勢をまた政治の場で相手にせないかん」

「では──」

　どうする、という問いよりも先に、自分は告げた。

「武蔵の全権をうちらが預かる」

　言って、左の指を鳴らした。義腕の指だ。いい音がする。

　そして艦首甲板に、周囲の階段から大勢の足音が上がって来た。

　戦士団。委員会の者達。そして専門技術に秀でた学生達や、戦闘従事しないが、同様に技術者や管理者として残っていた大人おとな達だ。

　……とりあえず現状の総員が出たか。

　各艦上、艦首甲板上にそれぞれの艦を動かしていた者達が並んでいる。それらの動きを見て、己は、副会長達の背後にいる担任へと告げた。

「先生。──大おお久く保ぼ・長なが安やす、忠ただ隣ちかとしての歴史再現として、本ほん多だ・正まさ純ずみの失脚とその画策をここで行いますわ。臨時と言う事でええか？」
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　は？　と正純はオリオトライに振り向いた。

「先生!?　まさか受け入れる気では無いですよね!?　私、非襲しゆう名めい者ですよ！」

「んー。片方が非襲しゆう名めい者でも当事者同士で良しとすれば有りよ？　大おお久く保ぼ側の歴史再現だし。

　先生の権限は認可を判断する事。でもそれにはお互いの同意が必要。それは確かね」

　では、と自分は大久保に視線を戻す。すると大久保が、こちらに義腕の指を掲げていた。

　まずは五本。

「勝利は、第二特とく務むと、立たち花ばな夫妻、そして第六特務と里さと見み生徒会長、強いてあげて総艦長代理やな」

　そして、次は指を全て折り直して、更に一つ折って六つとし、

「敗北は、第一特務と英国王女、浅あさ間ま神社代表、第三、第四特務、第五特務、副長」

「……あの、私、一般人なのでカウントして欲しくないんですが」

　皆が浅間の自己申告を無視した。

「立花夫妻も分けて考えないのか？」

「あんなオモシロ防御しとる相手をカウントしたら笑われるやろ」

「うーん、私がカっ飛ばした時はそんなキャラじゃありませんでしたのに……」

　何となく記憶に残っているが、確かにいつからそんなになったんだろうか。だが大久保は、

「世界各国からしてみれば、副長と特務級の敗北が多いのが難癖案件やな。また、十じつ本ぽん槍やりを相手に特務以上が全く勝利出来とらん」

「私達が信用ならないと、そういう事か？」

「そうや」

　……コイツ、ホントにキツい性格してんなあ。

　しかし大久保が、一息をついて言う。

「──だが世界各国は、私達よりアンタ達の方にこそ信頼がある。アンタ達が敗れた後、私達が後を継いだとしても、それこそ権益を求めた世界各国にいいようにされる」

　だから、と大久保が前に一歩を出た。

「この山やま崎ざきの合かつ戦せん、全権は私の指揮にあった事にせえ。アンタらは私の謀む反ほんによってそうせざるを得ず、その終わり際に脱出した事にする。そして後々、どのような結果になっても、私達がアンタ達に全権を返して終了や」

　待て、と己は思った。だから一歩をこちらも出て、手を上げる。

「何を言ってる!?　この武蔵むさしの責任者は私達だ！　この武蔵で起きている事は私達に責任があり、責めを受けるなら私達の役目だ！　そういうものだ！」

　言ってやる。

「──後輩のお前達は、私達を継ぐ事があっても、責務を負う必要は無い」
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　コイツは……、と大久保は思った。

　これまで、ちょっと自分を英雄視していた感はあったが、無意味やな、と。

　……今の一言で決まってしまったやないか。

　ギャップというものだろうか。本当に悪い女やな、と内心で苦笑の上、口を開く。

「先輩の手伝いや補佐をするのも後輩の仕事や。今のままでは、アンタらが進める創そう世せい計画以外の未来に対し、アンタ達自身が障害になる」

　解わかれ、と思いながら、言葉を重ねた。

「アンタ達がここで降りて、私達に負債を押しつける。理由は緊急時を狙ねらった謀む反ほんの歴史再現。そうすればアンタ達の判断ミスに対する追及や、敗北に対する言い訳も立つ」

　解ってくれ。

「私とて、今の身分には満足しとらんし、もっと上を狙いたい。そのためにはアンタ達が存続して貰もらわなければならんし、ここで謀反を使うのが一番誰だれも痛まない方法や」

　届けと、そう心の中で言葉を作りながら、言う。

「それとも、現状、世界各国が企たくらんでいる、武蔵むさしの不備や敗北に対するツッコミを、禊祓みそぎをする手立てはあるんか？」

　届いてくれ。

「他、良い手があるならそれを聞く耳もあるで？　しかし副会長、アンタ達は負けが込んでるのを断ち切れず、相手に乗せられてずるずると行ってるだけやないか」

　届いてくれ……！

「ここで相手が艦隊戦に切り替えようという。それも総員を退艦させての勝負や。もしも安あ土づちが負けても〝総員退艦してたから〟と言い訳が出来るし、それで武蔵に手傷を負わせていたら武蔵の評価を落とすには万歳の理由やな。それに対し、アンタ何か出来るんか？」

　届いてくれんか……!!

「武蔵副会長、アンタ──」

「副会長」

　横に加か納のうが立ち、副会長に対し、こう言った。

「御嬢様は貴女あなたに負けて欲しくないのです。穢けがれて欲しくないのです。解ってあげて下さい」
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　失敬、と、加納が、言葉を失った大おお久く保ぼに軽く頭を下げ、口を開く。

　そして正まさ純ずみは聞いた。

「これまで私が一日平均約三十一回謀反をお勧めしても、御嬢様は承諾いたしませんでした」

「……ああ、うん……、凄すごいな……、お前……」

　後ろの連中、まばらな拍手はやめるんだ。そうじゃない。

　しかし加納は軽く目礼して、

「私はこれをこう捉とらえております。──御嬢様は、貴女あなたを、謀む反ほんで倒したくはないのだと」

　それは、

「我が主あるじこと大おお久く保ぼ家はこの後の太平の時代において政治を司ると約束された家。

　その次期当主たる御嬢様にとって、没落絶頂確定の本ほん多だ家など、わざわざ歴史再現を用いて避ける必要もない路ろ肩かたの石。──実力で世間を認めさせ、貴女を感服させ、貴女から、貴女が今いる位置を感謝御礼されながら譲られるのが当然。そう考えてらっしゃるのです」

・貧従士：『この人、逆にハードル上げて代表委員長に謀反してないですか』

　うん、まあ、そういうヤツではあるよ。うん……。

　だが、加か納のうの言いたい事は解わかるのだ。

「あれだけ私が熱心に勧めた謀反。場合によっては今こそすべきという利点を示したレポートや告知板も使用しましたが、それでも承諾されなかった謀反を、御嬢様が自らここで言い出したという点。──それも貴女を負かす訳ではなく、救うためです」

　加納が言った。

「御嬢様の御慈悲と意地と未来を、今の貴女に穢けがすだけの意義がおありですか。──副会長」
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　未来ですよね、と浅あさ間まは思った。すると、横のホライゾンがこう言った。

「……同じですね。いえ、これこそ平行線でしょうか」

　彼女の言いたい事は解る。自分が振り向くと、ホライゾンが一つ頷うなずいて見せる。それを促しととった己は、息を吸い、

「未来から来た私達の子供。私達の何もかもを受け継いだ人達が、私達を止めようとして。

　私達を追っていた後輩達。私達の何もかもを受け継ぐ人材達が、私達を進めようとして。

　でも、その立ち位置は、全く逆なんですね」

「浅間様、……ホライゾンがどう言ったものか脳内でポクポクしていたのをアッサリと！」

　まあそういう職業が巫女みこなので。ええ。

　でも、そうだとしたら、という言葉の先を、彼が言った。

「境界線は何処どこだよ、セージュン」

　腕を頭の後ろで組みながら軽く問い掛けが飛んだ先。正まさ純ずみの背がある。

「──私達か」

「いや、俺おれ達まだ境界線じゃねえよ？　だって、創そう世せい計画以外の未来を見つけてねえし。

　強いて言うなら、毛だな」

「毛」

「あの、トーリ君、流石さすがに未来の私達も、トーリ君の毛の子を産んだつもりはないと思うんで、そこらちょっと表現変えて貰もらえると……」

「あ、これは失敬、そのネタを出したのはホライゾンで、この男はパクってるだけですので。ええ。──でもよく考えたら、その場合、未来にいたというトーリ様とホライゾンの子というのは完全に毛の子となるので、流石さすがにホライゾンもチョイと反省ですね」

　一瞬笑いかけてしまって建前的にもマズいと思いました。

　だが、ホライゾンが言った。

「遠い未来と、少しばかり先と、どちらもホライゾン達を受け継ぎ、この世界を続けていく人達が、今、ホライゾン達を止めるか進めるかでイチャついているのですね。

　ですがホライゾン達は、まだ自分達を明確に出来ていません」

　ならば、とホライゾンが結論した。

「──正まさ純ずみ様、この戦場は、元々、ホライゾン達のものではなかったのではありませんか」
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　どう言えば良いか、正純は解わからなかった。

　ただ俯うつむき、挙げていた手を下ろし、下に強く握って口を開いた。

「私達がいなくなれば、境界線が消えると言うのか……？」

「そこに立てるのはアンタ達だけや。私らついていくしか出来へんよ」

　では、と己は言った。

「大おお久く保ぼ、一つ、お前らに確認したい」

「何や？」

　疑問した顔に、己は問うた。

「──誰だれも失わないと、それを思ってくれるか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、当然や。──水み戸との空でそれは心に刻んどる」

　そうか、と己は頷うなずいた。息を吸い、馬鹿を見ると、馬鹿も頷いた。

「おいチビッコ、言っておくけど、何かあったら救たすけに行くからな？」

「その方がこちらも都合ええわ。謀む反ほん人の危機を見逃せず救いに行ったというなら、それは美談としてそっちの権威になるし」

　コイツ、意外と前向きだよな、と思う。よく自分の後輩なんかをしているものだと思うが、年功序列とは素晴らしい制度だと思う。今後も存続させねば。

　ともあれスタンスは決まった。

「大久保、お前の策を認めよう。私達はお前の謀反によって武蔵むさしの管理権限を奪われ、ここまでの指揮は全てお前の責任にあった事とする」

　だが、

「後で名誉回復の手立てをつけんとなあ」

「アンタが引退したあと、〝実はあの時〟で明かせばそれでええやろ」

「それもそうか」

　言うと、大おお久く保ぼが眉まゆ根ねを寄せた。何かと思えば、

「そういうところに無む頓とん着ちやくなのが嫌なんや、副会長」

「いやだって引退してるんだろ？」

　言うと、大久保の後ろで加か納のうがこちらを追い払う手つきをしたので、何か違うらしい。

　まあいいか、と思って後ろを向くと、皆の中からネシンバラが一歩を前に出た。

「ようやくだね」

「何がだ？」

「後輩の御陰で、ここまで散々付きまとってきた竹たけ中なか・半はん兵べ衛えを出し抜ける」

　彼が言う。

「十じつ本ぽん槍やりが僕達を止めるための戦争をしていたのと同時に、竹中は、僕達の評価を落とすための戦争をしていたんだと思う。十本槍が上手うまく行かなかった場合や、上手く行っても、そこで終わらせないためにね」

「……敵ながら、凄すさまじい相手だ」

　心底そう思う。

　執念とも言える粘りで、勝ちに繫つなげるのではなく〝相手を負かす〟。それがための〝ハイダメージ・ハイリターン〟という字名アーバンネームだろう。相手を負かせるならば自分が負けてもいい、そのくらいのつもりでやってくる。

　この相手と戦うと、どんなに勝っていても負かされる。

　今回は、そのようにされかけた訳だが、

　……大久保は、相性がいいという事か。

　とりあえず、というところで、浅あさ間まが艦外でも武蔵むさし側をモニタ出来る通つう神しん設定を組み、こちらに寄越してくれた。

「……何だか二重の保護者みたいだな。まあ、私には未来の案件が無い訳だが」

　言っている間に、表示枠サインフレームに〝武蔵〟が映った。彼女の後ろで酒さか井いが手を上げる辺り、こっちの話は向こうに通じているという事だろう。

『正まさ純ずみ様、大体の用件は了解いたしました。一応、通神関係などは通っておりますので、アドバイスなどありましたら現実的な範囲で御願いいたします。──以上』

「へえ、通じるのかい！　任せておいてくれよ！」

　ネシンバラには絶対に通神フロント任せられんな、とは思う。

　そして、浅間神社の跡地から輸送艦が上昇してきた。それを確認した大久保が、手を一つ大きく上に振った。

「──ではこれより、本ほん多だ・正純失脚の歴史再現を執り行う……！」

　向こうの皆が万歳三唱から始まるのは私に対する圧迫だろうかコレ。
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〝安あ土づち〟は、竹たけ中なかが、垂直になった屋上の床に背をつくのを見た。

　気分が悪くなったのかと思えば、珍しく彼女は眉まゆを立て、武蔵むさしを見据え、

「くっそおぉ────」

「見破られてしまいましたね、竹中」

　武蔵を見ながら言う平ひら野のの言葉に、退艦準備を進める竹中が口を閉じて頭を搔かく。こちらはどういう事か解らずに、

「どういう事なのです？　竹中様。──Shaja」

「ああ、すみません〝安土〟。リターンに見合わない事をさせてしまうかもしれないです」

「は？」

「竹中としては、武蔵には武蔵の総長連合と生徒会全員が残ると、そう思ってたんですよ。

　それなのに、今、聖連に〝後ればせながら〟と、武蔵上の歴史再現が届けられました。

　武蔵副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみを相手にした大おお久く保ぼ・長なが安やす、忠ただ隣ちかによる彼女の失脚です」

　平野の言葉を聞いた瞬間。違和を自分は得た。こちらの記憶に有る限りでは、それには無理があるのではと、そう思ったのだ。

「本多・正純は襲しゆう名めい者ではないのでは？　──Shaja」

「ええ。だから大久保側としては、自分の歴史再現の確度を上げるために〝仮の相手を用いた〟という解釈を用いています」

「つまり……、大久保派が、副会長派へのクーデターを武蔵内で起こし、それを自分が起こす〝失脚の歴史再現として解釈する〟、と？」

「ええ。襲名者である大久保に必要なのは自分が誰だれかを失脚させる、という事ですからね。あとはその相手を〝本多・正純と言う事にする〟という解釈です。今回は、たまたま、その相手が非襲名者の本多・正純であったという事です」

　……人類は、何故なぜ、こんな面倒な事をするのでしょうか……。

　内心で半目になってしまうが、そういうものなのだろうとしか言いようがない。

　ただ、竹中が吐息した。

「くっそ──……。ここで完全に副会長達を封じる事が出来たと、そう思ったんですけどね。

　ここで安土が戦って、こっちが勝ったら武蔵勢は終わり。向こうが勝っても、安土相手に完勝は無理でしょうから、無人の安土に手傷を負わせられたと、その程度であり、対するこちらはまだ戦力の保有があるぞと、そう言えたんですけどね──」

「あちらに、竹中様と同じような思考が出来る方がいたという事ですか」

「悔しいですねー……」

　竹中が、もう一度息を吐き、髪を搔かき上げる。

「他の皆が、親子としての戦争をしてるなら、そっちが上手うまく行っても行かなくても、私の方の戦争で武蔵むさし側の立場を削り取ってやるつもりだったんですよー……。

　それがある意味、外と様ざまとして参加する事になった自分の役目だと思ったんで。

　──でもこのままだと、最低でも武蔵の生徒会と総長連合は存続しちゃいますね」

「存続はしてくれないと私達が困りますよ」

　と、平ひら野のが苦笑する。

「父とうさんや母かあさん達、他の方達には、創そう世せい計画まで人々を支えて貰もらわないといけませんし、創世計画の後でも関係を残す方法が無いか模索して貰わないといけませんから。

　この辺り、匙さじ加減が難しいです。私達にも前例がないですからね」

「そうなると私はそっちに思案をシフトした方がいいのかなー……」

　うーん、と思案した竹たけ中なかが、しかし、ややあってから顔を上げる。

「……まあいいか。ここで考えてても仕方ないですね」

「ようやく気付きましたか竹中様。──Shaja」

　己は竹中の背と肩を押し、屋上の縁に立たせた。

「さあ、下に輸送艦が来ているので飛び出して下さい竹中様。──Shaja」

「えっ？　えっ？　何で飛ぶ必要があるんです？」

　己は半目で軍師を見た。

「竹中様がほぼ最後なのと、タラタラ話を続けられていたのと、あと、下の輸送艦の方では〝竹中様ならもう乗ってるだろ〟と、誰だれも確認をとっておらず、こちらに来るのが遅れたからです。解わかりましたか。──Shaja」

「うわー、解り易やすい職務怠慢……！」

　Shaja、と己は竹中を突き落とす。横、最後の人類の乗員であった平野が、通つう神しん関係と機関関係の制御術式を置き、手を上げて、こちらの背後を見た。

　そこには、羽は柴しばがいる。

「──では羽柴も折を見て、もし危険を感じたら脱出御願いします。貴女あなたがいないと私達もまたいろいろ大変なので。ですけど……」

　平野が、眉まゆ尻じりを下げた笑みで、こちらに頭を下げた。

「現状、凄すごく上手うまくいっているんだと思います。ここまで連れてきてくれて、どうも有り難う御座います、〝安土〟。──これからもまた、宜しく御願いします」

「──Shaja」

　自分は頷うなずき、平野が宙に身を置くのを見送った。

　さて、と思うのは今夜何度目だろうか。しかしきっと、これからも何度も思うのだ。

　同型艦を押さえ込むように回り込んでいた操艦を、解除する。横の羽柴に頷き、

「では、竹中様の作戦に従い、──山やま崎ざきの合かつ戦せん、最終段階を開始します」
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　そして二艦は、片方が垂直に傾けていた本体をそのままに。もう片方がその艦橋部から吊つるす仮想主砲を各部展開した状態で、緩い追いかけ合いを始めた。

　戦闘開始は、各艦が放出した退艦者達の輸送艦が半径十五キロ圏を脱する事。

　場所は大おお坂さか湾中央を基礎とした瀬せ戸と内ない海かい東域。高度十キロという、戦闘軌道をとる場合においてはこの二艦以外にほとんど自由が得られない空域となった。

　それぞれから離れた輸送艦達が遠ざかりながら、自分達の小規模な艦隊を作り、まるで円形競技場のように十五キロの囲みを、しかしまばらに作り出す。

　その光景は、地上側でも確認され、一部は各艦のコネクションを通じて情報を受けていた。

　結果、欧州と中東を中心とした広がりから、世界各国、各地が、有力者達をハブとしながらも、個々の思おも惑わくをもって二艦の戦闘結果を待つ事となったのである。







[image: 第四十一章『慰労会の観客達』]
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　　ミトツダイラは、輸送艦の艦橋屋上に皆といた。

　今は、未明と言うにはまだ早い午前四時。輸送艦がいるのは武蔵むさし達よりも一キロ程低い高度だ。極東の輸送艦だから浮上出来る高度だが、それでも寒く、多くが夏服の上に上着やストールを羽織っていた。

　遠く、というには、意外と近くに武蔵と安あ土づちが見える。特に安土は全体を九十度横倒しにしたままなので、空に壁があるようだ。

　下、甲板上には自分達と共に退艦した学生達がいる。誰だれもが現状の武蔵にとっては〝残っていると危険〟と判断された者達だが、何か落ち度があった訳ではない。万が一の退艦時、持ち場の関係で脱出が間に合いそうになかったり、脱出路を塞ふさぐ量の人員がいる、と判断された箇か所しよから、外されたのだ。

　これはほとんど運のような決定で、だからこそ皆は、武蔵に残った仲間達の応援として音響術式や影像術式を出し、一部はそれを長距離加護仕様として、戦闘に備えていた。

　輸送艦は遠ざかる。あと十分程で、こちらの随伴や護衛など、合計で二十艦程全てが戦闘圏外に脱するとは聞いている。

　……元からかなり外に退避させてましたけど、まだこんなにいましたのね。

　いつも主力として前線に出る学生達ばかりを見ていたから、バックアップとして存在する学生や一般人達が揃そろっているのは新鮮だ。

　とはいえ自分達は彼らとは別。一段上の位置からの眺望だ。

　……何となく身分差のようなものを感じてしまいますわね。

　と、居い心ごこ地ちが悪いと思っていたら、駆けてきたホライゾンが口に含んだ補給用の水を助走つけて縁からピューとやって下がパニックに陥った。
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「何してますの──!?」

　下では、前例を食らった連中は逃げ惑っているが、訳の解わからない者達は、

「な、何だ!?　忍術系の何かか!?」

「総長がまた何かやったの!?」

「うわああああああ！　天からのホニョーじゃああああ！」

　というのが伝言ゲームで全て混じって、

「総長と第一特とく務むがこっちの甲板に向かってホニョーを！」

　となって、こちらとしては、

「ホライゾンが疑われないのも凄すごいですけど、第一特務が巻き込まれるのはレアですわね」

「いや、思い切り冤えん罪ざいで御座るよ!?　どう考えても！」

　言う第一特とく務むは、横にメアリを置いている。彼女は先程共に退艦する事になった武蔵むさしIZUMOの職人に王賜剣エクスカリバーの残ざん骸がいを預けていたが、どことなく覇は気きが無い。

　……大だい丈じよう夫ぶかどうか、聞けませんわねー……。

　うっかり失言で、アー！　とやらかす事の多い自分としては、気を遣う。こういう時、第一特務はいるだけで支えになると思うのだが、それはある意味支えになる置物という事で、ちょっと第一特務は楽し過ぎじゃありませんの？

　放っておくのがいいのだろう、と思っていると、

「──ではメアリ様、御一緒に」

　ホライゾンが、水の竹ボトルを持って立っていた。
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　……え、ええと。

　点てん蔵ぞうが特に止めないので、ありなのでしょう、と思いながらメアリはホライゾンと甲板縁に立った。手て摺すりから下を見ると、しかし、

「あら」

　何か、男性陣を中心とした者達が下からこちらを見上げている。横に来た従士が、

「槍やりでも投げ込みますか？」

「いえ、でも、何だか待ち構えられているので、これではサプライズにならないのでは？」

　ウルキアガが、うんうんと何か解わかったように頷うなずいている点蔵に言った。

「──あの中に貴様を叩たたき落としたら息抜きになるのではないか」

「それ息抜きとしては物理過ぎるで御座るよ……！」

　仕方ねえなあ、と全裸の上にストールを羽織ったウエットマンが来た。彼は点蔵が持っていた竹ボトルを股こ間かんのモザイクの裏に回し、おもむろに手摺りに立ち上がると、

「あ──！　広い夜空にホニョ──！」

　と水をぶちまけながら手摺りを突っ走り始めたので下が大パニックになった。
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　下が大騒ぎになるのを見ていた点蔵だったが、気付けばメアリが笑っている。

　口に手を当て、流石さすがに大笑いではなく、隠そうという笑いだが肩を震わせている。

「メアリ殿」

　声を掛けると、彼女がふと竹ボトルを口にし、傾けた。

　明らかに喉のどが数度鳴り、メアリ殿にしては珍しい、と思う程度には飲む。そして彼女は顔を戻すと、こちらに振り向き一息をついた。

　眉まゆ尻じりを下げた笑みで、メアリが言う。

「ようやく、一息がつけた気がします」

「……こういうネタで一息をつかせてしまってすまんで御座るなー」

　ただ、思った部分があるので、軽く両腕を広げた。するとメアリがこちらに身を寄せてきて、

「泣きます」

「お、おう、構わぬで御座るよ」

「ホントに泣きます。しがみつきます」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　構わぬで御座るよ!?」

「ロックとクラッチ、私、キツい自覚ありますけれど、だ、大だい丈じよう夫ぶ御座る、ます？」

「……あー、襟えりをたまに摑つかまれるので御座るが、アレ気管締まって死にかかるので、アレ無しで御願い出来るで御座るかな？」

　言うと、笑った。目め尻じりから涙が零こぼれ、

「────」

　飛び込まれた身体からだを受け止めた横、全裸が両腕を浅く開いて、ホライゾンに、

「お、おう、構わぬで御座るよゥ」

　ホライゾンが、膝ひざを上げて放つ高速の蹴けりを全裸の股こ間かんに叩たたき込んだ。

　泣き出したメアリが、何か肩を震わせて挙動不審ぽくなってるので、ちょっと横の二人は邪魔で御座るよコレ。
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　邪魔になっても、やはり我が王ですわねえ、と、ミトツダイラは彼と第一特とく務む達の遣り取りを見ていて思う。

　と、膝をついて下腹を叩いている王の横、ホライゾンが手招きした。何かと思えば、

「ホライゾンはちょっと配給の用意を両腕として参りますので、トーリ様の傍そばを御願いいたします。浅あさ間ま様も忙しいようなので」

「喜き美みは──」

　見れば喜美は艦首側でスペース作って音響術式を出し、武蔵むさし応援団の団長と化している。

　流石さすがですわね、と思う眼前で、王が立ち上がった。そして振り向き、

「あー、ネイト、ようやく来たか」

　言われ、気付かれていたかと思う。実は奥おく多た摩ま艦首に集合してから、王とはちょっと距離を置く位置にいたのだ。何故なぜなら、

「申し訳ありません我が王。……負けてしまいましたわ」

「先生がゴリラパワーで介入したんだろ？」

　王の横顔に無回転の竹ボトルが激突した。衝撃で竹ボトルが縦に圧壊する勢いだが、破砕音と散る水の下、とりあえず王が倒れないように手をつかんで引っ張っておく。そして砲弾の来た方を見ると、三さん要ようを連れたオリオトライが手を振っていて、

「ええと、ミトツダイラ？　介入したのは何だって？」

「え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　先生の担任パワーですわ！」

「だったら良し」

　周囲の皆が「担任（ゴリラ）パワー」などと小さく呟つぶやいているが、私何も言ってませんの。

　ともあれ王に触れるところまで近づいたのは確かだ。彼のかぶった水を払っていると、

「あー、悪い悪い。しかし何だ、俺おれとネイトの娘？」

「智とものも、鈴すずのもいますし、ホライゾンとの間の子もいたそうですのよ？」

「ホントに俺の毛は頑張るな……。あ、でも、ちょっと見た感じ、毛で言うとネイトの方が血が濃く出てたよな、あっちの俺達の娘の方」

　言われてみるとそんな気もする。が、

「髪量は別として、髪型自体は、これ、加護や、それなりにセットしてますのよ？」

「ああ、うん、ベルさんとこで上がったのとか見てるからそれなりに解わかる」

　王に碑ひ石せきがぶち込まれた。手は摑つかんだままだったので、とりあえずショックを吸収するよう、打撃方向に王を振って戻したがボケ術式があれば構わないと気付いたのですぐに戻して立たせて置く。すると打撃で吹っ飛んだ碑石を、左腕が空中で拾って一回転して着地。おお、と皆が拍手をする中、左腕がこちらに頭を下げて主人の方へと走っていった。

　……随分と馴な染じみましたわね……。

　昔から、外れて規格外の動きやホライゾンの誘導らしきものに準ずる事はあったが、明確にキャラを発揮し始めたのはやはり真さな田だへの移動教室辺りだろうか。

　ともあれ見送り、視線を戻すと、王がこちらに手を伸ばしていた。髪に手を突っ込まれ、頭自体を撫なでると言うより揉もまれる。

「よーし、ステイステイ」

「い、犬じゃありませんのよ？」

「俺の騎士だもんな」

「……でもそれも、失格ですわ。……負けて、先生に介入されて助かりましたもの」

「そりゃ向こうがテンション上げ過ぎたせいじゃねえの？　先生はゴリラで人を地上から消し去るくらい強──」

　二発目が当たったので先程と同様の処理をした。王が復帰して、

「いろいろ端折はしよるけど、先生の介入基準が〝殺すのは無しよ〟だったって事じゃねえの？」

「私もそのようにすれば良かったんですの？」

　生き死にとは関係なく、全力を尽くすようにはしている。だから、生き死には結果であって、糟かす屋やもそういうものだと思う。そして今回、彼女の方が、全力の範はん疇ちゆうがこちらよりも上だったと、そう思うのだ。

　だが王は言った。

「ネイトは殺せねえだろ。だって、ネイト自身がそうだし、俺おれもそうだし、ホライゾンだって、皆だってそうだ。失わせねえようにやってんだから。だから──」

　だから、

「負けたとか勝ったじゃなくて、あれで良かったんだよ、ネイト」

「でも、我が王の騎士として──」

「それじゃ足りねえよ、ネイト」

　王が笑って言った。

「俺の騎士プラス、──俺達の子のカーチャンって立場にならねえと」

　王の向こうで表示枠サインフレームを広げ、多種設定を行っていた浅あさ間まが、動きをガクつかせてその何枚かを突き割った。ハナミが慌てて補修と再現に入るが、浅間自身はこちらに半目で回頭。

　穏便に、という手の指示がこっちに通じてしまうのは何故なぜだろうか。了解、の手振りを見せ、自分は頭を撫なでられながら王に問う。

「私も王も、あの子の直接的な親ではありませんのよ？」

「まあ、ネシンバラの言う通り、生物的にはそうだ、って事なんだろうけどさ」

　でも、

「そこで終えたら、未来の俺達は、何だったんだよ、って事になるよな」

「それは──」

　解わからない。そうだ。未来の、しかも我が王がいない世界の自分の事など、立場が違い過ぎて、もはや他人と言っていいと思う。

　この時点からは想像しか出来ないものだ。だが、

「解らねえんだったら、解るまで、勝負はノーカンだ。そして答えが解ったら、それを教えに行こうぜ。答え合わせが合ってるか超怖えけど、そうしてやろうぜ？」

「そうなんですの？」

　そうさ、と王が言う。

「だって、あの子はずっとオメエに問いかけてきてたんだ。あの子はオメエから答えを貰もらわねえ限り、ずっと疑問しちまう。それは──」

　解る。思い当たる経験があるのだ。

「かつての、私ですわね。ホライゾンを失って、自棄やけになっていたような……」

「あの子には、俺みてえなのがいねえんだ。でも、あの子は、オメエから答えを貰えたら、それで良いんだ。勝ち負けは別としてな。だからオメエもあの子に答えを言えたら──」

　言われた。

「今より、もっと良いんじゃねえの？」

　問いかけには頷うなずくしかない。ただ、ちょっと不ふ甲が斐いないと思うのが、

「騎士が、王にフォローされてますわ」

「ネイト」

「何ですの？」

「俺おれ、ネイトの事、撫なでたり揉もんだり舐なめたりするの、ネイトへの御褒美ってよりも、俺として凄すごい楽しいぜ？」

　だから、

「フォロー返しなら、いつもよりさせてくれるって事でオッケー？」

　今までの分、全部合わせたくらいの血流が顔に上がって死にかけた。
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　凄すさまじい自爆ですね……、と浅あさ間まは他人ひと事ごととしてしみじみ思った。だが本人事としては、

　……ま、まあ、私の時もそうなんです、ね……!?

　と身体調整加護で赤面と血圧の抑制を掛けるくらいにはものを思うし、でも一番楽しいのはホライゾンとのプロレスでしょう、と己の基準に蓋ふたも掛けておく。だが、

　……騎士からの捧ささげ物ですの、ってネタはナルゼが何度か描いてましたね……。

　そのナルゼとナイトは、今、いない。

・副会長：『──二人について、追跡はどうなった？　すまん、そこら任せてしまって』

・あさま：『いえ、一回こちら通しますからフィルタリングで済む問題です』

　改派プロテスタントからは確かに報告が来ている。だがそれは、

・あさま：『二人が落ちたのは、どうも旧派カトリツク領邦の山さん渓けいのようですね。生存関係の術式や加護は持っていると思いますし、魔術テクノマギはそういうのの自作が上手うまいので、下手へたに怪我けがをしてなければ大だい丈じよう夫ぶだと思いますが……』

・煙草女：『いつ拾いに行けるかが解わからないさね』

　武蔵むさしが戦闘状態を解決したとしても、航路はいつも通りの国境沿いを強いられる。寧むしろ、戦後の方がそれを守らなければいけなくなるだろう。

　有翼系だから翼で飛べばいい、とも考えるが、飛ひ翔しようは相当に体力を使う。落下した先に人里があれば補給は何とかなるだろうが、

・ウキー：『旧派領邦だと、魔女テクノヘクセンには厳しい筈はずだな。人里があっても、魔女に門を開けるか、という問題がある。──通つう神しんは？』

・あさま：『とりあえず呼びかけは続けますが、私の手元の術式だけだと出力足りませんので、後で武蔵や実家と連動して、という事になりますね』

　あの二人も、やはり自分達の娘に倒されたのだ。

　自分もまた、してやられた。明らかに動揺がミスの原因だが、

　……いろいろありますね。

　気付くのは、自分達の子を名乗る十じつ本ぽん槍やりの面々、彼女達がこちらに抱いている疑問や思いが、やはり一人ずつ違う事だ。

　それぞれの答えは得られたのだろうか。自分は、と思うと心こころ許もとない。

　……あの子達は今──。

　向こうだ。二つの艦を挟んで対称の艦群。そちらに、退艦した羽は柴しば以外の十本槍がいる。
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　先に座り込んだのは、安あん治じだった。彼女は既にM.H.R.R.神聖ローマ帝国夏服で、手には補給用の飲料が入った竹ボトルを手にしていたが、

「あー！　何かちょっと堪こらえが無いけど駄目だ──！　座るよー！」

　輸送艦の艦橋上。そこに彼女が尻しりをつくのを糟かす屋やは見ていた。

　続いて嘉よし明あきも座り、左さ近こんも続く。

　応じて清きよ正まさも座ると、その横に福ふく島しまも続いた。

　自分の方はと言うと、嘉明が後ろを指差し、

「糟屋、座らないの？」

「あ、ちょっと獣変調の収まりが悪くて……」

　尻尾しつぽだ。異族、人型の形を残して二脚で立つタイプには常なる課題だが、

　……尻尾が、尾骨方向に出ますの。

　犬や猫などの尾は、基本、後ろ上方向に伸びている。それは尾び椎ついが腰骨から後ろ側に伸びている事と、背筋で吊つっているからだ。

　つまり尾は、背骨の延長線上に伸びるように生えている。

　人型の場合でもこれは同じだ。垂直に立ったとしても、尾骨は背骨の延長線上として、真下方向に伸びている。

　だから獣変調をした場合、尻尾が生えると、真後ろではなく、基本、真下側に伸びる。

　これは、完全な獣変調で、衣装なども全部転移してしまう場合は問題が無い。

　しかし、今回のように、そこまで獣変調が効かず、制服のままだった場合、そして今、先の獣変調の影響か、なかなか元に戻らない場合、面倒な事になる。

　完全な獣変調の場合、衣装は体格から導き出されたもので、二脚用に組まれた外皮のような作りだ。よって尻尾は下向きに生えているものを衣装で強制され、後ろ上側に突き出すものとなる。

　しかし制服にそんな仕掛けは無い。生えたままの尻尾はインナースーツの後ろから下向きへの主張をしてパンツ部分を押し下げようとするし、かといって力を込めて持ち上げると、今度はスカートから何から浮き上がってえらい事になる。

　……結局どっちつかずですの……！

　以前からたびたびあった事だが、この場合、椅い子すに座るなら尻尾しつぽの逃げ場もあるが、床座りはほとんど無理だ。つっかえる。

　この辺り、中世以後は〝盛る〟のが段々とファッションの王道となっていくものなので、制服なども異族用はその辺りの逃げ場が上向きになるよう調整されているが、かと言って自分は普段人間なので、尻しり側にスペース付きの制服を着ている訳にも行かない。

　有名どころとしては最も上がみ総長の九尾の処理などは完全な〝盛り〟で、多くの異族が憧あこがれるものだが、自分もあのくらい想定しておくべきなのだろうか。

　しかし慶けい長ちようの役えきで見た自分の母の母などは年齢構わず尻尾完全上向き状態で「あっ、現役……！」という感じだったが、あれに比べると自分はちょっとおとなしい気もして、人狼女王レーネ・デ・ガルウを公言するのは遠い事ですのよね、とも思う。

「うーん」

「何かタケ子すっごい考え込んでる？」

「え？　いえまあ、自分の種族的な事など」

「伏せてても別に誰だれも何も言わないわよ？　何か思うでしょうけど」

「それが駄目ですのよ……！」

　と、平ひら野のがこちらに表示枠レルネンフイグーアを送ってきた。情報封フオルダに入っているそれを完全展開せずに一部覗のぞく形で開くと、ある人物が写っている。

「……御お父とう様さま？」
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　糟屋は、父について、母からいろいろ聞いていた。

　良き王だと、聞いていた。

　……でも全裸。

　人が困っているところを見逃せない王だったと聞く。

　……でも全裸。

　母が道を見失っていたのを正してくれた王で。

　……でも全裸。

　誰もが彼のためには動く王で。

　……でも全裸。

　母が尊敬し、慕っていた王なのだと聞いた。

　……でも全裸。

　うーん、と唸うなっていると、平野が首を傾かしげた。

「どうしたんです？　糟屋」

「いや、ようやく客観的に、一番大きな欠点が目に入るようになってきましたの……」

　ただこれは父の問題というより、母の美的センスというか倫理観というか〝慣れ〟が問題な気もする。しかし平ひら野のは表示枠レルネンフイグーアを摑つかんで、

「何だか私、理想の人に一番近い人を見つけたような気がして、困ってるんですよね……。

　ここまで母かあさんと似るか、というか、母さん、えらく上手うまい事やったなというか。特にこっちの母さんはちょっと人生上手く行き過ぎじゃないですか、こんな凄すごい人が近くにいてウエルカムとか。そりゃ乗りますよ母さんは……」

「平野の方はリスペクトすっごいですのね」

「ええ。全裸、ありじゃないですか。糟かす屋やだって部屋にいる時は大概脱いでますよね」

　周囲の戦士団の男衆が真顔で振り向いた。

「……確かに事実ですけど、ここで言う事でもありませんのよ……！」

「血は受け継いでるって事です。ほら、常に全裸の父とそうではない母。二人の子はインドア全裸という訳だからバランス取れてますよね？　やったあ！」

「何が〝やったあ〟か全然解わかりませんのよ？」

　でもまあ、思うところはある。

「三み河かわ争乱。……私達の世界と結果は違いましたけど、良かったと、今更ながらにそう思いますの。少なくとも、御母様達が言っていたような事は起きなくて良かった、って」
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　糟屋の言葉に、平野は頷うなずいた。

　母達から聞いていた三河争乱は、失敗に終わる筈はずのものだった。

「〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟にて間に合わず、王も壁に触れて消え、ただ後悔だけが残って……、そこから見逃されるように脱して、しかし大罪武装ロイズモイ・オプロを確保していく苦難の道」

　母達は大罪武装を集め、それを用いて運命を殺す創そう世せい計画を行い、だが失敗する。

　それを自分達が止めようとする一方で、創世計画を修正するという方向が、P.A.Odaの中の一派として生まれた。その主導が松まつ平だいら・元もと信のぶだった。

　また、彼らとは別、本来の織お田だ家としての行動をとり、創世計画派と当たったならば〝強い方が残る〟と決めたのが、柴しば田た達を主としている織田家派。

　竹たけ中なかは、元々が織田家と松平家の間をつなぐ役職にいて、中間地点の斎さい藤とう家の重臣であったのが、本人曰いわく、

「人材全く足りなかったんだと聞きましたねー」

　との事で、自分達の担当となったのだ。そこに昨今は石いし川かわも付き、完全に特殊部隊としての構成を得たのだが、

　……基本は、手出しをせず、の筈だったんですよね。

　それが、三み河かわ争乱で変化した。

　何があったのかは解わからない。ただ、死ぬ筈はずの者達が残り、母達が言っていた悲劇は起きず、

「糟かす屋やも片かた桐ぎり君も、酷ひどく呆ぼう然ぜんとしてましたよね、あの時」

「それは当然ですの。だって、御お母かあ様さま達の期待が全部裏返って、酷い事になるのを、〝だからこそ私達に繫つながる〟って、我慢して見届けようとしていたんですもの」

　だが母達は残り、それから時折、自分は母達の動静を追ってきた。

　干渉すべき、という判断が出たのはアルマダ海戦後だった。知っている結末に近かったが、武蔵むさしの戦闘力が発揮され始め、竹たけ中なかが進言し、信のぶ長なががそれを認めた。

　信長は、現在が変化したのは、自分のせいではないかと考えていた。何故なぜなら、

　……母達の未来では、大罪武装ロイズモイ・オプロが作られた一方で、創そう世せい計画は今の形ではありませんでしたから、信長はいませんでした。

　自分達の介在に対しての、本来の織お田だ家としての首長。それも、こちらの存在を考慮してくれる首長として、信長は公平に判断した。

　流石さすがは自動人形というべきだろう。

　結果、今がある。

　だが〝今〟は変わった。母達は現在を哀かなしんでなどいない。

「この〝今〟の中で、私達が生まれるとしたら──」

　ふと自分は想像した。

「ちゃんと出来るんでしょうかね、うちの母さん」

　母は、肝心な所でクリティカルに〝引く〟。他の母達の評価を聞いていると、そういう人だ。だがついでに言うなら、

「……糟屋の方も、犬扱いを脱する事が出来るんでしょうか」

「う、うちの御母様はキメる時はキメますのよ!?」

　と、片桐が手を上げた。

「ぼ、僕の母さんはあのままでいて欲しいです！　あんな全裸に……！」

「ムっ、うちの父とうさんを全裸呼ばわりとは片桐君でも見逃せませんよ……！」

「平ひら野の！　平野！　ちょっと無理がありますのよ！」

「いえ糟屋、片桐君の全裸は穢けがれた全裸です。私の全裸は駄目な全裸です。貴女あなたには違いが解る筈です。何故なら貴女の父親である〝王様〟は全裸。いいじゃないですか、ええ」

「誰だれか──！　誰か通訳を御願いしますの！」

　言われるものだ。ただ、皆を見ると、それなりに半目気味だ。脇わき坂さかが吐息して、

「平野はテンション高い結末で良かったね」

「そっちは違うんですか？」

「うーん、良かったといえば良かったけど、やっぱちょっと撃墜は後味悪いし、どっちがどっちのママか聞けなかったなあ、と」

　ですね、と清きよ正まさも手を上げる。

「私の方も、ちょっと、御お母かあ様さまについてはいいのですけど、他があると、もう、何か恨み節になってしまって」

　というところで、あ、と声を上げたものがいる。福ふく島しまだ。彼女は清正に振り向き、

「可か児に殿はどうなったので御座る？」

　ええ、と清正が頷うなずいた。

「立派に、……ええ、ウニを名乗ってました」

「ウニ!?」

　流石さすがに皆が食いついた。
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　清正は、可児との戦闘について話をした。途中、王賜剣エクスカリバーの件くだりの辺りでは糟かす屋やが、

「ああ、こっちが御母様と戦ってる向こうで、何かガッツンガッツン大味な王賜剣のぶち込みをやってたのは、清正でしたの」

　大味かどうかで言われると確かにそうだった気がする。可児については、

「今は武蔵むさし側の退避者達の中にいます。この艦隊戦の決着がつき次第、一度M.H.R.R.神聖ローマ帝国に戻って、そこでまた福島様の元につきなおす手続きをするそうで」

「……やはり肝心な歴史再現ゆえ、いろいろ細かいで御座りますな」

　言う福島の目め尻じりは、少し赤く腫はれている。

　泣いたのだ。

　はっきりとは言わないが、母との決着があり、それがしかし、理解という意味では大事な一方、だからこそ不完全だったというのは解わかった。

　……本当に、難しい。

　自分もそうだが、皆もそうなのだろう。

「思った通りに行きそうで、完全にそうは行かないものですね」

「そちらの家族関係が、ですか？」

　それもあるが、もっと、漠然としたものだ。

「こっちに来る前、そして来てから、この日をずっと望んでいました。そして準備して、後押しも受け、結果としてもいいものを得たと、そう思います。

　でも、……何故なぜか心残りや、これで良かったのかと、そう思ってしまうのです」

「これまでは止めよう止めようだったけど、止めたら今度はこっちの責任だものね」

　嘉よし明あきの言う通りだ。

　今いま頃ごろになって責任の重さに気が引けているのだろうか。どうだろうか。ともあれ多分、自分達にとって、いろいろな部分で答えは得られていないが、しかし、それは別として幸いなのだ。

　哀かなしい事が無い内に、止める事が出来た。ならば、とりあえずはこれで良しとするべきだと、そう思った時だ。

「はいはいはい、そろそろ次が始まりますよ──」

　と屋上に上がる階段を、竹たけ中なかがやってきた。彼女を見て、辺りの戦士団の皆が道を空け、座っている自分達も場を空ける。そしてお互いが顔を見渡したり、視線を合わせる中、自分は竹中にこう言った。

「お疲れ様でした」
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　竹中としては、それこそこちらが皆に言うべき事だと思った。

「いやいや、こっちの作戦で振り回しまくった訳ですから、お疲れ様は皆の方ですって」

「いえ竹中様、今のは、これまでの事に対してです」

　言われ、己は意味を考えた。

　……何処どこまで？

　何となく、で誘われて、主家から移った先がここだ。当時の自分は若かった、気分的に。

「ともあれ待遇は無む茶ちや苦く茶ちや良いですから、大だい丈じよう夫ぶですよ。何しろ手を差し出すとえろパックが返される職場なんてなかなか無いですし」

　権限やら何やら、いいものを貰もらっている。それに、

「皆は、二に境きよう紋もんや運命に目をつけられていたりってのがありましたけど、おねーさんの方は、変な話さえしなけりゃ大丈夫だったので、プレッシャーは薄かったですよ」

　だけどまあ、こういう事なのだ。

「ホント、何度、〝これ全部、武蔵むさし側に話した方が楽じゃないかなあ〟って思いましたけどね。それをやろうとしたり、うっかり外に漏らしかけた人達が二境紋食らって、……おねーさんは早まらなくて良かったですよ。そして全員、一緒にここまで来られて幸いです」

　全員、というには、蜂はち須す賀かがメンタル的な疲労によって武神から出てこられず、羽は柴しばもいないのだが、

「創そう世せい計画の時まで、これからも宜しく御願いしますねー」

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　いい返答だ。一応、ここから先の事を軽く告げるなら、

「御父母に会いに行く場合は、創世計画がもう退のっ引ぴきならない状態になってからにして下さい。それまでは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国やK.P.A.Italiaへの行き来は出来ますから、修練なり観光なり御願いします」

「あー、すぐじゃ駄目ですか」

　平ひら野のがこういう時に我わが儘ままを言うのは珍しい。ただ、これは決まりだ。

「どういう結論になろうと、お互いが会う事で、挑発状態になる事もありますから。

　だから、創そう世せい計画がもう〝退ひけない〟状態になるまでは無しですね」

　解わかりました、と言う平野は、少し不満げだ。まあ彼女なら、気になる父母の情報など自分で集めてしまうだろう。通神文メールのやりとりくらいなら、たとえば神職同士として公的に行う事だってあるのだ。ある程度は見逃しましょーか、と、そう思っていると、

「お？　始まりますね？」

　振り向いた視線の先、赤い光が多重した。

　遠く向こう。空の中を九十度横倒し態勢にあった安あ土づちが、武蔵むさしに向けて砲撃を開始したのだ。

　同時。退避していた合奏部隊が応援の音楽を噴き上げ、搔かき鳴らすと同時。大おお坂さか湾上空に聖連認可の歴史再現である事を告げる表示枠レルネンフイグーアが幾つも立ち、

「──始まりましたね！」

　防護障壁と砲撃の応酬が、空にて開始されたのだ。







[image: 第四十二章『両陣の行動手』]
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　艦隊戦が開始されたという報告を、幾つもの国で、幾人もの有力者達が確認した。

　殆ほとんどは徹夜状態のままで、これは高速艦隊で分隊移動中のフアナも、寝ね惚ぼける長なが岡おかの手を引いて未明営業の屋台に移動したクリスティーナも、また、巴ともえ御ご前ぜんや輝てる元もと達、妖よう精せい女じよ王おう達もまた同じであった。

　皆は報告を得つつ、しかし多くは四国側に輸送艦で退避していた武蔵むさし表層部群からの映像で、遠間ながらも全てを捉とらえようとしていた。

　その中で、特に〝神の啓示〟による中継の恩恵を受けていたのは東とう国ごく、最も上がみの義よし光あきだった。彼女は極東の概要図で大おお坂さか湾を確認しながら現状の艦隊図や、三み河かわからの移動距離を算出しつつ、表示枠サインフレームで現地に近い者と言葉を交わしていた。

・現役娘：『ねえ！　聞きました!?　聞きましたわね!?　うちの子ったら自分に未来の隠し子がいるって聞いたら狼狽うろたえちゃって！　まだまだ器が小さいですのね!?』

・九尾娘：『遠回しな娘自慢と孫自慢よのう』

・現役娘：『ふふ、でも一気に歳としをとってしまった気分ですの。うちの人を吸って若返らないといけませんわね！』

　旦だん那な大だい丈じよう夫ぶかえ？　と思うが、よく考えると循環しておる筈はずなのでコレは一種の自給自足というか旦那が濾ろ過かフィルタか何かである説が急に。

　ともあれ現場に近い方には聞いておきたい。

・九尾娘：『武蔵の一コ下が頑張るとなると、ちょっと読みにくいのう。そっち、どうなると思うぞえ？　流れ、勢い的に言うてみ？』

・現役娘：『流れ的には今までだとうちの子の子の方でしたわね。しかしここで謀む反ほんとひっくり返しによって羽は柴しば側が勝利しても武蔵勢への直接ダメージとするのは難しくなりましたもの。もしあるとしたら──』

　人狼女王レーネ・デ・ガルウがアッサリと言った。

・現役娘：『武蔵が轟ごう沈ちん、とかすると、流石さすがにうちの子達もヤバいですわね』

・九尾娘：『八艦態制の防御性能高い艦群が轟沈というのは、想像出来んのう』

・現役娘：『あら、竜りゆう脈みやく炉ろという手もあると、そう思いませんの？』

・九尾娘：『それは有りかも知れんが、無かろうて』

・現役娘：『聞きたいですわ』

　そうよのう、と言っていると、傍らに浮いていた鮭しやけ延のべが眠り掛けてゆっくり落ちてくる。そっと下に扇せん子すを置き、乗ったと感覚した瞬間に、

「それ」

　思い切り手首のスナップでブン投げると、途中で目覚めて驚いたのか急カーブで戻ってきた。

『いきなり放流された夢を見たから何かと思ったモン！』

「鮭しやけ延のべはいるだけで和むのう」

　ともあれ、と己は人狼女王レーネ・デ・ガルウに応答する。

・九尾娘：『羽は柴しば勢は、勝利したら、戦後に創そう世せい計画を行うために各国を説得して回る必要があるであろ？』

・現役娘：『ここで竜りゆう脈みやく炉ろを使えば、その説得は楽に済みそうではありませんの？』

・九尾娘：『力を表に振りかざした外交には、相応の反抗心がついてくるものよ。プライドを傷つけられた国は、それこそ対抗馬としての武蔵むさし勢を持ち出すであろうよ。

　──竜脈炉は使わずにおいても、既に羽柴勢は保持しておる。それだけで外交の際の交渉カードとしては充分であろ？』

・現役娘：『では武蔵は大だい丈じよう夫ぶと、言っていいですの？』

　恐らくは、と前置きし、今度は自分から言う。

・九尾娘：『──どのくらい、長くなると思う？』

・現役娘：『うちの子の子を頂くには、最悪、二十四日×３くらい必要かも知れませんわ』

・九尾娘：『頭が孫の事で楽しくなっとるぞえ？　──戦闘時間ぞ』

・現役娘：『あら？　どちらも大型艦。装甲も頑丈。逃げ足も速い。そうなると、長期戦は必須ではありませんの？』

　逃げ足、という辺り、解わかって言っておろうな、と思う。

　コイツには自分の思うところや力を促される感覚がある。卓球勝負の時もそうであったのう、と内心で小お田だ原わらの温泉を想起しつつ、

・九尾娘：『──燃料ぞえ』
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　己は知っている。

・九尾娘：『武蔵が以前、三み方かたヶ原はらの戦いで関東に逃げ込んできた時、燃料はほぼぎりぎりであったのよのう。それが今回、京きようでの戦闘と本ほん能のう寺じを経た後で、三み河かわまで行き、更にそこから戻ってきたのだえ？　それも出力強化型の武蔵改かいぞ』

・現役娘：『更に途中で兼かね定さだを発射してもいますし、現在、それを半展開状態で威い嚇かくに使用してもいますのよね？』

・九尾娘：『──燃料は尽き掛けておろうな』

・現役娘：『でもそれは安あ土づちも同様ですのよね』

・九尾娘：『長期戦じゃないのか、と言っておったのは誰だれであったかのう』

・現役娘：『三分くらい前の古い私ですの』

　リニューアルかえ、と呟つぶやき、ハと声に出して笑っておく。

　どちらにしろ、現状、言える事は一つだ。

・九尾娘：『武蔵むさしの一コ下の者達が勇ましくも代役を買って出たのはコレも理由ぞえ。長期戦では戦況を読む必要があるが、短期決戦なら艦隊運動と駆け引きの上手うまい方が勝つ。兼かね定さだを半展開しておるのも、そのためであろうの』

・現役娘：『交戦時間は短そうですわね。でも、それだと、短期に一発で勝負をつけられる兼定持ちの武蔵が有利と言えますの』

・九尾娘：『その分、安あ土づちは経験と戦闘力よのう。──手て数かずの安土と一撃狙ねらいの武蔵、どちらが勝つか、手を出せぬのが癪しやくだえ』

　ふふ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが笑った。そんな気がした。

・現役娘：『私としては、どちらが勝っても私の係累ですもの。ただ、片方を応援する側にとっては難しい夜ですわね。──早く明ければいいと、満月の行き過ぎた今、思いますわ』

　さて、

・現役娘：『既に初期の砲撃の遣り取りは始まってますけど、すぐに動きますわね。

　──まずは武蔵から。そうでなければいい射撃位置がとれませんわよ？』
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　先に仕掛けたのは武蔵だった。

　現状、左さ舷げんに安土が壁のように九十度傾いて存在している。向き合う砲門の数としては、上面を向けている安土の方が有利で、しかもそちら側は上方からの砲撃を降らせる事も可能だ。

　こういった攻撃に対し、元々、砲門の数で劣る武蔵としては防御障壁を使用して凌しのいでいた。

　だがこのままで決着をつけようとすれば持久戦だ。

　防護障壁頼りでは燃料切れとなりかねない。

　ゆえに動く。

　対する安土としては、武蔵の挙動に注視していた。武蔵がどう動くかによって、武蔵の戦術が見えるからだ。

　もしも艦首を自分達に向けようとするならば、兼定の砲撃を主とした戦術。

　もしも自分達を遠ざけるなり、別の位置取りを狙うならば、砲門を主とした戦術。

　しかし武蔵の左舷側は疲ひ弊へいをしており、砲門も破壊されたものが多い。安土としては左舷キープでいる事が前提となる。

　安土側は、〝安土〟の指揮下の元、武蔵の初動を待った。

　すると、来た。

　武蔵が艦尾を右に、安土から離れる方に振ったのだ。これは、〝安土〟からしてみれば艦首を自分達に向けて来るということであり、

「──総員、対自動人形運航艦用にシフト！　初動が変わりました！　──Shaja！」
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　……初しよ手てから小細工無しですか！

〝安あ土づち〟は、武蔵むさしの挙動を知っている。武蔵は総艦長代理として人間を乗せているため、彼女の感覚的な挙動が艦の動きに優先される事がある、と。

　初動がそうだ。

　実際に荷か重じゆうなどで意味がある事だが、武蔵総艦長は武蔵を動かす時、一回逆の方に艦を振る。巨大なものを動かす前に、一度反動や荷重を送り、全体を促すためだ。特にドリフトに入る時などはこれを多用する。

　しかし実際、武蔵としてはその必要などほぼ無い筈はずだ。燃料効率を考えないならば、反動などを全て重力制御で強引に振ってしまえる。

　トータルで見る限り、これは総艦長代理への尊重と、ライン取りとしては曲線が繫つながった美しいものになるからだ、と己は判断している。輸送艦である以上、激しい挙動よりも、ラインが綺き麗れいな方が優先されるからだ。

　この辺り、実は輸送艦の操艦は、最短距離を求めやすい自動人形の苦手分野なのではないかと思いもする。

　しかし今、武蔵はその苦手を捨てた。

　こちらと同じだ。

　勝つための最善をやってくる。それが初動無しの旋回だ。

　艦尾側をこちらから離れる右方へと振りながら引き、艦首側をこちらに向ける。艦左右の加速器は外を向き、右う舷げん前方では左に押し、左さ舷げん後方では右に押している。

　無反動からの超信しん地ち旋回ともいえる軌道に、己は手を上げた。叫ぶ声は、

「安土全艦、機動します！　──Shaja！」
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　大おお久く保ぼは、武蔵むさし野の艦橋上にいた。

〝武蔵〟と酒さか井いがいる場所は、流石さすがに緊張する。ただ酒井は折りたたみ式の長椅い子すに腰を落としており、

「〝武蔵〟さん、ちょっと大久保君のフォロー出来る？」

「──大久保様、御茶など如何いかがでしょうか。──以上」

「あ、いえ、お構いなく。こちら状況確認で忙しいので」

　本心としては、このクラスの人達に話しかけてこられるのはやりにくい。監視されているという訳ではなく、単に場慣れなのだろうとは思うが、採点されてる感が辛つらい。

　……副会長とか全裸とか、気にせんのやろな──。

　自分ももうちょっと気楽にやろう、と思うが、状況は既に動いている。

　武蔵むさしは左への超信しん地ち旋回。安あ土づちが横にいて、こちらが攻撃のために動く現在、立体機動の必要は無い。純粋に水平旋回だ。

　艦首側、左さ舷げんの浅あさ草くさのバウ先端から霧のラインが横に走った。それは一気に浅草の艦首部にまで届き、そこで大気干渉を受けて消去される。

　回る。

　音が来た。風を押すのではなく、裂く音だ。まるで硬い紙を勢いよく破くような音とともに、艦全体が旋回する。

　初動無しの急旋回。これに対し、安土はどう動くか。

　……キツイ筈はずや！

　左にいる安土に対して左向きとなる。これで安土が左舷側を保持しようとしたら、安土は旋回する武蔵の艦尾側に後退して回らなければならない。

　重力加速が出来るとしても、いきなりの後退は厳しかろう。

　だとすればどうなるか、幾つかのパターンを〝読み〟とした時、安土が各部から光を放った。機関系に力を入れ、動くのだ。

　来る。そう思った瞬間、風が動いた。

　安土が、上下に分離したのだ。
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　酒さか井いの振り向いた視界の中で生じたのは、縦三列となっていた安土が、その上二列と下一列を分けた事だった。

　それによって何が起きるか。あ、と己は気付き、

「兼かね定さだの射程から上下に逃げるのか」

　言った視界の先。兼定の半展開した砲口が、夜の空を差している。

　安土は正面だ。だが、安土が上下に分かれたため、砲の先には空白がある。そして、〝武蔵〟が手を振り、

「正面全域防御！　──以上！」

　言うなり、安土が上下からの砲撃を入れてきた。更には、

「回り込むよねえ、これ」

　その通りになった。

　武器を構えた相手と、正面から向き合って撃ち合う必要は無いのだ。安土が艦隊を更に組み替え、武蔵を中心とした弧を作ると、ゆっくりと、しかし確かな公転運動を進めた。

　武蔵の周囲を回り、砲撃を加えるつもりなのだ。

　……こいつは考えたもんだ。

　恐らく、巨大艦で縦列構造をやったのもだが、上下という立体構造をつけた上で、

「弧としては短いけどさ。これ車輪陣だよね、基本的な考えは」

〝武蔵むさし〟さんと大おお久く保ぼ君が睨にらんできたけど、そんな楽しんでるように聞こえた？
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「武蔵の旋回を止めるには、こちらが周回してしまえばいいのです。──Shaja」

〝安あ土づち〟は、速度を出し過ぎて艦隊が外に膨らまないように注意しながら、砲撃を武蔵に送った。

「自転と公転の勘違い。武蔵から見れば、自分達が回っているように見えるかも知れませんが、こちらはただ武蔵に向けた砲を撃つだけでいいのです。──Shaja」

　対する武蔵は、防護障壁を砲撃の軌道に対応する事が出来ても、砲門を向けて撃つという事は出来ない。砲門がこちらを追いかけても、こっちは周囲を一周してしまうからだ。

　今更、砲の旋回は間に合わず、また、周回するこちらに振り向くのも遅過ぎる。

　結果、武蔵は、こちらが砲門の先に回った時にだけ撃つようになるだろう。

　だがこちらは撃ちっぱなしだ。武蔵を三百六十度から削っていく。

　快音。鉄音。打撃音。

　防護障壁の破砕は硝子ガラスを床にぶちまけられたような音を残響する。

　撃ち鳴らす。

　武蔵は防御に硬いが、それでも固定された地上都市のように全展開型の防護障壁を持つ訳ではない。穴はあり、打ち込む事でそれを広げる事が出来る。

　ただ極東型の防護障壁は硬い。減衰式なのですぐに砕けないのが難だ。

　今も幾枚も張り替え、更には、

「……こちらの旋回に合わせ、枚数を操作している!?　──Shaja」
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「別に大した事ではありません。対応としてはよくある事です。──以上」

　と、武蔵むさし野の艦橋にて鈴すずが残した模造を前に、〝武蔵野〟は一つ頷うなずいた。

　今、自分達が行っているのは、精査だ。

　鈴が立ち去り際に安土の形状をほぼ完全にスキャンし、模造化してくれた。恐ろしいのは不確かだった加速器の展開構造までを読み取っていた事で、流石さすがに各所要点ではあったが、それを複製配置して想定する事で、安土の機動力はほぼ読めた。

　ならば後は砲門の動きを精査すれば砲弾の軌道は読める。

　そこで防護障壁だ。

　武蔵全体は、安土を追って旋回する事が出来ないが、防護障壁は別だ。先程までの戦闘で、相手と向き合わない艦の防護障壁を持ち出す方法も習得している。

　この辺り、浅あさ間まが流体経路を三百六十度対応型としてくれた御陰で、

「……恐ろしい事に、武蔵むさしの役職者ではなく、一般の方々の御協力でこの時間帯を凌しのいでいる事になりますね。──以上」

　だが、本番はここからだ。

「──浅あさ草くさ！　　そちらに安あ土づちが回ります！　──以上！」
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〝浅草〟は、浅草艦橋を出ていた。

　自分が立つのは艦首甲板の先端上。既に砲撃が後ろの村むら山やまから回ってくるのが解わかる位置だ。

　空には相変わらずの防護障壁が浮かび、砕け散りながら自分達を守ってくれる。

　己はその左先端において、

「参ります。──以上」

　腰のハードポイントパーツから引き抜くのは一刀だ。

　だが、刃やいばが無い。

　重力刀だった。

　しかし、その鍔つば元もとからは重力刀としての特長である揺らぎや、大気を裂き続ける事によって生じる霧のようなものは出ていない。ただあるのは一つの表示枠サインフレームだ。


《焦点用》



　そう示された表示枠を重力刀の柄つかで頭上に掲げた時。それが来た。

　防護障壁だ。

　対人用ではない。対艦用の大型、三十二メートル四方のものが、震動をつけてこちらの刃の先に射出されたのだ。

　……来ました！

「接続──コンタ──ク!!　──以上！」

　己はそれを振り上げ、声を放った。

「各員調整と射出を御願いいたします！　──以上！」

　直後。来たのは多重だ。既に展開していた一枚を厚くするように、密集多重化で七十二枚。そして先端を伸ばすように、一瞬で同数の防護障壁が縦五十二枚分射出固定された。

　出来上がるのは、己の重力刀から伸びる長さ一キロ超の一刀だった。

　左。

　そこに安土が飛び込んでくる。

　合計六艦の脅威りよりよくに対し、己は一刀を両手で構え、そして手首の返しと押し込みで加速。

「防護障壁刀！　武蔵の防さき人もりとしての一撃、如何いかがですか安土の皆様。──以上!!」
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　危険の計測では、斬ざん撃げき効果があるものと判断された。

〝安あ土づち〟が僅わずかな時間理解出来なかったのは、これが恐らく史上初の、

「戦艦による斬撃戦!?　──Shaja！」

　否、衝角戦や、それこそ短距離光撃砲を用いた斬撃は既にある。問題なのはこれを執り行ったのが実質一人の艦長式自動人形だという事だ。

　周囲の艦からの手伝いが莫ばく大だいであるとはいえ、その制御と扱いは焦点装備の一刀を持った個人に任される。

　……これが武蔵むさしの防さき人もり！

　武蔵の左右一番艦は、各航路での切り込みを行う艦だ。全体としては後付けの艦だが、警戒、防護のために艦長は戦闘行動を可能としていると聞いた事がある。

　だがそれが、戦艦という枠とは別で、近接武術士ストライクフオーサーとしての力であるならば、

「この戦い方は、隠し秘めてきていたもので、思い付きではありませんね!?　──Shaja！」

　高速で迫る極厚の一刀に、己は判断を下した。明らかに安土を両断する威力を秘めた刃やいばに対し、戦艦としては許容ぎりぎりの、

「左さ舷げん艦、中央艦、回避全力……！　Shaja！」
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　大おお久く保ぼは、左舷前方の空に水蒸気の爆発が生じたのを見た。

〝浅あさ草くさ〟が刃を振り抜く先。安土が上方に並走していた左舷二艦と、その下にあった中央二艦の接続を分離。両者が上下に分かれる事で、〝浅草〟の一刀を回避に入ったのだ。

　あー、と酒さか井いが後ろから言う。

「やっぱ全艦下に行くのは無理だったか」

「中央艦は既に下に回った右う舷げん艦に直接引っ張られますから、それを回避の初期加速力に使うたんやと思います。左舷艦は、逆にその勢いを前方向からの揚力で上側に転化したんかと」

「大久保様、よい見立てです。艦橋側からもそのように見ております。──以上」

　褒められると結構というかかなり嬉うれしい。実質、武蔵の中ではまともなトップだ。これが総長や副会長だったらアーハイハイか何か裏があるかと警戒してしまうだろう。

　……私、まだ、変にスレとらんかったんやな……。

　しみじみと周囲環境の変化を思ってしまうが、しかし敵は、これはこれでなかなか上手うまい。

　上下に避けた幅を大きく取る事で、これから回り込む正面、兼かね定さだの射程や範囲から逃れているのだ。

　パニックして左舷艦だけでも跳び込んで来ないかと思ったが、流石さすがにそれはないという事か。だがまだ甘い。浅あさ草くさの一刀が既に彼女の節制管理によって自己崩壊しているのだ。

　超長大な刃やいばが光の塵ちりとなるのを確認してから、己は表示枠サインフレームを立ち上げた。

　前を見る。

　正面を大きく右に回り込み、また、合流しようという安あ土づちがいる。

　中央艦の列が上昇軌道に入ったのを見据えて、己は告げた。

「品しな川がわ。──ぶった切ってくれるか？」
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　抜刀の二発目だった。

　左さ舷げんで出来た事は右う舷げんでも出来る。それを示すように、右舷艦首甲板の先端に〝品川〟は立っていた。

　左を見れば、遠く並んでいる浅草の艦首先端に〝浅草〟がいる。

　いい一刀だった。そして彼女の制御していた情報は共通記憶でこちらに送られてきている。自分がフォローした分もフィードバックがあり、そこからの採用を行った。

　奏塡インストール。

　後は簡単だ。既にやった事として共通記憶を全身に流し込んでスタート。相手の位置に合わせて補正しながら、構えた重力刀の先に、

・浅　草：『慌てず手順をクリアすれば問題ありません。既に私達は一度、立たち花ばな・宗むね茂しげ様を相手に敗北し、そこから修正していますからね。──以上』

・品　川：『あれはいい勉強になりました。単純な訓練やシミュレートでは得られない過程と結論を頂きましたからね。──以上』

　では、と〝品川〟は口を開いた。

「接続──!!　──以上！」
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　夜空に放たれた一撃を見て、輸送艦上に退避していた誾ぎんは既視感を得た。

　品川から放たれた黒の連れん刃じんの軌道が、見知ったものに似ていたからだ。

「あれは、宗茂様の一刀ですか……？」

　いえ、と隣に立って補給食を囓かじっていた彼が言う。

「──あれは誾さんの一刀ですよ。私の剣は誾さんのものなので」

〝もの〟の意味が違ったら恥を感じるどころではない。ただ周囲がゆっくりと真顔を向けてくる中、自分の視線の先では当然のように結果が出た。

　上方を行こうとしていた安土左舷艦に、品川の一刀が届いたのだ。





●






　届いた、と〝安あ土づち〟は事実を認識した。

　今、左さ舷げん艦とは牽けん引いん帯たいが外れている。それゆえに指示伝達などは通つう神しんに頼らずを得ず、回避運動が遅れたのだ。

　だが、指示が間に合わなかったために上手うまく行った部分もある。回り込みの速度と加速が、牽引帯分離によって制御出来なくなり、左舷艦はそれぞれ大回りの軌道になっていたのだ。

　直撃と言っても、当初より遠くなっている。あとはこちらの覚悟だが、

「左舷艦総員！　耐ショック態勢！　──Shaja！」
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　一刀による削り上げだった。

　黒の防護障壁で出来た刃やいばの先端は、鉈なたのように軽く安土左舷前艦の艦首に打ち込まれた。

　艦首としてはやや右側だった。大回りの上昇軌道だけに当たりが中央からズレたのだ。

　そして、相そう対たい速度が突っ走った。

　黒の刃は安土の内部構造四階層から五階層目まで届き、その艦体の中央近くまでを断ち割って行く。

　音は金属の破裂と、巻き上がって砕けていく甲板の木材がたてた打音だ。

　一気に行く。

　反るように削そぎ、走るように上げて行く。

　切るのではなく、その形に割って仕上げる。そんな一撃が安土左舷一番艦を通った。

　そして障壁の一刀は〝品しな川がわ〟の手て捌さばきによって刃を立て、

「次」

　加速するなり、二番艦に回避の余裕も与えず食い込んだ。

　割る。
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　大おお久く保ぼは、刃を立てて削いだ先、安土左舷艦が爆炎を吹いたのを確認した。

　空に煙が流体光の焰ほのおと上がり、その奥から赤の火が空に回る。

　旗を打ち鳴らすような音と共に、大気の震えが届いてきた。

　やった。だが、

「軽いな」

「燃料系の区画は延焼を考えてパージ可能ですからね。今、爆炎が派手に吹いているのは本体内部で爆発が圧縮されたためではなく、外にパージされているからでしょう。──以上」

「どういう事だよ〝武蔵むさし〟さん」

「安あ土づちはまだやる気だという事です。──以上」

〝武蔵〟の言う通りだ。煙の拡散の中から、安土左さ舷げん艦が飛び出してくるのが見えている。

　風音は隆々だ。炎を噴き、破損しているが、

「流石さすがは戦艦。あの程度では沈みませんか。──以上」

　だったらこちらのする事は単純だ。手を前に掲げ、総員に指示を出す。

「──これより本艦は安土撃沈の艦隊機動を取る。総員、非常時と思って構えたってや」
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〝安土〟は、攻撃よりも艦隊を制御する方に重点を置いた。

　今の自分達の位置関係や構図は、戦闘機動中の自分達が知覚するものより、艦隊の外、輸送艦に退避した皆から送られる客観情報の方が有意だ。

　見逃しなく伝わってくる外からの情報には、意見や進言、アドバイスなどもついていて、各艦艦橋内でそれらは吟味されて採用される。今もそうだ。応援の声もあるが、

・６　　：『飯はないのか』

　……プライベート過ぎませんか!?

　とはいえ蜂はち須す賀かも、武神の中からようやく出てきたのだろう。退避用の輸送艦はどれも統一規格だったので補給食の在処ありかは知っている。念のために配給場所が作られているかも知れない事を伝えておくと、すぐ返答が来た。

・６　　：『すまん。頑張れ』

「──Shaja」

　艦長式だが基本は侍女式だ。人類から頑張れと言われるのは恥の極み。だが、十じつ本ぽん槍やりとの付き合いはそれなりにあり、

　……解わかっております。

　蜂須賀は自分に対して、こう言っているのだ。

「勝てと、そういう事ですね。──Shaja」

　呟つぶやいた瞬間。声が来た。それは下を行く右う舷げん艦の艦長二人からで、

『〝安土〟様！　──武蔵が軌道を得ます！　──Shaja』

　動くのか。それは、下にいる二艦からの報告ならば、

『武蔵、艦尾側から傾斜しつつ、旋回に入ります！　──Shaja！』
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　武蔵がゆっくりと落ちていく。

　艦尾からだ。まずは左右三番艦。続いて中央後艦。更に左右二番艦。そして中央前艦。最後に左右一番艦が、尻しりから下に落ちていく。

　全ては先に行く左右三番艦の艦尾側からの動きだ。

　しかもその落下は、単に坂を落ちるようなものではなかった。

　真下方向。

　全艦は、艦尾を真下に。艦首をやや斜め上に向けながらも、旋回を始めたのだ。

　渦だった。

　下に吸い込まれる渦潮の軌道で武蔵むさしが行く。

　落ちて、安あ土づちとの距離を空けようとする。
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　似た動きを、左さ近こんは見た事があった。

　ネルトリンゲンだ。

　かつて自分の初うい陣じんの時、ネルトリンゲン南の空で、武蔵は艦首を下にした状態で渦を巻く軌道を取ったのだ。

　あれは急速な停止と衝撃波でM.H.R.R.神聖ローマ帝国艦隊を崩すものだったが、今は違う。

　……降下のためですよーう！

　高度十キロ。その高さを考えた場合、武蔵が何をするかは解わかる。

「武蔵は、渦状に機動する事で、主砲の射角をとろうとしてるんですよ！」

　え？　と振り向く皆の中で、清きよ正まさが眉まゆを上げた。

「──白しら鷺さぎ城じよう戦！」

　え？　と今度は自分が声を上げた。

「それ知らないですよう？」

『小こ姫ひめ！　貴様の初陣前の戦いとはいえ、武蔵とP.A.Odaの戦闘記録だぞ！』

「いや、だったら鬼おに武たけ丸まるさんが自分に教えてくれればいいんですよう」

『楽をするな小姫！　自分で調べる事でまた多種の知識が身につくのだ！　解ったか！』

「アーハイハイソウデスヨー。──で、清正様、どういう事なんですよう？」

『楽をするなと言ったばかりだぞ小姫……！』

「いやいや、楽をするためにコミュ力を身につけてるんですよう。この辺り、友人いない歴人生から死後から現在までという歴史的権威な鬼武丸さんには残念かもしれませんけど」

『貴様……！』

　まあまあ、と清正が割って入るというか仲裁に来る。そして彼女は、空に轟ごう音おんを立てて落下を始めた武蔵に視線を向け、

「かつて滝たき川がわ・一いち益ます様の白鷺城と武蔵が戦闘した時、同様の構図があったのです。あれは有あり明あけを戦場に、白鷺城が周囲を旋回して攻撃を行ったものでした。

　今のこれは渦状の旋回が違いますが──」

　清きよ正まさが断言した。

「武蔵むさしは、恐らく、戦闘機動に関してはこれまでの経験を全て再現、または組み合わせて行うと、そう決めているのでしょう。だからこその対応の早さです」

『だったらどうする？　清正』

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正が眉まゆを立てた顔で頷うなずき、表示枠レルネンフイグーアを手で弾はじき出した。

「武蔵に前例があるならば、こちらにもあります。──それで封じ込めましょう」
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　遠く、地響きとも海鳴りとも、遠雷ともいえる音が西の天上から響いている。

　対し近くにある広大な湾は、浜に寄せる波を高くしていた。

　そんな光景を、三み河かわコーチン平飼いの柵さくに手をついて眺める影があった。

　池いけ田だ・照てる政まさだ。

「何かもう完全に寝るタイミング逃したなー……」

　いろいろあって安あ土づちと武蔵を見送ったら、今度は通神帯ネツトの方で浅あさ野のや鍋なべ島しまが参戦するという話になったとか、可か児にが武蔵側に回ったとか聞くし、

「……ウニって何？」

　など、よく解わからん事の答えが来るかと思っていたら艦隊戦が始まった。これはもうアレだ。深夜にやってる番組と同じ。とりあえずもう、全て終わってみないとどうにもならん。

　結果を聞いたら寝よう。そう思って、表示枠で何か時間潰つぶしの深夜放送がないかと思えば、

「く、くそ、どの広報関係も全部武蔵と安土か！　江え戸ど通つう神しんまで！」

　地方教きよう導どう院いんでも気になるらしく、通神帯がパンク寸前だ。先程も三河に放置されていた神社が、その流体管理システムである社やしろの流体槽を破裂させ、麾き下かの者達が補修に向かった。

　一体コレはいつまで続くだろうと、そう思っていると、近くをうろうろして時折西の方を気にしていた刑部おさかべ姫ひめが、いきなり身を震わせた。

『ありょりょりょりょりょ！　りょ!?』

「おいおい何だ何だいきなり。何か流体干渉でも起きたか？」

　問うと、彼女の周囲に表示枠が幾つも出た。慌てて強制介入をしようと思ったのは、その内容が刑部姫の情報を参照するものだったからだ。

　だがよく見れば、向こうの担当は羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの平野で、

「……〝白しら鷺さぎ城じようの戦闘記録を参照させて頂きました〟って、何に？」

　上位強制介入による参照は、しかしすぐに終わった。

　刑部姫の周囲から表示枠が消え、自分の通神文メールに平野から先程と同じ内容の文面が即届けられてくる。早いなあ、と思っていると、刑部姫が目を回したようにフラつきながら、しかし西の空を指差した。

『てるるるるてるてる』

「ん？　どうした刑部おさかべ姫ひめ。……向こうの戦闘が気になるか？」

『ててててすてすてすてすためんと』

　頷うなずき、一度頭を振ってから、刑部姫が言う。

『かたきたきたきたきたきかたき、とってくれくれくれくれるるるる？』

　ああ、と己は理解した。

「白しら鷺さぎ城じようか」

　自分はその戦いを見た事がない。そしてまた、今、西の空で行われている戦いも、自分はやはり見ていない。

　だが、今の遣り取りで解わかった。

「お前の戦いを使って、どっちが勝つかやってるんだろう。武蔵むさしと安あ土づちが」

　起きている理由が、何となく出来た。つまりこういう事だ。

「結論が出たら解るだろ。──それまで待とうぜ、刑部姫」
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　下る。

　武蔵が己を下へと伏せるように落としていきながら、回る。

　軸は斜めに、漏ろう斗と状の渦を作るように八艦が回り立ち、下って行く。

　だが安土は同型艦の挙動を見逃さなかった。煙を噴き、流体光を散らす左さ舷げん艦を合流させると、周回の勢いを利用し、身を翻すようにして空中で倒立運動に入った。

　追うのだ。
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〝安土〟は、白鷺城の戦闘記録から、距離を空ける事の危険性を悟った。

　武蔵は艦尾側を下に落とし、仰角を取りながら下り、回る事で、周回するこちらを射角に入れる。強引だが、下に降りれば距離は空く。それは射角が広くなるという事だ。

　対する自分達は、距離を詰めなければならない。

　しかし武蔵が速い。こちらに艦首を浅く向け続けるための旋回運動に、落下による運動を利用しているからだ。

『〝安土〟様！　武蔵の射角に入ります！　──Shaja！』

　遅れ気味の後艦、右う舷げん側からの叫びが来るが、武蔵が狙ねらっているのは直撃弾だ。艦尾が射角に入っている程度では撃たれないと割り切っていく。

　距離を空けてはならない。

　だが、既に、艦尾を水平から真下へと回しながら閉じ、降りていく武蔵むさしに追いつくには、同じような向きでは間に合わない。ならば、

「全艦倒立──！　──Shaja！」

　周回の勢いをつけ、左さ舷げん側がやや後追いになるが、倒立する。こうする事で、まず武蔵に対して正対近くに持ち込める。

　……被弾面積は小さくなります！

　しかしそれが狙ねらいではない。やるべきは、加速をつけ、武蔵を追う事だ。

「武蔵に被かぶります！　──以上！」

　武蔵の上側に飛び込み、その旋回降下に重なっていく。それも武蔵が艦尾から下がるなら、こちらは追いつくために艦首から突っ込み、更には、

「全艦反転……！」

　全艦、まとめて一回バレルロール。軸転を叩たたき込めば、武蔵とは上面と上面を向かい合わせる形になる。それも前後を逆にして、だ。

　こうすればもう、武蔵は兼かね定さだを撃てない。

　その意味を、己は総員に叫んだ。

「白しら鷺さぎ城じようの仇かたきを討てます!!　──Shaja！」

　わ、と自動人形達が歓声を上げた。誰だれも彼も、安あ土づちと同様に新型艦として建造された白鷺城の事は気に掛けていたのだ。

　あれは自動人形による管制システムではなく、滝たき川がわに合わせた人員式で、制御は人格ＯＳの刑部おさかべ姫ひめによるものだった。自分達とは違う艦だが、だからこそ可能性というものを皆感じ、関東方面の押さえとして期待をしていた。

　だがそれは砕かれた。

　武蔵改かい。ノヴゴロド行きで初披ひ露ろうとなった安土同型艦の改型が破壊したのだ。

　仇を取るならば、

「安土がその仇を取ります！　──Shaja！」

　今、こちらは敵の戦術を上書きした。過去に勝った方法はもう使えないと示したのだ。

　しかも甲板を向かい合わせているならば、こちらは装甲と砲門にものを言わせ、戦艦の本領を発揮出来る。ならば後はそうするだけだ。命じる言葉は、

「全砲門斉射……!!　──Shaja!!」
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　大おお坂さか湾に立ち上がり、下っていく鉄の螺ら旋せんが、その隙すき間まで砲撃と防護障壁の殴打を連続した。夜の闇やみの中、捻ねじれた光の板が空中に高度十キロ近くまで発生し、そこから反響した爆発と破砕音が響き渡った。

　両者は有効打を与えもすれば全く届かぬ力を散らしもし、空で絡みながらの威力を発す。

　安あ土づち上や中では砲撃と防護担当の自動人形達が甲板に出て目視で全てを管理し、対する武蔵むさし上では艦の挙動を助けるため、戦士団が砲撃を避けながら立ち回った。

　特に武蔵は牽けん引いん帯たいの精密管理が問題となっていた。降下しながらの複雑な操作が必要だったが、兼かね定さだ保持のために燃料を消費出来ない。ゆえにあるのは、

「人力隊──!!」

　武蔵陸上部。主に第一特とく務む麾き下かに所属する彼らが、牽引帯基部に設置されている非常用のマニュアルワインディングコアを展開する。

　装甲板をパージし、下から出てくるのは直径五メートル程の、

「おいおい、コレ、教科書で見た事があるぞ！　ローマで物言う道具が回してたアレだ！」

「正に人間歯車だな！」

　戦士団達の皆は笑い、艦橋部から送られてくる巻き取り回数の表示枠サインフレームを確認した。それは時間としての期限と、巻き取りの方向、回数までがタイムラインに従って書かれたもので、

「おお！」

　頭上、来た砲弾は防護術式がカバーする。それもかなり早いタイミングで、だ。

　つまりここが要かなめだ。

　同じような箇か所しよは各艦に幾つもあり、それぞれが持ち場についた事が艦上に上がる照明の投光術式で確認出来た。十。二十。三十を超える光が上がり、

「よーし！」

　皆が、ワインディングコアの歯車から突き出したグリップを握る。すると中央に鳥居型の表示枠が出た。

「お！　マニ車式だな!?　流石さすが神しん道とう、何でも有りだぜ！」

　加護は、回転力の補助と操作系術式の発動。更には加速力がつけば回す者達の疲労軽減までが生じ、

「更に回すと景品で御神体まで出るかも知れない……!?」

「回せ──!!」

　皆が叫び、グリップを押すように回した。

　押して、押し続け、動いたら動き続かせて、足が前に出たら更に出して、

「おおお……！」

　走る。走り出す。足裏を空回りさせて行き、しかし応じるように、

「牽引帯──！」

　武蔵を挙動させる要の一つ。牽引帯が火花を挙げて巻き取りと引き出しを開始した。

「行くぜ野郎共！　女の子はアレンジしてくれよ!?」

　叫んだ。全員が、押して、走って、引いて、力任せに、だが声を上げた。

「代表委員長！　好きにやってくれ！」
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　大おお久く保ぼは、息を深く吸った。

　肺に煙と金属の焼けた匂においが入ってくるのは、この苦みの大気を頰ほおで味わうのは、関東解放以来となるだろうか。

　空に敵艦がある。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ方面で言う〝挨拶プリヴエート〟というものだろうか。

　まるで天井のように、安あ土づち六艦が正対しており、そこから砲火が降ってくる。

　実際には垂直構図なので水平の撃ち合いだろう。だが重力制御で甲板側を下にしている現在、これは一種の悪夢のような映像だ。

　旋回と降下についてきた安土によって、完全に押さえ込まれ、かわす事の出来ない砲弾の雨を連打で食らい続けている。

　すでに各所の防護障壁は破られ、被弾も始まっていた。自分達が立つ武蔵むさし野の艦橋も、その間際を砲弾が何発も落下し、届き、表層部で炸さく裂れつの光を上げ始めていた。

　苦戦していると、そう見える。

「好きにやる前に、やられたい放題となっとるな」

　全く、無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　碌ろくな事のない学生生活な気がする。だが、

「加か納のう君」

『──Ｊｕｄジヤツジ．、各艦首、人員、用意出来ております』

　通つう神しんから声だけ聞こえてくるのは、画像付きだと現在の通神環境では厳しいからだ。

　外から送られてくる言葉ばかりの実況も、それを聞く限り、安土は強引な挙動でこちらを支配しているようだ。

　だったら、と己は右手を肘ひじから挙げた。コレは副会長のようやな、と思いつつ、

「武蔵全艦に告げる！」

　現状を切り抜けるための方法は一つだ。

「左右三番艦、艦尾側から全艦に向け、ステルス防護障壁展開！　安土から姿を消せ！」
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〝安土〟は砲撃の連打を重ねながら、武蔵の全てを管理しつつあった。

　今、こちらの攻撃は効いている。だが、

「全砲門、武蔵主砲を照準から外しなさい！　──Shaja！」

『!?　どういう事ですか〝安土〟様！　──Shaja！』

　目的は一つだ。主砲を逃しておけば、このまま武蔵むさしはある事を行う。だから、

「武蔵を誘導するためです！　武蔵の主砲を温存──」

　と、そこまで言った時だ。いきなり、眼下となる頭上から、〝白い〟としか表現出来ない音が浴びせられてきた。これは、

「ステルス防護障壁！」

　安あ土づちも単純なものを使用しているが、それではない。多重構造式の、姿や音などを完全に消すものが、こちらの艦首先側にある武蔵の艦尾から射出されたのだ。
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　あ、と浅間は思った。

　武蔵の艦尾側、下の海に当たらぬよう艦尾をやや南に向けて流し始めた先から、大型の術式表示枠サインフレームが出たのだ。

「ステルス防護障壁に入るんですね……!?」

　上から逆さになって被かぶる安土に当たらぬよう、各艦列単位で小型化された表示枠は、すぐにシリンダー状に旋回しながら武蔵の左右と中央の三列を包み、下から消して行く。

「だけど、あれだけ至近距離で隠れて、何か意味があるんですか？」

　問うと、横のホライゾンが振り向いて頷うなずいた。

「あります」

「……それは？」

「あります」

「……どういう意味か、聞いて良いです、か」

「……よくありません」

　何だか解わからないが、頑張ったと思うので握手はしておく。するとネシンバラが言った。

「これは仕込みだね。あのステルス空間の中で、何かをするんだよ」

　ホライゾンが手を上げた。

「何をですか」

「いや、だから、何かを」

「だから何をですか」

「いや、だからさ、何かをだって」

「だから何をですかと」

「あ、あの、ホライゾン？　ネシンバラ君は気分で喋しやべってるんで」

　あの、と応じたのは鈴すずだ。彼女は手を上げ、

「兼かね定さだ？」

「……あの状態から、当てるんですか？」

　ううん？　と鈴すずが両手の平をこちらに向けて左右に振る。そして彼女は、右の手の平を水平にして、それを後ろに下げながら、

「反動で下がるの。それなら、ほら、──〝挨拶プリヴエート〟、剝はがせるから」
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　武蔵むさしが消えていく。その光景を見つつ、〝安あ土づち〟は勝利のための手立てを確認した。

「武蔵の形状、幅、全長を精査。──Shaja」

『Shaja！』

　戦闘中でも、大型艦はそのバランスなどを変えるために内部を組み替え、サイズが変化する。移動や防御時だけではない。低空機動や着水、着地時は地球の丸みに対応するためだ。

　これから自分達が行う事に対し、武蔵のサイズを測る事は有用だった。そして、

『〝安土〟様！　計測出来ました！　現在のサイズと最大サイズ、そのうえで今戦闘における平均的な観測範囲内でのサイズ計測が出来ています！　──Shaja』

「Shaja」

　と、ここで己も了承の意を返す。

　ならばする事は単純だ。武蔵を追い詰める。誘導する。そして倒す。これだけだ。

　アレンジを効かせる必要はあるだろうが、

「全艦重力加速器を後方展開にて待機、その上で左右二艦、全開まで距離を取った後、武蔵側に進行。武蔵を上と左右から囲みます」

　ステルスを掛けていようが構わない。

　安土の中央艦で上面を、左右艦で左右からを包囲する。

　今は垂直構図だ。艦底側に移動する事は難しく、行ったとしてもこちらはすぐに追いつける。

　見えなくなったとしても、これで完全に確保出来る。だから、

「──移動、展開、開始しなさい！　──Shaja！」
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「うわ、コレ考えたのタケっしょ？　エグくない!?」

　と安治アンジーが言うのも確かにそうね、と嘉よし明あきは思った。

　包囲戦だ。

　垂直に、旋回しつつ、しかし既に下端は南側へと流れていたのだ。

　そして眼下から姿を消していく武蔵を安土が抱いた。

　武蔵の幅を確定した上で、安土が、その左右艦の位置を中央艦から広げ、武蔵を挟み込むようにしたのだ。

　武蔵は垂直状態なので、艦底側に移動する方法を持たない。重力加速器を艦上側に展開すれば艦底側に振る事は出来るが、艦尾はもう海面すれすれの筈はずだ。いきおい一番艦側が海に叩たたきつけられる事になろう。

　結果、武蔵むさしは左右と上面を押さえ込まれ、自由に動けない。

「ステルスを張っておけば、とりあえず、致命箇か所しよは狙ねらわれないけどね」

「でも、武蔵側だって相当キツい筈ですのよ？　だってステルス防護障壁を至近展開していると言う事は、安あ土づちの砲弾がその壁を通らないと見えないという事ですもの」

「まあ、あの武蔵なら、そのくらいの至近弾は対応出来そうだけどねー」

　ただ、武蔵の降下速度が上がっている。

　安土から逃れようとしているのだ。

　……安土にステルス内に入られたら、意味が無いものね。

　しかし、そのような事は安土も解わかっているだろう。それに、ここまでの流れやパターンを作ったのが竹たけ中なかだとすると、

「──どう？　竹中。安土は上手うまくやってる？」

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．、上手くやってるというか、〝安土〟成長したなあ、という感じですかねー。でも、それもですけど……」

　？　と疑念を首の傾かしげで伝えると、自分達の軍師は口を横に軽く開いた。

「あの武蔵の代表委員長、政治系のキャラかと思ってましたけど、慶けい長ちようの役えきでもやってくれたように、相当胆力ありますねー……。おねーさんだったら今の武蔵の指揮を執るなんて、全身がえろで破裂しかねませんけど、武蔵、淡々と機動してますよ、あれ」

　と彼女が指差す先、武蔵が消えた空に安土だけが螺ら旋せんを描いて降下し、南へと海上を行こうとしている。

　だが、見れば安土の姿が揺らいでいた。

　……陽かげ炎ろうと、煙？

「ステルス空間の中で、武蔵が被弾して、炎上してるんです。──それなのに焦る事なく本来決めた通りの動きを武蔵にさせてるんですよ。あの代表委員長」

　竹中が肩をすくめ、こう言った。

「最終的なうちの勝利は揺るがないと思いますけど、〝安土〟には言っておかないと駄目ですね。この時点でも絶対に手を抜くな、って」
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〝武蔵〟は、大おお久く保ぼの評価を改めた。

　これまでは政治系で、積み重ねた判断や施策の実行力に優れた学生だと思っていた。

　だが、そういったものの背景に、明らかに一つの要因がある。

　それは、自身の行いへの自信だ。

　現状。武蔵むさしは砲弾を浴び、各所から被害が計上されている。防護障壁が要所を守っているために通常航行に問題はないが、装甲が剝はく離りし、重力航行やこれ以上の砲撃戦は危険だと、各艦長達が警告を寄越してきている。

　確かに眼下では各所から火が昇り、煙が流れ、流体光の漏出もある。表層部の穴を覆う防護障壁も何枚かが穴開き状態で、無事な区画を探すのが難しくなりつつあった。

　深刻度は別として、被害状況で言えば、アルマダ海戦で火船の直撃を食らった浅あさ草くさと品しな川がわに全艦が近くなりつつある。

　危険だ。

　だが、大おお久く保ぼは自分の作戦を通す。

　揺るがない。

　無根拠ではないのは、要所で指示を出し、進行を確認し、必要ならば補正している事からも解わかる。

　ただ、焦らない。動じない。恐れない。

　この被弾と損害は、彼女の作戦に対し、思案に当たらないか、または必要なものなのだ。

「──〝武蔵〟、えらいすんませんな、これ。でも、ちょっと我慢したってや」

「どうしてですか。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が応じた。こちらに背を向け、被害の全てを見据えた上で、左手をその艦上の風景に掲げた。そして彼女は義腕の五指を開き、

「武蔵は補修すれば直るやろ。せやけど、──勝利は補修で得られんから」

「いいね、それ。おじさんちょっと今度真似まねしてみたい」

　と酒さか井いが身を起こして言った。彼はそのまま、前傾になって膝ひざに両肘ひじを置き、

「正まさ純ずみみたいだねえ、って言ったら怒る？」

「いえ、違うものだと自覚ありますんで」

　そっか、と酒井が口の端はに笑みを作って言った。

「似てないって言ったら怒る？」

「酒井学長」

　大久保が、吐息で言った。

「──比較せんといて下さい」

　確かに、と頷うなずくこちらの正面。大久保が左の手を握りしめた。それは、

「武蔵全艦、水平状態に移行……！」

　八艦が降下を終え、大おお坂さか湾の海上にて水平状態に入ろうというのだ。

　だが、全艦が状態を確保しようとした時だった。艦の航行としては一番先頭となる高たか尾おから、〝高尾〟の声が響いた。

・高　尾：『上方より安あ土づち中央艦接近！　──武蔵を逃がさず、押し潰つぶしに来ています！　──以上！』
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　逃がさない、という言葉を態度で示すとどうなるだろうか。

〝安土〟は、別にパーソナルな経験としてそんな事をした事がない。

　鬼ごっこ、という言葉が浮かびもするが、アレはフィールドを使ったものだ。

　今、下にいるであろう武蔵むさしに対して自分がすべきは違う。

　圧壊だ。

　ステルス空間にいる武蔵を、上から中央艦で押し潰つぶす。

　逃がさない。

　竹たけ中なかから手を抜くなと言われているのだ。お互いは前後逆になっているが、安土は六艦態勢であるため、一艦ずつの大きさは武蔵に勝る。

　避けさせないよう、左右艦のバインドを狭め、そして上の中央艦を上下反転させた。

「落とします。──Shaja」

　艦底部を下げた。

　今や眼下は夜の大おお坂さか湾だ。一気に高度を落とすと、

　……おや。

　下に広がっていた海面。夜に暗く波頭だけが陸の光や安土の砲撃光を反射していた海がある。

　だが、そこに異変が生じた。

　海面が、楕だ円えん型の立体を押しつけたように変形したのだ。

　海が圧迫され、熱を帯びて夜気に陽かげ炎ろうを生んだ瞬間。

『中央艦直下！　武蔵出現します！　──Shaja！』

　艦橋からの声を同時にそれが現れた。

　武蔵だ。白と黒の艦。予想通りに多重の被弾を食らい、煙と炎を上げている八艦がこちらの真下にその姿を現していく。

　しかし、手を抜かない。こちらはまだ戦闘続行なのだ。だから己は指示をした。

「武蔵を潰します！　──Shaja!!」
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　大おお久く保ぼは動かなかった。ステルス防護障壁を砕いて、上から巨大な建造物が降ってくる。それは明らかにこちらを潰すつもりで来て、

『武蔵むさし野の艦首！　全域に耐ショック態勢──！　──以上!!』

　軋きしみが震動として吠ほえ、武蔵を上から歪ゆがめた。

　当たる。

　安あ土づちの艦底が武蔵むさし野の艦橋を上から伏せに来た。

　自分の右、そこに、大気の圧によって熱を持った安土の艦底がある。

　止まらない。

　武蔵むさしが下降するが、それより速い勢いで安土が落ちてくる。

　艦橋上面の装甲が、圧壊部分から一気に四方へと弾はじけ飛んだ。

　自分達、〝武蔵〟や酒さか井いのいる辺りを起点として、端まで数秒。白の装甲板が散って、そこで漸ようやく橋状艦橋中央が歪ゆがんだ。

　下に、明らかに中央部へと橋状艦橋が傾斜する。

　そして武蔵野が沈んだ。中央を下に強く押され、艦首部側が持ち上がるのが見える。

　艦体には強度なストレスが掛かっているだろう。

　武蔵野艦橋からは、艦全体の強度関係を示した表示枠サインフレームが来るが、今やどこも赤警告だ。

　軋きしみがある。何もかもが、悲鳴を上げている。だがまだだと、そう思った時だ。

・武蔵野：『艦底部着水します!!　──以上！』

　……よく耐えた!!

　何もかもを認め、賞賛するつもりで、己は右手を挙げて叫んだ。

「小しよう兼かね定さだ、発射……！」
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　……来ました！

〝安土〟は、この時を待っていた。

　兼定の初動は先に見たものと、他の艦が受けた際の情報から理解している。

　これは小兼定。

　そしてタイミングとしては、武蔵が海面に当たった時だ。この瞬間。下に武蔵を押し込んでいた安土は、膨大な海が持つ反力によって僅わずかに押し返されるのだ。

　そこで隙すき間まが出来たところに、武蔵が小兼定を撃つ。

　とはいえ、こちらが武蔵の上に被かぶり、包囲している状態だ。兼定が当たる筈はずもない。

　それなのに兼定を撃つ理由は、先に一度見た。

　兼定の砲撃の威力を利用して、高速に後退するためだ。

　山やま崎ざきの合かつ戦せんに入る前、武蔵が見せた離脱法。

　しかしあの時の移動距離や速度など、こちらが見覚えていない筈もない。

　既にこれは予測された事。何故なぜなら、

　……武蔵の運航に不慣れな代表委員長達は、これまでのライブラリを使用するからです！

　その通りだ。今、兼定が発射され、空中と海を正面方向にぶちまけた。

　砲撃音が拡散し、何もかもが可聴域を超える。発光現象すら起きた背後、武蔵むさし全艦がその威力にキックされた。

　スタートする。まだ残っていたステルス防護障壁を纏まとい、八艦が吹っ飛んだ。

　何もかもが下がっていく。だが、こちらは対応出来ている。

　武蔵の艦尾方向に、最初から艦首側を向けていたのはこのためだった。

　既に加速器は全て後方に向けて用意をしている。

　ならば後する事は一つだ。移動距離も読めているならば、

「指定位置まで全艦全速前進！　武蔵の封じ込めをそこで確立します！　──Shaja！」

　眼下、艦底の縁で盛大な火花が上がった。武蔵が強力なバックステップを放ったのだ。

　直後にこちらも追うために、

「Shaja！」

　飛んだ。大おお坂さか湾の海面を衝撃波で飛ばし、武蔵を今度こそ上から潰つぶすために飛ひ翔しようした。
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　誰だれもが、一つの結果を見た。

　安あ土づちが高度三キロ強まで跳ね上げた海水が、夜の底に莫ばく大だいな霧を生んだのだ。ただ、その霧自体も巨大艦の速度によって割られ、大坂湾には霧の層と、その中央を南に突っ走ったラインの谷が出来上がっていた。

　莫大な海水が押しのけられて散り、広い空に切り裂きの低音を反射させた。

　鳴り響く。海が割られ、戻って、そして水が激突して怒ど濤とうを吠ほえる。

　だが、上空から見守っていた武蔵勢も、羽は柴しば勢も、ただ、安土を見ていた。

　大坂湾の南側。

　そこに、左右艦を内側に向けた安土が、武蔵包囲の姿勢で半ば着水していた。

　止まっている。

　既に降下も終え、下にいるものを沈めた状態だと、そう見えた。だとすれば、

「……安土が、勝ちましたの？」

　まず羽柴勢の中で、糟かす屋やの声が、まず、小さく生まれた。

　疑問だ。

　誰もが、起きた事実を認めて良いものか解わからず、安土からの報告を待っている。

　だが、応じるように、今度は対する武蔵勢の中から疑問する言葉があった。

　鈴すずだった。彼女は耳の〝音鳴りさん〟に手を翳かざし、前に出て、

「……？」

「ええと、どうしましたの？　鈴」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と鈴が頷うなずいた。彼女は一度口に手を当て、んー、と唸うなった後、

「何か変な音、する……？」

「失敬！　流石さすがですね鈴すず様！」

　ホライゾンが右手を挙げて言って、ミトツダイラが自前の香水を彼女の服などに吹くが、鈴はしかし海の方を気にしたままだ。ただ彼女は首を傾かしげ、こう言った。

「皆、気にならないの？」

「あの、何がです？　鈴さん」

　アデーレの問いかけに、鈴が海に広がった霧の一点を指差した。

「あの、皆、さっきからあそこ見てるよ、ね？　違う？」

　しかし、彼女の示す場所には一つの物があった。

　空白だ。何も存在していない。ただ霧の層と、割られた谷があるだけだ。

　そこには何も無い。

　え？　と皆が眉まゆをひそめるのに合わせて、鈴が口を開く。

　窺うかがうように疑問する理由。それを彼女は、だって、と前置きし、こう告げた。

「……安あ土づちの下、武蔵むさし、ない、よ？」







[image: 第四十三章『楔位置の宣言者』]
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「武蔵むさしが消えた!?　──Shaja！」

〝安あ土づち〟は、全艦に急ぎ武蔵の捜索をさせていた。

　いないのだ。

　眼下に存在し、瞬間的な到着と同時に潰つぶし、沈める筈はずだった。ちゃんと武蔵の初動だって確認していたのだ。

　それなのに指定の場所で落とすような急降下をしてみれば、

　……いない!?

　あの巨大な八艦が存在していない。流体検知にも、光学、聴音などの検知にも反応が無い。

　おかしい。

　ほぼ同時にスタートしたのだ。安土の検知系も、武蔵むさし野の艦橋が火花を挙げて先に後退したが、こちらもすぐに追いついたのを確認している。

　だが何もかもが、ロストしている。

　可能性としてあるのは、まず、武蔵が軌道を変えて左右どちらかに退避した事。

　しかしこれは、安土の左右艦が囲いを作っていたため、否定出来る。そのガードに当たらず左右に抜けるのは不可能であろう、と。

　もう一つ可能性としてあるのは、武蔵が兼かね定さだによるバックダッシュに耐えられず、自壊したという事だ。

　だが、この場合、八艦全部が崩壊したとは考えにくいし、何よりも安土の知覚系には周囲の海上にある筈の武蔵の残ざん骸がいが全く見つかってこない。

　だとすれば、消えたのだ。

　確認のため、移動経路や上方に砲撃を送る。すると、流体光をもって飛んだ数発は、霧の間に生まれた谷や空を、その終端や何処どこまでも突き抜けた。

　武蔵がステルス化していれば、途中で砲弾は消える筈だ。

　それがない。

　また、霧の中をこちらまで届く谷も、何処からか分岐しているという事もない。

　ではどういう事だろうかと思った時。正面の視界が光学的に晴れてきた。高く湧わき上がっていた霧が、海水の温度が戻るに従って沈み、消え始めたのだ。

　見える。

　谷間は薄れ、西の淡あわ路じ島しまや、本土の岸となるM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク領が見えている。

　しかし何もいないと、そう感じた時だ。己はふと、流体検知の報告を再確認した。既に周囲四十キロ圏内は確認して、何もいないのを見ているが、

「……？」

　検知の中央には、当然、安あ土づち自体の流体反応がある。

　先程の重力加速で、散らした霧は加速器からの影響をうけ、淡い光のベールを表示枠レルネンフイグーアの中に広く生んでいた。それは安土にも届いており、安土全艦の流体反応はどことなくぼやけた形となっていた。

　……だから、武蔵むさしが下にいるかどうか、判断がつきにくかったのです。

　他、検知系でも、いないというのが解っていた。

　では何処どこにいる、と改めて見た流体検知の表示枠に、己は違和を得た。

　安土の流体反応が、霧の中にいる。

　ぼやけて、映る安土の六艦は、時に揺らぎ、くっついては離れたりしている。

「────」

　おかしい。何故なぜなら、先程から流体検知で安土がこう見えていたのは、

　……加速器の影響を受けた霧があったからです。

　しかし今、霧が無い。それなのにこのような状態となっているという事は、

「全艦全速前進！　──Shaja！」

　危険だ。こちらの判断によって全艦に最高レベルでの警報が走り、全ての制限を解除する許可が下ろされる。とにかく急いで移動しなければならない。何故ならば、

「武蔵発見！　──本艦の真下！　海中から浮上中と判断します！　──Shaja！」
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　竹たけ中なかは見た。安土が瞬間的な加速と、右ターンを行って大おお坂さか湾を時計回りに旋回しようとしたのを、だ。

　だがそれは果たされなかった。

　安土が加速器に光を入れた瞬間、右側面に水の山が出現したのだ。

　陸地かと思える程の巨大な海水が、下から押し上げられ、

「流体反応急速に上昇します！」

　大坂湾を跳ね上げ、空に雨のカーテンを振り上げる存在について、平ひら野のが声を放った。

「──武蔵、安土の右う舷げんに浮上、出現します！」

　直後。海が割れ、大気が突き上げられ、空が反応した。

　膨大な質量の持ち上げが突如発生した事で、大気が圧縮され、雷光を生んだのだ。

　風というよりも空が流れ、海が流体光の加速力で飛ばされ、その中心に、

「武蔵、安土に主砲を向けています！　安土は退避をして下さい……！」
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　大おお久く保ぼは、〝武蔵〟の安全確保の許可によって、艦橋上部のシェルターから外に出た。

　装甲板が全面的に剝はく離りされた橋状艦橋の屋上だが、中心から左右に向けて重力制御によるワイパーが拭ぬぐっていく。

　己は、まだ足首までの水が川のように流れる上を走り、前を見た。

　周囲。霧が空に駆け、まだ潮の雨が左右に降っている。そして夜空には雲も無いのに大気変動による稲光が走るのも見えた。

　そのようなものは飾りだと、自分は思った。

　今、見えているのは、武蔵むさし野の艦橋から下がる兼かね定さだの再展開が出来ている事と、

「正面、見えとるで……!!」

　こちらの出現と海や大気の爆発によって、初期加速タイミングを乱された安あ土づちがいる。

　左さ舷げん、真横をこちらの正面に向けていた。
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　届いたわな、と大おお久く保ぼは思った。

　ここまで、武蔵むさしに本来用意されていた機能と、武蔵が経てきた戦闘をベースにした戦いを真ま面じ目めに展開し続けてきた。

　優等生を通したのだ。

　だが最後、違う事をする。これまでの武蔵がやっていなかった事をする。それは、

　……武蔵を潜水させる！

　大おお坂さか湾の水深は最大で百七十メートルと浅い。武蔵を沈めても半分以上は水面から突き出す事となる。しかし、水中に存在する重じゆう奏そう領域の範囲は別だ。重奏神しん州しゆうにおいて地ち中ちゆう海かいから太たい平へい洋ようを再現していた重奏領域は、外界の海流の流れを持って海底を削り、実際のものとまではいかないが、ある程度の水深を有している事が航路図から解わかっている。

　これは淡路と本土の間、元々海流の発生する場所では濃くなり、結果として、武蔵を沈めるだけのスペースは確定した。

　そこに、誘導する。

　空から下る時、最後に艦尾を向けるのはそこと決めていた。その狙ねらいがバレぬよう、旋回をつけ、安土を狙っているように見せかけもした。

　結果、安土は追随した。こちらを誘導し、潰つぶすつもりだったろうが、安土が共に来た御陰で、海水を吹き飛ばして武蔵を沈める作業が楽になった。安土は、惰性で移動するステルス障壁を消えるまで抱えていたようだが、自分達はその下で左右に跳ね上がる水飛沫しぶきの底へと潜っていた訳だ。

　賭かけとしては、安土が重奏領域の水深に気付くかどうかだったが、

「経験やな」

　航空戦艦としての経験ではない。航路を、幾つも、何十年も利用した貿易艦の経験だ。

「まあ、航路情報を完全に精査すりゃええねんけどな」

　それをさせぬよう、優等生を振る舞ったのだから、これはこちらの意地が悪い。

　ただ、無茶をした。

　ステルス状態が散る前に沈ませ、あとは大気干渉を水中で掛けて全ての変動を収める。最大湿度を超えた水質該当で掛けた干渉は、荒れた海が元に戻る過程で誤ご魔ま化かせたが、そうでなければ安定するまでの時間が稼げなかったろう。

　大気干渉で密閉状態を保てるのは約一分十二秒と計算が出た。

　あとはその時間で、浮上と同時に攻撃に移る準備を行い、そして、

「見えとるで」

　安あ土づちがいる。眼前、武蔵むさし各艦の排水が処理された事を表示枠サインフレームが教えてくれる。

　万全だ。武蔵が基本船殻部を抜き、艦底部も空けていたからこそ、沈降も排水も即座に出来ている。そういった事を見越して行った無茶だが、

「兼かね定さだ照準！　正面の安土に確定！　発射準備シークエンス数えや!!」

　決着に向け、動くのだ。
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　安土は、反応した。

　する事は先程と同じだ。

　退避をする。既に水飛沫しぶきと雨と霧の向こう、流体光で出来た砲門がこちらを見ているのだ。

　あの視線から退避せねばならない。そして良い位置を取り、攻撃を加えねばならない。

　今、左さ舷げんを相手に晒さらしているのは致命的だ。左舷二艦は防護障壁の刃やいばを受けたり、先に放たれた小しよう兼定を軽く受け、破損状態が酷ひどい。しかし、

「取り舵かじ一杯！　武蔵を左に捉とらえて後ろに回ります！　──Shaja!!」

　武蔵に左舷を見せたまま、背後を取る。そうしなければならない。

　……右う舷げんを見せるために右にターンした場合、後ろに回るには、もう一度武蔵の前を通過しなければならなくなります……！

　だから左だ。する事は決めている。加速し、高速のターンを入れながら武蔵の背後を取りに行く。その中で、今度は左舷を下に艦体を九十度傾け、全面砲撃を送るのだ。

　武蔵は兼定の発射シークエンスに入った。撃つかどうかは解わからないが、今から急速の振り向きは出来ないだろう。

　周囲に僚艦がいる訳もないので、プッシャーとして旋回補助に使う事も出来まい。

　ならばこちらは、位置取りで勝てると、そう判断した時だ。

・黒　竹：『〝安土〟！　武蔵がまたステルス防護障壁を展開してます！』

　言われ、視認した。左舷側の艦体は知覚系素子が大半断絶しているため、中央艦からの確認となった。

　竹たけ中なかの言う通りだった。武蔵むさしがその後部から姿を消しに入っている。

　こちらが後ろに回る事を予期し、後部側から見えなくしようというのだろう。だが、

『短距離加速行けます！　──Shaja！』

　来た。先程の武蔵の急浮上によって崩された発進タイミングが、取り直されたのだ。

　……もとより、大きな障害ではありませんでした！

　一度態勢が崩れても、すぐに戻る。戦艦。大出力艦なのだ。だから、

「許可します……！　──Shaja！」

　これで決まり。間に合ったと、そう思うと同時に安あ土づちがスタートした。同時に、こちらの動きを予測したのだろう。武蔵がゆっくりと左への旋回を開始した。

　遅い。遅かった。こちらが速かった？　否、こちらは通常運航だ。

　武蔵が遅い。そういう事だ。素敵かな戦艦。砲撃の時間はすぐそこだ。

　後ろに回ってさえしまえばいい。あとは出力任せに同じ位置をとり続ける。

　行ける。高速で海に飛沫しぶきを上げて回り込み、風を切って、急げ。武蔵が自分の姿を消し切るまでに攻撃を叩たたき込み、その姿を確定させるのだ。

「武蔵の背後を取ります！　──Shaja！」

　叫んだ瞬間。安土前側三艦が、壁に激突した。
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　何事か、〝安土〟には解わからなかった。

　上空から見ていた羽は柴しば勢にも、何が起きたかは解らなかった。

　だが羽柴勢とは対称の空にいた武蔵勢は、それを理解した。

　遠く。まだ音が届かない距離で、発光現象を起こして海と空を照らした原因。安土の前側三艦が高加速で激突し、その艦首部衝角を突き刺しつつも本体を歪ゆがめた相手。

　後続の安土後側三艦が、前側三艦に追突する。そして激音の跳ね上げを生んだ要因。

　それを、武蔵勢は知っている。

「──青梅おうめ!?」

　皆が叫んだ瞬間。三重二連の激突が割れ音として届き、安土という巨大艦が浮き上がった。
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〝青梅〟と、その乗員は、奥おく多た摩まの艦尾搬出港で一息をついていた。

・青　梅：『今夜は不幸だと思っていたら、遂に本体を失う事となるとは……。──以上』

・奥多摩：『あの、……愚痴なら聞きます。ええ。──以上』

　いいです、と、〝青梅〟は本体となっている艦から届く情報を、ノイズ混じりの表示枠サインフレームで受け取った。

　何枚も展開してくるそれらをまとめ、他の自動人形達に分析を分配しつつ、

・青　梅：『大おお久く保ぼ様の言う通りです。艦は補修をすれば直りますが、勝利は補修で手に入るものではないのです。──以上』

　ただ、と振り返った視線の先、全身と海と空を震わせる激突音が来た。

　音が顔や身体からだを打ち、通り過ぎていく奥。そこに見えるのは己の本体が安あ土づちの前側三艦の衝角に貫かれ、空へと掲げられた光景だった。

　安土が勝ち誇っている訳ではない。

　高速で衝突した三艦に対し、青梅おうめ一艦は軽く、大気の抵抗に乗って浮き上がったのだ。

　衝角を刺したままの三艦が、起きた事実に反応するより早く、後ろの三艦が追突した。

　結果として、浮き上がった艦首部を押さえ込む事も出来ぬまま、尻しりを前に押され、安土前側三艦は立ち上がった。

　それを見る視界は、回って行く。

　武蔵むさしが回頭を進めていくのだ。

　そして安土の激突と流れが、高たか尾おの陰に隠れた時。自分は胸に手を当て、こう告げた。

「武蔵左さ舷げん三番艦・青梅。……勝利のための全力を尽くしました。──以上」
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〝安土〟は、軋きしみの連続の中にいた。

　重力制御を緊急状態で掛け、自分と羽は柴しばの身は守ったものの、艦内の自動人形達には耐ショック態勢からの引き続き加護しか無い筈はずだ。

　今、上へ上へと持ち上がっていく艦上。艦橋屋上からは全ての被害状況が一望出来る。

　安土は折れていた。

　衝角戦の出来る艦だが、そのための準備をしないままの高加速状態で敵艦に激突したのだ。艦首側は無事だが、艦尾側が追突の影響もあって上方向に曲がっている。

　メインフレームが折れているのは、表示枠レルネンフイグーアの報告で解わかった。

　内部にいる自動人形達も四割が衝撃を消せずに壁や床に激突し、大破もしくは全破状態だ。それぞれの魂となる〝核〟はまだ稼働しているので、手空きのものはそれらを確保して退避。

　輸送艦の無事なものがあれば良し。そうでなければ降下術式を使用して海へと飛び込むように指示を出している。

　危険を感じるのは、未いまだ押して来ている後側三艦も、やはり全体が前後に縮み、出力制御などが出来なくなっている事だった。

　前艦の艦尾と後艦の艦首が食い込み、一部は激突時の圧縮から発生した熱によって溶着してしまっていた。

　安あ土づちが頑丈なのが災いしている。これがもっと軽く、クラッシャブル設計が多く取り込まれていれば、違ったろう。

　しかしそうではないのだ。

　戦艦故、安土は動けず、絡まるように空へと身を起こしていく。

　だが、それらとは別の問題があった。

　武蔵むさしだ。

　ゆっくりと回頭していた同型艦が、こちらに主砲を向けてくる。

　遅い。

　主砲の発射シークエンスを正式に行おうというのだろう。旋回は緩やかで、

「あれは……！」

　己は叫び、見た。

　武蔵むさし野の橋状艦橋上、そこに、敵の指揮者である代表委員長とは別に、学長である酒さか井い・忠ただ次つぐと、一人の自動人形がいるのを、だ。

「〝武蔵〟!!　──Shaja！」
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〝安土〟は、先に生まれた同型艦の自動人形を視界に確認した。

　先程。降下前の接近時、まだ垂直方向から見上げずに済む角度から、確認していた。望遠術式で見えるそこにいるのが、自分にとっての最大の敵だと。

〝武蔵〟だ。

　同型艦。因縁など生まれた時から生じているが、向こうにとってこちらは後からやってきた余所よそ者ものだろう。

　かつて関東に武蔵を追い詰めた時は、意識をしていなかった。

　何しろ当時の武蔵は、防御能力と速度に優れただけの大型艦だ。

　それを統御する自動人形は、戦闘など不慣れな、輸送艦用の自動人形だろう、と。

　だが、相手が再起し、これまで以上に無茶な機動や運用をしている事を知った時。それを自分が後追いするように行う事で、相手を〝追っている〟立場にされた時。

　そこで自分は気付いたのだ。己は、この相手を意識せざるを得ない、と。

　こちらの性能の方が上だ。

　戦闘という現場で考えた時、装甲、火力、機動力、何もかもが上だという自覚がある。しかもそれは事実だと。だが、凌しのがれ、ついにはここで、

「────」

　自分は、命令を止めなかった。己の全艦、本体に対し、回頭命令を出し続けた。六艦全てはこちらの指示に従い、重力加速器を展開して動こうとしたが、だが、出力は寸断され、各艦が絡み合って動けない。

　しかし己は止めなかった。何故なぜなら、

「私はまだ、安あ土づちとしての命令を果たしていないのです！」

　それは、

「勝つ事を!!　──Shaja！」

　咆ほう吼こうと同時。身体からだを失ったような感覚を己は得た。

　武蔵むさし主砲、大おお兼かね定さだが、立ち上がった六艦の内、その接合部となる前側艦の艦尾部と、後側艦の艦首部を撃ち抜いたのだ。

　直撃だった。
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　羽は柴しばは、その瞬間に見た。

〝安土〟がこちらに向き直り、一礼をするのを、だ。

「ここまでです。羽柴様。長らくお待たせしました。──Shaja」

　それは、と問う事もない。己は頷うなずき、着弾までの一瞬の中、確かにこう言った。

「お疲れ様でした。〝安土〟。──また、これからも宜しく御願いいたします」

　言った先、〝安土〟が初め、何を言われているか理解出来てなかったようだった。だが、

「────」

　笑みとも、判断のつかない表現とも、そう思える顔を彼女が作った。その上で〝安土〟がまた目礼し、台詞せりふを述べた。

「安土は、これにて、P.A.Oda旗艦としての役目を終了します。──Shaja」
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　鉄と鋼に穴が開き、崩壊する。

　西から東へとやや斜め打ちに放たれた一発は、着弾箇か所しよから威力を奥へと広げた。

　射入口は小さく、射出口は広く晴れた。

　穿うがって、脱ぬける。

　脱けた。

　出口の穴は既に直径三百メートル程あったが、弾体が通過した際の衝撃で更に拡大した。一瞬で、見えない力が内部を全方位に圧縮して押し広げ、穴から外へと咆ほえて打撃した。

　衝撃が加圧し、出口側を裂いた。

　金属は溶けた飴あめのように千切れていくだけだ。

　断裂音は一瞬で楽器のように鳴り響き、砕かれた六艦は奥に吹っ飛ぶのではなく、手前の空と海に引き戻されるような打撃を受けて回転。

　部品を散らしながら、全ては海へと叩たたきつけられた。

　後に残ったのは、千切れて尚なお加速器の余波で上昇していた安あ土づちの中央艦艦首部だけだ。それを夜空に浮かべた楔くさびとして、安土の姿が消えていた。

　青梅おうめも、何もかも、全ては水と波の中。鉄を焼いた風も、やがて消えていく。

　ただ残ったのは、空で全てを見ていた者達と、一艦を失い、全艦にわたって破損しながらも、今、緩やかな上昇を掛けていく白と黒の巨影だ。

　武蔵むさしだった。

　極東を代表する航空都市艦が、安土に対しての勝利を収めたのだ。
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　わ、という歓声が躊躇ためらいなく出るのを、正まさ純ずみは聞いた。

　そして、己も喜ぼうとして、

　……うわ。

　妙に熱のある汗と、安あん堵ど感がまず来た。

『ま──？』

　と、肩のツキノワが首を傾かしげるのも無理はない。気付けば軽い涙が目端に浮いており、拭ぬぐって口にすると確かに塩の味がした。

　……私はズルいなあ。

　心底そう思う。何故なぜなら、今の自分の歓喜とは、大おお久く保ぼの勝利を喜ぶと言うよりも、自分達のしくじりが無くなった事と、武蔵が返ってくると言う、その事に起因しているような、そんな気がしたからだ。

　自滅的な考えだろうか。とはいえ周囲は騒ぎを始めている。わあ、という声の中、青梅在住の者達が、

「あ！　俺おれ、帰るところどうすんだ!?」

「新型青梅が出来るまで何処どこかの艦の最低階層だろうよ！」

「新居と通学時間の延長に万歳！」

　などと始めているが、ここから先はそういう事も含めて、政治の出番となるのだろう。

「大久保は、よくやったもんだ」

　呟つぶやくと、言葉を拾ったというように何人かが振り向く。が、気にしない。少しは上向きになったのだ。こちらと同じように安堵の息を吐いたクロスユナイトが、泣き疲れて眠ってしまったメアリを抱き上げながら、言葉を作った。

「──武蔵むさし側でも、喜んでいるので御座ろう。大おお久く保ぼ殿が、勝ち名乗りを上げられたら、合流となるので御座ろうな」
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　声を出そうとして、出せない時がある。

　大久保は、ただ息を吸い、吐くしか出来なくなっていた。

　上昇していく武蔵の行く先。そこに、退避していた輸送艦群がある。夜空を見上げ、その視線が水平に等しくなる頃ころ、

「大久保様」

〝武蔵〟が、こちらの肩を後ろから支え、言葉をくれた。

「──勝ち名乗りをあげて良いお時間です。──以上」

　言われ、漸ようやく己は、息をするだけでは駄目なのだと気付いた。今、自分が告げるべきは、

「敵艦、安あ土づち……！」

　撃沈せり、と、そう言おうと思った。だが、

　……は？

　眼前。上で待っていた者達が視界に入るようになって、気付いた事があるのだ。
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　大久保は、見た。

　武蔵側は今、ひどい盛り上がりだ。

　手元に来た表示枠サインフレームでは、副王の姫が周囲に水を吹きまくって、総長も股こ間かんから甲板下に水をぶちまけ、

『ほうら勝利の天然水だぞお』

　などとやっていて久し振りに死ねと思ったが、大事なのはそっちではない。

　羽は柴しば側だ。

　安土は沈み、自動人形達は輸送艦で脱出した者もいれば、空に飛び出した者達もいる。彼女達をまず回収すべきであろうが、

　……動いていない？

　羽柴勢の輸送艦が、一艦たりとも、先程から位置を変えていないのだ。

　それだけではない。

　空、高くにゆっくりと上がっていく安土唯一の残ざん骸がい。

　未いまだ生きて、残りの力を上昇力へと点火している安土中央艦の艦首を、羽柴勢の誰だれもが見上げているのだ。
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「撃て」

　と巴ともえ御ご前ぜんが市壁上に立ち上がりながら言った台詞せりふを、ゲーリケは聞いた。





●






「──撃つのだえ」

　と、表示枠を見ながら状況を追っていた義よし光あきは言った。
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「撃ちなさいな」

　と、夜の森の底。表示枠シーニヤカドルから視線を外し、東の空に目を向けた人狼女王レーネ・デ・ガルウが呟つぶやいた。
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「砲撃……！」

　上昇する武蔵むさしの艦橋上、大おお久く保ぼは表示枠サインフレームを展開し、空の正面に叫んだ。

「照準、安土艦首残骸！　──砲門向けられたものから撃て!!」
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　正まさ純ずみの視界の中、夜に流体光の光が飛んだ。

　自分達から見て、安土の残骸と武蔵は西側の夜空にある。

　手前が武蔵で、奥が安土の残骸だ。まだどちらも、こちらと水平に近く、武蔵は被弾と潜水によって酷ひどく汚れているのが夜目にも解わかる程だった。

　その武蔵上、まばらな砲撃音と共に光が走った。

　行き先は全て西の空。楔くさびのように上昇を続ける安土の艦首部だ。

　あれを破壊して完全勝利とするつもりなのか。それは、やり過ぎのようにも感じる一方で、

「……政治的に見ても、ここでこちらが羽は柴しば勢に完勝しておくのは有意ではあるな」

　と、砲弾の行き先を見た己は、二つの影を見た。

　上昇する安土艦首の上部先端。折れた衝角の上に、人影が二つあるのだ。

　あれは、と思うより先に気付いた者がいる。クロスユナイトだ。彼が浅あさ間まに振り向いた時、既に浅間も望遠術式を展開していた。

「──います！」

　それだけの声に皆が身構え、自分達の眼前に射出された大判の表示枠を見た。

　安土艦首上。他の艦にも同時に展開した望遠術式の映像には、確かに二人分の影がある。

「……羽は柴しばと、〝安あ土づち〟か？」

　そうだ。安土の預かり主であった羽柴と、総艦長であった自動人形が、二人、立っている。
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　ミトツダイラは見た。

　安土に飛んだ武蔵むさしの砲弾が、目標に届く直前だった。羽柴が目の前に手を翳かざし、

「────」

　映像の中で、何かを告げた瞬間だ。

　望遠された画像の四方から光が生まれ、画面を白く染めた。

　流体を込めた砲弾が着弾し、炸さく裂れつしたのだ。

　当たった。だが、

「無事……!?」

　画像の中、散った流体光と火花の向こう。見えている二人の位置には変わりが無く、震動すら得た気配は無い。

　どういう事ですの、と望遠術式から視線を外した己は、回答を目視した。

　防護障壁だ。安土の艦首部を守るように、一枚の防護障壁が出ている。

　しかしおかしなところがあった。それは手を翳した羽柴のものであろうに、

「何ですの。あの大きさと枚数……」

　一枚三十メートル四方のそれが、二桁けた枚数は下らない厚みで重なっている。

　武蔵、もしくは安土クラスでなければ展開出来ないものだ。それを羽柴が手の先に射出したと言う事は、

「ホライゾン！　大罪武装ロイズモイ・オプロであのような機能のものはありますの!?」

　問うた先。皆の視線の中央でホライゾンが腕を組んだ。彼女は、ふむ、と頷うなずき、

「──あんな使いやすい機能があったらとっくに世界征服してませんかね、うちは」

「誰だれか正解出ませんの──!?」

　問うた時、画面の中で羽柴が口を開いた。彼女は明らかにこちらの方を見て、

「────」

　何か言っている。

「────」

　何か言っている。

「────」

〝安土〟が羽柴の肩を後ろから叩たたいた。羽柴が明らかに「え!?」という顔をして、〝安土〟が幾つかの言葉を説明し始めた。

　ややあってから、〝安土〟が表示枠インシヤ・コトブを一枚出して、胸前に掲げた。羽柴がこちらを見て、

・８４８：『──羽は柴しば勢代表として言います』

　言った。

・８４８：『戦闘続行をします。武蔵むさし側は勘違いせず、私達を倒しに来て下さい』
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　大おお久く保ぼは、息が詰まるのを感じた。

　……続行やと!?

　安あ土づちの艦首部と、〝安土〟が存在しているのは確かだ。しかし、

「──何処どこにアンタらの戦力が残っとんねん!?」

　横で生じた光に振り向くと、〝武蔵〟が表示枠サインフレームを胸前に掲げていた。

「おおきに」

「いえ、御構いなく。ともあれ大久保様、どうぞ。──以上」
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　羽柴は深く息を吐く。この身体からだになって、出来る事と出来ない事があり、これから先、出来る事を一つ見せなければならないのだ。

　……大罪武装ロイズモイ・オプロの使用は、出来ます。

　二つの武装を発射した時点で、自分の中に最適化の道筋が出来た。だからあの試作型の大罪武装は今後どんどん使い方が上手うまくなっていくだろう。

　ただ、もう一つのものがある。これは、自分はまだ使った事がないもので、しかし、

「羽柴様は、ある程度自由に用いていましたよね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と〝安土〟が言った。

「羽柴様御本人ならば〝使い分け〟も出来ましたので、私も麾き下かとして準じました。

　三みつ成なり様、貴女あなたの場合には羽柴様からの移譲が必要で、しかしそれは叶かなったのです。

　だから三成様、羽柴様として振る舞って下さい。そうすれば、私も準じます」

　そこまでを告げ、〝安土〟が重ねて言葉を押した。

「──以上」

　その確認に、己はただ首を下に振った。

　……やるしかないですね。

　理屈的には、羽柴が出来たのだから出来る。機能は残っていて、ＯＳとして考えた場合、この身体は本来最初から自分のものとなる筈はずだったのだ。

　十じつ本ぽん槍やりの面々が来てズレた事象。そう言えるだろう。ならば臆おくする事なく、

・８４８：『P.A.Odaに大罪武装が与えられなかったため、信のぶ長なが様は麾下六ろく天てん魔ま軍ぐんにそれぞれ〝使〟の力を与えました。武蔵勢は、これまでそれらの内、五つを見てきた筈はずです』

　では、

・８４８：『──私、六ろく天てん魔ま軍ぐんの末席である羽は柴しばには何が与えられたか、解わかりますか？』

　見る視界の先、武蔵むさしも、武蔵勢も動けなくなっている。答えは無い。

　そして自分の麾き下か、羽柴勢も、当然のように動かない。が、これは武蔵勢の沈黙とは違う。彼らの多くは答えを知っているのだ。

・８４８：『今後の世界の覇は者しやとなる松まつ平だいらには、武蔵があります。天下太平、それを示すような平和な貿易艦です。──ええ、昨今、戦争ばかりしてますが』
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　ノリキが振り向くのを正まさ純ずみは見た。彼は屈託ない笑顔で、

「おい！　正純！　言ってやれ！　戦争じゃない！　趣味だ！　って」

「お前ホントに屈託なくなったな！」

　だが、羽柴の言う意味は何となく解る。その裏にある回答も、だ。

　こちら、浅あさ間まが頭上に大判の表示枠サインフレームを掲げるのを見上げ、

・副会長：『──あるのか？』

・８４８：『あります』

　横で馬鹿が「ありまああああす！　本当にありまああああす！」などと始めたが、確かにこれはこっちが悪い気もする。

　しかし、今の羽柴の応答で大体の事は見えた。

　自分は手元に表示枠を展開し、馴なれないタイプで言葉を送る。その相手は、

・副会長：『〝武蔵〟、──最大限の安全を頼む』

・武　蔵：『Ｊｕｄジヤツジ．、理解出来ております。既に準備は万端です、正純様。──以上』

　ならば安心だ。ぎりぎりの部分は保てると、そう思った上で、己は踏んだ。恐らく今夜最大の危険地点と言える事実に踏み込み、口を開き、

・副会長：『天下太平の松平には武蔵がある。

　では、──戦国の世を平定し、なお闘争を求めた羽柴には、何がある？』

・８４８：『Ｔｅｓテスタメント．、それについてはまずこう答えられます。──安あ土づちがある、と』

・副会長：『──違うな』

　危険だ。誘われている。

　……恐らく羽柴も、自分の中でそれが確定出来ていないのだ。

　だからこうやって、会話しつつ、組み立てている。恐らくは、前の羽柴と、今の自分との差異を埋めにかかっている。そして、

・８４８：『不思議な事が一つありますよね？　三み河かわ争乱。あの始まりとなった新しん名な古ご屋や城じようの消滅ですが、あの城は巨大な工房です』

　羽は柴しばがこちらの興味を誘う。すると横でホライゾンが右手を肘ひじから挙げ、

「……P.A.Odaの文系クラスは、ひょっとして解説しないと気が済まないんでしょうか」

　成程、と己は思った。ゆえに羽柴に言った。

・副会長：『すまん、興味無い』





●






　……ええええ!?

　三みつ成なりは、想定外の展開に思わず艦首から落ちそうになった。〝安あ土づち〟に支えられて持ち直すが、砲弾が飛んできたのでチョイと防御。その上で、

・８４８：『い、いや、興味ありますよね！　聞いてみたいですよね！　ほらほら、新しん名な古ご屋や城じようは工房で、地ち脈みやく炉ろの暴走もありましたけど、あれがひょっとして単なる暴走じゃなくて、実際に何か作っていたんだったらどうだろうなあ、って！』

・副会長：『机上の空論言われてもなあ』

・８４８：『き、机上じゃないです！　本当ですよ！　だから視線こっち！　こっちに！』

・ＡｎＧ：『うわーヘタクソ』

・きめえ：『身体からだは子供で交渉は子供。どうしたものかしらね』

　……だ、だったら代わりにやってみますか!?　上手うまく行かないですよ!?

　と、憤いきどおったけど五倍返しくらいが来るので黙っておいた。が、助け船は確かに来た。

・小　姫：『いや、先輩方、三成様は頑張ってますよう！　あんな高い処ところで一人──、じゃなくて〝安土〟さんといて、武蔵相手に交渉を頑張って──、撥はね除のけられてますけど、ええと、とにかくすごく頑張ってますよう！』

　駄目な気がした。

・黒　狼：『……み、三成が苦労しているというのは通じましたのよ？』

　……あっ、同情されてる！

　自分も昔に比べて人々の機微が解わかるようになったものだ。解らない方が良かった。

　ともあれこうなったら示すしかない。

・８４８：『六ろく天てん魔ま軍ぐんの〝使〟も、信のぶ長なが様が創そう世せい計画を通すため、P.A.Oda戦力の強化として考え、元もと信のぶ公が作り上げたものです』

・副会長：『帰っていいか？』

・８４８：『駄目です!!　歴史再現途中放棄としてマティアス様にチクりますよ！』

・副会長：『……何だか次の羽柴は小物だな……』

・８４８：『も、元が石いし田だ・三成だから仕方ない仕様ですぅ──！』

・未熟者：『待った！』

　おや、と思った。一体何を待つと言うのか。

・未熟者：『六ろく天てん魔ま軍ぐんの〝使〟を見せたと言ったね!?　しかし第二天〝擬神ミカール〟を柴しば田た公、第三天〝力使ジブリール〟を明あけ智ち公に、第四天〝癒使イスラフイル〟を佐さつ々さと前まえ田だに、そして大五天〝炎使ウーリエル〟を丹に羽わに渡したというのは解わかっている！　だが──』

　望遠術式で見る武蔵むさしの輸送艦上、武蔵書記が一つ言うごとに素早くポーズを取った。彼は左手を顔に翳かざし、右手をこちらに広げて、

・未熟者：『第一天、第六天は何処どこだ!?　第六天は君が持っているとしても、第一天は見ていないぞ！』

　おや、と己は息を入れた。武蔵書記の問いに即答する。

・８４８：『第一天は信のぶ長なが様のＯＳそのものですよ』

　既に彼らは見ているのだ。かつては信長として、今は月と重なる運命として、

・８４８：『〝理想郷アルフアーデラ〟。創そう世せい計画用にカスタマイズされ、P-01Mとしてその名を得ています』
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・ホラ子：『ホライゾンの記憶オーナー。ステージ出てきて月面旅行やった上でＯＳが〝理想郷〟とか、かなりやりたい放題やってませんかアレ』

・副会長：『というか本人が言わなかったのって、コレ恥ずかしかったのかな……』

・不退転：『今、部下が鼻フンで暴露してるのは、本人としてはやめて欲しい案件？』
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　大おお久く保ぼは、羽は柴しばの言葉を見た。

・８４８：『第六天も、既に皆さん、見ています。それは元々、信長様のもので、羽柴様が預かっていたもの。そして私のもの。──何でしょう？』

　問われるまでもない。それら三者に共通するものが何かは、確かに目の前にある。

・長安定：『──安あ土づちか!!』

・８４８：『半分正解です。武蔵の代表委員長』

　何が半分間違っていたのか。羽柴が告げる前に、己は叫んだ。一回、奥歯を嚙かみ、しかし喉のどと口を強引に開け、

「総員退艦──!!」

　直後、羽柴が回答を告げた。

・８４８：『第六天は〝竜ツーバン〟。P.A.Odaの旗艦を司つかさどる自動人形が、それです』
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　竹たけ中なかは、表示枠レルネンフイグーアの中に光を見た。

　翼だ。小さなシンボルとしての、流体で出来た翼が、〝安土〟の背後に展開した。

　これで決まりだ。

「ようやく、移譲がなりましたか」

　よし、と己は、既に立ち上がっていた皆の中、逆に座り込んだ。えろパックに顔を突っ込みながら、先は見えたのだと納得しつつ、口を開く。

「今までは信のぶ長なが様が借りていた羽は柴しば君でしたけど、これからは正式な羽柴君です。

　よーやく、よーやくに、──信長様の旗艦〝安土〟から、羽柴君の旗艦に変わります」

　そう。

「──信長様が、安土の始末をせずにいなくなってしまったから、旗艦の切り替えが出来なくなってしまった。しかし今、武蔵むさしが安土を破壊してくれたから、出来るんですよ。

　羽柴君の旗艦、次代のP.A.Odaの旗艦のお披ひ露ろ目めが、です」
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　羽柴は、両の手を前に出した。

　思うでもなく、願うでもなく、ただそこにあるといつも通りに振る舞う。

「〝竜ツーバン〟召しよう喚かん」

　呼べば出る。隣の〝安土〟も頷うなずき、表示枠インシヤ・コトブを展開した。

「射出します、羽柴様。──次の私を。──以上」
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　それは、巨大な建造物の射出だった。

　空に浮かんだ安土の残ざん骸がいの向こう。まず出たのは、横五百メートル程の間を空けて空に突き出した鉄の先端だった。

　上が黒。下が赤だ。

　その先端は、流体光の境界線をめくるように、遠く西へ、西へと延びていき、

「おい……」

　武蔵勢の方から、声が上がった。

　彼らの視線が向く先。槍やりのようにまっすぐ手前から奥へ突き伸びた巨大な建造物の根元。そこからは、流線型の形で上に舟形が存在していた。

　双そう胴どう。さらにはその基部として、やはり同様の先端構造が空に剝むき出されていき、

「待て」

　誰だれかが言った。この形には見覚えがある、と。

　武蔵勢の多くがざわめいた。自分達の眼前。正面の空に射出されていくのは、色としては上が黒、下が赤だが、その全体は、砲門を多く各所につけており、重力加速器が展開状態ではあるものの、双胴の中央一胴式となる艦隊構造や、左右の甲板や橋状艦橋なども含みで、

「武蔵むさしだぞ……!!」

　ただ、明確に違う箇か所しよがあった。武蔵ならば仮想砲塔を展開するため、武蔵むさし野の艦橋下に流体展開用のリアクターがあるが、この黒と赤の八艦はそれがない。

　代わりというように、

「実砲か……！」

　鉄の砲門だ。

　後ろは遙か後艦艦尾近くまで。

　前は、中央前艦の艦首から伸びた支えの基部を通し、全艦の先端より前に。

　全長九キロ近い砲身が、中央前艦の艦橋から懸けん架かされていた。

　完全に、戦闘用に仕立てられた武蔵だった。
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　巨大建造物の射出は、周囲の空に気候変動を起こしていた。

　先程までの安あ土づちと武蔵の戦闘が荒らした空域だ。雷光がまた試すように小さく走り、そこから暗雲が新型巨艦の周囲を覆い始めていた。

　大おお坂さか湾上空に、巨艦の相あい対たいを囲むような雲のドームが生まれていく。

　そんな中、安土と武蔵を合成し、実砲の主砲を装備したらこうなるだろうという、そんな形が、今、武蔵と、武蔵勢の前に顕けん現げんしていた。

　そして羽は柴しばが言った。眼下に伸びた砲身の上、〝安土〟と共に飛び降り、

「新しん名な古ご屋や城じようで、三み河かわ争乱の際に作られていた艦が、これです。

　三河争乱で起きた三河消失は、この艦を地ち脈みやく輸送で私の位相空間に送るものだったんですよ。創そう世せい計画を行うならば、それを守るための力として使うようにと、ね」

　着地し、羽柴が手を上げた。

　直後、〝安土〟がまとめていた髪をほどき、空に散らす。

・安　土：『羽柴様、私に正式な名前を。──この世界に常駐するための名前を』

　Ｔｅｓテスタメント．、と羽柴が頷うなずいた。

・８４８：『この世界を絶対に守るための戦闘艦。私の居城・大おお坂さか城じよう。そして武蔵型三番艦ではありますが、あるべき意味を考えて、私は貴女あなたをこう名付けます。この世界、極東全域を示す意味として──』

　名付ける。

・８４８：『──〝大和やまと〟。それが貴女の名です』







[image: 第四十四章『大和の支配者』]
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《名称上書き：安あ土づち[image: ]大和やまと：確認》



《旗艦権限移譲確認》

《旗艦所有者移譲確認》

「本艦の正式な所有者は羽は柴しば様と認識しました。──Ｔｅｓテスタメント．」

　言葉と共に、鐘が鳴った。中央後艦の艦尾、そこにある艦橋の掲げる鐘が、大和起動の合図として一音を鳴らしたのだ。

　だが、その始まりの音の中、一つの声が貫いた。

　武蔵むさしだ。正面。大和と向き合う巨大艦の艦橋上で、一人の少女が叫んだのだ。

「大おお兼かね定さだ、発射用──意！」
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　大おお久く保ぼは眉まゆを立てて叫んだ。現状、総員退艦指示を出しているが、暗雲が巻く風の中だろうと構わず指示を出した。

「照準、眼前の武蔵三番艦！　その中央を狙ねらえ!!」

　まさか、という思いはあった。今回の戦闘で懸念していたのは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク領邦から援護の艦隊が出る事だったが、

　……もっと酷ひどい鬼札が出おった!!

　大和。武蔵三番艦として建造され、羽柴に預けられたもの。

「くそ！」

　予兆というか、その存在を予見させるものは、確かにあった。

　一つは、新しん名な古ご屋や城じようの爆破に対する疑問。

　もう一つは、三み河かわ湾となった巨大な湾から、時折空に昇っている荒れた流体光だ。

　……あれは、新名古屋城から地ち脈みやく転送された経路の余波なんやな!?

　確証はないが、恐らく当たりだ。そして最後の一つは、

「K.P.A.Italiaとの戦闘、あの安あ芸きを割って落としたのは貴様か!!」

・８４８：『Ｔｅｓ．、といっても、あれは私ではない羽柴様の試験運用でしたが』

　あっさり認める。そして彼女の足元から、こちらへと、異音と光が届いた。

　大和の砲身が、各所でコイリングを開始したのだ。砲身の一部を回し、仕込まれた加護とジャイロ効果によって超長砲身を安定させ、通す。

　そのための各所コイリングが音を高く上げていく上で、羽柴が言う。

・８４８：『大和主砲〝長おさ船ふね〟。──発射用意』

　撃ち合いだ。正面からの勝負として、羽柴がこちらと視線を合わせた。

・８４８：『憶おぼえていますか？　どんな手も使うと』

・長安定：『勘弁してくれと言うても、無理やな？』

・８４８：『Ｔｅｓテスタメント．、この艦は世界を守るためのものです。竜りゆう脈みやく炉ろとは違い、人々の隠れ場所としても使える艦ですので、なるべく無傷で私も勝ちたいんです』

　だったら、と己が言った瞬間だ。羽は柴しばが手をこちらに翳かざした。

・８４８：『斉射』

　大和やまとの全砲門が、光を放った。

　安あ土づちを倍する量の砲弾が、多重の破裂音と共にこちらへと飛んで来る。

　戦闘が再開されたのだ。





●






　砲弾が飛来する間に、大おお久く保ぼは表示枠サインフレームで各艦からの報告を計算した。

　……青梅おうめを失ったため、重力加速航行は不可能。

　つまり逃走不能。その答えを出してから、

「〝武蔵むさし〟！　大おお兼かね定さだの発射やけど……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、既に各艦からの流体燃料供給を武蔵むさし野のと奥おく多た摩まにプールしてあります。燃料関係だけでしたら、武蔵野と奥多摩があれば大兼定は発射可能です。──以上」

　その言葉に安あん堵どをした。撃ち合いとして考えた時、仮想砲身を用いる兼定は何を為なすにも流体燃料が必要となる。特に今回は事前に砲身を確定させているが、本来ならば各艦からの砲身に対する流体供給と確定処理が必要なのだ。それを行わない分、武蔵野と奥多摩にはいつもより余剰の燃料が必要となるが、

　……流石さすがやな。

　万が一を考え、最大の手段がとれるように独自の判断を下していた訳だ。

「ただ、防護障壁など、甘くなります。なので──」

　という〝武蔵〟の言葉に応じるように、影が動いた。夜尚なお周囲を暗くし、風の唸うなる重低音を響かせて行くのは、

「村むら山やまと多た摩まか……！」

　二艦が武蔵野と浅あさ草くさ、品しな川がわの間に上昇し、その全体を前傾に回していく。

　それは、二艦がその甲板を使用して傾斜装甲を作ると言う事で、

・村　山：『盾になりましょう。〝武蔵〟様。──以上』

・多　摩：『同意。こちらもまだそれなりに防護障壁を展開出来ます。──以上！』

　正面の視界を塞ふさぐように立ち上がった二艦の盾に、激音が連続着弾した。

　砲撃を防ぎ、しかし食らった証左だった。

　そして音が止まらない。鉄の散る響きが重なり、これも止まる事がない。

　……ああ……！

　大和やまとに対するため、村むら山やまと多た摩まが、盾になる。

　その事実と意味を、己はようやく理解した。
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　砲弾の着弾音に、大おお久く保ぼは痛みを感じた。

　自分の指揮で、武蔵むさしが被弾し、崩れていくのだ。それが悔しいというのとは別で、自分自身が傷ついているような錯覚を受ける。しかし、〝武蔵〟がこちらと視線を合わせて告げた。

「勝敗ラインは明確です。そのために全力を尽くすならば、武蔵八艦としての誉れ。

　ゆえに──」

　と、砲撃音が雨のように重なり出した陰で、〝武蔵〟がこっちの肩を軽く後ろに押した。

　お、と言う間も無い。崩れた艦橋表面の足元にバランスを崩し、自分は倒れかかる。すると、

「おっと、危ない危ない。大久保君、疲れが足に来てるんだから、力まない方がいいね」

　酒さか井いだ。彼がこちらの膝ひざ裏うらと背に手を回し、一息に抱き上げてくる。己は、いきなりの事とされている事の両方に驚き、

「ひ？　あ、え、酒井学長……!?」

「酒井様、総員退艦指示が出ております。艦長式自動人形以外、退艦を。──大久保様の事を宜しく御願いいたします。──以上」

「ちょ、ちょっと待てや！　指揮は私やぞ！」

「大おお兼かね定さだを撃つのであれば、私達だけでも充分です。本来ならば指揮者に発砲権限がありますが、大久保様がいなければ私がその代理も出来ますので。──以上」

　これは確かに言われる通りだ。だが、それでいいのかとも思う。だから、

「酒井学長！　ええんですか!?　ここで降りて、酒井学長はええんですか!?」

「だってさ、〝武蔵〟さん」

　酒井が、しかしこちらを下ろす事なく、〝武蔵〟に問うた。

「──今度、いつ、会えるかな」
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〝武蔵〟は、酒井の言葉に軽く頭を下げた。そして、

「ここに来ればいますよ、酒井様。私から酒井様を訪ねない限り、私の持ち場はここですので。

　──以上」

「そっか。じゃあＪｕｄジヤツジ．」

　言って、酒井が背を向けた。

「また来るよ」

　手を振ろうかと思ったが、向こうは大久保を抱き上げていて駄目だ。だから軽く頭を下げ、

「お待ちしております。──以上」

　それで充分だ。これだけで、酒さか井いには通じる。その確信はある。
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〝武蔵むさし〟は顔を上げた。

　指を鳴らすと、輸送艦が来た。退艦処理で浮上したものだ。既に何人も乗っており、そこに酒井が大おお久く保ぼを抱き上げて乗り込んでいけば、場違いな歓声が少々上がる。

　戦場だというのに、人類は艦上の統一感もない。しかし、

「だから私達が傍そばにつき、真っ当にしてあげねばならないのです。──以上」

　今度は手を振る。そして遠く、役職者達の乗った輸送艦に顔を向け、手を上げた。

・武　蔵：『下がって下さい。どちらにしろ大砲の流れ弾や余波が水平ラインに被害を及ぼします。下、海上側に移動して頂けると、万が一落ちた時も確保をして頂けると思うので、私達としても安心です。──以上』

　そして今度は、艦内へと指示を飛ばす。

・武　蔵：『〝奥おく多た摩ま〟、〝青梅おうめ〟、貴女あなた達は酒井様達に続いて、退艦しなさい。──以上』

・奥多摩：『嫌です！　──以上！』

　おや、と思った。〝奥多摩〟は〝武蔵むさし野の〟準拠の作りをしている自動人形だ。この辺り、物わかりがいいかと思っていたが、

・奥多摩：『いつもいつも私だけみそっかす扱いで、……ここでも、ですか!?　──以上』

・武　蔵：『いえ、今回は〝青梅〟も一緒です。──以上』

・奥多摩：『──あっ。──以上』

・青　梅：『あー、……今日きよう、いつにも増して不幸だと思っていたら、最後には〝奥多摩〟と同じ扱いでみそっかすとか、どんな一日……。──以上』

・奥多摩：『み、みそっかすって言った！　言いましたね!?　──以上！』

・多　摩：『どうでもいいですけど、こっち限界近いので巻いて！　巻いて！　──以上』

　確かにそうだ。パワープールは間に合っているので、弾体形成などを始め、既にシークエンスは進行している。

　それは敵も同じだ。だが、準備は明らかにこちらが早かった。同等の準備が必要と考えた場合、計算では、兼かね定さだの方が十五秒程早いと判断出来る。ではその十五秒を死守する一方で、

・村　山：『防護障壁七割展開不能！　傾斜調整で凌しのぎます！　──以上！』

　こちらの限界がどれだけ早くなるかと、そういう事だ。ならば向こうの狙ねらいは、

「砲撃による削りで大半の勝負をつけ、政治的な勝利のイメージを高めるため、最後に〝長おさ船ふね〟で決着をつけるつもりなのでしょう。──以上」

　こちらが凌しのげば勝ち。そうでなければ負ける。ルールは単純だと判断する。

　そして何もかもが解わかったところで、動きが出た。

　左右一番艦だ。浅あさ草くさと品しな川がわが、武蔵むさし野のとの牽けん引いん帯たいを解除したのだ。

　彼女達の艦が、ゆるりと前に出る。多た摩まと村むら山やまではカバー出来ていなかった二艦だ。被弾もしていたし、防護障壁が砕かれ続けていたのが解っている。

　燃料がこのままだと尽きる。そこからの判断を、〝浅草〟と〝品川〟が下し、前に出た。

・浅　草：『〝武蔵むさし〟様、──御先に。──以上』

・品　川：『御先、失礼を致します。──以上』

　言葉と共に二艦が加速し、前に行った。直後に左右一番艦の艦長が声を放つ。

「抜刀──！　──以上！」
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〝浅草〟は、今こそが好機と悟っていた。

　このまま防御を固めて凌ぐのも良いが、敵の弾幕が予想以上に濃い。そして自分達をカバーし切れない多摩と村山には、ならば武蔵野と奥おく多た摩まの防護に専念して欲しい。

　現状、自分達が足を引っ張っている。ゆえに結論として、行く事にした。

　防御専念では、やがて防護障壁用の燃料も尽きる。だが、そうなるよりも先に、自分達に出来る事はあるのだ。

　抜刀だ。防護障壁の刃やいばを展開し、突き込む。

　安あ土づちの左さ舷げん艦を切ったように、水平に振り抜くのではない。射出と同時にまっすぐ突き込み、最短時間での決着を求める。

　ゆえに残りの燃料を推進用以外、全て己の手元に、重力刀の柄つかに集中し、

「接続……！　──以上！」

　防護障壁を連続多重展開。射出される枚数は、全艦の補助が入った時よりも薄く短い。だが、重なりを交互にする事で構造を強くし、

「行きます！　──以上！」

　すると敵弾が来た。

　当たる。白と黒の長大なバウと艦体に被弾が入り、穴が穿うがたれ、装甲が散りもする。

　しかし敵弾を引きつけているのは確かだ。勝負は短時間の決戦。少しでも多摩や村山の被弾を軽減出来れば、勝利に大きく繫つながる事となる。

　前進と被弾は覚悟した。そして自分と〝品川〟はこう思った。撃たれる事にも意味があるならば、怖いものなど何も無いと。

　自分達の仕事に満足を感じながら、二人で刃を引いた。振りかぶり、距離を確定し、

「……！　──以上!!」

　真正面。それぞれ大和やまと左右一番艦の艦首へと重力障壁の刃やいばを発射した。
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　当たる。

　砲弾など無関係となる貫徹の攻撃を、〝浅あさ草くさ〟と〝品しな川がわ〟は〝届いた〟と、そう確信した。

　違った。

　……は？

　突き込んだ防護障壁の刃が届く寸前。多重化した表示枠からなるそれが、いきなり破裂したのだ。それも大和側から己の手元に向けて、だ。

　何が起きたか解わからなかった。防護障壁なのだ。神しん道とう式。減衰式だ。それがいきなり割れるなど、どれだけの負荷が掛かったというのか。

　どういう事が起きたのか。敵の左右一番艦の艦首に二人は視線を向けた。

　見た。自分達とほぼ同じ立体の上。二つの巨大な影がある。それらは、

「武神と、竜……!?　──以上」

『左さ様よう』

　と応じたのは、左さ舷げん艦首側だ。口元から流体の光を嚙かむ様に零こぼす竜だった。全長は百メートル超。色は深しん紅くだった。

　立たせた装甲に乱れがない。全身から漏れる流体光は天竜クラスのものだと解る。

　品川の刃をその竜砲で砕いた相手の素性は、

『お初にお目に掛かる。──真さな田だ教きよう導どう院いん副長、〝天竜皇おう〟真田・信のぶ繁しげである』
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　静けさが、森に落ちていた。

　真田教導院の夜だ。それぞれ、山やま家が神社とその周辺で表示枠サインフレームを開き、大おお坂さか湾での勝負の行方ゆくえを見守っていたのだが、

「……海うん野の様、まさかこのタイミングで若様が出るとは」

「うーん、……若様ちょっと鷹たか派だから、出番じゃないのに出ちゃったかなー……」

　神社の境けい内だい。宮舞台の縁に座っていた海野は、半目で周囲の森に呼びかける。

「アンタ達が止めないから、出てきちまったよ？」

『いや無理だって！　格が違うもん！』

『それに若様、ギャグ通じないし！　無理だって！』

『真田のお家再興って事で、真ま面じ目めなんだよな、若様』

「真面目過ぎて、今、歴史再現無視して出番とっちゃってるよあの人」

　悪い人じゃないんだけどなあ、と海野は吐息した。

　若様こと信のぶ繁しげは、

　……元々が真さな田だで生まれた天竜だからね。

　先代佐さ助すけ達が、欧州での撤退をする際、人類側に倒された天竜皇おうの転生体としての流体核を持ち出した。それを長年かけて、真田にて再生させたものが信繁だ。

　欧州を追われ、数を減らした天竜属において、真田で生まれた唯一の新人となる。

　昔は小さくておとなしかったと聞くが、自分達が真田に来た頃ころは既に先代佐助達を凌りよう駕がする存在で、自分を育ててくれた真田家を守り、再興させる事を報恩と考える様な、

「凄すごい、暑苦しい天竜ってのも初めて見たよ、あたし」

「筧かけい様が以前言っていました。〝あれ、完全に入っちゃってるから〟と」

　だよなあ、と呟つぶやくが、とりあえず穴あな山やま達と合流はしているのだろう。佐助達がどうしているかは解わからないが、穴山辺りに連絡を取って、若様が無茶をしないよう、言い含めねば。

　とはいえ、ちょっと面倒なキャラだが、味方としては有用だ。何しろ欧州を席せつ巻けんした天竜の皇。まだ若いとは言え実力は充分だ。

「清きよ正まさ達も、随分と楽が出来るだろうさ」
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「楽な相手では無さそうですね……」

　誾ぎんは、敵の正体を確認して、固い唾つばを飲んでいた。

　真田の天竜の脅威は、自分の身でよく知っている。一体を倒すのに、己と本ほん多だ・二ふた代よが、文字通りこの身を削る様な戦いをして、漸ようやく勝利したのだ。

　それが、最高位の皇クラスが敵として来るとは。天竜は今、滅びに瀕ひんしつつ、次の世代への転生など、そういった準備に入っている期間かと思っていたが、

「……中世に討たれた天竜皇は、今こそ蘇よみがえっていたという訳ですか」

　それだけではない。自分が気にすべきは、大和やまと右う舷げん艦首上だった。

　そこにいる影は、武神だ。

　蒼そう白はくの四脚。中央に人型の上半身が接続されている姿を、己は知っている。あの四脚は、

「──父上ですか。安あ芸きが落ちた後、何処どこで何をしているかと思えば」

　立たち花ばな・道どう雪せつが、そこにいる。
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　道雪は、娘と娘婿の姿をそこに見た。

　輸送艦上。高い位置にいると言う事はそれなりの立場を得ているのだろう。

　……良い事かと。

　自分は自分の思う通りに生きていくだけだ。娘はどうであろうか。また、次代の立花もどうなっていくのか。それを楽しめるなら、存分にしていこうかと、そう思い、己は名乗った。

「P.A.Oda臨時副長、立たち花ばな・道どう雪せつ。今ここの指揮を執るものかと」

　為なす最優先は、当然の様に一つだけだ。こちら、大和やまとへと突撃を掛けてきている武蔵むさしの左右一番艦に対し、

「迎撃せよ……！」
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　……引きつけました……！

〝浅あさ草くさ〟は、〝品しな川がわ〟と同じ事を考えていると、そう確信した。

　攻撃が全てこちらに向いている。計算として、武蔵が兼かね定さだを撃つまで、これで武蔵むさし野のと奥おく多た摩まは保もつ筈はずだ。

　自分達の〝核〟はボディ内部にあるが、対衝撃、対流体保護の上、先程からは自分の出力が届く限り、重力制御で守りを入れてある。格かつ好こつけて飛び出しておいて何たる保身だが、

「武蔵の現状の方針が、失わせない事、ですからね。遵じゆん守しゆいたします。──以上」

　仕える相手に対して望まれぬ事はせず。今や被弾を守る防護障壁も失った身だが、

「この身一つ。それで仕え、侍はべり続けて来たものならば──」

　最後の流体燃料を使い尽くす指示として、自分は〝品川〟と共に宣言した。

「武蔵の防さき人もり、突撃を敢行致します！　──以上!!」
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〝品川〟は、左に手を伸ばした。

〝浅草〟が、こちらに手を伸ばしているのが、見えたと言うよりも解わかったからだ。

　左右艦、対応する者達は対称で、同型艦として同じ事が出来る。

　思う事は同じだろうか。

　ただ、今、自分達は、同じ事を考え続けている。この艦を代価とする事で、大和の攻撃装備や、その力などを暴き出せるだろうと。

　逃げる事など不可能な状況だ。自分達には燃料がなく、それを確認した上で、大おお久く保ぼが兼定の発射に賭かけた。

　屈しない。例えどうなろうとも、抵抗の意思を示す。

　ならば武蔵の一番艦としては、それを見せるべきだ。武蔵勢の最先端として、大和と羽は柴しば勢、そして創そう世せい計画に対し、

「徹頭徹尾、武蔵勢は、失わせる事を認めるものではないのです。──以上！」

　加速する。正面、天竜が身構え、口を開いた。それでいい。何故なぜなら、

「〝大和〟！」

　自分達は同時に呼びかけた。

「貴女あなたがどんな力を持とうとも、それを振るわねば私達を倒す事など出来ないと教えましょう！　──以上！」
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　く、という竹たけ中なかの声を、嘉よし明あきは聞いた。

　……見事ね。

　自動人形というものを、人の多様さや飛躍に対して下に見るものではないが、自分として、今の武蔵むさし左右一番艦の声は届いた。

　彼女達は言ったのだ。どれだけこちらが力を上積みしようとも、自分達は恐れないと。自分達を屈したかったら、結局、その力を振るうしかないのだと。

　力とは、無論、火力の事だけではない。政治的なものや、商業的なもの、コネクションなどもいろいろあるだろう。歴史再現などはそれこそ力の塊だ。

　屈しない。

　確かにそうだ。失うという事への、価値観が違う。

　最後まで戦い、力尽きたところでようやく認めるという事か。失う事を否定するならば、力尽きる事は死ぬ事ではないのだから、ならば、

　……私達も、そこまでやらねばならないと、そういう事ね。

　竹中が唸うなったのは、この宣言によって、大和やまとの存在を否定されたせいだ。どれだけ力を持っていても、武蔵勢がいる限り、対応しなくてはならないと、そう宣言されたのだから。

　大和は示じ威い力にならない。武蔵勢は、何らかの方法で抵抗を続行する。

　政治側にも立つ竹中としては、大和を政治的勝利のシンボルにしたかったろう。

「先遣の自動人形が、大和の初相手として、いきなり抵抗を叩たたきつけてくるとはね」

「もー、おねーさん今夜はズタボロですよ、ええ」

　自分達はどうだろうか。ただ、今、己の目はそれを見ていた。

　大和の周囲、広がっていく暗雲の中、突撃を掛けた武蔵一番艦が爆砕したのを、だ。

　左さ舷げん艦は雷撃によって。右う舷げん艦は、

　……分断？

　自分の目には、武蔵の右舷艦が、一瞬、上下に分かれた様に見えた。

　信のぶ繁しげが相あい対たいしたので、竜砲だとは思う。天竜の皇おうとなると、常識外の事をすると思っていたが、あれは何だろうか。ただ、己は、逆十字を胸の前で切った。気付いた横、安あん治じが同じようにするのを待った上で、

「貴女の名が、意思が、してきた事が、認められます様に。──Nema」

　同時。流体光の連鎖爆発と炎を破裂させ、その勢いで上から打撃された武蔵左右一番艦が、轟ごう音おんを立てて軌道を下に向けた。

　轟ごう沈ちんしていく。
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〝武蔵むさし〟は、表示枠サインフレームに〝浅あさ草くさ〟と〝品しな川がわ〟からの通つう神しんを受け取っていた。

　破壊され、落ちていきながら、今、二人は落下地点の安全を確認し、周辺に住まう人々にとって無益な場所へと艦を誘導している。

・高　尾：『貿易艦として、見事な仕事です。──以上』

　それを超えて言う事などありはしない。今、こちらは用意をほぼ達成した。

　多た摩まと村むら山やまに被弾の音が強く重なり、

「────」

　力を失ったように、左右からの守りを固めていた二艦が高度を落とした。

　保もつ筈はずだった。だが、艦としての行動限界が来たのだ。破壊されたというよりも、燃料が尽きている。最後まで付き合わせる事は可能だが、許されない事が一つある。

・武　蔵：『〝多摩〟、〝村山〟、私達が何か。失念はしていませんね？　──以上』

・多　摩：『Ｊｕｄジヤツジ．、〝武蔵〟様、これ以上掛かると、浅草と品川がつけてくれた道に艦を載せる事が出来なくなります。──以上』

　自分達は貿易艦だ。戦いが至上ではない。それを浅草も品川も示した。ならば、

・村　山：『〝武蔵〟様、──御先に。──以上』

　己はただ、頷うなずいただけだった。だが、見ていたのか、限界だったのか、左右の盾が二つ、脱落した。

　落ちる。そして敵の砲撃が、遂にこちらを向く時、二つの動きが生じた。

　一つは、これまで右後ろに控え、兼かね定さだの情報処理を手伝っていた高たか尾おが、奥おく多た摩まと武蔵むさし野のを越える様にして前へと飛び出した事。

　もう一つは、

・村　山：『私達、基本的に外交役で、いい子でしたが──』

・多　摩：『最後に、堅苦しいのは無しにしましょう。──以上』

　二艦が、その象徴とも言える外交用のウイングをパージした。

　その下。脚部の上面にあるのは、

　……副砲！

　万が一、外交港が他国によって占拠されたり、奪われた場合に、そのウイングを捨てて用いるものだ。これまで使用機会は無かったが、

・多　摩：『実弾で、先に狙ねらいをつけておけば、燃料消費もゼロに近いです。──以上』

・村　山：『〝武蔵〟様、正直、乗員の一部に面倒を感じますが、また次の航行では、私と〝多摩〟を宜しく御願いいたします。──以上』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。落ちていく二艦からの砲撃に、大和やまとが防護障壁を展開する。

　先程、羽は柴しばが展開したものと同じだ。あれを基礎とするという事は、見た目もだが、術式的な防御を重視した艦だという事になる。

　そこまでこの武蔵むさしと一緒か。

　だが、敵の砲撃が、落ちていく多た摩まと村むら山やまにもまた向けられた。下方に砲撃が出来る砲門だけだが、随分とこちらは楽になる。更には、

・高　尾：『〝武蔵〟様、兼かね定さだ発射までは本艦が盾になります。発射時には半壊していると判断出来ますので、構わず兼定を発射して下さい。それと──』

・武蔵野：『〝武蔵〟様、退艦の御用意を。──以上』

　言われ、己は気付いた。右う舷げん後方、武蔵勢の退艦した輸送艦群の中から、一艦がこちらに向かってくるのだ。

　そちらにいた高たか尾おが道を空け、前に出たのは、彼らの突入を許すためだろう。

　見れば、武蔵主力の面々がいる。

・武　蔵：『〝武蔵野〟、〝高尾〟、貴女あなた達は良いのですか。──以上』

　特に〝武蔵野〟は、今、下の艦橋内で一人莫ばく大だいな情報量の制御を行っている筈はずだ。だが、彼女は、こちらの進言に対し、こう応じた。

・武蔵野：『私、鈴すず様と武蔵を航行させながら、たびたびこう思っていたのです。〝あれ？　実は武蔵を全部管理しているの、私なのでは〟と。だから──』

　だから、

・武蔵野：『仕事量と管理上から導き出される総艦長として、実際の総艦長である〝武蔵〟様に進言します。──退艦を。兼定ならば、今、武蔵野と奥多摩に全て集中しているので、〝奥多摩〟より上位の私ならば発射権限を持ちます。──以上』

　言うものだ。武蔵八艦。好きにさせていた部分も大きいが、ここまで成長したか。だが、

・武　蔵：『総艦長の役目を知っていますか。──酒さか井い様の御世話をする事です。

　──以上』

・武蔵野：『……酷ひどい返しをされたと判断出来ますが、だったら尚なお更さら、退艦を御願いいたします。──以上』

　見る。右舷の空、そこに輸送艦が来る。確かに間に合うタイミングだ。急ぎ、ここから空に身を投げ出せば、拾われて、少なくとも自分の仕事はまた満たされるようになるだろう。

　ここが分岐点なのですね、と、そう思った時だ。

　こちらに向かう輸送艦の艦首に、天上から一個の影が落ちた。

　巨大な人影。一本の刀を振り上げているのは、

「……武神!?」
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　それは力だった。全高十一メートル。黒の巨体。重武神としては充分な体格の背部には、六枚翼の飛ひ翔しようシステムが搭載されている。

　肩にあるのはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の紋章だ。

　羽は柴しば勢だと、輸送艦上の誰だれもが気付いた瞬間。一つ、皆の中から影が飛び出した。

　義よし康やすだ。中破状態の〝義ぎ〟を格納し、甲板上に出てきたばかりの彼女は、輸送艦の艦首に激突速度で着地した黒の武神を見て、こう叫んだ。

「八やつ房ふさ!?」
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　まさか、と義康は思った。これまでの羽柴勢のしてきた事を思い、こう叫んだ。

「義よし頼よりと姉を、蘇よみがえらせたのか……!!」

　まさか、まさか、まさかと、そればかりが心の中に来て、先を考えようとしない。

　拒否しているのだ。まさかそんな事があったら、どうなるのか。そして自分がどうすればいいのか、全く解わからず、

　……くあああああああ!!

　内心の憤いきどおりは怒りの類たぐいだろうか。それとも後悔だろうか、しかし、

「姉ねえさんは死んだ！　義頼も、だ！」

　義頼の〝忠ちゆう〟は、安あ土づちに突撃を掛け、砕かれた。武神としては、欠損部の方が多かった状況で、乗員を復元など出来はしないレベルの全破だ。ならば、

「蘇らせたのか!?　駒こま王おう丸まるや鬼おに武たけ丸まるの様に！」

・８４８：『いえ、それはしていません。そもそも残念も有りませんでした』

　答えが来た。

・８４８：『ただ、武神に残っていた戦闘情報は見事な完成度でしたので、それを参考に自律式の武神を作り上げました。そちら、八房の情報も、多くが含まれていたので、こちらの技術と合わせた機体です。──恐らく、二脚式として最強の存在であろうと』

　だとすれば、あの黒い八房・改とも言える機体は、魂がない武神だ。

　蘇らせるなと言っておいて、だが、これもまた許せない。

「八房は里さと見み当主のものだぞ!!」

　自分ですらまだ認められていないものが、複製され、出力と技術だけで動かされている。

「あれは──」

　……私の敵だ!!

　気付いたら走っていた。艦首側、艦橋屋上から飛び降り、甲板を走り、

「貴様……！」

　黒の武神が動いた。展開する防護障壁を割り、一刀を輸送艦の艦首へと叩たたき込む。

　動きは、何もかも、記憶にある義よし頼よりと姉を〝合わせた〟ものだった。

　防護障壁の流体光が弾はじけ、刃やいばが輸送艦の装甲を割り、剣砲を発射し、

「……っ！」

　艦首部側の制御系を破壊された輸送艦が、スキッドした。甲板上に乗っていた皆が慌ててしゃがみ込んだり、手て摺すりを摑つかみ直して身体からだを固定する中、自分はそれでも前に出て、しかし足が浮き、艦から振り落とされそうになって、

「フフ、やってくれるじゃない！　リピート再生の有効活用してるつもり！」

　艦首にあった舞台上、馬鹿姉が右足を踏んだだけで艦の揺れが止まった。

　だが、見れば既に艦首側から、黒の八やつ房ふさが消えていた。ただ、斬ざん撃げきされた亀裂は幅十五メートルにも達し、

「……やられたか！」

　救助のための速度が、完全に失われていた。
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〝武蔵むさし〟は、息を吸った。

　輸送艦が止まり、力なく降下を始め、それでいいと思った。下手へたに抵抗をすれば、撃沈される可能性もあると、そう示されたのだ。

　これは羽は柴しば勢と自分達の戦いだ。そして正面、高たか尾おが被弾によってその艦体を左斜めに傾かしげ、しかし復帰出来なくなった時。

・武蔵野：『〝武蔵〟様！　兼かね定さだ発射シークエンス完了！　行けます！　──以上！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、己は腰の一刀を抜いた。

　正面。砕けて横倒しになりながらもこちらを守る高尾の向こう、大和やまとが見える。

　向こうの砲身も、各所に表示枠サインフレームを展開し、準備が終わる直前にまで達している。

　僅わずかな差だ。

　こちらの経験と、割り切り、そして前準備が差をつけた。

　浅あさ草くさ、品しな川がわ、多た摩ま、村むら山やま、そして高尾も、こちらの勝利のために尽くした結果だ。後は自分がカタをつける。後は大おお兼定の一刀を抜き、

「──？」

　おかしい、と己は判断した。今、自分の手の中では確かに兼定発射のキーとなる一刀が抜かれている筈はずなのだが、

・武蔵野：『〝武蔵〟様！　早く発射を！　──以上！』

　視線の先、己の手が、動いていないのだ。
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〝武蔵むさし〟の異変に気付いたのは、彼女本人ではなかった。呼びかけ、促していた〝武蔵むさし野の〟が、その状況をモニタリングして、一つの答えに気付いたのだ。

「病原ウイルス!!　──以上！」

　叫び、たった三艦となった全艦のスキャニングを開始する。

　直後に反応はあった。〝武蔵〟や、その基幹部にかかる病原だ。気付かれずに忍び込んできていても、完全に洗えば出てくる。ゆえに迷う事なく除去を掛けるが、

『間に合いましたね』

　武蔵野艦首甲板。そこに青白い光の束が走った。網の様に、脈流の様に、周囲の甲板や装甲に光を伝わせ、走らせ、中央に立つ流体光の武者は、

「大おお谷たに・吉よし継つぐ！」
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　大谷は、武蔵が寄越してくる束縛と除去の力に抗あらがっていた。

　……やはりこのクラスだと、半端ないですね……！

　だが立ち上がる。

『間に合いました』

　ぎりぎりだった。武蔵の制御系を掌しよう握あくし、その動きを止める。わずかな間でいい。それが出来れば、万が一の状況で武蔵の主砲を停止させ、こちらの勝利に繫つなげる事が出来るからだ。

　羽は柴しば勢の目的は、武蔵野艦橋を落とす事だった。

　しかしこれは、物理的なものだけを目標とするのではない。それが不可能な場合、

『私を多数箇か所しよから仕込み、病原によって武蔵野艦橋を落とす』

　その通りになった。

　羽柴勢の戦士団は、青梅おうめ右う舷げんの通つう神しん関係に接続し、内部の情報を取り込む振りをして、自分を中に送り込んだのだ。

　己は、高速自己増殖型の分体を組み、武蔵内の通神帯ネツトを攻撃に入ったが、

　……流石さすがはこちらの手を知る武蔵の通神帯。

　セキュリティは尋常ではない濃度で、更に経路が絞り込まれていた。対病原用の制御情報プログラムに〝大谷用〟と書かれていたのは戦せん慄りつした。個人攻撃過ぎませんかソレ。

　だが、援護もあり、幾体かの分体が艦橋にまで辿たどり着き、可能な限り掌握した。

　間に合った、というのが本ほん音ねだ。

　ただ危険なのは、三みつ成なりがこれを前提として大和やまとを射出してしまった事だ。

・８４８：『大だい丈じよう夫ぶです！　何かあったら大谷君が何とかしてくれます！』

　この台詞せりふが放たれた時、自分の分体の多くは武蔵むさし野のに入り込んだものの除去力の強さに死にかけていた。そのままだったらどうなった事か。

　……三みつ成なり君、こっちの事を絶対に信頼していますから……！

　まあ結果が出れば全て良し、だ。今、自分には強力な束縛と除去が来ているが、

『果たしましたよ。三成君。──君が勝利をするのです』
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〝武蔵野〟は、急ぎで除去を連続掛けした。武蔵むさしのセキュリティ関係は重厚で、大おお谷たにについては情報もあった事から狙ねらい撃ちが出来ている筈はずだ。ゆえに今、除去系の制御情報プログラムを急いで作り直し、全艦に掛けている。しかし、

「何故なぜです!?　──以上！」

　何故、大谷が消えない。

　見ている先、彼の身体からだはこちらの除去が掛かるたびに、一部が欠損する。しかし、その損失がすぐに補ほ塡てんされるのだ。

　何故。と、そう思った視界の先、大谷の背後に、不意の人影が現れた。個人仕様のステルス術式だろうか。それを剝はぎ、姿を見せた人物を、己は知っている。

「安あん国こく寺じ・恵え瓊けい……!?　──以上！」
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「暗黒Ｇ──！　Ａ──!!　Ｋ──!!」

　と叫び、ポージングを一文字ごとにキメてから、ＡＫは熱のある息を吐いた。

　自分がここにいる事など、誰だれも想像してなかったであろう。

「ははははは！　この安国寺・ＡＫ！　武蔵に乗り込んでソッコで排除されたと、誰もが思っていたですじゃろう！　しかし──」

　何故ここにいるのか。その手法は、

「外壁を這はって！　牽けん引いん帯たいを伝って！　そしてここに来たのですじゃ！」
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・不退転：『虫みたいな男ね』

・あさま：『いやでも、そうですね。……外壁は住む場所じゃないので、氏うじ子こ判定がされないんです。境界というか、結界の壁そのものですから。だから検知しても、ゴミというか、今の状況だと破損した装甲や砲弾の欠片かけらと似た扱いになります。まさか人が張り付くとか、例外設定に出力渡す事もないので……』

・未熟者：『くそう、ＡＫめ！　潜入作戦を成功させるとは！』

・貧従士：『えーとまあ扱いとしてはゴミ同然ですけど、成功したから有りなんですか？』
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　契機は、外壁を回って左さ舷げん三番艦の内うち舷げんに辿たどり着いた時だった。

　そこで、大おお谷たにの侵入を図っている羽は柴しば勢、清きよ正まさ班と糟かす屋や班の合同チームに会った。彼らの本隊は陽動として攻め続け、分隊は病原ウイルスを仕込むのだと。

　だが、武蔵むさしのセキュリティが想定以上に堅い。故に己が助力を名乗り出た。無論、そのためには自分も武蔵むさし野のに行く必要があり、無茶だと言われたのだが。

「そこの真さな田だ忍者。──個人ステルス装備くらい、持っているのですじゃろう？」

　提示した作戦内容を聞いた彼らからは止められた。だが、このためにいるのだと、己は大おお谷たにと共に出た。

　そしてここにいる。

　今、大谷には幾度とない武蔵側からの迎撃が掛けられている。一発食らえば彼の分体など簡単に消し飛ぶものだ。

　だがそれを許さない。その方法は一つだ。

　自分だ。

「このＡＫ！　文筆と言葉でのし上がり、イベントの雄となった事をお忘れか！」

　手を左右に広げる。そこには左右分割型の表示枠サインフレームと鍵盤がある。後は簡単だ。

「もしこの大谷・吉よし継つぐが消されそうになったとしても、私が彼の制御情報プログラムを全てその場で書き直し、復活させるのですじゃ!!」

　高速の鍵盤捌さばきと、一字一句間違える事のない多量の打ち込み。

　自分ならば出来る。後は、ただ、宣言するだけだ。自分がここにいる理由。それは、

「聖連よ！　羽柴勢よ！　そして我が毛もう利り家よ！　──私が今、ここで、関せきヶ原はらの毛利家代表として松まつ平だいら勢に抗あらがうのですじゃ!!」
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　そうですじゃ、とＡＫは思った。

　自分が所属する毛利は、今、親松平派だ。それを暫定支配する六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは巨大で、これから覇は道どうを突き進む。これでもう毛利は安泰だと思えるが、もし難癖をつけられるとしたら、それは毛利が関せきヶ原はらにおいて反松平の西せい軍ぐんにつくという事だろう。

　毛利は、反松平の歴史再現をしっかり行わなければならない。

　ゆえに、関ヶ原の西軍に所属する自分が、毛利の、対松平の全てを請け負う。

　そして、輝てる元もと達が親松平であっても、対松平としての毛利はもう行ったと、そのように言い訳出来る様にする。

　対松まつ平だいらとして行うべきは、半端ではならない。だからここだ。

「今！　毛もう利りが！　ここで武蔵むさしを落とすための力を尽くすのですじゃ!!　憶おぼえおかれよ！　伝え広めよ！　毛利は正しく歴史再現を行い！　そして果たすのですじゃ！

　もし異を唱えるというなら、これからの結果を見るがいいですじゃ！」

　また大おお谷たにが欠損する。だが消さない。高速で文字を放ち、失わせない。

　しかし、遂には自分の方にまで流体光の雷撃が回って来た。言葉を本物として扱う以上、こちらも病原ウイルスとみなし、武蔵の流体経路を通って除去の力が届いてきたのだ。

　いい、これでいい。

「武蔵が今、我が毛利を敵と認めた証あかしですじゃ……!!」
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　三みつ成なりは、大谷を視界に捉とらえた。

　既に武蔵の盾となっていた右う舷げん三番艦は、沈みつつある。

　中央前艦の艦首は見えており、こちらも主砲の発射準備は出来つつある。もう少しだ、というところで、己は大谷に声を飛ばした。

「大谷君！　もう大だい丈じよう夫ぶです！」

　撃てる。だから、

「早く退避しないと、危険です！　大和やまとの主砲は術式も絡めた実体弾ですから！」

　ただ呼びかけた先、大谷が振り向いた。束縛の雷光はもはや甲板全域を覆い、退避するのも一苦労だろう。横のＡＫも同じ状態になっているが、彼は物理的な存在なので、そちらを頼るのが良いと思う。

　だが、大谷がこちらに顔を上げ、台詞せりふした。

『三成君。──君の勝利を確信しています』

「？　だから、ほら、早く退避を！　危険ですよ」

『動けないのですよ、三成君』

　大谷が言った。

『武蔵を掌しよう握あくするために、根の様に己を張り巡らせ、それらは除去された一方で、千切られず、私をこの艦に縛っています。他の艦や、他の制御系に私を浸透させないためでしょうね。

　今も制御を奪還されつつありますが、私がここにいるから保もっている状態。

　離れた瞬間。武蔵は君を撃つでしょう。

　──ならば君が撃つまで、私はここを離れられないのです』
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　大谷は覚悟を決めた。

　ここで散る事で、勝利となる。自分の正式版とも言える三みつ成なりの勝利だ。それが得られるならば、自分は消えても文句はない。だから、

　……すまない。

　そう思うのは、情報体としてどうなのだろうか。ただ、

『よし』

　勝利する。その事を決めた瞬間だった。不意に、周囲から光が消えた。

『……え？』

　力と束縛、除去と抑制の雷光が、不意に止まったのだ。

　解放されていた。
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　三成は、武蔵むさしの判断を見た。徹頭徹尾、この艦は、武蔵勢として、新たな力である自分達に逆らうと、そう言うのだ。つまり、

「自らを失わせようとするならばそれを止めると、……そうなのですね!?」
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〝武蔵むさし野の〟は、一つ、首を下に振った。

　今、病原ウイルスの除去などを止めたのは、羽は柴しばの言う通りだ。

「かつて、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの一人、伊い佐さ様を見送った際、思った事です」

　それは、

「伊佐様は、私達の方針を気遣われて、艦上ではなく、外において、その命を尽くす事を選ばれました。そうして守って頂いた方針を、この、新たな戦いにおいて捨てる事は出来ません。

　当時、見送りの艦であった〝武蔵野〟が判断します」

　言う。

「退艦を命じます、大おお谷たに・吉よし継つぐ、安あん国こく寺じ・ＡＫ。貴方あなた達の自害を武蔵勢は誰だれ一人として認めません。これが武蔵の判断です。──以上」
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「馬鹿な……！　そんな感傷的な理屈で、我らの為なすべきを穢けがすのですじゃ……!?」

　ＡＫは、自分の束縛も何も消えた事に、手を強く握った。

　憤いきどおりがある。ここまで自分達が積み重ねてきた事を、他人の理論で覆されつつあるのだ。これを認めたら、今、見せるべきものが全て失われると、そう思った時。

『大谷君、ＡＫさん、下がって下さい』

　羽は柴しばの声が聞こえた。

『──認めます、武蔵むさし勢。貴方あなた達が、私達の敵である事を。そして限界まで屈しないという事を、私は認めます。M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを操り、P.A.Odaを支配し、天下人としてこの大和やまと、大おお坂さか城じようを扱う私が、認めたのです』

　その言葉に、己は即座の膝ひざをついた。

　……忝かたじけない！

　羽は柴しばの言は、武蔵を認めつつ、自分達を救うものだ。

　今、あの羽柴は、己の権勢を謳うたう事で、聖連や、各国、全ての勢力に自分の権限を示した。それは今後の政治的なものもあろうが、

「私の、毛もう利りの未来を、貴女あなたに預ければいいと、そういう事ですじゃ……！」

　これでいい。

　今後、松まつ平だいらに逆らう毛利は、もう不要だ。大権力者としての羽柴が、自分の決定だと、そう言った。ならば、

『大おお谷たに君』

　羽柴が重ねて言った。

『──武蔵の束縛を、解除して下さい』







[image: 第四十五章『行き場所の見据え者』]
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〝武蔵むさし〟は、己の感覚が元通りになった事を悟った。

　見逃され、また見逃したと、そういう構図だろう。

　取引だ。

　そして大おお谷たにとＡＫが艦外に身を飛ばすのを見送ってから、己は前に目を向けた。

　既に高たか尾おも落ち、ただ暗雲と雷光に囲まれた空に、自分達と大和やまとがいる。

　どちらも主砲は発射可能状態だ。

　お互い向き合い、ふと、軽く頭を下げた。

　これが決着となる。そのための作法を、相手も理解していた。

　良い艦だ、と、今更ながらに相手を評する。

・武　蔵：『〝武蔵むさし野の〟、貴女あなたは退艦しなくていいのですか。──以上』

・武蔵野：『私が支えていないと、〝武蔵〟様の一刀で艦橋が折れてしまいます。──以上』

　言うものだ。

　良い艦だ。この武蔵は。何よりも良い艦だ。

　そして一番艦であるこの武蔵が、最も良い艦だ。ならば、

「さて」

　己は、羽は柴しばを目に捉とらえ、構えた。

　撃つ。
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　武蔵が一刀を抜き放った。
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　羽柴が手を前に翳かざした。
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　両者の命令は等しく。タイミングも同時。

　ただ力が激突し、強い方が勝った。それだけだった。
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　大おお坂さか湾上。出力の低下を受けて降下していた輸送艦上から、正まさ純ずみは上空の激震を受けた。

　音ではない。もはやそれは、大気の殴打だ。

　輸送艦の甲板が震え、窓が割れた。

　だが結果は見えない。大和やまとが起こした暗雲の渦が、頭上にあり、回り続けているからだ。

　雲の表面を走っていた雷光が、しかし、不意に乱れた。下方。渦の裾すそが揺らぐ。同時に届いてくるのは、巨大な物体が空気を押し潰つぶし、こちらに接近してくる唸うなりだ。

　……どちらだ!?

　砲撃音は同時に聞こえた。続きがないのは、決着したと言う事だ。

　すると来た。

　空を混ぜる暗雲の渦が、その下側を不意に膨らませ、崩れたのだ。

　見えたのは、真下向きの塔にも見える長大なバウだ。その色は、

「……黒と赤だ!!」

　声が上がった。同時に、歓声が輸送艦上から波の様に生じた。

　あの色は大和の色だ。ならば、

「武蔵むさしが勝ったのか……！」

　叫び、皆が甲板の前側に移動した時だった。

　落下軌道にあった大和のバウが、不意に角度を変えた。





●






　空を回る黒の雲から、大和のバウが落ちてくる。しかしそれは一本で、落下の角度を変えた。

　水平軌道に入ろうというのだ。

　見ればその形は左さ舷げん一番艦。全容が見えてくる頃ころに、誰だれかが声を作った。

「おい……」

　皆が、何が起きているのかと見る中、疑問が落ちた。

「無傷だぞ……？　あれは」

　そして大和が、夜の空に姿を見せていく。しかも、艦隊の形状が違う。双そう胴どうの中央一胴型ではなく、一列だ。

　左舷一番艦を先頭に左舷艦を連なり、中央二艦を繫つなぎ、そして右う舷げん三番艦を後ろへと流してくる。暗雲から漏れる様に降下する全ては無傷で、八艦全ては回る雷光の下で輪を作った。

　鐘が鳴る。大和が自分で八艦の輪を作り、鐘を鳴らす。

　その中心に、上から落ちてきた物があった。

　武蔵だ。

　白と黒の、中央前艦と後艦。

　だが、武蔵の形が変わっていた。中央前艦。武蔵むさし野のの艦首が抉えぐった様に無くなっており、その破砕がずっと、筒穴のように表層部にまで達しながら、艦尾まで届いているのだ。

　橋状艦橋は、左の橋はし桁げたを失い、どちらかというと剝はがれ掛ける様に持ち上がっていた。

　奥おく多た摩まも同じだった。

　真っ正面となる艦首部から、後部まで、Ｕ字型に掘削されている。奇跡的に、教きよう導どう院いんのある高台だけが残っているが、学まなび舎やと言える建物は基部と一階の部分しか無い。

　他、構造物も、表層部の何もかも、衝撃で吹き飛ばされ、

「ああ」

　落ちてくる。鐘の鳴る中央に砕かれた武蔵むさしが落下して、

「おい……!!」

　着水の飛沫しぶきと共に、武蔵が流体光の誘爆を起こした。
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　崩壊と圧壊は一緒に生じていた。

　兼かね定さだ発射の後、艦体保持用に残されていた流体燃料が誘爆し、艦が勢いと自じ重じゆうで海に沈むのを助力した。

　大体積物だ。海はその大きさで一度受け止めようとしたが、崩壊によって反力が消され、誘爆の勢いと、上から降る後艦が追突した事で、ハンマーに撃たれる様にして海底へと落ちた。

　浅い海だが、武蔵自体も浅くなっていた。

　砕け、零こぼれながら沈み、爆発を起こす中、〝武蔵〟は奇跡的に艦に残存していた。

　教導院だ。吹き飛ばされ、落下していく途中で基部の壁に引っかかり、残ったのだ。

　落ちていく際、落下軌道を制御しなければならなかった。浅あさ草くさも品しな川がわも、多た摩まも村むら山やまも、高たか尾おだってそうしたのだ。

　既に〝武蔵むさし野の〟の反応は無い。付き合わせてすまないと、そう判断する。

　だが、皆が先に沈む場所。重じゆう奏そう領域の底に、身を置かねばならないのは確かだ。

　そして手配をし、進めながら水に沈み、すぐに海面が遠ざかった時、己は思った。

　……私の仕事は、どれだけ出来たでしょうか。

　思えば、ここまでが、あっという間だった。

　酒さか井いに愚痴くらい投げる余裕はあろう。変な人だったと、そう思う。自分がまだこの形ではなかった頃ころ、三み河かわに寄ると面白半分で艦橋に入ってきて、そしてこちらに気付いたのだ。まだＯＳだというのに、〝話せる〟というだけで興味を持たれた。

　やがてお互いに年を経て、自分にはボディが与えられる事になった。

　その時、艦橋の技師から連絡を受けた彼が言ったのだ。

「上で待っててよ。すぐ行く」

　それからだ。それからずっと、彼が来るなら艦橋の上。来ないなら、ずっと待つ。

　十年前に彼がこの艦の代表となってからは、来なければこちらから行くようになった。

　十年。充分にパターンを知り尽くしたかと思うが、

「待って、待たれるというのは、何度あっても関係ない事ですね。──以上」

　そして酒さか井いに愚痴の一文を送ろうとした時、己はある事に気付いた。

　光だ。これは、死の際きわに見えると言われるものだろうか。眼下から見えるのは、浅あさ草くさ達の流体燃料の漏出だろうか。否、これは、

「酒井様……！」

　己は、ここまでの真実を悟った。何もかもが本当で、あらゆる事が真実だと理解した。

　ゆえに手を放ち、言葉を送った。

「また、いつか……！」

　叫びが水に飲まれ、光が全てを包み、艦体が爆圧に包まれた。
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　鐘の鳴る下で、海が泡立ち、白く染まった。

　夜目にも白と解わかるのは、遙か底、海底に落ちていった武蔵むさしが誘爆を起こし、その光がまだ届いているからだ。

　大おお坂さか湾の中、幾つも存在する重じゆう奏そう領域の底は深い。水深四百、五百メートルは下らないホールがあり、海流の速ささえなければ良い漁場だと言うが、

「……潜って会いに行く、という訳にはいかんよねえ」

　酒井は、輸送艦の縁からそれを眺めつつ、手元に展開した表示枠サインフレームを見ていた。

　そこにあるのは、一文だ。下方、海が、その内部で起きた爆発や移動を低音の鳴き声として響かせるのを聞きつつ読むのは、

「またいつか、か……」

〝武蔵〟さん、と一人、海に苦笑して呟つぶやいた。

「──以上、って無いなら、続きを期待しておくよ」
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　そして未明。東の空が明るく鳴り始める頃ころ。

　大和やまとは海底から武蔵が浮上してこない事を確認。艦隊を本来の形に戻して、退艦させていた人員を収容し直すと、午前八時にはM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク領を越え、琵び琶わ湖こ安あ土づちへと向かった。

　一方の武蔵勢は、燃料を多く詰んだ輸送艦を数艦、監視と経過報告のため、その空域に残し、他は武蔵の表層部が退避した讃岐さぬきへと移動した。

　讃岐側は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの手が入っていた。居場所として、極東居留地ではなく、未開地域の沿岸部分を使用する事が許可されており、武蔵勢はそこに各輸送艦が表層部と資材を利用して急ごしらえの町を作り上げていった。

　かくして一週間後。武蔵の沈んだ海域には変動もなく、輸送艦を交換して行われていた経過報告も終了した。讃岐側では、〝地上武蔵・うどん支国〟と名付けられた仮設の都市が多層構造で成立しており、その運営と貿易が忙しくなっていた。

　そういった動きの中、P.A.Odaは羽は柴しばを主あるじとして頂く事を決め、決戦から二週間後に創そう世せい計画の概要を公表。各国の協力を求め、極東の西部を中心としつつも、全国規模で航空艦の行き来が行われるようになっていた。

　そこから更に一週間後。九月の終盤、正式に武蔵むさしの探索は終了となり、地上武蔵にて再開した武蔵生徒会と総長連合は、再び自分達の活動を開始した。それは地上武蔵とその周辺だけのもので、どちらかというと貿易を主体としたものだったが、この時既に、世界各国は武蔵勢への視線を過去の業績を見るものとしており、国家間交渉の席に計上しなくなっていた。

　だが、一つ、世界の流れから離れていく武蔵勢に対して、ボーナスのように与えられたものがあった。武蔵総長兼生徒会長、葵あおい・トーリが無事で、現在もその役を担っていると判断した聖連が、申請のなされていた松まつ平だいら・元もと信のぶの襲名権を彼に与えたのである。

　とはいえ無論、武蔵も無く、多くの力を奪われて四し国こくに封じられた身だ。他の大規模勢力がその名を襲名する事がないように、という保険と、既に隆盛は松平ではなく、羽柴が取り戻したと、そういう意味合いの強い襲名付与であった。

　つまり武蔵勢は、仕事をしたけど終わったと、同情の判断である。

　世界は、今、創世計画をどうするか、という風に向かっていた。

　何もかもが変わったと、そのような流れが、少なくとも表向き、大たい勢せいを占めていた。







[image: 第四十六章『外のけもの達』]
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　忙しい日が続いた。

　平ひら野のは、琵び琶わ湖こ安あ土づちにある居室から出てドアを施錠。荷物を詰めたカートを後ろに引いて廊下を行く。

　これから、安あ芸きの極東居留地を回って、創そう世せい計画への協力要請と説明を行うのだ。

　決着の夜からこちら、空に月があったとしても、もう、全てを話せる様になっていた。

　月から降っていた流星も数を減らした。

　あの夜で変わったのだ。

　とりあえず戦闘訓練は続けていたが、二週間もすると〝武蔵むさしが無い〟という事の意味が各国にも理解出来てきたらしく、航空艦による広範囲貿易の再開を求める声が相次いだ。だからといって大和やまとを出す事は出来ないので、羽は柴しばが各地に残していた輸送艦を使用して、今は小規模な貿易が各地で始まりつつある。

　……随分と変わったもんですね。

　大きな決定は、極東居留地に貿易の自由を任せると言う事だった。これによって暫定支配国は居留地への関税利益を上げる事が出来なくなった一方、航空艦を自由に扱える極東勢を自由にする事で、〝武蔵が無い〟今、短距離だが高速の貿易を行う事が可能となっていた。

　そういった事への許可。事例の紹介や、サンプルとしての事業の提案や展開、実施などをまとめに行くのが自分達の今の仕事だ。

　代表委員や、各委員、係を連れての行脚あんぎやで、本来の外交とはこういうものだろうとも思う。

　各国、気になるのはやはり未来の事のようで、十じつ本ぽん槍やりそれぞれは自分の家系に近しい国についてはよく知っている。

　無論、だからといってホイホイ呼ばれる訳ではない。

　たとえば糟かす屋やなどはここでようやく六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに呼ばれて、昨夜ゆうべ出発したものだが、清きよ正まさは英国から呼ばれていない。

　この辺り、寂しさを感じるものだが、時間が解決するかも知れない事だ、とは思う。

　なかなか難しい。

　と、そんな事を考えながら、廊下を突き当たる。右が階段。降りれば昇降口。そのまま外に出れば、琵琶湖安土の沖に停泊する大和が見えた。

　晴れている。もう秋晴れの空だ。

　そして自分の行き場所。外交用の輸送艦を見つけ、足を向けた時だ。

「安芸行きですか、平野さん」

　石いし川かわ・数かず正まさだ。

　半はん袖そでシャツにスーツパンツという姿で、長剣を背負った長身が、そこにいた。
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　何事でしょうか、と平ひら野のは足を止めた。

　自分の場合、巫女みこで遠距離戦と術式が中心の戦闘体系であるため、この担任からあまり教えを受けていない。

　これは嘉よし明あきや安あん治じも同様で、どことなく自分達は彼女とは距離を空けている。

　腕が立つのは確かだ。授業は適当な気もするが、まあそういうものだろう。

　ただ彼女が、自分の乗る船を親指で示して言った。

「これから安あ芸きですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、──創そう世せい計画の事を。後で六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにも行って、糟かす屋やと一緒に、安あん国こく寺じ・恵え瓊けいの事などまとめるつもりです」

「彼は？」

　安国寺の事だろう。己は頷うなずき、

「全てを終えたとして、引退と襲しゆう名めい解除を申し出てます。羽は柴しばもそれを受理しようと思ってますけど、元毛もう利りの方ですからね、身柄をどうするか、など話し合っておかないと駄目です」

「繊細でいい事です。付け入れられたら面倒な時期ですからね」

　Ｔｅｓ．、と頷くが、何となく、話に身が入っていない感がある。だから、

「本題は、何です？」

「安芸や六護式仏蘭西ならば、位置によっては、対岸が見られますね？」

「それ、どちらかというとK.P.A.Italiaの領分ですね」

　まあいいでしょう、と石いし川かわが鼻で笑った。そして彼女は言う。

「今、武蔵むさし勢が、讃岐さぬきの奥、山さん渓けい部の入口に町を作っているそうですね」

「Ｔｅｓ．、既に監視を入れています。──パージした基本船殻部をベースに、武蔵の内部構造を模した階層都市群を作っているとか」

「面倒ですねえ」

「でも、武蔵がありませんから」

　移動の手段であり、拠点であり、要よう塞さいであり、決戦のための武装でもあった。

　それが無くなっている以上、各個の戦力があったとしても、輸送艦で移動出来るレベルの行動に収まってしまう。

　讃岐という、地ち中ちゆう海かいと太たい平へい洋ようを挟んだ関係となると、地続きでもないのでもはや〝無関係〟のレベルだ。

　更には王賜剣エクスカリバーが砕かれ、自分も母の武装を破壊した。双嬢ツヴアイフローレンも帰艦していないらしい。補修や集合はあるかもしれないが、彼らに〝勝てる〟という事を自分達は示している。

　ゆえに羽柴が判断した。武蔵勢がまた何か事を起こすならば止めると。

　武蔵むさしが失わせないならば、こちらは〝止める〟のだと、彼女はそう言った。だから、

「動きがない今は放置です。先生」

「では、安あ芸きと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに行く平ひら野のさんに、一つ、情報を教えましょう」

　何をですか、と問う事は許されなかった。石いし川かわがいつの間にか間を詰め、言葉を放っていたからだ。

「対岸、讃岐さぬきの奥に作られた仮設教きよう導どう院いんでは、そろそろ冬服の時期でしょう。

　──あまり寒くならないといいのですけどね」
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　そろそろ冬服を考える時期だと、正まさ純ずみはそう思った。

　場所は仮説で設けられた丘上の教導院だ。部屋数は少なく、二階建ての一棟だが、用件は充分に満たしている。役職者が集まるのが居室ではなく校舎前にある桜の下だが、これは来年春というものがもしあれば、いい光景を見せてくれるだろう。

　武蔵が無くなり、しかし、町は残った。

　これは武蔵がブロック構造である事もだが、水み戸とでの経験が活いきた。武蔵改修時、水戸では横町などを展開して町を地上に作っていたが、あれは人員の収納量に弱く、なによりも一階層しかないのがいけなかった。

　今回はその辺りを考慮して、壁など無い構造だが、町を繫つなげて最大五層としている。

　不思議なもので、地上にあるのに、階層構造にして武蔵内にあった時のように町を並べ、町ごとを吊ちよう架か通路で結ぶと、人々の不満が減少した。

　水戸の時の方が風通しも日当たりも良かったんだがなあ、と思うが、違うらしい。

　人々の間では、丘の上や脇わき、森の中や山の入口と、スペース優先で分けられた各階層に〝うどん多摩〟とか〝うどん武蔵むさし野の〟などと名前がついているらしい。これはある意味、生活を何もかも新しくしつつ、以前を捨てないという、そんな気分の表れなのだろうと思う。

　こちらとしては、大おお久く保ぼが自ら蟄ちつ居きよ状態に入ってしまって、

「お前が軟禁状態を自ら作ってどーすんだ」

　加か納のうが通学してくるので大だい事じないと思うが、やはり責任を感じているのだろう。

　どうしたものか。

　大久保達が身代わりとなってくれたので、こちらの世界的評価は表向き継続だ。だが、それよりも、武蔵を失った武蔵勢には力が無いとして、各国がこっちを無視してくれている、というのが正解だろう。

　結果、自分達の評価は、逆に過去の業績として活きている。今の自分達が駄目なだけで。

「しかしまあ、この教導院から見る風景も少し慣れて来たな」

〝うどん奥おく多た摩ま〟の〝艦尾〟から見る先には、浅あさ間ま神社もあるし、墓地もある。

　昔あったものは大体揃そろっている。だが、どうだろう。

「おい……」

　自分は、集まり場所として決めた桜の下を見た。

　今いるのはメアリで、クロスユナイト待ちだ。

　彼女はしかし、校舎から忍者が出てくると手を上げ、共に丘の下にある階層の町へと入っていく。こちらがクロスユナイト主体で見ていない気もするが、気のせいじゃない。

　ただ、待たない。

　あの場所は待ち合わせ場所だが、誰だれかがたまたまいるか、集合を掛けないと駄目だ。

　自然と人が集まらない。何故なぜかは明確だ。

「葵あおい」

　はー、と息を吐く。

「お前がいないと、誰も溜たまらないぞ」

　あの馬鹿が、授業には出ているが、すぐに帰宅してしまうのだ。
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　メアリは、段々とこの生活に慣れつつあった。

　ちょっと面白いと感じているのが、ここが地上だと言う事だ。だって英国も武蔵むさしも、どちらも地上ではなかった。人狼女王レーネ・デ・ガルウの実家で合宿したのが地上生活の最長だったと思うが、今やそれを超えて行き、このままだと地上の子になってしまう気がする。

　海が近いのは英国を思い出すし、森が近いのは有り難い。あまり表では言えない空気の昨今だが、これは意外といい環境なのではないか。一つ気になる事があると言えば、

「点てん蔵ぞう様、どうしてこのうどん王国では、一日一回、うどんを頂かないといけないのです？」

「それは……、ここがうどん神に見み初そめられたうどん王国だからで御座ろう」

　食が単調になる気もするが、風習というか、この地に住まう厳しい掟おきてなのだと聞いた。逆に言えば、これだけ守っていれば未開の土地扱いの場所は自由にしていいらしい。

　ゆえに余程やらかさない限りは土地制限も無く、現状では〝うどん青梅おうめ〟に陸りく港みなとを皆で建造中だ。〝青梅〟が設計と指揮を執ってくれているので大きな問題も無く、人々も、自分達の生活の核となる仕事が生まれた事で、今の態勢を認めつつあるようだった。

　ただ、気になる事があった。

「点蔵様、ナイト様とナルゼ様は、何処どこに？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、二人とも、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク領に落ちて、今は療養中だとか」

　そこまでは知っている。二人とも、山間部の別の村に落ち、それぞれ負傷を癒いやしているのだと。ただ、気になっていたのは、M.H.R.R.旧派領は実質武蔵の敵国だという事だ。

「……そんなところに落ちて、大だい丈じよう夫ぶだったのですか？」

「これは良いニュースで御座ろうが、どうも魔女テクノヘクセン服で落ちた結果、ほら、魔女服はM.H.R.R.神聖ローマ帝国系デザインで御座ろう。ゆえにM.H.R.R.旧派カトリツクの特殊部隊が、行動中に負傷離脱となったと、そういう風にしているようで御座るな」

　ゆえに、

「名前を、ナルゼ殿はマルゴット、ナイト殿はマルガと名乗って御座る」

　言われ、一瞬混乱した。ええと、と指を立てて意味も無く数えながら、

「……黒くて白い方がマルゴット様になって黒くて金色の方がマルガ様に……？」

「それで合ってるで御座るが、これ自分らにしか通じない混乱で御座ろうなあ」

　ともあれ、と彼が、眼下の町を指差した。

　五階層の〝うどん奥おく多た摩ま〟は、表層部がこの丘とほぼ水平に連結している。

「配給所が三軒になって夕食が楽になったのは、武蔵むさしの時よりも良いと、そんな風に思ってしまうで御座るな」

「早生わせの御野菜が、術式など絡めて武蔵よりも多量に生産出来ますからね。既に対岸、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへの輸出を始めている農家もあるとかで」

「ああ、ノリキ殿や、アデーレ殿達に御座るな」

　明らかに向いている。そういう面々だ。朝、教きよう導どう院いんが始まるより先に畑を広げて世話をして、夕刻は教導院が終わるとソッコでまた行き、世話をする。時に午前を早引けして、奔ほん獣じゆうにクロー等を取り付けて畑の耕しなどを一気に行うのは、本来の用途と全く違う様でいて生産量の増強としては有り難い。

　補給も潤う訳だ。

　既に武蔵由来の備蓄は非常用として、自給自足が賄まかないつつある。

　……このまま、ここで生活していく事になるのでしょうか。

　どうだろうか。

　解わからないとしか言いようがないが、この生活が楽しくないといえば噓うそになる。

　実際、自分達に常なる小さな目標があり、それをこなして生活していくのは楽しい。ただ、気になるのは、

「創そう世せい計画は、どうなるのでしょうね」
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　創世計画については、幾つかの発表があり、讃岐さぬきにも伝達があった。

　メアリもそれを、讃岐の代表委員の訪問時に聞いている。

　地上武蔵はまだ国家として認められていないため、そのような間接的伝達だったが、讃岐側としては自領に匹敵する大所帯が出来たのだ。戦闘能力もあるとすると、良い関係を持っておきたい、というのがお互いの見解だった。

　話によれば、今年最後の満月。それが実行日になると、P.A.Odaから予告があった。

　十二月の三十日だ。

「早い」

　というのが皆の総意だ。そしてその理由については、

「──私達が次の戦力を整えない様に、というのは、自うぬ惚ぼれ過ぎかな」

　正まさ純ずみの言葉に、否定をする理由はない。大体、あと三ヶ月で、また武蔵むさしを手に入れる事など不可能だ。他国にも、武蔵規模の余剰艦は無いのだ。

　だから世界各国は、こちらに目を向けなくなった。

　武蔵勢に対していろいろと依頼のオファーもあるが、それは今の能力や、過去の業績をベースとしたもので、こちらに復帰を促すものは一つも無い。

　よくて傭兵や、貿易の手伝いや指導。

　つまりは世界の蚊帳かやの外だ。

　これからどうしようか、というのを一度、皆で話したいと思う。しかし、

「青せい雷らい亭てい本舗は閉じたままですし、いない方も多いですし、ウエットマン様も、このところで放課後は何処どこかに消えてしまいますね」

「トーリ殿については、ホライゾン殿や浅あさ間ま殿、ミトツダイラ殿が支えているので、とりあえず大だい丈じよう夫ぶかとは思うで御座る。しかし──」

　と、彼が正面を見た。

〝うどん奥おく多た摩ま〟の向こう、〝うどん武蔵むさし野の〟が前にあり、その先は海だ。

　海を越えた対岸。その向こうの空を、外交艦隊と思われる黒い艦影が行くのが見える。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの艦隊に御座るな。行き先は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに御座ろうが、──ほんの一月前だったら考えられない様な絵え面づらに御座るな、これは」

　さて、

「M.H.R.R.旧派と六護式仏蘭西が、どのような動きをとるか、今の自分達が気にするのは、少々力足らずというところで御座ろうかなあ」
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　アデーレとしては、気になっていたのだ。

　放課後、総長が何処に消えてしまうのだろうかと。それも、どうやら気にして見ていると、ホライゾンや浅間、第五特とく務むや、たまに喜き美みもいなくなる。

　何をしているのだろうか。

　一回、直接浅間に聞いてみたが、

「ああ、うん、勉強ですよ？」

　と、はぐらかされてしまって、要を得なかった。

　……大体、総長が勉強とかしますかねー……。

　ここで勉強して、何か意味があるのか。だがその場には一緒に行かせてくれないようで、こちらとしてもそれを見たいとも言い出せなかった。

　しかしこれが、二週間程続くと、流石さすがにちょっと気になってきた。

　何をしているのだろう。

　後をつけようと思ったが、これがなかなか難しい。総長本人や喜き美みが芸人スキルとして隠れて進行する技術を持っているし、浅あさ間まも術式で自分の形跡を禊祓みそぎしたり、結界で隠れる事が出来る。第五特とく務むは匂においに敏感でこちらを察知する事が出来るし、副王は奇声をあげる。

　……何か凄すごいパーティですよコレは……。

　最後のアクセントがちょっと強過ぎる気もするが、コレが無いと締まらない気がするから怖い。ともあれ、それならばともっと鋭い察知力を持つ鈴すずを誘ってみたが、

「んー、パス」

　と断られてしまった。鈴自身は、実家の湯屋と鈴の湯が、目下のところ人々の情報収集の場となっており、つまり完全多忙だ。ノリキやペルソナ君、御お広ひろ敷しきまでもが掃除や呼び込み、屋台のバイトをするくらいに繁盛している。

　しかし鈴としては、

「海の方の丘？　そこに行くみたいだけど、……うん。私はやめとく」

「何でです？」

「んー……。臆おく病びよう？」

　……鈴さんが臆病だったら他の人は虫ケラみたいなもんですよ！

　と、意外に剛胆選手権をやったらトップ３に入る逸材から言われると、いろいろ考えてしまうが、何となく夕方の散歩バイトで犬達に追わせてみたら、確かに海の方の丘に誘導された。

　ならばと、今日きようは探索に来てみた。自然を装うのであまり深く探らない。〝道〟と思えるものがあったら、それを伝って散策に来たような振りをする。そのつもりだった。

　すると、対岸に安あ芸きから三征西班牙トレス・エスパニア側の海岸が見える丘に来た。

　ちょっと丘に沿って回ったが、〝うどん奥おく多た摩ま〟からまっすぐ来れば一分程で辿たどり着くところだろう。砂浜と岩場、砂と石や土の地面の境界部分だ。

　岩場が突き出した下に、それがあった。

　小屋だ。
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　新しい小屋だった。

　武蔵むさしの地下にある軽食屋、そのパッケージを持ち込んだもので、屋台に見える。入口には御み簾すが掛かっていて〝青雷亭ブルーサンダー勉強小屋〟とある。

　……無茶なカモフラージュを。

「秘密基地みたいなもんですかね」

　水道などは引いていないが、桶おけがあり、蓋ふたがされている。だとすると洗面所は教きよう導どう院いんのを借りているのだろうな、とは推測が出来る。しかし、

　……教導院の裏手側ですか……！

　教導院が北東側に向いているとしたら、こちらは浜を挟んで北西側にあたる。

　見れば確かに丘を一直線に来る短距離ルートの足跡が、丘上の方に残っている。放課後、何か買い物してから、教導院に戻るようなルートでこちらに来る、そういう足取りだ。

「……ああ、総長達が見つからない訳です」

　教導院から見ていると、まず去ってしまうし、しかしこっちが町に帰る辺りでは、今度は教導院の方に戻ってきて町からいなくなる。

　これでは確かに、何処どこに行ったか解わからない筈はずだ。

　だが、総長達は、ここで何をしているのだろうか。ふと気になって、というか、それを調べるつもりで来たのだ。

　第五特とく務むがいるとしても、室内ならば匂においの伝でん播ぱは限定される。風向きを考えて、小屋には側面側から近づくようにすると、段々と、中の声が聞こえてきた。

　総長と浅あさ間ま、第五特務の声だ。何か寝台の様な、木造の軋きしみが定期的に聞こえても来る。

　一体何が、と更に近寄ると、声がはっきり聞こえてきた。それは彼女達と総長の、

「あっ、トーリ君、そこじゃないです。こっちに入れるんです」

「え？　浅間、こっちのＡの方じゃねえの？」

「我が王、それはまだ早いですのよ？　大体、今日きよう一日で全部する気ですの？」

「でも夢中なのはいい事ですよ。だからほら、次はこう、こっちにそれを入れて……」

　寝台の軋む音に、己は真顔になった。

　勉強。それは広義の事だろうか。だが、ちょっと今、自分は毎朝毎夕農家になっていて、皆も一緒に生産業の仕事をしているのに、

　……これはアレですか？　十じつ本ぽん槍やりの生産業ですかね？

　ともあれ何か宜しくない、というファジイな理由で、己は介入した。

「総長！　浅間さんも！　何やってるんですか！」

　踏み込む。
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　浅間は、あ、見つかりましたか、とアデーレに振り向いた。

　何をやっているのかと言えば、

「……今、トーリ君に、ミトと一緒に代数計算を教えてまして……」

　なかなか覚えが悪いというか、独自の考え方をするので難しい。が、最近はこれでも自分である程度計算が出来るようになってきた。喜き美みに言わせると、

「猿から山猿に進化したわね愚弟！」

　とのことだがそれは退化ではないだろうか。あと喜美自体がまだ猿なんですが。

　まあそれはそれとして、アデーレの納得のためにも、小屋の奥を手で示しておく。

　小屋の奥、そこは二畳間となっているのだが、ホライゾンが足を両腕に押さえさせながら腹筋運動を入れていた。身体からだを起こす際、ウエストを左右に振る、捻ひねり式のハードなやり方だ。

　そしてホライゾンがアデーレに気付き、動きを止めた。小屋の軋きしむ音が消え、

「いやアデーレ様、どうですか、再起を考えつつ身体をビルドアップ。雑念を払うにはなかなかいいですよ」

　言葉と、皆の視線の先、アデーレが息を吸った。そして彼女は、

「サアアアアアアアアアアギですよぉ──!!」

　猿とかサギとか動物ばかりですねここ。







[image: 第四十七章『夕闇下の会議者達』]
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　アデーレとしては、とりあえずの安心が得られたのは確かな事だった。

「えーとまあ、こういう事ですか」

　元が軽食屋の小屋なので、入口側にテーブルを挟んだ席がある。そこに総長と向かい合って座り、奥の座敷には副王。入口側では第五特とく務むが外を警戒し、内側では浅あさ間まが茶などの用意をする。そんな構図において、

「ちょっと自分をリニューアルしたかった、と？」

「いやだってオメエ、自分達の気分入れ替えによるパワーアップっていうか覚かく醒せいネタ？　それはもう、ノヴゴロド行った時のアレでやったじゃん？　武蔵むさしも改になってさ」

　だけど、と彼は言って頭を搔かく。

「今回、武蔵ねえじゃん？　だからとりあえず象徴的なリニューアルで皆のやる気っつーか気分を変えるとしたら、トップの俺おれかなあ、って」

「──それでちょっと勉強とかして、頭良くなってみよう的な？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と総長が頷うなずいた。

「だけどガッコでやると勉強会っつーか補習じゃん、ソレ。皆にもインパクトねえし、大規模な勉強会になると、俺のやる気はレボリューション系じゃなくて〝もうこっちでやっていこうぜ〟って勘違いされかねねえし」

　あー、と、自分は内心で仰のけ反ぞった。

　確かに今の時分、皆が落ち込みつつも燻くすぶっているのは確かだ。

　山やま崎ざきの合かつ戦せんでは敗北の色が濃厚で、武蔵も失ってしまった。皆、未いまだに夢の中では武蔵での生活をしている光景を見ていて、朝になって現実に気付くのだ。

　だが家の外に出てみれば現実は動いていて、その流れに乗ってみるとさほど悪くはない。

　ゆえに誰だれもが、燻りながら、しかし今回ばかりは判断を天てん秤びんに掛けている。

　世界に関わっていくか、ここで創そう世せい計画を待つか、だ。

　P.A.Oda、羽は柴しば勢によって期限は切られた。

　その期間内で、武蔵をもう一度手に入れるのは無理だ。よくて基礎部を建造して終わりだというのは、〝青梅おうめ〟や〝奥おく多た摩ま〟の判断からも解わかっている。

　……ただ、諦あきらめてはいないようですねー。

　この小屋の奥、ちらりと視線を向けた先には本棚があり、小等部の教科書から始まっていろいろな雑学や知識の草そう紙しがある。その中には武蔵の構造や設計の図解などもあるが、あれはきっと機関部から借りたのだろう。武蔵の通神帯ネツトは浅間神社が大体のバックアップデータを管理しているため、そこへのアクセスで武蔵型の資料を集める事は可能な筈はずだ。

　だが、総長はこう言っているのだ。

「総長にやる気があって、皆にやる気があっても、何かを変えていかないと、また同じ事にしかならないと、そう言うんですね？」
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　まあそうだろうよ、とトーリは思った。

「俺おれな？　まず俺がリニューアルだろって思ってさ。ちょっとネイトにここ作って貰もらって、ほら、帝みかどのゴダイゴが島流しに遭った先でガンダーラの歌作ったとか、そういうのあるじゃん？　だからとりあえず二週間くらいで頭脳明めい晰せきになって〝よっしゃ皆！　完全リニューアル俺がオメエらを引っ張ってやんぜ！〟って思ってたら、二週間で終わる参考書が未いまだに四日目くらいじゃね？　それでちょっとヤベえですよコレ……、ってなってきててなあ」

「あの、浅あさ間まさんや第五特とく務む、上手うまく切り上げないんですか？」

　いやあ、と浅間が言う。

「トーリ君を、信用してますから。──諭したり切り上げなくても、いろいろ考えて、駄目だったらちゃんと相談してくれる、って。こういうの、自分の納得が一番だと思うんですよね」

「……あと三日くらいでそんな感じだったんだけどな？　俺」

　ただ、アデーレが吐息した。彼女はこちらをまっすぐ見て、

「皆、そんな事しなくても、総長についていきますよ」

「いやだからその俺が、今の俺だと嫌なんだって」

「トーリ様」

「トーリ君」

「我が王」

　三連発でチェック入った。何故なぜかというのは自分でも解わかったし、アデーレにも悪いので、

「悪い。──俺が俺を嫌だって言ったら、今、こうして気に掛けて貰えてるの拒絶しなきゃいけねえもんな。嫌な俺を手伝うな、って」

「そうですね。自分がそう思うから、と言うのも有りだと思いますけど、自分がそう思うのに手伝わせるのは、相手の良心を頼ってる事になりますから」

　浅間が言う事を、ホライゾンがふむふむ頷うなずいてメモしてるけど、さっきのツッコミそういう意味じゃなかったの？　どうなの？

　だからこれは、こう言い換えるべき事なのだ。

「今の俺を、もっと良くして、オメエらを引っ張っていきたかったんだよ」

　過去形になってるって事は、もう、そうじゃねえんだと、何か感じた。

　……次に行く、って事かな。

　ただ、何か引っかかってる。このままじゃいけねえんじゃねえかって、何か、ある。

　それを、ホライゾンや浅間、ネイトや姉ねえちゃん達は待っている。俺が、それを必ず見つけて、マズいと思ったら相談してくれるだろうと、信じてる。

　だから今、皆、何も言わずに付き合ってくれている。

　有り難い事だし、俺おれもまた、そうしてえんだろうな、とは思う。

「……十年前みてえに、姉ねえちゃんに[image: ]しかられるような事は、もう御免だしな」

　期待されているって事は、幸いな事だ。

　だけど何だろ。俺の事なのに、解わからねえ。

　ひょっとすると目を背けてるのかもしれねえ。

　格かつ好こ悪い。ただ、アデーレにはこう言っておくべきだろう。

「明日あしたから、皆、こっち来るか？　本舗にすっか？」

「あー、自分が決める事じゃないと思いますよ、ソレ」

「だったらオメエ、何しに来たんだよ一体」

「いや、総長が何してんのかな、って来たら、見事に落ち込んでたという感じで」

「おいおい、落ち込んでねえよ？　──だってどうにかしようって、前向きに勉強してな？　まあ、出来が悪いからって落ち込みはあるけどさ。それでも何とかしねえとって思ってさ」

　アデーレが、浅あさ間まやミトツダイラの方に視線を配った。

　ややあってから、アデーレが一つ頷うなずいて、口を開いた。

「総長がどうにかしようって思ってたら駄目じゃないですか！」
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　アデーレは、声を上げた。総長に感じた違和に気付き、これは自分で解るべき事だと思いながら、燻くすぶりに任せて言っていた。あのですね、と前置きし、

「総長。総長は、自分がどうにかしようじゃなくて、ああしたいこうしたい、って、それを言えないと駄目ですよ。それを自分達がどうにかして、総長は自分らに頼む役なんですよ？

　それが逆になって、今、何も出来ない事に落ち込んでるんですよ、総長」

　言ってみて気付く。この場と、時間は、これを納得するためのものなのだと。

「副王や、浅間さん、第五特とく務むは、それを自然に解って欲しくて、恐らく総長がコレ自分向きじゃねえなって気付くまで付き合うか、解ってきたりで促すつもりだったんですよね？」

　己がそう言って、浅間とネイトに視線を向けると、二人が小屋の奥を見ていた。

　視線の先、ホライゾンがふむふむと頷きながらメモを両腕に取らせて、

「成程……！　──あ、こっち気にせず、続けて下さいアデーレ様」

　流石さすがですよ副王……！
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　流石は人狼女王レーネ・デ・ガルウの実家ですのね、と糟かす屋やは思った。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、羽は柴しば勢の代表として、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ代表との会議に用意されたのは、巴パ里リになるかと思えば森だった。Mouri-01という称呼の自動人形。毛もう利り・輝てる元もと付きの彼女が、待ち合わせた空域から外交艦で案内してきたのが、ここだ。

「巴里は、以前の羽柴勢との戦闘による被害がまだ残っております。太陽王ロワ・ソレイユや姫様の人気が高いとはいえ、貴方あなた達をフォローするための人気ではありません。それに、覇は王おうの国の代表に特とく務む級が対等に会おうというのも不ふ遜そんでしょう。故に──」

　故に、という事で森の中に降下し、頭上にお互いの国の外交艦を向き合わせた。

　下の広場には待ち人がいたが、それは両腕を広げてハグ準備完了状態の、

「まあ！　うちの子の子ですのね！　改めてクンクンさせて頂きますわ！」

　抵抗する余裕も与えさせずに嗅かぎ捲まくられた。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、戸惑って身をかわそうとする糟かす屋やを追い越し、外に回り込んで嗅ぎ捲るのを、Mouri-01は安心して見ていた。

　とりあえず、あらゆる面で上位の存在がいるというのは、交渉としてやりやすい。

　親族的にも上位となると、ペース的にもこっちが有意だ。

　人狼女王の実家の周囲は小川や高台などもあり、自然に見つかりにくいというのもいい。

　防備としてよく出来ている。糟屋としても安心していろいろ話せるだろう。それに、

「早めだけど、夕食出来たよ？」

　と、御菓子の家から人狼女王の夫が顔を出す。

　人狼女王共々、一昨日おとといから入って貰もらい、いろいろと仕込みをして頂いている。

　室内で食事をすると、中で何か起きた時逃げ場がない。ゆえに全て露天で行うが、

「まあ」

　出される料理が、荒っぽいかと思えば、どれもソース類に果くだ物ものなどを使用した味の深そうなものばかりで、更には、

「こちら、……味付けに醬しよう油ゆを使用してますね？」

「解わかる？　──ネイトの王様から習ったからね。僕なりにアレンジして人狼ルウガルウさんから抜群評価を貰ったんだ」

　だから、と彼が、戸惑い気味の糟屋に対し、料理の載った皿を持ち上げて言った。

「来て。──僕達が知らないネイトの話を聞かせてくれるかい？」
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「交渉というより家族会議だね、アレ」

　という才さい蔵ぞうの言葉に、木の上にて枝に座り込んでいた佐さ助すけは頷うなずいた。

「実際、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクってか、羽は柴しば勢とリアルな話し合いが出来るとは思えねえからな。茶を濁すにしても、上手うまく言い逃れ出来るようにするにしても、人狼女王レーネ・デ・ガルウの孫が来るなら、本人を出しとくのが安全だろ」

　なかなか世界も堅いな、と佐さ助すけは呟つぶやいた。

　自分達がここでこんな事をしているのは、各国の情報収集だ。

　要らずを名乗った十じゆう勇ゆう士しも随分と崩れた。伊い佐さと筧かけい、三み好よしはいなくなり、海うん野のと望もち月づきは降りた。無論、海野と望月はバックアップとして真さな田だから手伝いをしてくれるが、もう前線じゃない。そして穴あな山やまと根ね津づ、由ゆ利りは、武蔵むさし勢との戦闘を考慮しているので、情報収集は二の次だ。

　……若様も出てきたとなると、真田の方で地味に働くのは俺おれ達だけかねえ。

　真田に恩を返すといっても、方法はいろいろある。

　出来る事なら信のぶ繁しげには真田に居座り、各国への抑止力となって欲しかった。それがために各国の情報を自分達は集めていたのだが、

「前線に出てくるとなると、若様としちゃあ、俺達の集めた情報で今後の立ち回りを決めるとでもいうのかね」

「そこまで器用じゃないよ、あの人。──悪い人じゃないんだけど、力があり過ぎる。

　自分がいれば大だい丈じよう夫ぶだと、そう思ってるからさ」

　上役批判は当主の信のぶ之ゆきのネタで馴なれているが、弟役の信繁ともなると、扱いが難しい。

　天竜であるがゆえ、実力には何の問題も無いからだ。

「もしも関せきヶ原はらが起きても勝つ、生き残る。松まつ平だいらは倒す。そのつもりで若様は来てる。

　そうする事で真田の再興をしようってんだね」

「だけどそれやったら真田は各国の脅威となるんだけど、……若様は、それも自分がいれば大丈夫、ってタチだからなあ」

　いい人なんだけどね、と才さい蔵ぞうが重ねて言うのは、本当にそう思っているのだろう。

　ただ、彼女はこっちの肩にのって、涼しい風と共にこう言った。

「でも天竜は、自分の力を無関係と出来ないんだろうね」

「俺達は、各国の情報を集め、若様にそういう事ばかりじゃない、って知って貰もらう役か」

「歳とし取ったねえ、アンタ、そんな役回り」

「お前もだよ……！」

　言って、遠くに見える火の色を確認する。

　Mouri-01、人狼女王、その旦だん那な、糟かす屋や・武たけ則のり。更に周囲には、六護式仏蘭西の自動人形部隊が遠巻きに警護をしている。こちらは更にその外から見ていて、これは忍術など含みであるため、見つかる気配はまず無い。

「何話してんだろうね」

「読どく唇しんとか、気配を読むとか、そういうのお前、訓練してなかったよな」

「アンタがいるじゃない」

「お前、絶対今日きよう、帰りの足はお前だぞ？」

　言いつつ、先程の話の続きを作る事とする。まあいいか、と前置きし、

「──大変なのさ、毛もう利りは、創そう世せい計画を信用してない。というか、そう出来ないから」
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「どういう事？」

　才さい蔵ぞうの問いに、佐さ助すけは応じた。ここまで集めた情報を並べるだけでも解わかるが、

「外界への開拓を今後に構えていた大国だ。総長と生徒会長の権限でそれを無しにしようって言っても無理だ。国策になってる。しかも創世計画は関係消去の方法だから、権益関係を全てぶっ飛ばす。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは、創世計画以外の方法を模索してる筈はずだ」

「だから巴パ里リに羽は柴しば勢を入れない、って？」

「巴里じゃあ備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようで巴里を守った地竜や天竜をモチーフにしたアクセサリが売れているってな。──創世計画に対する地味な抵抗運動だ」

　だが、

「もしも模索の方法が見つからなかった場合、創世計画を何も知らなかったらヤバい。ひょっとすると関係を保てる方法があるのかもしんねえからな。

　だからそういうのの探りと、万が一を考えて、羽柴勢とは付き合いを持っておきたい」

「って事は、だよ？」

　才蔵が、向こうに見えている焚たき火びの揺れ具合を見ながら、こう言った。

「政治的には、国内では反創世計画として対抗案を模索。しかし外交的には創世計画を認める。だけど国として認めたら国内側が黙ってないから、──ここは人狼女王レーネ・デ・ガルウが〝家族を受け入れる〟という構図で外交ルートは確保する？」

「そういう事だ。──血縁外交としては、六護式仏蘭西としても嬉うれしい事だろう。何しろ羽柴勢ではあるが〝孫〟。六護式仏蘭西の人狼女王が〝上〟の立場となるし、武蔵むさし勢の娘として未来を知ってる彼女はニュース性が高い。世界に八人しかいない未来からの来訪者が一人、しかも人狼ルウガルウとして国内には無害な外交ルートとなってくれるなら、国内側も万歳だ」

「だったら何で来たのさ、糟かす屋やってのは。損の方が多いじゃないさ」

「創世計画が唯一だと、そう信じているのさ、羽柴勢は」

　それも仕方ない。

「武蔵が落ちたからな」

　もう本当に、そればっかりだ。

　自分と才蔵も、あの船には乗った事があるし、あの上で十じゆう勇ゆう士しは戦ったのだ。伊い佐さの件では、彼女が満足して死んでいった最後の場所でもあり、

　……個人的な思い入れは、俺おれも、武蔵むさしの方にあるんだが。

　敵ではあるが、割り切れない部分も大きい。腐れ縁、というには付き合いが浅いが、最終的にはそうとしか言えない気もする。

「あの、伊達だてで会った目が見えない子、鈴すずだっけか。どうしてるかね」

　才さい蔵ぞうも憶おぼえているか。

「関係って事について、話したっけな。──それが無くなるんだから、どうだろう」

「あたしゃ嫌だよ」

　何かこいついきなり重量的に重くなった気がするが、そういう精霊だったろうか。

　ともあれ自分は、

「……十じつ本ぽん槍やりを奪われた経けい緯いとか悔しいのとか、そういうのも消えるぜ？」

「そんなん真さな田だに来てチャラになったじゃないか。大体、あん時にあたし達の事を指導してくれてた柴しば田た公もいなくなっちまった。十本槍でいた方が辛つらいさ、多分」

「そうか」

　己は頷うなずいた。そして、

「俺もだ」

「──？　何いきなり重い事言ってんのさアンタ！」

　両手で上から叩たたいてくるが、お前が言い出したんだよコレ。だが、

「……ん？」

　気付くと、自分達が乗っている枝の上に、皿があった。見るとローストした鶏とりの脚が二本載っており、香草のリボンまで結ばれている。手紙も付いているので開いてみると、


《極東勢なら、うちの人が作った醬しよう油ゆソースアレンジのコレが合うと思いますの》



　振り向くと、自動人形達が変わらず警護している向こう、焚たき火びの横で人狼女王レーネ・デ・ガルウが手を振っていた。

「……バケモノだね。ってか、ホントにバケモノなんだっけ」

「精霊様が言うかよソレ」

「あたしゃバケモノじゃないよ。精霊様だよ」

　ハイハイ、と頷き、皿を手にして鶏を手に取る。掲げると、才さい蔵ぞうが手を横に振った。

「あー、あたし固形ちょっと今駄目だから、酒か何かある？」

「これですの？」

　向かいの枝にワインがグラス付きで置かれ、ちょっと真剣に引退を考えたくなった。
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　夜の森は初めてだった。

　糟かす屋やとしては、もっと都市部、もしくは郊外に招待されると思っていたのだ。だが実際は森の中で、しかし母の母の実家と聞くと、ここしかないと思ってしまって、

　……あっ、私、チョロいですの。

　外交として考えると、いいように扱われたという事になるのだろう。だが当人同士、お互いの収穫としては、これ以上のものは無いだろう。

　料理が進み、夜が更けて、焚たき火びが暖かく感じると、話の内容が変わる。

　ぽつぽつと、焚き火の薪たきぎが爆はぜたり、混ぜる音に重ねて言葉が進む。そんな語りになる。

　最初は、己の憶おぼえているずっと昔の事だった。

　どこか広場のあるところにいる時間が多く、それはきっと武蔵むさし上の教きよう導どう院いんだろうという指摘で、初めて自分が母と一緒に武蔵に住んでいたのだと理解が出来た。

　見ていた周囲の風景、神社のある巨大な山は、Mouri-01に言わせると、

「多分、……IZUMOではないでしょうか。英国で〝花園アヴアロン〟の改造を行っている間、武蔵はIZUMOにほぼ固定されていたのでは？」

「──創そう世せい計画に大罪武装ロイズモイ・オプロで失敗したならば、各国からの追及などもありますものね。だったら確かに、IZUMOという中立的かつ英国に近い場所にいたのはありだと思いますわ」

　記憶が補強される。よく口にしていた料理。朝に母が軽く作ってくれていた目玉焼きと分厚いハムは、何故なぜか自分では味が再現出来なかったものだが、

「こうかな？」

　自分の母の父が、御菓子の家に入ってから十分後に持ってきたものがそれだった。

　懐しさに息を詰めた己に対し、母の父が、笑みでこう言った。

「ネイトの王様から習ったんだ。──単純に、焼いて火を止める時、フライパンの中に醬しよう油ゆを垂らして、それだけで味付けにするんだよ」

　今まで、上に何か振っているのだと思ったが、違った。

「ハムの塩があるからね。醬油を掛けると塩っ気が強くなる。でも上げる直前に下に垂らすと、脂に醬油が絡んで軽いソースになるんだ」

　十数年ぶりに口にする味が、いろいろリフレインさせてきた。

　そして、母が、自分の王様とどういう生活をしてきたのか、どれだけお互いを慕っていたかが解わかってしまい、

「────」

　泣いてしまった。

「貴方あなた、私以外の女の子を泣かすなんて悪い人ですのね」

　母の母の自己表現にツッコミを入れたくなったが黙っておく。ただ、そこからは話が早かった。時折に泣く事も厭いとわなければ、何が起き、何が得られ、失われたか、全ては連綿として伝える事が出来たのだ。結果として母の母が言ったのは、

「あの子は、貴女あなたを信頼していたんですのね。そして、自分を過小評価していたのだと、そう思いますわ」

「それは──」

「自分達程度のものがいなくなっても、素晴らしいうちの子は大だい丈じよう夫ぶ。そういう事ですの」

　そんな、と思ったが、実際、そういう事なのだろうか。解わからない。だが、

「……母達は、運命に負けたから、自信を無くしたんですの？」

「貴女あなたの母の場合、二度、負けてますのよ？」

　言われて気付く。

「……王を失い、運命にも負けたからですのね？」
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　今までも、このような思考はあった。

　だが、実感としては薄かった。それが今、この焚たき火びの会議では急激に解る。

　母は王を慕っていたのだ。

「しかし、最初の敗北で、王を失い……」

　そこからの再起を含めた世界との遣り取りを重ね、最後の決戦に挑んだ。

「でも運命にはやはり勝てなかった……」

　母は、何も守れなかったと、そういう事になる。

「……それがどういう事か、今の貴女には解りますわね？」

　母の母が諭すように言葉を投げて来た。

「何も守れなかった貴女の母は、だけど、守るべきだった相手との子として貴女を産み、自分が勝てなかった運命から貴女を守る場所に貴女を置いた。……そして貴女が成長したら、自分の役目は終わったと、そう思ったんですのね」

「そんな……」

　それでは身勝手ではないか、と己は思った。

　そうだ。ずっと思っていた事があった。

「私は、母から、愛されてましたの？」

　母がいなくなってから、ずっと封じていた疑問だ。何度も何度も遺のこされた手紙を読んで、愛されていたと、自分や、皆に言い聞かせてきた。

　だがここでならば、本当はどうであったかを問える。

「私は、母の、王への思いと後悔から生まれていて、……実際は愛されていなかったんじゃありませんの？」

「武たけ則のり」

　母の母の声に、己は俯うつむき掛けていた顔を上げた。すると相手は微笑し、

「問えばいいではありませんの。正面からぶつけて、あの子、答えをろくに出せないと思いますけど、でも、問えるなら問うていいんですのよ？」

　無論、と、母の母は言葉を繫つなげた。

「──あの子だって、答えを迷って、幾度か変節するかも知れませんけど、そのくらい、貴女あなたも問いかけを押しつけるのだから、許容しないといけませんわよ？」

「いいんですの？」

　と己は問うた。

「押しつけていいんですの？」

「それで逃げ出すような躾しつけはしてませんわよ？」

　言われ、ちょっと笑ってしまった。自分とて、何か疑問をされたら逃げるように教えられてはいないからだ。だが、気付くとMouri-01が頭を抱えている。

「どうしましたの？」

「え？　あ、いえ、あのですね？　……出来れば今回の会議の事、外に漏らさないようにしては貰もらえませんでしょうか」

「それは構いませんけど……、あ、帰国した後、羽は柴しばや皆に話すのも？」

「出来ればそのようにして頂きたいのですが……」

　言いつつMouri-01が横目で母の母を見る。が、彼女は素知らぬ顔で、母の父の口に料理を送り、その口についたソースを舐なめとっている。

　何か問題があったろうか、と思うが、よく考えて、あ、と気付いた。

「……私に、母との再戦を促して、私が了承してしまったからですのね？」

「山やま崎ざきの合かつ戦せんの後でそれは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしては少々やりにくく……」

　中間管理職は大変だ。ただ、母の父を地面に倒して舐め回していた母の母が、何故なぜか母の父のシャツを抱きながら身を起こす。彼女は一息ついて、Mouri-01を眉まゆを下げた笑みで見て、

「器の小さい話ですのねえ」

「国家の話です！　国家の！」

　母の母は、母から聞いていた以上に物理とメンタルのスケールが大きい気がしますの。
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「はは、人狼女王レーネ・デ・ガルウ相手に国の難しい事話しても無駄であろう。だが、血縁外交としてはいい流れになったのではないか？　アンヌの子らよ」

　言いつつ、巴ともえ御ご前ぜんは夜桟さん橋ばしから竿さおを振り、毛針を川かわ面もにキャストした。

　引く。

　掛からない。ち、と苦笑してリールよりも糸を引いて一気に戻す。毛針が竿の先に戻ってからリールを巻く。

　視線を上げると、川面に面した家屋も工房も、相変わらずの不夜城だ。巴御前は、一息を入れて釣果を収めるボックスに座り直す。霊体対応型の長靴はちゃんと形を保ったまま、桟さん橋ばしからの踏み込みを確かにしてくれて有り難い。

　あとは、横に展開している音声通話用の表示枠レルネンフイグーアの中、毛もう利り・輝てる元もとに言うだけだ。

「そちら、なかなか面倒な立場にいるな」

『Ｔｅｓテスタメント．、お互い解わかった上で外そと面づらと内うち面づらの使い分けだ。あたしゃそういうのが嫌いなんだが、それやらねえとお互いが丸く収まらねえ。──腹いせに意地でも創そう世せい計画以外を見つけてやる』

「そのように頼む。こっちも羽は柴しばには嫌われているようでな、私がここマクデブルクにいるからか、挨あい拶さつに来る気配が全く無い」

『そこに羽柴が行ったら、あたしも会いにいってやるよ』

　笑い声を小さく捨てて、輝元が言う。

『とはいえ、羽柴には、ちと恩が出来た』

「羽柴に？」

　毛針を投げる。引く。掛からない。

『安あん国こく寺じ・恵え瓊けいの事だよ。アイツのやった事を、聖連として飲んだ。今の羽柴は随分と踏み込んで来るじゃねえか』

「武蔵むさしに安国寺の命を救われた事については何と考えている？」

『安国寺がM.H.R.R.神聖ローマ帝国から戻って来ねえよ』

　苦笑交じりの声が、音声だけの表示枠から聞こえる。

『後は引退か襲名解除しかねえんだけどな。そういう意味では、大おお谷たにも、あの場所が連中の関せきヶ原はらだったと言えるし、聖連がそう認めたならば──』

「毛利の関ヶ原は終わったと、そうねじ込むか」

『そこまで認めたら、創世計画について国内派を説得してやってもいい』

「無理だ。そこまでやったら、羽柴勢はベタ降りだ。何の交渉材料も持たなくなる」

　毛針を投げる。引く。掛からない。

　そして輝元が、不意にこう言った。

『武蔵があればな』
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「──武蔵勢がいればな、の間違いではないのか？」

『間違っちゃいねえ。武蔵勢がいても、武蔵がなけりゃ話にならねえよ。あの馬鹿総長が松まつ平だいら・元もと信のぶを襲しゆう名めいさせられた、って一時期ニュースになったけど、でもそれが何の意味を持った？　結局は武蔵という、あの移動拠点があってこそだ』

　ハハ、と笑って輝元が言う。対するこちらはリールに糸をまとめ直しながら、

「もし、もしも、だ」

『何だ？』

「国家単位で武蔵むさし勢を担ぎ出すところがあったら、どうする？　松まつ平だいらの襲しゆう名めい者しやを担ぎ出して歴史再現を進める、という大たい義ぎ名めい分ぶんで、だ」

『反創そう世せい計画派だな。ただ期限までに何が出来るか、って話だ』

　確かに期限は切られている。更には、

『あの期限、地上側でどうこう出来るものじゃねえ。月に昇った信のぶ長ながのＯＳが創世計画として運命の人格を殺すだけだ。──じゃあどうやって月に達する？　第二の月は地球に近いものだが、あそこまで届くとしたら、現状、あの大和やまとってのしかねえぞ？』

「更に言えば、月に向かえば、運命が自分達の軍勢を出してくる、か」

『どうやって勝つ？』

　つまり、

『武蔵がねえと駄目だ。そしてもしもそういう移動力、拠点、要よう塞さいとして使えるものを用意したとしても、じゃあまず大和を倒さねえといけねえ。

　大和を倒すのに、無傷でいられる戦力って、今、あるか？　大和を倒しても、期限内に補修出来なけりゃあ、月には行けねえんだぞ？』

「随分と思案した物言いだな」

　毛針を投げる。引く。

　掛かった。

　立ち上がり、リールを半固定して流しながらも竿さおを引く。

『どうする気だ』

「どうするも何も、武蔵勢がまず動かないと駄目だ。アンヌの子らも、まだまだ頭が悪いな」

『言わせてやるよ』

「Ｔｅｓテスタメント．、──いいか？　自分だけ、または自分達だけで何とかする、と考えるのは、頭が悪いか、焦っている証拠だ。ありとあらゆる事は他人と分け合えないものではない。だが頭が悪く、焦っているとこう考えるのだ。──他人に迷惑を掛けられない、と」

『アンヌは最後に空に昇ったぜ』

「彼女を受け継いだお前らは、ああいう時、同じ事をするか？　それが、アンヌからお前らが受け取ったものか？」

『────』

　遠く、水面を跳ねて暴れる力がある。逃さない。竿を手た繰ぐり、寄せて、

「マクデブルクの会議で、私達は武蔵を通じて〝自分だけ〟ではなくなった。アンヌ達は最後の〝自分だけ〟で何とか出来た世代だ。劣っているお前達が同じ事をするな」

『何かと思えば改派プロテスタントの説教かよ』

　寄せる。リールを刻む様に巻き、引き寄せる。

「──馬鹿は無茶をする。そろそろ冬服の時期だ。変わらねば、と思うならば、沈黙している今は飛び立つ前の大事な時期だな。同様に、既に動いている勢力もある筈はずだ」

『何故なぜ、予測でそこまで言える』

「思案した自分の心に聞いて見ろ。お前もその一つなのだ」

　言う。

「──信用出来る連中だ。敗北も、今回だけではない。前回だって再起した。同世代、同じように敗北を乗り越えたお前らにとっては、勝ち負けや、成功するかどうかではなく、同じ道を行くと信じられる相手だろう。こんな事で屈するんじゃねえよ、とな」

『アンタ、連中に心酔してねえか？』

　問われ、苦笑した。そうかもしれんな、と前置きし、

「──正しくないのだ」

　それは、

「失わせないなどと、無理な話だ。私達の時もそうだった。アンヌの時もそうだった。あいつらだって何度も失敗している。気付かぬ処ところで失ってもいる」

　だが、

「気付けばあいつらは哀かなしむし、しかし幾度となく掲げて可能な限りそうする。二度と同じ事が起きないようにと尽くしもする。──大事な勝負の時であろうと、な。

　諦あきらめない。無駄にしない。だから懸ける連中は、死にに行くのではなく、生きに行く」

　改めて言う。

「正しくないのだ」

　損ばかりで、遠回りで、明るく振る舞ってなければやってられなくて、だが、

「間違ってはいないと、私はそう思うのだ」

　そうでなければ、

「──私が救われぬ」

　言った言葉の先。返答が来た。

『個人的な感情じゃねえか。下らねえ』
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　寄せた糸が切れた。釣っていた力が跳ね、もう手元に近いというのに、糸を切られたのだ。

　駄目か、と己は思った。すると、

『──そういう下らねえのが、あたしは好きだぜ』

　そして、

『そういうのがねえと、単なる数字合わせだ。──Ｔｅｓテスタメント．、あたしの思案も報われねえ。

　いいさ、馬鹿は馬鹿なりに考えてもみるが、一つ、憶おぼえておけよ？』

「何をだ？」

『創そう世せい計画は失わせる手段を使う。だが、それを守ろうとする連中。羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やり達は、そうじゃねえ。──報告聞いてる限り、あいつらだって間違っちゃいねえ。どうする？』

「あの子らが、まだ答えを得たと思ってないなら、言っておけ」

『何をだ？』

「そろそろ冬服だ。──そのつもりでいろと」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言う言葉と共に、通つう神しんが切れた。

　己は一息。釣ちよう果かのボックスに座り直す。糸の切れたリールを巻き、そして言った。

「ゲーリケ、お前、暇だな」

　右を見れば、糸を切って跳ねた魚をタモ網でキャッチしたゲーリケがいる。魚が網の中で暴れ、水が散るのをゲーリケが脇わきに振り、

「──夏の各イベントでのこちらへの振り込みが完了したので、その収支をまとめて来ました。使途など伺おうかと思ったら、話し中なのにヒットしてましたので」

「私、一応はM.H.R.R.神聖ローマ帝国全体の書記なんだが、ザクセンの地域教きよう導どう院いんはいいのかそれで？」

「巴ともえ御ご前ぜん、何だかんだで堅実ですから。──流石さすが改派プロテスタントの立役者」

　そっか、とゲーリケが出してきた表示枠レルネンフイグーアを見る。流石、夏のシメはデカい額になるものだな、と思いつつ、

「──これで武蔵むさしの建造出来んもんかな」

「堅実に御願いします巴御前……！」

「フ、まあ夢見る年とし頃ごろだからな」

　笑えよ。
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　笑えない状況だ……、と正まさ純ずみは、海の見える学食の個室でしみじみ思った。

　人待ちだ。

　梅組の連中を待っている訳ではない。

　夕刻が過ぎたが、今日きようも馬鹿は集まりを作ろうとせず、皆も町へと帰っていった。

　これから夜に向かって、町の方は明かりをつけ、しかしまだ今の時期、海が見える方では、夕涼みに屋台が出てくる。

　意外と、皆、それなりに適応しているし、暇を潰つぶす方法も知っている。しかし生徒会には意外と仕事があるもので、初期の段階では財源管理でちょっとした騒ぎがあった。

　関東方面にいる会計二人が、案あんの定じよう、武蔵の金を持ち逃げしようとしたのだ。

　……ホント、よくやるよなー……。

　構って欲しいのだろうか。違うか。

　まあそれはいろいろな手を使って落ち着き、今、生徒会は財政を明確にした上で、この仮設都市群をとりあえず一年運営する計画を立てている。ベースとなるのはやはり水み戸とに残していった横町などを転用した居住地の運営ノウハウだ。風土や規模の違いなどあれ、必要な資材や物資の割り出し、武蔵むさし上で生活していると解わかりにくい生活用の土地確保など、全て各委員会がほぼ不夜城状態で仕事を続けている。

　この辺り、父達も活躍中だ。各国への説明や、こちらを探りに来た要人達については、全部父達が対応している。用意した暫定市庁舎という名ばかりの小屋は、しかし外からの視線を全て閉め切り、直結した倉庫には要人向けの贈り物や受け取り物が密度高く詰まっているという噂うわさだ。そして暫定議員の多くは各国に飛んでおり、先手を打つ様な外交で、この〝うどん武蔵〟の強点を喧けん伝でんしている。

「貿易はこれからだが、陸地を得た事で正に不沈艦となったのだ！」

　は、暫定議員の掲げた宣伝だが、確かによく言ったものだと思う。

　この辺り、父達のバイタリティは凄すごいと痛感する。

　……父とうさんも今は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの各地を回っているんだったかー。
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「コニタン！　コニタン！　次は久し振りに平地の大都市リモージュに行くか！　いいなこういう〝何処どこ行っても仕事になる〟ような雑な外交は！　白地の土地を取り放題状態だ！」

「じゃあノブタン！　平地の大都市ならサッカーが流行している昨今、ここで遂に〝百人隊隊長ウイング〟を外交に使いますか！　ヤツら第二シーズンまででしょうから、第五シーズンで隊長達がボロ負けするところまで見せてシャットダウン！　これでヤツらは先を見たくなってこちらに服従するという流れです！」

「なかなか悪どいなノブタン！　次の港で、〝地上武蔵〟から送らせた御神体フイギユアの補給に入る！　表向きは〝資料〟と書いてあるが、軽いから持ち運びには気をつけろよ！」
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　……父や小こ西にし様も大変なのだろうし、こっちも応じないとなあ。

　先程渉外から、暫定議員達より〝資料〟を送れという通達があったので、父が指定していた倉庫から〝寿ことぶき〟〝波〟と印いん判ばんが押されたものを送って出した。大きさにしてはやたら軽いという話だったが、資料の情報がある通神帯ネツトのアドレスを示した書類が入っているだけ、という場合もあろう。丁てい重ちように送るよう、指示は出しておいた。

　ともあれ生徒会も委員会も大忙しだ。抱えている仕事もあれば新しく生まれるものもあり、特に武蔵があまり知らない、土地に応じた生産系はその率が高い。また、そういったものへの告知やら何やらで、

　……ネシンバラがノリノリなのは、まあいいか。珍しく無害な仕事をしているし。

　そして現在、自分は、学まなび舎やの丘から軽く下がった処ところにある購買兼食堂にいる。

　会議にも使うので、食堂は二十畳程のテーブル席やカウンターの他、奥には個室もある。

　個室と言っても海が見えるテラスのようなものだ。遮しや蔽へいのシャッターは掛けられるし、音響ステルスも適用出来る辺り、武蔵むさし仕様といったところか。

「で、ここで待っているというのが──」

　来た。食堂の入口側となる町の方ではなく、裏手側から二つの影が来た。

　このテラスに直接上がる道をやってくるのは、

「加か納のうと、大おお久く保ぼか」

　大久保が復帰するので、現状をいろいろ説明しろと、そういう事なのだ。







[image: 第四十八章『裏道の選び手』]
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　まあ大体聞いているだろうけどなー、と、席につかず、テラスの手て摺すりに手をついて海を眺める後輩に、正まさ純ずみは思った。

　憔しよう悴すいしているかと思えば、そうではない。流石さすがに三週間あればそんな時期は終えていると、そのくらいの信頼がある後輩だ。

　ただ、ストールの下の夏服に全く汚れも皺しわもない辺り、現状の自分達と重ねる事は出来ない。復帰するのだな、という、その事がよく解わかる。

　ともあれ大おお久く保ぼの横、自分も手摺りに肘ひじをついて海を眺める。

　正面。対岸はK.P.A.Italiaだ。大和やまとによって割られて落ちた安あ芸きは、陸地の町の明かりが作る逆光で、黒い塊に見える。

　父達が送ってきた画像では、この地上武蔵むさしもそれなりに光を放ち、階層構造の都市群として主張を放っているとの事だった。しかし、

　……何か言えよ。

　大久保が黙ったままだ。こっちに現状の説明を聞きに来たのだろうが、加か納のうが食堂の方に下がり、自分としては全く間合いがつかめずにいる。

　何かまあ、世間話が一番か、と思い、

「そういや知ってるか？　そっちの食堂の新メニューで〝寿司カレー〟ってのが出てなあ。英国で外交した時のアレが出るかと思ったら別々のセットだそうでな」

「おい、現状の説明聞きに来たんやで」

　……だったらそう言えよ……！

　思わず半目になるが、ツキノワがフォローでこちらの頰ほおを叩たたくから良しとする。

　そうだなあ、と呟つぶやき、

「会計コンビが武蔵の金を持ち逃げしようとしてな」

「……いきなり刺激の強いところから入ったな!?　──何しとんのやアンタら！」

「私、管理者じゃないからなあ」

「どういう事や」

　食いついては来ているようだ。舌打ちまであからさまなのは良い傾向としておく。

「武蔵内には新規で構えた銀行があるだろ？　三み河かわ争乱以後、各国、企業、個人などから多くの金が預けられていたって、アレだ」

「知ってる。金山扱ってたうちの歴史再現の扱いになるかと思ってたら、三河争乱で見事に持って行かれてなあ」

　……会計への恨みも、私に突っかかってきていた要因の一つだったら、何か損だなあ。

　まあいい。こっちについてきているのだ、刺激は大事だな、と思いつつ、

「ただ、それらの金は、殆ほとんどは戦争や末世などに対する不安や、略奪などから財産を保護するためのもので、武蔵むさしが失われても、武蔵会計の元、これは存続する。そうだな？」

「そやな」

　大おお久く保ぼが小さく頷うなずく。それを促しとして、自分は両手を広げ、言葉を繫つなげた。

「ゆえに安全性と継続性をアピールするため、武蔵の金は関東方面にあり、有あり明あけや里さと見みなどの同盟国に守られている、という事を説明して回ったんだ」

「とはいっても、無論、武蔵への融資の内、武蔵が沈んだ事で取り返せないものもあるやろ」

「だからそういった事については会計麾き下かの人員が説明に行く。うちの父、暫定議員が引き連れて、各国回ってるのはそういうのもある」

「続けや」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷き、ツキノワに表示枠サインフレームを出させる。先日、会計側から提出されたものだ。

「それらの損や、武蔵に対する不信用からの引き落としによって、資金の三割程が失われた。〝青梅おうめ〟に言わせると、『それで済んだならば幸運です』との事だな」

「確かに私もそう思うわ。──補ほ塡てんは？」

「見てるだろ？　経済系の情報として瑞典スウエーデン総長が個人収集したのを、地上武蔵内で閲覧出来るサービスを設けてるからな」

　そやな、と大久保が表示枠を閉じた。

「武蔵自体が独自の貨幣を持たず、極東共通貨幣の円を主としていたのは僥ぎよう倖こうや。

　各国が、自分達も貿易に使う円の価値の上下に対して牽けん制せいに入ったからな」

　結果、円を保つために有力貨幣であるダカット系を下げに掛かり、相そう対たい的に円の価値が上がった。貿易、特に輸出を見込めないこちらとしては良点の方が多い結果となったのだ。

「この辺りは、瑞典総長に礼を言っとき。彼女が各国に警告出したり、武蔵側の正しい情報を〝サービス〟の形で送ったから、今の状況があるんや」

「Ｊｕｄ．、村むら山やま表層部に、長なが岡おかの部屋と瑞典総長の部屋をそれぞれ用意した。間に横町一つ挟んで向かい合わせにした形だ」

「隣か同居でも良かったん違うか？」

「その配置でも『駄目です！　こんな近いと声を聞かれて死にます！』とか爆ばく竹ちく筒とう出してくるから非常に困った」

「音響ステルスは？」

「それがあると『聞こえないではありませんか！』って半泣きで襟えり首くび摑つかまれたが、まあ矛む盾じゆん許容の世の中だしな」

　無言になるなよ。

「──という訳で、会計が、やがてまた上がるであろう有力貨幣を買い込もうとして資金の持ち逃げしようとしたので、面倒だから関東で里見副長の正まさ木き・時とき茂しげと最も上がみ総長に介入させた」

「……どういう介入や？」

「証書とかのハードコピーを積んだ船に、上から里さと見み副長の武神で強襲掛けてな。

　乗り込んだ最も上がみ総長に会計二人がダブルドライブ土ど下げ座ざをしようとしたが、最上総長の方がイニシアチブ早くて吹っ飛ばした」

　里見副長の武神が、視覚素子の映像を残しているが、見事なものだ。

　やはり交渉慣れだろう。商人は土下座をするもの、と見切られており、甲板に通じるドアをダブルドライブ状態で突き抜けて来た二人に、義よし光あきが即座のスピンキックを入れていた。

「これ、相性か」

「最上総長は土下座出来ないが、介入関係はホント素早いからな」
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　義光が、土下座失敗で甲板に着地した二人の前に、ショートジャンプで距離を詰め直す。

　位置が近いため、返し土下座は使えない。甲板への上がり口がすぐ後ろにあるため、後転土下座も使えない。

　ハイディが、しかし動いた。素早く後ろ手に五百円玉硬貨を弾はじき、掛けた回転でそれを宙に留とどめたのだ。

「空中土下座だよシロ君！」

　舞踊でいう空中座。達人クラスでも完全に行う事が難しいとされる、空中での土下座成立だ。本来ならば何も無い空間で行うが、硬貨を〝床〟に見立てれば成立の確度が上がる。

　そしてシロジロが正座からのノーモーションで跳躍し、そのまま技の成立に移行しようとした時だ。

「商人なら、これの意味が解わかるだえ？」

　義光が、腰の一刀を抜いて眼前に突き立てた。

　古式神格武装・鬼おに切きりだ。
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「鬼切は刃やいばに映した相手の関係先を叩たたき切る。──商人としては、商売相手を一切失う致命的な神格武装だし、夏休みを掛けて関東に基盤を作っていたベルトーニやオーゲザヴァラーにとっては手の平返すのに充分なネタだな」

「二人は？」

　ああ、と会計麾き下かからの報告を表示枠サインフレームで出す。

「今は最上に日参で出入りしまくって、南北通商路形成時の食糧市場の獲得や、伊達だてとか上越露西亜スヴイエート・ルーシへのコネクションをつけて貰もらおうと躍起になってる」

「最上に利点あるんかいな」

「伊達だてに、最近、三征葡萄牙トレス・ポルトガルの船がまた達するようになったらしい」

　これは、会計コンビから聞いていた話だ。

「三征葡萄牙は三征西班牙トレス・エスパニアの一部だが、三征西班牙副会長の肝いりか、意外とうちをかってくれているらしくてな。伊達と武蔵むさしの協同港であれば、保証が二重なので品を卸し易やすいと、船を届かせてくれるようなんだ」

「そのツテで最も上がみにも欧州の品が流れるという事か」

「御陰で上越露西亜スヴイエート・ルーシが、欧州の品を奥おう羽うに高値で捌さばけず、ちょっと衝突はしているようだが、まあ、上越露西亜側の方が品数も種類も豊富だ。ある程度で直るだろう」

「逞たくましいわなあ……」

「まあそれらのコネとか事業があるし、関東側の大型市場への見込みもあるから、ここは未いまだに武蔵の銀行としての窓口になってる。父達は、各地に支店を建て、通神帯ネツト中心だったサービスから地域貢献出来るサービスにしようとしてる訳だ」

「アンタ、かなり人任せやな」

「忙しいんだよ。──お前がいないから」

　言うと、大おお久く保ぼが黙った。

　沈黙し、こちらから視線を外して海の方を見る。自分としては、ここはもう完全に、

　……言い返せよ……！

　言った方がいいんだろうか。だが大久保が、ふと口を開いた。

「……私、いなくても大だい丈じよう夫ぶやなあ」

「……お前、私の言った事聞いてた？」

「いや、私、アンタの尻しりぬぐい役や秘書やないし」

「ちょっと待て。何か認識のミスがある」

「言うてみ」

　考えて、思い直して、大久保を指差して言っておく。

「私は、お前を尻ぬぐい役や秘書のように扱った憶おぼえはないぞ」

「じゃあナチュラルにそう扱っとるんや！　阿あ呆ほ！」

　……あっれ──……？

　流石さすがにこれは腕を組んで考えなければいけない案件だが、とりあえずヒアリング。

「例えば？」

　思い切り半目を向けてきた上で、大久保が言う。

「深夜でも平気で仕事振ってくるやろ」

「それはまあ、深夜でも仕事が発生するからな」

「こっちの処理能力考えず、多量に仕事寄越すやろ」

「それはまあ、発生した仕事はそっち回さないと駄目だろ」

「思い出したように私にだけ仕事振るやろ」

「それはまあ、お前が仕事欲しがってると思うから」

　良く聞け、とお互いに結論した。

「あんま人を頼るなや！」

「お前は人を頼らな過ぎ」

　あのなあ、と、自己の正当化ではあろうな、という思いで言っておく。

「代表委員長は各組の学生の代表となる代表委員の長なので、他委員会も学生である以上、全ての委員会、委員長のトップだ。だからお前に回すと、他の委員会にも回る事になる」

　だから、

「自分が入口で、他委員会や麾き下かに投げとけばいいじゃないか」

「それをやったらアンタと同じやろ」

　言われた。

「アンタと同じ事して、アンタより上に行けるとは思っとらん」
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　何やなあ、と大おお久く保ぼは思った。

　違う土地で、夜に、二人で向き合うと、こういう事まで普通に言えるか。

　対抗心だ。

　自分のプライドとして、相手よりも己が下であると認める事は、絶対に赦ゆるせない。

　だから、それを覆そうとしているというのは、正に格下の行為だ。

　そういったものを隠さず本人に言えるのは、やはりこの場所と時間とシチュエーションだろう。遠くに海と、対岸の夜景も見えているのが、あまりにいつもと違う。

　……いつもは、海ではなく空だし、見えている対岸も、向かいの艦で、もっと近いからな。

「政治家と官僚の差。そういう立場の差があるのは解わかっとる。せやから今のは愚痴や」

　言う。

　いつもは言えない事を、ここで言っておく。

「政治家が処理をしようとしてもし切れないから私らがいるんでな。政治家は案を作る。私らが検証を出し、ゴーサインが出たら処理を行うようにする。そういう流れや。

　もしアンタが仕事抱えたら、当然、処理し切れなくて武蔵むさしは滞る。そうさせたら私らのミスや。せやからアンタはこっちに仕事寄越し？」

「そうか、お前」

「何がや」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、副会長が言った。

「負けて、悔しかったんだな」





●






「何やねん、いきなり……！」

　大おお久く保ぼが眉まゆを歪ゆがめて振り向くのを、正まさ純ずみは見た。

　……そっか。

「三週間前、羽は柴しばに勝つつもりでいたんだな」

　何故なぜなら、

「私達が勝ち切れなかった相手だ。お前が勝てば、お前は私達より上だ。そのつもりだった」

　だが、大久保は負けた。

　……しょうがないだろ、あれじゃあ。

　大和やまとなんて隠し球が出てくるとは、誰だれも予想出来まい。

　しかし、この後輩は悔しがるのだ。何故なら、それはもう、単純な勝ち負けや、駆け引きというものではなく、

「私達を超えられなかったのが、悔しかったのか」

「勝手な決めつけを言わんでええわ！」

　大久保が両の拳こぶしを真下に握って叫んだ。右と左。左は義腕だ。違う拳が力を握る。

「あの時は、あれが最善や！　私が負けたとしても、謀む反ほん人が負けただけ、そういう段取りで行ったから、皆も、生徒会やアンタらに無茶を言わんやろ!?

　あれは羽柴勢の方が〝私〟より上を行ったと、そういう結論になっとるやろ!?」

　だから、

「私は最善の、一番何も痛まないケースを叶かなえた！　それが結論や！　この三週間、休んどったのも、負傷の治療と、やはり武蔵むさしを沈めた責任あるさかい、この地上武蔵の運営がある程度軌道に乗るまで待つと、加か納のう君の報告を毎日聞いとったわ！」

　ハ、と息を吸い、後輩がこちらに言った。

「ここから先はまたいつも通り！　武蔵は無いが、しかしここがある！　創そう世せい計画か何か期限決まってるかもしれんが、ここを失うこた無いやろ？　だからこれから、ここでおとなしくして、やる事やって行けばええねん！　そういう話をしに来たんや！」

「そうか」

　自分は、大久保をまっすぐ視界に入れた。

「じゃあ何で、お前、泣いているんだ」
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　あ、と気付いた時には遅かった。

　左腕で拭ぬぐうが、義腕は水の浸透性が低く、弾はじいて広げるだけだ。眼鏡めがねも邪魔だ。

　だがそれよりも息が荒れ、

　……くそ。

　そんな事はあらへんわ、と言った。そのつもりだった。

「あ」

　震える声が、止まらなくなった。震える身体からだを支えるのに、涙の染みた左腕で目の前の夏服のシャツを摑つかみ、両手で摑み直して、

「あぁ……！」

　ボロ負けや、と思った。あそこで武蔵むさしの指揮をとるなんてしたから、ボロ負けや。

　羽は柴しばに負けて、大和やまとに負けて、多くを失って、そしてここでまた副会長に負けた。よく考えたら、この女に水み戸とで負けて以来、ろくな事がない。

「お前が！」

　言う。

「お前がいなければ、こんな事にはなっとらんわ……！」

　そうだ。その通りだ。この、襲しゆう名めい者しやでもない女が、ふと武蔵にやってこなければ、こんな事にならなかった。だが、しかし、自分には解わかった事がある。この女は、何処どこからどう見ても災厄のような女でしかないが、

「お前でなければアイツらに勝てないと、そうとしか思えんのや……」

　最善だ。

　よく考えれば、既に自分はそれを認めていたのだ。

　あの時、最善の選択をして、総長以下、この女も含みで全て守ったのは、彼らを逃がすためではない。

　この女は今回しくじったが、次は違う筈はずだと、そう思っていたからだ。

　だから守った。

　弱者を守ったのならば、こうも悔しくなかったろう。

　強者を守って、並ぶつもりだった。それが出来ず、不ふ甲が斐いなく、自分自身に憤いきどおる。

「解った」

　こちらの頭を一つ叩たたいて、副会長がこう言った。

「──勝つぞ、羽柴勢に。手伝え、大おお久く保ぼ」
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　教えられてばかりだな、と正まさ純ずみは思った。

　だが、自分がこのところ、何を望んでいたのか、解らされた。

　馬鹿が、都合良く何か言い出して、こっちを引っ張ると思っていたのだ。

　周囲の皆も、馬鹿を中心に集まって、何か始めると、そう思っていたのだ。

　そうではない。

　今の状況、今の心境、今の自分達を鑑かんがみたら、到底出てこない望みがある。立場的にも、言ってはならないような、そんな望みだ。

　既に負けているし、力も無い。だが、

　……言う事に、制限はない。

「勝つぞ」

　これだ。

　自分が余所よそに望み、自分の中には作らないようにしていたもの。

　だがそれは、自分の中にこそ、あるものだ。周りがあまりにもよく出来ているので、誰だれかがいつか、という程度に蓋ふたをしていたが、そうではない。

「あの馬鹿は、人の夢を叶かなえる国を作るそうだ」

　羽は柴しば勢に勝つ、というのは、夢だろうか。何だろうか。ただ、

　……言おう。

　そういう役目の副会長だ。

　馬鹿を見つけ出すのはクロスユナイトが適当だろう。そして言うのだ。羽柴勢に勝とうと。

「馬鹿は気乗りじゃないかも知れないが、説得する。このままだと駄目だと、それを話す。

　ついてくる者がどれだけいるか解わからないし、戦力もどれだけ揃そろえられるか解らない。だが聖連は私達をナメて掛かって松まつ平だいらの襲しゆう名めい権を馬鹿に与えた。あれは使える筈はずだ。

　手伝え大おお久く保ぼ。私の望みはいつも通りだ。──私達が勝つための仕事をしろ」

「馬、馬鹿……！　何やいきなり！」

　後輩がこちらの服を手放し、涙を拭ぬぐう。既に泣き止やんでいるなら問題は無い。

　今は別の土地で、別の時間、別のシチュエーションだ。

　武蔵の出来事ではない。

　自分はもう、動くつもりだ。

「まずはあの馬鹿を起こす。目を覚ましてるか解らないので、本舗組にもヒアリング入れて確認だ。そして戦力を整えながら、一つ、すべき事がある」

「何やねん」

「創そう世せい計画の実情を知るべきだ」

　懸念だ。そしてこれはきっと、相手への理解に繫つながるものだろうが、

「元もと信のぶ公の作っていた何処どこにも存在しない教きよう導どう院いん。そこにいた生徒達も何となくだが目星はついている。もはや隠す必要も、眉まゆ唾つばとも言えん。近しい国から探れ、大久保。

　私にとっては、今から、お前に守って貰もらって〝以後〟だ。だから追撃の時間を始める」

　目の前で、後輩が息を吸った。二度吸った。そして彼女は、はあ、と吐息し、

「まあええわ。──明日あした、教導院に行けばええねんな？」

　それだけだった。それだけで、この後輩は背を向ける。

　しかし出口は食堂の方だ。裏の道は通らない。そんな背に、己は告げた。

「追撃なので、つい檄げきを飛ばしてしまったが、まあ許せよ？」

　無視して出て行くなよ……！
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　食堂で控えていた加か納のうは、自分の主人が己に気付かず通り過ぎるのを見送った。

　……素晴らしい。

　無視されるなんて、何時いつ以来だろうか。

　何か思案し、集中されている。

　そう、ここ三週間分だ。憤いきどおりと侮ぶ蔑べつ、後悔といったものが占めていた器に、今、別のものが、ほぼ空白として入っている。

　それをどう埋めるかを、主人は考えている。

　自分など目に入らなくて上々。

　結果を見据えて動く人だ。これから器が満ちるまで、周囲の評価など目にも入れず、ただただ事を進めていくだろう。

　今の主人ならば、それこそ副会長などよりも上の結果を出せるかも知れない。だが、

「副会長も、動き出すのですね」

　振り向いた視線の先。開けっ放しにされた扉の向こうのテラスに、副会長の姿は無い。こちらは裏道を通って、町へと行くのだろう。恐らくは、総長を探しに、だ。

　季節は変わる。冬服になる頃ころには、全てが揃そろっていればいいと、そう思う。

　主人は復帰した。副会長も自分を取り戻した。

　次は総長ですね、と思った時。無人のテラスと、テーブル上の皿を見て、己は気付いた。

「食い逃げ……!!」

　店員が、自分の手元にレシートを置いていくのは何故なぜだろうか。
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　レシートを受け取ったのは浅あさ間まだった。青雷亭ブルーサンダーでとった夕食のものだ。

　多た摩ま表層部は外交館も多いため、早期に武蔵むさしからパージされていた。ゆえに階層都市として置かれた際も復帰は早く、青雷亭は昔通りの客入りを叶かなえている。

　本舗とこちらは会計も違う。彼の母親としては、いつかホライゾンの母に店を返そうという義理なのだろう。

　勉強小屋からの帰り、皆で取った夕食には喜き美みも合流した。そして本舗組としてのレシートを受け取る際、彼の母がこちらに耳打ちした。

「あの馬鹿、何か格かつ好こつけて考え込んでるけど、あれ、そろそろじゃないかな？　でも大事な事だったら、ちょっとこれから付き合って、ホライゾンやミトツダイラさんと聞いてやってくれる？　トーリも昔と違って、自分の〝分〟は解わかってるだろうからね」

「はい、私達も、そうだと思ってます。トーリ君も、だから珍しく真ま面じ目めですよ」

「解わかり易やすいなりに迷惑掛けるねえ」

　というのに、いつもの事です、と返すのも何だ。待てば必ず答えは出してくれる。そういう信頼はあって、向こうもだからこそこちらを付き合わせてくれるのだろう。

　とりあえず外に出て、彼の足に行き先を任せる。

　階層構造の町は、武蔵むさしとは見え方が違って興味深い。横町や縦町としての外壁をつけていないので、町の構造が断面図状態で丸解りだし、人や物資の流れが見えるのは面白い。各戸の窓が明かりを見せているのは、表層部の高層建築にも似ていて規則的な美しさがある。

　そして遠くに見える水平線の夜の海と、対岸の夜景。

　こういうものがあるならば、地上での生活も悪くないし、

　……トーリ君が〝下に降りるかも〟って言っていたのがそうなっていたら、追いかけて、こういう風景を見ていたんでしょうね。

　幾つもの可能性を、実際に見ている気がする。

　ただ、浮かれ気味ではあるのは確かだろう。心を静めなければならないと、そう思った。

　何故なぜなら、幾つかの町を渡り、彼の向かう先が、自分達のよく知るところだからだ。

〝うどん奥おく多た摩ま〟だ。

　浅あさ間ま神社があるが、そうではない。教きよう導どう院いんもあるが、そうではない。

「後悔通りですのね？」

　ミトツダイラの言う通りの場所に、自分達は連れられていた。
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　後悔通りに、足音が五人分響く。

　浅間、と喜き美みが小さく呼びかけると、相手は正しく頷うなずいた。

　……遂に、ね。

　ようやくだ、と言っても良いし、今更ね、と言っても良い気がする。

　だが、この時が来て、迫っている。

　大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、

　……フフ。発はつ破ぱを掛けたらどうなるかしら。

　怖がっていない辺り、自分らしい。

　今はもう、期待しているのだ。だから、

「どうしたの？　愚弟。こんなとこ来て」

　ああ、と弟が足を止めた。左の林の中を見る。そこにはしかし、石の台座と穴だけが開いている。

　石せき碑ひのあった場所だ。ホライゾンが後ろの収納空間からそれを出すが、ちょっと今はそうじゃない。

「ここで、昔、ホライゾンが事故に遭ったんだよな」

　ふむ、と弟が肩を落とす。一息を入れる。だが、

「んー、でも何か違うか？　否、いいのかな？」

「何がですの？　我が王」

　自分達も弟の近く、ホライゾンが横に立ち、こちらは歩道の縁石に位置を取る。すると弟が、頭を搔かきながら己の考えるところを述べた。

「ここが俺おれのスタート地点だとしてさ。何か、確認したくなったんだよな」

「何を？　愚弟」

　うん、と弟が息を吸う。深く吸う。

「俺、ここから始まったこれまでが、間違ってたのかなあ、って。スタートライン直後から間違ってるとか、馬鹿過ぎて俺らしいけど、だとするとホント、何て言うのかなあ……」

　答えを作らず、改めて肩を落とし、弟が口を開いた。

「どうしたもんかなあ、俺」
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「アデーレの言った事、気にしてますの？」

　ミトツダイラは、後悔通りに座り込む王に問うてみる。

　というか事実、アデーレとの遣り取りの後、王は基本、黙ったままになってしまっていた。

　珍しい事だ。

　自分達としては、この二週間、王を賢さかしらに誘導せず、王なりの言葉を見つけるまで付き合おう、という判断だった。勉強小屋もそのためのもので、いつも勉強前に浅あさ間まが言う、

「何か思う事あったら、声掛けて下さいね？　何でも聞きますから」

　という彼女の言葉は、勉強に重ねた自分達の総意だった。問いにしろ答えにしろ、王がそれを見つけた時、隠さず相談して貰もらえるかどうかについては、自分達はそういう関係で、だから傍そばにいるのだと、信じて待っていた。十年前のような事はない、と。ただ、

　……ちょっとアデーレが、劇薬だったようですのね。

　あれは、どちらかというと、アデーレより、今の武蔵むさし勢全体の求めるものだろう。

　王とは、何をどうしようか言うのではなく、何がしたいかを言うもの。

　それをどうしようか決めて動くのが、自分達の仕事だ。

　これは、王が今、納得しようとしていた事の後押しではあるが、

「あのさあ」

　王が、座り込んだまま、ゆっくりとこう言った。同じように腰を落とすこちらに対して、

「俺おれ、オメエ達を心配させるのは、有りだと思ってんのね？　うちに来て、お互い支えて行くって訳だから、頼ったり甘えたりってところで。だから今ちょっと、話したいんだけど」

　来た、と自分は思った。王が聞いて貰いたがっている。その時が来たのだと。

　そして王が、言葉を始めた。それはまず、本題とは別の切り口からで、

「全くな。……アデーレみたいに、いつも犬と突っ走ってるのが生き甲が斐いで最近は農家です！　残飯美味うめえ！　みたいなのまで心配させてると、ちょっと気落ちするよなー……」

「どういう気落ちですか？　トーリ様」

「ああ、俺、何やってんだホント、って感じ」

　でもさ、と王が言葉を続けた。

「俺、頭悪いなりに、ちゃんとスジ通してやってきたつもりだったんだぜ？」
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　解わかってますわ、と言おうとした言葉を、自分は飲み込んだ。

　そんな事は王も解っているし、だからそう言ったのだ。

　だが、解っているが、どうしようもない感情はあり、だから言わねばならない。

「──あのさ、知っての通り、昔、いろいろあってさ。後悔して、立ち直って、でもちょっと自分どうだろって思ったから、下に降りてやり直してみんのもいいか、って思ったりして。結局、武蔵むさしで続行になっちまったけどさ。でもまたホライゾンと会って、三み河かわ争乱あってな」

　一息。

「俺おれ、言いたい事言ってきたよ。やりたい事やってきた。皆が支えてくれて、助けてくれてな。そして仲間とか、友人？　そんなのも多く出来てさ。でも、解わかってた事あるんだ」

　それは、

「この、今の世界の中、俺はきっと、正しくねえんだ、って」

　だって、と王が言葉を継いだ。

「死んだり失ったりってのはよくあって、それを飲んでいくのが頭がいいんだ。

　夢なんて多くの人は叶かなわないんだって、それを飲んでいくのが賢いって事だ。

　つまり、正しいってのは、大人おとなになるってのは、そういう事なんだって」

　だけど、

「それは間違ってるだろ。何で、嫌な事を言い訳して納得しねえといけねえんだ」

　王が、座った姿勢から、左右に手を振った。

「俺、馬鹿なりに、このところ考えてたんだぜ？　オメエ達が待ってくれて、俺、安心してそこら考えて、何となく思ったんだ。──俺は正しくねえけど、間違いじゃねえよな、って」

　王が言う。

「失う事や、諦あきらめるのを認めるのは、正しいかもしんねえけど、俺は嫌だ。誰だれかが正しいって言っても、理屈で示しても、皆が頷うなずいても、俺は嫌だって言う。俺は嫌なんだ。それだけなんだ。──俺は正しくねえ。でも、俺は間違ってねえ。嫌な事が嫌な俺は間違ってねえよ。

　俺は皆の夢を叶える王様になるんだ。皆と一緒に笑って、ずっとそうしたいんだ。

　そしてそれを自覚して、方針にして、押し通していったら、皆がついてきてくれて、賛成したり、認めてくれる連中も出てきてさ」

　だけど、

「間違ってねえのは駄目だって、──俺の後を継いだ連中が言うんだよな」
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「間違ってねえのはいいじゃねえか、って思っても、あいつらの現実は、それじゃ駄目だったんだ。俺があそこで何か言っても、叫んでも、あいつらの過去は救えねえんだ。

　そしてその過去は、俺達の未来でさ」

　でも、

「そんな事ねえよ。行けるよ、って思ってたら、──武蔵が失われちまったよ」

　なあ、おい。

「俺おれ、間違ってねえつもりだったけど、違ったのかな。

　ここまで、間違ってねえつもりだけど、違ったのかな。

　ずっと今まで、間違わねえで皆引っ張ってきたけど、違ったのかな。

　俺が間違ってねえと信じて、しかし失われたヤツらもいたけど、違ったのかな」

　どうなんだ。

「違ったら、俺さ、ここでホライゾン失って、でもここから始まった十年ちょっとの今までが、全部ひっくり返っちまうって、そう思ったんだ。あの時、ホライゾン失って、そこからスタートした俺や、皆の何もかもが、オメエ達が来てくれたのも、間違いでしたって、駄目だって、いらないって、噓うそだったって、全部俺がやらなきゃよかった事になっちまうんだ」

　だから、

「だから慌てて変わろうとしてみたけど、俺、頭悪いから駄目なんだ」

　変われねえんだ。

「じゃあもう、俺、──駄目なんじゃねえかって。アデーレみたいなのにまで心配掛けさせちまって、俺、駄目じゃねえかって。もう王様になれねえんじゃねえか、って。だから──」

　ようやく、自分の中で探していた問いかけのようなものを、出せる気がする。それは、

「俺、──どうしたらいいと思う？　今までの俺って、間違ってんのかな？　誰だれかが失われそうになるのを、見ていた方が良かったのかな？」

「トーリ様。相談する分だけ、かつてのトーリ様よりマシですし、ホライゾン達が傍そばにいる意味もありましたね。しかし──」

「え？」

　振り向いた顔面に右の正せい拳けんがぶち込まれた。
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　……やりおりましたわ──！

　ミトツダイラは、王が後ろに三回転したのを右腕が襟えり首くび摑つかんで止め、そのまま引きずって戻すのまでを確認した。一瞬で雑ぞう巾きんのようになった王に対し、ホライゾンが一息を入れ、

「トーリ様」

「……ハイ」

　両腕に身体からだを起こされ、王が、あ、と言う。

「ちょっとオマエ、鼻血……！　おおお鼻折れてなくて良かったあ──！」

　ホライゾンがこっちを見て手を上げたので、視線を逸そらし気味の浅あさ間まがそれでも治療関係の術式を入れ、王の首後ろや額に表示枠サインフレームを出す。面倒なのは、横でひっくり返って笑いを堪こらえている喜き美みだが、貴女あなた、昔にスパイスで似た事やってますのよ？

　ただ、王の気持ちは解わかる。

　無力感だ。

　自分がホライゾンを失って得たように、かつての王もそれを得た。

　そして今、違う無力感が、王を捉とらえていたと、よく解わかる。

　失ったものに対して、自分が何も出来ない事への無力感ではない。

　自分自身の、根本が間違っていたのではないかという、自己否定の無力感だ。

　その時、その相手、その事件に対するものではなく、全ての過去、全ての関係者、全ての事件が対象となり、自分を変えられないならば、未来までもが範囲に入る。

　何もかもを見捨てるべきだった、という疑念は、どれだけ哀かなしさを喚かん起きするものか。だが、

「……オメエ達が傍そばにいてくれて、良かったよ。スゲエ救たすかった」

「我が王が、自分の哀しみを、下手へたに一人で受け入れようとしなかったのは幸いですわ。それだけで、十年前のスパイス事件のような事は起きないと解りますもの」

　自分達は昔と違う。その事実を共通の理解の上で、ホライゾンが言った。

「トーリ様、こちらを頼って頂けていたのは幸いです。もしもトーリ様が最低人間で全て諦あきらめたとしても、ホライゾンや皆様は見捨てず付き合いますし、その場合、トーリ様の主導権が完全にこっちに来るので、それはそれで有用な部分もあったでしょうね」

　ゴクリと、浅あさ間まの喉のどが鳴ったのを己は聞き逃さなかった。

「あの、智とも？」

「いえ、今の音、ミトじゃないんですか」

　言われて否定出来ない気もするから怖い。

　ただ、とホライゾンが言った。

「もうこちらは結論出ているのですよ。トーリ様がどうであろうと、ホライゾンと、ここにいる皆様は、貴方あなたから離れていくものでもなく、迷惑にも思わないと」

「その時の俺おれってどういう扱い？」

「風とか土とか」

「風とか土」

「トーリ様がどうであろうと、気にせず、そこから得られる今を認めていくという事です」

　しかし、

「それでは、嫌なのでしょう？　トーリ様の方でも引っ掛かってやりにくい。

　だからこれ以上、止めません。一度サッパリ吐き出しておきましょう、トーリ様」
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　浅間は、彼がこちらに振り向くのを見た。彼が右手をちょっと上げ、

「あのさ、浅間、俺、ビビリなんで聞いておきたいんですけど、──用意あるの？」

「あ、はい、まあ前々というか、三み河かわ争乱以前から対抗策は組んでいて、このところでサクヤともちょっと計画してるんですが、トーリ君に話をしようとすると、最近のトーリ君『後でな？　後で』みたいな事になっちゃって……」

「うわー……それは何かすまねえけど、聞いたら聞いたで安心して長引いたかもなー……」

「……この男は何故なぜ、浅あさ間ま様の話を聞きませんか。ホライゾンはちゃんと聞きます。お得情報が多いですからね。ちなみにミトツダイラ様はグルメ情報、喜き美み様は雑学が満載です」

「オ、オメエはさっき、止めねえとか何とか言っておいて……！」

「感情に素直なホライゾンですので。ええ、──間違ってないし正しいですよ、常に」

「ああああ俺おれもそういうアイアンメンタル欲しい──!!」

　まあまあ、ととりあえず仲裁しとく。

　そして彼が、一息をついた。あー、と頭を搔かき、

「じゃあ、任せるわ。……ここで我慢して、後でリバウンドするのも何だしな」

　ええ、と任された。そしてホライゾンが立ち上がる。

「トーリ様、いろいろ言いたい事は有りますが、平行線問答はマンネリ気味ですので、今回はアッサリと行きましょう」

　ホライゾンが言った。くねくねしながら、

「かつてトーリ様は言いました。〝哀かなしくないってのは、幸いな事だよ〟と」

「お、俺、そんなクネクネしたムーブしてませーん！　してませーん！」

　まあまあ、と今度はミトツダイラと二人で仲裁する横、呼吸困難になるほど笑ってる喜美は一体どうしたら。

　だが、相手の苦情を認めたのだろう。咳せき払ばらいをして、ホライゾンが言い直す。

「かつてトーリ様は言いました。〝哀しくないってのは、幸せな事だよ〟と」

　だが、

「その前にホライゾンはこう言いました〝哀しいというだけで十分に苦しいです〟と」

　しかし、

「両者の境界線として言います、トーリ様。──〝哀しめるのは、幸いな事だ〟と」

「おう」

　と、彼が笑みを作った。その目端から、涙が落ちた。

　……あ。

　信じ、待って、言葉を得て、遂に来たのだと、そう思った瞬間。

　ホライゾンが、座る彼に手を伸ばした。

「泣きなさいトーリ様。泣いて、十全に哀しみなさい、トーリ様。

　その涙を、今すぐにでもホライゾンと皆様が受け止めますので──」

　応じるように彼が言った。

「──だったら俺も、そっちに行くよ。ホライゾン」
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　トーリの背後に、幾枚もの表示枠サインフレームが射出されるのを、その手を取ったホライゾンは見た。


《契約違反：浅あさ間ま神社創作術式：確認》

《感情判定・成立：確認》

《代だい演えん強制：確認》

《流体供給術式の代償違反にて、術者、葵あおい・トーリの命を没収いたします：確認》



　それらと、もっと多くの文字が流れ、浅間神社主神サクヤのサインが全てを決めた。同時に展開していた表示枠が砕け散り、

「────」

　握った手と、その先にあったトーリの五体が力を失った。

　腕が引かれ、しかし己は離さなかった。こちらへ来いと言い、そちらへ行くという、そういう誓いだったのだ。

　だから倒れかかる身体からだを引き、それによって彼の五体が石畳の上に伸びそうになった時、

「介入しました!!」

　浅間の叫びと共に、二つの影が飛び込んで来て、倒れるトーリの身を支えた。

　喜き美みとミトツダイラだった。
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・あさま：『──父とうさん！　準備出来てますか!?』

・浅間父：『どうしたんだい智とも！　トーリ君が腎じん虚きよか腰痛でやられたのかい!?』

・あさま：『縁を切りますよ縁を！　いいですか!?』

・銀　狼：『智！　智！　地味に慌ててるの解わかりましたから急いで──！』
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　ホライゾンは、息を止めてしまっていた己に気付いた。

　……流石さすがに、不慣れですね。

　思う視界の中。手を握ったままの身体を、喜美とミトツダイラが仰向けに返し、起こす。

「運びますわ。場所は、浅間神社ですの？」

「はい、そちらに御願いします。まだ余裕はありますが、急いで下さい……、と言いたいですけど、ミトが全力出したら私達が追いつけなくて意味ないので、そこそこで」

　浅間様もなかなか注文が多いと、そう思っている正面。既に何の力も生めなくなっている彼の五体を、ミトツダイラが支えて抱え上げた。

　逆を担っていた喜美が、小さく笑って弟の頭を一つ叩たたく。

「──ようやく泣けたわね、愚弟」

　その通りだ。言うだけ言って、泣いて、緩んだのだろう。

「山やま崎ざきの合かつ戦せん以来の顔と、顔つきが違いますね」

「……そうですわね。いつも、授業で寝ている時のような顔で。──と、あら？」

　ミトツダイラが軽く仰のけ反ぞったのには理由がある。光が生まれていたのだ。トーリの頭、額の上に、先程のサクヤのサインを映した表示枠サインフレームが消えずに残っている。

「智とも、これは──」

「介入が出来たと言う事です。とりあえず大だい丈じよう夫ぶですね」

　つまり、

「これから浅間神社で、トーリ君を連れ戻します。手伝って下さい！」
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・副会長：『は？　葵あおいが死んだ？　どういうネタだ？』

・十ＺＯ：『いやそれが言葉通りの事で御座るようで、一体どういう事かと浅あさ間ま殿のところへ向かってるので御座る』

・貧従士：『え!?　さっき会った時、何だかんだで元気でしたよ!?　ビョーキか何かにやられたんですか!?』

・ウキー：『点てん蔵ぞう程深刻なビョーキを患っていたようには見えなかったが……』

・傷有り：『え!?　点蔵様、持病を……!?』

・十ＺＯ：『メアリ殿が傍そばにいると急速に静まるビョーキに御座るから安心して下され』

・礼賛者：『というかウッキー君も相当だと思いますけどね。汚らわしい』

・約全員：『お前もだよ……!!』

・長安定：『つーか副会長！　どういうこっちゃ!?　おい！　おい！　切るな！』
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　……何かまあ予定が狂うものだ。

　正まさ純ずみは、とりあえず浅間神社に行くべきかと思い、しかしやめた。

「今行っても現場の手を患わさせるだけだな」

　……情報を集めたり、皆が行くとしたら向むか井いの湯屋か？

　否、あの場所もこの時間は人が多い。

　だとすれば青雷亭ブルーサンダーだ。

　ホライゾンもバイトとして働く場所なら、昨今の馬鹿達の話も聞けるだろう。

　そう思って多た摩まの表層部に行くと、右腕が来ていた。手にバケットを提げている辺り、夜食を補給に来たのだろうが、だとすれば当たり。

　中を見ればメアリもいる。

「今晩は──。って、クロスユナイトは先に浅あさ間ま神社か？」

「え？　あ、はい、正まさ純ずみ様。点てん蔵ぞう様はいろいろ手助けに浅間神社へ」

「あいつくらい手配が上手うまいと現場の助けになるか……。メアリもだな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私も、流体関係の補助でこれから伺うのですが、点蔵様のお弁当など、こちらの厨ちゆう房ぼうをお借り出来ないかと」

　周囲を歩いていた学生達が一瞬足を止めた。誰だれも彼も、また歩きながら、

「第一特とく務むはこんな時間でも働き者だな。──ちっ」

「第一特務はホント人助けとか活躍するなあ。──くそ」

「いつかしっぺ返しが来るからな……!?」

　最後だけ直接的だが、自分達としては身内の評価がとりあえず高くていい事だ。

　……まだ、葵あおいの情報は表にバレていないか。

　だとすれば青雷亭ブルーサンダーではどうだろう、と、中に入る。すると、見知った顔があった。

「先生」

「あら？　何？　──トーリの事？」

　流石さすがにもう知っているか、と頷うなずくと、担任は小さく笑ってこう言った。

「トーリの事だけど、以前から浅間の手配があったの、間に合ったみたいね」

「手配？」

　Ｊｕｄ．、とオリオトライが腰に手を当て、表示枠サインフレームを開いた。

「──トーリの襲しゆう名めい関係よ。これから浅間神社で歴史再現を一つ行うの」
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「……は？　総長がいきなり死んだ？　どういう導入よ、それ」

　思わず呟つぶやくナルゼの夜は、現状に合わせて意外に早い。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国の山さん渓けいという土地柄、夜が早く、朝も早いのだ。

　だが夜更かし型のマルゴットことナルゼとしては、夜は暇を持て余す時間だった。

　場所はM.H.R.R.神聖ローマ帝国南部、旧派カトリツク領邦の何処どこかの山村。何処か、というのは領邦の境の緩衝地帯であって、明確に土地の所属がなされていないせいだ。こういう場所は昔から多重に税を取られたり戦闘の現場になりやすく、よって魔女達のような抵抗勢力の巣になりやすい。

　自分達がかつて住んでいた村がそういう場所で、魔女達の村はしかし、自分達がどちらの領邦に所属しているかを明確にしない一方で、国境警備隊を任じていたのだ。

「だけど時代も変わった、という事かしら」

　M.H.R.R.なのに、神しん道とうだ。村も古びておらず、新しい。

　話によれば羽は柴しばの施策だった。国境近くで所属が明確ではない村は、羽柴が極東居留地として一度認定し、そこからM.H.R.R.神聖ローマ帝国の共有物として認知し直している。税は羽は柴しばに一度納められ、それが国境を分する領邦に分配されるという仕組みだ。

　よって各領邦不可侵。村は神しん道とうを主体とするので他領邦に対しては不利益だが、隠れ設定で旧派カトリツクの信仰は続けられるし、何よりも羽柴に税を納めていれば安全が確保されるというのが大きい。話を聞く限りでは、各地から〝逃げてきた〟者達も多く、羽柴以前、以後で人口も随分と増えたという。

　きっと、そういった者達が集まり、新しい村としてここを作ったのだろうと思う。何しろちょっと歩いてみると、どの建物も壁や屋根が新しい。村人に聞くと、

「羽柴様の施策の、テストケースとして認可された場所なのよ」

　との事だから、そういうものなのだろう。

　ひょっとすると、自分も、特殊部隊云うん々ぬんというのは言い訳で、そういった〝逃げ者〟の一人として見られているのかも知れない。

　ただ、それでも気をつけたい。人々の話を聞いている限り、親羽柴の土地なのだ。

　……武蔵むさし勢でーす！　って言ったら通報されるかもしれないわよねー。

　だから通つう神しんには気をつける。そして魔女テクノヘクセンというのは良く出来たもので、方角や日付、天候や星の位置などで〝安全な遣り取り〟出来る場所がポケットとして生じる事を知っているし、術式など関係無しにそれをある程度作る技術も持っている。

〝M.H.R.R.特殊部隊の方への療養場所〟として預けられた村外れの一軒の小屋は、元々が林業の者達の集合場所として使うものだったようだ。

　その屋根の角度と向きは、この時期ならば夜の三十分程、安全な時間を提供してくれる。

　ゆえにここ数日、毎夕食後にそこに上がって、神道式の表示枠サインフレームを開く。

　魔術陣マギノフイグーアでは旧派の土地が怖い。神道式の表示枠を浅あさ間まが梅組全員に手配してくれていて助かったと言える。今度はハッピーエンドにしてやらねば。

　ともあれ重要なのは角度だ。

　たった三十分。会話をしているとすぐ終わる。とはいえ向こうの担当は浅間だ。情報のまとめが上手うまいし、こっちの状況をよく理解していて、マルゴットとも連絡を取っていると聞いた。

　マルゴットの方は、山さん渓けいを挟んだ逆側にある同じような村に落ちたらしい。やはり定番としてこちらと同じ言い訳を使っているそうだが、バッティングしないだろうか。

　それぞれの落ちた場所など、思うところはあるが、彼女の方も元気でやっている。

　ならばこちらとしては、後は自力でここを脱出して武蔵側と合流するだけだが、

　……どうやってM.H.R.R.旧派の国境抜けて、四し国こくまで行くかしらね……。

　旧派領で〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟への通神を行えば領域管理側にチェックされる。M.H.R.R.認可の魔女ならば問題ないが、こっちはモグリどころか敵対勢力だ。白嬢ヴアイスフローレンも失っているし、自分の羽はね箒ぼうきは武蔵の中だ。マルゴットの黒嬢シユヴアルツフローレンは箒を格納するタイプなので、無事であるならば合流の後に二人乗りで脱出が理想的だろう。

　と、そんな事をこのところで遣り取りしていて、箒ほうきの件は修理中というのは伝言ゲームで聞けていたのだが、

「……何？　総長が死んだって、どういう事？」
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・貧従士：『え!?　第四特とく務む、実況通神チヤツト復帰ですか!?』

・●　画：『は？　──アレ？　何いきなり、復帰いけてんの!?』

・あさま：『あ、ちょっと今忙しくて、いろいろ面倒なのでそうしました』

・煙草女：『面倒って』

・金マル：『わあい、ガっちゃん久し振り──』

・●　画：『ああああああ！　マルゴット！　マルゴット！　御免なさい、今、偽名としてマルゴットの名前使っちゃってて！』

・金マル：『いーよいーよ別に、ナイちゃんもガっちゃんの名前、偽名にしてるし』

・●　画：『いいのよ！　私の名前なんて勝手に使っていいの！　改造してもいいわ！　マルガのガで終わるのが格かつ好こ悪いから、改造してマルゴットって言うのはどう!?』

・副会長：『お前ら本題』

・ホラ子：『ヤァっちまったアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

・銀　狼：『あの、ええとホライゾン？　音声入力式にして叫ばなくても大だい丈じよう夫ぶですのよ？』

・ホラ子：『ハイ、そういう訳でトーリ様ですが、ウダウダ言うので正せい拳けんとビンタをブチ込んで手を握ったらコロリとおっ死ちにました』

・不退転：『無双ね……』

・礼賛者：『というかまた三週間ぶりくらいに酷ひどい極東語が』

・あさま：『ええと、皆ちょっと情報交換お願いします。こっちは、ホライゾンとミトと喜き美み？　ちょっと泉の方、来て貰もらえます？　──連れ戻しの手順を説明しますから』
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　メアリが正まさ純ずみや右腕と一緒に浅あさ間ま神社を訪れた時、境けい内だいには篝かがり火びが灯ともっていた。

　拝殿の入口に、道を作るように対で置かれた灯火があり、中央に点てん蔵ぞうがいる。自分は、周囲の掃除を念入りに行う巫女みこ達に頭を下げながら、

「点蔵様、御夕食です。──あと、こちら右腕様の方が皆様の御夜食となります」

　おお、と声を上げたのは、拝殿の斜め前に宮舞台を設営していた直なお政まさ達だ。彼女達はこちらにやってきて、

「トーリが、術式の反動でおっ死んだって？」

「さっきのホライゾン副王の自白だと正せい拳けんからのコンボでは？」

「というかそれだとSATSUGAIになるので勘弁案件では御座らぬかなー」

　成程いろいろあるのですね、と、そんな事を思いながら視線を回すと、拝殿が開いている。中には明かりが灯ともっており、畳が広く敷かれているのが見えた。

　あ、と点てん蔵ぞうが声を上げ、

「これから巫女みこの方々が術式用に鏡など配置して注連しめ縄なわなどで囲むので御座るが、後で布ふ団とんの方、メアリ殿からも禊祓みそぎが万全かどうか見て頂けるで御座るかな？」

「布団……、ですか？」

「トーリ殿を呼びに行くのに、眠る必要があるとかで」

　ああ、と己は思い至った。

「異界へと自分達を伝達する際に、夢を触媒とするのですね。確かに、今の状況だと最も確実だと思いま──」

　す、という言葉が終わらなかったのは、巫女達が酒の一いつ斗と樽だるを三つ程運搬していくからだ。個人の感想としては、

「……神酒みきで酩めい酊ていして異界に伝達は難しいのでは」

「あ、いや、術式用に奉じるヤツだと、浅あさ間ま殿から聞いているで御座るよ」

　それは失礼な勘違いをした。ただ、樽が拝殿の奥に置かれ、布団が敷かれ、入口からこちらには篝かがり火びの道がある。恐らく儀式中に拝殿は厳重なロックをされるのだろう。

「……という事は、この蘇そ生せい術式は、確かに浅間神社ならではのものですね」

「どういう事で御座るかな？」

　ええ、と己は拝殿からこちら、篝火の道までを指差し、説明する。

「出産です、点蔵様。……拝殿が胎内として、この道を通って命を与えられる。

　つまりウエットマン様の魂を呼び出し、ここまで連れてこられればいいという訳です」
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「まあ、術式としてはサクヤの告げる通りにやってますが、召しよう喚かんと固定なんですね」

　浅間は、泉の湯に肩まで浸つかった後、軽く身を起こして言った。

　ここにいるのはホライゾンとミトツダイラ、喜き美みと自分の四人だ。既に四人とも、首の後ろに禊祓術式を展開し、更に泉で穢けがれなどを祓はらっている。着ているものも、

「──智とも？　水着でいいんですの？　身体からだを洗わなくて」

「形として洗うんじゃなくて、今、流体的に禊祓してるから大だい丈じよう夫ぶです。着けて貰もらってる水着も巫女仕様のものなので、そういった効果が増幅されますから」

「フフ、随分と本格的ね。じゃあ持ち場の説明は？」

　あ、はい、と己は表示枠サインフレームを出した。

　映っているのは浅あさ間ま神社を上から見た概要図。それも境けい内だいと拝殿のみに絞ったものだ。

「禊祓みそぎと準備が出来次第。私とミト、ホライゾンはトーリ君と一緒に拝殿に入ります。

　トーリ君は入口側に頭を向けて寝て貰もらって、私とミトがその両横に頭を拝殿の奥側に向けて寝ます。ホライゾンは私達を映す鏡がありますから、その向こうでこちらを向いて控えていて下さい。術式が始まったら、ホライゾンは、位置関係さえ乱さなければ自由にしていていいです。ハメを外すとちょっと駄目だと思いますけどサクヤもアバウトなので」

　それで、

「喜き美みはこっち、境内に作られた宮舞台で舞と音楽を御願いします。別に自分がやらなくてジョッキー系でもいいので、トーリ君の好きなのを延々と儀式が終わるまで。それで──」

「智とも、智。ちょっと説明が早過ぎますのよ」

　言われ、振り返る。するとミトツダイラがホライゾンを指差している。

　見ればホライゾンが額に手を当て、

「ええと？　トーリ様が向こうでミトツダイラ様と浅間様がこっちで──」

　その辺りも図示した方がいい気がしてきた。

　だが、フフ、と喜美が笑う。

「必死ね、浅間」

「そりゃまあ、私の担当案件で、多分、最も大きいものですから」

「終わった後、泣く？　そうよね？　〝もう、トーリ君……！　心配掛けさせないで下さい！〟とか言って言って！」

「いやあ……」

　どうでしょうね……、と、己は首を傾かしげた。

「今更言うのも何ですが、いろいろ条件あって厳しい部分もあります。ただ、最大の難点みたいなのがありまして、それをクリアすると、凄すごいヘトヘトになってる気が……」

「どういう事ですの？」

「それをこれから説明します。あと、ホライゾン？　私達と役を代わりたい場合、言って下さい。なるべく成功率が上がるよう、対処します」

　新しく表示枠サインフレームを開く。段々と泉の熱が身体からだに溜たまってきた自覚を得ながら、

「浅間神社式というか、サクヤ式、幽かくり世よ戻しの術式ですね」
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　宮舞台の縁に座りながら、メアリは表示枠を広げた。

　……恐らく、周囲の巫女みこの方々が大体を解わかってはいると思うのですが……。

　とりあえず説明役として、自分はある程度叶かなえられよう。

　さっき、拝殿の奥に丸鏡の大きなものが設置された。自分は、まず拝殿を手で示し、

「あの拝殿が、母胎となります」

　肝心なのは、恐らくあの鏡だ。

「鏡の前に、ウエットマン様が布ふ団とんで寝かされ、その両横に呼び戻し役の巫女みこが寝る事になるのだと思います。命を戻すウエットマン様は、〝産まれる〟ので頭を外側に。

　戻し役の巫女は〝産む〟ので頭を奥側にするのだと思います」

　はい、と従士が手を上げた。

「ええと、でもそれでは、単に眠ってるだけになりません？　そこから術式に導入するのは、かなり力が要ると思いますけど」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ですから、鏡を使用します。鏡に三人を映す事で、三人をバラバラではなく一ひと纏まとめにしてしまうのです」

　と言った時だ。母おも屋やの方からやってきた瘦そう軀くの男性が軽く手を上げた。

　浅あさ間まの父だ。

　彼は拝殿の方に、覆いを掛けた一枚の大鏡を持っていきながら、

「メアリさん、なかなか鋭いですね！　一応補足させて貰もらいますと、鏡をもう一枚、奥に仕込みます。そうしないと鏡写しの呼び戻しになって、魂が左右逆に入ってしまいますからね」

「Ｊｕｄ．、神酒みきがその代わりだと思っていました。水鏡か何かで」

　あ、と彼が小さく笑う。

「アレは、智ともが景気付けに飲むか、または他の参加する子が踏ん切りつかない時にエイヤって飲むとか、そういうものですよ。余ったら奉じるかなあ」
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・貧従士：『浅間さん！　浅間さん！　さっき噓うそを吐つきましたね!?』

・あさま：『えっ？　い、いやあ、巫女は噓吐けないから勘違いじゃないですか？』

・ウキー：『確かに奉じはするが、その他の用途については言ってなかっただけか……』

・立花嫁：『まあ、何かする際に酒の力も必要な時はありますね』

・金マル：『おっ？　おっ？　誾ぎんちゃん意味深だねえ！』
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　浅間の父が、鏡を奥に設置し、手を軽く振ってまた母屋に戻った。あちらの奥では儀式に必要なものを順次出してくるようだ。

　メアリは、鏡が二枚縦並びで置かれた拝殿の奥を見た。

「あちらの方が、要かなめですね」

　見る限り、拝殿の奥側、鏡の後ろにもスペースがある。その背後は、拝殿と通路で繫つながっている本殿だ。

「鏡で映した後ろに、その情報を神と繫つなぐための巫女みこが座ります。彼女を通して、後ろの本殿にいらっしゃる主神にアクセス。後は主神が、鏡と巫女を通して渡された情報を実際の幽かくり世よに上書きか転写。それで幽世にいるウエットマン様の魂に、こちらから連れ戻し担当の巫女が会いに行けますし、ウエットマン様の魂は身体からだと繫がる、という仕掛けでしょう」

　成程、と点てん蔵ぞうが頷うなずいた。そして彼が、話を促すためだろう、こう問うて来た。

「で、気が早いかもしれぬで御座るが、トーリ殿をどうやって連れ戻すので御座る？」

　言われて、己は考えた。

　この拝殿から境けい内だいの構図は出産。浅あさ間ま神社は出産を扱う神社で、拝殿内の巫女達の配置も大体の事は示している。が、どう説明したものかといえば、

「────」

　一気に熱が顔に上がって来て、三週間ぶりに花が散った。人前でもある。点蔵にしてみれば、つい、という疑問だろうが、

「て、点蔵様、気が早過ぎますっ」

　馬鹿、と小さく口の中で呟つぶやきながら、手で横に彼を突いておく。
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・金マル：『何かメーターが凄すごい上がってる雰囲気？』

・●　画：『あー、三週間ぶりで和むわこの空気……。早く帰還しないと』

・十ＺＯ：『三週間ぶりに何か拾われて語られてるで御座るよ！』
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　メアリは流石さすがですのね、と、実況通神チヤツトに転送されてくる境内の言葉に、ミトツダイラは感心をする。

　一方でこちらは、その手段の説明を浅間から聞いているところだ。

　まず、最初に質問したのはホライゾンだ。

「先程の説明ですと、ホライゾンの位置がサクヤ様とのアクセス役ならば、浅間様の方が順当なのではないですか？　ホライゾン、巫女の役を知りませんし」

「あ、えーと、アクセス役としての仕事は術式でもう組んであります。要は幽世に行ってからの話なので、現うつし世よ側ではアクセスポイント役は見守り役なんですね」

　それに、と、浅間がやや迷ってから言った。

「ホライゾンは、そういうアクセスポイント役に凄く向いているんです」

「聡そう明めいだからですか」

「えっと……」

　……迷ったらいけませんのよ!?

　何か解わからないが、とりあえず意識で押しておく。すると浅あさ間まは泉の中でホライゾンの手を取りに行き、

「ホライゾンの身体からだは自動人形ですが、魂となる核は人間で、これは魂の純存在であるような神様から見たら、人間としての余分なものがほとんどない事になるんですね」

「フフ、うちの義妹は人間としての穢けがれが無いって事？」

「人間としての身体が無いので、当然そうなります。自動人形としての穢れはありますけど、人間に比べたら画一的で禊祓みそぎ術式の種類も個数も遙かに少なく済みますし、変動対応も殆ほとんどいらないです。御陰で、普段なら加護や術式がミョーに掛かりやすかったり、逆にフックが必要になったりするんですが、今回は〝当てた〟ように有利です」

「智とも、じゃあ、私と智が呼び戻し役となるのは──」

　ええ、と浅間が首を下に振った。

「私達の持つ余分なもの。単純に言えば、生命力の高さが重要なんです。身体を構成するいろいろなものの力の総合が、今回は大事なので」

　役目の差と、性質の差、と言ったところか。

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。そして彼女は、

「解りました。つまり適材適所ですね。──浅間様の決めた配置に問題は無いと思いますが、浅間様、何故なぜ、配置換えを促すような事を言ったのですか？」

「あー、いや、それは……」

　と浅間が言葉を濁した時だ。この流れを聞いていたのだろう、境けい内だい側から疑問が来た。

・不退転：『そうね。──じゃあ、どうやって総長を連れ戻すの？』
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　浅間は、うーん、と考えた。これは皆も聞きたいところでしょうねー、と。

　だがちょっと、言葉を選ぶ必要がある。衆しゆう目もく、とは言わなくても皆の前だ。

　そう、真ま面じ目めに答えれば何の悪い事も無い。こう言えば良いのだ。

　……トーリ君と、神様の仕事をするんですよ！

　そう、これ！　これを言えれば合格！　いけます！

　ゆえに己は、ちゃんと言葉を選んで回答した。だがその直前。喜き美みが、

「フフ、浅間、ちょっとそっちのタオル取って？」

　……あ、ハイ。

「──トーリ君と合体するんですよ！」
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・約全員：『…………』
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　……ん？　んン？

　正面、タオルを受け取ってから、洗い場の方に上半身を突っ伏して笑いを堪こらえている喜き美みがいる。

　他、ホライゾンとミトツダイラが真顔をこちらに向けていた。

　……ええと。

　何かしくじったろうか。

　否、ちゃんと、本心の答えは用意した。万全だった筈はずだ。しかし、

　……あれ？

　言おうとした瞬間。喜美にタオルを要求され、心の中にあった言葉がそれによって押し出された気がする。

　何となくだが、朧おぼろ気げな記憶としては、結果、口で言おうとしていた選び抜いた厳選の言葉は何処どこかに消えてしまい、

「────」

　自分が今、何を言ったか気付いた己は、一つの声を作った。

「──あっ」







[image: 第五十一章『秘密処の本音娘達』]
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・あさま：『ちょっといいですか皆！　落ち着きましょう！　はい息を吸ってー、吐いて──！　はい落ち着きました！　これからは明るい未来を見て行きましょうね!?』

・ホラ子：『浅あさ間ま様、アルティメットエロ巫女みこだと認識をしておりましたが、皆様の前で合体宣言とは、流石さすがという以外、どう形容したら良いのかホライゾンとんと困りますねコレ』

・あさま：『ホ、ホライゾンも人目気にせず言いましたよね三週間前！』

・金マル：『というか三週間ぶりに繫つながったと思ったらアサマチ何をいきなり剛速球ぶっ込んでくるのかな』

・●　画：『浅間、アンタ、私の手にペンがあるって事忘れたの？　シリーズ全部ハッピーエンドにしてやるわよ？』

・あさま：『それは別にそれで御願いしますけど、ちょ、ちょっと皆、落ち着いて下さい！』

・不退転：『──落ち着いたら詳しく話をするの？』

・ホラ子：『おおっと成なる実み様、厳しい追及。これは浅間様も身動き取れませんね。向こう正じよう面めんの喜き美み様、今のどう見られますか』

・賢姉様：『えェ只ただ今いまの決まり手は〝落ち着き投げ〟ェ、〝落ち着き投げ〟ェ。これでもう詳しく話すしかありません。ククク』

・銀　狼：『──というか智とも？　ええと、私も智と一緒の連れ戻し役なんですけれど、一体コレ、どういう事になりますの？』
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　ミトツダイラは、泉の中で、横の巫女が額に手を当てて考えるのを見た。

　んー、と浅間は唸うなってから、

「ちょっと面倒な話になります」

「いいですわよ？」

　言うと、ホライゾンも喜美も頷うなずく。喜美の方は完全に珍獣か何かの余興を期待する顔になっているが、私もその対象ですのよねコレ。しかし浅間は、ええと、と前置きして、

「フツー、死者を蘇よみがえらせる事は出来ません。神しん道とうの場合、イザナギとイザナミがやらかしまして、黄泉よみの入口を岩で塞ふさいだからなんですね」

・傷有り：『以前、神道の勉強をしていてその話を見て思ったのですが、……死者の方は、それだと黄泉の世界に入れないのでは？』

・未熟者：『いきなり厳しいね！　でも、黄泉が壁に囲まれたような世界で、死者は空から降ってくるか地面から湧わき出てくる、とすれば、入口を塞いでも矛む盾じゆんは生じない筈はずだ！』

・貧従士：『だったら逆に、何でそんな入口あったんですか？』

・未熟者：『そ、それはイザナギみたいなのが会いに行くためじゃないかな？』

　ホライゾンが、ふと「風通しのためでは……」と正解っぽい事を言ったが、だとすると黄泉よみの換気状態最悪ですのね現状。

　と、そんな事を皆が考察していると、浅あさ間まが切りを見て言葉を作った。

「──とまあ、そういう訳なので、もしもトーリ君が黄泉の世界に入っていたら、いくらサクヤでも取り戻せません。サクヤは国くに津つ神かみですから、天あま津つ神かみのイザナギ達がやった行いには逆らうのが難しいですからね」

「では、おっ死ちんだトーリ様は、取り戻せないのでは？」

「ええ。だからサクヤと口裏合わせて、黄泉に入る前で、トーリ君を呼び止めて貰もらってます」

　ん？　と皆が首を前に傾かしげた。ややあってからホライゾンが片手を上げ、

「そのような事が出来るんですか？」

「いやまあ、ちょっとした穴というか、ミスを突いた技なので、とりあえず上手うまくいっているんですが……」

　浅間が、やや考えてから、こう言った。

「──でも実は、トーリ君が決定権を持ってるんです。だから、私達が会いに行って説明して、トーリ君がそれは嫌だと言ったら、決裂です。トーリ君は黄泉に入ってしまいます」

「は？　何ですの？　その決定権って。……条件ですの？」

「それはちょっと言えません。──ぶっちゃけ、神様レベルの話なんですが、下手へたに口にすると聞いてる神様から干渉があったり、他、何処どこかから漏れて他国の神しん道とうが介入してくる恐れもあります。……話すなら、トーリ君に私から直接言います。これはそうさせて下さい」

　そうですの、と素直に思ったのは、浅間の言葉に力を感じたからだ。

　彼女の言う条件とは、多分、特殊なものだ。でも絶対に通すと、そういう力が見える。

「浅間様、一つ確認をします」

「何です？」

「──それは、浅間様を失わせたり、害したり、他の何かをそうするようなものではないと、ここで約束出来ますか？」

　問いかけが飛んだ先、浅間はややあってから表情を変えた。笑みになって、

「そんな事が起きないような条件を私も考えましたし、結果、サクヤの側からそうならない案を提示されて、こうしました。ただ──」

「ただ、何ですの？」

「ええ、場合によっては、私、──浅間神社の巫女みこというか、代表を辞める必要があるかもしれません」

　え？　とこちらの疑問とは余所よそに、いきなり喜き美みが吹いた。彼女は浅間を指さし、

「……クク！　そうね！　その方法ね！」

「ど、どういう事ですの？」

　いやいや、と喜き美みが悟った顔でこちらの肩を叩たたく。まあいいじゃない、と彼女は前置きし、

「まあどちらにしろ、愚弟と合体したら、神様優先をモットーとする巫女みことしては駄目って事で、巫女の職は剝はく奪だつじゃないの？」

「いえ、その場合は、神様を優先としない巫女、となるだけです。でも、神様優先時に、それゆえに許可が出ていた加護や術式が使えなくなるので、力は落ちますね」

「智ともの射撃系の術式は？」

「あれはサクヤ関係無しなのでそのままいけます」

・金マル：『えっ』

・●　画：『力落ちるどころか余分な仕事無くなって上がるんじゃない？』

・あさま：『そ、総合力！　総合力ですよ！』

「でもその場合、私達どうなりますの？　智の御世話になってますのよね？」

　あー、と、また浅あさ間まが考え込んだ。彼女は人差し指を立て、

「一応ですけど、父とうさんとも打ち合わせしてるんですが、トーリ君の決定権が上手うまく行きまして、そして連れ戻せれば、万事解決する、……筈はずです。言い切れないんですけど、引き継ぎして、皆の設定とか加護や術式など、ほぼ今まで通りに行ける筈です」

「神様を優先しない巫女なのに、それと同等の事が出来ますの？」

　ふむ、とホライゾンが頷うなずいた。

「ホライゾンとしては、浅間様がお変わりなく術式や加護の設定などをして下さると楽……、というか快適な生活が出来るので楽……、というかまあ、有り難いですね」

「それは多分、そう出来ます」

「じゃ、じゃあ、我が王との合体云うん々ぬんは、どういう事ですの？」

　うーん、と、また浅間が考え込んだ。





●






　その手があるか、と正まさ純ずみが呟つぶやいたのを、直なお政まさは聞いていた。

「アサマチの、何かミョーな方法かい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かに、今の葵あおいなら選択権がある。そういう方法が出来るんだ」

「言えないネタですか？　副会長」

　アデーレの言葉に正純を見ると、彼女が確かに頷いた。

「浅間が警戒していたのは神しん道とう方面だが、政治的に警戒するなら、これは言わない方がいい。恐らく他国が介入する案件になる」

「どういう事さね一体」

　そうだなあ、と正純が腕を組む。そして、うーん、と首を横に傾かしげ、

「──まあ、単純に言うと、葵あおいの馬鹿がえらく強化される事になるんだ。悪い事じゃないと思うぞ？」
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「──で、トーリ君を連れ戻す方法ですけど、さっきも言ったように、基本、死んだ人を生き返らせる事は出来ません」

「でも我が王は黄泉よみの前で待ってる状態ですのよね？」

　ミトツダイラの問いに、浅あさ間まは頷うなずき、しかし肩をすくめた。

「だけど実質、幽かくり世よに行ってしまっているんです。魂と身体からだの縁は切れていて、それを戻す事は出来ないんですね」

「ではどのようにするんでしょうか、浅間様」

「はい。だからここは、サクヤの得え手てである〝出産〟の理論を用います」

　言うと、喜き美みが首を傾かしげた。彼女は頭にタオルを載せて一息つき、

「……それは、アンタ達が愚弟を産む、って事？」

「いや、それだとトーリ君はこっちに戻せません。トーリ君を私達の中に入れても、子供を産む事になったら、こちらに連れてくるのはその子供ですから。逆にトーリ君はいなくなってしまいます」

「じゃあどのようにして、我が王を連れ戻しますの？」

「さっきの、イザナギとイザナミですよ」

・傷有り：『──〝産み〟の神話ですね!?』

　流石さすが、真ま面じ目めに勉強している人は違うと、そう思う。

　何事？　という顔をしている三人に向け、自分は左右の手を立てる。

「イザナギとイザナミの話ですけど、二人は黄泉を塞ふさぐ岩を挟んだ状態で、こう言い合ったそうです。死者であるイザナミが〝私は日に千人、人を殺そう〟と言うと、生者であるイザナミは〝では私は日に千五百人、子を産もう〟と」

「……それ、メジャーな話ですわよね。そこで死者と生者の産まれるバランスが決まったので、現うつし世よでは毎日五百人ずつ人口が増えていく、と」

「そうですね。つまり天あま津つ神かみのイザナギは、自分の仕事として、毎日、最低でも千五百人の子供が生まれるよう、頑張っている訳です」

　あ、とミトツダイラが声を作った。

　正解に行き着いたらしい。そう、方法は簡単だ。

「──あちらの世界で、トーリ君と私達の間で、千五百一人分の〝当たり判定〟を叶かなえればいいんです。そうすると、毎日産まれる子供に対し、一人分の余剰が出ます。

　あとはその一人分の権利を、サクヤによってトーリ君のものに付け替えて貰もらう訳です」

　言った先。ミトツダイラとホライゾンと喜き美みが、半目になっていた。
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　……あれ？

　三人の反応に、何かしくじったかと浅あさ間まが思う先、彼女達が顔を合わせてひそひそと相談をする。何か非常に気まずいというか〝やらかした！〟という気がしたので、

「あの、まだ説明が」

　喜美が無言で右の平手を立てて出してきた。ちょっと静かに、という事らしい。

　三十秒程待った。すると三人がバラけて、顔を赤くしたミトツダイラが俯うつむき気味に右の手を上げる。

「ちょっといいですの？　智とも？」

「はい、何でしょう、か」

　大体コレが来るでしょうねー、と思っていたら、本当に来た。

「──我が王と千五百回当たり判定って、智と二人で分けても七百五十回ですのよ!?

　どんだけしますの!?」

　やっぱそう来ましたかー。
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　糟かす屋やは、母の母の話を聞いていた。何やら母の父との話になると、かなり赤面ものの話がエスカレートしてきたのだが、その途中で彼女の横に表示枠レルネンフイグーアが開き、

「あら？　ネイトからですの」

　……御お母かあ様さまから!?

　何事だろう。機密事項や、もしかすると自分の事かもしれないと、そう思う。全開で気にしつつ、しかし問う事も出来ないのでじっとしていると、

「何ですのネイト？　──七百五十回!?　貴女あなたも遂にこの偉大で凄すごく格かつ好こ良い母の記録に挑戦する気になったんですのね!?　でも私、四桁けたのレコードホルダーなので、もうちょっと頑張らないといけませんわよ？」

　表示枠が勝手に割れた。向こうから砕いたのだろう。

　何の話だろうか、と視線を向けると、

「ふふ、気になりますの？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、御母様が、何を？」

「ええ。うちの子の王様と、巫女みこも合わせて広義の組み手ですの」

「組み手……!?」

　グラスで飲み物を口にしていたMouri-01が吹いたが、どうしてかよく解わからない。ただ、母の母は、ふう、と頰ほおに手を当てて息を吐き、

「ようやく、あの子もヘタレをやめて覚悟を決めるというのでしょうね。──貴女あなたも気をつけた方がいいですのよ？　大事な獲物を捕らえた狼おおかみは、それを奪われないようにしますもの」
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・銀　狼：『向こうのケタが外れてて参考になりませんでしたわ──！』

・あさま：『ほ、ほら、七百五十回とか、空前の数字じゃない訳ですよ！』

・約全員：《審議中》

・あさま：『あっ、何かまた厳しい判断しようとしてますね!?』

・金マル：『というかテュレやんに任せると蘇そ生せいしまくり可能？』

・●　画：『ああもういいところだけどここの制限時間来てるからポイント移すわ！　ちゃんと話続けててね！　あとログとっておいて！』
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　ホライゾンが手を上げるのを、ミトツダイラは見た。彼女は半目で、

「浅あさ間ま様の推測だと、どのくらい掛かるのでしょうか、それ」

　あ、いえ、と浅間が左右に右の手を振った。

「制限時間あります」

「それは？　二年くらいですか？」

　もっと掛かるのでは、と思った正面。浅間が笑みで言った。

「安心して下さい、ホライゾン。──明日あしたの夜明けまでです」

「何処どこが安心出来ますの──!?」
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・金マル：『狂った？』

・礼賛者：『ナイト君、復帰からかなりトバしてますが、小しよう生せいも今回は同意しますね』

・貧従士：『ええと、犬の早朝散歩してるので解わかりますが、明日の夜明けは午前五時半くらいですね……』

・不退転：『今が午後七時半だから、八時から始めて九時間半？』

・銀　狼：『一時間に約百五十八回ですけど、智とも！　智！　本気ですの!?　何か人類史に残る記録をたてる勢いじゃないと我が王を蘇生出来ない気がしますわよ!?』

・あさま：『あ、いや、とりあえず分身術式か何かでトーリ君に分かれて貰もらいますから、その半分で済むと思いますよ？』

・不退転：『それでも一時間に七十九回？』

・十ＺＯ：『何かノルマが見えると一気に生臭くなってきたような……』

・現役娘：『まあ！　ネイト！　回数ではこの壮麗ですごく可愛かわいい母に敵かなわないからって、速度で勝負しに来ましたのね!?　でもそこに愛はありますの!?　ママンも後でチョイと一時間程試してみますわ！』

・銀　狼：『愛は何処どこですの──!?』

・傷有り：『あの、すみません、盛り上がってる最中に注釈しますが、これ、……あれを用いるつもりですよね？　──異界との時間差を』
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　そうですね、と浅あさ間まはメアリの書き込みに頷うなずいた。

　向こう、何か驚異的なものを見る目を向けてくる三人に対し、自分は表示枠サインフレームを出して説明する。それは現うつし世よと幽かくり世よと、その境界を示す概要図で、

「一応、幽世は完全な流体の世界で、とりあえず世界のフォーマットとして姿すがた形かたちを持てるようになっていますが、現世のように負荷的なものが薄いです」

・煙草女：『──武神に合一してるような状態さね？』

　はい、と己は認める。

「神様達は、自分の作業などする時は自分の支配領域の時間密度を高め、それが現世でどのような結果になるかを見る時は時間密度を薄くするのが常です。──つまり向こうでは、時間はある程度可変出来ます」

「確かにまあ、向こうにお呼ばれしたアーティストがこっち帰ってきたら数秒しか経たってなかったとか、逆に百年過ぎてたとか、あるわよね」

「それと同じです。だからサクヤに向こうでの時間密度を高めてもらって、こっちの一年分とか二年分とかにして貰もらえると、多分、大だい丈じよう夫ぶだと思うんですね」

　ふーむ、と皆が思案する中、ホライゾンが口を開いた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、合体云うん々ぬんもですが、浅間様が役割を交換しようか、と言った意味が漸ようやく解わかりました。つまりこちらでは九時間程ですが、向こうでは、トーリ様を一年か二年分、独占状態となる訳ですね？」

「ちょっと頑張って、半年、三ヶ月くらいかな……、という努力はしますが、やっぱりそれなりの期間になると思います」

　しかもその間、何をしているかといえば、完全にそっち系だ。正直、未経験で知識のみの自分達では、何がどうなるか解らない。しかし、ホライゾンがこう言った。

「浅間様と、ミトツダイラ様の、身体からだというか本体の方に影響は？」

「いえ、ありませんけど？　魂の方は影響ありますが、身体はそのままです」

「つまりあの男、二度美お味いしい思いを……！」

　いやまあ、と言って己は気付いた。ホライゾンがこちらが行く事を前提としているのだ。

「……あの、ホライゾン？　いいんですか？　私達で」

　ホライゾンは、役割を変えないつもりだ。それでいいのか、と、ミトツダイラもホライゾンに視線を向け直す。すると、

「一つ約束があります」

「何です？」

「後で七百五十二回分くらいのそういう空間を用意して下さい」

「────」

「やられたらやりかえす。それがホライゾンルールです。トーリ様も役得連発ですが、まあ頑張って頂きましょう。──今後、浅あさ間ま様とミトツダイラ様も、このルールで御願いします。ホライゾンは奥手なので、出来れば御二人を大たい義ぎ名めい分ぶんにしたいですからね」

　喜き美みが吹いて、自分もややあってから吹いた。ただ、ミトツダイラと二人、ホライゾンと握手をして、

「トーリ君にはそれを先に話しておきます。〝モノ扱いだぜ！〟って言うと思いますけど」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その方が、あの小心者も割り切りがついていいかと」

　しかし、とホライゾンが台詞せりふを繫つなげた。

「最大の問題があると判断します」

「え？　な、何ですか？」

　ハイ、とホライゾンが疑問した。

「途中で飽きませんか」
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　そこですよね──……、と、巫女みこが真剣に悩むのは有りなんですの？　とミトツダイラは思った。そして浅間が、表示枠サインフレームを一つ開いた。

「浅間神社の統計によると、男性の方は、同じ相手だと百回くらいから段々マンネリを感じてくると言われてます」
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「まあ！　何ですのネイト！　貴女あなたの美麗ですごくピチピチした母に質問とは!?　──え？　何ですの？　バリエーション!?　そんなのまずは相性と愛ですわ！　あと、場所と時間と衣装とシチュエーションとで無限大ですのよ!?　ちょっと待ちなさい！」

（場所：教きよう導どう院いん・自室・外・寝室）×（時間：朝・昼・夜）×（衣装：夏冬制服・戦闘服・水着・全裸）×（シチュエーション：いつもの・リバ・教師と生徒、領主と獣、食事中等々）

「これだけオーソドックスでも４×３×５×５で三〇〇！　〝あれをもう一回〟とすれば六〇〇ですのよ！　後はドッキング姿勢を変えていけば、さあ、答えが見えてきましたわね!?」
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「……参考になるような気がするけどしたくないような意見が来ましたわ」

「ま、まあ、何処どこで役に立つか解わかりませんからとりあえず保管で……」

「フフ、でも、その辺りどうなの？　浅あさ間ま神社だったら、何かそっち系の能力アップとか、そういうのが揃そろってるんでしょ？」

　いやあ、と浅間は首を傾かしげた。

「一応、向こうに持ち込むものとしては、衣装情報とか、たとえばこっちの住居周りのデータですね。馴なれない場所だと、まず馴れるのに時間を食うので。

　個人的には、あまり、術式とか薬みたいなのには頼りたくないです、ええ」
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　アデーレは、浅間の父が拝殿に〝異界持ち込み可能！　スッポンパワー！〟とか〝異界でも使える潤滑入浴剤・太たい祖そヌルテカ〟や〝男の回復術式〟などを束で積んでいくのを見た。

・貧従士：『浅間さん！　また噓うそを吐つきましたね!?』

・あさま：『い、いや、それ父とうさんのリスト見る限りトーリ君用ですよトーリ君用！』

・ノリキ：『アイツあっちで死ぬんじゃないか』

　そうはさせないよ！　と浅間の父が言ってるが、相当な事になる気配はある。

・ホラ子：『まあトーリ様が変なプルウェイを押しつけてきたら張り倒して構いませんので』

・あさま：『ハイ……』
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　いやまあ、と、浅間がうなだれるのを喜き美みは見た。

「元々、あの術式をトーリ君と作ったり、三み河かわで適用した頃ころは、こういう事になったら私の魂をトーリ君に半分譲ろう、って思ってたんですね」

「……そんな事、出来ますの？」

「さっきも言ったように、今回はちょっとサクヤのミスを利用するので、行ける筈はずです。サクヤは出産関係なので、生きている魂の扱いや付け替えが出来ますから。

　で、死んだ直後ならトーリ君も魂の残ざん滓しがありますから、五〇：五〇じゃなくて五五：五五くらいでぎりぎり現うつし世よに保って、そこからまた拝はい気きとか重ねて魂を回復すれば、十年くらいで元に戻るから痛むところはないかと、そう思ってた訳です」

「フフ、それがどうしてこうなったの？」

「本舗入った辺りでサクヤにミスを気付かれまして。ええ。で、こっちからその辺りの仕掛けを話して将来的に万が一があったらって相談したら、こう返されまして」

　浅あさ間まが出してきた表示枠サインフレームを見る。それにはサクヤのサイン付きでこう書いてあった。


《何か往おう生じよう際ぎわ悪いなあ、オマエ。コレ以外許可しねえぞ：Ｂｙ神》



　あー、と皆が納得の仰のけ反ぞりをする。

「つまり主神からの蹴けり飛ばすようなプッシュですね浅あさ間ま様」

「というか智とも、主神に言われる往生際の悪さって……」

「うーん、ぶっちゃけミトの方は巻き込んじゃってすみません」

「いえ、人狼ルウガルウとしては、精霊に近い事もあって、魂を分配されたら力を失いますわ。今の方法の方が、正解だと思いますの」

「そう言って貰もらえると有り難いですねー……」

　ともあれ、と浅間が言って、こちらを見た。

「喜き美みには、トーリ君の魂を呼ぶよう、頑張って貰います。そしてホライゾンですが、ミトと私と、あとちょっと喜美も、少し、気をつけた方がいい事があります」

　何？　と己は、自分の役が関わる事かと顔を向ける。

　すると巫女みこが、先程の異界と現うつし世よの概要図をもう一度示して皆を見た。

「私とミト、トーリ君は、ある意味、実体としての〝身体からだ〟というものが無いところに行きます。一応、繫つながってはいますけど、向こうでは剝むき身な感じで。

　で、ホライゾンは、私達のアクセスポイントですが、アンカー役でもあり、クレーン役でもあるんですね。つまり私達を捕まえて、引き揚げる役です。喜美もそう」

「フフ、それが何か問題あるの」

「異界に行った人間は、以後、異界の影響を受けます。神の力を持ったり、見えないものが見えるようになったり、と。──今回の場合、恐らく、私達の魂というか流体の〝型〟は、お互いの影響を受ける事になると思います」

　それはどういう事か。

「戻ってきたら、たとえば、相手がどう思っているか、解わからないでも察しが利いたり、何をしているか何となく通じたり、という〝虫の働き〟が生まれる筈はずです。また……」

　やや迷ってから、巫女が言った。

「これは私達の前世からそうなのかもしれませんが、魂の結びつきが強くなって、死んだ後とか、また生まれ変わっても、付き合う事になると思います。いいですか？」

「──私、望むところですわ」

　狼おおかみが即答した。自分としてはどうだろう。

「ずっと愚弟の賢けん姉ねえね。どうかしら。自分から選択してそうなったのではなく、運命としてそういうレールがあるとしたら、嫌ね」

「駄目……、ですか？」

　……あら、何すごい絶望した顔するのよ。

　随分と蓋ふたをしなくなったものだ。いい事ね、と内心で友人に微笑する。

　ただ、浅あさ間まの言う通りだったら、どうだろう。前世から、もう、こうだったのかも知れない。

　だとすれば、前世の自分はどうやって、このレールを認めたのだろう。

　……そうね。

「私が愚弟の賢けん姉ねえである事が確定だとしても、そんなレール如ごときでは見る事の出来ないものがあるのよね」

　それは、

「愚弟が、──私の賢い弟になる事」

　こればかりは、レールでは決まらない。

「関係を作るだけじゃなく、それを深めないと出来ない事。……きっと私はそれを神かみ代よの時代から解わかっていたんだと思うわ。今もその途中。だから私、神を超えた存在なのね。あらヤダ世界の真理に到達しちゃったわよ!?　どうするの浅間！　崇あがめなさい、ホラ！」

「ハイハイ。ええと、ホライゾンは──」

　振り向いた先。ホライゾンが一つの反応をしていた。

　涙をこぼしていたのだ。
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　何とまあ、とホライゾンは思った。浅間がこちらを気に掛け、

「あの？　ホライゾン？」

「いえ、これは目の汁です。目汁」

「目汁」

　そういう事にしておく。が、今、ある事が確定したのだ。

「関係ですね」

　ふ、と力を抜き、己は言う。

「ホライゾンは、一人でした。一人で武蔵むさしに〝いる〟と気付き、そこから店主様や黒くろ藻も様、正まさ純ずみ様や皆様と出会い、トーリ様と出会い、このような関係を得ています。

　しかし、三週間前、……未来の世界に、ホライゾンとトーリ様はいなかったと聞いたのです。そして、その子も、またいないのだと、聞いたのです」

　それは、

「……皆様の関係から、ホライゾンとトーリ様は抜けてしまい、……もはや一人ですらなくなった。そういう世界もあるのだと、教えられました」

　だが、今、話は変わった。

「三み河かわ争乱でトーリ様もホライゾンも、何故なぜか生き残りました。そして今、浅あさ間ま様やミトツダイラ様、喜き美み様がここにいます。ホライゾンは一人ではなく、抜け落ちてもいません。

　更に、──前世でも、来世でも、またこうであったかも知れず、こうなるかもしれないと、そう仰おつしやるのですね。ならば……」

　ならば選択は一つだ。

「トーリ様を連れ戻しましょう。──トーリ様を、一人にはさせません。

　失わせないとは、そういう事なのだと、ホライゾンはそう思います」
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　凄すごいなあ、と、浅間はホライゾンをそう思った。

　迷惑かも、とか、重荷だとか、そういう事は考えない。押しつけかも知れないが〝ある〟事を優先とする。これはつまり、

「正しくないかも知れませんけど、間違っちゃいない、ですね」

「別に、一人になりたければ、そうすればいい訳ですからね。一人になってしまう、のではなく、なるならば、それは失われないからこそだとも思うので、贅ぜい沢たくな事です」

　成程、と頷うなずき、そして己は一息をついた。

　大体の〝方法〟は、注意事項を含めて言った、と思う。

　あと問題があるとすれば、〝方法〟の外だ。つまりは、

「……トーリ君のパーソナルな部分ですよね」

「どういう事ですの？　我が王のパーソナル、って」

　あ、いや、と己は間を作った。一応、本人からも、そういう時が来たら、という話はして貰もらっているのだ。だが、

「トーリ君が、私達とこういう事するのを、了承するかな、って……」
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・約全員：『ここに来てヘタレおった……！』

・あさま：『い、いや、こればっかりは本人に現場で聞かないと解わからないですよ！　ミトだってそう思いますよね!?』

・銀　狼：『ノーコメントですわ──！』

・貧従士：『ぶっちゃけ浅間さんと第五特とく務むが水着か何かで密着したらそれで許可が出るような気が』

・十ＺＯ：『いや、トーリ殿、変に堅いところあるで御座るよ？　エロゲの攻略でも間違ったルート入ったら〝まだ見るものを全部見てねえからな……〟ってやり直すくらいで御座るし』

・賢姉様：『フフ、じゃあ浅間とミトツダイラのルートに入ってるかどうかが大事なのね？』

・ホラ子：『そういう面倒な男は押さえつけて術式か何かで〝選挙〟してやればそれでいいように思うのですが』

・浅間父：『いや、僕はトーリ君を信じているからね！　そういうものには智ともも頼らないで大だい丈じよう夫ぶと、信じているよ！』

・立花嫁：『この信頼感は世界を滅ぼしませんか』
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　……うーん……。

　コレばっかりは浅あさ間まとしてもよく解わからない。彼とは今の付き合いでも幸いを感じるが、一線を越えるとなると、こちらはよくても向こうが別だ。

　ただ、喜き美みが小さく笑って視線を寄越した。

「浅間？　アンタ、愚弟とこういう事、したかった？」

　え？　と問い返してしまうような疑問だ。だが、隠している場合でもない。

　己は、息を一度吸ってから意思を述べた。

「はい」

　応じた。随分と良い度胸だと自分でも思うくらいだが、応じた。ホライゾンは拍手しなくていいですから、ええ。

　すると喜美が一つ首を下に振った。

「フフ、有り難。じゃあ重ねて聞くわ。……それは、愚弟の事を大事に思ってるから？」

「──はい。一緒にいる事を、もっといろいろ確かめたいと、何度も思いましたよ？」

　凄すごい事を言っている。が、事実だ。

　ただ、それだけではいけないと思った。ゆえにこちらも言葉を重ねる。

「だからこそ踏み込めないんですよ、怖くて。……確かにヘタレですけど」

「そうね。御免なさい。でもアンタ、踏み切れなくて、しかし今回の件は、一大事だけれど、そういうのを踏み越える契機でもあるのよね」

　言われた台詞せりふを、よく考えた。そして頷いた。

「失いたくないとか、いろいろありますけど、そういう点ではそうです」

　じゃあ、と喜美が言った。目を細めた笑みにして、言った。

「──言い訳をしてもいいから、大事だと、アンタの全部で伝えなさいな。

　そしてそこから先は、言い訳せず、大事だと、アンタの全部で伝えなさいな。

　それが永遠に続くなら、全て、何もかもが大事になるんだから」

「それは──」

「愚弟だって同じよ？　私達のように、アンタも大事な存在なの。だからあの世で、二人で、一回だけ言い訳しなさい。そして今後、言い訳を考えたら、今回の事を思い出しなさい」

　いい？　と喜き美みが言った。

「言い訳は、ヘタレじゃないわ。言い訳はね、超えられてないだけの勇気なの。

　言い訳を超えたら、アンタはもう、自分に対して無敵よ」
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　うん、と己は頷うなずいた。

　言葉は力になる。巫女みこという職業はそういう力を扱うものなのだ。だからそれを信じ、

「生まれて初めて、……喜美に感謝した気がします」

「フフ、慣れっこになって麻ま痺ひしてるのよ、駄目な女ね」

　そうですね、と言うくらいには余裕が戻った。ならば後は、

「ミトは……、どうですか？　その辺り」
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　……こっちに振りますの!?

　見ると、皆が視線を向けていて、ホライゾンが耐水和紙で出来た〝犬の飼い方・狼おおかみ系〟という草そう紙しをこちらに向けて見せてくる。

「あの、ホライゾン、それは……」

「いえミトツダイラ様、一丁これを読んで、逆に対抗策を考えられてはどうかと」

　そのアイデアは今まで無かった気がするが、昨今撫なでられるのも悪くないというか寧むしろスキンシップなのでどうしたものか。

　とはいえ、こっちとしては充分なのだ。

「だって私、騎士で、我が王は、王ですもの。……騎士が王を救いに来たといえますし、王も騎士に褒美を与えるとか、そんな大たい義ぎ名めい分ぶんがあるから、言い訳は先に立ってますのよ？」





●






・あさま：『どう思いますかミトのお母かあさん』

・現役娘：『シチュエーションが〝王と騎士〟しかないですって!?　何て勿もつ体たいない！　母と父は昨夜ゆうべだって〝背の低い先輩と背の高い後輩〟で楽しみましたのに！』

・銀　狼：『御お父とう様さまは行けても御母様はソレ無理がありますのよ──！』

・金マル：『無理があるから遊びとしていいんじゃないかな？』
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　何か冷静なツッコミがマルゴットから来たが、そういうものだろうか。ただ、

「なかなか難しいですわ。だって、言い訳が無いと、私の方では騎士として王に尽くしていたのを、王の方では私を〝そういう対象〟として見ていた事になりますもの」

・貧従士：『あの、身体からだを重ねるのは、まあ隠れてする事ですけど、歴史再現として見た場合、王と騎士としてはよくある事だと言えますよ？』

　フフ、と喜き美みが小さく笑った。

「それがミトツダイラのプライドなのよね。……だって、そういう概念無しで、騎士である自分の居場所を貰もらった訳だから」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、私にとっては、王は王として、私は騎士として、そういう関係のままでいたいですし、そうではないと、今後、境界が曖あい昧まいになってしまいますわ」

「曖昧になると駄目なんですか？」

　前例がある。

「母みたいになりますのよ？　──多分」

　う、と皆が言葉を失った。

　ホライゾンが、泉の熱とは別の汗を流しながら、

「……いきなり、誘ゆう拐かいして三日間行方ゆくえ不明とか、フツーにある訳ですね？」

「それも、騎士としての仕事したら、そのまま〝御褒美ですわ！〟って引っさらって、屋外構わずやらかすような」

「フフ、授業中とかでも相手なめ回すような事になる訳ね？」

　正直、否定出来ない。何しろ前例が家人だ。血は濃い。

「私、割り切る分だけ、割り切らなくなったら、酷ひどい事になるように思いますの。母はそれでも全然構わないから、そうなったら私もお構いなくなるように思いますのよ？　でも、そっちはそれでいいですの？　速度と腕力では私が有利ですのよ？」

　ホライゾンが、耐水性の〝犬の飼い方・人狼ルウガルウ系〟というのを出してくるが、それの著者名ウネルートって、母の襲しゆう名めいの逆読みではありませんの？

　と、そんな事を思った時だ。母から言葉が来た。

・現役娘：『馬鹿ですのねえネイト。以前に言いましたわよね？　相手は王様なんですもの。そこで自分は騎士だと言い訳が立ってしまうなら、──貴女あなた、次期人狼女王レーネ・デ・ガルウとして、王と対等に向かい合えばいいんですのよ？』

　それが嫌なら、こうすればいい。

・現役娘：『人狼の姫。……それが、人の王様に惚ほれてしまった。騎士になって、学生として付き合ってしまった。いいシチュエーションですわ。騎士である事を捨てようとも、捨てなくても、二人だけの間で盛り上がりますわよね』
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　浅あさ間まは、ミトツダイラが泉の中にゆっくりと横倒しになるのを見た。

　数秒してから、髪房が浮きとなって軽く全体が回り、身体からだの方が沈む。

　しばらく、呼吸の泡が断続的に上がって来ていたが、止まり、

「あの、ちょっと」

　声を掛けると、ホライゾンがこちらを制した。

「駄目です浅あさ間ま様！　今、ミトツダイラ様は、呼吸を止める事でオパイを大きくする民間信仰の祈りに入られたのです！」

「違いますわよ！」

　と、水を跳ね上げて狼おおかみが起き上がる。すると喜き美みが、あら、と手を上げて、

「上手うまい落としどころは見つかったの？　カーチャンの言いなりじゃなくて」

「それは……」

　と顔を赤くしたミトツダイラが、しかし眉まゆを立てた。

「騎士と王の関係は変わりませんわ。変えるつもりもありませんの。ですけど──」

　はあ、と彼女が、泉の湯船に肩まで沈んだ。

「──もっと王に、可愛かわいがって欲しいですし、もっと王に、傍そばにいたいと、そう伝えたいのは確かですわ」

　ホライゾンが、耐水性の〝犬の飼い方・ペット系〟というのを出してくるが、バリエーションはどれだけあるのだろうか。対するミトツダイラが、それを見て苦笑し、諦あきらめたように言う。

「ええ、王と騎士ですわ」

　でも、

「……でも、私、狼ですの。王も、そうであると、そう思いますわ」
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・あさま：『まあそうですよね、最近のトーリ君、ミトに結構凄すごいですから』

・金マル：『以前、タイーツの中に手を突っ込んでて〝やるなあ！〟って思ったけど、最近はもっと凄かったりする？』

・不退転：『髪に隠れて背中を舐なめたりしてるのは、構造的によく出来てると思うわ』

・ホラ子：『じゃあミトツダイラ様の方は準備万端の取り越し苦労だったという事で』

・銀　狼：『何か勝手に話まとめられてますのよ──!?』
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　大体話はまとまった、と浅間は思った。

　それぞれのコンセンサスも取り、

「何か、質問とか、ありますか？」

「ゲームとかしていて大だい丈じよう夫ぶですか？　トーリ様が起きた時、先に進んでいるのを見せつけてやろうかと」

　いつも通りと、そうしたいのだろう。自分でも、そっちの立場ならそこに気遣うと思うので、問題ないと伝えておく。

「ちょっと、周囲で怪異みたいな感じの発光現象とか、遠くの景け色しきが見えたりするかと思いますが、指定範囲から動かないように御願いします。だから洗面所は済ませておいて下さいね？」

「その辺りは自動人形なので、設定をキュッと締めれば大だい丈じよう夫ぶです。ええ」

　普段「失敬！」とかやってるのは、心許しているという事らしい。何だかここの話だけで数年分のお互いの理解が進んだ気もする。だが、

「これから、もっと解わかっていくんでしょうね、お互い」

「そのためには我が王を連れ戻さないといけませんのよ？」

「フフ、そして創そう世せい計画を止めないと駄目ね」

　皆、言わずとも泉を上がる。話し足りない事はまだまだあるが、そういうのを続けていくために、動くのだ。

　でも、と喜き美みが言った。

「最低のガールズトークねえ、コレ。ホント、──褒めてるわよ？　特に私」







[image: 第五十二章『祭の待ち人達』]
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　浅あさ間ま達が泉を上がり、準備を始めたという事を聞いて、境けい内だいの玉砂じや利りの上に座り込む人影があった。

　アデーレだ。おい、と正まさ純ずみが声を掛け、メアリが肩を支えに来るのに任せ、

「いやあ、すみません。何か緊張していたみたいで」

　良かった、と己は思った。

　……とりあえず、総長にはアクセス出来るんですね。

　生き返るかどうかは解わからない。浅間達は念入りで、恐らくこれ以上の人選はないと思うが、それでも、現場では何があるか解らないのだ。

　だが良かった。

「万が一の事があっても、いきなり終わるんじゃなくて、一言くらいは聞いてきてもらえるかと思いますから」

「……バルフェットにしては、意外に悲観的だな」

「あー、ちょっと、今日きようの事をひきずってるんですよ」

　何しろ、放課後に話をして、そこからいきなりの展開だったのだ。

「明日あしたもまた、こんなのかなあ、燻くすぶるんですかねー、と、そう思っていたんです」

　その矢先の〝死亡〟だ。

　いや、正直、現状に不満はある。総長もだが、皆の態度も煮え切らないからだ。

　誰も彼も、すごく静かに苛いら立だってるのが、自分でも解る。

　だが、そうかと言って、己もまた、心にある事を言っていいかどうか、解らなかったのだ。

　役職者でも襲しゆう名めい者でもないとは、ここまで踏ん切りがつかない事か。だから、

「良かった……」

「何がだ？　バルフェット」

　いや、まあ、と己はしかし、隠していてもしょうがないかと言う事にする。

「今日、総長達がいつも消えるのどーしてかなって後をつけまして、そしたら仮設教きよう導どう院いんの裏の方で勉強小屋建てて、本舗組と勉強してまして」

「勉強？」

「それで一体？」

　副会長と第一特とく務むの食いつきがいい。そして顔を見合わせる二人に、己は一つ頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、自分、そこで話を聞いたら、総長、リニューアル俺おれをやろうとしていたって言ってて、だから自分、そうじゃないって、言ったんですね」

　今思うと、凄すごく偉そうな事を言った。だが、だからこそ憶おぼえているのは、

「総長がどうにかしようって思ってたら駄目だって。自分達がどうにかして、総長は自分らにそれ頼む役なんだって。総長は、どうにかしようじゃなくて、ああしたいこうしたい、って、それを言えないと駄目だって。そう言ったんです」

　参る。

「よく考えたら、総長も燻くすぶって頑張ってたのに、自分、それ全否定ですよね」

　言った。すると返答が来た。

　沈黙だ。





●






　……え？

　ただ無言が来た。自分としては何か言われると思っていたのだが、顔を上げて見れば、副会長と第一特とく務むが、さっきと同じく顔を見合わせたままだ。しかし二人は不意に、

「くっそ！」

「馬鹿な話で御座るな！」

　と、ハイタッチにしては速過ぎる平手打ちの交換を行う。

　快音が響き、境けい内だいに凜りんと鳴った。禊祓みそぎの強い場所だ。音は確かに間違わずに周囲を洗い、

「よく言ったバルフェット」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾン殿や浅あさ間ま殿に任せていても、やがてこうなったとは思うので御座るが、荒っぽいながら、それを早めたで御座るな」

「い、いや、褒められた方法じゃないですから」

「いやいいんだ、アイツはそんな扱いくらいで。本舗組は甘やかしてるからなー」

　後半は同意だ。ともあれ、

「あの馬鹿も、あれで、何もしなくても自分で気付いたようにも思う。だけどホライゾン達がいれば、それは確定するし、私達がいれば加速する。──皆で、あの馬鹿を担いだ武蔵むさし勢だ。

　その事実が、戻ってきたと思う」

「じゃあ、これから、どうするんです？」

「君達は騒いで待っててくれればいいよ！　食事や御菓子とか出すから！　そしてトーリ君の事を笑い話にして欲しい！　そうすれば呼ぶ力が上がるからね！」

　浅間の父が母おも屋やから顔を出す。頷うなずいた皆が、表示枠サインフレームを開いて仲間を呼ぶ。

　……そっか。

　自分達は、武蔵勢だ。それぞれやらかす事もあるけど、仲間の内で収支はつく。

　自分は誰だれを呼ぼうか。
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　鈴すずは、〝うどん奥おく多た摩ま〟二階にある〝鈴の湯〟から、思わず水着で表に出そうになった。

　……危ない！

　就業中だ。小こ袖そでを羽織っていても、湯屋の前くらいにしか出た事はない。それがつい、歩き出してしまいそうになったのは、やはりアデーレから聞いた彼の事もあるが、

　……浅あさ間まさん達、振り切ったんだ、ね。

　煮詰まらない、という感はいつも受けていたが、ここではっきりした。

　自分は彼の事が好きだ。ホライゾンと共にいる彼の事が好きだ。

　だけど彼女達は、付き合おうとしている。

　彼がどうであろうとも、付き合い、寄り添っていくつもりなのだ。

「うん」

　失恋はしない。好きであるのを止やめる必要も意味も無いから。

　ただ付き合い、寄り添うのは自分ではないと、そう感じた。

・貧従士：『鈴すずさん、こっち来ます!?』

・ベ　ル：『すぐ下だよ？』

　そうだ。浅間神社から禊祓みそぎの湯を受け取り、また、送っているのが〝鈴の湯〟だ。縦町の階段を一つ上がって、横町の扉を潜くぐると、浅間神社の地階に出る。二分もかからない。

　だけど今はいい。

　ちゃんと就業時間の仕事をしてから行く。その方が、彼も、ホライゾンや浅間、ミトツダイラに喜き美みも、喜ぶのだ。

　私は私。私の中にいる彼が、ホライゾンとだけではなく、もう、絶対に一人ではなくなるのだと、そう思った。そして、

・貧従士：『あ、じゃあ、こっちからそっち行きます！　鈴さんのところ、ここで配給が整ったから温泉卵作ってますよね！　それ用意していて下さい！』

　困った事に、皆は、誰だれ一人として、一人にしてくれないのだ。

　一回、両親に言われた事がある。

「鈴？　お前、……皆に凄すごく世話になってるから、こう言うのも何だけど、皆といっしょにいると、あれ、絶対結婚出来なくなるからな？　楽しくて」

　御免、父とうさん、母かあさん、今、凄く楽しい。

　彼が死んだというのに、黄泉よみの入口で待ってるという。

　如何いかにも彼らしい。

　どうした事だろう。武蔵むさしは沈んで、自分達には何も無いというのに、彼もまだ、連れ戻されていないというのに、

「凄いね、トーリ君」

　もう、何か、何にだって、勝てる気がするの。
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「これ、武蔵むさしがあったら、完全な勝ちパターンよね」

　と、神しん道とう式の表示枠サインフレームを翼に挟んで、ナルゼは山道を軽くステップしていた。

　安全な通つう神しんポイントを渡っているのだ。

　……マー、話せると解わかったらハシャいでいる事。

　自分の軽さにちょっと驚きだ。だがまあ、

・不退転：『記録で読み返すと、確かに最低のガールズトークをしてたと思うわ、きっと』

　と成なる実みが言う通り、総長を肴さかなに盛り上がった。地上武蔵では本舗組がそろそろ準備を終えると聞いているが、こっちはログの受け取りに通神ポイントへ向かう。

　行った事がなくても、ポイントの目星はつく。そういうのを自動判定する魔術テクノマギもあるのだ。

　……今後、バレないように中継術式立てて、ステルス型の表示枠で常時応答出来るようにしようかしら。

　ともあれ、小屋周囲のポイントは六つ。その内、三つはここまでの〝最低なガールズトーク〟で使用した。次の四つ目は術式で判定したもので、まだ行った事がない。

　とはいっても、小屋から見える範囲だ。山道の先。丘陵の向こう際に、岩場がある。高い岩の下が、ポイントだった。

　周囲を気にするが、こういう時に黒い翼は便利だ。人目も無いし、神道の村なので、浅あさ間まに用意して貰もらった神道術式の隠おん密みつ系を使って、散った羽根などを自動回収しておく。

　そして表示枠を手に取り、岩場の上に乗った時。

「あ……」

　己は、一つの白を見た。

「勝ちパターン」

　その言葉通りのものが、岩場の中に落ちていた。

　破損し、折れてはいるが、白嬢ヴアイスフローレンが岩と岩の隙すき間まにあったのだ。

　うわあ……、と己は思わず声を飲み込んだ。

　……これは誰だれに感謝すべき!?

　今日きよう、とにかくネタを投下しまくってくれた浅間だろうか、ミトツダイラだろうか。否、根本原因である総長がいいかもしれないわ。全裸よ有り難う！

「総長ネタで二人を描くのもしばらくぶりねえ……」

　と、パーツの飛散状況を見ていた自分は、夜の暗がりの中で、それに気付いた。

　丘陵地帯の向こう。そこは、木などが伐採された野原のようになっている。

　一定間隔で立つ影が見える事から、何か果実でも栽培しているのかと思った。

　違った。

「墓標……？」

　その通りの影が、夜の中に並んでいた。数は、横列と縦列の数から数えるに、四百を下らない。どれもまだ、割合新しいものばかりで、

　……廃すたれ方も、大体、皆一緒ね……。

　同時期に並べられたものだろうか。

　解わからない。

　だが、一つの事実が己の目には見えていた。

　立ち並ぶ墓標は全て十字型だが、逆さになっているのだ。まるで剣のように、縦棒の下が短く、上が長いという形。こんな形状を用いるのは何か、己は知っている。

　魔女テクノヘクセンだ。

　多量の魔女が、一斉に命を失った。そんな痕跡が、ここにある。そして自分は、ふと、奥歯を嚙かんでいた。

　……全く、楽しい時間だったってのに。

　思い出した事があるのだ。この村、否、この墓標に眠る人々。彼らは、

「これ、……マルゴットのいた村の人達ね」

　知っている。何故なぜなら、

「私の父とうさんと母かあさん達と、争い、焼き払ったんだもの。お互いに」
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　ナルゼからの通つう信しんが、

・●　画：『アー、ちょっと白嬢ヴアイスフローレン見つかって忙しくなりそう。定期的に覗のぞくわ』

　という矛む盾じゆんめいた内容を残して消えた後、午後八時十分に、浅あさ間まは、自分達の準備を終えていた。

　ホライゾンは小こ袖そで姿。喜き美みは白の舞用衣装。自分は巫女みこ服で、ミトツダイラは、

「……私、騎士の戦闘用ドレスでいいんですの？」

「ええ、私とミトの場合、トーリ君にとって、印象として残っている服装の方が、認められやすいですから。──勿もち論ろん、向こうに行ったら衣装は流体なので自由です。そこまでの〝鍵かぎ〟みたいなものだと思って下さい、今の格好は」

　と、拝殿に向かう通路の上で、彼女に表示枠サインフレームを渡す。

「智とも、これは？」

「IZUMOが異界用に用意している衣装のカタログです。大体、今まで私達が着たものや、似たものは毎年追加されてますから、さっきミトのお母さんが言っていた衣装類に関しては大だい丈じよう夫ぶだと思いますね」

　正直、ちょっと期待している部分もある。武蔵むさしでは重量税とスペースの問題があるため、好きに服を買うという事が難しいからだ。

「でも今回は、いろいろ着放題ですよ。それに化粧類も、サクヤの方でそういう精霊達を用意しているので、自動的にやって貰もらえます。張り切って行きましょう」

「楽しんでますわねー」

「そうでないと、トーリ君も楽しくないですよ」

　ですわね、とミトツダイラが言って、こちらの胸を見た。自分は、ちょっと引き気味に、

「……何です？」

「いえ、あの、さっきから気になっていたんですけど。……それ、いつもより薄くありませんの？　生地とか。凄すごいパッツンパッツンで」

「え？　あ、いや、術式の伝達率と、異界に入る際の違和を無くすタイプのものなので。あと、パッドとかその辺りのも標準でついてるの排除してますから」

「え？　私のも抜いた方がいいですの？」

　ここでする事ではないような気がしたが、二人でそうした。

　急に狼おおかみの仕草に羞しゆう恥ちが入ったように思うが、まあ慣れです慣れ。人に見せるものでもない。

　そして境けい内だいの方から、早速ドラムの音が響いてきた。

『よーし、始めるわよ！　レッツ通つ夜や！』

「うちは寺じゃないし、通夜じゃないんですけどね」
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　言いつつ、拝殿横の階段から中に入る。途中、境けい内だいにいたメアリとアデーレが手を振ってくれて、儀式が始まるのだと自覚が来た。

　……遂に、ですね。

　何が遂に、なのか解わからなかったが、拝殿に入ると、ミトツダイラと共に息を詰めた。

　彼が寝ている。

　魂を失っているが、死んではいない。長期このままだと別の魂が入って動き出す可能性もあるが、だからこそ厳重に結界している。そして、

『ホライゾン……』

　見れば、二枚の鏡の間で大の字に寝ていた。術式を込めた酒を飲んで、倒れたのだろう。それなりに彼女もストレスがあり、疲れていたという事か。

「本当に、男前で……」

　そうとしか言いようがないのがホライゾンな気もする。ただ、彼女の頭上、本殿に届く通路には、既にサクヤが待っているのだろう。彼女のサイン付きの表示枠サインフレームがあった。


《何か下にスゲーの寝てるんだけど》



　うん、その通りです……。

　ともあれこちらも、準備に入る。広げて整えられている布団の上に、メアリからのメモで、

「大事な今こそがちんこ勝負です！　頑張ってくださいませ！」

　とあるが、一文目〝が〟と〝ち〟の間で改行入っているのは素だろうか。
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「何やら浅あさ間ま神社？　が、お祭りのようですわね」

　と、母の母がいう台詞せりふに、糟かす屋やは、ふと意味も無く南の空を窺うかがった。とはいえ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの、南北中央側に近い位置の森だ。ここから四し国こくは窺えない。

　だが、母の父が、表示枠を出した。

「広報部から来てる。安あ芸き越しだから遠いけど」

　と見せられた夜の四国は、確かに一部、明かりが派手に湧わいている。

「浅間神社は吹き抜けの地下にあってね。今、武蔵は地上武蔵として八つ程の階層都市になっていて、ここが浅間神社のある奥おく多た摩ま」

　指差していく動きで、闇やみの中にある夜景に、捕ほ捉そくのラインが走った。それは六護式仏蘭西広報委員の注釈で、確かに八都市の形を浮き上がらせ、

「あ、やはりこの光ですのね」

　地下の吹き抜けのある場所だろう、光が下から湧いている。

「音、拾えてますわよね、これ」

　と母の母が横から覗のぞき込んできて、音量を調整した。それはリアルタイムで、

『イエ──!!　アデーレの！　一人まっけ──！　ククク！　こっち来なさーい！』

『あああああああくそ！　やりますよ！　やりゃいいんでしょう！』

『ハイじゃあこうして髪の毛を束ねて上にして──、タマネギ──!!』

『くっそおおおおお！　いいですよ！　レッツ通つ夜や──！』

「何語ですの？」

「言っておきますけど、武蔵むさしの遊びと人生の息抜きに懸ける情熱は半端ありませんのよ？」

　そんな気もする。だが、随分と明るいし、盛り上がっている。

　……不思議ですの。

　創そう世せい計画を進め、各地にて自分達のやりたい事を進めている羽は柴しば勢と。

　対抗策も作れず、武蔵を失って何も出来なくなっている筈はずの武蔵勢と。

　楽しそう、という比較はおかしいかもしれないが、陽ように向いているのはどちらだろうか。

「ふふ、どうしましたの？　自分が無視されているようで悔しそうですわよ？」

「い、いえ、私は、その、大御お母かあ様さまと大御お父とう様さまに構って貰もらってるので、充分幸せですの。

　今夜は本当に、いろいろ聞けて幸いですのよ」

「おや、これは隠しておいたスイーツを出さなければいけないね」

　と、母の父が優しい。

　こういったものを、失わせないようにするのが自分達の目的だ。ならばそのために、楽しいとか、そういうものは放っておくべきなのかも、と、そう思った時。

・つるぎ：『糟かす屋や！』

　いきなりの表示枠レルネンフイグーアに、Mouri-01が身構えた。

　母の母は目を細めてこちらを見ているだけだ。ゆえに自分は、Mouri-01に、

「友人から、……平ひら野の・長なが泰やすですの」

「あら、貴女あなたの異母姉妹ですのね？　出来ればいずれ、お会いしたいですわね」

　……あ、何かそれは面白そうですの。

　合わないようでいて、日常的な部分で合う気がする。恐らくは、会話より、料理とか術式などの技術的な部分で合う。そんな事を思っていると、平野から言葉の続きが来た。

・つるぎ：『明日あしたの早朝、夜明け前に、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの強襲部隊が讃岐さぬきの地上武蔵に向かいます！　用件は、以前に片かた桐ぎり君が要求した、役職者達の凍結です』

・黒　狼：『……御母様達の事は、見逃すのではありませんでしたの？』

・つるぎ：『石いし川かわ先生の進言です。──彼らに抵抗の意思があるのかどうか、確かめておいた方がいいでしょう、との事で。竹たけ中なかが抗議しましたが、既に艦が出たそうで。

　私も安あ芸きからそちらに行くので、何処どこかで合流しましょう』

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は息を詰めた。すると母の母が、首を傾かしげた。

「聞いていいですの？」

　迷ったが、言う事にする。これは石いし川かわの独断だ。十じつ本ぽん槍やりの考えではないならば、情報の漏れがあったとしても竹たけ中なかがフォローしてくれるだろう。

「……自分達の担任が、母達の担任との私し怨えんで、嫌がらせに行きますの」

「あら、それは大変ですのね」

「動じませんの？」

「そのくらいで動じていたら、武蔵むさし勢はやってられないでしょうし、武蔵勢の母の一人である私も、やってられませんのよ？」

　さあ？　と母の母は微笑した。

「──何がどうなるか。恐らく導火線に火は点つきますわ。誰だれが火薬を持って集まるか、それを期待しているといいですわね」

　言って、母の母が示した画面の中。遂に花火が炸さく裂れつした。しかも地上で、

『ぬおおおおおお危険なトーリ殿リスペクト!!』

　死ぬ気じゃありませんのコレ。





●






　外の騒ぎとは別に、術式は静かに始まった。

　表の音楽と囃はやし立てる声は、拝殿の戸によって薄く、まどろみのように変わる。

　その中、鏡に照らされ、注連しめ縄なわで結界された下にて、狼おおかみと巫女みこが、彼の頭上で一度手を合わせてから、術式を溶かした神酒みきを口にする。

　飲む。

　そして巫女がもう一度、同じ神酒を口にして、

「────」

　彼の唇に、己の唇を重ねた。

　零こぼすと言うより、溶かすように送り、

「はい」

　柏かしわ手でを一つ打つと、巫女は走狗マウスを呼び出し後を任せる。

「ホライゾンが暇してたら、遊んだり、何か手配してね」

『解わかったよー』

　巫女の感情と直結している走狗は、笑顔だ。そこに噓うそが無い事を理解して、二人はそれぞれの布ふ団とんに横になった。

　全員の頭上に、表示枠サインフレームが出る。そして、

「行きましょう」

　声と頷うなずきと共に、二人の巫女の魂が、奥に開いた本殿への通路へと誘いざなわれた。

　トーリを連れ戻すための術式が、発動したのだ。







あとがき

　そんな訳で『境きよう界かい線せん上のホライゾンⅩ中』をお届けいたします。いろいろな動きというか、情報の出てきたりな話ですが、まずここまで書いてこられたのも皆さんの御陰です。どうも有り難う御座います。

　作中でも触れてます山やま崎ざきの合かつ戦せん。調べてみると、コレが後の賤しずヶ岳たけの戦いに繫つながる部分があったりしてなかなか面白かったりで。基本的には羽は柴しばVS明あけ智ちでの短期勝負ですが、賤ヶ岳から逆に見ると、参加者達の顔ぶれや「織お田だ家け重鎮を倒して、織田家を飲み込むための正当性を得る」というあたりが被かぶる被る。単なる仇あだ討うち、ではなく結果的にでも「織田家重鎮でも単体では羽柴に敵かなわないことを示した」と考えると、明智と同じような位置にいた柴しば田た達が羽柴を警戒するのが解わかりますし、インフラや法律が整っていない疑ぎ心しん暗あん鬼き当然の時代においては、もはや覚悟を決めざるを得ない状況に陥ったのは羽柴の方ではないのかな、とも思ったりです。

　ここら、一戦一戦を個別に区切ってみてしまう後世の自分なんかとは違い、当時の人達からすれば、賤ヶ岳が始まる際の空気というのは羽柴の「仇かたきを討たない山崎の合戦がもう一度行われる」ようなものだったのかなあ、などと。

　このあたり、情報の切り替わりも遅い時代ですから、連綿として当時を見たら今とは全く違う構図やイメージがあるようにも感じますね。

　ともあれチャット。

「学生時代のひどい話をするといいよ」

『小学校のときに、女子の着替えを覗のぞいたらコンパスで刺されたよ』

「いきなり何事」

『いや、プールの後でさ、うちは男子がプール側の更衣室で着替えて、女子が自分の教室で着替えるっていう変なルールだったんだけど、つい忘れて教室のドアをガラってやったら、前の授業が算数で、図形関係やっててな。端の女子が俺おれに気付いて〝ウワアー！〟っていきなり胸に。何か後三センチくらいでヤバかったらしいんだけど、俺に気付いた他の女子達が〝ウワアー！〟って叫んで、俺が胸にコンパス刺したまま倒れるのに気付いたら皆〝ウワアー！〟って、もう全体パニック。俺も混乱して動けなくなって倒れてたんだけど、廊下で気付いた連中が〝ウワアー！〟って。でも全部俺のせいにされた』

「全部お前のせいだよ」

　では今回、作業BGMはsasakure.UKで「ALONE to ALONE」。夜の時間にいい曲です。しかし、

「誰だれが一番堪こらえていたのだろうか」

　ということで。さていろいろありますが、下巻まで少々お待ち下さいませ。


平成二十九年　九月　雨の降ってる朝っぱら　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]





Table of Contents


		目次

	人物紹介

	用語解説

	チャット呼び名一覧、勢力関係図ほか

	第二十五章『戦場の子供達』

	第二十六章『各所の母達』

	第二十七章『教え場所の回答者』

	第二十八章『空の立会人』

	第二十九章『受け継ぎ場所の覚悟者』

	第三十章『艦間の支配者達』

	第三十一章『御家庭の母』

	第三十二章『宣誓地の両者』

	第三十三章『穴場の目立ち者』

	第三十四章『合間の推参物』

	第三十五章『到着空域の到着物達』

	第三十六章『距離の簒奪者』

	第三十七章『傾き荒野の回り者』

	第三十八章『夜の森の狼娘共』

	第三十九章『孤独地の至り人』

	第四十章『隣の告白者』

	第四十一章『慰労会の観客達』

	第四十二章『両陣の行動手』

	第四十三章『楔位置の宣言者』

	第四十四章『大和の支配者』

	第四十五章『行き場所の見据え者』

	第四十六章『外のけもの達』

	第四十七章『夕闇下の会議者達』

	第四十八章『裏道の選び手』

	第四十九章『どん底の認め者達』

	第五十章『境界線の再会人』

	第五十一章『秘密処の本音娘達』

	第五十二章『祭の待ち人達』

	奥付



cover.jpeg





images/00011.jpeg
=
=

e w )

&

Bmt]
f L
N5 D 2 <
ZHRD 7

%%(6
éi%i:] ‘
]

LE

V728
R Bt

7N

S 2
X 1‘/





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg
FoTlio kD O\ o
ER (LEBHEDE) . o






images/00012.jpeg
[r%‘lﬁ @a‘ﬁ\éwj

X

) E )

\ \ \
v \
: \ \
P N0





images/00015.jpeg
Or

SRRSO SRR 0
L,

RRPYF SRR LN R
(EHBRAOI Lokt
FREEOWNO IR, 550597
O P25,

BB Tsichel MDA KT B

TR,
REILOTEN, B E A,
A 0B RLA AR )
LCH. RN AP

511

R OZE, MBROK L, BAOI
AT, Kk 1245, P Lo e
B BRI 800, L. 12
T3,

RO EIOEMRRILE
TR L RSN 2RI, S
FACO, RTINS,
USRI 14,
W DRENBORAE k> CRACT

3,
SRIFEDOAE AT 3 16
RGO N AR
BB RO RS {2
S, 1.
RO RN L HON R
ERERABEE A AT TR
DEROCE

O
SEREHCTHEREAL KT
RIRNOT 7 AL ECLTL
+P.A Qa5+
SERRMRT RO
S 2 f 2
BERBIEOMELCK(LE 51
U <

2
B BN AT 570
77317,

HR[7OF 2SR SORH
R (v Tsiche D
CREGHIORE [T~/ ]
KPAlalia7 2K, RAREAOMES
B

RN R WAL
R AT BN REOBD % w715
1A A I M LS2SE H
SR MBI,

RS A (EL THII A AT
XROBHEOWI L, T HIO

L. HOO S5O VIRIF AL

%7

SEBTYR] MG PR S B O T Ed
SR L RIS 0,
RO R T
REZOUOFD. ’W-’iﬂ)!k‘ AR

uns AN
A 4,5 = LSBT
LS
i

CLOBEERS, (i

AR LT
HFIMOM, LI 774708
s

RSB ORI, Wi
AR,

747

FRRAA T BB,
O SED% BT DL,
KIREAMOKNEEF TSRS
KB

BRSO 2 Bt

TN SHONTTURLOIRTSE &

s,
OSBRI, SR 175 .
EE BRI T A REION B

AT B A
A0 A 5. BRME
BEDLLANEZOR IE

HUNHHO D, KA EREL
s,

SRR IR SRRSO
A,
SRRRIFIS I S TR B e
ROTHELLT MRTEE MR
TRAHML TR RIENL S B2 Tsirhe
i

R 1 R LA
IR RTHIEHIE,

“TSthG:HIO) 14 SR P Hl Ml
£4%.

Tes.[F R/ FAEXANEE TR D
.

SRR AR S
Dafi.

ZERHF NATR=PI AN, KN
RANAOZE ARHREI O

%iT
RS0
£,
AT OO K T AT

LA 7S, 4704 D Kl
HOMliEze

1347
SRS BN 4 5701 BB
K 3600ATELL. HROMRATELLS

FBBASIFAOZ

AR . TS I DR FILC B2
i 2

oty
RAIEN 525
P

e

IREIT 52 e ARk
FtE,

B BRI ILAT I
TR0 A 1K M C
R IROEHOIES

HRE RO ARSI O
Ppiern

ANBAON I TONT
RREALRITED
A RO P W HOM L B
LTS,

- LERWE (2T TS L
FHED!

RN, AR OIS
LEIR.

B Tsirhe RO R
6, SRR NS,
SRR PGV 5 B 1751
i

IR SRR (OB L 2
LA DS.
BHEAAAOMIEL LD, I

A A COIL TS, 5, K
FAGORBERB TR TS
MR HOH N AN 5
ey

ML 7S ARSI
SSLANY DNk ik
R HRINE DFT 500
i

RSO

MRS EF LA LA O T A
@O ARi& B K IEMITS I, 0
P A Ko TR WA Tt
570, ORI HER L AENBES
FAY b5

R AR R 5 OB
LI N TR






images/00014.jpeg
it:0]
ZAERCNBOHE(GSESTEDITO
Mo NER TR DB HI
BolDESTBFENE 7D

Bo+EE [EEOFHuE]
BIAAE [BROBE]
BoHEE MABAOEEE]
FAE [2OIRA] o P121 BE+AE [ADOHDE] e P749
AE [BUMEEFOREE] o P155  HEtHtE [SMTOSMEE P767
# [RRMOXEEE P193 EOHAE [EHORVE] P799

WREOB] p245 BO+HAE [EAEOBOHEE] -PB21

[ERBOTE] P283 BEHE HRMOBEAL P832

[RBOBIHH] o P309 BE+—F [BELOKERE] P859

[amosnl P347 BE+E [ROBBEAE P893

BEREOTEME] P391

EMOEFE] P425 BR o PO

AEEHOEYF] o P457 AER P10

[ROBOWRHE] - Pag7 FIRERERL oo P13

[HBDOEY AL oo P531 Fry NEVE—K. BHBERIED, P16
& [Hosas] - P563

N . {5 N:EERT (TENKY)
BFROBER] - i HI=FHA > EDE— (2725 Inc)
BE+=% [EROGHE| ---P613 EXFH A LK 1 TENKY






images/00002.jpeg
s+ | bl

e D






images/00001.jpeg
FEO+N\&E
[EETFEINED






images/00004.jpeg
OB
NG R AT ¢ G

A THACHAMANC

FONFBEAVR IR
A | TRt LBt

3

b

g § Zfhsssn
'! %Aarc:!

D P pS w=lin | V
SILoA 21
ST! XBBBUHLFEFTORIEIN—ROEN
KR—1—F 1 JTHEVNET ., Y1 XEFDFE
*. BEREAEE R L KB IZUNONF
ZHAEEHTSERA EMEZBOL 2 LE
E128EAROY—ERTIRE! LB, 5
BAZhDES@MEHDHAL FINLYIDORBK
R—)IS—F L4 7%B2HLET, -5+, =
+OERUAOBALSTAUFILYIEE S~
—X1 SANNIZEEODHIHELS - !





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg
uzuo-ara-K

I slornv e == @ e






images/00007.jpeg





images/00031.jpeg
EhtE

RPBOFE ]






images/00030.jpeg
words

DFINE,

KB [H52 2 U] 5 EWROBE, BHIK
BHEFF > TOLPES R L > TRLAZ
L, —OOFEEDREDYE , +HF THEM
LizbF 178,

ﬁl!ﬁﬂ)ﬁi[fat'(@bﬂ] ER2REAIZETS
A FER DFELAE S B2 R
JE- SR, SR L 72,

DT

W EBFHROPLOZL,

SHRIFR:E S OSMZFE RS M AOT
Lo iR L
[BSR (BN 7] 5 AT B Tsirhedd
Eio

ATE LR K W A ST I kT
HOG BRI AL AR T . Th
ZFATLAG NS BOATT BB EEATA
o,

SRR RO &, FE OB L
i }&75\3«1
e

KpAnMax;Jr¢ﬁ+4W7m”m

/DT,

B B B AR K. il
LRI AT

R I Y 7= 2O O A

ke

GEZS
HI3ARA -

CHEHS
R = ENOES| 3
HSHAT [P XIVHKR]
U/ .

‘Shaja [ v—Sy—]: 87 40035 T
"D FAERTHOL
PASPZ 2N YN[

§ %)<
CEEHFDOTHYNOIE —Z 2
Oz, kIR zh T,
CEERAFE TSR R
U7z 2 fit U AL BI HER 00 (Ri) {3

LR
ik
B 007

HIT
RERF 7€)y 52— M.H.R.R.EURGH
R N

-ArchsArt: “ KB 25l

HHO TR
R AR RAMESISF ORI
M, 5 L TILEAE TS BB M,cmaé
HR7HEDA T,
RFRICIZUMOD M., TR &R AL M
PHIC &> T,
KREHSBER(HEOTVLANEL
SESVA]FINOWERIZATAEL 2= 01D
W, ERIOBIEND K0 HE O
o7

BB HIZUMOIZ LB ik &Ry
J,

T IV L D S & ARG PE ORIz
A TR A DY BE A A3 SELE] | P il 55
Lt ik 5,

- R SEEE (1IZUMO) Ui A BLBED e
ES HOFEORAINI TR DO LA
o7,

EE [T TUR]E

SN E N T

O FHR KA & LT
T AN L ARG R L0l
HIZRAY.

SEAERMIEDOM Y. —H—ZHEAE
BAREFHUIAS BV ED B D,
SESHIREOEDLENABBEE, NHOW
CAPI 7280, HHOMRIZ AR A G- A6h
T
*H.R.R.M.: “#fii 5
|ERAE D T 4
;:mﬁa[mnn) A NN TR &
AHRAME [T YT TT7€—X]E
MFR+77v20ZL,
EBRI[TIZA)N=] e BB,
ATELL:G RO i/ N, i< (195,
RFUBW [T—F 70y s ) IEki7 5
> LATEA]

ROPEER o —v i [E0zE,
A 47 R ORI S L
78

B ’:ltkLHzfiJ_é: AR, pE

M#T.2” . M.HR.R.






images/00033.jpeg





images/00032.jpeg
E_t+hE

[zhaEgrogEd]

N
= i N
N -

Z DAty
Exm (RELER)





images/00035.jpeg
[vMTOL#%#]

EO+ES






images/00034.jpeg
AT

BOOK~WALKER





images/00037.jpeg
&
RENN &ML






images/00036.jpeg
F_t+LtE B N

[Z2pmoazsi]

v T
il T3 A

EYIIREALS D -
HDELRBHBENTY A
Bz ®ohibokcéHdh)






images/00028.jpeg
\

BE=tHE \s
[ERepnss v it) '\ 4

e /\
. ‘ N

- \/ , /\_} ) 4§ . .
O A

NN

/ ‘. 4






images/00027.jpeg
horizon ..






images/00029.jpeg
BI+7E o
[Hodio#] . S LT

ﬂﬁﬂ‘ﬁ@iﬁ"’
BT shshn

B (RY)





images/00020.jpeg





images/00022.jpeg
W2A - FVEETNTYE - F LR
CADREA DA (AR IELORET,
FETEBIUNEENTUE AL,
EALLTERAGHENE LR AN TR,

B S OB BEABEDERLES
ABRORE AP HEOT.
BREOSRUEL TR AR LHASNSAR ER T IRLTUET,
SRUIHIVERLX a3 LB,

\ = ADERHHTEERTT,
RB% RIS SERBOTT 0
 E<TRUDE HRETRODED.
BBRIELOET [anoAsHE
B

AR L
AR P Em S
COZRGEBPORR BN,
WEATR DRI MO
LU0,
e

BT SRR TREDI BT
e e L COn ST
EBAPS A TURDD RO RSB ATT.

0






images/00021.jpeg
FE=1=
Mmoo xmsE]

s (DERERObX)
—_—





images/00024.gif





images/00023.jpeg
FE_TE

[%m o]

Zhid
w7z T E
RBHBENNED
Bs (—E*FL &)





images/00026.jpeg
horizon
on the Middle
of Nowhere

episode.10






images/00025.jpeg
/x
%E\ﬂ'\lﬁ \:\;n n
[2 9w m ) O






images/00017.jpeg
. Faly g1

[2o#b AE]





images/00016.jpeg
EO+NE

[ErBEoRDEE]

I 3 ¢
s

A






images/00019.jpeg
BLt+—5

[#EROEZRE] ,






images/00018.jpeg
E-t)\&E
[ZDz4 A]






images/00051.jpeg
==
=

SB00+

BesomtiE]

[






images/00050.gif
N/





images/00052.jpeg
e
T

e

T T

a3 B Ro— x5
P e | AR asn s oo L s £ O

P

HFRETEHLO

NATeA— s

nrm

‘ﬂvu, -t |
KR SR, 24
Y 2!

h 0 Sutic s

EEF
e

]
[The FASCApe—

WHIE

. .. h-ER o
PR o s PRV M0 0. mmroniomn

5
< bt

it
P

]
et

character






images/00049.jpeg
= M
A

50 a

S W4M\W)
® o
® vl M0 il
X Hish






images/00040.jpeg
FE=T1TI\E
EX T3

SN






images/00042.gif
pnﬂq

11

[ojejele]





images/00041.jpeg





images/00044.jpeg
gt - o

R LET

BE 2 =T
bl 1) £ T
X DY





images/00043.jpeg
SE=TN=
[RBRBDE D A,

S e\
74
/
/4






images/00046.jpeg
= —
=

_|__

\g=
\ [xroe]





images/00045.jpeg
O TRHIUE KO

Siiae e |WBABHSTUL

AT by o 78 - HE e
A meeoycRERotamees | o000 T OO ARAE
A g SOEMETLELT.C558
‘a iEm-mm oLesimm.w | RRE—GLR,SERATS
D 7y B Em-ME | ERUBOARL SRURA
R a:km-B% | TUoKBEBRAAE L
-mEm: ARKE Ronine sl | LT O BT AL
E okt SORHN- WA | 0K RO CHSIER
S481iZH-E- -AnG EE-®A Aot
wexunowm -6 mameav | WTRELTELY
lpeiuEom om omizou LT memicsAR AL
- PR BTRENLE A %
+20 mm HER xS B
Ao £
-nE an.m
) Pt
-mies ok
man wm.mn | OOBRETT.—Shaial
iR 7R3 A WA
RSTIRSAUY oA BAB-GR
o mine <R W
< NF B ima-Em
347:28-%
RBE AUV M mE W
R ) CREE 3ur2 REN:OUZF<—F
S B W UI(OREP b KB-EE
= e Py
Sl -we syt a7
ey FEERMR -REM: 0-LRI
praneetpet CRREKR-AHS  -HOR:AKDISA
FAEER W18 WA
CHOR@TRR  -5A3IRCER
v W~
A B
s12:wm
BT e M
- SR WE- HR
-0 -
EU- w80

e EE W






images/00048.jpeg
BCwnrs .
Bhrotzd D)

BB
L BORERI
RS ().





images/00047.gif
[e=—T¢]
Co=—0

=0





images/00039.jpeg
haracter

YIAHN®

MH.RR.2 8. P NEORTD L. 1528
25—, BUER R B,

+u

A2 272 TAY ADFMHIZL Tk BUB R

>E7

RS

TTFATR
M.H.RRIBIROR . 8 R ER . fLiaseL

v

T EH - 1] 3R

[HIROR %, i\a
H% PRI eI

BRI TEY, #OFO"E

55 o
IERI
FAROF > =1, WD E Y iRt

T

DS IE
»H‘§>‘£ Fo AR F -2, @REFAT K
13

202 TN SRS k. |

A0 = .

O
DOEE-EE

I KifON
DEEYH

e ROCIBEHIA. Bo0HTE
hDEEDTE.

Py ©

Lo

=]

FIAHOR &, FL.
D. s AR

LS

LY
P
2+ = a0
@ Sa—n1s, KD T KROM R b
P 7—n 7t

5% o

ﬂﬁll
8. AL, AL 2D Dt
WRBHETO.

Tref- s
T A N EDONR, A 1O LA MiE
Ao, -1 SEHS TW A

E R e un < 3

75 BT 7o G
H.

H D e A

EEs

rli&[(r",//)l At

WA TIE SR OB AL 2,

{13
it 57 LT3 a0 kA, 410
AL B8R D CHLEHIR F A Z X fES

U o

[4RE I
1 T

REIE ST

v 7]

Al
Mg ()

TG F0KEL T RAVSHE [ME

Il p

>
~ L ]
h‘duﬁ i FPIss, Bl Y-+

-

T

sthEH - R E
W Yo i

e, CIIREANBNST

’I‘L!‘/)

AR, 7 AR . IR
i

3

L?J(]m”)o/ 7Y CHERNHETT LS. T
AR e, BRI T LI, B TEMAEL—2,

G

Lo ot e
a|lll-#iE

1A B FHIMO ML TS RRAE (T
APTABATP.AOdafi =t #-55.

EAMERE" % L OREIAA] AT 5250
HREN TSI 1T/ /)R 2L

TA S F, AR RE RS,
$)

73

LR.R.8GR, 12—

WY WK THD, WHPRA M
B35 NG AN 5.

T Lr

iE k-85
MROBL %

ERL TOBREM N T

*
Ao 32 S,

EyEtr iy 5, A

1> CO2E B

character





images/00038.jpeg
JILE &=

152k FLRT (TENKY)






